
令和６年度 生活困窮者就労準備支援事業費等補助金

社会福祉推進事業

ひきこもり支援にかかる

支援ハンドブックの策定に向けた調査研究事業

報告書

令和７（2025）年３月

有限責任監査法人トーマツ



目次
第１章 事業要旨 ......................................................... 1
第２章 事業概要 ......................................................... 2
１ 事業の背景と目的...................................................... 2

２ 事業の内容 ........................................................... 2

第３章 既存データの整理 .................................................. 6
１ 概要 ................................................................. 6

(1) 目的 ............................................................. 6

(2) 対象 ............................................................. 6

(3) 方法 ............................................................. 6

２ 結果 ................................................................. 6

(1) 「ひきこもり支援のポイント」に関するアイデアの整理結果 ............ 6

(2) 「事例でみる支援のポイントで取り上げる代表的事例」に関するアイ

デアの整理結果 .................................................. 11

第４章 ひきこもり支援の方法に関するヒアリング調査 ....................... 13

１ 概要 ................................................................ 13

(1) 目的 ............................................................ 13

(2) 対象 ............................................................ 13

(3) 調査項目 ........................................................ 14

(4) 方法 ............................................................ 15

(5) 期間 ............................................................ 15

２ ひきこもり支援の方法に関するヒアリング結果 ........................... 15

(1) 各章への主なコメント ............................................. 15

第５章 ひきこもり支援にかかる支援ハンドブック素案を用いた意見照会 ....... 20
１ 概要 ................................................................ 20

(1) 目的 ............................................................ 20

(2) 対象 ............................................................ 20

(3) 意見照会項目..................................................... 20

(4) 方法 ............................................................ 22

(5) 期間 ............................................................ 23

２ ひきこもり支援にかかる支援ハンドブック素案を用いた意見照会の結果 ..... 23

(1) 集計結果（回答者属性、意見の分類） ............................... 23

(2) 反映した意見として主なもの ....................................... 28

(3) 十分に反映しきれなかったが今後さらなる検討をすべき事項として

承った意見として主なもの ........................................ 29

第６章 ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの作成 ..................... 31
１ 検討委員会における検討過程 ........................................... 31

(1) 目的 ............................................................ 31

(2) 方法 ............................................................ 31

(3) 検討過程 ........................................................ 31

第７章 ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックを用いた試行研修 ........... 33
１ 概要 ................................................................ 33

(1) 目的 ............................................................ 33

(2) 対象 ............................................................ 33

(3) 方法 ............................................................ 33

(4) 期間 ............................................................ 33



２ 結果 ................................................................ 33

(1) プログラム ...................................................... 33

(2) 参加者属性 ...................................................... 34

第８章 まとめ .......................................................... 35
１ 当事業を通じて作成したハンドブックの内容について ..................... 35

(1) ハンドブックの目次 ............................................... 35

(2) ハンドブックの主なポイント ....................................... 38

(3) 想定されるハンドブックの活用方法 ................................. 39

(4) 活用にあたっての留意点 ........................................... 39

２ 今後にむけてのアイデア ............................................... 40

(1) 引き続き検討すべき事項 ........................................... 40

(2) ハンドブックのさらなる向上について ............................... 40

３ 検討委員会委員より～ひきこもり支援ハンドブック作成を通して～ ......... 41

第９章 資料編 .......................................................... 49



1

第１章 事業要旨

本事業は、令和５年度にまとめた「ひきこもり支援にかかるハンドブック骨子」をふ

まえ、基礎自治体におけるひきこもり支援に関わる方々が活用可能な支援ハンドブック

の策定に向けた検討をおこない、ひきこもりの方やそのご家族が抱える多様な課題に対

し丁寧に寄り添った支援ができるよう、支援体制の充実を目指すものである。

その目的のもと、①検討委員会の設置・運営、②既存データの整理、③ひきこもり支

援の方法に関するヒアリング調査、④ひきこもり支援にかかる支援ハンドブック素案を

用いた関係機関、団体、当事者及び家族等、自治体への意見照会、⑤ひきこもり支援に

かかる支援ハンドブックの完成、⑥ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックを用いた

試行研修、⑦報告書の作成といった７つの活動を行った。

「①検討委員会の設置・運営」では、調査研究の客観性を確保しつつ、支援の現場に

資する成果物を作成するために、ひきこもり支援に知見のある学識経験者、医師、実践

者、当事者及び家族団体等からなる「検討委員会」を設置・運営した。

「②既存データの整理」では、令和５年度に社会福祉推進事業として当法人が実施し

た「ひきこもり支援にかかる支援マニュアルの策定に向けた調査研究事業」において収

集したデータを整理し、ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの素案作りにおいて

活用した。

「③ひきこもり支援の方法に関するヒアリング調査」では、ひきこもり支援の方法や

工夫を把握するために、各地でひきこもり支援を行うエキスパートに対して、ヒアリン

グ調査（一部、書面による実施を含む）を行い、10所から協力を得た。

「④ひきこもり支援にかかる支援ハンドブック素案を用いた意見照会」では、関係機

関、団体、当事者及び家族等が、ハンドブック素案の内容を確認し、意見を回答できる

ようなウェブ上の回答ページを設け、意見を求めた。また、全国の自治体ひきこもり支

援施策担当部門に協力を要請し、ひきこもり支援にかかる支援ハンドブック素案の内容

について意見を求めた。関係機関、団体、当事者及び家族等からは 139件、自治体から

は 278 件の意見を得た。

「⑤ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの作成」では、活動④のとりまとめ結

果を踏まえてひきこもり支援にかかる支援ハンドブックを完成させた。

そして、「⑥ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックを用いた試行研修」では、活

動⑤により作成した支援ハンドブックを用いて、オンライン会議形式で試行的な研修を

実施した。

本報告書では、これらの活動結果を示した上で、総合考察として、当事業を通じて作

成したハンドブックの目次、主なポイント、活用方法、今後に向けてのアイデア等を整

理し、まとめた。
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第２章 事業概要

１ 事業の背景と目的

ひきこもりが社会問題となっている中、厚生労働省においては、ひきこもり状態にあ

る方やその家族への支援の充実のため、現在、基礎自治体（市区町村）によるひきこも

り支援体制の構築を進めている。

一方、支援現場や関係者の指針とされているものとして、平成 22 年にまとめられた

「ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン（厚生労働科学研究費補助金こころの

健康科学研究事業）」1があるが、これは、思春期のひきこもりをもたらす精神科疾患の

実態把握と精神医学的治療・援助システムの構築に関する研究として策定され、主に精

神保健・医療・福祉・教育等の専門機関向けの内容となっている。

上記ガイドラインは策定後 10 年以上が経過する中、中高年齢層のひきこもり状態に

ある方の調査結果をはじめ、8050 世帯など複雑化・複合化した課題を抱える世帯の顕

在化、NPO 法人などの多様な支援主体の参画などによりひきこもり支援を取り巻く状況

は大きく変化している。そこで、現状の課題等を踏まえた、基礎自治体で支援に関わる

職員や委託先の相談機関、居場所の職員が拠り所とすべき新たな指針が必要である。

本調査研究事業（以下、「本事業」という。）では、令和５年度にまとめた「ひきこも

り支援にかかるハンドブック骨子」をふまえ、基礎自治体におけるひきこもり支援に関

わる方々が活用可能な支援ハンドブックの策定に向けた検討をおこない、ひきこもり状

態の方やそのご家族が抱える多様な課題に対して丁寧に寄り添った支援ができるよう、

支援体制の充実を目指し、ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックを作成した。

２ 事業の内容

本事業においては、①検討委員会の設置・運営、②既存データの整理、③ひきこもり

支援の方法に関するヒアリング調査、④ひきこもり支援にかかる支援ハンドブック素案

を用いた意見照会、⑤ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの作成、⑥ひきこもり

支援にかかる支援ハンドブックを用いた試行研修、⑦報告書の作成といった７つの活動

を行った。以降、各活動の概要を示す。

①検討委員会の設置・運営

調査研究の客観性を確保しつつ、支援の現場に資する成果物を作成するために、ひ

きこもり支援に知見のある学識経験者、医師、専門家、実践者、当事者及び家族団体

等からなる「検討委員会」を設置・運営した。

検討委員会の委員名簿と開催概要を以下に示す。

1 https://www.mhlw.go.jp/content/12205000/001429801.pdf（最終アクセス：2025年

３月 13 日）
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図図表表  11 検検討討委委員員会会委委員員名名簿簿（（敬敬称称略略（（委委員員はは委委員員長長をを除除きき五五十十音音順順））））

＜委員長＞

長谷川 俊雄 白梅学園大学 名誉教授

＜委員＞

石川 良子 立教大学社会学部社会学科 教授

宇佐美 政英 国立国際医療研究センター国府台病院 児童精神科診療科長

斎藤 環 筑波大学医学医療系社会精神保健学 名誉教授

林 恭子 一般社団法人ひきこもり UX会議 代表理事

板東 充彦 跡見学園女子大学心理学部臨床心理学科 教授

藤岡 清人 特定非営利活動法人 KHJ全国ひきこもり家族会連合会 共同代表

山﨑 正雄 高知県立精神保健福祉センター

(高知県ひきこもり地域支援センター）所長

＜オブザーバー＞

厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課地域福祉課長     金原 辰夫

            地域福祉課長補佐   吉川 貴士

ひきこもり支援専門官 松浦 拓郎

            地域福祉係長     岩本 まどか

            主査         薮内 亮太

            係員         佐藤 夏海

社会・援護局 地域福祉課地域共生社会推進室

支援推進官 犬丸 智則

社会・援護局 地域福祉課生活困窮者自立支援室

就労支援専門官 鈴木 由美

社会・援護局 総務課     社会福祉専門官 寺田 誠

社会・援護局 障害保健福祉部障害福祉課地域生活・

発達障害者支援室

発達障害対策専門官 西尾 大輔

社会・援護局 障害保健福祉部精神・障害保健課

課長補佐 田中 増郎

文部科学省 初等中等教育局 児童生徒課生徒指導室

室長補佐 上久保 秀樹

＜事務局＞

有限責任監査法人トーマツ
※所属や肩書は令和７年３月時点のものである。
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図図表表  22  検検討討委委員員会会のの開開催催概概要要

第１回検討委員会

○日程：2024年７月 31日(水) 10:00～12:00（ハイブリッド会議形式）

○議題：

 開催挨拶

 委員紹介

 事業内容（目的、活動内容、スケジュール等）について

 ハンドブック骨子と昨年度研究で収集した情報の整理について

 ひきこもり支援の方法に関するヒアリング調査について

 次回検討委員会の日程・議事について

第２回検討委員会

○日程：2024年 10月 23(水) 18:30～20:30（オンライン会議形式）

○議題：

 ひきこもり支援の方法に関するヒアリング調査について

 ハンドブック素案の内容について

 意見照会について（①関係機関、団体、当事者及び家族、②自治体）

 次回検討委員会の日程・議事について

第３回検討委員会

○日程：2024年 12月 10日(火) 18:30～20:30（オンライン会議形式）

○議題：

 意見照会の結果について

 ひきこもり支援ハンドブック（案）の内容について

 試行研修の計画について

 次回検討委員会の日程・議事について

第４回検討委員会

○日程：2025年３月６日(木) 18:00～19:35（ハイブリッド会議形式）

○議題：

 「ひきこもり支援ハンドブック検討メンバーによる座談会」（試行研修）の結

果について

 報告書の内容について

 これまでのハンドブック作成にかかる活動について

 以降の進め方について

②既存データの整理

ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの素案作りにおいて活用することを目的

に、令和５年度に社会福祉推進事業として当法人が実施した「ひきこもり支援にかか

る支援マニュアルの策定に向けた調査研究事業」において収集したデータを整理し

た。詳細は「第３章 既存データの整理」を参照されたい。
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③ひきこもり支援の方法に関するヒアリング調査

ひきこもり支援の方法や工夫を把握するために、各地でひきこもり支援を行うエキ

スパートに対してヒアリング調査を実施した。詳細は「第４章 ひきこもり支援の方

法に関するヒアリング調査」を参照されたい。

④ひきこもり支援にかかる支援ハンドブック素案を用いた意見照会

関係機関、団体、当事者及び家族等が、ハンドブック素案の内容を確認し、意見を

回答できるようなウェブ上の回答ページを設け、意見を求めた。また、全国の自治体

ひきこもり支援施策担当部門に協力を要請し、ひきこもり支援にかかる支援ハンドブ

ック素案の内容について意見を求めた。詳細は「第５章 ひきこもり支援にかかる支

援ハンドブック素案を用いた意見照会」を参照されたい。

⑤ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの作成

活動④のとりまとめ結果を踏まえてひきこもり支援にかかる支援ハンドブックを完

成させた。詳細は「第６章 ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの作成」を参

照されたい。

⑥ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックを用いた試行研修

活動⑤により完成した支援ハンドブックを用いて、試行的に研修（オンライン会議

形式）を実施した。詳細は「第７章 ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの完

成」を参照されたい。

⑦報告書の作成

本事業における各種調査の結果を踏まえて報告書を作成し、検討委員会での内容検

討及び協議を経て最終調整を行い、公開した。
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第３章 既存データの整理

１ 概要

(1) 目的

令和５年度の社会福祉推進事業として当法人が実施した「ひきこもり支援にかかる支

援マニュアルの策定に向けた調査研究事業」で収集した情報について、ハンドブック素

案作成の際により活用しやすい形にまとめた。

(2) 対象

対象を２つ設けた。つまり、令和５年度「ひきこもり支援にかかる支援マニュアルの

策定に向けた調査研究事業」において収集した情報のうち、①「ひきこもり支援のポイ

ント」に関するアイデアとして収集した７類型、計 104 項目案と、②「事例でみる支援

のポイントで取り上げる代表的事例」に関するアイデアとして収集した 19 のテーマ案

である。

(3) 方法

上記の①について、以下の作業を行った：

【作業１】意味の似ている項目案同士を統合する作業（項目案のブラッシュアップ）

【作業２】作業１の結果として整理された項目案のうち、のちに行う「ひきこもり支

援の方法に関するヒアリング調査」において、支援の現場から実際の支援

方法を収集して具体的内容（ハンドブック素案の原稿）の作成に活用する

ことが有意義であると考えられる項目案を選定する作業

上記の②について、以下の作業を行った：

【作業１】ハンドブックで取り上げるテーマ案を絞り込む作業

【作業２】作業１で絞り込んだテーマ案に対して、仮想事例（ハンドブック素案の原

稿）を作成する作業

２ 結果

(1) 「ひきこもり支援のポイント」に関するアイデアの整理結果

以下に「ひきこもり支援のポイント」に関するアイデアを整理した結果を示す。なお、

原案から掲載場所を移動した場合はグレーでハイライトしている。また、当事業のヒア

リング調査において具体的な工夫を聴取することを想定するものに下線を引いた。
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(2) 「事例でみる支援のポイントで取り上げる代表的事例」に関する

アイデアの整理結果

次に「事例でみる支援のポイントで取り上げる代表的事例」に関するアイデアを整

理した結果を示す。
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B
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D 20
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第４章 ひきこもり支援の方法に関するヒアリング調査

１ 概要

(1) 目的

ひきこもり支援の方法や工夫を把握するために、令和５年度「ひきこもり支援にかか

る支援マニュアルの策定に向けた調査研究事業」の作業部会に参画いただいた各地の支

援のエキスパートに対してヒアリング調査を実施した。

(2) 対象

対象はひきこもり支援にかかる好取組を行う以下の自治体 10 所とした。なお、その

うち６所は書面による意見照会とした。
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図図表表  55 ヒヒアアリリンンググ対対象象（（敬敬称称略略））

＜オンライン形式のヒアリングの対象＞

香川県 元香川県ひきこもり地域支援センター 市町等支援員  宮武 将大

香川県障害福祉課精神保健・人材育成グループ     山下 真奈

世田谷区

（東京都）

メルクマールせたがや 副施設長

（世田谷ひきこもり相談窓口「リンク」担当） 足立 千啓

ぷらっとホーム世田谷 主任

（世田谷ひきこもり相談窓口「リンク」担当） 小幡 泰江

世田谷区保健福祉政策部 生活福祉課

神戸市

（兵庫県）

神戸市福祉局

部長（ひきこもり支援担当） 松原 雅子

田辺市

（和歌山県）

認定 NPO法人ハートツリー ひなたの森

施設長               南 芳樹

＜書面による意見照会の対象＞

鳥取県 鳥取県福祉保健部 ささえあい福祉局 孤独・孤立対策課

課長補佐          森安 裕章

札幌市

（北海道）

北海道ひきこもり成年相談センター、札幌市ひきこもり地域支援センター

       支援コーディネーター  樋口 正敏

洋野町

（岩手県）

洋野町役場福祉課 主任               澤 由紀子

特定非営利活動法人エンパワメント輝き 理事長    大光 テイ子

安中市

（群馬県）

安中市役所保健福祉部福祉課 主査         竹内 麻由子

               相談支援員       三宅 陽子

茨木市

（大阪府）

茨木市子ども若者自立支援センター「くろす」

子ども若者支援部門長  竹中 辰也

筑後市

（福岡県）

筑後市社会福祉協議会 地域福祉活動担当       卜部 善行

※所属や肩書は令和７年３月時点のものである。

(3) 調査項目

オンライン形式のヒアリング調査は２回に分けて実施し、下記の質問を行った。

【１回目のヒアリング】

Ⅰ．昨年度研究で収集した情報の整理結果について

 追加・修正すべき点
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 仮想事例案についてのご意見

 場面ごとの対応について、これまでに実施した経験を踏まえてのアイデア

Ⅱ．ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの使い方について

 ハンドブックの活用方法（使いやすい媒体、留意点等ガイダンスとして必要

な内容の確認）

 その他改善点の確認

【２回目のヒアリング】

Ⅰ．昨年度研究で収集した情報の整理結果について

 １回目のヒアリング結果を受けて修正した項目について、追加・修正すべき

点

 場面ごとの対応について、これまでに実施した経験を踏まえてのアイデア

(4) 方法

ヒアリング調査はオンライン会議形式で実施した。所要時間は 60分程度であった。

なお、ヒアリングは一部、書面により実施した。対象者には、ハンドブック素案を送

付し、メールへの返信の形で意見を求めた。

(5) 期間

オンライン形式のヒアリング調査は 2024 年 8 月上旬～下旬、2024 年 10 月上旬～10

月中旬の２度実施した。書面によるヒアリングは、2024 年 10月上旬に実施した。

２ ひきこもり支援の方法に関するヒアリング結果

ヒアリングで得た意見等について、主なものを以下にまとめる。

(1) 各章への主なコメント

【第１章】に記載した内容へのコメント

• （（３）ひきこもり支援の目指す姿「ひきこもり状態にある本人やその家族が、

自らその意思をもって、今の状況や今後の生き方を決めていくことが目標やゴ

ールとなる。」の記述について）基本的にはその通りだが、何十年にもわたる長

期ひきこもりの場合などでは、自らの意思自体の発動ができなくなっている状

況が多々ある。関連する、３．（１）④支援に対する考え方（支援観）のところ

で、「意思や意向の表出を促し…」の文面があるが、表表出出をを待待つつだだけけででははななくく、、

生生活活のの状状態態像像やや少少しし先先のの将将来来をを見見越越ししたた時時にに、、確確実実にに対対象象者者がが困困るるででああろろううポポ

イインントトのの見見通通ししをを持持ちち、対象者に受け入れられやすい具体的な支援の差し出し

方を、支援者側が思い描けているかが問われていると感じる。

【第２章】及び【第３章】に記載した内容へのコメント

• 本ハンドブックでは「「自自律律」」とといいうう言言葉葉がが多多用用されている。この言葉の定義につ
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いて、「就労がゴールではない」といった記載があるので、わかるとは思うのだ

が、「自律」は自分で生活を立てていかなければいけないというようなプレッシ

ャーのある言葉のようにも思うので気になったところである。

• （支援の留意点：「本人や家族に、右肩上がりの順調な歩みを押し付けることは

支援の強要になってしまうこともあることを理解しておく必要があります」と

いう部分について）これは非常に重要な点である。支支援援ががううままくくいいっってていいるる時時

はは、、支支援援者者ののエエゴゴをを押押しし付付けけてていいなないいかかのの再再確確認認がが必必要要だだとと思思っってていいるる。。また、

医療機関等、利用できる資源とのつながりを持つことは必要だが、私は支援者が

1 から 10 まで支援を行う必要はないと考えている。本人や家族のその時々の課

題や希望に対応できる機関は地域を見渡せば多くあるので、いわゆるスペシャ

リストではなく、地地域域のの色色々々なな支支援援機機関関ををココーーデディィネネーートトすするる、、全全体体をを見見るるジジ

ェェネネララリリスストトとといいうう感感覚覚をを意意識識ししててほほししいい。。

【第４章】及び【第５章】に記載した内容へのコメント

（家庭訪問）

• 訪訪問問とといいうう選選択択肢肢がが安安易易にに導導入入さされれてていいるる印印象象を受けた。仮想事例で、訪問導

入前の本人の状態像の丁寧な聞き取り、本人同意の確認、訪問の有効性の検討、

訪問時の具体的なアプローチ案などが見えないのが、現場感覚からするととて

も心配になる。訪訪問問設設定定をを誤誤っってて支支援援者者へへのの拒拒否否感感をを強強めめるるとと、、そそのの後後のの関関わわ

りりがが困困難難ににななるるここととをを念念頭頭にに置置ききたたいい。。

• 立立場場にによよっってて家家庭庭訪訪問問のの難難易易度度がが変変わわるる。保健師は家庭訪問することが業務内

容に入っているためすぐに訪問する。一方、ひひききここももりり支支援援担担当当者者はは、、家家庭庭訪訪問問

すすべべききかかどどううかか訪訪問問ののリリススククをを考考ええるるたためめ作作戦戦会会議議ををすするるななどど、、訪訪問問ををたためめらら

ううここととががああるると感じる。保健師の訪問によりこじれてしまった相談事例も多い。

自分の立場としては、慎慎重重にに判判断断ををしし、、必必ずず本本人人のの了了解解をを得得ててかかららいいくく。

• どどののタタイイミミンンググでで誰誰とと会会ううののかか、、誰誰とと訪訪問問すするるののかかにに加加ええてて、、どどここでで会会ううののかか

もも加加ええててほほししいい。自宅のほうが本人にとって負担が少ないのか、ほかの場所のほ

うがよいのか考えたうえでアウトリーチを実施する必要がある。

• 声にならない当事者の声はやはりそこにあるとおもっているため、家家族族のの意意向向

にに引引っっ張張らられれたたりり振振りり回回さされれたたりりししなないいよようう、、本本人人にに無無理理ししてて近近づづいいてていいかかなな

いいよよううにしている。本人の拒否がないことを確認して家庭訪問を実施している

ようにしている。

• いずれも「家庭訪問を行っているが会えていない」といった「家庭訪問あり

き」の事例が多いように思う。相談機関に本人が出向くように親に伝えてもら

う、どのような誘い方があるかといった事例もバリエーションとしてあった方

が良いように思う。家家庭庭訪訪問問ははああくくままででもも慎慎重重にに行行っってていいくく結結果果行行うう支支援援とい

う事を念頭にあった方が良い。

• アウトリーチについては、現状「訪問」がメインとなっていると思うが、それ

以外の手法も各自治体、各支援機関で検討の余地があると考える。他のページ

にも他分野との連携の記載があるが、ひきこもりの家族からの別の分野での訴

えをアンテナ高くキャッチすることが結果的にリーチに繋がることもあるの

で、この部分にも他分野との連携の記載があることが望ましいと考える。ある

程度「ひきこもり」のことを学ぶと、次はアウトリーチの重要性などを訴えが

ちであるが、但し書きにあるとおり、無無理理強強いいすするるケケーーススやや、、結結果果的的にに無無理理強強
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いいししたたここととににななるるケケーーススももああるるとと思思うう。。そそののたためめ、、アアウウトトリリーーチチのの危危険険性性（（リリ

ススクク））ににつついいててはは、、ももうう少少しし掘掘りり下下げげたた記記載載がが必必要要ではないか。

（支援の流れ）

• 特に支援の実施とモニタリングについて、これは繰り返し行う必要があること

を強調したい。支援の実施は何が課題で、どのような支援が必要かという仮説を

立てて検証するということになるが、あくまでも仮説であるので、仮説が現実の

課題に応じているかを繰繰りり返返しし検検証証ししてていいくく作作業業がが非非常常にに重重要要である。

• やはり支援の現場では、一度相談して関係が切れてしまったので、もう相談に行

きにくい、繋がれないという人が多い。何何度度ででもも同同じじ内内容容ででもも同同じじ支支援援ででああっっ

ててもも受受けけ入入れれらられれるるとといいうう姿姿勢勢をを相相談談機機関関がが持持つつことが非常に重要な姿勢だと

考えている。

• （いわゆる終結について）たとえば自律について、一人暮らしをして働き始める

のがゴールかというと、そこから色々ある場合が多く、なかなか終結が難しいこ

とが多い。就職したからよいといったものではなく、個々人にとってゴールは違

うと感じている。本本人人がが「「ももうう大大丈丈夫夫」」とと言言っったたりり、、誰誰かかととののつつななががりりをを保保っってて

いいたたりりすするるこことと、、誰誰かかににつつななががるる力力ががででききたたとといいううこことと（（SSOOSSをを出出せせるるこことと））がが

大大事事かなと思う。

（キーパーソン）

• 現状では「キーパーソンを見つけて、家族支援をする」というような感じだが、

キキーーパパーーソソンンがが疲疲れれ果果てててて倒倒れれててししままっっててももいいけけなないいしし、、経経済済的的なな利利益益にに関関係係

すするる人人ななののかかどどううかかもも見見極極めめななけけれればばいいけけなないいケケーーススももああるる。キーパーソンと

して様々な所管から呼び出されて大変な場合もあるので、キキーーパパーーソソンンにに安安易易

にに頼頼りりすすぎぎるるののははいいかかががかかとといいうう気気ははすするる。

（家庭内暴力）

• 家庭内暴力を止めるためには、第第三三者者がが介介入入すするるとといいうう構構造造をを作作るることが重要

である。

• 警警察察にに対対応応をを求求めめるるここととがが必必要要なな場場合合、、脅脅ししででははななくくききちちんんととししたた通通告告とと通通報報

ををししててほほししいい。「こういうことをすると、介入する機関に連絡する」と通告し、

その通告を実行に移してほしい。そそううししなないいとと本本人人ににととっっててはは脅脅ししににななっっててしし

ままいい、、間間接接的的にに本本人人のの暴暴力力をを肯肯定定すするるここととににななっっててししままうう。家族と一緒に覚悟

を決めるという相談の時間を持つことも重要である。保護者と話し合う際には、

その時点で関係機関に入ってもらうこともポイントだと思う。

• 身体的に危害を加えられた時、加えられそうな時に、まずは身の安全を確保し

てから次の動きを考えるなど、物理的な距離を取ることが大前提。

（地域とのかかわり）

• ひひききここももりりとといいうう言言葉葉ややひひききここももりり支支援援とといいうう点点ににここだだわわるる必必要要ははなないい。。本本人人

がが社社会会参参加加ししたたいいとと思思ううポポイインントトをを最最優優先先ととすするることが重要である。居場所だ

けがひきこもりの社会参加の例ではない。地域の青年団やサークル活動に参加

した例もある。本人がチャレンジしてみたいという場所であれば、地域との関わ

りはどのような場所でもよいと思う。
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• 「『助けて』が言えた時が助かった時」と言われる人もいる。周りにヘルプが

出せれば、何かしらのサポートは得られるもの。しかし、家族も本人も自身の

ひきこもりのことはなかなか打ち明けることが難しい社会かもしれない。その

観点から考えると、関心が理解に、理解が支援になることがある。具体的な支

援というよりも、地地域域住住民民ががひひききここももりりにに対対すするるポポジジテティィブブなな意意識識をを持持つつこことと

がが、、本本人人やや家家族族がが楽楽ににななるるここととににつつななががっってていいくく。今のひきこもりは隠されが

ちであるが、30年後にオープンにしやすくなるためには、地域への理解促進が

大切。数値化しづらいものではあるが、地道に広報・啓発の取り組みを進めて

いくことはとても大切。

（本人と会えない場合）

• 本本人人のの今今後後やや将将来来にに対対ししてて家家族族がが強強いい焦焦りりをを感感じじてていいるることも多く、状態が悪

い中家族が相談に来所することも多いため「どうしてこうなった――」といっ

た風に原因探しが中心となることも多いのだが、現状を変化させていくための

建設的な話し合いがなされるように「「ここれれかからら何何をを行行ううかか？？」」をを中中心心ににおおいいてて

ココミミュュニニケケーーシショョンンをを行行ううここととがが大大切切ににななるる。

（支援者の働きかけに対して特段よい反応がない場合）

• 家族から本人の普段の様子を伺うことが出来る時は、たたととええ家家族族ににととっってて些些細細

ななエエピピソソーードドででもも共共有有ししててももららいいななががらら、、行行動動量量のの増増減減をを測測っったたりり、、発発言言内内容容

をを記記録録ししたたりりししてておおくくここととで、本人における変化を違う視点から測ることが可

能になる。

（本人のニーズや意向確認）

• 家族相談から、本人から様々なパターンで本人と繋がると思う。本人の「相談

したい」というモチベーションもさまざま。そうした中で、「親に言われたか

ら」「何かしていないとダメだと思ったから」といったとりあえず繋がってい

るという事も多く、つまりは「「どどううににかかししたたいいとといいうう思思いいががああっっててひひととままずず繋繋

ががっってていいるるんんだだ」」とといいうう事事をを考考ええてておおくくここととがが大大切切とと思思うう。。人と話す機会とし

て「使ってもらう」といった、本人優位な事として関わる事が大切と思う。

（家族を通して本人の意向を確認する場合）

• 家族から確認する意向が必ずしも 100％あたっている訳ではないことに留意す

る。

• 本本人人とと家家族族のの関関係係性性ををどどうう捉捉ええてていいくくかかが重要。家族関係が悪い場合、良い場

合で対応は異なるし、あるいは良い場合に見えても共依存のようになっている

可能性もある。家家族族をを通通ししてて本本人人やや家家庭庭内内のの様様子子をを知知ろろううととすするるここととがが、、家家族族

をを通通ししたた意意向向確確認認ののポポイインントト。

（社会参加に係る協力先の開拓）

• 支援者自身の人脈がとても大切。業務上のそれにとどまらず、プライベートな

関係も含め、連携できそうな人とつながっておくことが大切。加えて、「地域

の人→ひきこもり本人」のような、一一方方通通行行のの支支援援のの関関係係性性ででははななくく、、WWIINN--

WWIINN のの関関係係性性をを地地域域ににどどうう作作っってていいくくののかかという、まさに地域福祉推進の視点

が必要。
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（居場所支援、居場所づくり）

• 居場所と一言で言っても、その在り方は多様。何もやることが決まっていない

場を求める人、何かやることがある方が過ごしやすい人、それらは人それぞれ

である。大切なのは、支支援援者者主主体体のの動動ききのの中中でで既既存存のの居居場場所所ににひひききここももりり者者をを

当当ててははめめるる、、とといいううここととををししなないいこと。主役は本人であり、本人が望む居場所

の形を共に考えていく姿勢が大切となる。

（事例のパート全般について）

• ひひききここももりり担担当当のの相相談談員員がが一一人人でで抱抱ええずず、、他他機機関関ととのの連連携携ががととててもも大大切切ででああるる

ので連携して支援をしていくことを強調してほしい。

• 豊富な事例数によってひきこもり支援の範疇の広さが明確になる一方、事例の

一つ一つの特徴が分かりにくくなっているように感じる。「ひきこもり支援担

当の関わり」の箇所について、もう少しケースが立体的になるような工夫が欲

しい。
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第５章 ひきこもり支援にかかる支援ハンドブック素案を用いた意見照会

１ 概要

(1) 目的

ハンドブック素案について、関係機関、団体、当事者及び家族等の意見を反映するこ

とで当事者にとってよりよい支援の実現に資する内容となること、また、ひきこもり支

援を実施する自治体の意見を反映することで現場での実践にとってよりよい内容にす

ることを目的として実施した。

(2) 対象

対象は、「関係機関、団体、当事者及び家族等」と「自治体」の２つとした。詳細を以

下に示す。

関係機関、団体、当事者及び家族等への意見照会については、自治体に対して接点の

ある方に意見照会について案内することを求め、厚生労働省のホームページでも告知し、

誰でも回答できるようにした。

自治体への意見照会については、以下を対象とした（悉皆）。

① 都道府県ひきこもり地域支援センター(47 都道府県下にあるサテライトや分室等

含む)

② 政令指定都市ひきこもり地域支援センター(20 政令指定都市下にあるサテライト

や分室等含む)

③ 市区町村のひきこもり地域支援センター・ステーション・サポート事業を実施し

ている機関（委託含む）

④ 上記③除く市区町村のひきこもり支援を実施する部門・機関

(3) 意見照会項目

意見照会では、回答者の基本情報の他、全体構成、記載内容、仮想事例、ポイント

を含めた事例の書き方について意見を求めた。意見照会の詳細な項目を以下に示す。
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図図表表  66  関関係係機機関関、、団団体体、、当当事事者者及及びび家家族族等等へへのの意意見見照照会会のの項項目目

パート 質問番号（形式） 質問内容
①回答者の
基本情報

Q1（MA）

あなたのお立場についてあてはまるものをすべて選択し
てください。
<選択肢> ※複数回答可
①ひきこもり当事者・経験者
②ひきこもり当事者・経験者の家族・親族
③当事者会・団体
④家族会・団体
⑤支援機関
⑥その他
⑦答えたくない

Q2（MA）

このハンドブック素案の意見照会をどのようにお知りに
なりましたか。
<選択肢> ※複数回答可
①厚生労働省ホームページを見て
②ひきこもり地域支援センター等からの案内を見て
③その他のひきこもり支援を行う組織・機関からの案内
を見て
④自治体からの案内を見て
⑤当事者会・家族会等からの案内
⑥SNSを見て
⑦その他

②全体構成
Q3（FA）

章立てや項目立てについて意見をお聞かせください（ハ
ンドブック素案に記載がないが知りたい項目、必要ない
と感じる項目等）。

③記載内容 Q4（FA）
記載内容について意見をお聞かせください（文言の意味
が分かりづらい、誤りがある等）。

④仮想事例
(概要)につ
いて

Q5（FA）
仮想事例の内容や分量についてご意見をお聞かせくださ
い（仮に掲載される仮想事例の数を減らす場合に落とし
てもよい事例等）。

⑤事例の書
き方

Q6（FA）

ポイントを含めた仮想事例の書き方についてご意見をお
聞かせください。（現在のように留意してほしいポイン
トに焦点をあてた相談経緯の書き方がよい、ポイントに
焦点をあてず広く事例の経過がわかる書き方がよい
等。）

（形式の凡例）MA:複数回答、FA:自由回答
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図図表表  77  自自治治体体へへのの意意見見照照会会のの項項目目

パート 質問番号（形式） 質問内容
①回答者の
基本情報

質問１（SA） 所在する自治体名
質問２（FA） 所属機関名

質問３（SA）

回答者の所属する機関
<選択肢>
①都道府県もしくは政令指定都市のひきこもり地域⽀
援センター
②上記以外のひきこもり地域支援センター
③その他のひきこもり支援を行う組織・機関

質問４（MA）

回答者の所属する機関の種類
<選択肢>
①自治体のひきこもり支援担当課
②自治体のひきこもり支援担当課以外の課
③生活困窮者自立支援機関（受託団体含む）
④教育支援センター等（受託団体含む）
⑤福祉事務所
⑥保健所、保健センター
⑦精神保健福祉センター
⑧社会福祉協議会
⑨NPO 法人、民間企業
⑩その他

②全体構成
質問５（FA）

章立てや項目立てについて意見をお聞かせください
（ハンドブック素案に記載がないが知りたい項目、必
要ないと感じる項目等）。

③記載内容 質問６（FA）
記載内容について意見をお聞かせください（文言の意
味が分かりづらい、誤りがある等）。

④仮想事例
(概要)につ
いて

質問７（FA）
仮想事例の内容や分量についてご意見をお聞かせくだ
さい（仮に掲載される仮想事例の数を減らす場合に落
としてもよい事例等）。

⑤事例の書
き方

質問８（FA）

ポイントを含めた仮想事例の書き方についてご意見を
お聞かせください。（現在のように留意してほしいポ
イントに焦点をあてた相談経緯の書き方がよい、ポイ
ントに焦点をあてず広く事例の経過がわかる書き方が
よい等。）

（形式の凡例）SA:単数回答、MA:複数回答、FA:自由回答

(4) 方法

関係機関、団体、当事者及び家族等への意見照会については、ハンドブック素案が閲

覧できるアンケート回答ページを作成し、以下の方法で当該ページ URLを周知した。

① 回答ページ記載した案内状を作成し、自治体に対して送付。自治体から回答ペー

ジを案内いただいた。また、厚生労働省ホームページにおいても回答ページを案

内いただいた。

② 意見の回収については、対象に対して回答ページに意見を入力することを依頼し

た。なお、専用メールアカウントを用意し、メールでの意見提出も可能とした。

自治体への意見照会については、Microsoft Formsを用いたインターネット回答ペー

ジを設置し、以下の方法で当該ページ URLを周知した。
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① 厚生労働省から、対象に対して、「ハンドブック素案」と意見照会の依頼をメー

ル等にて送付いただいた。

(5) 期間

調査期間は 2024年 10月 31日（木）～2024年 11月 29日（金）である。ただし、締

め切り後に回答があったものも集計に含めた。

２ ひきこもり支援にかかる支援ハンドブック素案を用いた意見照会の結

果

(1) 集計結果（回答者属性、意見の分類）

関係機関、団体、当事者及び家族等への意見照会

関係機関、団体、当事者及び家族等への意見照会には、139件の回答があった。回答

者の立場としては「支援機関」が最も多く 64.0％（89 件）であった。また、意見照会

について知った方法については「自治体からの案内を見て」が最も多く 33.1％（46件）

であった。

図図表表  88  回回答答者者のの立立場場 ※※複複数数回回答答可可

図図表表  99  ハハンンドドブブッックク素素案案のの意意見見照照会会ををどどののよよううにに知知っったたかか ※※複複数数回回答答可可

意見の分類は「章立てや項目立て」、「記載内容」、「仮想事例の内容や分量」、「仮想事

例の書き方」の４つの質問ごとに整理した。

得られた意見を整理したところ、「章立てや項目立て」については、42.4％（59 件）

が修正等にかかる意見を示した。その内訳としては「追記・修正すべき内容の提案」が

最も多く 69.5％（41件）であった。

Q1　回答者の立場 N ％

1 ひきこもり当事者・経験者 15 10.8

2 ひきこもり当事者・経験者の家族・親族 15 10.8

3 当事者会・団体 13 9.4

4 家族会・団体 18 12.9

5 支援機関 89 64.0

6 その他 22 15.8

7 答えたくない 0 0.0

Q2　ハンドブック素案の意見照会をどのように知ったか N ％

1 厚生労働省ホームページを見て 14 10.1

2 ひきこもり地域支援センター等からの案内を見て 13 9.4

3 その他のひきこもり支援を行う組織・機関からの案内を見て 31 22.3

4 自治体からの案内を見て 46 33.1

5 当事者会・家族会等からの案内 14 10.1

6 SNSを見て 3 2.2

7 その他 32 23.0
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図図表表  1100  章章立立ててやや項項目目立立ててにに関関すするる意意見見

図図表表  1111  「「修修正正等等ににかかかかるる意意見見」」のの内内訳訳 ※※複複数数回回答答形形式式でで集集計計

「記載内容」については、53.2％（74件）が修正等にかかる意見を示した。その内訳

としては「追記・修正すべき内容の提案」が最も多く 71.6％（53件）であった。

図図表表  1122  記記載載内内容容にに関関すするる意意見見

図図表表  1133  「「修修正正等等ににかかかかるる意意見見」」のの内内訳訳 ※※複複数数回回答答形形式式でで集集計計

「仮想事例の内容や分量」については、36.0％（50件）が修正等にかかる意見を示し

た。その内訳としては「追記・修正すべき内容の提案」が最も多く 66.0％（33 件）で

あった。

Q3　章立てや項目立てについて意見をお聞かせください N ％

1 素案の内容でよいという意見 18 12.9

2 修正等にかかる意見 59 42.4

3 無回答 62 44.6

合計 139 100.0

「２修正等にかかる意見」の内訳 N ％

1 追記・修正すべき内容の提案 41 69.5

2 誤字脱字の修正、カタカナ使わない 4 6.8

3 分量を減らす、まとめる 6 10.2

4 別冊、分冊、概要版 1 1.7

5 図示、イラスト化、文字の大きさ、見出しの工夫 6 10.2

6 窓口一覧の掲載 4 6.8

7 作成過程で広く当事者の声を聞いたか 2 3.4

8 成果物の展開や活用 5 8.5

9 ひきこもり支援全般に係る意見 4 6.8

Q4　記載内容について意見をお聞かせください N ％

1 素案の内容でよいという意見 10 7.2

2 修正等にかかる意見 74 53.2

3 無回答 55 39.6

合計 139 100.0

「２修正等にかかる意見」の内訳 N ％

1 追記・修正すべき内容の提案 53 71.6

2 誤字脱字の修正、カタカナ使わない 17 23.0

3 分量を減らす、まとめる 9 12.2

4 別冊、分冊、概要版 1 1.4

5 図示、イラスト化、文字の大きさ、見出しの工夫 7 9.5

6 窓口一覧の掲載 0 0.0

7 作成過程で広く当事者の声を聞いたか 0 0.0

8 成果物の展開や活用 0 0.0

9 ひきこもり支援全般に係る意見 1 1.4
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図図表表  1144  仮仮想想事事例例のの内内容容やや分分量量にに関関すするる意意見見

図図表表  1155  「「修修正正等等ににかかかかるる意意見見」」のの内内訳訳 ※※複複数数回回答答形形式式でで集集計計

「仮想事例の書き方」については、32.4％（45件）が修正等にかかる意見を示した。

その内訳としては「追記・修正すべき内容の提案」が最も多く 84.4％（38 件）であっ

た。

図図表表  1166  仮仮想想事事例例のの書書きき方方にに関関すするる意意見見

図図表表  1177  「「修修正正等等ににかかかかるる意意見見」」のの内内訳訳 ※※複複数数回回答答形形式式でで集集計計

Q5　仮想事例の内容や分量についてご意見をお聞かせください N ％

1 素案の内容でよいという意見 28 20.1

2 修正等にかかる意見 50 36.0

3 無回答 61 43.9

合計 139 100.0

「２修正等にかかる意見」の内訳 N ％

1 追記・修正すべき内容の提案 33 66.0

2 誤字脱字の修正、カタカナ使わない 0 0.0

3 分量を減らす、まとめる 16 32.0

4 別冊、分冊、概要版 4 8.0

5 図示、イラスト化、文字の大きさ、見出しの工夫 1 2.0

6 窓口一覧の掲載 0 0.0

7 作成過程で広く当事者の声を聞いたか 0 0.0

8 成果物の展開や活用 1 2.0

9 ひきこもり支援全般に係る意見 0 0.0

Q6　仮想事例の書き方についてご意見をお聞かせください N ％

1 素案の内容でよいという意見 30 21.6

2 修正等にかかる意見 45 32.4

3 無回答 64 46.0

合計 139 100.0

「２修正等にかかる意見」の内訳 N ％

1 追記・修正すべき内容の提案 38 84.4

2 誤字脱字の修正、カタカナ使わない 0 0.0

3 分量を減らす、まとめる 1 2.2

4 別冊、分冊、概要版 0 0.0

5 図示、イラスト化、文字の大きさ、見出しの工夫 4 8.9

6 窓口一覧の掲載 0 0.0

7 作成過程で広く当事者の声を聞いたか 0 0.0

8 成果物の展開や活用 0 0.0

9 ひきこもり支援全般に係る意見 2 4.4
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自治体への意見照会

自治体への意見照会には、278件の回答があった。所属機関としては「その他のひき

こもり支援を行う組織・機関」が最も多く 80.6％（224件）であった。また、所属機関

の種類については「自治体のひきこもり支援担当課」が最も多く 60.4％（168 件）であ

った。

図図表表  1188  所所属属機機関関

図図表表  1199  所所属属機機関関のの種種類類

意見の分類は「章立てや項目立て」、「記載内容」、「仮想事例の内容や分量」、「仮想事

例の書き方」の４つの質問ごとに整理した。

「章立てや項目立て」については、34.9％（97件）が修正等にかかる意見を示した。

その内訳としては「追記・修正すべき内容の提案」が最も多く 70.1％（68 件）であっ

た。

図図表表  2200  章章立立ててやや項項目目立立ててにに関関すするる意意見見

質問３　所属機関 N ％

1 都道府県もしくは政令指定都市のひきこもり地域支援センター 41 14.7

2 上記以外のひきこもり地域支援センター 13 4.7

3 その他のひきこもり支援を行う組織・機関 224 80.6

4 無回答 0 0.0

合計 278 100.0

質問４　所属機関の種類 N ％

1 自治体のひきこもり支援担当課 168 60.4

2 自治体のひきこもり支援担当課以外の課 12 4.3

3 生活困窮者自立支援機関（受託団体含む） 19 6.8

4 教育支援センター等（受託団体含む） 0 0.0

5 福祉事務所 14 5.0

6 保健所、保健センター 26 9.4

7 精神保健福祉センター 19 6.8

8 社会福祉協議会 6 2.2

9 NPO法人、民間企業 9 3.2

10 その他 5 1.8

11 無回答 0 0.0

合計 278 100.0

質問５　章立てや項目立てについて意見をお聞かせください N ％

1 素案の内容でよいという意見 34 12.2

2 修正等にかかる意見 97 34.9

3 無回答 147 52.9

合計 278 100.0
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図図表表  2211  「「修修正正等等ににかかかかるる意意見見」」のの内内訳訳 ※※複複数数回回答答形形式式でで集集計計

「記載内容」については、50.0％（139件）が修正等にかかる意見を示した。その内

訳としては「追記・修正すべき内容の提案」が最も多く 63.3％（88件）であった。

図図表表  2222  記記載載内内容容にに関関すするる意意見見

図図表表  2233  「「修修正正等等ににかかかかるる意意見見」」のの内内訳訳 ※※複複数数回回答答形形式式でで集集計計

「仮想事例の内容や分量」については、29.9％（83件）が修正等にかかる意見を示し

た。その内訳としては「分量を減らす、まとめる」が最も多く 57.8％（48 件）であっ

た。

図図表表  2244  仮仮想想事事例例のの内内容容やや分分量量にに関関すするる意意見見

「２修正等にかかる意見」の内訳 N ％

1 追記・修正すべき内容の提案 68 70.1

2 誤字脱字の修正、カタカナ使わない 2 2.1

3 分量を減らす、まとめる 25 25.8

4 別冊、分冊、概要版 4 4.1

5 図示、イラスト化、文字の大きさ、見出しの工夫 11 11.3

6 窓口一覧の掲載 2 2.1

7 作成過程で広く当事者の声を聞いたか 1 1.0

8 成果物の展開や活用 2 2.1

9 ひきこもり支援全般に係る意見 0 0.0

質問６　記載内容について意見をお聞かせください N ％

1 素案の内容でよいという意見 19 6.8

2 修正等にかかる意見 139 50.0

3 無回答 120 43.2

合計 278 100.0

「２修正等にかかる意見」の内訳 N ％

1 追記・修正すべき内容の提案 88 63.3

2 誤字脱字の修正、カタカナ使わない 44 31.7

3 分量を減らす、まとめる 19 13.7

4 別冊、分冊、概要版 2 1.4

5 図示、イラスト化、文字の大きさ、見出しの工夫 17 12.2

6 窓口一覧の掲載 1 0.7

7 作成過程で広く当事者の声を聞いたか 0 0.0

8 成果物の展開や活用 0 0.0

9 ひきこもり支援全般に係る意見 1 0.7

質問７　仮想事例の内容や分量についてご意見をお聞かせください N ％

1 素案の内容でよいという意見 52 18.7

2 修正等にかかる意見 83 29.9

3 無回答 143 51.4

合計 278 100.0
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図図表表  2255  「「修修正正等等ににかかかかるる意意見見」」のの内内訳訳 ※※複複数数回回答答形形式式でで集集計計

「仮想事例の書き方」については、27.0％（75件）が修正等にかかる意見を示した。

その内訳としては「追記・修正すべき内容の提案」が最も多く 97.3％（73 件）であっ

た。

図図表表  2266  仮仮想想事事例例のの書書きき方方にに関関すするる意意見見

図図表表  2277  「「修修正正等等ににかかかかるる意意見見」」のの内内訳訳 ※※複複数数回回答答形形式式でで集集計計

(2) 反映した意見として主なもの

得られた意見のうち、ハンドブックに反映した主なものを示す。

関係機関、団体、当事者及び家族等への意見照会

 参加支援や地域づくりに関する本人へのアプローチ、市町村の取組例

 支援の必要性や緊急度の判断基準

 権利擁護の視点

 意思決定支援の視点

 提案目線での表現、支援者は伴走者であり最終的な決定はあくまでも本人が行う

という考え方

「２修正等にかかる意見」の内訳 N ％

1 追記・修正すべき内容の提案 38 45.8

2 誤字脱字の修正、カタカナ使わない 0 0.0

3 分量を減らす、まとめる 48 57.8

4 別冊、分冊、概要版 8 9.6

5 図示、イラスト化、文字の大きさ、見出しの工夫 6 7.2

6 窓口一覧の掲載 0 0.0

7 作成過程で広く当事者の声を聞いたか 0 0.0

8 成果物の展開や活用 1 1.2

9 ひきこもり支援全般に係る意見 0 0.0

質問８　仮想事例の書き方についてご意見をお聞かせください N ％

1 素案の内容でよいという意見 80 28.8

2 修正等にかかる意見 75 27.0

3 無回答 123 44.2

合計 278 100.0

「２修正等にかかる意見」の内訳 N ％

1 追記・修正すべき内容の提案 73 97.3

2 誤字脱字の修正、カタカナ使わない 0 0.0

3 分量を減らす、まとめる 2 2.7

4 別冊、分冊、概要版 0 0.0

5 図示、イラスト化、文字の大きさ、見出しの工夫 2 2.7

6 窓口一覧の掲載 0 0.0

7 作成過程で広く当事者の声を聞いたか 0 0.0

8 成果物の展開や活用 1 1.3

9 ひきこもり支援全般に係る意見 0 0.0
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 支援者の異動や退職についての説明

 ゴールを設置し、到達した後も、引き続き相談しやすい体制づくり

 スモールステップで進むだけではなく、戻ることもあり得るという視点

 家族会の紹介

 医療機関の受診、訪問資料や訪問看護等の視点

 居場所づくり

 きょうだいからの相談の場合に、きょうだいの立場や背景の記載

 Slackの「ひきこもり支援コミュニティ」にアクセスできる団体や支援者等の説

明

 事例において、支援者の葛藤や迷いのエピソードを記載

 「本人と会うこと」が支援の目的と受け止められないよう工夫

 経済的な支援策として、生活保護を受給すること以外の方策

 支援者のみならず家族や周囲の協力や関わりの経過が分かる書き方

 LGBTQの事例もあるとよい

自治体への意見照会

 医学的な支援に関する記載

 支援会議、支援調整会議についての注釈

 参考文献や引用文献

 支援者同士の居場所づくりや支え合いの必要性

 本人と会えるようになるまでに丁寧に段階を踏んでいくことの必要性

 ピアサポーターの育成やピアサポーターを支えるうえでの留意点

 支援者への支援について、セルフケアのみならずラインケアも記載

 アセスメントについての情報（項目以外にも）

 キーパーソンに関する記述（必ずしも一人である必要はなく、支援過程で変わる

こともあり得る）

 支援の「出口」に関する書きぶりをより具体的にする

 ひきこもりの背景や要因を見る時にストレングスの視点を持つこと

 支援が停滞している状態における着眼点や対応

 ピアサポーターの活動例

 精神疾患で自傷他害の恐れが切迫している場合、保健所・警察等に連絡して、措

置入院の手続きが取られること

 家族支援のポイント

 各支援機関の基本的役割

 家族教室に参加する家族からの接し方やアプローチ

(3) 十分に反映しきれなかったが今後さらなる検討をすべき事項とし

て承った意見として主なもの

得られた意見のうち、十分に反映しきれなかったが今後さらなる検討をすべき事項と

して承った主なものを示す。

関係機関、団体、当事者及び家族等への意見照会

 全体的に行政窓口の支援者が使うものという印象を受けた
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 事例にもう少し幅があると良い、当事者の声を聞いてみると良い

 多職種・多機関・インフォーマルな支援との連携が不十分

 災害時の対応についての助言

 社会参加や就職についての記述が少ない

 本人の意思ばかりを重視する内容が多い

 教育分野との連携をどのようにしてくのか

 「自律」という言葉が誤解を生む恐れがある

 定義を明確化せず、支援目標を柔軟化するという方針を一般化することで課題が

生じる可能性

 ひきこもりが低年齢化しているように思うため 10 代の事例（不登校でひきこも

り状態）をより多く取り入れる

 事例を詳細に書きすぎない

自治体への意見照会

 ひきこもり支援を行う際に必要となりうる精神疾患の特徴や基礎知識の項目

 ひきこもりの回復の道筋を支援の目的を章立てして説明

 定義上のひきこもりに該当するが支援を必要としない人への対応

 当事者や家族からの言葉やメッセージ

 支援者が行うべきこと、支援者が所属する組織が行うべきこと、市町村や県、国

などが行うべきことを分かりやすく表示

 本人・家族の意思を尊重する場合の「自死」についての取り扱い・考え方

 内容が重複しているため「第３章（３）支援にあたっての留意点」は「第４章（２）

ひきこもり支援のポイント」の中に盛り込んでもよいのではないか

 家族への支援感についての記載

 本人・家族向けのハンドブック

 「ひきこもり支援の全体像」は、第２章の冒頭にある方が良い

 「第４章 ひきこもり支援のポイント」において、「（２）ひきこもり支援のポイ

ント」で最初の項目１）として「支援の入口（支援の開始）」について説明した

方がよい

 仮想事例を厳選した上で、第４章の中でテーマの論述と交互に配置したほうが理

論と実践の結びつきを学んでもらえる

 仮想事例において「高齢者虐待」、「障害者虐待」、「精神疾患」などは、ひきこも

り相談とは明確に分けるべきではないか

 支援を受けて現在の本人の思いや家族の思いを記載してはどうか



31

第６章 ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックの作成

１ 検討委員会における検討過程

(1) 目的

より現場の実態に即した「ひきこもり支援にかかる支援ハンドブック（以下、「ハン

ドブック」とする。）」を作成することを目指し、当事業において実施したヒアリング調

査や意見照会の結果等を参照し、ハンドブックの内容を検討した。

(2) 方法

ハンドブック完成までに検討委員会を３回開催し、ハンドブックの内容について、確

認・検討を行った。また、検討委員会以外にも、個別のミーティングやメールによりハ

ンドブックの内容についての助言や意見をいただいた。

(3) 検討過程

ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックは次のような流れで検討を重ねた。

図図表表  2288  ひひききここももりり支支援援ににかかかかるる支支援援ハハンンドドブブッッククのの検検討討のの流流れれ

番号 検討のための会議 実施内容

【１】 第１回検討委員会  既存データの整理結果を用いて、ひき

こもり支援にかかる支援ハンドブック

の素案作りにおいて活用し得る内容に

ついて確認・検討。

【２】 （ハンドブック素案の作成）  検討委員会における議論をもとに、事

務局にてハンドブックの素案の初稿を

作成。

 ハンドブック素案を用いてヒアリング

調査（一部、書面による）を実施。

【３】 第２回検討委員会  ヒアリング調査結果を受け、事務局作

成のハンドブック素案の内容について

確認・検討。

【４】 （ハンドブック案の作成）  検討委員会における議論をもとに、事

務局にてハンドブック案の初稿を作

成。

 ハンドブック案を用いて意見照会を実

施。

【５】 第３回検討委員会  意見照会の結果を受け、事務局作成の

ハンドブック案の内容について確認・

検討。

【６】 （ハンドブックの完成）  検討委員会における議論をもとに、事

務局にてハンドブックを作成。委員確

認ののち、最終化して完成。
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各検討委員会における、ハンドブック作成に係る論点を以下に示す。

【１】第１回検討委員会における主な論点

 ハンドブックの構成

 ハンドブックのデザイン

 「ひきこもり支援における価値と倫理」に記載した内容の伝わりやすい表現

 ハンドブックのアクセスしやすさ

 「支援者支援」についての記述の構成

 「支援者として求められる姿勢」に記載した内容の伝わりやすい表現

 「支援にあたっての留意点」に記載した内容の伝わりやすい表現

 広報に関する記載の必要性

 仮想事例として取り上げるべき内容

 その他、ハンドブック内の言葉遣い、表現ぶり

【３】第２回検討委員会における主な論点

 ハンドブックの構成

 「本書作成の背景」に記載予定のエビデンス（数値）

 「本書作成の背景」にひきこもり支援の歴史を明記することの確認

 「本書の目的、活用方法」の内容

 ニート、ひきこもりの定義、ソーシャルワークという用語の取り扱い

 「本書の名称について」の内容

 「ひきこもり支援における価値と倫理」の記載順序

 「ひきこもり支援のポイント」に掲載する既存の制度

 仮想事例の分類方法

 仮想事例のタイトルの付け方

 仮想事例の一覧表の必要性

 仮想事例が複数事例をもとに作成した架空の事例であると明記すること

 その他、ハンドブック内の言葉遣い、表現ぶり

【５】第３回検討委員会における主な論点

 意見照会結果の反映方針

 「自律」という言葉を用いることの意味

 支援のゴール（就労の位置づけ）

 目次の記載内容

 精神疾患の記載を含めること

 仮想事例のうち、家庭訪問を行う事例の分量

 有益な資源の一つとして医療に関する記載を含めること

 その他、ハンドブック内の言葉遣い、表現ぶり
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第７章 ひきこもり支援にかかる支援ハンドブックを用いた試行研修

１ 概要

(1) 目的

完成したハンドブックを周知するために、ハンドブックを用いてオンライン会議形式

にて試行的に研修を実施した。

(2) 対象

対象は各自治体のひきこもり支援機関やひきこもり支援担当課とした。ひきこもり支

援において連携する機関等も対象とした。

(3) 方法

Zoom ウェビナー形式で実施した。

(4) 期間

実施日時は 2025年 2月 12日（水）13:30～16:30である。

２ 結果

(1) プログラム

ハンドブックを用いた試行研修は、「ひきこもり支援ハンドブック検討メンバーによ

る座談会」という名称で、下記のプログラムを実施した。

図図表表  2299  ひひききここももりり支支援援ハハンンドドブブッックク検検討討メメンンババーーにによよるる座座談談会会ププロロググララムム

登壇者 プログラム概要

厚生労働省社会・擁護局 地域福祉課長 ご挨拶

厚生労働省社会・擁護局 地域福祉課

ひきこもり支援専門官
ひきこもり支援施策の説明

事務局
ひきこもり支援にかかる支援ハンドブッ

クの構成説明

（基調講演）

長谷川委員長

「ひきこもり支援における価値や倫理」

についての講演

※参加者からの質問・回答も含む

（パネルディスカッション）

石川委員、斎藤委員、林委員、板東委員、

藤岡委員、厚生労働省

ひきこもり支援にかかる支援ハンドブッ

クの活用についてのディスカッション
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(2) 参加者属性

ひきこもり支援ハンドブック検討メンバーによる座談会には、487件の申し込みがあ

った。

申込者の所属先の種類としては、「その他のひきこもり支援を行う組織・機関」が最

も多く 71.5％（348 件）であった。また、所属先機関の種類は、「自治体のひきこもり

支援担当課」が最も多く 37.8％（184件）であった。

図図表表  3300  ハハンンドドブブッッククをを用用いいたた試試行行研研修修（（ひひききここももりり支支援援ハハンンドドブブッックク検検討討メメンンババーー

にによよるる座座談談会会））申申込込者者のの所所属属先先のの種種類類

（※１）NA の４件は、締め切り後にメールにて申込があったため詳細不明につき分類不可（いずれも自治

体からの申し込み）

図図表表  3311  ハハンンドドブブッッククをを用用いいたた試試行行研研修修（（ひひききここももりり支支援援ハハンンドドブブッックク検検討討メメンンババーー

にによよるる座座談談会会））申申込込者者のの所所属属先先機機関関のの種種類類

（※２）その他の詳細は次の通りである：

CSW、ひきこもり支援コミュニティの運営業務受託者、フリースクール、医療法人（ひきこもり地域支援セ

ンター受託法人） 、一般社団法人（2 件）、 家族会（2 件）、基幹相談支援センター、県事業委託機関、公

益法人、県地域包括ケア推進センター、在宅介護支援センター、市町村障害者相談支援事業（委託）、自治

体の政策連携団体（2 件）、自治体の生活困窮者支援担当課（ひきこもり支援の担当課が具体的に決まって

いないため）、社会福祉法人、就労準備支援受託事業者、障害者相談支援事業所、生活協同組合、青少年自

立支援事業機関（2 件）、大学（2 件）、任意団体（3 件）、発達障がい者支援センター（2 件）、発達障害者

支援センター（4 件）、保護司会、報道

所属先の種類 N ％

1 都道府県もしくは政令指定都市のひきこもり地域支援センター 102 20.9

2 上記以外のひきこもり地域支援センター 33 6.8

3 その他のひきこもり支援を行う組織・機関 348 71.5

4 NA（※１） 4 0.8

合計 487 100.0

所属先機関の種類 N ％

1 自治体のひきこもり支援担当課 184 37.8

2 自治体のひきこもり支援担当課以外の課 24 4.9

3 生活困窮者自立支援機関（受託団体含む） 30 6.2

4 教育支援センター等（受託団体含む） 0 0.0

5 福祉事務所 11 2.3

6 保健所、保健センター 76 15.6

7 精神保健福祉センター 41 8.4

8 社会福祉協議会 17 3.5

9 NPO法人、民間企業 64 13.1

10 その他（※２） 36 7.4

11 NA 4 0.8

合計 487 100.0
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第８章 まとめ

１ 当事業を通じて作成したハンドブックの内容について

(1) ハンドブックの目次

本事業において作成したハンドブックの目次は以下の通りである。

ハンドブックの内容は、別添の「ひきこもり支援ハンドブック～寄り添うための羅針

盤～」を参照されたい。

図図表表  3322  ひひききここももりり支支援援ハハンンドドブブッックク目目次次
はじめに

第１章 本書について

（１）本書の目的、活用方法

（２）ひきこもり支援の変遷

（３）ひきこもり支援の現状と課題

第２章 ひきこもり支援の対象者と目指す姿

（１）ひきこもり支援対象者の考え方

（２）ひきこもり支援の目指す姿

第３章 ひきこもり支援における価値や倫理

（１）支援において大切にしたい拠り所

１）ひきこもり支援における価値

２）支援を行う前提となる倫理（基準）

（２）支援者として求められる姿勢

＜姿勢その①＞ 敬意と労いは最大限に

＜姿勢その②＞ 尊重し、共に考える

＜姿勢その③＞ 本質を見極め一歩ずつ支援する

＜姿勢その④＞ 家族は本人の生活を支え、影響を与える存在である

（３）支援にあたっての留意点

＜留意点その①＞ 本人と家族の感じる課題、意向は違う

＜留意点その②＞ 広く社会に働きかける視点をもつ

＜留意点その③＞ 支援者は一人で抱えない

＜留意点その④＞ 支援の強要に注意する

＜留意点その⑤＞ エンパワメントやコーディネートを

＜留意点その⑥＞ 精神疾患や発達障害の正しい理解

第４章 ひきこもり支援のポイント

（１）ひきこもり支援の全体像

１）ひきこもり支援の多様性

＜ポイントその①＞支援対象、その背景、支援内容は多様

＜ポイントその②＞自らの意思により、生き方や社会との関わり方などを決めていく支

援

＜ポイントその③＞様々な機関や他の支援者とチームを組み実施

＜ポイントその④＞支援につながるための広報・周知は重要

２）ひきこもり支援の流れ

＜ポイントその⑤＞支援は周知・広報から相談受理、状況・背景の把握、アセスメント、

実施とモニタリング、フォローアップが基本

（２）ひきこもり支援で重要な７つの場面

１）対象者とのコミュニケーション
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＜ポイントその⑥＞対象者とコミュニケーションを取る上で重要となるのは信頼関係

＜ポイントその⑦＞「本人に会えない場合」

＜ポイントその⑧＞「本人と連絡が取れない場合」

＜ポイントその⑨＞「本人との面談の約束にキャンセルが続く場合」

＜ポイントその⑩＞「支援者による働きかけに対して本人から特段良い反応がない場合」

＜ポイントその⑪＞家族支援を継続することが重要

＜ポイントその⑫＞アウトリーチ型（訪問型）の活動による支援の重要性と侵襲

性

＜ポイントその⑬＞電話相談、メール相談、SNS を用いた相談

＜ポイントその⑭＞本人や家族から聞き取ったことを整理してまとめるためのシート

（アセスメントシート）等を用いる

＜ポイントその⑮＞支援対象者に関する情報を他の支援機関等と共有

２）意向の確認

＜ポイントその⑯＞本人を支援の主体として意向を確認

＜ポイントその⑰＞「本人のニーズが明確ではない場合」の意向確認

＜ポイントその⑱＞「本人のニーズが変化した場合」の意向確認

＜ポイントその⑲＞「家族をとおして本人の意向確認をする場合」の意向確認

３）対象者の意向を反映した支援の計画・実行

＜ポイントその⑳＞自らその意思により、今後の生き方や社会との関わり方などを決め

ていくといった「自律」の実現

＜ポイントその㉑＞本人の「自律」をサポートするためのモニタリング

＜ポイントその㉒＞支援はスモールステップで進める

＜ポイントその㉓＞キーパーソンを見極める

＜ポイントその㉔＞支援対象者の疲弊や焦燥感、葛藤を理解し伴走支援を心がける

＜ポイントその㉕＞本人が困難な状況におかれていることを注意深く確認

＜ポイントその㉖＞支援を進める前の準備段階の工夫が重要

＜ポイントその㉗＞支援の実行とモニタリングは繰り返し行う

＜ポイントその㉘＞多機関・多職種の支援者同士でつながり合った支援体制を検討

＜ポイントその㉙＞支援者の異動や退職時にスムーズに引き継ぐための工夫

＜ポイントその㉚＞「支援が中断する場合」の対応

＜ポイントその㉛＞「支援対象者が変化を望まない場合、消極的な場合」の対応

＜ポイントその㉜＞「支援対象者が支援を拒絶する場合」の対応

＜ポイントその㉝＞「親亡き後を見越したサポートをする場合」の対応

＜ポイントその㉞＞「家族以外からの介入がある場合」の対応

４）ひきこもり支援の入口（支援の開始）と出口（自機関での支援の終わりや他機関への支

援のつなぎ）

＜ポイントその㉟＞本人や家族から丁寧に意向を聞き取り支援に必要な情報を詳細に把

握する

＜ポイントその㊱＞本人や家族の状態をしっかりと把握し緊急対応の必要性を判断する

＜ポイントその㊲＞自己決定したゴールに到達し次のステップにつないだ場合も、支援

対象者とゆるやかにつながり続ける

５）家族間の関係性

＜ポイントその㊳＞本人と家族の関係性を把握した上で支援を組み立てる

＜ポイントその㊴＞本人と家族の間で意向やペースが異なる場合

＜ポイントその㊵＞家庭全体が困難さを抱えている場合

＜ポイントその㊶＞経済的な問題にも発展する可能性がある場合

＜ポイントその㊷＞「本人と家族が不和、関係が不安定である場合」の対応

＜ポイントその㊸＞「家族への攻撃的言動や、家庭内暴力がある場合」の対応

６）支援制度や支援体制

＜ポイントその㊹＞様々な支援制度との連携を図りながら支援する
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＜ポイントその㊺＞連携先となりうる機関や専門家の情報収集に努める

＜ポイントその㊻＞「地域のかかわり」に関する支援体制づくり

＜ポイントその㊼＞「居場所支援、居場所づくり」に関する支援体制づくり

７）支援者のエンパワメント

＜ポイントその㊽＞支援者が健康で、やりがいをもって働き続けることができるために

＜ポイントその㊾＞支援者をエンパワメントする工夫が大切

＜ポイントその㊿＞支援者ケアの視点と取組の重要性

第５章 事例で見る支援のポイント

ひきこもり状態が長期にわたる事例

事例１ 本人のペースに合わせることで支援につながった A さんの場合

事例２ アクセスしやすい相談方法でつながった B さんの場合

事例３ 一人暮らしを希望していた C さんの場合

事例４ 地域での見守り体制を構築した D さんの場合

相談期間が長期にわたる事例

事例５ 家族支援を続けた E さんの場合

事例６ 保護者了解のもと、学校から情報提供があった F さんの場合

事例７ 高齢の両親が相次いで亡くなった G さんの場合

チーム支援を行う事例

事例８ 多機関による支援体制を構築して支援した H さんの場合

事例９ フードバンク経由でつながった I さんの場合

事例 10 医療機関への受診を検討している J さんの場合

事例 11 ハローワークとの連携支援を検討した K さんの場合

一人暮らし／本人以外の関係者がいない事例

事例 12 福祉サービスを拒絶する L さんの場合

事例 13 本人との接触がなかなかできない M さんの場合

事例 14 MSW からつながった N さんの場合

地域（行政）を超えたやりとりが発生する事例

事例 15 きょうだいとの連携を行った O さんの場合

事例 16 離れて暮らすきょうだいに連絡した P さんの場合

事例 17 地域間での連携を行った Q さんの場合

本人もしくは家族が疾患/障害を有する事例

事例 18 キーパーソンとの関わりに苦労した R さんの場合

事例 19 両親の介護中である S さんの場合

事例 20 精神科への通院をやめてしまった T さんの場合

事例 21 家族支援から本人支援へと移行した U さんの場合

事例 22 自傷行為を繰り返す V さんの場合

事例 23 希死念慮が強い W さんの場合

事例 24 自死を選択してしまった X さんの場合

家族への暴力がみられる事例

事例 25 暴力の背景に疾患が疑われる Y さんの場合

事例 26 警察と連携して対応した Z さんの場合

事例 27 家族の対応を工夫した AA さんの場合

専業主婦の事例

事例 28 本人がアクセスしやすい相談方法（LINE）を活用した BB さんの場合

LGBTQ＋/SOGIEに関する事例

事例 29 トランスジェンダーの女性 CC さんの場合

メタバースを活用した事例

事例 30 メタバースを活用して支援した DD さんの場合
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その他（本書の名称について）

参考資料（アセスメントシートの例）

(2) ハンドブックの主なポイント

ハンドブックの主なポイントについて以下に示す。

ハンドブック作成において特に大切にしたこと

ハンドブックは、ひきこもり支援に従事する支援者が支援を行うにあたって大切にし

たいことや、気にかけてほしいことを、共通認識としていただくために作成した。さら

に、ハンドブックに記載されている内容について、支援を受ける本人やその家族等との

対話により、意味や視点を確認、共有することで、より良い支援につながることを期待

している。

特に大切にしてほしいこととして、「相談に来た人をありのまま受け止め、伴走して

支援する」という考えをハンドブックのベースに置いている。そのために共通して認識

いただきたい事項を、「第２章ひきこもり支援の対象者と目指す姿」と「第３章ひきこ

もり支援における価値や倫理」で詳述している。

既存のガイドラインとの関係

既存の「ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン」との関係については、併用

していただくことを想定している。「ひきこもりの評価・支援に関するガイドライン」

は、厚生労働科学研究事業「思春期のひきこもりをもたらす精神科疾患の実態把握と精

神医学的治療・援助システムの構築に関する研究」においてまとめられ、ひきこもりを

医療や精神保健的な評価からの視点でとらえるものである。一方、策定から 10 年以上

が経過し、ひきこもりという状態の多様さや、その概念の広がりから、このハンドブッ

クでは生きづらさを抱えた人々を広くひきこもり支援の対象者としてとらえ、ソーシャ

ルワークの視点を中心とした支援の指針として策定している。

ひきこもり支援における対象者

これまで一般的に用いられてきたひきこもりの定義は、「ひきこもりの評価・支援に

関するガイドライン」で示された定義が用いられてきた。しかし、社会参加の状況、日

常生活面や経済面における支援の必要性、その状態の期間の長短などによって既存制度

の枠外として支援の対象外とされることがあった。また、様々な背景や理由によって、

生きづらさや日常生活での困難を抱えていても相談に至らない、潜在的な対象者の方々

もいる。そこで、ハンドブックでは、ひきこもり支援の対象者を従来よりも広くとらえ

ることで、支援の入口につながりやすくするとともに、その後の段階的な支援にも幅が

うまれることを期待して、「ひきこもり支援における対象者」を明示している。

支援のゴールと「自律」の考え方

ハンドブックの作成にあたり、まずは支援のゴールをどのように捉えるかの検討を行

った。その中で、社会参加の実現や就労を目指して支援することも重要であり、それを

ゴールに設定する支援の対象者もいるが、支援の対象者がすべからくそのような意思と

ゴールを持っているかといえば必ずしもそうではなく、ゴールは多様であると理解する

こととした。

ひきこもり状態に至った背景や本人の心情、また、本人が現在おかれている状況は多

様であり、本人の意思や回復する力を抜きにした支援を進めることが難しいため、ハン
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ドブックでは、支援のプロセスにおいて、まずは本人が自らの意思や思いを決めていく

ことができるよう支援することを重要であると位置づける考え方を示すこととした。

本人が自らの意思や思いを決めていくこととは、本人が自身を肯定し、主体的な決断

ができる状態にあることを指しており、ハンドブックでは、そのことを「自律」として

定義づけた。

ハンドブックでは、就労や社会参加が実現したことをもって支援が完結するものでは

なく、社会参加や就労を含め、本人にとっての自律に向けた具体的な支援について、他

機関・他職種と連携しながら継続的に取り組んでいくことが大切であることを明確にし

た。

(3) 想定されるハンドブックの活用方法

本人や家族等との対話での活用

ハンドブックは、ひきこもり状態の本人やその家族自身がひきこもり支援について自

ら確認することも目的としている。そのため、記載されている内容について、支援者に

対して「ハンドブックの記載にあるような支援が行われていない」といった支援に対す

る思いを寄せる可能性もある。そのような場合には、支援を受ける本人や家族と支援者

の両者で支援方法や内容、その意味等を共有、確認するとともに、対話をとおして、よ

り良い支援についてともに考えていくための材料として活用していただきたい。さらに、

支援を受ける本人やその家族等もハンドブックを活用して、支援者側の考えや関わり方、

相談につながったあとの支援の展開を理解し、将来への見通しを持つことも期待される。

勉強会やケース検討での活用

活用方法について、読書会のような形で、例えばある日は第１章まで読んでディスカ

ッションするといった方法が考えられる。また、各事例を素材として、事例検討会を行

うことも有意義と考えられる。ハンドブックに収載した事例には様々なひきこもりの状

況に対する見方が含まれているため、ケース検討会で活用ことにより、支援の幅がさら

に広がり、支援者の理解もより深まることが考えられる。

「ひきこもり支援における価値や倫理」パートの活用

支援者向けの研修等で、支援者が相談支援の現場において葛藤を抱えるような場面に

ついて議論する際、「ひきこもり支援における価値や倫理」の内容を共有しながら、理

解を深めることも有意義と考えられる。葛藤を抱える理由が漠然として言語化されてい

ない場合は、一度、ハンドブックの「ひきこもり支援における価値や倫理」の内容を紐

解いていただきたい。ハンドブックの中では、価値や倫理について丁寧に説明すること

に努めたため、その理由が既に説明されていることも考えられ、ハンドブックの内容と

支援者が現場で体験したことが結び付けられる可能性も考えられる。

また、価値や倫理について書かれた内容は、ひきこもり支援や対人援助の枠にとどま

らず、さまざまな分野で人とのかかわりを考える際に参考になると考えられる。

(4) 活用にあたっての留意点

本人や家族が置かれた個々の状況は様々であり、一人ひとりに応じたオーダーメイド

の支援が必要である。そのため、ハンドブックにおいて示した全てのポイントを対象者

全員へ一律に当てはめていくものではないという点に留意が必要である。
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ひきこもり支援の背景にある多様性を認識した上で、支援者のベースとなる価値と倫

理を知り、それらに基づく各種の視点としてポイントを理解し支援現場で活用していた

だくことが重要である。

２ 今後にむけてのアイデア

(1) 引き続き検討すべき事項

当事業においてハンドブックを作成する過程で反映しきれなかった部分として、ハン

ドブックに掲載された専門用語に注釈をつけるという点がある。今後、ハンドブックを

手に取る誰もが理解しやすくなるよう、注釈や用語の解説を収載していくことが必要と

考えられる。

また、ハンドブックは手元で読むだけではなく、先述の通り、様々な活用方法が考え

られる。その具体的な実践内容を収集し、活用事例集としてとりまとめることも有意義

と考えられる。

さらに、ハンドブックに収載された内容の分量が多いことから、必要なことをコンパ

クトにまとめたハンディ版を作成することも有意義と考えられる。

最後に、現在のハンドブックは日本語で書かれているが、海外への発信も念頭におい

て英訳版のハンドブックを作成することも有意義と考えられる。

(2) ハンドブックのさらなる向上について

ハンドブックは、特に「第２章 ひきこもり支援の対象者と目指す姿」と「第３章 ひ

きこもり支援における価値や倫理」においては、ひきこもり支援の基本となる考え方を

とりまとめた。よって、当該の章は、今後もひきこもり支援の根幹をなすものとして、

ひきこもり支援に携わる方々に繰り返し読んでいただき、自身の支援の基盤として備え

ていただくことを目指している。

他方、「第４章 ひきこもり支援のポイント」や「第５章 事例で見る支援のポイン

ト」に関しては、今後、時代の移り変わりとともにひきこもり支援の状況や、人々の価

値観、社会における捉え方等が変化していくことが考えられ、現場からのフィードバッ

クを受けながら、その時々の状況に即してさらに良いものにしていくことが求められる。
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３ 検討委員会委員より～ひきこもり支援ハンドブック作成を通して～

長谷川 俊雄 委員長

２年間にわたり委員長の役割を持って、ひきこもり支援の新たな指針を策定する調査

研究検討委員会に参画させていただきました。厚生労働省と受託団体であるデロイトト

ーマツの事務局のぶれない姿勢と研究分析力に支えられて、支援上の困難に関する実態

把握、支援現場に対するていねいな意見徴収の実施、闊達な議論による委員会運営等々

の成果として『ハンドブック』が誕生しました。新たな視点による支援の指針という時

代を拓く先進的な内容もさることながら、「とき・ひと・きかい」を得た“奇跡のよう

な”成果物だと捉えています。さらに、もっと言うならば、社会福祉やソーシャルワー

クの基本的な考え方を大きく更新することにつながる可能性があると考えています。

1990 年代以降、ソーシャルワーカーとして、大学教員として、ひきこもり支援に携わ

ってきました。その当時から、医療による治療だけではなく、社会福祉（ソーシャルワ

ーク）による生活支援と環境整備（変革）の必要性について実践と研究をとおして認識

してきました。つまり、ひきこもり支援を「社会モデル」で考えることが、多くの当事

者と家族の方々にとって大切であると考え続けてきました。2023 年の６月、私のオフ

ィス“social work lab MIRAI”へ来訪いただいた厚生労働省の職員の方から説明を受

けたときの衝撃は今も忘れられません。今まで考えてきたことが新たな指針づくりをと

おして実現する可能性があることに腰が抜けるような思いでした。生きているあいだに、

こうした願いや希望がかたちになることを、そして委員として参画させていただけるこ

とを、とても強い感銘を持って受けとめたことを告白します。委員の退任後は、ひとり

のソーシャルワーカーとして、調査研究検討委員会の経験と『ハンドブック』をひきこ

もり支援に実際に活かした活動に取り組んでいきたいと思います。

ひきこもり支援がご本人とご家族の最善の利益へ向けて取り組まれますように！

援助職・支援者のみなさんの支援が豊かに展開されますように！

本調査研究に携われた多くの方々に感謝致します。
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石川 良子 委員

このハンドブックは大変な力作である。とくに「自律」を支援の目指す方向として明

確に打ち出したことは画期的だ。本文では「本人やその家族が、自らの意思により、今

後の生き方や社会との関わり方などを決めていくことができる（自律する）ようになる

こと」と述べられている。従来の支援では就労が当然の目標とされてきたことに対して、

本人が自らの生に折り合いをつけていくことが尊重されるべきであることを明確に示

したことの意義は大きい。ただし、自律できるようになることは、ひきこもっている人

だけでなく、全ての人にとって大事な課題である。支援される側に立った人が納得して

生きていけるようになることを目指すと同時に、その人の生をどう受け止め、支援に立

つ側として自分自身もいかに納得して生きていけるのか模索することが大切なのでは

ないか。

また、自律できるようになることは、悩みや苦しみから解放されることを意味しない。

就労を目標に据え、そこに向かわせることはある意味分かりやすく、自律を目標にした

支援とは何をすることなのかという迷いが生まれるかもしれない。一人ひとりが「自律」

を自分の言葉で自分の人生にどう落とし込んでいけるのかを考え、自らの経験や思いを

持ち寄り、お互いに触発されながら進みたい方向を少しずつ定めていく。今はそんなイ

メージが浮かんでいる。私は研究者という立場ではあるが、皆さんと一緒に考えていき

たい。
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宇佐美 政英 委員

ひきこもり支援とは、一体何なのか。考えれば考えるほど、答えなど存在しないので

はないかという気がしてくる。議論を重ねても、霧は晴れるどころか、むしろ深く立ち

込めるばかりだ。研究は尽きず、実践の報告も後を絶たない。不登校やひきこもりへの

支援方法について、これこそが正解だと声高に唱えられることもある。しかし、それが

本当に全ての当事者やその家族の望むものなのか、確信を持って言い切れる者など、果

たしているのだろうか。

ひきこもりという言葉で一括りにされるが、その背後には、それぞれに異なる事情と

物語がある。生い立ち、家庭環境、社会との関わり、どれ一つとして同じものはない。

それなのに、画一的な支援策を施せば、それで解決するかのような幻想が、いつまでも

根強く残っている。しかし、それでいいはずがない。支援とは、本来もっと繊細なもの

であるべきではないか。私たちは今こそ、ひとりひとりの声に、もっと深く耳を傾ける

べきなのだ。

このような葛藤を背景に難産の末に生まれたこのハンドブックは、副題に「羅針盤」

と記されている。すなわち、ひきこもり支援の進むべき方向を指し示すものとして書か

れている。しかし、それはあくまで方向性にすぎない。どのように進むべきかは、一律

に定められるものではない。ハンドブックに書かれた理念を胸に刻み、当事者やその家

族とともに、手探りで道を探していくこと――それが、ひきこもり支援の本質なのでは

ないだろうか。
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斎藤 環 委員

政府が配布するハンドブックなど、どうせ最大公約数的で無難な文言がならぶだけ、

現場ではたいして使い物にならないだろう。かつては私もそう考えていました。しかし、

このハンドブックが完成してからあらためて思いました。これ、とんでもなくラディカ

ルなテキストなんじゃないの？

そもそも対象者を定義づけていません。つまり狭義の「ひきこもり」に限定していま

せん。支援者の「価値や倫理」について詳しく記してあります。これは言い換えれば、

従来の「医療化」路線とは手を切ったことを意味するでしょう。精神疾患を持つ人のみ

ならず、「生きづらい人」全般を包括的に支援していこうという姿勢が前面に出ている

からこそ、「価値や倫理」への言及が不可欠になるのです。

支援の方向性も「就労」や「社会参加」に狭く限定していません。支援は「自律」を

目指します。実はこの点こそが、ハンドブックの中核部分です。「自立」ではなく「自

律」。実際には、自律しつつある当事者の多くが、自ら就労や就学を選択します。だか

らこそ、「ゴール」を提示する必要はない。支援者も被支援者も共有可能なベクトルと

して「自律というプロセス」は設定されています。支援に対するこのようなアプローチ

は、おそらく前例がないでしょう。

このハンドブックは羅針盤であると同時に、後戻りできない出発点となるでしょう。

ひきこもりに関わって三〇年以上になりますが、この画期的なテキストの作成に関わる

ことができたことを光栄に感じています。
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林 恭子 委員

「ひきこもり」はこれまで長い間、就労と自立を目指すか、病気や障害と見なされ「治

療」の対象として支援をされてきました。ですが、ひきこもりの当事者の多くは、繰り

返し傷ついた経験があったり、限界まで頑張った末に「命をまもるために」ひきこもる

という状態になっています。生きることに絶望し、「死にたい」「消えたい」」と思って

いる人たちに対し、誰よりもそれを望みながらどうしてもできないことを求めることが

どれほど残酷なことか。当事者に見えている世界と支援者や家族が見ている世界の乖離

をずっと感じています。

今回のハンドブックは、問題があるのは当事者だからその人を変化させる、という関

わりから、ありのままにその人を受け止め、尊厳を守りつつ、周りの環境にもアプロー

チしつつ支えていく、という支援の在り方について書かれたものです。私は支援におい

て最も大切なのは、対等な立場で、一緒に考えていきましょう、というまなざしと姿勢

だと思っています。それがあれば、どのように関わればよいかはおのずと見えてくるの

ではないでしょうか。こうすればこうなる、というノウハウでは 100 人 100様といわれ

るひきこもりに対応していくのは難しいのではないかと思います。

支援をする方々にはぜひこのハンドブックを活用していただき、今後改定を重ねるた

めにもご意見をお寄せいただけたらと思っています。
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板東 充彦 委員

冒頭の Q＆A で指摘されている、「2010 年にまとめられた新ガイドラインと今回のハ

ンドブックは併用される」という点は重要で、かつ興味深い。「新ガイドライン」では

医療の視点が前面に出ており、もちろんそれは今後も有用であるが、今回のハンドブッ

クではソーシャルワークと当事者の視点が重点的に追加された。これに関しては様々な

見解があろうが、ひきこもりという状態像の多様性、及び多角的なアプローチの必要性

を示している、というのが私の理解である。特に、ここ数年の当事者及びご家族による

ひきこもり支援への参画は、「支援」について考える大きな流れと共に注目したい。

私は、「この時代、この世界に共に生きている仲間」として支え合う基本姿勢をもつ、

「コミュニティ心理学」に軸足を置いている。他方、心理臨床家として個人カウンセリ

ングの重要性もよく知っている。しかし、ひきこもりを「人生の中で一時的に経験する

病気あるいは問題」ではなく、「生きづらさを抱えた人がどう生きていくかを考え、模

索する」一過程であると捉えれば、その対処には“生活の場”が重要な役割を果たす。

その生活の場には、支援者もまた“生活人”として登場してくる（登場せざるを得ない）

と思われる。

このハンドブックは、支援者向けに作られたものであり、その点で難しい内容も含ま

れている。後半の 30 事例も支援者目線で書かれたものだが、当事者やご家族にはまた

違った読み方・感じ方があり、得られる視点も多いのではないだろうか。専門家・当事

者・ご家族が共にこのハンドブックを活用し、それぞれの視点や悩みを共有していける

と、より生活に根差した支え合いが実現するのではないだろうか。

果たして、「悩んでいる」のは誰だろうか。悩んでいない人など、実はいないのでは

ないか。生きづらさは、誰もがいつか・どこかの状況で感じたことがあるものなのでは

ないか。

人は、他者と手をつなぐことができない生き物なのだろうか…？ いや、そんなこと

はない、困難な状況においても進める道はある、と希望を抱かせてくれるハンドブック

になったと思っている。
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藤岡 清人 委員

ひきこもり支援の目指す姿の中で、本書で用いるソーシャルワークの意味の説明があ

り、 ソーシャルワークとは、学術的には「社会変革と社会開発、社会的結束、および

人々のエンパワメントと解放を促進する、実践に基づいた専門職であり学問である」と

整理され、ひきこもり状態にある人を取り巻く社会（ソーシャル）に対して、その状況

を生み出した社会を変革するための働きかけ（ワーク）をするという広義の意味で使用

しているとあります。つまり、根本的な対応のためには社会の変革が必要であり、それ

に対する働きかけが必要であるとしたもの。ひきこもり状態の要因としては、様々なも

のがあり、それは社会の抱える矛盾や課題が顕在化したものであり、それらを解決しな

い限り、このような状態は繰り返されます。

また、ひきこもり支援の出口については、「社会参加すること」、「就労すること」の

みが、支援のゴールとはなりませんとしていますが、これにはさまざまなご意見がある

と思います。これはひきこもり状態の継続を肯定するものと単純に決めつけてはならな

いと思います。

KHJ の R４年度調査からも本人は就労経験ありが７割超、就労したいとの希望が 7 割

超との結果から、就労を希望しても、企業の側に受け入れ態勢が整っていない場合も考

えられます。例えば履歴の空白がある場合には、書類選考で落とされる。これは企業だ

けの問題ではなく、居場所などでもそこに参加する人たちの間で人間関係のトラブルに

陥り、参加しなくなる場合もあります。それを解消する環境整備も重要となってきます。

このような環境整備を不断に実施することが社会変革につながるものと考えます。それ

で解決できない制度面の不備は法整備が必要となります。
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山﨑 正雄 委員

ひきこもり支援をしていく中で､相談支援や居場所づくり､就労支援などをしている

と､ときどき自分自身のことを考えることがある｡いま自分はしあわせなのだろうか？

自分は何のために生きているのか？と｡ひきこもりの人を取り巻く問題は決して特別な

人の問題ではない｡社会で生きていくのに苦しまなかった人はいるのだろうか？自分は

何のために生まれてきたのか？自分は何をしたかったのか？

ひきこもらざるを得なかった人の相談支援をする中で､未来に夢を見ながら､世間の

価値観や他人からの評価､成績や技術力のなさに翻弄されて生きてきた自分の姿が垣間

見えてくる｡ひきこもりの人を取り巻く問題は自分自身の問題なのだ｡ひきこもり支援

は｢生きる｣ことの支援｡支援する側､される側を超えて､この社会でありのままに生きる

ことの難しさに､ともにもがきながら､ともに歩む人でありたいと思う｡
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の
構

成
に

工
夫
が

必
要

だ
と
思

う
。

・
窓

口
の
人

な
ど

、
支

援
者

以
外

に
つ
い

て
は

あ
ま
り

関
係

が
無

さ
そ
う
だ
と
感
じ

た
。

ま
た

1
0
p
の
ス
ラ
イ
ド
は
細
か
す
ぎ

て
読

み
に

く
か

っ
た

。

4
当

事
者
・

家
族

等

Q
3
 

1
7
 

全
体

参
加
支
援
や
地
域

づ
く
り
に
関

す
る
本
人
へ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
や

市
町

村
の

取
組

例
に

つ
い

て
掲

載
し

て
ほ

し
い

。

5
当

事
者
・

家
族

等

Q
3
 

2
9
 

全
体

全
体
的
に
当
事
者

の
体
験
談
な

ど
に
偏
り
を
感
じ

ま
し
た
。
当
事

者
の

体
験

は
本

当
に

多
様

な
の

で
、
事

例
に

も
う

少
し

幅
が

あ
る

と
良

い
と

思
い

ま
し

た
。

当
事

者
が
ひ

き
こ

も
っ
て

い
る

時
に
ど

の
よ

う
な

気
持

ち
な
の

か
、

ど
の
よ

う
な

こ
と
を

ず
っ

と
頭
の

中
で

考
え

て
い

る
か

な
ど

、
当
事

者
に

聞
い
て

書
い

て
い
る

と
良

い
と
思

い
ま

し
た

。
ま
た

、
突

っ
込

み
す

ぎ
な

い
支
援

が
合

っ
て
い

る
人

に
は

向
い
て
い
る
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
と

感
じ
ま
し
た
が
、
突
っ
込
ん

で
聞

い
て

ほ
し

い
当

事
者

も
い

る
の

で
、
(
自

分
、
仲

間
)
幅

が
必

要
と

思
い

ま
し
た
。

当
事
者

が
傷

つ
く

こ
と

は
な

く
な
り

そ
う

だ
け
ど

、
支

援
者

ひ
と

り
ひ
と

り
の

柔
軟
性

や
、

良
さ
が

な
く

な
る
ん

じ
ゃ

な
い

か
な
と
思
い
ま
し

た
。

よ
り

ひ
と
り
ひ
と
り
の

当
事
者
を
理

解
で

き
る

よ
う

な
言

葉
や

学
び

が
あ

る
と

良
い

で
す

。

6
当

事
者
・

家
族

等

Q
3
 

3
1
 

全
体

パ
ラ
サ
イ
ト
的
な
、
働
き
に
は

行
け
な
い
け
ど
遊

び
に
は
行
け

る
人

。
お

金
を

使
う

事
は

知
っ

て
い

る
が

、
貯

め
る

こ
と

は
で

き
な

い
人

の
事
例
も
知
り
た

い
。

最
近

は
、
完
全
な
引
き

こ
も
り
は
少

な
く

親
か

ら
お

こ
ず

か
い

を
貰

い
、

外
に

出
て

い
く

人
が

見
ら

れ
る

。

7
当

事
者
・

家
族

等

Q
3
 

5
1
 

全
体

全
体
的
に
時
間
を

掛
け
て
工
夫

を
さ
れ
て
き
た
の

が
見
て
取
れ

、
十

年
前

、
二

十
年

前
と

は
雲

泥
の

差
を

感
じ

る
よ

い
も

の
に

な
っ

て
い

る
と
感
じ
ま
す
。

本
人

が
障
害
を
持
つ

事
例
と
家
族
が

障
害

を
持

つ
事

例
は

別
立

て
の

方
が

よ
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。
両

方
に

障
害

が
あ
る
場
合
で
も
、
そ
の
内
容
が

本
人
と
家
族
と
で

違
う
こ
と
が

あ
る

点
は

強
調

し
て

よ
い

と
思

い
ま

す
。
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

は
書

き
に

く
い
で
し
ょ
う
が
、
家
族
の
方
が

問
題
が
大
き
い
事

例
は
 
X
(
旧

T
w
i
t
t
e
r
)
で

度
々

報
告

さ
れ

る
と

こ
ろ

で
す

。
ま

た
、

医
療

機
関

が
対

応
で
き
な
い
事
例

も
付
記
が
あ

る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
 
1
)
 
発

達
の

凸
凹

が
あ

っ
て

も
平

均
が

高
け

れ
ば

障
害

と
見

な
さ

れ
な

い
。
そ

も
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そ
も
報
告
事
例
が

少
な
く
、
平
均
が
高
け

れ
ば
社
会
で
や

っ
て
い

け
る

こ
と

の
ほ

う
が

多
い

た
め

と
思

わ
れ

る
。
 
2
)
 
聴

覚
情

報
処

理
障

害
(
聞
き
取
り

困
難
症

A
P
D
/
L
i
D
)
は
当
の
耳
鼻
科
に
対

応
機
関
が

少
な

く
、

今
で

も
少

な
く

な
い

医
者

に
「

非
常

に
特

殊
な

ケ
ー

ス
」

と
思
わ
れ
て
い
る
ら

し
い
。

8
当

事
者
・

家
族

等

Q
3
 

5
2
 

全
体

全
体
と
し
て
は
「
危
機
的

な
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
対
す
る

支
援

」
を

行
政

が
お

こ
な

い
、
危

機
を

脱
す

る
ま

で
が
「

ひ
き

こ
も

り
支

援
で

あ
る

」
と

い
う

構
成
に

見
え

た
。

そ
の
こ

と
は

確
か
に

大
事

だ
が

、
そ

こ
か

ら
当
事

者
の

極
め
て

多
く

は
、
た

と
え

働
け
る

状
態

で
あ

っ
た
と
し
て
も
「
生
活
困

窮
者
」「

家
族
問
題

」「
精
神
障

害
」
な

ど
の

支
援

が
必

要
に

な
る

が
、
そ

こ
に

つ
い

て
は

、
一

応
の
「

多
職

種
・

多
機
関
連
携
」
が
あ
る
の
み
で

、
か
な
り
内
容

が
不
十
分
だ
と

感
じ

る
。

そ
れ

ら
に

繋
ぐ

場
合

は
、
他

の
支

援
者

に
も
「

ひ
き

こ
も

り
へ
の
理
解
を
求
め

る
」
こ
と
に

な
る
た
め
、
ひ
き
こ
も
り

か
ら
動

い
て
「

自
律

し
た

人
」
が

ひ
き

こ
も

り
と

は
無

関
係

な
状

態
像

と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な

い
の
で
は
。

総
じ
て
多
職
種
・
多
機
関
・
イ

ン
フ

ォ
ー

マ
ル

な
支

援
（

当
事

者
会

な
ど

含
む

）
と

の
連

携
に

つ
い

て
の

記
述
が

、
極

め
て
不

十
分

で
、
丸

投
げ

感
が
あ

る
。

「
就

労
が

ゴ
ー

ル
で

は
な
い

」
と

い
う
の

は
、

働
く
だ

け
が

人
生
で

は
な

い
と

い
う
こ
と
「
で
は
な
く
」
働
い
て
自
立
で

き
る
ほ
ど
の
経

済
・
社

会
状

態
に

な
る

こ
と

は
ほ

と
ん

ど
不

可
能

で
、
実

質
は

ブ
ラ

ッ
ク

企
業

に
甘
ん
じ
て
数
年

で
潰
れ
る
か

、
た
ま
た
ま
制
度

に
守
ら
れ
て

働
い

て
い

る
上

位
1
%
の

当
事

者
を

ス
タ

ー
扱

い
し

て
い

る
だ

け
で

あ
る

。
そ

う
い
う

社
会

状
況
で

あ
り

、
幻
想

を
与

え
る
よ

り
も

、
社
会

改
善

を
主

張
し

て
ほ
し

い
。
（

そ
れ

は
ソ

ー
シ

ャ
ル
ワ

ー
カ

ー
な
ら

当
た

り
前
の
ア
ド
ボ
カ

シ
ー
の
は
ず

で
あ
り
、
職
務
と

し
て
そ
れ
を

考
え

に
入

れ
な

い
こ

と
は

許
さ

れ
な

い
）

9
当

事
者
・

家
族

等

Q
3
 

5
4
 

全
体

章
立
て
に
対
し
て

項
目
立
て
が

多
す
ぎ
て
く
ど
い

。
ひ
き
こ

も
り

の
予

防
と

い
う

観
点

が
な

い
。

1
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

5
9
 

全
体

当
事
者
組
織
や
家

族
支
援
の
情

報

1
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

6
2
 

全
体

地
域
と
い
う
言
葉

で
、
た
と
え

ば
「
地
域
の
人
」
な
ど
、
大
枠
す

ぎ
て

曖
昧

に
感

じ
る

。「
お

隣
さ

ん
」「

同
じ

マ
ン

シ
ョ

ン
の

方
」
と

か
、

お
互
い
に
声
を
か

け
や
す
く
す

る
た
め
に
、
内
容
に
よ
っ
て
、
と

こ
ろ

ど
こ

ろ
具

体
的

に
書

い
て

あ
る

と
、
も

し
自

分
が

近
く

の
ひ

き
こ

も
り
の
方
を
知
っ

て
い
る
場
合

、「
私
も
声
を

か
け
て
み
よ
う

か
な

」
と

思
う

き
っ

か
け

に
な

り
ま

す
。

1
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

6
6
 

全
体

災
害
時
の
対
応
に

つ
い
て
の
助

言
が
あ
る
と
よ
い

。
サ
ー
ビ
ス

相
談

者
・
本

人
が

大
規

模
災

害
時

,
避

難
所

等
に

行
く

こ
と

が
出

来
ず

、
自

宅
で
の

避
難

を
余
儀

な
く

さ
れ
る

覚
悟

を
し
て

い
る

現
実
を

多
く

の
人

に
知
っ

て
も

ら
う

方
が

い
い

。
避
所

へ
行

け
な
い

人
達

の
支

援
方

法
を

考
え

て
お
く

必
要

が
あ
る

。
大

規
模

災
害
は

近
い

将
来

必
ず

来
る

と
言
わ

れ
て

い
る
た

め
、

急
務
。

各
自

治
体
が

ひ
き

こ
も

り
の
方
の
情
報
を

把
握
し
て
い

る
こ
と
も
大
切
だ

と
思
う
。
地

域
や

社
会

で
理

解
が

進
む

よ
う

、
普

及
、
啓

発
の

重
要

性
を

載
せ

て
ほ

し
い
。（

事
例
と

し
て
掲
載
い
た

だ
い
て
は
ど
う
か

？
）

1
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

8
4
 

全
体

過
去
か
ら
の
経
緯

や
施
策
の
状

況
に
つ
い
て
、
も

う
少
し

P
D
C
A
に

沿
っ

た
記

述
と

す
べ

き
で

あ
る

。
こ

れ
ま

で
に

実
施

さ
れ

た
施

策
の

評
価
、
問
題
点
、
課
題
が
」
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
。

例
え
ば

、
１

．
過

去
の

支
援

策
は

就
労

支
援

を
重

点
と

し
が

ち
で

あ
っ

た
た

め
、

回
復
期
に
あ
り
す

で
に
ひ
き
こ

も
り
脱
出
の
め
ど

が
見
え
て
い

た
若

者
に

対
し

て
だ

け
は

一
部

有
効

で
あ

っ
た

も
の

の
、
大

多
数

の
、
現

在
ひ

き
こ

も
り

状
態
で

充
電

が
必
要

な
本

人
や
、

ど
う

対
応
し

て
よ

い
か

模
索

中
の
家

族
に

対
し
て

は
効

果
が
な

か
っ

た
、
等

２
．

精
神
保
健
の
観
点
か

ら
ま
と
め
ら

れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て

は
、
ひ

き
こ

も
り

の
状

態
像

を
明

ら
か

に
す

る
点

で
は

有
効

で
あ

っ
た

も
の
の
、
解
決
の
た

め
に
精
神
医

療
を
求
め
る
に
は

、
各
医
師
の

理
解

不
足

が
否

め
ず

、
本

人
を

連
れ

て
こ

な
い

と
受

診
で

き
な

い
、
等

の
問
題
を
解
決
で
き

な
か
っ
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
現
在
の
支

援
制

度
に

関
し

て
は

、
医

師
の

診
断

が
な

け
れ

ば
な

か
な

か
公

的
な

支
援

に
つ

な
が

れ
な

い
、
な

ど
の

課
題
も

残
し

た
ま
ま

と
な

っ
て
い

る
。

３
．

い
わ
ゆ

る
「

引
き

出
し

屋
」

の
問
題

も
解

決
し
て

い
な

い
。

い
ま
だ
に
、
苦
し
む
家
族
が

藁
に
も
縋
る

思
い
で
、
そ
の
よ
う

な
悪

徳
業

者
を

頼
り

、
本

人
の

人
権

を
無

視
し

た
強

引
な

連
れ

出
し

な
ど
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が
行

わ
れ

て
お

り
、
そ

う
し

た
業
者

の
規

制
も
行

わ
れ

て
い
な

い
。

４
．

最
近
で

は
、

支
援

者
に

よ
る

ア
ウ
ト

リ
ー

チ
が
有

効
と

の
認

識
に
基
づ
き
、
役
所
や
保
健

所
、
一
部
の
民
間
支
援

者
な
ど
に

よ
り

、
と

も
か

く
本

人
と

会
え

る
よ

う
に

話
を

進
め

る
よ

う
な

支
援

手
法

が
見
ら
れ
る
が

、
こ
れ
は
、
本
来
家
族
（
両
親
）
が
行
う
べ

き
こ

と
を

外
部

の
支

援
者

が
行

っ
て

い
る

点
で

無
理

が
あ

る
。
ま

た
、
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
の

支
援
は
理
想

か
も
し
れ
な
い
が

、
１
組
の
ひ

き
こ

も
り

事
例

に
対

し
て

十
分

な
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

支
援

を
実

施
す

る
に

は
リ

ソ
ー

ス
が

不
足
す

る
こ

と
は
目

に
見

え
て
い

る
。

本
来

で
あ

れ
ば

、
傷

つ
い
た

本
人

の
安
心

・
安

全
の
基

地
は

家
族
で

あ
る

べ
き

で
あ
り
、
家
族
関
係

を
そ
れ
ぞ

れ
の
家
族
が
再
構

築
す
る
た
め

の
支

援
こ

そ
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。
そ

の
よ

う
な

認
識

で
、
抜

本
的

に
内

容
を
改
め
る
べ
き

と
考
え
る
。

1
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

8
7
 

全
体

医
療

モ
デ

ル
か

ら
社
会

モ
デ

ル
へ
の

転
換

は
素
晴

ら
し

い
と
思

い
ま

す
。

一
方
で

ひ
き

こ
も

り
の

状
態

が
形
成

さ
れ

る
背
景

に
統

合
失

調
症
等
の
精
神
疾

患
や
自
閉
ス

ペ
ク
ト
ラ
ム
症
等

の
発
達
障
害

が
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

場
合

も
あ

り
ま

す
。
こ

う
し

た
兆

候
に

本
人

や
周
囲
が
気
付
く
場

合
に
は
、
精

神
科
医
療
と
の
接

点
も
考
慮
す

べ
き

だ
と

思
わ

れ
ま

す
。

1
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

8
8
 

全
体

生
き
辛
い
時
代
に

な
っ
た
、
引

き
こ
も
っ
て
い
る

人
だ
け
の
せ

い
じ

ゃ
な

い
こ

と
を

も
う

少
し

強
調

し
て

欲
し

い
で

す
。

1
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

9
3
 

全
体

ど
の
支
援
機
関
に

向
け
て
作
成

さ
れ
た
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
な
の
で

し
ょ

う
か

。
と

い
う

の
も

、
市

町
村

窓
口

と
特

に
ひ

き
こ

も
り

地
域

支
援
セ
ン
タ
ー
の
記

載
が
少
な
く

、
そ
れ
ぞ
れ
の
連

携
の
必
要
性

や
役

割
分

担
に

つ
い

て
な

ど
が

も
っ

と
記

載
が

あ
っ

て
も

良
い

の
で

は
な

い
か
と
感
じ
ま
し

た
。

1
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

9
6
 

全
体

ひ
き
こ
も
り

支
援
に
お
い
て

、
発
達
障
害
の
未
認

知
や
い
じ

め
、
パ

ワ
ハ

ラ
か

ら
の

ひ
き

こ
も

り
に

お
い

て
は

、
対

人
恐

怖
等

の
症

状
、

ま
た

、
ひ

き
こ

も
り

の
長

期
化

に
よ

る
社

会
不

安
症

状
等

に
あ

る
こ

と
の

実
績

か
ら

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
と

の
連

携
は

必
要

と
考

え
ま

す
が
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
連
携
に

つ
い
て
の
項
目
は

必
要
と
考
え

ま
す

。
支

援
の

多
様

性
か

ら
も

必
要

な
項

目
と

考
え

ま
す

。

1
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
0
1

全
体

項
目
は
網
羅
さ
れ

て
い
て
方
向

性
に
は
違
和
感
あ

り
ま
せ
ん
が

、
個

人
的

に
は

も
う

少
し

シ
ン

プ
ル

な
章

立
て

、
項

目
立

て
で

よ
い

の
で

は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。

1
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
0
6

全
体

当
事
者
や
家
族
の

心
情
を
丁
寧

に
く
み
取
り
と
て

も
よ
く
出
来

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
支

援
者

に
対

す
る

心
構

え
な

ど
、
事

細
か

に
文

章
化

さ
れ
て

い
て

わ
か
り

や
す

い
で
す

。
章

立
て
、

項
目

は
良

い
と

思
い

ま
す

。
家
族

会
で

要
望
が

あ
っ

た
こ
と

は
、

①
高
齢

者
の

介
護

保
険
の
よ
う
な
、
訪
問
、
見
守
り
サ
ポ
ー

ト
な
ど
支
援
し

て
ほ

し
い

。
②

ひ
き

こ
も

り
対

策
に

お
小

遣
い

問
題

が
議

論
さ

れ
る

が
、
ひ

き
こ
も
っ
て
い
る
と

お
金
が
な
い

の
で
動
き
出
せ
な

い
こ
と
も
あ

る
。
月

に
い

く
ら

か
で

も
援

助
し

て
も

ら
え

る
と

、
動

き
出

せ
る

の
で

は
な
い
か
と
の
意
見

も
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
発
行

の
手
続

き
に

行
け

ず
、
窓

口
で

本
人

が
来

な
い

と
作

れ
な

い
と

言
わ

れ
た

そ
う

で
、
事
情
が
あ
れ
ば
、
証
明
書
が
必
要
だ

が
ひ
き
こ
も
り

に
証
明

書
は

な
い

。
社

会
生

活
で

の
実

際
の

困
り

ご
と

の
項

目
が

あ
れ

ば
助

か
る
。

2
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
0
8

全
体

①
全
体
構
成

 
 
ひ
き
こ
も
り

支
援
の
指
針
に
は

、
以
下
の
三

つ
の

要
素

が
不

可
欠

だ
と

考
え

ま
す

。
第
一
に
、「

ど
の
よ
う

な
事
例
が
ひ
き
こ

も
り
の
状
態
に

あ
て
は

ま
る

の
か

」
と

い
う

明
確

な
概

念
規

定
と

定
義

で
す

。
第

二
に

、
個

別
事
例
に
お
け
る
「
何
に
困
難

を
抱
え
て
い
る
の

か
、
何
が
背
景

な
の

か
」
と

い
う

見
立

て
（

ア
セ

ス
メ

ン
ト

）
の

方
法

論
で

す
。

第
三
に
、
こ
れ
ら
の

見
立
て
に
基

づ
く
具
体
的
な
支

援
手
法
（
就
労

・
就

学
支

援
、
対

人
交

流
、
心

理
的

支
援

、
心

身
の

健
康

管
理

、
生

活
保
障
な
ど
）
の
体

系
的
な
解
説

で
す
。

し
か
し
本
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
素

案
で

は
、

こ
れ

ら
の

基
本

要
素

が
著

し
く

不
足

し
て

い
ま

す
。

特
に
、
ひ
き
こ
も
り

の
概
念
規

定
や
定
義
、
背
景
要
因
に
関

す
る

記
述

が
欠

落
し

て
い

る
点

で
す

。
第

２
章
「

ひ
き

こ
も

り
支

援
対

象
者

」
（
1
3
ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て

も
、
ひ
き
こ
も
り
の
本

質
的
特
徴
で

あ
る

就
労
・
就

学
（

社
会

参
加

）
や

交
遊
（

対
人

的
交

流
）
の

制
限

に
つ

い
て
明
確
な
言
及

が
な
く
、
一
般
的
な
孤

独
・
孤
立
や
生
き

づ
ら

さ
の

問
題

と
不

用
意

に
混

同
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

曖
昧

さ
が

も



5
3

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

た
ら

す
具

体
的

な
懸
念

と
し

て
、
以

下
の

点
が
挙

げ
ら

れ
ま
す

。
・

ひ
き

こ
も
り

の
定

義
が

支
援

者
や

対
象
者

の
個

別
判
断

に
委

ね
ら

れ
、
支
援
機
関
間

の
連
携
に
支

障
を
き
た
す

・
対
象
者
自
身
に

よ
る

強
い
「

ひ
き

こ
も

り
」
の

自
覚

が
な

い
限

り
支

援
か

ら
漏

れ
落

ち
、

孤
立
や
社
会
的
不

平
等
が
深
刻

化
す
る

・「
ひ
き
こ

も
り
支
援

の
目

指
す

姿
」「

支
援

に
お

け
る

価
値

や
倫

理
」
が

強
調

さ
れ

る
一

方
で

、
そ
れ
ら
を
支
え
る

具
体
的
な
定

義
や
見
立
て
の
方

法
が
示
さ
れ

な
い

た
め

、
支

援
者

の
独

善
的

な
判

断
が

優
先

さ
れ

か
ね

な
い

こ
れ
ら
の
課
題
に

対
す
る
具
体

的
な
提
案
と
し
て

、
以
下
を
要

望
し

ま
す

：
・

2
0
0
3
年

お
よ

び
2
0
1
0
年

発
表

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

示
さ
れ
た
、
就
労
・
就
学
・
交
遊
を
基
準
と

し
た
ひ
き
こ
も

り
の
定

義
の

採
用

・
2
0
0
3
年

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

で
示

さ
れ

た
社

会
的
・
心

理
的
・

生
物

学
的

側
面

か
ら
の

ア
セ

ス
メ
ン

ト
方

針
の
継

承
・

こ
れ

ら
の

既
存

知
見

を
踏
ま

え
た

上
で
の

、
ひ

き
こ
も

り
支

援
ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

と
し
て
の
体
系
的

な
再
構
成

2
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
1
1

全
体

ひ
き
こ
も
り
は
状

態
像
で
あ
り

、
多
様
な
背
景
を

有
す
る
人
で

構
成

さ
れ

ま
す

。
そ

の
理

解
を

進
め

る
に

は
、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に

お
い

て
、

人
間
を
多
次
元
で

多
角
的
、
包
括
的
に
見

る
生
物
心
理
社

会
モ
デ

ル
に

基
づ

く
フ

ォ
ー

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
の

考
え

方
が

役
立

つ
と

思
い

ま
す
。
フ
ォ
ー
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
そ
の
人
が
直

面
し
て
い
る

固
有

の
問

題
に

関
す

る
も

の
で

す
。

2
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
1
3

全
体

ひ
き
こ
も
り
の
初

回
ア
セ
ス
メ

ン
ト
シ
ー
ト
を
追

加
し
て
い
た

だ
き

た
い

2
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
1
5

全
体

ひ
き
こ
も
り
当
事

者
に
対
す
る

自
立
・
就
労
支
援

の
目
的
や
何

故
必

要
な

の
か

位
置

づ
け

を
記

載
し

た
方

が
良

い
と

感
じ

る
。
孤

立
期

間
に
本
来
得
ら
れ
な

か
っ
た
社
会

性
を
緩
や
か
に
得

る
な
ど
、
当
事

者
の

社
会

に
出

る
為

の
不

安
を

解
消

す
る

為
に

必
要

。
職

業
訓

練
で

は
な
く
、
社
会
に
出

る
一
歩
手
前

の
自
己
肯
定
感
を

緩
や
か
に
体

験
の

中
か

ら
向

上
し

て
も

ら
う

目
的

な
ど

を
表

記
す

る
と

良
い

よ
う

に
感

じ
ま
す
。

2
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
1
7

全
体

当
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
で
ひ

き
こ

も
り
の

社
会

参
加
、

さ
ら

に
就
職

に
つ

い
て

の
記

述
が
少

な
い

の
が
非

常
に

残
念
。
『

当
事

者
を

守
る

』
と

の
立

場
か

ら
の

見
解
が

中
心

に
な
っ

て
し

ま
っ
て

い
る
。
『

ひ
き

こ
も
り

の
社

会
参
加

は
難

し
い
』

と
の

イ
メ
ー

ジ
が

生
ま
れ

て
し

ま
う

の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
ひ
き

こ
も
り
の
方
の
中

に
社
会
参
加
・
就

職
を

希
望

す
る

人
は

多
い

。
こ

れ
ら

の
声

が
無

視
さ

れ
て

い
る

印
象

を
感
じ
て
し
ま
う

。
実
際
に
は

社
会
参
加
に
つ
な

が
り
、
就
職

を
し

た
人

は
無

数
に

い
る

。
ど

う
し

た
ら

、
社

会
参

加
・
就

職
が

実
現

で
き
る
の
か
に
つ
い

て
も
っ
と
記

載
が
欲
し
い
。
今
回
の
ハ

ン
ド
ブ

ッ
ク

に
は

時
間

的
に

余
裕

が
な

い
と

思
わ

れ
る

の
で

、
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
時
に
期
待
し
た
い

。

2
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
1
7

全
体

そ
っ

と
後

押
し

の
支
援

引
き

出
し

屋
を

批
判
す

る
あ

ま
り
に

、
本

人
の

意
思

ば
か
り

を
重

視
す
る

内
容

が
多
い

と
感

じ
る
。

ひ
き

こ
も

り
は

『
本

当
に

つ
ら
い

！
』

と
訴
え

る
人

も
多
く

い
る

。
ひ
き

こ
も

る
こ

と
の

肯
定
も

必
要

だ
が
、
『

そ
っ

と
後
押

し
』

の
支

援
に

も
注

目
し

た
ほ

う
が

い
い
の

で
は

な
い
か

と
感

じ
る
。

あ
る

方
が
、
『

ひ
き
こ

も
る

こ
と
の

メ
リ

ッ
ト
よ

り
も

、
社
会

に
参

加
す
る

こ
と

の
メ

リ
ッ
ト
を
体
感
し

て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
少
し
で

も
社

会
に

関
わ

る
こ

と
の

楽
し

さ
を

知
っ

て
い

た
だ

き
た

い
』
と

話
し

て
い
た
。
ひ
き
こ
も

り
の
世
界
は

絶
望
が
多
い
。
希

望
を
も
っ
て

い
た

だ
く

よ
う

な
支

援
方

法
を

も
っ

と
紹

介
い

た
だ

き
た

い
。

2
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
2
1

全
体

以
下

の
２

点
を

加
え
て

欲
し

い
。

ひ
き
こ

も
り

当
事
者

、
家

族
に

言
っ

て
は

い
け
な

い
ワ

ー
ド
、

し
て

は
い
け

な
い

対
応
の

具
体

的
な

事
例
（
原
因
探
し

、
仕
事
の
こ

と
を
聞
く
等
）

対
応
で
の
大

切
な

ポ
イ

ン
ト

や
、

か
け

る
言

葉
の

具
体

例

2
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
2
3

全
体

精
神
疾
患
や
発
達

障
害
と
ひ
き

こ
も
り
の
関
係
性

の
説
明
の
章

が
あ

る
と

い
い

。
説

明
や

具
体

的
支

援
の

内
容

の
記

載
が

欲
し

い
。

製
作
者
一
欄
が
欲
し

い
。

2
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
2
8

全
体

本
人

・
家

族
へ

援
に

つ
い

て
幅

広
く

バ
ラ

ン
ス

良
く

書
か

れ
て

い
る

と
感

じ
ま

し
た

。
た

だ
、

次
の

点
が

足
り

な
い

と
感

じ
ま

し
た

。
１
．
本
人
の
心
理

 
 ひ

き
こ

も
り
の
心
理

は
人
そ
れ
ぞ
れ

な
の

で
一

律
に
「

こ
う

い
う

心
理

だ
」
と

は
言

え
な

い
こ

と
は

も
ち

ろ
ん

で
す

が
、

相
談

を
受

け
る

立
場

で
困

っ
て

い
る

従
事

者
は

、
本

人
の

気
持

ち
が

わ
か

ら
な

い
こ

と
で

疲
弊

し
て

い
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う



5
4

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

か
。

2
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
3
1

全
体

・
追

加
し

て
ほ

し
い
項

目
と

し
て
「

家
族

の
ケ
ア

」
に

関
す
る

章
も

あ
っ

て
よ

い
の
で

は
な

い
か
と

思
う

。
・

文
字
が

主
体

と
い

う
事

も
あ
り
全
体
的
に

無
機
質
な
印

象
を
受
け
る
。

3
0

当
事

者
・

家
族

等

Q4
 

2 
全
体

記
載
内
容
が
エ
キ

ス
パ
ー
ト
コ

ン
セ
ン
サ
ス
の
レ

ベ
ル
な
の
か

、
何

ら
か

の
エ

ビ
デ

ン
ス

に
沿

っ
た

も
の

な
の

か
、
そ

う
で

あ
れ

ば
ど

の
よ

う
な

エ
ビ

デ
ン

ス
に

沿
っ

た
も

の
な

の
か

、
１

つ
１

つ
明

示
し

な
く

て
も

本
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

お
け

る
位

置
づ

け
を

記
載

し
て

ほ
し

い
。

3
1

当
事

者
・

家
族

等

Q4
 

3 
全
体

「
自
律
」
が
ど
う
い

っ
た
プ
ロ

セ
ス
を
た
ど
る
の

か
、
ど
う
い

う
姿

が
自

律
な

の
か

、
を

具
体

的
に

記
述

し
て

い
た

だ
け

る
と

よ
り

分
か

り
や
す
い
と
思
い

ま
し
た
。

・
p
2
1「

ゆ
ら
ぎ
」
と
い
う
も

の
が

具
体

的
に

ど
う

い
っ

た
状

態
な

の
か

を
説

明
し

て
い

た
だ

け
る

と
分

か
り
や
す
い
と
思
い

ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の
「
ゆ
ら
ぎ

」
が
、
本

人
の

小
さ

な
意

思
決

定
を

、
葛

藤
を

起
こ

し
な

が
ら
（

起
こ

り
な

が
ら

）
す
す
め
て
い
く
過

程
に
お
い
て

は
起
こ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を

、
説

明
し

て
い

た
だ

け
る

と
、
支

援
者

が
本

人
に
「

ゆ
ら

ぎ
」
が

お
こ

っ
て
支
援
が
停
滞
し

た
と
き
に
、
支
援
者
が
「
う
ま
く

い
か
な
い

」
と

や
み

く
も

に
自

己
評

価
を

下
げ

る
こ

と
を

避
け

ら
れ

る
の

か
な

あ
と

思
い
ま
し
た
。

3
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
3
 

全
体

こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の
目
的
が
「
ひ
き
こ
も
り
状
態

か
ら
＜
自

律
＞

で
き

る
よ

う
に

な
る

所
ま

で
」
と

い
う

内
容

だ
と

感
じ

た
。
そ

の
意

味
で
は
、
外
で
当
事
者
会

や
民
間
の
人
が

行
な
っ
て
い
る

活
動
と

の
連

携
に

は
直

接
関

わ
ら

な
い

よ
う

な
印

象
も

受
け

て
い

る
。

ま
た

他
の
支
援
制
度
の

リ
ス
ト
は
と

て
も
良
い
が
、
も
っ
と
早
く

て
も

良
い

と
思

う
。
ま

た
多

職
種

連
携

の
方

法
や

、
他

職
種

へ
の

理
解

を
求

め
る
ケ
ー
ス
な
ど

が
あ
っ
て
も

良
い
と
思
う
。

3
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
3
 

全
体

そ
の

他
「

イ
ン
テ

ー
ク

」
と

い
う

用
語

は
、
今

は
ソ

ー
シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
教

科
書
的

に
も

「
エ
ン

ゲ
ー

ジ
メ
ン

ト
」

と
言
わ

れ
る

よ
う

に
な
っ
て
い
る
と

思
う
。
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
は

対
等
な
契
約

の
意

味
な

の
で

、
本

文
に

も
合

う
と

思
う

。
 
 
・「

ひ
き

こ
も

り
支

援
で

は
、
電
話
相
談

、
メ
ー
ル
相
談

、
S
N
S
 
を
用
い
た
相
談
も
受

け
付
け

ま
す

。」
は

必
要

だ
ろ

う
か

？
当

た
り

前
す

ぎ
る

の
で

は
と

思
う

。
・

他
職
種
と
の
連
携

に
よ
り
「
ひ
き
こ
も
り

支
援
が
や
ら
な

く
て
良

い
こ

と
(
フ

ィ
ナ

ン
シ

ャ
ル

プ
ラ

ン
ナ

ー
な

ど
と

の
連

携
)
」
を

書
い

て
い
る
の
は
非
常
に

良
い
と
思
う

。

3
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

2
3
 

全
体

不
登
校
の
対
応
も

、
学
校
復
帰

を
目
標
に
す
る
の

で
な
く
、
自

己
実

現
の

た
め

の
支

援
に

変
わ

り
つ

つ
あ

り
ま

す
。
ひ

き
こ

も
り

支
援

も
、

社
会
復
帰
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
く

、
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
目
指
す

姿
も

自
己

実
現

の
た

め
の
「

自
律

」
を

ゴ
ー

ル
と

す
る

な
ら

、
そ

の
た

め
に
で
き
る
支
援
の

流
れ
を
記
し

て
い
く
の
が
本
来

の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

の
あ

る
べ

き
姿

で
は

な
い

の
か

と
感

じ
ま

し
た

。
素

案
だ

と
そ

の
へ

ん
が
明
確
に
さ
れ

て
な
い
た
め

に
、
わ
か
り
づ
ら

さ
を
感
じ
ま

し
た

。
以

上
よ

り
支

援
対

象
者

の
広

が
り
：
支

援
対

象
と

し
て
「

孤
独

や
生
き
づ
ら
さ
を
抱

え
る
人
々
」
と
し
、
支
援
対
象

の
定
義
を
緩

や
か

に
設

け
て

い
る

点
を

強
調

。
支

援
の

ゴ
ー

ル
の

再
定

義
：「

社
会

参
加

や
就
労

を
支

援
の
ゴ

ー
ル

と
せ
ず

、
本

人
の
意

思
に

沿
っ
て

自
己

決
定

を
促

す
」
こ

と
を

目
指
し

て
い

る
点
を

追
記

。
多

様
な

背
景

と
共
感
の
必
要
性
：
支
援
に
お

い
て
、
ひ
き
こ
も

り
の
要
因
と

な
る

社
会

構
造
（

偏
見

、
無

理
解

、
貧

困
な

ど
）
を

理
解

し
、
背

景
や

状
況
に
寄
り
添
う
ア

プ
ロ
ー
チ
が

求
め
ら
れ
る
点
を

補
足
が
必
要

か
と

感
じ

ま
す

。

3
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

3
0
 

全
体

支
援

制
度

や
支

援
体

制
の

内
容

に
つ

い
て

の
と

こ
ろ

で
支

援
体

制
連

携
の

ポ
イ

ン
ト

と
あ

り
ま

す
が

ひ
き

こ
も

り
相

談
の

窓
口

の
設

置
に

つ
い

て
努

力
義

務
の

よ
う

な
こ

と
は

な
く

兼
任

で
あ

い
ま

い
な

と
こ

ろ
が

あ
っ

て
利

用
者

か
ら

し
た

ら
や

っ
と

相
談

し
よ

う
と

出
て
き
て
も
親
身
な

印
象
を
受
け

な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。

本
書

作
成

の
背

景
と

い
う

と
こ

ろ
で
「

支
援

を
必

要
と

す
る

住
民

の
最

も
身

近
な
基
礎
自
治
体
（
市
区
町

村
）
に
お
け
る
支
援
体

制
の
構
築

を
進

め
て

い
ま

す
」
と

あ
り

ま
し

た
の

で
こ

の
機

会
に

窓
口

の
設

置
は

義
務
化
報
告
義
務
を

伴
う
も
の
と

し
て
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
を
つ
く
る

に
あ

た
り

明
記

し
て

欲
し

い
で

す
。

3
6

当
事
者
・

Q
4
 

4
7
 

全
体

ひ
き
こ
も
り
の
定

義
内
容
が
期

間
を
削
除
し
、
か
つ
「
生
き
づ

ら
さ

」
と

い
う

主
観

的
観

点
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
。
つ

ま
り

、
こ

の



5
5

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

家
族

等
素
案
で
は
、
ひ
き
こ
も
り

の
背
景
が
整
理

さ
れ
る
方
向
で

は
な

く
、
拡

大
さ

れ
て

し
ま

っ
て

い
る

。
ひ

き
こ

も
り

の
支

援
現

場
は

、
今

以
上
に
混
乱
が
生
じ

て
し
ま
う
の

で
は
い
か
。
素
案
で
は

、
ひ
き
こ

も
り

の
「

当
事

者
」
に

つ
い

て
は

、
実

質
的

に
解

釈
の

問
題

に
な

っ
て

し
ま
う
た
め
、
本
来
は
ひ
き

こ
も
り
の
支

援
対
象
に
な
ら

な
い
事

例
も

対
応

す
る

こ
と

に
な

っ
て

し
ま

う
。
し

か
し

、
支

援
の

現
場

に
は

そ
れ

だ
け

の
受

け
皿
は

無
い

の
が
現

状
で

は
な
い

か
。

支
援
の

た
め

の
法

的
な

根
拠
も

脆
弱

な
ま
ま

で
あ

る
。

ま
た
、

居
場

所
な

ど
の

利
用
者
同
士
、
利
用
者
と

ス
タ
ッ
フ
間
で

の
ト
ラ
ブ
ル
が

全
国

で
も

生
じ

て
お

り
、
そ

の
背

景
に

は
い

わ
ゆ

る
「

ひ
き

こ
も

り
」
と

は
異

な
る
人
（
人
格
的
に

問
題
が
前

面
に
あ
る
場
合
な

ど
）
が
居
場

所
を

利
用

し
、
ト

ラ
ブ

ル
に

な
り

、
支

援
者

が
バ

ー
ン

ア
ウ

ト
し

て
い

る
。

今
回
、
ひ
き
こ
も

り
の
対
象
者

を
広
げ
て
し
ま
う

こ
と
で
、
こ

う
し

た
ト

ラ
ブ

ル
が

さ
ら

に
増

え
て

し
ま

う
こ

と
が

強
く

懸
念

さ
れ

る
。

そ
う
し
た
現
実
的

な
リ
ス
ク
を

保
留
に
し
て
、
対
象
者
を

拡
大

す
る

こ
と

の
意

義
が

あ
る

の
か

、
疑

問
で

あ
る

。
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク
」
の
内
容
が
唐

突
で
あ
る
。
素
案
を
読
ん
で
み

る
と
、
実
質
的

に
職

能
と

し
て

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

内
容

が
書

か
れ

て
い

る
。
基

本
的

人
権

を
尊

重
す

る
の

は
、

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
だ

け
で

は
な

く
、

対
人

援
助

職
全

般
が

重
視

し
て

い
る

基
本

的
姿

勢
で

あ
る

の
で
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
に
限

定
す
る
よ
う
な
内

容
は
ハ
ン
ド

ブ
ッ

ク
と

し
て

適
切

で
は

な
い

と
思

わ
れ

る
。
多

職
種

で
支

援
に

あ
た

る
と

い
う
素

案
内

容
と
も

矛
盾

し
て
い

る
。

ソ
ー

シ
ャ
ル

ワ
ー

ク
の

内
容

を
削

除
す
る

か
、

他
の
職

能
に

つ
い
て

も
バ

ラ
ン
ス

よ
く

記
載

す
べ
き
と
思
わ
れ

る
。

3
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

5
2
 

全
体

特
に

大
き

な
問

題
は
感

じ
な

か
っ
た

が
、「

す
で

に
資
格

を
持

っ
て

い
る

支
援

者
に
伝

え
る

」
の
な

ら
、

ソ
ー
シ

ャ
ル

ワ
ー
ク

の
初

歩
的

な
内
容
は
、
教
科
書
で
す
で

に
学
ん
で
い

る
の
で
は
と
感

じ
る
の

で
、
む

し
ろ

応
用

的
な

内
容

の
方

が
良

い
と

思
う

。
窓

口
に

い
る

け
れ
ど
そ
れ
ほ
ど
支

援
者
経
験
が

な
い
人
に
伝
え
た

い
の
な
ら
、
そ

の
こ

と
は

明
記

し
て

も
良

い
と

思
う

。
そ

れ
以

外
の

立
場

で
、
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
ひ

き
こ
も
り
に

つ
い
て
関
わ
っ
て

い
た
り
、
窓

口
や

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

的
な

場
所

以
外

で
活

動
し

て
い

る
、
地

域
の
人
に
伝
え
る
の

な
ら
、
こ
れ

は
も
う
「
全
く
役

に
立
た
な
い

」
と

言
っ

て
も

良
い

と
思

う
。

3
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

5
5
 

全
体

予
算
の
使
い
道
を

具
体
的
に
出

し
て
ほ
し
い
。

3
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

6
2
 

全
体

地
域

と
い

う
言

葉
を
、

内
容

に
よ
っ

て
は
、
「

お
隣

さ
ん

」
「

同
じ

マ
ン
シ

ョ
ン

の
方
」
「

同
級

生
の

方
」

と
か

、
具
体

的
に

書
い
て

あ
る

と
、
身
近
な
こ
と

と
し
て
捉
え

ら
れ
る
。

4
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

6
6
 

全
体

支
援
を
す
る
上
で
、
ひ
き
こ
も

り
当
事
者
へ
の
居

場
所
、
理
解

あ
る

就
労

先
が

少
な

い
と

感
じ

る
、
地

域
や

社
会

を
巻

き
込

み
な

が
ら

社
会
資
源
の
開
拓
を

し
て
い
く
意

識
を
支
援
者

1
人

1
人
が
持
つ

こ
と

の
大

切
さ

も
載

せ
て

ほ
し

い
。

 
 間

違
っ

た
家

族
の

対
応

に
よ

り
、

よ
り

ひ
き

こ
も

り
が
長

期
化

す
る
ケ

ー
ス

が
多
い

と
感

じ
て
い

る
た

め
、

出
来
る

こ
と

な
ら

、
各

市
町

村
単
位

、
広

域
連
合

な
ど

、
家

族
向

け
の

支
援

の
場
を

提
供

で
き
る

体
制

を
整
え

て
も

ら
い
た

い
。

家
族

教
室
等

で
知

識
を

得
た

り
、

交
流
す

る
場

を
増
や

す
努

力
が

必
要
だ
と
感
じ
る

。
も
う
少
し

家
族
向
け
の
支
援

対
策
の
内
容

を
盛

り
込

め
る

と
よ

い
か

と
思

う
。

4
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

7
3
 

全
体

「
対
象
者
」
に
、「

何
ら
か
の

生
き
づ
ら
さ
、
困
難
さ
を
抱
え

て
い

る
」
と

あ
る

の
が

気
に

な
り

ま
し

た
。

誰
し

も
あ

る
事

だ
と

思
う

と
い
う
点
と
、
発
達

障
害
に
関
す

る
相
談
が
殺
到
し

そ
う
な
気
が

し
ま

す
。

4
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

8
4
 

全
体

内
容
に
つ
い
て
は
、
支
援
者
の

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で

は
な
く
、
そ

れ
ぞ

れ
の

家
族

の
、
家

族
関

係
の

再
構

築
に

対
す

る
支

援
を

中
心

に
置

く
べ

き
で
あ

る
。

よ
っ

て
、

ひ
き
こ

も
り

事
例
に

つ
い

て
は
、

家
族

が
い

る
場

合
と
そ

う
で

な
い
場

合
と

は
支
援

方
法

が
お
の

ず
と

違
っ

て
く

る
の

で
、

分
け
て

記
述

す
べ
き

。
ま

た
、

ひ
き
こ

も
り

本
人

が
重

篤
な

ト
ラ
ウ

マ
を

抱
え
て

い
る

場
合
や

、
非

行
化
の

芽
が

見
ら

れ
る
場
合
、
統
合
失
調
症
や

双
極
性
障
害
、
強
迫
神
経
症
な

ど
精

神
保

健
の

領
域

の
症

状
が

み
ら

れ
る

場
合

な
ど

も
、
当

然
ケ

ー
ス

と
し

て
は

別
に

す
べ

き
で
あ

る
。

家
族

の
支

援
に
関

し
て

は
、
壊

れ
か

か
っ

た
家

族
の
関

係
を

再
構
築

す
る

た
め
の

方
法

と
し
て

、
本

人
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
具

体
的
な
方
法
を
多

く
記
述
す
る

こ
と

で
、
本

人
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
う

ま
く

取
れ

ず
に

い
る

家



5
6

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

族
に
と
っ
て
大
い

に
参
考
に
あ

る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、

本
人

の
発

し
て

い
る

小
さ

な
S
O
S
、
サ

イ
ン

を
見

逃
さ

な
い

た
め

に
ど

う
す

る
か
、

を
具

体
的
に

紹
介

す
る
こ

と
も

有
効
と

思
わ

れ
る
。

あ
と

、
重

要
で
は

な
い

か
も

し
れ

な
い

が
、
い

か
に

も
コ
ン

サ
ル

め
い

た
横
文
字
は
な
る

べ
く
使
わ
な

い
こ
と
。

4
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

8
7
 

全
体

「
ひ
き
こ
も
り
」
と
い
う
用

語
が
、
当
事
者
か
ら
す

る
と
受
け

入
れ

ら
れ

る
も

の
か

ど
う

か
は

疑
問

が
残

り
ま

す
。
別

語
の

提
案

は
難

し
い
の
で
す
が
、
当
事
者
御
本
人

は
、
決
し
て
「
こ
も
っ
て

」
い
る

の
で

は
な

く
、
今

の
瞬

間
を

生
き

る
場

と
し

て
、
周

囲
の

人
々

や
社

会
と

の
接
点

の
な

い
空
間

や
時

間
を
選

ん
で

い
る
の

で
す

か
ら
、
「

社
会
や

人
間

関
係
か

ら
自

主
的
に

離
れ

て
生
き

て
い

る
、
で

も
、

そ
の

状
況
に
必
ず
し
も

満
足
せ
ず
、

未
来
に
向
か
っ
て

上
昇
志
向
を

有
し

て
い

る
」

と
い

う
内

容
を

表
現

で
き

る
用

語
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

4
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

9
1
 

全
体

期
間
（
６
ヶ
月
）
が
無
く
な
る

こ
と
は
賛
成
で
す

が
、
そ
う
な

る
と

中
学

卒
業

ま
た

は
高

校
中

退
と

、
ひ

き
こ

も
り

支
援

の
接

続
が

よ
り

求
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
と
思

い
ま
す
。
６
ヶ
月
の

期
間
は
、
精

神
医

学
上

の
疾

患
判

断
の

多
軸

の
一

つ
を

採
用

し
た

た
め
（

精
神

疾
患

と
の
弁
別
）
と
思

わ
れ
ま
す
が

、
同
時
に
支
援
の

タ
イ
ミ
ン
グ

を
先

延
ば

し
に

し
て

し
ま

う
こ

と
に

つ
な

が
り

（
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
で

は
、

６
ヶ

月
経

な
い

と
対
応

し
な

い
と
い

う
事

例
も
紹

介
さ

れ
て
い

る
）、

ご
家

族
か
ら

も
専

門
家

へ
の

不
信

感
を
抱

く
こ

と
が
散

見
さ

れ
ま

す
。
 
 
本
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に

望
む
こ
と
と

し
て
、
教
育
と

の
連

携
を

ど
う

し
て

い
く

の
か

に
言

及
し

て
頂

き
た

い
点

で
す

。
ま

た
、

S
S
W
や
ユ
ー
ス
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
存
在
に

も
言
及
頂
き

た
い

で
す

。
就

労
を

ゴ
ー

ル
に

し
な

い
（

自
立

で
は

な
く

自
律

）
と

い
う

考
え
方
に
は
賛
成

で
す
が
、
自
立
を
望
ん

だ
時
に
、
地
域
若
者

サ
ポ

ー
ト

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
存

在
は

無
視

で
き

ま
せ

ん
。
そ

こ
に

つ
い

て
も
言
及
し
て
頂
く

こ
と
を
望
み

ま
す
。

4
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

全
体

こ
の
た
び
は
こ
う

し
た
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
を

進
め
て
い
た

だ
き

、
誠

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

中
で

支
援

に
あ
た
っ
て
の
共
通

理
解
を
繰
り

返
し
強
調
し
て
い

た
だ
く
こ
と

は
と

て
も

大
切

だ
と

感
じ

ま
す

。
就

労
や

社
会

参
加

が
一

義
的

な
ゴ

ー
ル

で
は
な
く
、
自
律
が
で
き

る
よ
う
伴
走
型

支
援
を
行
う
こ

と
を
明

示
い

た
だ

い
た

こ
と

は
ひ

き
こ

も
り

支
援

に
限

ら
ず

様
々

な
支

援
の

考
え
方
を
根
本
か
ら

転
換
さ
せ
る

流
れ
を
生
む
も
の

と
期
待
し
て

お
り

ま
す

。
そ

の
う

え
で

、
い

く
つ

か
ご

検
討

い
た

だ
き

た
い

こ
と

を
記

載
い
た
し
ま
す
。

・
理
念
に
加
え

て
支
援
例
を
示

す
こ
と
で
理
解
し

や
す
さ
が
高

ま
る

と
思

い
ま

す
。
支

援
に

不
慣

れ
な

方
に

と
っ

て
は

、
例

示
を

読
ん

で
初
め
て
理
解
で
き

る
こ
と
も
多

い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
支

援
例

を
さ

ら
に

充
実

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

4
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

全
体

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
、
エ
ン
パ

ワ
メ
ン
ト
、
ワ
ン
ダ
ウ
ン

ポ
ジ

シ
ョ

ン
、
支

援
の

主
体

、
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
、
葛

藤
、
投

影
、
ア

ウ
ト

リ
ー
チ
活
動
と
い

っ
た
用
語
は

、
福
祉
や
保
健
医

療
等
に
関
わ

る
立

場
な

ら
わ

か
り

や
す

い
と

思
い

ま
す

が
、
支

援
者

の
中

に
は

様
々

な
経
験
を
も
つ
方
も

い
る
と
思
い

ま
す
。
初
出
の
際

に
そ
れ
ぞ
れ

の
用

語
の

説
明

や
、
具

体
的

な
場

面
な

ど
を

入
れ

て
い

た
だ

く
と

わ
か

り
や
す
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

4
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

全
体

一
文
が
長
く
、
代

名
詞
が
何
を

指
す
の
か
ち
ょ
っ

と
わ
か
り
づ

ら
い

と
こ

ろ
が

あ
り

ま
し

た
。

て
に

を
は

の
誤

り
も

散
見

さ
れ

ま
し

た
。

読
み
や
す
さ
の
改

訂
作
業
を
進

め
て
い
く
も
の
と

思
い
ま
す
が

、
ご

検
討

の
ほ

ど
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。

4
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
7

全
体

「
社

会
参

加
の

実
現
や

就
労

す
る
こ

と
は

支
援
の

ゴ
ー

ル
で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
」

と
言
い

切
っ

て
し

ま
う

の
は

、
就
労

や
社

会
参
加

を
望

む
当

事
者

や
家

族
の
思

い
に

反
し
、

就
労

支
援
や

社
会

参
加
へ

の
支

援
を

否
定

す
る
こ

と
に

つ
な
が

り
か

ね
ま
せ

ん
。

そ
の

人
な

り
の

社
会
（
人
）
と
の
つ
な
が

り
方
を
見
出
し

自
分
ら
し
く
生

き
て

い
く

こ
と

や
社

会
の

中
で

居
場

所
と

役
割

を
感

じ
ら

れ
る

よ
う

に
な

る
こ

と
、
そ
の
一
つ
の

方
法
と
し
て

就
労
が
あ
る
こ
と

は
伝
え
る
べ

き
で

す
。
標

準
労

働
に

こ
だ

わ
ら

な
い

多
様

な
働

き
方

の
創

出
や

誰
も

が
自
分
の
力
を
発
揮

で
き
る
社
会

を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
は
ひ
き

こ
も

り
支

援
に

と
っ

て
重

要
な

視
点

で
す

。
こ

の
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
で

は
、

就
労
支
援
に
つ
い

て
は
ふ
れ
な

い
と
い
う
方
針
で

あ
っ
た
と
し

て
も

、
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
と

社
会

参
加
・
就

労
支

援
と

の
関

係
を

明
確

に
す

べ
き
で
す
。



5
7

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

4
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
8

全
体

②
A

支
援
に
お
け
る

価
値
や
倫
理
の
過

度
の
強
調
に
つ

い
て

 
 
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
素

案
は
「

ひ
き

こ
も

り
状

態
に

あ
る

本
人

や
そ

の
家

族
が
、
自
ら
そ
の
意

思
に
よ
り
、
今
後
の
生
き
方
や

社
会
と
の
関

わ
り

方
な

ど
を

決
め

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
（

自
律

す
る

）
よ

う
に

な
る

こ
と
」
（
第

2
章
、

1
4
ペ
ー
ジ
）
を
目
標

と
し
、
対
象
者

と
の

信
頼

関
係

の
構

築
を

重
視

し
て

い
ま

す
（

第
4
章

、
3
0
ペ

ー
ジ

な
ど

）。
し

か
し
、

こ
の

方
針
に

は
以

下
の
問

題
が

あ
り
ま

す
。

第
一

に
、
具

体
的

ニ
ー
ズ

の
把

握
と
充

足
が

後
景
に

退
き

、
人
格

的
な

か
か

わ
り

が
前
面

に
出

て
い
ま

す
。

そ
も

そ
も
ひ

き
こ

も
り
状

態
の

人
の

す
べ
て

が
支

援
を
必

要
と

す
る

わ
け
で

は
あ

り
ま
せ

ん
（

2
0
1
0
年

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

、
5

ペ
ー

ジ
）
。

支
援
の

必
要

性
に

関
す

る
議

論
を

欠
い

た
ま
ま

「
ど

ん
な
支

援
者

が
望

ま
し

い
か

」
を

強
調

す
る

こ
と

は
、
あ
た
か
も
「
支
援
者
あ

り
き
」
の
本
末
転

倒
な
方
針
と
言

え
ま

す
。

対
象

者
の

自
律

性
の

尊
重

は
、
支

援
者

の
「

価
値

や
倫

理
」

に
従
属
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
く

、
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
対

話
を

通
じ

て
実

現
さ

れ
る

べ
き

で
す

。
ま

た
、
就

労
や

社
会

参
加

を
「

支
援
の
ゴ
ー
ル
で
は

な
い
」（

1
4
ペ
ー
ジ
）
と
断
言
す
る
こ
と
は

、
支

援
者

の
価

値
観

に
よ

っ
て

支
援

の
選

択
肢

を
制

限
し

、
就

労
や

社
会

参
加
を
は
じ
め
と

す
る
支
援
策

の
発
展
や
維
持
を

阻
害
し
、
結

果
的

に
対

象
者

の
機

会
を

奪
う

こ
と

に
つ

な
が

り
ま

す
（

な
お

、
こ

の
方

針
は

2
4
ペ
ー
ジ
の
就
労
・
経

済
的
自
立
支
援
の

記
述
と
も
矛

盾
し

ま
す

）
。

第
二

に
、

明
確

な
目

標
設

定
の

な
い

ま
ま

支
援

の
具

体
論
に
入
る
こ
と
で

、
人
格
的
な

関
係
づ
く
り
が
支

援
の
成
否
を

決
め

る
か

の
よ

う
な

誤
解

を
生

み
ま

す
。
こ

れ
は

支
援

者
に
「

関
係

構
築

」
と
い
う
過
度
の
負

担
を
強
い
、
ま
た
対
象
者
の
人

格
や
内
面
へ

の
不

適
切

な
介

入
を

招
く

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。
特

に
訪

問
型

支
援
（

3
4
ペ

ー
ジ
）
に
お
い
て

、
人
格
的
な

関
わ
り
が
本
来
の

支
援
目
的
か

ら
離

れ
て

自
己

目
的

化
す

れ
ば

、
対

象
者

へ
の
「

侵
襲

性
」
が

強
ま

る
危

険
が
あ
り
ま
す

。
第
三
に

、
本
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
は
「
自
治

体
等

に
お

い
て

ひ
き

こ
も

り
支

援
に

携
わ

る
支

援
者

が
、（

中
略

）
本

人
や

そ
の

家
族

に
対

し
て
、

ど
の

よ
う
に

関
わ

れ
ば
良

い
の

か
、
（

中
略

）
支

援
者

と
し
て

ど
の

よ
う
に

寄
り

添
う
の

か
、

何
を
す

べ
き

か
」

（
6
8
ペ
ー
ジ
）
を
理
解
す
る

資
料
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し

福
祉

に
お

け
る

支
援

は
、
社

会
資

源
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
総

合
的

に
活

用
し

て
行

わ
れ

る
も

の
で
あ

り
、

支
援

者
個
人

の
努

力
で
完

結
す

る
も

の
で
は

あ
り

ま
せ
ん

。
20

0
3

年
の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

指
摘
す

る
よ

う
に
、
支
援
者
自

身
も
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
員
に

過
ぎ
ま
せ
ん
（

3
6
ペ

ー
ジ

）。
こ

の
よ

う
に

、
支

援
に

お
け

る
人

格
的

要
素

の
過

度
な
強
調
は
、
支
援
者
へ
の
過

大
な
要
求
と

な
り
、
対
象
者
の

内
面

へ
の

不
当

な
介

入
を

招
く

一
方

で
、
具

体
的

な
支

援
内

容
の

軽
視

に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。
支
援
の

本
質
は
、
対
象
者
の

ニ
ー
ズ
に

即
し

た
具

体
的

な
援

助
を

、
社

会
的

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
実

現
す

る
こ

と
に

あ
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 
 
②
B

ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
に

お
け
る

対
象

者
像
の

偏
り

と
根

拠
不

足
に

つ
い

て
本

ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
は
、
ひ
き
こ
も

り
の
定
義
や
背

景
に
関
す
る
体

系
的

な
記

述
を

欠
く

一
方

で
、
一

部
の

事
例

や
イ

メ
ー

ジ
の

一
般

化
が

目
立

ち
ま
す
。
 
 
1
.
 
社
会
的
背
景

の
一
面
的
な

理
解

・「
ひ
き
こ
も

り
状

態
を

生
み

出
す

社
会

の
あ

り
よ

う
（

差
別

や
偏

見
、
無

理
解

）
」（

4
ペ

ー
ジ
）

・「
ひ
き
こ
も
り

状
態
と
な
る
理

由
や
背
景
は
、
今
の

社
会

の
中

で
の
「

生
き

づ
ら

さ
」
の

結
果

」（
1
8
ペ

ー
ジ

）
こ

れ
ら

は
ひ
き
こ
も
り
の
一

側
面
に
過
ぎ

ず
、
ラ
イ
フ
コ
ー

ス
の
多
様
化

な
ど

、
よ

り
広

範
な

社
会

的
文

脈
へ

の
言

及
が

必
要

で
す

。
ま

た
「

生
き

づ
ら
さ
」
を
支
援
対

象
の
定
義

に
も
背
景
に
も
用

い
る
循
環
論

法
は

、
現

象
の

理
解

を
妨

げ
ま

す
。
こ

う
し

た
主

張
に

は
調

査
研

究
な

ど
に
よ
る
裏
付
け
が

必
要
で
す
。

5
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
8

全
体

 
2
.
 
対
象
者
の
実
態
と
異

な
る
想
定

・「
相
談
機

関
に
相
談
す

る
こ

と
が

今
後

の
生

活
に

向
け

た
第

一
歩

」（
4
ペ

ー
ジ

）
・「

ひ
き

こ
も

り
状
態
に
至
る
ま

で
ど
の
よ
う

な
生
き
方
や
人
生

を
送
っ
て
き

た
の

か
、
そ

の
背

景
を

し
っ

か
り

と
把

握
す

る
」（

1
7
ペ

ー
ジ

）
実

際
の
調
査
で
は
、
ひ
き
こ
も

り
の
該
当
者
の

4
割
以
上
が
家

族
以
外

と
の

会
話

を
し

て
い

ま
す

。
ま

た
就

労
経

験
の

あ
る

人
が

7
割

近
く

い
ま
す
（
内
閣
府
政
策
統
括

官
（
政
策
調
整
担
当

）「
こ
ど
も
・

若
者

の
意

識
と

生
活

に
関

す
る

調
査

」
、
2
0
2
3
年

）。
支

援
機

関
に

つ
な

が
る
ま
で
全
く
社
会

と
の
接
触
が

な
い
か
の
よ
う
な

記
述
は
、
対

象
者

へ
の

誤
っ

た
理

解
を

広
め

か
ね

ま
せ

ん
。

 
 
3
.
 
表

面
的

な
理

解
の

助
長

・「
甘
え
や
怠
け

な
ど
と
い
っ
た
本

人
の
問
題
と
し

て
、
い

ま
だ

偏
見

や
誤

解
が

」（
2
2
ペ

ー
ジ

）
・「

人
と

し
て

尊
厳

あ
る

存
在

」
「
無
限
の
可
能
性

や
潜
在
的
能

力
を
有
す
る
存
在

」（
1
7
ペ
ー

ジ
）

偏
見

へ
の

注
意

喚
起

は
重

要
で

す
が

、
背

景
説

明
が

不
十

分
な

ま
ま
「
甘
え
」
と
い

う
言
葉
を
出

す
こ
と
は
逆
効
果

で
す
。
ま
た

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

の
人

だ
け

を
取

り
出

し
て

「
尊

厳
」

や
「

可
能

性
」



5
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項
意
見

を
強
調
す
る
こ
と

は
、
か
え
っ

て
特
別
視
に
つ
な

が
り
か
ね
ま

せ
ん

。
 
 
4
.
 
支

援
イ

メ
ー

ジ
の

偏
り

・
「

ひ
き

こ
も

り
支

援
に

従
事

す
る
支
援
者
は
、
従
来
の
福

祉
関
連
制
度
の

支
援
に
つ
な
が

り
に
く

い
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
本

人
や

そ
の

家
族

に
対

す
る

丁
寧

な
支

援
を
長
期
的
に
行
う

こ
と
が
多
く

」（
9
ペ
ー
ジ
）

・「
特
に

、
不
登

校
か

ら
長

く
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
な

っ
た

人
や

そ
の

家
族

は
、
中

途
退

学
や
卒
業
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
福

祉
の
相
談
窓
口
に

繋
が
る
こ
と

が
多

い
で

す
が

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
対

す
る

明
確

な
支

援
手

法
が

見
つ

か
ら
な
い
、
提
供
で
き
る
サ

ー
ビ
ス
や
支

援
が
な
い
、
さ
ら
に

は
窓

口
に

相
談

し
て

も
解

決
で

き
な

い
、
窓

口
に

繋
が

ら
な

い
と

い
っ

た
現

状
な

ど
も

あ
り

、
数

年
か

ら
数

十
年

に
わ

た
り

長
期

の
ひ

き
こ

も
り

状
態

が
継

続
す

る
と

い
う

事
例

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
」（

9
ペ
ー
ジ
）

 
 
 

長
期
化
な
ど
の

現
象
に
触
れ
る

の
は

必
要

だ
と

い
え

ま
す

が
、

思
い

つ
き

的
に

特
定

の
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

論
じ

て
い
る
よ
う
に
も

見
え
ま
す
。
不
登
校
や
中
途
退

学
に
つ
い
て

触
れ

る
な

ら
ば

、
む

し
ろ

相
談

窓
口

に
つ

な
が

ら
な

い
ケ

ー
ス

が
深

刻
化

す
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か

。
ひ
き
こ
も
り
事

例
の
全
体
像

に
つ

い
て

バ
ラ

ン
ス

よ
く

、
調

査
研

究
な

ど
に

基
づ

い
た

解
説

を
お

願
い

し
ま
す
。
ま
た
長
期
の
事

例
を
支
援
者
の

み
が
支
え
な
く

て
は

な
ら

な
い

か
の

よ
う

な
記

述
は

、
支

援
者

の
「

価
値

や
倫

理
」
の

強
調

と
相
ま
っ
て
、
む
し
ろ
支
援
者

の
負
担
を
増

や
し
か
ね
ま
せ

ん
。
後

述
の

よ
う

に
貧

困
や

暴
力

の
問

題
も

ひ
き

こ
も

り
と

重
な

る
中

で
、
ひ

き
こ
も
り
支
援
の

み
を
長
期
に

続
け
る
こ
と
も
適

切
で
な
い
場

合
が

あ
り

ま
す

。
 
 
5
.
 
根

拠
不

明
な

解
釈

の
提

示
・
「

生
き

続
け

る
た

め
に
、
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た

」（
1
4
ペ

ー
ジ

）
・「

一
方

で
、
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
本

人
や

そ
の

家
族

が
、

自
ら
社
会
と
の
関

係
を
拒
絶
し

、
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
場

合
等
（

セ
ル

フ
ネ

グ
レ

ク
ト

）
は

、
訪

問
や

声
か

け
を

通
じ

て
関

わ
り

を
持
つ
こ
と
も
求
め

ら
れ
ま
す
が

、
そ
の
関
わ
り

自
体
が
「
侵
襲

性
が

高
い
（

相
手

に
と

っ
て

負
担

が
大

き
い

）
」
と

い
う

こ
と

を
理

解
し

、
状
況
を
見
極
め
て

対
応
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま

す
」
（
1
3
ペ

ー
ジ

）
社

会
的

孤
立

が
健

康
に

及
ぼ

す
影

響
が

指
摘

さ
れ

る
中

で
、

ひ
き
こ
も
る
こ
と

を
生
き
る
た

め
の
方
策
の
よ
う

に
捉
え
る
こ

と
は

危
険

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。
社

会
的

孤
立

の
影

響
に

つ
い

て
、
生

活
の
質
へ
の
リ
ス

ク
も
含
め
、
実
情
に
合
わ
せ
た

検
討
が
必
要

と
さ

れ
ま

す
。
対

象
者

の
理

解
と

い
う

観
点

か
ら

も
、
孤

立
を

主
体

的
あ

る
い
は
宿
命
的
な

選
択
と
し
て

捉
え
る
よ
う
な
、

憶
測
に
基
づ

い
た

記
述

は
偏

見
を

も
た

ら
す

恐
れ

が
あ

り
ま

す
。

5
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
8

全
体

ま
た
、
ひ
き
こ
も

り
と
セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト
、
社
会
と
の
関

わ
り

の
拒

否
が

不
用

意
に

同
一

視
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
社

会
と

の
関

わ
り

の
拒
否
は
個
別
の

事
例
に
お
い

て
丁
寧
に
理
解
す

る
べ
き
で
す

。
研

究
者

は
、
社

会
と

の
関

わ
り

の
拒

否
は

セ
ル

フ
・
ネ

グ
レ

ク
ト

そ
の

も
の
で
は
な
く
、
付
随
す
る
概

念
で
あ
る
と
整
理

し
て
い
ま
す
（

野
村

祥
平

ほ
か
「

高
齢

者
の

セ
ル

フ
・
ネ

グ
レ

ク
ト

の
理

論
的

な
概

念
と
実
証
研
究
の
課

題
に
関
す
る

考
察
」
）。

こ
れ
ら
の
問

題
に

対
し

、
以

下
を

要
望

し
ま

す
：
 
1
.
 
ひ

き
こ

も
り

の
概

念
や

定
義

の
記

述
に
基
づ
く
、
多

様
な
事
例
や

背
景
へ
の
体
系
的

な
目
配
り

 
2
.
 
既

存
の

統
計

な
ど

を
活

用
し

た
対

象
者

像
の

立
体

的
な

紹
介

 
3
.
 
事

例
の
多
様
性
に
応

じ
た
支
援
の

必
要
性
や
目
標
に

関
す
る
丁
寧

な
解

説
 
 
②

C
ひ

き
こ

も
り

に
重

な
る

複
合

的
課

題
（

貧
困

、
精

神
疾

患
な

ど
）

に
つ

い
て

本
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

は
、
ひ

き
こ

も
り
の

定
義

や
状
態

像
、

緊
急
支

援
の

必
要

性
に

関
す
る

基
本

的
な
解

説
が

欠
如
し
て
い
ま
す

。
こ
の
欠
落

は
、
以
下
の
深

刻
な
問
題
を
引

き
起

こ
す

可
能

性
が

あ
り

ま
す

：
第

一
に

、
人

命
・
人

権
・
健

康
の

保
護
と
い
う
支
援

の
基
本
原
則

が
軽
視
さ
れ
る
危

険
性
で
す
。
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
は
「

本
人

及
び

そ
の

家
族

自
身

の
意

思
で

今
後

の
生

き
方

や
社
会
と
の
関
わ

り
方
な
ど
を

決
め
て
い
く
「
自
律
」
」（

1
4
ペ

ー
ジ

）
や

、「
一

人
ひ

と
り

の
意

見
を

受
け

止
め

て
本

人
や

そ
の

家
族

の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ

た
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
の
伴
走

型
支
援
」（

1
4
ペ

ー
ジ

）
を

強
調

し
ま

す
。

し
か

し
、

こ
れ

ら
の

前
提

と
な

る
べ

き
基

本
的
人
権
や
心
身

の
健
康
へ
の

配
慮
が
不
明
確
で

す
。
さ
ら
に

、
経

済
的

困
窮

を
ひ

き
こ

も
り

相
談

か
ら

除
外

す
る

よ
う

な
記

述
（

4
8
ペ

ー
ジ
）
は
、
深
刻
な
問
題

を
見
過
ご
す
リ

ス
ク
を
含
ん
で

い
ま
す

。
第

二
に

、
支

援
の

必
要

性
や

緊
急

度
の

判
断

基
準

が
示

さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。「

本
人
が
変
化

す
る
必
要
は

な
い
」（

4
3
ペ
ー
ジ

）
と

い
う

記
述

は
、

ど
の

よ
う

な
状

況
を

想
定

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
生

命
の

危
機

や
自

傷
他

害
の

リ
ス

ク
が

あ
る

場
合

に
も

、
こ

の
原

則
は

適
用

さ
れ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

こ
の

よ
う

な
判

断
基

準
の

欠
如

は
、
緊
急
を
要
す

る
事
態
へ
の

適
切
な
対
応
を
妨

げ
か
ね
ま
せ

ん
。

第
三

に
、
家

族
支

援
の

方
針

に
関

す
る

問
題

が
あ

り
ま

す
。
家

族
を

支
援

対
象

者
に
含

め
る

こ
と
で

、
家

族
自
身

が
抱

え
る
貧

困
、

暴
力

、
高

齢
化
な

ど
の

問
題
が

、
「

ひ
き

こ
も

り
支

援
」

の
枠

組
み
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項
意
見

の
中
で
見
過
ご
さ

れ
る
危
険
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
人
と
家

族
の

立
場

を
同

一
視

す
る

こ
と

は
、
共

依
存

関
係

を
助

長
す

る
可

能
性

も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問

題
に
対
す
る
建
設

的
な
提
案
と

し
て

、
以

下
の

視
点

が
重

要
で

す
：

・
生

命
や

人
権

に
関

わ
る

課
題

を
抱

え
た
事

例
に

関
す
る

支
援

。
ま
た

、
そ

の
深
刻

度
や

緊
急
度

を
評

価
す

る
視

点
。

・
生

活
困
窮

者
自

立
支
援

制
度

の
「
断

ら
な

い
相

談
」
の
理
念
を
踏
ま

え
た
、
包
括
的
な
支

援
体
制
の
視
点

や
、
重

層
的

支
援

体
制

整
備

事
業

と
の

連
携

を
前

提
と

し
た

複
合

的
課

題
へ

の
対

応
・

家
族

を
一

律
に

「
ひ

き
こ

も
り

の
支
援

対
象

」
と
す

る
の

で
は

な
く

、
各
個

人
の

抱
え
る

固
有

の
課
題

に
応

じ
た
支

援
体

制
の

整
備

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

が
「
ひ
き
こ
も

り
」
の
状
態
像
や

支
援

対
象

を
恣

意
的

に
限

定
す

る
こ

と
は

、
包

括
的

な
相

談
支

援
の

理
念

に
逆
行
し
ま
す
。
む

し
ろ
、
複
合

的
な
課
題
に
対
す

る
統
合
的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

示
す

内
容

へ
と

再
構

成
さ

れ
る

こ
と

を
望

み
ま

す
。

5
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
9

全
体

記
載
内
容
に
つ
い

て
不
備
は
な

い
と
思
い
ま
す
が

、
ひ
き
こ
も

り
支

援
に

あ
た

っ
て

い
る

支
援

者
の

皆
さ

ん
は

、
な

か
な

か
支

援
が

進
ま

な
い
こ
と
に
焦
り

や
力
不
足
を

感
じ
て
い
る
方
も

多
い
で
す
。
そ

ん
な

支
援

者
の

皆
さ

ん
が

励
ま

さ
れ

る
よ

う
な

、
ね

ぎ
ら

い
の

言
葉

や
実
際
の
支
援
の
実

例
な
ど
が
載

っ
て
い
る
と
よ
り

良
い
と
感
じ

ま
し

た
。

5
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
1

全
体

１
）
居
場
所
に

つ
い
て
「
物
理

的
空
間
」
の
視
点
か
ら

の
記
載

に
な

っ
て

い
る

が
、
本

人
に

と
っ

て
の
「

セ
ー

フ
ス

ペ
ー

ス
」
と

い
う

視
点

か
ら
の

記
述

や
言
及

を
設

け
る
べ

き
で

は
な
い

か
。

２
）

ひ
き

こ
も

り
支

援
対
象

者
に

つ
い
て

、
ひ

き
こ
も

り
期

間
で
支

援
対

象
を

制
限
し
な
い
と
い

う
考
え
方
に

は
賛
同
す
る
。
し
か
し
、
実
態
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

と
い

う
意

味
で

は
、
一

定
の

期
間

を
設

け
る

な
ど

の
定

義
が

必
要

に
な
る

。
「

川
崎

市
に
お

け
る

広
義
の

ひ
き

こ
も
り

支
援

ニ
ー
ズ

調
査

」
に
お

い
て

は
３

か
月

以
上
と

す
る

こ
と
な

ど
、

既
存

の
調

査
よ

り
も

広
い

対
象

と
し

て
、

か
つ

「
社

会
的

ひ
き

こ
も

り
」

に
限

定
し

な
い

調
査

を
行

っ
た

。
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
a
w
a
s
a
k
i
.
j
p
/
3
5
0
/
p
a
g
e
/
0
0
0
0
1
0
5
4
2
9
.
h
t
m
l
 
３

）
支

援
に

お
い

て
、
自

傷
他

害
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

の
緊

急
避

難
措
置

の
記

述
を
明

確
に

す
る
必

要
が

あ
る
。
「

支
援

対
象

者
に

関
す

る
情
報

の
取

り
扱
い

」
に

お
け

る
留

意
点
に

記
述

を
設
け

る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

5
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
2

全
体

全
体
を
通
し
て

序
章

（
１
）
本
書
に
つ

い
て
 
 
【
本
書
は
、
「

ひ
き

こ
も

り
状

態
に

あ
る

本
人

や
そ

の
家

族
」

へ
関

わ
る

全
て

の
支

援
者
が
支
援
に
あ
た

っ
て
の
参
考

（
拠
り
所
）
に
し
て
い
た
だ

く
た

め
に

作
成

し
て

い
ま

す
。
】

に
あ

る
よ

う
に

、
こ

れ
ま

で
は

相
談

に
来
ら
れ
た
ご
家
族

に
む
け
て
「
本
人
に
会

わ
な
い
と
」
と
本
人

の
み

の
支

援
が

中
心

で
し

た
が

、
家

族
支

援
に

も
目

を
向

け
て

下
さ

っ
て

い
る
の
が
嬉
し
い

で
す
。
本
人
の
社
会
は

家
庭
し
か
な
い

の
で
す

か
ら

、
家

族
や

家
族

を
取

り
巻

く
社

会
の

在
り

方
に

も
目

を
向

け
て

下
さ
っ
て
い
る
の
も

嬉
し
い
で
す

。
 
 
第

1
章

は
じ
め
に

（
１

）
本

書
作

成
の

背
景

に
つ

い
て

 
 
本

書
で

は
、

1
9
8
0
年

代
～

1
9
9
0

年
代

前
半

の
実

情
が
不

足
し

て
い
る

と
感

じ
ま
し

た
。

東
京

シ
ュ
ー

レ
（

フ
リ
ー

ス
ク

ー
ル
）

に
つ

い
て
の

記
載

の
み
で

す
が

、
そ

の
こ
ろ
に
は
不
登

校
・
ひ
き
こ

も
り
を
対
象
と
し

た
フ
リ
ー
ス

ペ
ー

ス
が

い
く

つ
か

で
き

て
お

り
ま

す
。

5
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
2

全
体

斎
藤
環
先
生
が

1
9
9
8
年
に
書
か
れ
た
著
書
で
「

ひ
き
こ
も
り

」
と

い
う

言
葉

や
概

念
が

全
目

的
に

広
が

っ
た

と
あ

り
ま

す
が

、
そ

の
当

時
第

1
人

者
と
し

て
メ

デ
ィ

ア
に

取
り

上
げ
ら

れ
て

い
た

斎
藤
環

先
生

で
す
が

私
の

知
る

限
り
家

族
の

大
切
さ

に
つ

い
て

は
ほ
と

ん
ど

お
話

さ
れ

て
お

り
ま
せ

ん
で

し
た
。

不
登

校
・

ひ
き

こ
も

り
に

つ
い

て
「

家
族
の

問
題

、
在
り

方
に

焦
点
を

当
て

て
い
た

の
は

」
フ

レ
ン
ド
ス
ペ
ー
ス

で
し
た
。
代

表
の
富
田
富
士
也

先
生
は
引
き

こ
も

り
に

つ
い

て
シ

リ
ー

ズ
で

出
版

し
（

1
冊

目
は

1
9
9
2
年

・
引

き
こ

も
り

か
ら

の
旅

立
ち
）

全
国

を
回
り

講
演

会
を
開

い
て

い
ら
っ

し
ゃ

い
ま

し
た

。「
引

き
こ

も
り
」

と
い

う
言
葉

を
最

初
に
積

極
的

に
使

わ
れ
て
い
た
の
は

富
田
先
生
で

す
。

5
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
5

全
体

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

と
言
う
言
葉

は
使
用
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
シ

ュ
ー

レ
以

前
に

も
不

登
校

や
ひ

き
こ

も
り

の
若

者
対

象
と

し
た

居
場

所
機
能
は
存
在
し
て

い
た
と
考
え

ま
す
。

5
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
6

全
体

権
利
擁
護
支
援
の

部
分
に
つ
い

て
、
他
福
祉
分
野

で
は
記
載
さ

れ
る

の
で

す
が

、
内

容
と

し
て

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

よ
く

わ
か

り
ま

す
が
、
支
援
の
基

本
ス
タ
ン
ス

と
し
て
「
権
利
擁

護
」
を
入
れ

る
ほ

う
が

よ
い

と
思

い
ま

し
た

。



6
0

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

5
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
6

全
体

本
人
の
意
志
が
明

確
で
な
い
こ

と
が
多
い
た
め
、
支
援
者
が
苦

慮
す

る
場

面
は

多
い

。
言

語
や

文
字

で
表

現
す

る
こ

と
で

な
い

意
志

表
示

も
あ
り
、
そ
れ
を
支
援
者

が
汲
み
取
る
こ

と
が
必
要
で
す

。
い
わ

ゆ
る
「

意
思

決
定

支
援

」
の

こ
と

に
も

触
れ

る
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か
と
思
い
ま
す

。

5
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
6

全
体

障
が
い
認
定
な
ど

な
い
状
態
か

ら
診
断
や
認
定
に

い
た
る
場
合

も
多

い
た

め
、
権

利
擁

護
、
意

思
決

定
支

援
を

記
入

い
た

だ
き

ひ
き

こ
も

り
支
援
に
お
い
て

も
意
思
決
定

支
援
の
研
修
や
訓

練
が
支
援
者

側
に

必
要

だ
と

記
載

し
て

い
た

だ
く

ほ
う

が
よ

い
と

思
い

ま
す

。

6
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
6

全
体

生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
で

は
、
ひ
き
こ
も
り
支

援
を
含
ん

で
い

ま
す

。
中

高
年

は
支

援
対

象
と

認
識

し
ま

す
が

、
工

学
所

得
世

帯
で

子
が
ひ
き
こ
も
り

の
場
合
に
は

ど
う
し
て
も
生
活

困
窮
制
度
の

対
象

な
の

か
と

疑
義

が
生

じ
ま

す
。
ひ

き
こ

も
り

の
原

因
は

さ
ま

ざ
ま

で
あ
り
、
複
数
で
あ

り
複
雑
な
状

態
で
あ
れ
ば
重
層

的
支
援
の
対

象
に

な
り

ま
す

。
生

活
困

窮
支

援
の

記
載

と
同

じ
よ

う
に

重
層

的
支

援
の

記
載
を
充
実
す
る

こ
と
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す

。
医
療
、
保
健

、
福

祉
、
子

育
て

、
障

が
い

、
教

育
な

ど
ど

の
分

野
に

も
該

当
し

そ
う

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
の
り
し
ろ

を
ぶ
厚
く
、
支
援
者
の
手

を
あ
と

少
し

伸
ば

し
あ

っ
て

い
く

支
援

が
必

要
な

分
野

が
ひ

き
こ

も
り

支
援

だ
と
思
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
意
味

で
重
層
的
支
援
が

で
き
た
の
で

は
。

も
っ

と
記

載
し

て
い

た
だ

く
く

ほ
う

が
よ

い
と

思
い

ま
す

。

6
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
6

全
体

ケ
ー
ス
の
つ
な
ぎ

か
た
の
記
載

が
弱
い
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
継
続

し
て

課
題

が
あ

る
人

は
何

度
も

同
じ

説
明

を
し

な
く

て
は

な
ら

な
い

こ
と
が
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い

ま
す
。
不
登
校
時

代
か
ら
な
に

か
記

録
が

あ
っ

て
そ

れ
を

リ
レ

ー
し

な
が

ら
成

人
期

を
迎

え
ら

れ
る

よ
う

な
「
母
子
手
帳
」

の
延
長
版
が

必
要
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す

。
こ

の
よ

う
な

記
載

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

す
。

6
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
7

全
体

・『
自
律
』
と
い
う
言
葉
が

誤
解
を
生
む

恐
れ
が
あ
る

精
神
的

な
自

立
が
『

自
律

』
と

な
る

が
、
字

を
そ

の
ま

ま
と

ら
え

る
と
『

自
分

を
律
す
る
』
と
の
と
ら

え
方
も
も

た
れ
や
す
い
。
場
合
に
よ
っ

て
は

、
世

間
の

一
般

的
な

規
範

を
も

と
に

自
分

を
律

し
て

い
く

の
が
『

自
律

』
と
も
と
ら
え
か
ね

な
い
。
そ
う

す
る
と
、
ひ
き
こ
も

り
の
方
は

世
間

の
一

般
的

な
規

範
を

忠
実

に
守

っ
て

き
て

、
耐

え
ら

れ
な

く
な

っ
て

ひ
き
こ
も
っ
た
方

も
多
く
い
て

『
こ
れ
以
上
世
間

に
合
わ
せ
て

頑
張

ら
な

い
と

い
け

な
い

の
か

？
』

と
な

っ
て

し
ま

う
可

能
性

が
あ

る
。

誤
解
の
な
い
よ
う

に
、『

自
律

』
の
意
味
を
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
内

で
説

明
し

て
お

い
た

方
が

よ
い

か
と

感
じ

る
。

・『
自

律
』
は

難
し

い
ひ

き
こ
も
り
に
は
『
自
律

』
を
目
指
す
こ
と

、
重
視
す
る
こ

と
が
大

切
だ

と
い

う
こ

と
は

同
感

で
あ

る
。
し

か
し
『

自
律

』
を

、
い

き
な

り
、

ひ
き

こ
も

り
の

方
々
に

求
め

て
も
難

し
い

と
感
じ

る
,
自

律
は

『
他

か
ら

の
支

配
・
制

約
な

ど
を
受

け
ず

に
、
自

分
自

身
で
立

て
た

規
範

に
従
っ
て
行
動
す

る
こ
と
』
と
な
っ
て
い

る
。
ひ
き
こ
も
り

の
方

々
の

多
く

は
、
自

分
自

身
の

規
範

が
よ

く
わ

か
ら

な
い

人
が

多
い

と
思

う
。
自
分
自
身
の

規
範
が
わ
か

っ
て
い
る
人
は
、
ひ
き
こ
も
り

に
な

り
に

く
い

と
感

じ
る

。
３

０
年

ひ
き

こ
も

っ
た

方
に
『

あ
な

た
は

こ
れ

か
ら
ど

う
し

た
い
？

』
と

聞
い
た

ら
、『

そ
ん

な
こ
と

を
考

え
た

こ
と

が
な

か
っ
た

』
と

答
え
た

。
ま

た
、
他

の
ひ

き
こ
も

り
の

方
に

ど
ん

な
仕

事
が

し
た
い

の
？

と
問
い

か
け

た
ら
、
『

仕
事

は
与

え
ら

れ
る

も
の
だ

と
思

っ
て
い

た
の

で
、

何
が

し
た
い

？
と

聞
か
れ

て
も

と
ま
ど
っ
て
し
ま

う
』
と
答
え

て
い
た
。
他
者
に
支
配
さ

れ
な

い
自

分
自

身
の

規
範

と
い

う
も

の
は

様
々

な
人

間
関

係
の

経
験

の
中

で
形

成
さ
れ
る
も
の
だ

と
感
じ
る
の

で
、
ひ
き
こ
も
っ

て
い
る
方
の
『

自
律

』
を

重
視

し
ろ

と
言

わ
れ

て
も

で
て

こ
な

い
こ

と
が

多
い

と
思

い
、

支
援
者
が
混
乱
し

て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
思

う
。

・
ひ
き

こ
も

り
支

援
の

目
的

ひ
き

こ
も

り
は

多
様

の
表

現
が

多
く

あ
る

。
確

か
に
多
様
で
は
あ
る

と
は
感
じ
る

が
、
こ
の
こ
と
を
重

視
す
る
あ

ま
り

に
支

援
が

わ
か

り
に

く
く

、
困

難
に

な
っ

て
い

る
と

感
じ

る
。
支

援
者
に
『
ひ
き
こ
も

り
は
よ
く
わ

か
ら
な
い
。
ど
う
支
援
し

て
い
い

か
難

解
』
と

の
印

象
を

与
え

て
し

ま
う

と
思

う
。
一

つ
の

考
え

方
と

し
て
、
心
理
的
側
面

か
ら
み
た
と

ら
え
か
た
が
必
要

で
は
な
い
か

と
感

じ
る

。
当

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

で
は
『

ひ
き

こ
も

り
の

方
々

の
自

律
』
を

重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
を
逆
説

的
に
と
ら
え
る
と
『
他
か
ら
支

配
・
制

約
を

受
け

て
、
他

者
に

立
て

ら
れ

た
規

範
従

っ
て

行
動

を
し

て
い

る
』
の
が
ひ
き
こ

も
り
の
心
理

的
状
態
と
と
ら
え

る
こ
と
が
で

き
る

と
感

じ
る

。
こ

の
状

態
の

具
体

的
事

例
を

示
す

と
わ

か
り

や
す

い
と

思
う

。
ま

た
、
『

自
律
』

が
実

現
し

て
人

た
ち

は
ど
う

心
理

面
が
変

わ
っ

た
の
か

を
具

体
的
に

示
す

と
、

心
理

的
側
面

か
ら

み
た
引

き
こ

も
り
支
援
の
目
的

が
把
握
で
き

る
と
感
じ
る
。



6
1

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

6
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
2

全
体

ひ
き

こ
も

り
当

事
者
自

身
(
過

去
、

現
在

進
行
形

問
わ

ず
）
が

社
会

で
行

動
・

活
躍
さ

れ
て

お
り
、

社
会

に
と
っ

て
は

必
要
不

可
欠

な
存

在
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
箇
所

が
あ
る
と
良
い
と

思
う
。

6
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
5

全
体

支
援
も
目
標
を
そ

れ
ぞ
れ
の
生

き
方
を
自
分
で
決

め
て
い
く
支

援
と

し
た

の
は

素
晴

ら
し

い
で

す
。
ひ

き
こ

も
り

を
自

己
防

衛
だ

け
で

な
く
、
も
っ
と
積
極
的

に
と
ら
え

て
も
よ
い
の
で
は

と
思
い
ま
し

た
。
社

会
の

中
で

生
き

づ
ら

さ
を

感
じ

、
社

会
と

折
り

合
っ

て
自

分
の

生
き

方
を
模

索
し

て
い
く

き
っ

か
け
と

な
る

の
が
「

ひ
き

こ
も
り

」
だ

と
思

い
ま

す
。

支
援

の
方

向
目

標
と

し
て
、

ひ
き

こ
も
り

か
ら

抜
け

出
す

こ
と

が
前

提
と

な
っ

て
い

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
家

庭
に

留
ま

り
な

が
ら

生
き

て
い

く
こ

と
を

選
択

し
て

い
る

人
も

見
え

ま
す
。
家
庭
に
留
ま

り
な
が
ら
も

、
自
分
の
人
生
を

充
実
さ
せ
て

い
く

生
き

方
も

あ
る

と
思

い
ま

す
。

6
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
5

全
体

精
神
保
健
的
対
応

か
ら
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
へ
の

転
換
は
支
持

し
ま

す
が

。
統

合
失

調
症

、
摂

食
障

害
、

強
迫

障
害

な
ど

へ
の

対
応

も
、

も
う
少
し
詳
し
く

あ
っ
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

6
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
5

全
体

家
族
会
の
役
割
に

つ
い
て
記
述

が
見
ら
れ
な
い
の

は
残
念
で
す

。
長

期
の

ひ
き

こ
も

り
の

場
合

、
家

族
に

と
っ

て
の

居
場

所
で

あ
る

家
族

会
が
家
族
に
と
っ

て
も
不
可
欠

で
す
。
家
族
会
の

組
織
や
運
営

支
援

な
ど

、
支

援
者

の
役

割
も

大
き

く
あ

る
と

思
い

ま
す

。

6
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
0
 

全
体

本
人
が
引
き
こ
も

り
を
認
め
な

い
場
合
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の

か
？

6
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

6
1
 

全
体

ひ
き

こ
も

り
の

人
・

家
族
の

支
援

に
あ

た
っ

て
は

、
そ

の
理

解
が

き
わ

め
て
大

切
で

あ
る
こ

と
か

ら
、

ど
こ

か
で

引
き

こ
も

り
の

人
・

家
族
に
つ
い
て
の

構
造
的
な
理

解
の
図
や
そ
の
説

明
が
あ
る
と

よ
い

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

。
た

と
え

ば
長

谷
川

先
生

が
ま

と
め

ら
れ

て
い
る
も
の
を
活

用
さ
せ
て
い

た
だ
く
な
ど
。

6
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

7
5
 

全
体

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

一
気
に
読
ん

で
も
な
か
な
か
頭

に
入
る
の
は

難
し

い
で

す
。「

支
援

の
心

構
え

」「
場

面
別

の
対

応
」
な

ど
に

分
か

れ
て

い
る
と
、
最
初
の
項

だ
け
ま
ず

読
ん
で
、
そ
の
後
は

困
っ
た
場

面
ご

と
に

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
参

考
に

す
る

、
と

い
う

方
が

良
い

よ
う

に
感

じ
ま
し
た
。

7
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
0
8

全
体

こ
の

よ
う

な
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

取
り

ま
と

め
る

こ
と

は
困

難
な

作
業

で
あ

り
、

関
係

者
の

方
々

の
ご

努
力

に
敬

意
を

表
し

ま
す

。
し

か
し
、
策
定
の
た
め

に
集
ま
っ
た

方
々
の
多
様
な
意

見
を
取
り
入

れ
る

こ
と

が
、
逆

説
的

に
「

ひ
き

こ
も

り
」
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

と
し

て
の

存
在

意
義

を
揺

る
が
す

よ
う

な
危
う

さ
を

感
じ
て

い
ま

す
。

定
義

を
明

確
化

せ
ず

、
支
援

目
標

を
柔

軟
化

す
る
な

ど
の

方
針
は

、
目

の
前

の
人

を
支

援
す
る

実
践

に
お
い

て
は

確
か
に

重
要

で
す
。

し
か

し
、

こ
れ

ら
の
個

別
事

例
か
ら

導
か

れ
た
「

定
義

を
し
な

い
」「

具
体
的
な
支
援
目
標

を
掲
げ
な
い

」
と
い
う
方
針
を
一

般
化
す
る

こ
と

は
、
別

の
課

題
を

生
み

出
す

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
潜

在
的

に
ひ

き
こ
も
り
に
悩
む
人

々
の
発
見
や

、
ひ
き
こ
も
り
支
援

に
関
す
る

知
見

の
蓄

積
・
共

有
、
さ

ら
に

は
支

援
成

果
の

評
価

や
改

善
が

困
難

に
な

る
の

で
は

な
い

で
し
ょ

う
か

。
  

策
定

の
た

め
に

集
ま

っ
た

方
は

、
ひ

き
こ
も

り
に

つ
い
て

「
分

か
っ

て
い

る
」
状

態
で

対
応
の

柔
軟

化
を
目
指
し
て
い

る
と
す
れ
ば

、
こ
れ
か
ら
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
を

読
む

方
は
「

分
か

ら
な

い
」
状

態
の

ま
ま

に
放

置
さ

れ
、
理

解
の

分
断

や
支

援
の
不

平
等

が
広
が

る
こ

と
に
な

り
ま

す
。

こ
の

よ
う

に
、

本
ハ

ン
ド
ブ

ッ
ク

は
、
個

別
に

要
望

を
出

さ
れ
た

方
々

も
意
図

し
て

い
な
い
影
響
を
も

た
ら
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
混

乱
や

支
援

の
後

退
を

防
ぐ

た
め

の
具

体
的

な
提

案
と

し
て

、
2
0
0
3
年

お
よ

び
2
0
1
0
年
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
の
併
用

を
本
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

の
基

本
方

針
と

し
て

位
置

づ
け

る
こ

と
を

要
望

い
た

し
ま

す
。

7
1

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

全
体

【
羅
針
盤
と
し
て

元
気
に
な
っ

て
い
く
道
筋
の
図

示
ご
提
案
】
支

援
者

も
家

族
も

、
本

人
に

か
か

わ
る

悩
み

の
多

く
に

、
先

の
展

望
（

ど
の
よ
う
に
元
気
に

な
っ
て
い
く

の
道
筋
）
が
見
え
な
い
悩

み
（
不

安
）
が

共
通

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
。
元

気
に

な
る

た
め

の
回

復
の

段
階
な
ど
を
示
せ
る

と
支
援
者
の

羅
針
盤
の
ひ
と
つ

に
な
る
か
と

思
い

ま
し

た

7
2

自
治

体
質
問

5
 

1
5
 

全
体

ひ
き

こ
も

り
支

援
を

行
う

際
に

必
要

と
な

り
得

る
精

神
疾

患
の

特
徴

や
基

礎
知

識
の

項
目

を
加

え
て

い
た

だ
け

る
と

よ
り

良
い

の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。



6
2

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

統
合
失
調
症
、
て

ん
か
ん
、
鬱

、
躁
鬱
、
発
達
障

害
、
依
存
（

ア
ル

コ
ー

ル
、

薬
物

等
）

等
。

7
3

自
治

体
質
問

5
 

2
0
 

全
体

支
援
が
進
ま
な
い

と
感
じ
る
時

に
つ
い
て
項
目
を

立
て
て
い
た

だ
き

た
い

で
す

。

7
4

自
治

体
質
問

5
 

2
6
 

全
体

第
４
章
に
家
族
が

解
決
を
急
ぎ

す
ぎ
て
し
ま
い
、

支
援
者
に
対

し
て

要
求

が
多

く
な

る
場

合
の

対
応

な
ど

を
追

加
し

て
ほ

し
い

。

7
5

自
治

体
質
問

5
 

2
8
 

全
体

（
１
）
本
書
作
成
の

背
景
の
ひ

き
こ
も
り
の
歴
史

の
部
分
は
、
現

在
に

と
っ

て
必

要
な

記
載

だ
け

に
と

ど
め

た
方

が
良

い
と

思
う

。
読

ま
な

い
し
、

読
む

気
が
な

く
な

る
。
特

に
、

○
参
考

資
料

（「
ひ

き
こ

も
り

」
に

関
す
る

取
組

や
出
来

事
等

）
の
部

分
は

、
巻
末

に
あ

っ
た

方
が
良
い
。

（
１
）
本
書
作
成

の
背
景
に
つ

い
て
も
、
記
載
を
最
小
限

に
と
ど

め
て

ほ
し

い
。
現

在
の

ひ
き

こ
も

り
支

援
に

関
係

が
な

い
し

、
ミ

ス
リ

ー
ド
さ
せ
る
部
分

が
多
い
。

（
２
）
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
現
状
と
課
題

の
部
分
が
、
本
書
が
必

要
と

さ
れ

る
理

由
だ

と
思

わ
れ

る
が

、
長

々
し

く
、
読

ま
な

い
。
文

章
全
体
を
通
じ
て
、

文
章
を
読
む

の
を
得
意
と
す
る

人
向
け
の
記

載
で

あ
り

、
学

者
じ

ゃ
な

い
の

で
読

ま
な

い
。

一
つ
一
つ
研
修
す

る
必
要
が
出

る
。
そ
れ
で
は

、
こ
の
「
ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
に

込
め

ら
れ

た
思

い
は

達
成

で
き

ず
、
本

だ
な

の
奥

に
し

ま
わ
れ
る
だ
け
に
な

っ
て
し
ま
う

。
内
容
の
構
成
以
前

に
、
読
む
人

の
知
的
レ
ベ
ル
の

想
定
が
高
す

ぎ
る

。
ペ

ー
ジ

数
が

増
え

て
も

良
い

の
で

、
内

容
が

完
結

で
あ

り
、
少

な
い
教
示
内
容
を
、

端
的
に
教
え

る
こ
と
を
繰
り
返

す
構
成
で
あ

る
必

要
が

あ
る

。
下
線
を
引
く
こ
と

で
強
調
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
か
な
り

読
み

に
く

い
。
黒

色
を

グ
レ

ー
に

す
る

な
ど

、
配

慮
が

必
要

。
一

行
の

文
字
量
が
多
く
、
読

み
に
く
い
。

論
文
じ
ゃ
な
い
の

で
、
文
字
が

多
い

と
、

そ
れ

だ
け

で
ス

タ
ッ

フ
は

読
ま

な
い

。
も
く
じ
を
読
ん
で

感
じ
る
の
は

、
・
量
が
多
い
。
こ

れ
を
誰
が
全

部
読
む
の
だ
ろ
う

。
・
研
修
で
行
う
に

は
、
全
体
概

要
す
ぎ
る
。

・
誰
が
ど
の
よ
う

に
使
用
す
る

資
料
と
し
て
作
成

し
よ
う
と
し

て
い

る
の

か
、

微
妙

。
全

体
向

け
過

ぎ
る

の
で

は
な

い
か

。

7
6

自
治

体
質
問

5
 

4
4
 

全
体

ひ
き
こ
も
り
の
回

復
の
道
筋
と

支
援
の
目
的
を
章

立
て
し
て
い

く
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。
ま

た
ど

う
い

う
大

人
の

対
応

が
求

め
ら

れ
て
い
る
の
か
、
ど

う
い
う
対
応

を
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
の
か

に
つ

い
て

記
載

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

回
復
の
道
筋
が
書

か
れ
て
い
な

い
よ
う
に
思
い
ま

す
の
で
、
回
復

の
道

筋
と

ど
う

な
れ

ば
ひ

き
こ

も
り

か
ら

抜
け

出
せ

て
い

く
の

か
、
ど

う
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
と
な

る
の
か
に
つ
い
て

、
詳
し
く
記

載
を

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。
周

り
の

社
会

や
大

人
の

対
応

が
い

つ
ま
で
も
「
こ
う
で
な

け
れ
ば
い

け
な
い
」
と
い
っ
た

親
や
社
会

の
価

値
観

を
当

事
者

に
押

し
付

け
て

い
る

対
応

を
し

て
い

る
限

り
、
当

事
者
は
ひ
き
こ
も
り

か
ら
抜
け
出

す
こ
と
は
で
き
な

い
。
親
が
い

つ
ま

で
も

子
供

へ
の

期
待

を
手

放
さ

な
い

よ
う

に
し

て
い

る
た

め
、
い

つ
ま
で
も
学
校
に
行

か
せ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
か

、
社
会
参
加

さ
せ

て
い

か
な

け
れ

ば
い

け
な

い
と

い
う

事
を

目
的

と
し

て
い

る
当

事
者

は
ひ
き
こ
も
り
か

ら
抜
け
出
す

こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
た
だ
ひ

き
こ

も
り

は
長

期
化

し
て

い
く

だ
け

で
あ

る
。
こ

の
点

を
知

る
こ

と
と

回
復
の
道
筋
と
し

て
は
ま
ず
子

供
を
元
気
に
し
て

い
く
た
め
の

関
り

を
す

る
こ

と
で

あ
っ

て
、
そ

の
点

を
理

解
し

て
い

な
い

と
ひ

き
こ

も
り
支
援
は
う
ま
く

い
か
な
い
。
目
的
は
子
ど
も
の

幸
せ
で
あ
っ

て
、
幸

せ
を

感
じ

て
い

け
る

よ
う

に
な

れ
ば

自
分

人
で

自
分

の
道

を
模

索
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
な
り
、
そ
れ
は
社
会
参

加
に
も

つ
な

が
っ

て
い

く
。
順

番
が

大
事

で
ま

ず
子

供
を

幸
せ

に
し

て
い

く
こ

と
で
あ
る
。
そ
し
て
自
分
で

自
分
の
こ
と

を
認
め
て
い
け

る
よ
う

に
な

る
こ

と
、
自

分
を

肯
定

し
て

い
け

る
よ

う
に

な
る

こ
と

。
こ

れ
を

目
的
と
し
て
い
く

こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

7
7

自
治

体
質
問

5
 

6
4
 

全
体

p
2
3
に
「
精
神
疾
患
や
発
達
障

害
の
正
し
い
知
識

を
身
に
つ
け

る
こ

と
は

必
須

」
と

あ
り

、
作

成
予

定
の

巻
末

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ

ー
ト

に
記
載
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な

い
が
、
ど
の
よ
う

な
状
態
に
留

意
が

必
要

か
わ

か
る

と
よ

い
。



6
3

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

7
8

自
治

体
質
問

5
 

6
4
 

全
体

家
族
支
援
の
プ
ロ

セ
ス
や
そ
れ

に
よ
る
家
族
の
変

化
の
プ
ロ
セ

ス
に

つ
い

て
も

知
り

た
い

。

7
9

自
治

体
質
問

5
 

8
6
 

全
体

素
案
に
記
載
が
な

い
が
知
り
た

い
項
目
：
ひ
き
こ
も
り
と

発
達
障

害
や

精
神

疾
患

と
の

関
連

に
つ

い
て

。
ひ

き
こ

も
り

支
援

の
予

防
的

事
業
や
事
例
に
つ
い

て
。
8
0
5
0
問
題
の
好
事
例
。

8
0

自
治

体
質
問

5
 

9
9
 

全
体

P
2
3 

「
発

達
障

害
へ

の
理
解

と
必

要
性

に
つ

い
て

」
と

あ
る

が
、

ひ
き

こ
も
り

対
象

者
は
精

神
障

害
も

有
し

て
い

る
ケ

ー
ス

も
多

い
た

め
、
精
神
障
害
に

つ
い
て
も
記

載
が
必
要
だ
と
思

わ
れ
る
。

8
1

自
治

体
質
問

5
 

1
1
0

全
体

「
定

義
上

の
ひ

き
こ

も
り

に
該

当
す

る
が

支
援

を
必

要
と

し
な

い
人

」
も

存
在

す
る

は
ず

で
す

が
、

そ
れ

ら
の

検
討

が
見

当
た

り
ま

せ
ん
。
当
事
者
が
拒

絶
を
し
て
も
「
本
当
の
意
思
で

は
な
い
」「

伝
え

ら
れ

な
い

だ
け

」「
社

会
・
環

境
が

原
因

」
と

い
う

認
識

に
立

ち
、
あ

の
手
こ
の
手
で
絡

み
続
け
る
支

援
が
肯
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

 
“

多
様
性

”
 “

意
思
の
尊

重
”
 “

尊
厳
あ
る

存
在

”
 と

価
値

観
が

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

さ
れ

て
い

る
の

に
「

ひ
き

こ
も

り
＝

支
援

が
必

要
な
人
」
と
い
う
前

提
が
変
わ
ら

な
い
こ
と
に
違
和

感
が
あ
り
ま

す
。
不

合
理

で
非

生
産

的
で

人
生

に
お

け
る

悪
手

の
よ

う
な

選
択

を
続

け
る
人
を
見
守
り
続

け
る
非
支
援

的
態
度
も
あ
っ
て

よ
い
と
感
じ

ま
す

。

8
2

自
治

体
質
問

5
 

1
2
4

全
体

・
ひ
き
こ
も
り
支

援
に
医
療
機

関
、
保
健
所
（
保

健
師
）
が
連

携
し

た
事

例
の

示
し

が
ほ

し
い

。
・
国
の
補
助
金
の

対
象
と
な
っ

て
い
る
各
事
業
の

実
施
要
領
の

よ
う

な
内

容
が

ほ
し

い
。

・
ひ
き
こ
も
り

地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
、
支
援
ス
テ
ー

シ
ョ

ン
事

業
に

該
当

す
る

自
治

体
が

構
成

事
業

を
ど

こ
ま

で
直

営
で

、
ど

こ
ま

で
委
託
で
実
施
し

て
い
る
の
か

、
パ
タ
ー
ン
で
分

け
る
な
ど
し

て
参

考
が

示
さ

れ
る

と
あ

り
が

た
い

。
・
講
演
会
を
依
頼

で
き
る
団
体

、
人
材
、
問
い
合

わ
せ
先
の
一

覧
が

あ
る

と
継

続
的

に
企

画
し

や
す

い
。

8
3

自
治

体
質
問

5
 

1
2
7

全
体

・
必
要
な
い
項
目

は
特
に
な
い

が
、
も
う
少
し
内

容
が
ま
と
ま

り
ペ

ー
ジ

数
が

少
な

く
な

る
と

よ
い

・
入
門
編
、
実
践

編
な
ど
、
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク

に
す

る
と

見
や

す
い

8
4

自
治

体
質
問

5
 

1
2
9

全
体

支
援
機
関
に
よ
っ

て
は
、
福
祉
系
の
業
種

外
の
職
員
が
管

理
職
を

担
う

場
合

が
あ

り
ま

す
。
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
素

案
に

支
援

者
が

疲
弊

す
る

こ
と
、
チ
ー
ム
支
援

が
必
要
な

こ
と
、
支
援
期
間
が

長
期
に
な

る
可

能
性

が
高

い
こ

と
は

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
費

用
対

効
果

等
の

数
値

的
な

評
価

が
難

し
い

側
面

が
あ

る
こ

と
を

記
載

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

（
支

援
者

の
支

援
活

動
の

評
価

が
難

し
い

こ
と

も
踏

ま
え
。
）。

8
5

自
治

体
質
問

5
 

1
3
2

全
体

も
う
少
し
具
体
的

に
知
り
た
い

項
目

ひ
き
こ
も
り
の
状

態
と
障
害
、

精
神
的
、
内
科
的

な
病
気
と
の

関
係

。
初

回
相

談
で

そ
こ

の
見

立
て

は
必

要
だ

と
考

え
ま

す
。

8
6

自
治

体
質
問

5
 

1
5
0

全
体

支
援
者
の
心
構
え

や
あ
る
べ
き

姿
等
に
つ
い
て
詳

し
く
記
載
し

て
お

り
、
ひ

き
こ

も
り

支
援

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

な
る

と
思

う
が

、
対

象
者
へ
の
関
り
や
支

援
に
悩
ん
だ

際
の
拠
り
所
と
し

て
は
具
体
性

に
欠

け
、

実
践

的
で

は
な

い
よ

う
に

思
う

。

8
7

自
治

体
質
問

5
 

1
5
0

全
体

ひ
き
こ
も
り
＝
精

神
疾
患
で
は

な
い
こ
と
の
記
載

と
と
も
に
、
ひ

き
こ

も
り

と
関

係
性

の
深

い
発

達
障

害
や

精
神

疾
患

に
つ

い
て

記
載

す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か

。
医
療
（
特
に
精

神
科
領
域
）

と
の

連
携

に
つ

い
て

も
記

載
い

た
だ

き
た

い
。

8
8

自
治

体
質
問

5
 

1
5
0

全
体

ひ
き
こ
も
り
当
事

者
や
家
族
か

ら
の
言
葉
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
（
回

復
の

過
程

や
支

援
者

に
望

む
こ

と
等

）
を

掲
載

で
き

な
い

か
。

8
9

自
治

体
質
問

5
 

1
5
0

全
体

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

通
し
て
対
象

者
の
強
み
を
捉
え

、
強
み
を
生

か
し

た
ス

ト
レ

ン
グ

ス
視

点
で

支
援

を
行

う
こ

と
に

つ
い

て
掲

載
し

て
は

ど
う
か
。

9
0

自
治

体
質
問

5
 

1
5
0

全
体

ひ
き
こ
も
り
支
援

に
お
い
て
望

ま
し
く
な
い
対
応
や

N
G
な
言
動

に
つ

い
て

、
本

文
中

の
関

係
個

所
に

そ
れ

ぞ
れ

記
載

さ
れ

て
い

る
が

、
ま
と
め
て
再
掲
い

た
だ
け
る
と

一
目
で
わ
か
り
や

す
い
。

9
1

自
治

体
質
問

5
 

1
5
2

全
体

「
ひ

き
こ

も
り

状
態
に

あ
る

本
人
」
「

ひ
き

こ
も
り

状
態

に
あ

る
本

人
や

家
族
」

と
い

う
言
葉

が
目

立
ち

ま
す

。
こ
の

ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
で

言
う
本
人
が
「
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る

本
人
」
で
あ
る
な

ら
、
以

下
本

人
に

す
る

な
ど

し
た

ほ
う

が
見

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い
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ま
す
。

9
2

自
治

体
質
問

5
 

1
6
2

全
体

支
援

者
の

関
わ

り
方
に

重
点

が
置
か

れ
て

お
り
､
国

全
体

で
支

援
を

広
め

る
方

向
性
な

ど
の

具
体
策

の
記

載
が
な

く
、

国
県
が

主
導

若
し

く
は
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
の
イ
メ
ー

ジ
や
具
体
策
が
示

さ
れ
て
お
ら

ず
､
自

治
体

と
の

温
度

差
が

生
じ

て
い

る
。

9
3

自
治

体
質
問

5
 

2
0
1

全
体

ひ
き
こ
も
り
状
態

の
本
人
へ
の

最
初
の
ア
プ
ロ
ー

チ
の
方
法
を

具
体

的
に

教
示

し
て

ほ
し

い
。

9
4

自
治

体
質
問

5
 

2
0
5

全
体

・
ハ
ウ
ツ
ー
で
は

な
く
心
得
・

配
慮
す
べ
き
こ
と

が
ま
と
め
ら

れ
て

い
る

の
で

、
日

常
使

い
す

る
の

は
事

例
か

も
し

れ
な

い
。

・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

作
成
の
背
景

、
支
援
者
の
心
得

、
支
援
方
法

、
事

例
集

が
１

冊
に

な
る

と
最

終
的

に
1
0
0
ペ

ー
ジ

を
超

え
る

と
い

う
こ

と
な
の
で
ボ
リ
ュ

ー
ム
が
大
き

い
と
感
じ
る
。
分

冊
化
し
て
ほ

し
い

。
・
西
暦
と
元
号
が

併
記
さ
れ
て

い
て
、
煩
雑
な
印

象
。
ま
た
西

暦
と

和
暦

が
混

合
し

て
い

る
。

9
5

自
治

体
質
問

5
 

2
0
5

全
体

・
重
要
と
思
わ
れ

る
部
分
に
は

下
線
を
引
く
等
、

工
夫
を
し
た

方
が

読
み

手
に

わ
か

り
や

す
い

の
で

は
な

い
か

。
例
）
p
4
9
の
家
族
へ
の
攻
撃

的
言
動
や
家

庭
内
暴
力
が
あ

る
場

合
の

部
分

の
記

載
で

は
、
警

察
に

通
報

す
る

と
い

う
点

が
一

番
大

切
と

思
わ
れ
る
が
、
い
ろ

い
ろ
記
載
さ

れ
す
ぎ
て
見
逃
さ

れ
て
し
ま
う

と
い

っ
た

よ
う

な
例

。

9
6

自
治

体
質
問

5
 

2
0
5

全
体

・
文
章
の
途
中
で

、
カ
ッ
コ
書

き
が
多
く
ス
ム
ー

ズ
に
読
め
な

い
。
文

章
の

中
に

整
理

し
て

入
れ

込
む

か
、
最

後
に

注
釈

と
し

て
ま

と
め

る
方
が
良
い
。

例
）
P
5

「
ひ
き
こ
も
り

」
と
い
う
概
念
は
、
昭
和

3
0

年
代
か

ら
注

目
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

不
登

校
（

当
時

は
「

学
校

恐
怖

症
」

や
「
学
校
ぎ
ら
い

」、
「
登
校
拒
否

」）
か
ら
端
を

発
し
て
い
ま
す

。
→

「
ひ

き
こ

も
り

」
と

い
う

概
念

は
、

昭
和

3
0

年
代

に
「

学
校

恐
怖

症
」
や
「
学
校
ぎ

ら
い
」
、
「
登
校
拒
否
」

と
し
て
注
目
さ

れ
る
よ

う
に

な
っ

た
「

不
登

校
」

か
ら

端
を

発
し

て
い

ま
す

。
例
）
P
6
 

1
9
9
9
 
年
（
平
成

1
1

年
）
に
は
、

K
H
J
 
親
の
会
（
現

K
H
J
 
全

国
ひ

き
こ

も
り

家
族

会
連

合
会

の
前

身
）

が
埼

玉
県

に
て

発
足

し
ま
し
た
。
→

1
9
9
9
年
に
は
、

K
H
J
 
親
の
会
（
※
１
）
が
埼
玉

県
に

て
発

足
し

ま
し

た
。

※
１

現
K
H
J
 
全
国
ひ
き

こ
も
り
家
族
会

連
合
会
の
前
身

◆
内
閣
府
「
生
活
状
況
に
関

す
る
調
査
」
結
果
（
平
成

2
7

及
び

3
0

年
度

）
平

成
2
7

年
度
 
1
5
 
歳

～
3
9

歳
 
1
.
1
5
%
（

推
計
 
5
4
.
1
 万

人
）
→

◆
内

閣
府
「

生
活

状
況

に
関
す

る
調

査
」
結

果
 
1
5
 
歳

～
3
9

歳
 
1
.
1
5
%（

推
計
 
5
4
.
1
 万

人
）
※

１
 
4
0
 
歳

～
6
4

歳
 
1
.
4
5
%

（
推
計
 
6
1
.
3
 
万
人
）
※
２
 

 
※
１

平
成

2
7
年
度
調
査

 
 
※

２
平

成
3
0
年

度
調

査

9
7

自
治

体
質
問

5
 

2
0
9

全
体

支
援
が
必
要
な
方

を
取
り
こ
ぼ

さ
な
い
こ
と
を
目

標
に
す
る
あ

ま
り

、
支

援
の

対
象

や
方

向
性

が
曖

昧
に

な
り

、
わ

か
り

に
く

い
印

象
。

9
8

自
治

体
質
問

5
 

2
0
9

全
体

「
支
援
者
に
よ
る

心
な
い
言
葉

」
と
い
う
表
現
が

随
所
で
出
て

く
る

が
、
家

族
の

支
援

者
に

対
す

る
ネ

ガ
テ

ィ
ブ

な
感

情
を

煽
る

お
そ

れ
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
る
。

9
9

自
治

体
質
問

5
 

2
0
9

全
体

医
療
モ
デ
ル
の
考

え
方
も
否
定

せ
ず
、
病
気
や
障

害
特
性
の
視

点
も

、
事

例
の

み
で

は
な

く
本

文
に

盛
り

込
む

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

10
0

自
治

体
質
問

5
 

2
0
9

全
体

章
立
て
が
９
層
に

も
な
っ
て
お

り
、
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
は
何
か

、
ど

こ
を

見
れ

ば
よ

い
か

が
わ

か
り

に
く

い
。
キ

ー
ワ

ー
ド

、
キ

ー
フ

レ
ー
ズ
で
整
理
し
て

ほ
し
い
。
配
慮
す
べ
き

ポ
イ
ン
ト
は
大

事
だ
が

、
繰

り
返

し
出

て
く

る
の

は
冗

長
な

印
象

を
与

え
て

し
ま

う
。「

参
照

」
を
活
用
し
て
は
ど

う
か
。

10
1

自
治

体
質
問

5
 

2
1
4

全
体

長
期
化
す
る
伴
走

支
援
の
た
め

の
心
構
え
や
注
意

点

10
2

自
治

体
質
問

5
 

2
1
7

全
体

全
体
的
に
文
字
が

多
く
、
ひ
き
こ
も
り
支

援
を
経
験
し
て

い
る
者

で
あ

れ
ば

具
体

的
に

イ
メ

ー
ジ

で
き

ま
す

が
、
全

く
経

験
し

て
い

な
い

者
が
読
ん
で
理
解

す
る
に
は
難

し
い
の
で
は
と
考

え
ま
す
。
例

え
ば

、
①

若
者

の
ひ

き
こ

も
り

、
②

8
0
5
0
世

帯
・

9
0
6
0
世

帯
の

ひ
き

こ
も
り
、
③
精
神
疾
患

で
受
診
を

要
す
る
場
合
・
未
治
療
の
統

合
失

調
症

の
場

合
な

ど
パ

タ
ー

ン
に

分
け

て
、
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

等
で

整
理

し
て
図
を
作
成
し

て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。
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10
3

自
治

体
質
問

5
 

2
1
7

全
体

「
引
き
出
し
屋
」

な
ど
ひ
き
こ

も
り
の
親
の
不
安

に
つ
け
こ
ん

だ
業

者
へ

の
注

意
喚

起
を

明
記

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

10
4

自
治

体
質
問

5
 

2
2
4

全
体

今
回
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
は
全
体

と
し
て
ケ
ー
ス
ワ

ー
ク
を
主
軸

と
し

た
内

容
と

な
っ

て
い

る
印

象
を

受
け

た
。
前

回
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
記
載
の
あ
っ
た
精

神
障
害
な
ど

の
医
療
に
つ
い
て

の
記
載
が
な

い
が

、
医

療
的

な
支

援
が

必
要

な
場

合
も

あ
る

た
め

医
療

的
な

支
援

に
関

す
る
記
載
が
あ
っ

て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
ひ
き
こ

も
り

支
援

は
医

療
に

丸
投

げ
と

い
う

こ
と

に
な

ら
な

い
よ

う
に

、
医

療
が
で
き
る
支
援
や

そ
の
限
界
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
と

の
連
携
の
具

体
的

な
手

法
や

事
例

な
ど

の
解

説
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
ぜ

ひ
お

願
い
し
ま
す
。

10
5

自
治

体
質
問

5
 

2
2
7

全
体

事
例
の
な
か
に
「
疾
病

/
障

害
を
有
す
る

事
例
」
や
「
自
傷
行

為
、
自

殺
企

図
等

、
希

死
念

慮
が

見
ら

れ
る

事
例

」
が

あ
る

こ
と

も
あ

り
、

疾
病

（
特

に
精

神
疾
患

）
、

障
害

（
特
に

精
神

お
よ
び

発
達

障
害
）

に
つ

い
て
の

、
制

度
や
国

お
よ

び
都

道
府

県
の
関

係
機

関
、
厚

生
労

働
省
の
関
連
ペ
ー

ジ
な
ど
の
資

料
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
と
、

便
利

か
と

思
い

ま
す

。

10
6

自
治

体
質
問

5
 

2
3
0

全
体

文
章
で
記
載
さ
れ

て
い
る
部
分

が
多
く
、
ポ
イ
ン
ト
が
わ

か
り
づ

ら
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。
箇

条
書

き
に

で
き

る
と

こ
ろ

は
箇

条
書

き
に

し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す

。

10
7

自
治

体
質
問

5
 

2
3
3

全
体

全
体
的
に
解
り
に

く
く
感
じ
る

。

10
8

自
治

体
質
問

5
 

2
3
4

全
体

事
例
に
お
い
て
、
対
象
者
が

変
化
し
て
い

っ
た
経
過
の
記

載
が
あ

る
。
支

援
の

現
場

に
お

い
て

、
そ

の
変

化
が

起
こ

る
に

は
本

人
の

受
け

入
れ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
と
支
援
者

の
声
掛
け
の
タ
イ

ミ
ン
グ
が
一

致
し

な
い

と
前

に
進

む
こ

と
が

難
し

い
と

感
じ

て
い

ま
す

。
支

援
者

は
対

象
者
の
ど
の
よ
う

な
状
況
を
介

入
タ
イ
ミ
ン
グ
と

判
断
し
た
の

か
、
ど

ん
な

声
掛

け
を

し
た

の
か

を
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

記
載

し
て

い
た

だ
く
と
、
普
段
介
入

が
難
し
い
と

感
じ
て
い
る
事
例

の
か
か
わ
り

方
や

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
参

考
と

な
る

と
思

い
ま

す
。

10
9

自
治

体
質
問

5
 

2
4
1

全
体

全
体
的
に
は
、
よ

い
と
思
う
が

、
医
療
の
紹
介
の

部
分
、
訪
問

に
関

す
る

部
分

は
、

丁
寧

に
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。

11
0

自
治

体
質
問

5
 

2
4
1

全
体

全
体
的
に
「
本
人
が

支
援
に
つ

な
が
っ
て
か
ら
時

間
が
か
か
る

」
と

い
う

の
を

丁
寧

に
伝

え
て

い
る

よ
う

に
思

う
が

、
本

人
に

会
え

る
ま

で
の
そ
の
手
前
の

家
族
支
援
の

段
階
に
も
か
な
り

の
時
間
が
か

か
る

こ
と

や
、
家

族
を

切
ら

ず
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

の
大

切
さ

や
家

族
へ
の
支
援
で
何
を

し
て
い
く
と

よ
い
か
と
い
う
こ

と
を
も
う
少

し
書

い
て

あ
る

と
い

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。
P
2
1
の

最
後

の
パ

ラ
グ

ラ
フ
あ

た
り

を
も
う

少
し

整
理
で

き
る

と
よ
い

か
。

や
は
り

、
ま

だ
ま

だ
、
「

本
人
が

来
な

い
で

親
だ

け
に

会
い
続

け
る

こ
と
」

に
意

味
を
感
じ
に
く
い

社
会
の
目
が

あ
る
よ
う
な
気
が

す
る
。

11
1

自
治

体
質
問

5
 

2
4
2

全
体

・
ひ
き
こ
も
り
支

援
を
行
う
に

あ
た
り
、
ケ
ー
ス
の
ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
非

常
に

重
要

か
と

思
う

の
で
『

ア
セ

ス
メ

ン
ト

』
に

特
化

し
た

項
目
も
あ
れ
ば
良
い

の
で
は
な
い

か
。
ア
セ
ス
メ
ン

ト
で
大
事
な

項
目

･
･
･
等

。（
見

落
と

し
て

い
た

ら
申

し
訳

あ
り

ま
せ

ん
）

11
2

自
治

体
質
問

5
 

2
4
3

全
体

Ⅱ
．
ア
セ
ス
メ
ン

ト
に
つ
い
て

記
述
が
分
散
し
て

お
り
、
概
括
し

て
提

示
し

た
方

が
有

用
で

は
な

い
か

。
例

え
ば

、
以

下
の

視
点

で
ア

セ
ス
メ
ン
ト
し
、
支

援
方
針
を
策

定
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は

な
い

か
。

〇
ア
セ
ス
メ
ン
ト

①
課
題
（
本
人
、

家
族
、
支
援

者
等
）

②
緊
急
性

自
傷
他
害

暴
力

生
活
困
窮

③
健
康
状
態
、
精

神
疾
患
、
発

達
症
・
特
性

④
経
済
的
視
点

 
 
 
困
窮
度
に
よ

っ
て
、
支
援

レ
ベ
ル
を
判
断
す

る
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生
活
保
護

生
活
困
窮

 
 

フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ニ
ン
グ

⑤
支
援
体
制

 
 

家
族
・
親
族

支
援
機
関

⑥
ニ
ー
ズ
、
希
望

（
本
人
・
家

族
）、

ス
ト
レ

ン
グ
ス
（
本
人

・
家

族
）

＊
以
上
の
視
点

か
ら
、
支
援

方
針
を
策
定
す
る

11
3

自
治

体
質
問

5
 

2
5
8

全
体

・
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
法
的
な

根
拠
を
記
載
し
た

項
目
が
ほ
し

い
。

11
4

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

全
体

【
全
体
共
通
】

表
記
ブ
レ
が
あ
る

の
で
、
統
一

し
て
は
ど
う
か
。

繋
が
り
／
つ
な
が

り
、
生
か
す
／
活
か
す

、
入
り
口
／

入
口
、
あ

り
得

る
・
あ

り
得

ま
す

／
あ

り
え

る
・
あ

り
え

ま
す

、
全

て
／

す
べ

て
、

図
る
／
は
か
る
、

一
人
暮
ら
し

／
独
り
暮
ら
し
、

兄
弟
姉
妹
／

き
ょ

う
だ

い

11
5

自
治

体
質
問

5
 

2
6
3

全
体

全
体
的
に
同
様
の

内
容
が
出
て

く
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
章
立

て
を

整
理

し
て

欲
し

い
で

す
。

1
1
6

自
治

体
質
問

6
 

2
6
 

全
体

S
N
S
の
活
用
は
望
ま
れ
る
が
、

公
的
機
関
（
役
所

な
ど
）
で
は

導
入

の
ハ

ー
ド

ル
が

高
い

こ
と

は
追

加
し

て
ほ

し
い

。

1
1
7

自
治

体
質
問

6
 

2
8
 

全
体

言
葉
が
論
文
調
で

、
何
度
も
読

み
返
さ
な
い
と
意

味
が
分
か
ら

な
い

だ
ろ

う
ス

タ
ッ

フ
が

多
い

。
ス

タ
ッ

フ
は

一
人

で
は

よ
ん

で
く

れ
な

い
だ
ろ
う
。

倫
理
観
な
ど
を
、

端
的
に
伝
え

て
い
る
が
、
こ
の

説
明
で
は
わ

か
り

づ
ら

く
、

理
解

し
て

も
ら

え
な

い
だ

ろ
う

。
議
論
を
重
ね
る
必

要
が
あ
る
。

た
だ
、
一
定
の
理

解
を
求
め
る

指
針
と
し
て
は
あ

り
が
た
い
。

1
1
8

自
治

体
質
問

6
 

2
8
 

全
体

文
字
で
の
記
載
が

多
く
、
読
み
返
す
と
き

に
、
読
み
返
す

時
間
が

か
か

り
す

ぎ
て

、
読

み
返

さ
な

い
。
イ

ラ
ス

ト
や

想
起

さ
れ

る
た

め
の

太
字
な
ど
、
構
成

を
変
え
て
ほ

し
い
。

1
1
9

自
治

体
質
問

6
 

6
3
 

全
体

●
第

1
章
～
第

3
章
の
項
目

の
冒
頭
の
四

角
で
囲
っ
て
い

る
箇

所
の

内
容

に
お

い
て

「
こ

こ
で

は
〇

〇
〇

～
記

載
し

ま
す

。」
の

表
現

が
使
わ
れ
て
い
る
も

の
と
そ
う
で

な
い
も
の
が
混
在

し
て
い
る
。

ま
た

第
4
章

か
ら

の
作

り
は

冒
頭

四
角

で
囲

っ
て

い
る

部
分

が
な

い
事

に
違
和
感
が
あ
る

。

1
2
0

自
治

体
質
問

6
 

6
4
 

全
体

・
ひ
き
こ
も
り
支
援

の
目
指
す

姿
は
本
人
の
意
思

で
自
己
決
定

で
き

る
こ

と
あ

る
が

、
ど

の
よ

う
な

形
で

あ
っ

て
も

社
会

と
の

つ
な

が
り

の
回
復
は
必
要
と

考
え
る
。
支

援
者
も
支
援
目
標

を
持
ち
に
く

い
。

p
3
3
「
本
人
が
問
い
か
け
し
や

す
い
聞
き
方
」
→

「
本
人
が
答

え
や

す
い

聞
き

方
」

の
誤

り
か

。
・
p
4
1
「
支

援
が

必
要
な

状
況

に
あ

る
本

人
が
家

族
に

相
談
窓

口
の

情
報

を
と

ど
け

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
か
」

→
「

本
人
や

家
族

に
」

の
誤
り
か
。

・
p
4
3
「
本

人
に

「
変
化

す
る

必
要

は
な

い
」
と

し
っ

か
り
説

明
す

る
こ

と
が

大
切

」
と

あ
る

が
、

家
族

等
か
ら

の
相

談
で
関

わ
っ

て
い

る
立
場
上
、
支
援

者
は
こ
の
よ

う
に
明
言
す
る
こ

と
に
は
躊
躇

す
る

の
で

は
な

い
か

。
・
p
5
2
「
本
人
が
居
場
所
を
必

要
と
し
な
い
場
合

に
お
い
て
は

」
同

じ
文

章
の

重
複

1
2
1

自
治

体
質
問

6
 

9
5
 

全
体

・
文
字
数
、
ペ
ー

ジ
数
が
多
く

、
何
が
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
な
の

か
が

わ
か

り
づ

ら
い

。
・
”
「

自
律

」
を
目

指
す
”

と
い
う

の
は

目
指
し

た
い

姿
と
言

葉
が

合
致

し
な

い
よ
う

に
感

じ
る
た

め
、

読
む
人

に
よ

っ
て
は

誤
解

を
生
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む
可
能
性
が
あ
る

。
・
全
体
的
に
、
表
現
が
仰
々
し

い
印
象
を
受
け
る

。
も
っ
と
端

的
に

わ
か

り
や

す
い

表
現

を
し

て
誰

も
が

理
解

し
や

す
い

書
き

方
に

し
て

ほ
し
い
。

12
2

自
治

体
質
問

6
 

1
1
2

全
体

専
門
性
の
高
い
支

援
者
だ
け
を

対
象
と
し
た
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
で

は
な

い
た

め
、

用
語

集
や

注
釈

が
あ

る
と

分
か

り
や

す
い

。
長
文
の
文
章
が
主

体
で
あ
る
た

め
、
図
や
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
な

ど
で

視
覚

的
に

見
や

す
く

す
る

工
夫

が
必

要
。

『
状
態
』
な
の
か

『
状
況
』
な

の
か
使
い
分
け
の

精
査
が
必
要

。
例
）
『
状
態
把
握
』

な
の
か
『
状
況
把

握
』
な
の
か
。

本
人
の

様
子

を
知

り
た

い
の

か
、

周
り

の
様

子
を

知
り

た
い

の
か

。

12
3

自
治

体
質
問

6
 

1
2
8

全
体

全
体
的
に
支
援
者

の
意
見
反
映

は
な
く
、
支
援
者
に

対
し
て
攻

撃
的

な
文

章
の

作
り

に
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、
重

複
し

た
内

容
が

出
て

お
り
、
わ
か
り
に
く

い
。

意
見

が
あ

っ
た

な
ど

記
載

し
て

い
る

が
そ

の
根

拠
は

ど
こ

に
も

な
く

参
加

し
て

い
る

方
の

意
見

の
み

が
反

映
さ

れ
て

い
る

の
か

と
推

測
さ
れ
る
。

医
療
機
関
に
つ
な

が
ら
な
い
ま

ま
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
繋
い
で
は

い
け

な
い

と
今

ま
で

国
、
県

の
指

導
の

下
に

実
施

し
て

き
た

の
で

、
そ

う
で
は
な
い
と
い
う

根
拠
に
な
る

よ
う
な
文
章
に
し

て
ほ
し
い
。

例
え
ば
（
２
）
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
現
状
と
課
題

最
初
の
〇

に
あ

り
ま

す
が

、
不

登
校

か
ら

学
校

が
福

祉
に

つ
な

が
る

こ
と

は
少

な
く
学
校
を
卒
業
し

た
後
に
放
置

さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
は
ど
う

考
え

て
ま

す
か

？
次
の

1
1
P
に
診
断
が
な
い
と
支

援
で
き
な
い
と
言

わ
れ
た
と
あ

り
ま

す
が

、
そ

う
い

う
よ

う
に

国
か

ら
指

導
さ

れ
て

い
る

か
ら

の
答

え
た

の
で
す
が
、
支
援

員
が
悪
く
さ

れ
て
い
る
の
は
な

ぜ
で
す
か
？

1
2
P
最

後
の

〇
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
本

人
や

そ
の

家
族

自
身

も
確

認
す

る
と

あ
り

ま
す

が
本

人
の

確
認

は
何

が
で

き
る

の
で

す
か
？

1
3
P
最
初
の
〇

心
無
い
言
葉

と
あ
り
ま
す
が
全

員
が
行
っ
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

の
に

、
数

人
の

言
葉

に
対

し
て

禅
支

援
員

を
否

定
す

る
の
は
い
か
が
な

も
の
で
し
ょ

う
か
？

続
け
る
と
長
い
の

で
止
め
ま
す

が
、
支
援
員
が
全

員
同
じ
よ
う

に
対

応
し

た
わ

け
で

は
な

い
と

思
い

ま
す

が
、
支

援
員

側
の

意
見

を
反

映
す
る
委
員
が
い
な

く
、
ま
た
、
支
援
者
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
な
の

に
支

援
者

に
対

し
て

否
定

を
し

て
い

る
言

葉
が

多
い

の
で

よ
り

支
援

す
る

気
持
ち
を
な
く
さ

せ
て
い
ま
す

。
検
討
が
必
要
と
思

い
ま
す
。

12
4

自
治

体
質
問

6
 

1
4
1

全
体

不
登
校
の
統
計
が

あ
る
が
、
中
学
校
卒
業

後
高
校
進
学
し

な
か
っ

た
こ

ど
も

や
高

校
を

退
学

す
る

こ
ど

も
の

項
目

も
あ

っ
た

方
が

良
い

と
考
え
る
。

ひ
き
こ
も
り
の
中

に
は
発
達
障

害
や
精
神
障
害
が

あ
る
（
疑
わ

れ
る

）
ケ

ー
ス

が
見

受
け

ら
れ

る
が

、
医

療
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
難

し
い

の
で
、
支
援
の
在

り
方
を
示
し

て
も
ら
い
た
い
。

本
人
は
支
援
を
求

め
て
い
な
い

場
合
で
、
家
族
か
ら

相
談
が
あ

っ
て

も
、
傾

聴
し

か
で

き
ず

、
家

族
か

ら
相

談
し

て
も

何
も

な
ら

な
い

と
思
わ
れ
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り

、
家
族
と
繋
が
る

方
法
（
例
え

ば
家

族
会

）
な

ど
の

記
載

が
あ

る
方

が
良

い
と

考
え

る
。

12
5

自
治

体
質
問

6
 

1
4
4

全
体

・
行
政
や
支
援

機
関
だ
け
で
な

く
、
家
族
な
ど
も

目
に
す
る
も

の
と

し
て

考
え

た
場

合
、
カ

タ
カ

ナ
表

記
な

ど
難

解
な

横
文

字
が

あ
る

よ
う
に
思
い
ま
し
た

。
・
ひ
き
こ
も
り
と
不
登

校
の
区
別
は
、
中
学
校
卒
業
後

と
い
う

考
え

方
で

よ
い

で
し

ょ
う

か
。
P
6
・
7
の

説
明

は
、

割
と

明
確

に
区

切
っ

て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
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12
6

自
治

体
質
問

6
 

1
6
0

全
体

・
居
住
地
に
関
わ

ら
ず
対
応
す

る
広
域
的
な
支
援

に
つ
い
て

今
回
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
考

え
方
で
は
、
従
来
の
ガ
イ

ド
ラ
イ

ン
よ

り
支

援
の

対
象

と
な

る
方

を
広

く
捉

え
、
寄

り
添

う
姿

勢
で

支
援

に
関
わ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と

し
て
い
ま
す
。
（
P
1
3
,
2
0
）

「
ひ
き
こ
も
り
」
に
つ
い

て
は
、
P
2
2
に
記
載
の
と
お
り
、
い

ま
だ

偏
見

や
誤

解
、

差
別

意
識

が
認

め
ら

れ
、

十
分

な
理

解
が

進
ん

だ
と
は
い
え
な
い
状

況
が
あ
る
な

か
、
身
近
な
支
援

機
関
へ
の
相

談
を

た
め

ら
う

当
事

者
や

家
族

も
存

在
し

ま
す

。
そ
う
い
っ
た
場

合
に
も
、
早
期
に
支
援

に
つ
な
が
っ
て

い
た

だ
く

た
め

に
は

、
近

隣
の

自
治

体
の

窓
口

等
に

お
い

て
も

、
住

民
以

外
は

支
援
で
き
な
い
と

い
う
対
応
で

は
な
く
、
ま
ず
は
来

所
さ
れ
た

方
の

気
持

ち
を

尊
重

し
、
お

話
を

聴
く

と
い

う
対

応
や

、
住

民
を

対
象

と
し
た
居
場
所
・
家

族
会
へ
の
参

加
を
認
め
る
と
い

っ
た
柔
軟
な

対
応

も
必

要
だ

と
考

え
ま

す
。

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

の
中
に
も
、
住
民
以
外
の
相
談

者
へ
の
対
応

に
つ

い
て

、
寄

り
添

っ
た

支
援

と
い

う
視

点
か

ら
触

れ
て

い
た

だ
き

た
い

と
思
い
ま
す
。

12
7

自
治

体
質
問

6
 

1
6
2

全
体

・
教
育
分
野
で
ア

ウ
ト
リ
ー
チ

に
取
り
組
む
こ
と

は
、
悪
い
事

で
は

な
い

が
、

教
育

の
壁

、
個

人
情

報
の

保
護

の
建

前
で

動
い

て
お

り
、

S
S
W
は
、
常
勤
で
は
な
く

1
年
契
約
。
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ

ー
は

、
臨

床
心

理
士

で
は

な
く

､
民

間
資

格
の

聴
く

だ
け

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

で
は
、
関
係
者
間

の
横
の
つ
な

が
り
方
や
ノ
ウ
ハ

ウ
知
ら
な
い

。
具

体
的

な
繋

が
り

方
つ

な
げ

方
を

示
し

て
ほ

し
い

。

12
8

自
治

体
質
問

6
 

1
6
2

全
体

・
ト
ラ
ウ
マ
ケ

ア
に
つ
い
て
、
傷
つ
い
た
心
の
中

を
支
援
者
側

が
、
情

報
と

し
て

知
る

た
め

に
安

易
に

聞
き

心
の

傷
を

踏
み

荒
ら

さ
な

い
よ
う
に
、
精
神
科

医
、
臨
床
心

理
士
な
ど
の
チ
ー

ム
と
連
携
し

た
対

応
が

必
要

。

12
9

自
治

体
質
問

6
 

1
7
4

全
体

・
形
式
を
そ
ろ
え

て
く
れ
る
と

分
か
り
や
す
い
。

・
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
を
見

る
対

象
者
が

、
支

援
者
だ

け
で

な
く
当

事
者

や
家

族
も

含
ま
れ

る
と

し
た
ら

、
「

支
援

を
行

う
前

提
と

な
る

行
動

（
倫

理
）
」

は
、

わ
か
り

に
く

い
。

ま
た

、
「

ひ
き

こ
も

り
支

援
の

目
指

す
姿

」
の
内

容
が

、
「

支
援
者

と
し

て
求
め

ら
れ

る
姿
」

や
「
支

援
に
あ
た
っ
て
の

留
意
点
」
も

含
ま
れ
、
わ
か
り

づ
ら
い
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手

法
や
ツ
ー
ル
に
つ

い
て
の
記
載

は
、
何

が
手

法
で

、
ど

ん
な

ツ
ー

ル
が

あ
る

か
、
よ

り
明

確
に

記
載

さ
れ

る
と
よ
い
。

・
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
入
口
の

イ
ン
テ
ー
ク
の
中

に
、
信
頼
関

係
の

重
要

さ
が

よ
り

明
確

に
記

載
さ

れ
る

と
な

お
よ

い
。

13
0

自
治

体
質
問

6
 

1
8
0

全
体

実
際
に
支
援
し
て

い
る
中
で
困

っ
て
い
る
こ
と
が

記
載
さ
れ
お

り
、
共

感
で

き
る

部
分

が
た

く
さ

ん
あ

る
が

、
実

際
に

ど
う

動
け

ば
い

い
の
か
は
結
局
ケ
ー

ス
バ
イ
ケ
ー

ス
で
あ
り
、
活
用

方
法
が
難
し

い
。

素
案
の
中
に
支
援

者
の
支
援
・

エ
ン
パ
ワ
ー
が
必

要
で
あ
る
と

の
記

載
が

あ
っ

た
と

お
り

、
広

域
で

の
S
V
配

置
や

専
門

機
関

に
よ

る
事

例
検
討
の
場
な
ど

体
制
の
強
化

が
必
要
だ
と
考
え

る

13
1

自
治

体
質
問

6
 

1
8
7

全
体

P
2
8
の

よ
う

な
フ
ロ

ー
チ

ャ
ー

ト
を

用
い

て
、
段

階
ご

と
に

も
っ
と

詳
し

い
ポ
イ

ン
ト

や
具

体
的
な

支
援

策
を
記

載
し

て
ど

う
か
。

P
5
0

の
相
談
窓
口
以
外

に
、
「
支
援
者
側
が
繋

げ
る
支
援
窓
口

」
を

紹
介

で
き

る
機

関
を

掲
載

し
て

ほ
し

い
。

13
2

自
治

体
質
問

6
 

1
9
0

全
体

タ
イ
ト
ル
に
つ
い

て
ひ
き
こ
も
り
支
援

ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
と
な
っ
て
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
か

ら
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
に

な
っ

た
の

で
す

が
、

そ
れ

で
も

ピ
ン

と
き

ま
せ

ん
。

「
ひ
き
こ
も
り
支

援
に
携
わ
る

す
べ
て
の
方
の
よ

り
ど
こ
ろ
」

と
し

て
み

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。

13
3

自
治

体
質
問

6
 

1
9
3

全
体

本
人
や
家
族
等
も

本
書
を
み
る

こ
と
で
、
支
援
の
展
開
の

理
解

、
将

来
の

見
通

し
を

期
待

す
る

も
の

と
の

こ
と

。
こ

の
中

に
、
本

人
や

家
族
自
身
が
見
て
判

断
で
き
る
図
（
今
ど
の
段
階
（
ど
う
い
う
状

態
）
で

、
こ

の
先

ど
う

な
っ

て
い

く
か

、
先

の
見

通
し

が
も

て
る

よ
う

な
）

が
あ
る
と
相
談
の

場
で
活
用
で

き
る
か
と
思
い
ま

し
た
。

13
4

自
治

体
質
問

6
 

2
0
0

全
体

大
変
、
参
考
に
な

る
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
の
内
容
だ
と

感
じ
ま
し
た

。
そ

の
う

え
で

、
意

見
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。



6
9

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

原
田

先
生

に
よ

る
と
、
「

ひ
き

こ
も

り
状

態
を

ま
ず
肯

定
し

、
安
心

し
て

ひ
き
こ

も
れ

る
こ
と

を
保

証
す

る
の

が
大
切

」
と

繰
り
返

し
研

修
で
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
で
は
、
ひ

き
こ

も
る

メ
リ

ッ
ト

が
記

載
さ

れ
て

い
な

い
よ

う
で

す
。
自

分
に

と
っ

て
無

理
の

あ
っ

た
環

境
か

ら
身

を
引

き
自

宅
に

ひ
き

こ
も

る
こ

と
を

選
択

で
き

た
こ

と
を

肯
定

す
る

よ
う

な
文

章
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
し

た
。

そ
れ

を
も

っ
て

支
援

者
は

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

は
必

ず
し

も
悪

い
も

の
で

は
な

い
と

理
解

し
て

お
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す
。

13
5

自
治

体
質
問

6
 

2
0
1

全
体

多
く
の
ケ
ー
ス
か

ら
類
似
す
る

ケ
ー
ス
を
探
す
ツ

ー
ル
を
増
や

し
て

ほ
し

い

13
6

自
治

体
質
問

6
 

2
1
3

全
体

今
回
、
支
援
機
関

に
留
ま
ら
ず

当
事
者
や
家
族
を

含
め
た
住
民

等
へ

も
広

く
対

象
と

し
て

作
成

し
て

お
り

、
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

対
象

者
に

よ
っ
て
記
載
す
る

内
容
や
書
き

ぶ
り
が
異
な
る
と

思
わ
れ
る
。

支
援

者
向

け
、

住
民

向
け

と
別

々
に

作
成

し
て

は
ど

う
か

。

13
7

自
治

体
質
問

6
 

2
1
6

全
体

全
体
に
対
す
る
意

見
・

ひ
き
こ
も

り
支
援
に
お
け

る
実
態
は
、「

ひ
き
こ

も
り
の
理

解
不

足
」
、「

各
支

援
窓

口
役

割
の

限
界

」
、「

支
え

る
家

族
の

理
解

や
体

力
（
経
済
・
精
神
）
の
限
界

」
な
ど
、
様
々
な
課

題
が
あ
る
と
思

い
ま

す
。
こ

う
し

た
課

題
に

具
体

的
に

触
れ

る
こ

と
な

く
、
支

援
の

あ
り

方
や
支
援
者
像
を

強
調
す
る
と

、
支
援
の
可
能
性

を
狭
め
て
し

ま
う

可
能

性
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

・
支

援
の

あ
り
方

に
つ

い
て

、
本

人
意

思
の
尊

重
は

重
要
な

視
点

で
あ

る
と

認
識
し

て
い

ま
す
が

、
家

族
の
支

援
に

つ
い
て

も
記

載
が

必
要
だ
と
考
え
ま

す
。

本
人
と
家
族
が
求

め
る
支
援
の

あ
り
方
が
異
な
る

場
合
が
あ
る

こ
と

は
P
4
7
に

も
記

載
が

あ
り

ま
す

が
、
実

際
に

は
、
家

庭
の

経
済

状
況

や
年
齢
構
成
な
ど

、
様
々
な
点

を
踏
ま
え
て
支
援

を
考
え
る
必

要
が

あ
り

ま
す

の
で

、
状

況
に

応
じ

た
家

族
へ

の
支

援
に

つ
い

て
も

具
体

的
な
記
述
が
あ
る

と
よ
い
。

13
8

自
治

体
質
問

6
 

2
2
2

全
体

記
載
内
容
は
、
一
見
専
門

的
す
ぎ
る
と
感

じ
る
。
し
か
し
、
内
容

は
ひ

き
こ

も
り

支
援

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、
必

要
な

内
容

と
な

っ
て

い
た
。

13
9

自
治

体
質
問

6
 

2
2
8

全
体

支
援
の
対
象
者
に

は
、
社
会
的

に
孤
立
し
孤
独
を

感
じ
て
い
る

状
態

や
、
様

々
な

生
活

上
の

困
難

を
抱

え
、
家

族
を

含
む

他
者

と
の

交
流

が
限
定
的
な
状
態

で
、
そ
の
状

態
に
あ
る
期
間
を

問
わ
な
い
と

あ
る

。
そ
の
意
図
は
理
解

で
き
る
も
の

の
、
ひ
き
こ
も
り

の
定
義
が
主

観
的

か
つ

期
間

を
問

わ
な

い
も

の
と

な
る

と
、
精

神
科

を
受

診
し

て
い

な
い
市
民
が
今
後
、

障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
を

検
討
し
よ
う

と
し

た
と

き
に

、
対

象
者

の
線

引
き

が
難

し
く

な
る

の
で

は
な

い
か

。

14
0

自
治

体
質
問

6
 

2
3
0

全
体

と
て
も
わ
か
り
や

す
い
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
な
っ
て

い
る
と
思
い

ま
す

。
こ

れ
を

読
む

こ
と

で
ひ

き
こ

も
り

支
援

に
つ

い
て

大
切

な
ポ

イ
ン

ト
を
理
解
で
き
る

も
の
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま

す
。

ひ
き
こ
も
り
の
要

因
に
つ
い
て

、
こ
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
で
は
記

載
さ

れ
て

い
ま

せ
ん

。
要

因
は

様
々

で
あ

る
こ

と
は

理
解

し
て

い
ま

す
が

理
由
は
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

14
1

自
治

体
質
問

6
 

2
4
3

全
体

Ⅴ
．
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
と
い

う
言
葉
の
理
解
が

難
し
い
。

14
2

自
治

体
質
問

6
 

2
4
6

全
体

・
第
１
～
３
章
の

四
角
の
な
か

の
文
章
は
、
箇
条

書
き
に
し
て

頂
い

た
ほ

う
が

読
み

や
す

い
で

す
。

・
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
際
に
知

っ
て
お
く
べ
き
福

祉
サ
ー
ビ
ス
（

生
活

困
窮

や
生

活
保

護
、
自

立
支

援
医

療
や

精
神

障
害

者
手

帳
等

）
に

つ
い
て
も
、
も
う

少
し
詳
し
く

記
載
し
て
ほ
し
い

で
す
。

・
相
談
に
携
わ

る
方
は
専
門
職

ば
か
り
で
は
な
い

の
で
、
専
門

用
語

を
減

ら
し

た
り

、
キ

ー
ワ

ー
ド

の
説

明
を

枠
外

に
入

れ
る

な
ど

の
配

慮
が
あ
る
と
良
い

と
思
い
ま
す

。

14
3

自
治

体
質
問

6
 

2
5
1

全
体

■
全
体
の
表
記
に

つ
い
て

平
仮
名
、
漢
字
表

記
が
混
在
し

て
い
ま
す
。
表
記

の
ル
ー
ル
が

な
い

の
で

あ
れ

ば
統

一
し

た
ほ

う
が

良
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。



7
0

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

（
例
）
P
4
7
 
3
つ
目
の
・

 
2
行
目
は
「
き
ょ
う

だ
い
」
／

P
4
8
で

は
「

兄
弟

姉
妹

」
と

表
記

 
P
4
9
 
7
行
目
「
暴
力
を
ふ
る

う
」

／
 

1
4
行
目
「
暴
力

を
振

る
う

」

14
4

自
治

体
質
問

6
 

2
5
6

全
体

・
出
口
支
援
の
事

例
に
つ
い
て

紹
介
頂
き
た
い
で

す
。

・
ア
セ
ス
メ
ン

ト
シ
ー
ト
の
終

結
を
ど
う
判
断
す

る
か
（
終
結

に
あ

た
り

支
援

調
整

会
議

の
よ

う
な

会
議

体
を

開
催

す
べ

き
か

な
ど

）
を

知
り
た
い
で
す
。

14
5

自
治

体
質
問

6
 

2
6
3

全
体

・
定
義
、
用
語
を
整

理
し
て
、
明
確
に
し
て
欲
し

い
で
す
。
ど
の

制
度

を
指

し
て

い
る

の
か

、
一

般
的

な
用

語
と

し
て

使
用

さ
れ

て
い

る
の
か
が
不
明
確
で

す
。
特
に
、
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
人
、
支

援
対

象
者

、
本

人
、
家

族
、
相

談
者

な
ど

は
、
混

乱
し

た
際

に
見

返
せ

る
よ
う
に
一
定
の

定
義
を
し
て

欲
し
い
で
す
。

・
い
ろ
い
ろ
な

配
慮
を
し
て
記

載
さ
れ
て
い
る
の

が
伝
わ
り
ま

す
。
そ

れ
で

あ
れ

ば
、
他

の
用

語
や

問
題

に
も

配
慮

し
た

用
語

や
記

載
の

選
択
を
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま

し
た
。

・
正
確
性
を
期

す
た
め
だ
と
思

い
ま
す
が
、
あ
い
ま
い
な

表
現

部
分

で
か

え
っ

て
わ

か
り

づ
ら

く
な

っ
て

い
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
幅

広
い
意
味
を
持
た
せ

る
こ
と
が
必

要
な
部
分
と
、
そ
う
で
な

い
部

分
（

言
い

切
り

に
近

い
部

分
）
が

、
使

用
す

る
箇

所
が

違
う

の
で

は
な

い
か
と
思
う
場
所
が

複
数
あ
り
ま

す
。
言
い
切
り
に

近
い
部
分
で

は
、

正
確

性
が

担
保

で
き

て
い

な
い

と
思

う
場

所
が

あ
り

ま
す

。
・「

ひ
き
こ
も

り
」
の
定
義
に

つ
い
て
は
、
明
確
に
し
て

欲
し
い

で
す

。
こ

れ
で

は
、
生

き
づ

ら
さ

を
抱

え
て

い
る

人
全

員
に

な
り

ま
す

。
一

般
的
な

相
談

対
応
で

は
な

い
、「

ひ
き
こ

も
り

」
状
態

特
有

の
し

ん
ど

さ
が

、
ひ
き

こ
も

り
状
態

に
あ

る
人
に

も
、

そ
の
家

族
に

も
あ

る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す

。
窓
口
で
の
対
応

で
、
改
善
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

問
題

と
、

定
義

を
広

く
あ

い
ま

い
に

す
る

こ
と

で
、

か
え
っ
て
当
事
者

の
方
た
ち
の

し
ん
ど
さ
が
伝
わ

ら
な
い
の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
の
記
述

に
つ
い
て
は
、
誤

解
を
与
え
る

記
載

が
あ

り
、

変
更

を
求

め
ま

す
。

・
ひ
き
こ
も
り
支
援

は
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク
の
手

法
で
す
る
と

決
ま

っ
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

。
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

手
法

で
支

援
す

る
ス
タ
ン
ス
で
の

記
述
な
ら
そ

れ
で
良
い
と
思
い

ま
す
が
、
あ
い

ま
い

な
部

分
も

あ
り

、
記

述
の

ス
タ

ン
ス

が
不

明
確

に
思

い
ま

す
。
ま

た
、
医
学
や
心
理
学

の
手
法
に

つ
い
て
は
、
説
明
が
少
な
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。
さ

ま
ざ

ま
な

領
域

の
知

見
を

参
考

に
し

た
相

談
対

応
一

般
と
し
て
の
記
述

に
さ
れ
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か

。

14
6

自
治

体
質
問

6
 

2
6
5

全
体

全
般
的
に
誰
の
、
ど
の
よ
う

な
支
援
の
ス

タ
ン
ス
な
の
か

が
ぶ
れ

て
お

り
、
一

貫
性

が
な

い
よ

う
に

感
じ

ま
す

。
主

体
も

わ
か

り
づ

ら
い

で
す
。

14
7

自
治

体
質
問

6
 

2
7
0

全
体

支
援
会
議
・
支
援

調
整
会
議
へ

の
注
釈
が
必
要
で

は
な
い
か
。

14
8

自
治

体
質
問

6
 

2
7
3

全
体

専
門
的
な
用
語
も

使
わ
れ
て
い

る
の
で
、
用
語
説

明
等
が
ほ
し

い
。

14
9

自
治

体
 

 
 

2
74

全
体

支
援
者
が
行
う
べ

き
こ
と
と
、
支
援
者
が
所
属
す

る
組
織
が
行

う
べ

き
こ

と
、
市

町
村

や
県

、
国

な
ど

自
治

体
が

行
う

べ
き

こ
と

が
入

り
混

じ
っ
て

い
る

。
ま
た

、
県

ひ
き
こ

も
り

地
域
支

援
セ

ン
タ
ー

に
お

い
て

も
、
「

支
援
者

」
と

は
誰

の
こ

と
な

の
か
、

読
み

手
に
よ

っ
て

異
な
っ
て
い
た

。
支
援
者
と
は

だ
れ
を
指
す
の
か

、
定
義
づ
け

が
必

要
で

は
な

い
か

。
併

せ
て

、
誰

に
向

け
て

書
い

て
い

る
の

か
、
わ

か
り
や
す
く
冒
頭
に

支
援
者

自
治
体

組
織
な
ど

と
記
載
し
て

は
ど

う
か

。
特

に
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
に

つ
い

て
、
個

人
を

取
り

巻
く

環
境
の
調
整
は
支

援
者
だ
が
、
社
会
に
対
し
て
ひ

き
こ
も
り
へ

の
理

解
を

深
め

る
役

割
は

支
援

者
で

は
な

く
国

や
都

道
府

県
、
市

町
村

な
ど
の
自
治
体
の
責

務
で
は
な
い

か
。
率
先
し
て
実

践
し
て
い
る

民
間

団
体

も
あ

る
し

、
支

援
者

に
お

い
て

も
そ

の
意

識
は

必
要

で
は

あ
る

か
も
し
れ
な
い
が

、
そ
れ
も
支

援
者
の
役
割
（
責
務

）
で
あ
る

の
か

と
感

じ
た

。
支

援
者

の
燃

え
つ

き
を

防
止

す
る

の
は

、
支

援
者

が
所

属
す
る
組
織
の
役

割
で
あ
る
が

、
そ
れ
ら
が
並
列
に

記
載
さ
れ

て
い

る
の

で
、
誰

に
求

め
て

い
る

内
容

な
の

か
、
わ

か
り

づ
ら

く
な

っ
て

い
る
。
役
割
分
担

を
明
確
に
し

て
は
ど
う
か
。



7
1

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

15
0

自
治

体
 

 
 

2
74

全
体

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と

呼
ぶ
に
は
い

さ
さ
か
ボ
リ
ュ
ー

ム
が
あ
る
が

、
支

援
担

当
者

目
線

の
必

要
な

情
報

が
満

載
さ

れ
て

い
て

大
変

約
立

つ
。

し
か
し
な
が
ら

、
も
し
支
援
対

象
者
の
方
（
本
人
、
高
齢
の
父

母
等

）
へ

の
配

布
も

考
慮

さ
れ

て
い

る
の

で
あ

れ
ば

、
簡

易
版
（

ま
た

は
分
冊
化
）
を
作
成

す
る
と
、
よ

り
支
援
の
理
解
を

得
や
す
く
な

る
の

で
は

と
考

え
る

。

15
1

自
治

体
 

 
 

2
74

全
体

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ど

お
り
に
進
め

れ
ば
、
全
て
問
題

な
く
片
付
く

よ
う

な
意

識
づ

け
は

出
来

る
だ

け
避

け
る

表
現

や
断

り
（

丁
寧

な
説

明
）

が
必
要
だ
と
思
わ

れ
る
。
対
応

内
容
は
全
く
同
一

で
あ
る
こ
と

は
ま

ず
な

く
、
１

件
ご

と
に

そ
れ

ぞ
れ

全
く

異
な

る
ド

ラ
マ

が
あ

る
。
ま

た
、
昨
今
の
カ
ス
ハ

ラ
対
応
へ

の
意
識
も
織
り
込

ん
で
い
た
だ

け
る

と
、
相

談
や

支
援

を
行

う
現

場
が

安
心

で
き

る
（

こ
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク
を
盾
に
し
た
一

定
数
の
苦
情

が
想
定
さ
れ
る

）。

15
2

自
治

体
 

 
 

2
74

全
体

章
の
テ
ー
マ
と
内

容
が
合
っ
て

い
な
く
、
順
序
だ

っ
て
な
い
よ

う
に

感
じ

る
所

が
あ

っ
た

。

15
3

自
治

体
 

 
 

2
74

全
体

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
中

の
英
語
使
用

に
つ
い
て
、
読
み
手
に
は

英
語
が

苦
手

な
方

も
多

い
と

思
わ

れ
、
英

語
を

使
う

の
で

あ
れ

ば
そ

の
単

語
の

意
味
を
注
釈
な
ど

で
説
明
す
る

な
ど
、
読
み
手
優

先
の
配
慮
を

お
願

い
し

た
い

。
 
2
7
ペ
ー
ジ

ア
セ
ス
メ

ン
ト

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

フ
ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

 
4
0
ペ
ー
ジ

キ
ー
パ

ー
ソ
ン

 
4
1
ペ
ー
ジ

セ
ル
フ
ス

ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
 
5
3
ペ
ー
ジ

エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト

1
5
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

4
9
 

序
章

Ｐ
４
（
３
行
目

）
 
 
修

正
前
：
ひ
き
こ
も
り
状
態
を

生
み
出
す

社
会

の
あ

り
よ

う
（

差
別

や
偏

見
、
無

理
解

）
を

理
解

し
た

う
え

で
修

正
案
：
ひ
き
こ
も
り
状

態
を
生
み
出
す
社

会
の
あ
り
よ
う
（
差

別
や

偏
見

、
無

理
解

）
に

よ
る

不
安

や
孤

立
・
孤

独
を

理
解

し
た

う
え

で
理
由
：
主
語
が
「

本
人
や
そ
の

家
族
」
で
あ
る
た

め

1
5
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

4
9
 

序
章

（
４
番
目
１
行
目

）
修
正

前
：
近
年
、
核
家
族
化
の
進
行
に

よ
る

世
帯

構
成

の
変

化
、

人
口

減
少

に
よ

る
単

身
世

帯
の

増
加

修
正

案
：

近
年

、
人

口
減

少
、
未

婚
率

の
増
加

や
核

家
族
化

の
影

響
を
受

け
た

単
身

世
帯

の
増
加

理
由

：
人

口
減

少
と
単

身
世

帯
の
増

加
と

は
リ

ン
ク
し
な
い
こ
と

。
単
身
世
帯

の
増
加
の
理
由
は

総
務
省
（

H
3
0
年

版
）
白

書
か

ら
流

用
。
 
 
P
5
2（

1
0
行

目
）

上
記

の
内

容
と

重
複

し
て
い
ま
す

1
5
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

序
章

後
半
の
方
は
、
あ
ま
り
き
ち
ん

と
追
え
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
と

り
わ

け
【

★
】
の

部
分

は
、
も

う
少

し
慎

重
に

議
論

し
て

お
い

た
方

が
い

い
よ

う
に

思
い

ま
し
た

。
（

特
に

、
民

間
団
体

や
民

生
委
員

の
方

な
ど

も
想

定
し
た

場
合

、
こ
の

フ
ロ

ー
が
あ

る
こ

と
で
、

マ
イ

ナ
ス

に
働
い
て
し
ま
う

可
能
性
も
少

な
く
な
い
よ
う
に

思
う
た
め
）
 
 
p
.
4「

相
談

に
来

た
人

自
身

を
支

援
す

る
こ

と
や

」
→
「

相
談

に
来

た
人
自
身
の
「
不
安
」
を
緩
和
し

て
い
く
こ
と
や

」
 
…

現
状

で
は

、
や

や
趣

旨
が

掴
み

づ
ら

い
の

で
、「

具
体

的
な

支
援

」
と

対
比

す
る

か
た
ち
で
、
「
不
安
の
緩

和
」
と
し
て
お
く

の
が
い
い
の
で

は
な
い

で
し

ょ
う

か
？

1
5
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

序
章

p
.
４
「
相
談
者
が
求
め

る
具
体
的
な
支
援

」
→
「
社
会
と
つ

な
が

り
た

い
」「

自
分

の
力

で
生

活
で

き
る

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
」
な

ど
に
差
し
替
え

 
…
現
状
の
「
外

に
出
し
て
」「

働
い
て

」
と
い
う

の
は

、
い

ず
れ

も
親

目
線

の
ニ

ー
ズ

で
あ

る
と

と
も

に
、
当

事
者

に
と

っ
て

は
か
な

り
き

つ
い
表

現
で

も
あ
る

た
め

、
不
信

感
を

抱
く
当

事
者

も
少

な
く

な
い
こ

と
が

想
定
さ

れ
る

。
そ

れ
ゆ
え

、
当

事
者

目
線

の
ニ
ー
ズ
を
入
れ

る
こ
と
（

1
つ
め
）
、
も
う
少
し
穏

当
な
親

の
願

い
に

置
き

換
え

る
（

2
つ

目
）

こ
と

を
提

案
し

ま
す

。

1
5
8

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

序
章

1
P
４

４
行
目

丁
寧
に
、
根
気
よ

く
、
伴
走
し

て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す

。
＜
理
由
＞

1
4

行
目
の
「
伴
走
し
て
い
く

上
で
」
と
い
う
言

葉
を
受
け
て

、「
支

援
」

と
い

う
言

葉
を

、
か

か
わ

り
を

切
ら

な
い

と
い

う
意

味
で
「
伴
走
」
と
い

う
言
葉
を
ご

提
案
し
ま
す
。



7
2

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

15
9

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

序
章

P
４
L
1
2「

母
子
世

帯
等

へ
の
対

応
と

共
通

す
る

部
分
も

多
い

た
め
、
」

→
「

母
子
世

帯
」

で
は

な
く

「
ひ

と
り
親

世
帯

」
と
し

て
は

ど
う

か
。

16
0

自
治

体
質
問

6
 

2
3
6

序
章

P
４
序
章

1
2
行
目
、「

障
害
者

」
→
「
障
が
い
者

」
の
方
が
良

い
の

で
は

。

16
1

自
治

体
質
問

6
 

2
5
9

序
章

【
P
４
、
５
行

目
】

・〈
現
〉
わ
た

り
支
援
す
る
こ

と
が

→
〈
改
〉

わ
た
り
関
わ

る
こ

と
が

※
「
～
へ
の
支
援

に
は
、
」
か
ら
文
章
が

始
ま
る
た
め

、“
支
援

”
が

重
な

ら
な

い
よ

う
修

正
。

【
P
４
、
３
段

落
目
】

・
〈

現
〉
最

大
限

の
敬
意

を
表

し
て

、
相

談
に

来
た
人

自
身

（
家
族

の
場

合
が
多

い
）

を
支
援

す
る

こ
と

や
、

相
談
者

が
求

め
る
具

体
的

な
支
援

→
〈
改
〉
最
大

限
の
敬
意
を
表

し
て
支
援
す
る

こ
と

や
、

家
族

が
求

め
る

具
体

的
な

支
援

※
“

本
人

や
家

族
”
、
“
相

談
に

来
た

人
自

身
”
、
“

相
談

者
”
と

言
葉

が
揃

っ
て

い
な
い

た
め

文
章
が

分
か

り
に
く

い
。「

相
談

に
来

た
人

自
身

（
家

族
の

場
合
が

多
い

）
」

は
な
く

て
も

意
味
が

通
じ

る
た
め

削
除

。
ま
た

、
外

に
出
し

て
欲

し
い

等
を

要
望
す

る
の

は
、
家

族
で

あ
る
た
め
、
「
相
談
者

」
で
は
な
く
「
家

族
」
と
し
た
ほ

う
が

分
か

り
や

す
い

。
【
P
４
、
４
段

落
目
】

・〈
現
〉
子
ど
も
、
母
子
世
帯

等
へ
の
対
応
と
共

通
す
る
部
分

も
多

い
た

め
、「

当
然

理
解

し
て

い
る

」
と

感
じ

る
支

援
者

も
い

る
か

も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し

、
本
書
で

は
→
〈
改
〉
子
ど
も
、
ひ
と

り
親

世
帯

等
へ

の
対

応
と

共
通

す
る

部
分

も
多

く
あ

り
ま

す
。
本

書
で

は
※
母
子
世
帯
と
限

定
す
る
こ
と

な
く
、
ひ
と
り
親
世

帯
と
し
て

は
ど

う
か

。
ま

た
、
ど

の
分

野
に

も
共

通
す

る
考

え
方

だ
と

伝
わ

れ
ば

い
い
と
思
う
の
で

、「
当
然
理
解

し
て
い
る
と
感
じ

る
支
援
者
も

い
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
」

は
不

要
で

は
。

16
2

自
治

体
質
問

5
 

7
8
 

最
初

の
方

ど
れ
も
大
切
だ
と

思
え
る
内
容

ば
か
り
な
の
で
、
伝
え
た
い
こ

と
と

し
て

記
載

は
し

て
お

き
た

い
と

思
う

の
で

す
が

、
か

な
り

の
ボ

リ
ュ

ー
ム
に
な
る
た
め
、
す
べ
て
に

目
を
通
す
こ
と
は

大
変
か
と
思

い
ま

す
。
で

す
が

、
支

援
に

入
る

前
に

こ
れ

は
心

に
留

め
て

お
い

て
ほ

し
い

内
容

が
あ

る
と

思
い

ま
す

の
で

、
そ

れ
を

最
初

の
方

で
要

点
と

し
て

記
載

し
て

お
く

と
い

い
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。

わ
た

し
で

し
た

ら
、
相
談
者
は
も

の
す
ご
く
た

く
さ
ん
の
気
持
ち

の
ハ
ー
ド
ル

を
超

え
て

相
談

に
来

て
く

れ
た

こ
と

を
支

援
者

が
意

識
す

る
こ

と
と

、
繋

が
る
た
め
の
初
回

面
談
の
大
切

さ
と
、
尊
厳
の
保
持

で
す
。
他
に

も
あ

る
と

は
思

う
の

で
す

が
、
そ

う
い

っ
た

こ
と

が
パ

ッ
と

見
て

わ
か

る
よ
う
に
な
っ
て

い
て
、
気
に
な
る
と
こ

ろ
は
そ
の
ペ
ー

ジ
で
詳

細
を

確
認

す
る

と
い

っ
た

よ
う

な
感

じ
で

も
い

い
の

か
な

と
思

い
ま

し
た
。

16
3

自
治

体
質
問

5
 

7
3
 

コ
ラ

ム

章
立
て
の
階
層
が

多
す
ぎ
る
。
上
か
ら
順
に
、
章
、
両
括
弧
、

下
線

付
き

文
章

の
囲

み
、
片

括
弧

、
下

線
付

き
文

章
、
数

字
に

丸
、
下

線
付
き
文
章
、（

２
種
類
の

）
箇
条
書
き
記

号
、
以
上
の
９
層
か

ら
な

る
が

、
こ

の
種

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
的

文
書

で
は

、
章

、
セ

ク
シ

ョ
ン

、
片
括
弧
、
箇
条
書
き
の
４

層
く
ら
い
が
一

般
的
で
は
な
い

か
。
多

す
ぎ

る
か

ら
何

か
を

削
れ

ば
、
と

い
う

単
純

な
話

で
は

な
く

、
テ

ー
マ

間
の
論
理
的
・
概

念
的
な
包
摂

関
係
に
従
っ
た
全

面
的
な
再
編

が
望

ま
れ

る
。

コ
ラ
ム
が
多
す
ぎ

る
し
、
内
容

も
相
応
し
く
な
い
。
全
部
で
１

０
個

も
あ

り
、
内

容
は

い
ず

れ
も

本
文

で
し

っ
か

り
と

論
じ

る
べ

き
も

の
で
あ
る
。
一
般
に
コ
ラ
ム

と
い
う
も
の
は

リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
小
休

止
的

な
内

容
に

よ
っ

て
読

者
の

集
中

力
を

維
持

す
る

効
果

を
期

待
す

る
も
の
で
あ
る
。
数
は
各
章
に

一
つ
く
ら
い

に
し
て
、
内
容
は
た

と
え

ば
、
引

き
こ

も
り

に
関

連
し

た
文

学
者

や
哲

学
者

の
エ

ピ
ソ

ー
ド

や
名
言
な
ど
を
紹
介

し
て
み
て
は

ど
う
か
。

16
4

自
治

体
質
問

5
 

1
5
0

コ
ラ

ム

・
p
3
4
コ
ラ
ム
欄
に
「
家
族
支

援
の
手
法
」
に
つ

い
て
記
載
予

定
と

の
こ

と
だ

が
、

C
R
A
F
T
の

よ
う

な
実

践
的

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

つ
い

て
掲
載
い
た
だ
き

た
い
。

16
5

自
治

体
質
問

5
 

1
6
2

コ
ラ

ひ
き
こ
も
り
の
理

解
を
広
く
地

域
全
体
で
す
す
め

る
事
の
重
要

性
、
テ

レ
ビ

、
新

聞
、
ラ

ジ
オ

を
見

な
い

世
代

に
い

か
に

情
報

を
届

け
る



7
3

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

ム
に
は
､
ど
の
よ

う
な
方
法
が
有

効
で
必
要
で
あ
る

か
､
ま
た
、
生

き
づ

ら
さ

を
抱

え
る

若
者

を
救

う
方

法
と

し
て

、
何

が
で

き
る

か
自

治
体

と
し
て
見
つ
け
る

必
要
性
が
あ

る
こ
と
の
記
載
が

必
要
。

16
6

自
治

体
質
問

5
 

1
7
3

コ
ラ

ム

医
療

と
の

連
携

に
つ
い

て
記

載
が
あ

る
と

よ
い
と

思
い

ま
す
。
（

本
人
や

家
族

の
医
療

機
関

の
受
診

は
、

必
須
で

は
な

い
が
、

ど
う

い
っ

た
場
合
に
医
療
機

関
の
受
診
を

勧
め
て
い
く
と
よ

い
の
か
に
つ

い
て

な
ど

）

16
7

自
治

体
質
問

5
 

2
1
4

コ
ラ

ム

「
居
場
所
支
援
と

ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
」
の
活
躍
と

い
う
コ
ラ
ム

16
8

自
治

体
質
問

5
 

2
2
4

コ
ラ

ム

P
2
5
の
下
部
に
お
い
て
広
報
、
周
知
の
必
要
性
を

訴
え
ら
れ
て

い
ま

す
が

、
こ

の
点

に
つ

い
て

よ
り

、
単

に
必

要
で

す
と

い
う

こ
と

に
と

ど
ま
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
広

報
、
周
知
の
方
法
が
効

果
的
で
す

と
具

体
例

を
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
事

業
を

展
開

し
て

い
く

う
え

で
、
俗
的
な
表
現

で
い
え
ば
、
当
事
者
や
家
族
が

ひ
っ
か
か
る

、
食

い
つ

く
よ

う
な

表
現

、
手

法
と

し
て

こ
の

よ
う

な
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す
な
ど
の
情
報

が
欲
し
い
で

す
。
今
回
の
検
討
委

員
会
の
林

構
成

員
の

団
体

で
行

わ
れ

て
い

る
「

効
果

的
な

広
報

の
研

修
会

」
の

知
見

な
ど
を
紹
介
し
て

い
た
だ
け
る

と
実
際
の
事
業
を

展
開
し
て
い

く
う

え
で

有
益

な
情

報
に

な
る

と
思

い
ま

す
。

ぜ
ひ

お
願

い
し

ま
す

。

16
9

自
治

体
質
問

8
 

2
7
0

コ
ラ

ム

地
域
の
か
か
わ
り

や
居
場
所
は

、
コ
ラ
ム
欄
で
具

体
的
な
エ
ピ

ソ
ー

ド
が

あ
る

と
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い
と

思
う

。

17
0

自
治

体
質
問

5
 

1
4
7

目
次

事
例
に
つ
い
て
、
目
次
の
段
階

で
も
う
少
し
状
況

が
わ
か
る
（

今
自

分
が

抱
え

て
い

る
事

例
に

類
似

し
て

い
る

も
の

が
な

い
か

さ
っ

と
わ

か
る
）
よ
う
す
べ

き
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

1
7
1

自
治

体
質
問

6
 

4
9
 

目
次

・
P
２
目
次
、

第
５
章
に
つ
い

て
・
・
・
事
例
の

順
番
が
事
例

１
の

次
が

事
例

８
に

飛
ん

で
い

る
。

1
7
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

9
9
 

名
称

名
称

で
す

が
、

副
題
は

な
く

「
ひ
き

こ
も

り
支
援

ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
」

だ
け

で
良

い
よ
う

に
思

い
ま
す

。
事

例
で

も
挙
げ

ら
れ

て
い

る
よ

う
に
、
ひ
き
こ
も

り
の
方
の
支

援
は
必
ず
し
も
就

労
や
外
に
出

る
と

い
っ

た
分

か
り

や
す

い
方

向
に

導
い

て
い

く
こ

と
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
し

か
し
、

羅
針

盤
と

い
う

言
葉

に
は
未

来
に

導
く
と

い
う

意
味

が
あ

る
こ
と

か
ら

、
こ
の

語
を

用
い
る

こ
と

で
安
易

な
マ

ニ
ュ

ア
ル

と
し

て
利

用
さ
れ

る
恐

れ
が
あ

る
の

で
は
な

い
か

と
危
惧

し
ま

す
。

人
生
は

多
様

で
あ

る
こ

と
か

ら
、
副

題
を

付
け
る

の
で

あ
れ

ば
、
当
事
者
に

寄
り
そ
う
姿
勢
・
精
神
を
持
つ

た
め
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ

ク
で

あ
る

こ
と

が
伝

わ
る

言
葉

で
あ

る
と

い
い

な
・
・
・
と

思
い

ま
す
。

1
7
3

自
治

体
質
問

5
 

5
2
 

付
録

相
談
員
向
け
の
相

談
記
録
様
式
（
見
本
）
が
あ
る
と
助

か
る
と
思

い
ま

し
た

。
そ

の
様

式
を

も
と

に
相

談
の

受
理

が
で

き
る

と
経

験
年

数
が
浅
い
職
員
も
同

じ
内
容
で
聞

き
取
り
が
で
き
る

と
思
い
ま
す

。

17
4

自
治

体
質
問

5
 

2
1
7

付
録

（
記
載
が
な
い
が
、
知
り
た
い

項
目
と
し
て
）
ツ
ー
ル
と
し

て
つ

か
え

る
よ

う
な

シ
ー

ト
（

ア
セ

ス
メ

ン
ト

シ
ー

ト
な

ど
も

項
目

羅
列

で
は
な
く
,
見
本

の
よ
う
な
も
の

）
相
談
者
と
と
も
に

、
ひ
き
こ
も

り
状
態
理
解
促
進

の
た
め
の
心

理
教

育
資

料
の

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
あ

り
が

た
い

。

1
7
5

自
治

体
質
問

6
 

8
 

付
録

可
能
で
あ
れ
ば
ひ

き
こ
も
り
支

援
に
特
化
し
た
ア

セ
ス
メ
ン
ト

シ
ー

ト
（

事
例

を
転

記
し

た
見

本
付

）
の

様
式

を
追

加
し

て
ほ

し
い

支
援
の
流
れ
の

Y
E
S
・
N
O
式
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

等
で
図
式
化

し
て

ほ
し

い

17
6

自
治

体
質
問

6
 

2
7
0

付
録

ひ
き
こ
も
り
ボ
イ

ス
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
、
支
援

の
参
考
に
な

る
サ

イ
ト

情
報

等
の

掲
載

が
一

覧
で

あ
る

と
良

い
。

17
7

自
治

体
質
問

5
 

2
2
7

参
考

文
献

参
考

文
献

、
引

用
文
献

が
あ

る
と
よ

い
と

思
い
ま

す
。

特
に
、
「

第
３
章

ひ
き

こ
も

り
支

援
に
お

け
る

価
値
や

倫
理

」
に
つ

い
て

は
、

よ
り
深
く
（
元
に

な
っ
て
い
る

理
論
な
ど
を
）
知

り
た
い
時
に

参
考

に
な

る
図

書
な

ど
が

わ
か

る
と

よ
い

で
す

。

17
8

自
治

体
質
問

6
 

1
5
4

そ
の

他

（
５
）
P
6
8
 
下
か
ら
２
行
目

生
き
続
け
て
い

く
こ
と
が
で

き
る

・
・

・
生

き
続

け
る

と
い

う
表

現
に

違
和

感
あ

り
。

17
9

自
治

体
質
問

5
 

2
2
3

3
,
4

項
目
は
異
な
る
が

同
じ
よ
う
な

内
容
で
あ
り
、
項

目
立
て
を
考

え
て

ま
と

め
ら

れ
な

い
か

。



7
4

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

2
2
ペ
ー
ジ
の
「
支
援
停
滞

」
の
記
述
（
〇
３
つ
め

４
つ
め
）
と

3
2
ペ

ー
ジ

の
「

本
人

と
連

絡
が

と
れ

な
い

場
合

」
3
3
ペ

ー
ジ

の
「

特
段

良
い
反
応
が
な
い

場
合
」
の
項

目

18
0

自
治

体
質
問

6
 

7
3
 

3
,
4

第
３
章
こ
そ
が

本
丸
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
こ
で
集
中
的

に
論
じ

る
べ

き
倫

理
の

話
が

第
４

章
の

あ
ち

こ
ち

に
拡

散
し

冗
長

か
つ

散
漫

な
印
象
を
与
え
る
た

め
、
結
果
的

に
第
３
章
の
存
在

を
影
の
薄
い

も
の

と
し

て
い

る
。
拡

散
し

た
倫

理
の

話
は

結
局

、「
自

律
（

自
己

決
定

）
の
尊
重
」
と
そ
の
例
外

、
お
よ
び
「
秘
密
の
保

持
」
と
そ
の
例

外
に

集
約

さ
れ

る
の

で
あ

る
か

ら
、
第

３
章

で
あ

ら
か

じ
め

原
理

原
則

と
し
て
こ
れ
ら
を
論

じ
、
第
４
章

で
は
要
所
で
第
３

章
の
当
該
事

項
へ

の
参

照
を

促
す

の
が

適
当

と
思

わ
れ

る
。

思
想
的
に
リ
ベ

ラ
ル
な
方
向

に
偏
り
す
ぎ
て
い

る
。
こ
れ
で

は
引

き
こ

も
り

は
個

人
の

自
由

な
意

思
決

定
に

よ
る

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

一
つ
と
い
う
面
が

強
調
さ
れ
、
国
策
と
し
て
サ
ポ

ー
ト
す
る
必

要
性

に
疑

義
が

生
じ

て
し

ま
う

。
は

た
し

て
読

者
に

日
本

国
憲

法
を

参
照

さ
せ

る
意

味
が

あ
る

の
だ

ろ
う

か
（

p.
2
0
）
。

自
律

（
自

己
決

定
）

の
尊

重
は
確

か
に

基
本
的

人
権

と
の

関
わ

り
は

あ
る

が
、

憲
法

は
２

７
条
で
「
労
働
の

義
務
」
を
国
民
に
課
し

て
も
い
る
。
憲
法
を

参
照

さ
せ

た
い

の
で

あ
れ

ば
、
こ

の
両

者
の

間
で

生
じ

る
緊

張
と

矛
盾

ま
で

踏
み
込

ま
な

い
と
憲

法
の

耳
触
の

良
い

部
分
だ

け
の

一
面
的

な
考

察
で

終
わ

っ
て
し

ま
う

。
「

必
ず
し

も
変

化
し
な

け
れ

ば
な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
で

は
な

い
た

め
、

本
人

に
「

変
化
す

る
必

要
は
な

い
」

と
し

っ
か

り
説

明
す

る
こ

と
が

大
切

で
す
」
（

p.
4
3
）

と
言
う

が
、

変
化
を
求
め
る
社

会
的
要
請
が

あ
る
か
ら
こ
そ
引

き
こ
も
り
は

社
会

問
題

と
さ

れ
て

し
ま

う
の

で
あ

っ
て

、
変

化
の

必
要

性
が

な
い

と
い

う
な
ら
、
そ
れ
を

し
っ
か
り
と

説
明
す
べ
き
相
手

は
本
人
で
は

な
く

家
族

や
世

間
の

人
々

で
は

な
い

か
。

吟
味
し
て
使
っ

て
ほ
し
い
用

語
が
い
く
つ
か
あ

る
。

「
心
な
い
対
応

」（
p
.
1
6
,
 2
0
,
 5
4
）

そ
の
対
応
を
し
た
人

が
悪

い
と

い
う

評
価

的
な

含
み

が
あ

る
の

で
、

本
来

は
両

者
の

言
い

分
を

聞
い
た
上
で
な
け

れ
ば
使
え
な

い
言
葉
の
は
ず
で

あ
る
。
よ
り

中
立

的
な

用
語

が
望

ま
し

い
。

「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
」
（
p
.
2
3
,
 
5
3
,
 
5
4
）
 
 
e
m
p
o
w
e
r
m
e
n
t
 と

は
法

的
な

権
限

や
公

の
権

威
を

与
え

る
と

い
う

意
味

か
ら

派
生

し
て

、
人
の
能
力
や
実
力

を
高
め
る
こ

と
を
言
う
。
ペ
ー
ジ

5
3
,
5
4
 
の

用
法

は
正

し
い

と
思

う
が

、
で

き
れ

ば
日

本
語

で
言

い
換

え
て

ほ
し

い
。

ペ
ー
ジ

2
3
の
用
法
は
気
宇
壮

大
で
あ
り
す
ぎ
る

。
再
考
を
望

む
。

「
ワ

ン
ダ

ウ
ン

ポ
ジ

シ
ョ

ン
」（

p
.
3
0
）
 

o
n
e
 d
o
w
n
 p
o
s
i
t
i
o
n
 
 
 
こ

れ
は

M
I
T
の

社
会

心
理

学
者

、
E
d
g
a
r
 S
c
h
ei
n
 
が

提
唱

す
る

、
o
n
e
 
d
o
w
n
 
p
s
y
c
h
o
l
o
g
y
 
の
用
語
だ
ろ
う
か
？
だ
と
す

れ
ば
日

本
で

広
く

知
ら

れ
た

概
念

で
は

な
い

の
で

レ
フ

ァ
レ

ン
ス

を
明

記
し

て
ほ
し
い
。
そ
う
で
は
な
く

て
著
者
独
自
の

用
語
で
あ
れ
ば

カ
タ
カ

ナ
言

葉
で

は
な

く
、
た

と
え

ば
「

一
歩

下
が

り
な

が
ら

の
伴

走
」
な

ど
の
日
本
語
で
言
い

換
え
て
ほ
し

い
。

18
1

自
治

体
質
問

6
 

2
2
3

2
～
4

第
２
章
か
ら
４
章

ま
で
の
間
に

重
複
し
た
言
い
回

し
が
多
い
の

で
は

な
い

か
・「

本
人
（
家

族
）
の
ペ
ー
ス

に
あ
わ
せ
た
」
と

い
う
文
言

・
あ
り
方
の
「
尊

重
」
な
ど
尊

厳
、
尊
重
な
ど
の

言
葉
の
多
用

・
上
記
以
外
に
も

言
い
回
し
が

似
て
い
る
も
の
が

多
い

18
2

自
治

体
質
問

5
 

2
3
8

2
,
4

自
立
で
は
な
く
自

律
と
し
、
本
人
・
家
族
の
意

思
を
尊
重
す
る

こ
と

を
謳

っ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
が

、
そ

の
場

合
「

自
死

」
に

つ
い

て
の

取
り
扱
い
考
え
方

に
つ
い
て
明

確
な
記
載
が
欲
し

い
。

（
事
例
の
中
で
そ

こ
に
触
れ
る

の
か
も
し
れ
な
い

が
）

1
8
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
3
 

2
,
3

1
5
-
1
9
p
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

の
説
明
は
、
ケ
ー
ス
を
読
ん

だ
後

な
ら

分
か

る
が

、
そ

れ
だ

け
が

書
か

れ
て

い
る

と
「

な
ぜ

教
科

書
通

り
の
こ
と
が
書
い
て

あ
る
の
か
」

と
思
っ
て
し
ま
っ

た
。
社
会
福

祉
士

な
ど

の
人

は
そ

う
感

じ
る

の
で

は
と

思
う

。

18
4

自
治

体
質
問

5
 

1
9
9

2
,
3

全
体
的
に
文
章
で

の
説
明
が
多

い
た
め
、
ポ
イ
ン
ト

と
な
る
部

分
が

分
か

り
や

す
く

構
成

さ
れ

て
い

る
と

よ
い

。
ま

た
、
章

立
て

に
お

い
て
は
問
題
は
な
い

が
、
「
目
指
す
姿
」
「
価
値
」
な
ど

内
容
的
に
同

じ
よ

う
な

内
容

で
あ

る
と

感
じ

る
。
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18
5

自
治

体
質
問

5
 

2
3
7

2
,
3

２
章
、
３
章
は
い

ず
れ
も
支
援

者
の
考
え
方
や
姿

勢
と
い
っ
た

内
容

な
の

で
、

ま
と

め
て

1
章

で
良

い
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

た
。

18
6

自
治

体
質
問

6
 

2
1
6

2
,
3

P
1
4
、
2
0

・
「
ひ
き
こ
も
り
支
援

で
は
、
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
本

人
や

そ
の

家
族

が
、
自

ら
そ

の
意

思
に

よ
り

、
今

後
の

生
き

方
や

社
会

と
の
関
わ
り
方
な
ど

を
決
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
（
自
律
す
る

）
よ

う
に

な
る

こ
と

を
、
目

指
す

こ
と

と
し

ま
し

た
。
社

会
参

加
の

実
現

や
就

労
す

る
こ

と
は
支

援
の

ゴ
ー
ル

で
は

あ
り
ま

せ
ん
。
」

と
あ

り
ま
す

が
、

こ
こ
ま

で
社

会
参
加

や
就

職
を
否

定
す

る
書
き

方
は

、
か

え
っ
て
当
事
者
の

参
加
の
機
会

を
損
な
う
可
能
性

が
あ
る
と
考

え
ま

す
。
多

様
な

就
労

の
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

で
自

律
に

寄
与

す
る

余
地
も
大
い
に
あ
る

と
考
え
ま
す

。
・

実
際

は
複

数
の

生
活

課
題

を
抱

え
た

相
談
も

多
く

、
ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

に
沿

う
と
対

応
が

後
退
す

る
恐

れ
も
あ

る
こ

と
か
ら

、
本

ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
は
参
考

に
は
す
る
が

、
必
ず
従
わ
な
い

と
い
け
な
い

も
の

で
は

な
い

と
い

う
認

識
で

よ
ろ

し
い

で
し

ょ
う

か
。

・
支
援
圧
を

与
え
な
い
重
要

性
は
理
解
で
き
ま

す
が
、「

社
会

参
加

の
実

現
や

就
労

す
る

こ
と
「

だ
け

」
が

支
援

の
ゴ

ー
ル

で
は

あ
り

ま
せ
ん
」
な
ど
、
文

言
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

1
8
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

4
2
 

1
 

1
（
１
）
本
書
作
成

の
背
景

1
8
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
9
 

1
 

1
P
６
ひ

き
こ

も
り
支

援
の

歴
史

に
つ

い
て

、
こ
ど

も
若

者
育
成

支
援

事
業

の
開

始
で
い

く
つ

か
の
市

町
村

で
相
談

窓
口

が
開
設

さ
れ

た
事

も
触
れ
て
ほ
し
い

。
 
P
4
1
 
2
1
行
目
後
半
か
ら
の

文
章
が
意
味

不
明

 
P
5
2
 
1
0
行

目
の

文
章

が
重

複

1
8
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

4
2
 

1
 

1
近
年
、
不
登
校
児

童
生
徒

1
9
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

6
7
 

1
 

1
第

1
章
～

ひ
き
こ
も

り
の
歴
史
・
時
代
背
景
に

つ
い
て

ひ
き

こ
も

り
に

ま
つ

わ
る

歴
史

が
ま

と
め

ら
れ

て
い

て
と

て
も

い
い

と
思

い
ま

し
た

。
と

は
い
え

、
不

登
校

支
援

や
ニ

ー
ト
、

発
達

障
害
関

連
施

策
さ

ら
に

は
子
ど

も
・

若
者
育

成
支

援
法
、

生
活

困
窮
者

支
援

法
、

孤
独
・
孤
立
法
な
ど

の
関
連
法

と
の
関
係
に
つ
い

て
も
ふ
れ
た

方
が

い
い

と
思

い
ま

し
た

。
ひ

き
こ

も
り

は
現

在
、
8
0
5
0
と

し
て

高
齢

者
も
含
む
老
若
男

女
の
問
題
だ

と
認
識
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
か
つ

て
は

、
ひ

き
こ

も
り

も
不

登
校

と
同

様
に

若
年

者
の

課
題

と
捉

え
ら

れ
て

い
た
の

で
こ

の
点
の

解
説

が
必
要

か
と

思
い
ま

す
。

ま
た

、
け

ニ
ー

ト
（

若
年
者

就
労

支
援
）

に
つ

い
て
は

、
ひ

き
こ
も

り
は

精
神

保
健
分
野
と
す
る

最
初
期
の
方

針
と
対
立
す
る
施

策
で
あ
り
、
当

事
者

と
支

援
者

が
施

策
の

方
針

転
換

に
振

り
回

さ
れ

た
過

去
が

あ
り

ま
す

の
で
、

歴
史

を
語
る

上
で

は
こ
の

点
は

明
記
し

て
お

く
べ
き

と
思

い
ま

す
。

ひ
き

こ
も

り
＝
発

達
障

害
説
も

一
定

の
世
論

を
形

成
し

て
い
ま
し
た
の
で

、
こ
れ
も
同

様
に
思
い
ま
す
。

1
9
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

1 
1

p
.
6「

増
え

て
き

ま
し
た

」
→

「
人

の
数

も
少

な
く
あ

り
ま

せ
ん
」
 
…

実
際

に
「

増
え

て
い

る
」

の
か

ど
う

か
は
、

現
状

の
調
査

だ
け

で
は
確
定
で
き
な

い
、
と
い
う

の
が
、
研
究
者
界

隈
で
の
お
お

よ
そ

一
致

し
た

意
見

か
な

と
思

い
ま

す
。

1
9
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

1 
1

p
.
７
「
不
登
校
由
来
の

ひ
き
こ
も
り
」
に
つ
い
て

→
「
労
働
環

境
由

来
の

ひ
き

こ
も

り
」
の

追
記

 
…
世

間
で

は
今

で
も
「

ひ
き

こ
も

り
＝
不
登
校
」
と
い
う
認
識
で

い
る
人
も
多

い
の
で
、
現
状
の
構

成
だ

と
、
そ

れ
を

強
化

し
て

し
ま

い
そ

う
な

危
惧

を
覚

え
ま

す
。
な

の
で

、
可

能
な
ら

ば
「

職
場
で

の
不

適
応
」

の
項

目
（
内

閣
府

調
査
に

お
け

る
「

職
場

に
馴
染

め
な

か
っ
た

」
）

も
入

れ
て

お
き

た
い

と
こ

ろ
。

そ
の

背
景

要
因

と
し

て
、

失
業

者
や

不
安

定
雇

用
者

数
の

推
移

や
違

法
な

労
働

環
境

の
広

が
り

な
ど

と
連

動
し

て
い

る
こ

と
（

単
な

る
「
個
人
の
不
適
応

」
と
い
う
だ

け
で
は
な
い
）
に
も
触
れ
ら
れ

る
と

い
い

か
も

。
（

歴
史

的
経

緯
で

言
え

ば
、「

ニ
ー

ト
」
言

説
と

ひ
き

こ
も
り
と
の
異
同

な
ん
か
も
入

れ
て
も
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん

が
、

ス
ペ

ー
ス

的
に

は
省

略
で

も
い

い
か

も
）

1
9
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

1 
1

「
不
登
校
」
だ
け
で
な
く

、
い
じ
め
ら
れ

た
り
し
て
苦
し

み
な
が

ら
登

校
と

不
登

校
を

繰
り

返
し

て
い

た
「

苦
登

校
」
の

表
現

を
追

加
し

て
く
だ
さ
い
。
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1
9
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

1 
1

2
0
0
8

年
に
起

き
た

リ
ー
マ

ン
シ

ョ
ッ

ク
に

よ
る

就
職
氷

河
期

世
代

が
、
就

職
が

で
き
な

か
っ

た
り

、
不
安

定
な

労
働
環

境
か

ら
ひ

き
こ

も
り
に
な
っ
た
よ

う
な
記
述
も

あ
る
と
よ
い
で
す

。

1
9
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

1 
1

不
登
校
が
増
え
た

理
由
と
し
て

、
こ
れ
ま
で
苦
登

校
し
て
い
た

児
童

が
、
周

囲
の

理
解

が
深

ま
っ

て
き

た
た

め
不

登
校

し
や

す
い

環
境

が
で
き
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す

。

1
9
6

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

1 
1

Ｐ
６

４
つ
目

の
〇

リ
ス
ト
ラ
、
パ
ワ

ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
よ
る
離
職

、
介
護
離
職

等
、

＜
理
由
＞

介
護
離
職
か
ら
、

8
0
5
0
 問

題
へ
。
介
護

の
負
担
を
誰
に

も
言
え

ず
抱

え
、

親
子

共
倒

れ
も

し
く

は
、

親
亡

き
後

に
亡

く
な

る
事

件
も
発
生
し
て
い

ま
す
。

1
9
7

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

1 
1

P
８
 
1
9
90
 
年

代
1
9
9
9
年
(
H
1
2
)全

国
ひ
き
こ
も
り

 
K
H
J
 
親
の
会
発
足

＜
理
由
＞

現
在
の
 
K
H
J
 
全
国
ひ
き
こ
も

り
家
族
会
連
合
会

の
前
身
の
名

前
に

変
更

19
8

自
治

体
 

 
 

2
74

1 
1

P
６
で

「
様

々
な
き

っ
か

け
で

「
ひ

き
こ

も
り
状

態
に
」
」

と
あ

る
の
に

、
P
７
で

は
不

登
校

支
援

の
話

に
な
っ

て
い

る
。
結

局
原

因
の

多
く
は
『
不
登
校
』

と
い
う
印
象

に
な
り
か
ね
な
い

た
め
、
P
７

は
削

除
で

も
よ

い
と

考
え

る
。

19
9

自
治

体
 

 
 

2
74

1 
1

（
７
ペ
ー
ジ

後
半
）
第

1
章
（
１
）
は
、
こ
の
本
の

作
成
背

景
を

説
明

す
る

位
置

づ
け

だ
と

思
わ

れ
る

が
、
こ

の
項

の
み

文
部

科
学

省
の
施
策
が
適
切
で

あ
る
と
喧
伝

し
て
い
る
よ
う
で

、
全
体
か
ら

浮
い

て
い

る
感

が
あ

る
。

2
0
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
2
7

1 
2

1
章
（
２
）
p
1
1
最
後
の
段
落
に
あ
る
「「

─
─
支

援
者
が
疲

弊
し

、
バ

ー
ン

ア
ウ

ト
（

燃
え

尽
き

）
て

し
ま

う
こ

と
も

み
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
そ
の

燃
え

尽
き
防

止
の

た
め
の

支
援

者
へ
の

サ
ポ

ー
ト
も

急
務

と
な

っ
て

い
ま
す

。
」

に
つ

い
て
、

そ
の

必
要
性

に
つ

い
て
同

感
で

あ
る
と
と
も
に
、

そ
の
具
体
的

な
内
容
が
簡
易
的

で
あ
っ
て
も

よ
い

の
で

、
い

く
つ

か
例

を
記

載
し

て
も

ら
え

る
と

あ
り

が
た

い
。

2
0
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
3
0

1 
2

現
状
の
支
援
状
況

を
数
値
化
し

て
課
題
整
理
と
今

後
の
方
向
に

つ
い

て
も

う
少

し
具

体
的

に
記

載
が

欲
し

い
で

す
。

2
0
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

1 
2

p
.
９
「
本
人
及
び
そ
の

家
族
へ
の
支
援

」
→
「
民
間
の
支
援

団
体

を
は

じ
め

」
を

追
記

 
…

公
的

機
関

以
外

に
も

、
さ

ま
ざ

ま
な

民
間

団
体
が
主
導
し
て
支

援
を
進
め
て

き
た
と
い
う
点
は

、
触
れ
て
お

い
た

方
が

い
い

か
と

。

2
0
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
2

1 
2

・
１
１
ペ
ー
ジ
目
中

央
部
に
掲

載
の
指
摘
を
引
用

し
つ
つ
も
、
今

回
の

対
象

者
の

考
え

方
(
1
3
ペ

ー
ジ

)
が

と
て

も
幅

広
過

ぎ
る

と
思

う
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

定
義
を
ベ
ー

ス
に
、
期
間
を
６

か
月
は
あ
く

ま
で

目
安

で
あ

り
限

定
的

と
は

し
な

い
と

追
記

修
正

す
る

よ
う

な
形

の
方

が
、
混
乱
し
な
い

と
思
う
。

・
全
体
に
、
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に

は
な

か
っ

た
視

点
が

増
え

て
い

る
の

が
良

い
と

思
う

。

2
0
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

1 
2

ひ
き
こ
も
り
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー

だ
け
で
な
ら
ず
、
福
祉
専
門
職

も
離

職
者

や
ス

ト
レ

ス
を

抱
え

て
い

る
方

が
多

数
い

ま
す

。
支

援
者

の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
管

理
（
バ
ウ
ン

ダ
リ
ー
等
）
に
つ

い
て
の
具
体

的
対

策
を

P
5
3
に

多
め

に
記

載
し

て
ほ

し
い

で
す

。

2
0
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

1 
2

い
ら
す
と
や
の
絵

が
様
々
な
現

場
で
使
わ
れ
て
い

る
の
で
す
が

、
著

作
権

の
使

用
に

関
す

る
記

述
が

あ
る

と
良

い
で

す
。
資

料
を

現
場

で
印
刷
す
る
際
に
、

著
作
権
の
侵

害
に
な
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た

め
で

す
。

無
料

の
場

合
も

あ
り

ま
す

が
、

素
材

を
2
1
点

以
上

使
っ

た
商

用
デ

ザ
イ

ン
等

は
有

償
に

て
対

応
と
な

り
ま

す
。
h
t
t
p
s
:
/
/
w
ww
.
i
r
a
s
ut
o
y
a
.
co
m
/
p
/
te
r
m
s
.h
t
m
l

2
0
6

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

1 
2

医
師
の
斎
藤
環
さ

ん
が
提
唱
さ

れ
た
こ
と
を
記
載

し
た
ほ
う
が

分
か

り
や

す
い

で
す

。

20
7

当
事

者
・

 
 

1
38

1 
2

P
９

囲
み
文
の
中

の
 
2
 
行
目



7
7

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

家
族

等
＜
感
じ
た
こ
と
（

赤
字
は
追
記

）
＞

こ
の

表
現

は
強

く
印

象
に

残
り

ま
す

。
支

援
者

が
、

ひ
き

こ
も

り
支

援
に

携
わ

る
こ

と
を

躊
躇

し
て

し
ま

わ
な

い
か

心
配

に
な

り
ま

し
た
。
家
族
会
で
は

、
1
0

年
、
1
5

年
と
か
か
わ
り
続
け
る

支
え

合
い

が
行

わ
れ

て
い

ま
す

が
、

燃
え

尽
き

と
い

う
言

葉
は

あ
ま

り
聞
か

れ
ま

せ
ん
。

バ
ー

ン
ア
ウ

ト
と

い
う
言

葉
が

ど
の
よ

う
な

事
例

で
出

て
く
る

の
か

知
り
た

い
と

思
い
ま

し
た
。
（

事
例

集
に
出

て
く
る
の
で
し
ょ

う
か

2
0
8

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

1 
2

P
９

１
つ
め
の
〇

ひ
き
こ
も
り
状
態

に
対
す
る
理

解
が
得
ら
れ
に
く

く
、
本
人
の

意
思

を
無

視
し

て
、
無

理
に

引
き

出
そ

う
と

す
る

こ
と

で
、
支

援
が

途
絶

し
た
り
、
医
療
受

診
が
で
き
な

い
た
め
、
福
祉
制

度
な
ど
提
供

で
き

る
支

援
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

、
窓

口
に

相
談

し
て

も
解

決
で

き
な

い
、

そ
も
そ
も
相
談
窓

口
に
出
向
け

な
い
た
め
に
、
支

援
を
受
け
る

こ
と

が
で

き
な

い
、

と
い

っ
た

現
状

な
ど

も
あ

る
＜
理
由
＞

こ
れ
ま
で
の

 
K
H
J
 実

態
調
査
や
、
多
く
の
家
族

か
ら
聞
き
取

っ
た

事
例

か
ら

、
支

援
に

つ
な

が
ら

な
い

現
状

と
背

景
を

補
足

し
ま

し
た

。

2
0
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
9

1 
3

p
1
2 

ま
た

、
本

書
は

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
本

人
や

そ
の

家
族

も
確

認
す

る
こ

と
も

目
的

と
し

て
い

ま
す

。
→

そ
の

家
族

が
何

を
？
を
い
れ
た
方

が
わ
か
り
や

す
い
 
p
.
4
1
 
既
存
の
会
議
体

→
合

議
体

 
p
.
5
6
 
翌

自
→

翌
日

21
0

自
治

体
 

 
 

2
74

1 
3

（
1
2
ペ
ー
ジ

四
つ
目
「
○
」
）
前
述
の
と
お
り
、
簡
易
版
（
ま

た
は

分
冊

化
）

を
作

成
す

る
と

、
よ

り
支

援
の

理
解

を
得

や
す

く
な

る
の
で
は
と
考
え
る

。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
具
体
的
な
取
組

に
つ
い

て
は

、
慎

重
（

正
確

）
な

表
現

と
す

る
こ

と
を

お
願

い
し

た
い

。（
「

本
書
の
記
載
に
あ
る

よ
う
な
支
援

が
行
わ
れ
て
い
な

い
」
と
い
う

思
い

を
寄

せ
る

こ
と

自
体

に
反

対
す

る
趣

旨
で

は
な

い
。
）

厚
労
省
で
は
、
ど

こ
に
住
ん
で

い
て
も
一
律
同
じ

支
援
を
受
け

ら
れ

る
こ

と
が

理
想

な
の

で
あ

ろ
う

が
、

実
際

、
マ

ン
パ

ワ
ー

、
財

力
、

リ
ソ
ー
ス
等
、
市
町
村
間
で
異

な
る
。
実
際
、
市
町
村
の

支
援
の

内
容

は
差

が
生

じ
て

い
る

状
況

で
あ

る
。
そ

う
し

た
中

で
、
支

援
を

一
部
の
人
が
、
こ
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
記
載

の
こ
と
が
実
施

さ
れ

て
い

な
い

で
は

な
い

か
、
と

市
町

村
な

ど
に

対
し

ク
レ

ー
ム

や
強

い
要

望
を

伝
え

る
人

も
出

て
く

る
の

で
は

な
い

か
と

考
え

る
。

カ
ス

ハ
ラ

防
止

が
条

例
と

な
っ

た
よ

う
に

、
ひ

き
こ

も
り

相
談

窓
口

に
お

い
て

も
、
相
談
員
の
人
格

を
傷
付
け

る
こ
と
が
目
的
で

あ
る
か
の
よ

う
な

理
不

尽
な

行
為

を
受

け
て

い
る

。
こ

う
し

た
人

物
は

、
こ

の
よ

う
な

公
的
資
料
を
攻
撃

材
料
と
し
て

使
う
こ
と
が
ま
ま

あ
り
、
現
状

で
は

実
現

困
難

な
こ

と
を

記
載

す
る

場
合

は
、
で

き
て

い
る

べ
き

こ
と

と
い
っ
た
表
現
を
避

け
、
指
針
を

示
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
表

現
を

し
て

ほ
し

い
。

理
不
尽
を
行
わ
な

い
相
談
者
に

と
っ
て
も
、
こ
の
書
に
よ

っ
て

高
ま

っ
た

期
待

に
応

え
ら

れ
な

い
事

実
を

知
っ

た
場

合
、
せ

っ
か

く
支

援
に
つ
な
が
り
か
け

た
糸
口
が
切

れ
て
し
ま
い
か
ね

な
い
恐
れ
が

あ
る

。

21
1

自
治

体
 

 
 

2
74

1 
3

（
1
2
ペ
ー
ジ

四
つ
目
「
○
」
）「

本
書
は
、
ひ
き
こ
も
り
状

態
に

あ
る

本
人

や
家

族
自

身
も

（「
が

」
か

？
）

確
認

す
る

こ
と

も
目

的
と

し
て
」
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
こ
の
場
合

、
具
体
的
な
取

組
に

つ
い

て
は

、
慎

重
（

正
確

）
な

表
現

と
す

る
こ

と
を

お
願

い
し

た
い

。
（「

本
書
の
記

載
に
あ
る
よ
う

な
支
援
が
行
わ
れ

て
い
な
い
」

と
い

う
思

い
を

寄
せ

る
こ

と
自

体
に

反
対

す
る

趣
旨

で
は

な
い

。）
理
由
と
し
て
は
、
カ
ス
ハ
ラ

防
止
が
条
例

と
な
っ
た
よ
う

に
、
ひ

き
こ

も
り

相
談

窓
口

に
お

い
て

も
、
相

談
員

の
人

格
を

傷
付

け
る

こ
と

が
目
的
で
あ
る
か

の
よ
う
な
理

不
尽
な
行
為
を
受

け
て
い
る
。
こ

う
し

た
人

物
は

、
こ

の
よ

う
な

公
的

資
料

を
攻

撃
材

料
と

し
て

使
う

こ
と
が
ま
ま
あ
り
、
こ
の
書
に
、
多
く
の
自
治
体
で

環
境
が
整
っ

て
お

ら
ず

現
状

で
は

実
現

困
難

な
こ

と
を

記
載

す
る

場
合

は
、
で

き
て

い
る
べ
き
こ
と
と
い

っ
た
表
現
を

避
け
、
指
針
を
示

し
て
い
る
こ

と
が

分
か

る
表

現
を

し
て

ほ
し

い
。

理
不
尽
を
行
わ
な

い
相
談
者
に

と
っ
て
も
、
こ
の
書
に
よ

っ
て

高
ま

っ
た

期
待

に
応

え
ら

れ
な

い
事

実
を

知
っ

た
場

合
、
せ

っ
か

く
支

援
に
つ
な
が
り
か
け

た
糸
口
が
切

れ
て
し
ま
い
か
ね

な
い
恐
れ
が

あ
る

。

21
2

自
治

体
質
問

5
 

1
8
5

1 
1

・
第
５
章
の
事
例

は
、
事
例
の

数
を
絞
っ
て
も
い

い
の
で
は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
多

い
よ

う
な

気
が

し
ま

す
。



7
8

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

・
ひ
き
こ
も
り
支

援
に
あ
た
り

、
基
本
的
な
姿
勢

に
関
し
て
の

記
載

が
あ

り
、

大
変

有
意

義
な

構
成

に
な

っ
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

・
P
７

の
不

登
校
児

童
数

の
増

加
に

つ
い

て
は
、

昨
今

、
教
育

委
員

会
を

中
心

と
し
て

不
登

校
支
援

の
強

化
に
取

り
組

ま
れ
て

い
る

中
、

そ
れ
と
同
時
に
、
義
務
教
育
終

了
後
の
フ
ォ
ロ
ー

や
受
け
皿
の

充
実

が
求

め
ら

れ
て

い
る

と
感

じ
ま

す
。
不

登
校

支
援

か
ら

社
会

的
自

立
に
向
け
た
支
援
や

相
談
窓
口
へ

い
か
に
繋
い
で
い

く
か
に
フ
ォ

ー
カ

ス
し

、
提

言
や

事
例

等
を

挙
げ

て
頂

け
れ

ば
大

変
参

考
に

な
る

か
と

思
い
ま
す
。

21
3

自
治

体
質
問

5
 

2
4
2

1 
1

前
半
、
歴
史
や
概
念

的
な
記
載

が
多
い
が
、
も
う
少
し
短
め

に
で

き
れ

ば
良

い
の

で
は

。
支

援
を

す
る

上
で

理
解

が
必

要
な

部
分

で
あ

る
こ
と
は
重
々
承
知

だ
が
、
載
せ

る
の
で
あ
れ
ば
、

も
う
少
し
シ

ン
プ

ル
に

ま
と

め
る

と
良

い
の

で
は

な
い

か
。

文
字

数
が

多
く

感
じ

る
。

21
4

自
治

体
質
問

6
 

6
3
 

1
 

1
p
６
「
令
和

4
年
度
の
不
登

校
生
徒
数

」
は
最
新
の
「
令
和

5
年

度
の

不
登

校
生

徒
数

」
に

変
更

し
た

ほ
う

が
良

い
。
※

令
和

6
年

1
1
月

時
点
で
文
部
科
学

省
か
ら
の
発

表
あ
り
。

21
5

自
治

体
質
問

6
 

1
1
6

1 
1

（
５
ペ
ー
ジ
）
・
〇
３
行
目
：
「
引
き
こ
も

り
」
か
ら
「
ひ

き
こ
も

り
」

の
表

記
に

変
更

と
な

っ
た

理
由

（
な

ぜ
平

仮
名

に
な

っ
た

か
等

）
の
記
載
が
あ
る
と

よ
り
背
景
の

理
解
に
繋
が
る
と

思
い
ま
し
た

。

21
6

自
治

体
質
問

6
 

1
6
7

1 
1

第
１
章
（
１
）
作

成
の
背
景

・
p
６

内
閣

府
の

ひ
き

こ
も

り
調

査
の

結
果

に
つ
い

て
、

も
う
少

し
、

詳
し
い

結
果

や
考
察

の
記

載
が

必
要

で
は
な

い
か

。
ひ
き

こ
も

り
に
な
っ
た
き
っ

か
け
や
、
ど

の
よ
う
な
支
援
が

必
要
と
さ
れ

て
い

る
か

な
ど

。
・
p
７

不
登

校
と

ひ
き

こ
も

り
の

関
係

性
に

つ
い
て

丁
寧

な
説
明

が
必

要
。
実

際
に

は
不
登

校
の

多
く

は
学

校
復
帰

、
進

学
を
し

て
い

る
。
ひ
き
こ
も
り

の
直
接
的
な

き
っ
か
け
と
し
て

は
不
登
校
以

上
に

、
仕

事
で

の
つ

ま
づ

き
な

ど
が

多
い

。
一

方
で

、
直

接
的

な
き

っ
か

け
で
は
な
い
に
し

て
も
、
ひ
き
こ
も
り
状

態
の
者
の
多
く

が
、
不

登
校

を
経

験
し

て
い

る
こ

と
な

ど
、
調

査
結

果
を

も
と

に
、
現

状
を

説
明
す
べ
き
。

不
登
校
の
家
族

が
ひ
き
こ
も

り
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
に
過

度
な

不
安

を
持

た
な

い
よ

う
、
ま

た
、
本

人
が

家
族

か
ら

不
要

な
プ

レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
ら

れ
な
い
よ
う

、
丁
寧
な
記
載
を

求
め
た
い
。

不
登
校
と
ひ
き

こ
も
り
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
支
援
を
行

っ
て

い
く

上
で

、
非

常
に

悩
む

と
こ

ろ
で

あ
る

た
め

、
支

援
者

の
た

め
に

も
詳
し
く
、
正
確
な

分
析
を
願
う

。
・
p
７

４
行

目
に

「
内

閣
府

が
実

施
し

た
調

査
に
よ

る
と

」
と
あ

る
が

、
い
つ

、
誰

を
対
象

に
行

わ
れ

た
、

ど
の
よ

う
な

質
問
項

目
・

回
答
の
選
択
肢
の

調
査
な
の
か

、
出
展
を
示
し
て

欲
し
い
。

21
7

自
治

体
質
問

6
 

1
8
5

1 
1

・
P
６
の
内
閣

府
「
生
活
状
況

に
関
す
る
調
査
」
結
果

平
成

2
7
年

度
 

1
5
歳

～
3
9
歳

「
1
.
1
5
％

」
で

は
な

く
、「

1
.
5
7
％

」
で

な
い

で
し
ょ
う
か
？

21
8

自
治

体
質
問

6
 

1
9
0

1 
1

７
ペ
ー
ジ

不
登
校
の
状

況
に
つ
い
て

R
4
年
度
を
掲
載
し
て
い
る

が
、
す
で
に

R
5
年
度
の
統
計
値
が

出
て

い
る

の
で

R
5
年

度
に

差
し

替
え

た
方

が
良

い
。

21
9

自
治

体
質
問

6
 

2
1
6

1 
1

P
５

・
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

と
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
の

関
係
性

に
つ

い
て
で

す
が

、
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

に
代

わ
っ
て

ハ
ン

ド
ブ
ッ

ク
が

作
成
さ

れ
た

と
も

読
め
ま
す
が
、
今

後
、
ひ
き
こ

も
り
の
定
義
は
ど

う
な
る
の
で

し
ょ

う
か

。
・

ま
た

、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

代
わ

っ
て

ハ
ン
ド

ブ
ッ

ク
が
作

成
さ

れ
た

の
で

し
ょ
う

か
。

従
前
ガ

イ
ド

ラ
イ
ン

の
位

置
づ
け

は
ど

う
な

る
の
で
し
ょ
う
か

。

22
0

自
治

体
質
問

6
 

2
5
9

1 
1

【
P
６
、
１
つ

目
の
○
、
３
行

目
】

・〈
現
〉
「
ひ
き
こ

も
り
」
と
い

う
表
現
が
不
明
確

に
→
〈
改

〉「
ひ

き
こ

も
り

」
と

い
う

表
現

が
安

易
に



7
9

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

※
文
脈
か
ら
、
“
不
明
確
に

”
よ
り
“
安
易
に

”
の
ほ
う
が
適

し
て

い
る

の
で

は
。

【
P
６
、
３
つ

目
の
○
、
５
行

目
】

・「
8
0
5
0
世
帯
」
と
あ
り
ま

す
が
、
「
い
わ
ゆ

る
8
0
5
0
問
題
」
の

こ
と

か
。

8
0
代

5
0
代

の
世

帯
と

い
う

だ
け

で
は

課
題

は
な

い
た

め
、

「
い
わ
ゆ
る

8
0
5
0
問
題
」
と
い
う
表
記
を
使
い

、
注
釈
を
つ

け
本

書
上

で
の

定
義

を
掲

載
し

て
は

ど
う

か
。

22
1

自
治

体
質
問

6
 

2
7
5

1 
1

現
在
の
定
義
に
あ

る
ひ
き
こ
も

り
状
態
の
期
間
を

「
原
則
的
に

は
６

カ
月

以
上

」
を

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

P
1
3
（
別
添
）
で
は
「
そ

の
状
態
に
あ
る

期
間

は
問

い
ま

せ
ん

」
と

記
載

さ
れ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
（
１
）

こ
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
も
っ
て
新
た
な

定
義
と
す
る

の
か

。
（

２
）

ひ
き

こ
も

り
支

援
者

対
象

者
の

考
え
を

定
義

と
す
る

な
ら

ば
、

対
象

者
が
膨

大
と

な
る
こ

と
が

予
想
さ

れ
、

支
援
の

現
場

で
は

混
乱
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
ひ
き

こ
も
り
状
態
像
の

定
義
を
具
体

化
し

て
い

た
だ

く
こ

と
を

要
望

。

22
2

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

1
 

1
,
2

【
P
５
～
P
1
1
、
(
１
)
及
び
(
２
)
、
タ
イ
ト

ル
の
変
更
と
記

載
内

容
の

組
み

換
え

を
提

案
】

・〈
現
〉

(
１
)
本
書
作

成
の
背
景

→
〈
改
〉
(
１
)
ひ

き
こ

も
り

支
援

の
経

過
と

背
景

・〈
現
〉

(
２
)
ひ
き
こ

も
り
支
援
の
現
状

と
課
題

→
〈
改
〉

(
２

)
本

書
作

成
の

背
景

・
［

P
５

、
(
１
)
の
枠

囲
み

、
１

段
落

目
全

体
］
の

要
素

を
［

(
２

)
の

枠
囲

み
内

］
へ
移

動
し

再
構

築
。［

(
２

)
の

枠
囲

み
内

］
の

記
載

に
つ
い
て
は
、〈

改
〉
厚
生
労
働
省

で
は
、
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ

る
本

人
や

そ
の

家
族

の
支

援
に

つ
い

て
、
最

も
身

近
な

基
礎

自
治

体
（

市
区
町
村
）
に
お
け
る

支
援
体
制

の
構
築
を
進
め
て

い
ま
す
。
支
援

に
携

わ
る

関
係

者
も

増
え

、
支

援
を

必
要

と
す

る
方

が
適

切
な

支
援

に
つ
な
が
る
環
境
は

着
実
に
整
い

つ
つ
あ
り
ま
す

。（
改
行
）
こ

れ
ま

で
は

、
2
0
1
0
年
（

平
成

2
2
年

）
に

策
定

さ
れ

た
『

ひ
き

こ
も

り
の

評
価
・
支
援
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
』
を
ひ
き
こ
も

り
支
援
に

関
す

る
指

針
と

し
て

い
ま

し
た

が
、
策

定
か

ら
1
0

年
以

上
が

経
過

し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
上
で
の
「
ひ
き
こ
も

り
」
の
定

義
の

状
態

に
当

て
は

ま
ら

な
い

場
合

に
、
支

援
を

断
ら

れ
る

と
い

っ
た

事
例

も
見

受
け

ら
れ
ま

し
た

。
（

改
行
）

様
々

な
社
会

背
景

や
環
境

に
よ

り
「
ひ

き
こ

も
ら
ざ

る
を

得
な

い
」

本
人
や

、
そ

の
家
族

に
対

す
る
多
様
な
状
態

に
合
わ
せ
た

対
応
や
、
支
援
者
が
こ
れ

か
ら
指

針
と

す
べ

き
も

の
の

策
定

が
求

め
ら

れ
た

た
め

、
現

状
の

課
題

等
を

踏
ま
え
た
新
た
な
指

針
と
し
て
、

本
書
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
ま

し
た

。
に

修
正

・［
P
５
、
枠
囲
み
、
２
段
落

目
］
を
、〈

現
〉
こ
こ
で
は

、
本
書

作
成

の
背

景
と

し
て

、
こ

れ
ま

で
の

→
〈

改
〉
こ

こ
で

は
、
こ

れ
ま

で
の

に
修
正

・［
P
８
、

○
参
考
資
料
］

を
［

P
1
1
、
＜
孤
独
・
孤
立

対
策
推

進
法

概
要

＞
］

の
後

ろ
へ

移
動

・
［

P
９

、
(
２
)
タ
イ

ト
ル

＋
枠

囲
み

＋
１

つ
目
の

○
］

を
［
P
1
1、

＜
孤
独

・
孤

立
対
策

推
進

法
概

要
＞

＋
○

参
考
資

料
］

の
後
ろ

へ
移

動 ・［
P
６
、

３
つ
目
の
○
、

２
段
落
目
］
を

［
P
1
1
、
１
つ
目
の
○

、
６

行
目

］
の

後
に

移
動

・
上
記
の
組
み
換

え
に
よ
り
次

の
と
お
り
文
章
の

繋
が
り
な
ど

を
修

正
。［

P
1
1
、
１

つ
目

の
○

］
の

冒
頭
「

一
方

で
、」

を
削

除
。［

P
1
1
、

１
つ

目
の

○
、

７
行
目

～
］

を
、〈

現
〉
し

か
し

、
こ
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

は
、

医
療
的

な
評

価
診
断

を
基

本
と
し

た
も

の
で
あ

り
、

ひ
き

こ
も
り
状
態
の
「
原
則
的
に
は

６
ヶ
月
以
上
」
と
定
義
し
て
お

り
、
さ

ら
に

支
援

現
場

で
→
〈

改
〉
○

ま
た

、
こ

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

は
、
ひ
き
こ
も
り

状
態
の
「
原

則
的
に
は
６
か
月

以
上
」
と
定

義
し

て
お

り
、

支
援

現
場

で
に

修
正

22
3

自
治

体
質
問

6
 

1
5
0

1 
2

・
p
９

「
不

登
校
か

ら
長

く
ひ

き
こ

も
り

状
態
に

な
っ

た
人
や

そ
の

家
族

は
、

中
途
退

学
や

卒
業
の

タ
イ

ミ
ン
グ

で
福

祉
の
相

談
窓

口
に

繋
が
る
こ
と
が
多

い
。
」

⇒
現
場
の
感
覚
と

し
て
は
、
不
登
校
の
ま

ま
中
学
校
を
卒

業
し
、
ど

こ
に

も
繋

が
ら

な
い

ま
ま

ひ
き

こ
も

り
が

継
続

す
る

ケ
ー

ス
が

多
い

と
感
じ
る
た
め
、

記
載
内
容
の

変
更
検
討
を
。
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・
難
解
な
単
語
や

耳
慣
れ
な
い

カ
タ
カ
ナ
語
（
「
隘
路
」
「
リ
フ

ァ
ー

」
等

）
は

平
易

な
表

現
の

方
が

よ
い

。

22
4

自
治

体
質
問

6
 

1
5
2

1 
2

・
事
例
１
、
８
の

ジ
ェ
ノ
グ
ラ

ム
（
P
5
5
、
P
5
）
の
枠
線
を
も

う
少

し
見

や
す

く
し

て
ほ

し
い

・
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
期
間
に

つ
い
て
、「

６
か
月

以
上
」
か

ら
「

期
間

を
問

わ
な

い
」
に

変
更

に
な

る
と

聞
き

ま
し

た
が

、
P
1
1
に

2
0
1
0

年
策
定
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
課

題
と
し
て
挙
が
っ

て
い
ま
す
。
今

も
期

間
の

定
義

が
あ

る
の

で
あ

れ
ば

、
そ

の
ま

ま
で

良
い

か
と

思
い

ま
す
が
、
期
間
が
無

く
な
っ
た
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の

内
容
を
ど
こ

か
に

入
れ

て
ほ

し
い

で
す

22
5

自
治

体
質
問

6
 

2
4
0

1 
2

1
0
ペ
ー
ジ
，「

地
域
住

民
か
ら
の
相
談
は

確
実
に
増
加
」

と
あ

る
が

，
そ

の
数

値
に

つ
い

て
知

り
た

い
。

22
6

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

1 
2

Ｐ
９

・
定
義
の
状
態
に

あ
て
は
ま
ら

な
い
か
ら
支
援
が

受
け
ら
れ
な

い
⇒
地
方
で
は
そ
う

な
の
か
？
支

援
を
担
当
す
る
所

管
が
な
い
？

の
方

が
よ

い
か

。
・
中
途
退
学
や
卒

業
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
福
祉
の
窓

口
に
つ
な
が

る
⇒
当
市
で
は
つ
な

が
ら
な
い
。

22
7

自
治

体
質
問

6
 

2
6
7

1 
2

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

1
0
ペ
ー
ジ
の
孤
独
孤
立

対
策
推
進
法
施

行
に
つ

い
て

、
ひ

き
こ

も
り

支
援

と
の

関
連

性
を

で
き

れ
ば

具
体

的
に

ご
記

載
い
た
だ
き
た
い
。

根
拠
法
と
な
る
の

か
、
支
援
の

枠
組
み
を
孤
独
孤

立
対
策
と
し

て
行

っ
て

い
く

の
か

等

22
8

自
治

体
質
問

6
 

4
7
 

1
 

3
(
3
)の

◯
３

つ
目

。
ひ
き

こ
も

り
支

援
に

と
っ
て

大
切

な
「
原

理
・

原
則

」
と

い
う

言
葉

は
強

す
ぎ

る
。

原
則
・

原
理

っ
て
絶

対
的

な
事

と
い

う
印

象
を

受
け

る
。

絶
対

と
い

う
こ

と
は

な
い

と
思

う
。

そ
も

そ
も

人
間

に
は

絶
対

と
い

う
意

味
合

い
は

ふ
さ

わ
し

く
な

い
と

思
う
。

22
9

自
治

体
質
問

6
 

1
5
4

1 
3

（
1
）
P
1
2
 
４
つ
目
の
○
 
1
行
目
か
ら

3
行
目
の
途
中

ま
で
削

除
本

人
・

家
族

と
支

援
者

間
で

誤
解

が
生

ま
れ

な
い

か
？

ま
た

、
本

書
は

支
援

を
受

け
る
本

人
や

家
族
等

と
支

援
者
の

両
方

が
、
支

援
方

法
や

内
容

」、
そ

の
意

味
等
を

共
有

、
確
認

す
る

と
と
も

に
、

対
話

に
よ
る
、
よ
り
よ

い
支
援
に
つ

い
て
と
も
に
考
え

て
い
く
た
め

の
材

料
と

し
て

く
だ

さ
い

。
さ

ら
に

・
・

・

23
0

自
治

体
質
問

6
 

2
5
9

1 
3

【
P
1
2
、
１
つ
目
の
○
】

・
〈

現
〉
ひ

き
こ

も
り
支

援
に

従
事

す
る

支
援

者
や
所

属
す

る
支
援

機
関

は
、

→
〈

改
〉
ひ

き
こ

も
り

支
援

に
従
事

す
る

支
援
者

や
支

援
機
関
は
、

【
P
1
2
、
２
つ
目
の
○
、
３
行

目
】

・〈
現
〉
ひ
き

こ
も
り
支
援
に

携
わ
る
全
て
の
者

が
→
〈
改

〉
ひ

き
こ

も
り

支
援

に
従

事
す

る
全

て
の

支
援

者
が

※
枠
囲
み
の
文
言

と
合
わ
せ
た

方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。

【
P
1
2
、
３
つ
目
の
○
】

・
〈

現
〉
地

域
住

民
や
、

そ
の

他
の

福
祉

や
就

労
な
ど

の
分

野
の
支

援
者

に
も

→
〈

改
〉
地

域
住

民
や

、
対

人
支
援

が
求

め
ら
れ

る
ど

の
分
野
の
支
援
者

に
も

※
突
然
「
そ
の
他

の
福
祉
」
と

出
て
く
る
た
め
、

具
体
的
に
何

を
指

し
て

い
る

の
か

分
か

ら
な

い
た

め
修

正
。

2
3
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
0
9

1
多
少
分
量
は
増
え

て
も
、
事
例

の
経
過
が
分
か
る

方
が
、
実
際

の
支

援
者

の
皆

さ
ん

に
は

役
立

つ
よ

う
に

感
じ

ま
す

。

2
3
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
1
1

1
冊

子
に
掲

載
す

る
に
は

、
フ

ォ
ー
ミ

ュ
レ

ー
シ
ョ

ン
を

用
い
た

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

の
表
形

式
も

あ
る
と

よ
い
。
「

共
生

社
会

の
た

め
の

精
神

医
学

」
第

６
章

を
ご

参
照

く
だ

さ
い
。

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
h
u
o
h
o
k
i
.
j
p
/
i
t
e
m
/
8
9
7
0
.
h
t
m
l

23
3

当
事

者
・

Q
6
 

1
1
5

1
ど
の
よ
う
に
支
援

機
関
同
士
が

繋
が
れ
ば
よ
い
の

か
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト

が
あ

る
と

良
い

よ
う

に
感

じ
ま

す
。
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家
族

等

2
3
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
1
6

1
意

思
決
定

支
援

に
つ
い

て
、

充
実
す

る
必

要
が
あ

る
。

支
援

の
目

標
だ

て
を

支
援
者

が
す

れ
ば
す

る
ほ

ど
、
対

象
者

の
本
人

に
成

果
を

だ
そ
う
と
迫
る
傾

向
が
あ
る
の

で
、
そ
の
部
分
を

も
っ
と
記
載

し
て

ほ
し

い

2
3
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
1
6

1
重
層
的
支
援
の
事

例
を
記
載
し

て
も
ら
い
た
い
。

支
援
会
議

や
重

層
的

支
援

会
議

が
有

効
で

あ
る

こ
と

を
記

載
し

て
も

ら
い

た
い

23
6

自
治

体
質
問

5
 

9
5
 

1
支
援
員
１
人
の
対

応
す
る
ひ
き

こ
も
り
支
援
対
象

者
の
標
準
数

に
つ

い
て

（
生
活
保
護
で
は

社
会
福
祉
法

に
よ
り
「
被
保
護
世

帯
の
数
が

二
百

十
四

十
以

下
で

あ
る

と
き

は
、
三

と
し

、
被

保
護

世
帯

数
が

八
十

を
増
す
ご
と
に
、
こ

れ
に
一
を
加

え
た
数
」
と

C
W
の
対
応
す
る

世
帯

の
標

準
数

を
定

め
て

い
る

。
ひ

き
こ

も
り

支
援

に
お

け
る

同
様

の
指

針
を
示
し
て
ほ
し

い
。
）

23
7

自
治

体
質
問

5
 

9
8
 

1
市
町
村
が
整
備
す

べ
き
支
援
体

制
、
マ
ン
パ
ワ
ー

に
つ
い
て
載

せ
て

ほ
し

い
。

専
門
職
の
配
置
が

望
ま
し
い
、

専
門
的
に
か
か
わ

る
職
員
を
配

置
す

る
な

ど
、

望
ま

し
い

在
り

方
を

知
り

た
い

。
個
別
対
応
の
方
法

の
記
載
が
主

で
あ
る
が
、
家
族
の
交
流

の
場
や

家
族

教
室

、
本

人
の

居
場

所
づ

く
り

な
ど

市
町

村
が

整
備

す
べ

き
こ

と
や
、
実
際
に
家
族

教
室
で
使
用

で
き
る
テ
キ
ス
ト

の
内
容
な
ど

を
載

せ
て

欲
し

い
。

23
8

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

1
・
支
援
者
に
と
っ

て
重
要
な
社

会
資
源
に
つ
い
て

の
内
容
を
濃

く
し

て
ほ

し
い

。
・
第

1
章
は
〇
で
区
切
る

の
で
は
な
く
、

各
パ
ラ
グ
ラ
フ

毎
に

見
出

し
を

つ
け

る
と

よ
り

わ
か

り
や

す
い

。
・
P
６
の
□
囲

み
記
事
に
見
出

し
を
つ
け
る
。

・
P
７

の
不

登
校
に

つ
い

て
不

登
校

が
増

え
て
い

る
事

と
、
不

登
校

問
題

に
お

け
る
ひ

き
こ

も
り
支

援
の

在
り
方

や
関

わ
り
方

と
の

つ
な

が
り
や
立
ち
位
置

が
分
か
り
づ

ら
い
。

2
3
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

4
7
 

2
 

1
第
２
章
 
(
１
)
「
ひ
き
こ

も
り
支
援
対
象

者
の
考
え
方
」

は
曖
昧

な
の

で
、

明
確

に
「

ひ
き

こ
も

り
の

定
義

」
と

し
た

ほ
う

が
記

載
さ

れ
て

い
る
内

容
を

反
映
し

て
い

る
第

３
章

「
ひ
き

こ
も

り
支

援
に
お

け
る

価
値
や

倫
理

」
の
、
「

価
値
」

と
い

う
表
現

は
一

般
的
な

意
味

（「
商
品
価
値

」
な
ど
）
と
乖

離
し
て
お
り
、
誤

解
が
生
じ
る

の
で

は
な

い
か

。

2
4
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

6
7
 

2
 

1
P
1
3
頃
～

ひ
き
こ
も
り
状
態

の
人
が
支
援
を
必

要
と
し
て
い

る
か

ど
う

か
に

つ
い

て
が

論
じ

ら
れ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
 
 
 
ひ

き
こ

も
り
状
態
の
人
は
、
孤
独
を
感

じ
て
い
て
、
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え

て
い

る
の

で
、
す

べ
か

ら
く

支
援

す
べ

き
と

の
論

述
と

受
け

止
め

ま
し

た
。
 
 
 
し
か
し
な
が
ら
、
孤

独
を
感
じ
て
生
き

づ
ら
さ
を
抱

え
て

い
る

か
ら

こ
そ

、
ひ

き
こ

も
る

こ
と

に
よ

っ
て

孤
独

を
癒

や
し

生
き

づ
ら
さ
を
感
じ
な

い
暮
ら
し
を

し
て
い
る
人
も
い

ま
す
。
自
ら

人
間

関
係

を
希

薄
に

す
る

こ
と

で
、
人

間
関

係
に

ま
つ

わ
る

困
難

や
痛

み
を
解
消
し
た
状
態

を
手
に
入
れ

て
い
る
人
た
ち
で

す
。
 
 
 
そ
う

な
る

と
、

も
は

や
困

難
感

は
な

く
む

し
ろ

本
人

に
と

っ
て

は
理

想
的

な
状
態
な
の
で
、
支
援
を
求

め
な
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す

。
も

う
今

、
問

題
な

い
の

だ
か

ら
ほ

お
っ

て
お

い
て

く
れ

！
と

の
思

い
で

す
。

も
ち
ろ
ん
こ
れ
は

主
観
で
あ
っ

て
、
客
観
的
に
見

れ
ば
孤
独
・
孤

立
は

健
康

リ
ス

ク
の

高
い

生
活

ス
タ

イ
ル

な
の

で
早

め
に

支
援

が
介

入
し
て
い
た
方
が
い

い
の
で
す
が

、
い
か
ん
せ
ん
本

人
は
望
ん
で

い
な

い
こ

と
を
（

逆
に

言
え

ば
今

の
ハ

イ
リ

ス
ク

な
平

穏
を

望
ん

で
い

る
こ
と
を
、
そ
の
心

の
痛
み
を
）

肝
に
銘
ず
る
必
要

が
あ
る
と
思

っ
て

い
ま

す
。

 
 
 
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

の
人

は
す
べ
か
ら
く
支
援

す
べ
き
人
た

ち
だ
！

と
の
支
援
者
の

ひ
と

り
よ

が
り

な
姿

勢
は

厳
に

慎
む

べ
き

も
の

と
思

い
ま

す
。
支

援
者

は
あ

く
ま
で
も
支
援
対
象

者
の
意
向
に

謙
虚
で
あ
る
べ
き

と
心
得
ま
す

。

2
4
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

2 
1

p
1
3「

家
族

」
に

つ
い
て

の
規

定
を

追
記

→
追

記
 
…

「
自

身
の
家

族
が

ひ
き
こ

も
り

状
態
に

あ
り

、
ど

う
対

応
し
た

ら
い

い
か
悩

ん
で

い
る

家
族

」
も

ま
た
「

支
援

対
象
」

で
あ

る
こ
と

い
う

こ
と
を

、
項

目
を

設
け

て
記
し

て
お

い
た
方

が
い

い
よ
う

に
思

い
ま
す

。
（

可
能
な
ら
ば
、
「
本
人
」

と
は
別
に
「
家
族

」
も
そ
れ
ぞ
れ

「
１

ケ
ー

ス
」

と
し

て
扱

う
よ

う
に

、
と

い
う

ガ
イ

ド
も

）
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2
4
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
4

2 
1

1
3
ペ
ー
ジ
「
交
流
の
範
囲
や

内
容
、
そ
の
善
し
悪
し

は
支
援
者

が
判

断
で

き
る

も
の

で
は

な
く

、
人

そ
れ

ぞ
れ

異
な

る
と

い
う

こ
と

も
留

意
が

必
要

で
す

」
だ

け
で

は
不

十
分

で
、

投
稿

や
就

労
を

ゴ
ー

ル
と

考
え

が
ち

な
支

援
者

や
家

族
が

ま
だ

ま
だ

多
い

と
考

え
ら

れ
る

の
で

、
具
体

的
に

、「
具

体
的

に
は
（

詳
細

は
次
ペ

ー
ジ

に
譲
り

ま
す

が
）

登
校

・
就
学

や
就

労
・
就

職
だ

け
が
交

流
や

社
会
参

加
で

は
な

い
」
旨
を
明
記
す
べ

き
と
考
え

ま
す
（

1
4
ペ
ー
ジ
で
そ
の
こ

と
に

触
れ

ら
れ

て
い

ま
す

が
、

前
フ

リ
で

あ
る

1
3
ペ

ー
ジ

で
も

身
近

手
良

い
の
で
触
れ
て
お

く
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
）

2
4
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

2 
1

「
相
談
す
る
自
治

体
が
ち
が
う

」、
「
相
談
す

る
年
齢
が
ち
が

う
」
と

だ
け

伝
え

て
、
代

替
と

な
る

情
報

を
全

く
伝

え
ず

に
説

教
を

す
る

等
の
対
応
を
記
載
し

て
く
だ
さ
い

。
ひ
き
こ
も
り
は

、
支
援
者
か

ら
の

心
無

い
言

葉
に

よ
る
「

支
援

か
ら

の
ひ

き
こ

も
り

」
も

問
題

に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
記

載
し
て
く
だ

さ
い
。

2
4
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

2 
1

「
支
援
者
は
、
当
事
者
が

そ
れ
ぞ
れ
社
会

で
受
け
て
き
た

心
の

傷
や

ト
ラ

ウ
マ

等
に

対
し

、
解

消
や

回
復

、
克

服
、
け

じ
め

の
タ

イ
ミ

ン
グ
な
ど
を
強
要
し

な
い
で
ほ
し

い
」（

そ
の
よ

う
な
場
面
を
何

度
も

見
た

こ
と

が
あ

る
の

で
）

等
も

加
筆

し
て

ほ
し

い

2
4
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

2 
1

P
1
3

５
つ
め
の
〇

一
方
で
、
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
本
人

や
そ
の
家
族
が

、
自
ら

社
会

と
の

関
係

を
拒

絶
し

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
場

合
や

、
生

き
る
意
欲
を
失
い
、
自
ら
健
康
を

維
持
す
る
こ
と
を

放
棄
し
て
し

ま
う
（

セ
ル

フ
ネ

グ
レ

ク
ト

）
等

は
、
訪

問
や

声
か

け
を

通
じ

て
関

わ
り

を
持

つ
こ

と
が

求
め
ら

れ
ま

す
。
し

か
し

、
そ
の

関
わ

り
自
体

が
「

侵
襲

性
が

高
い
（

相
手

に
と
っ

て
負

担
が
大

き
い
）
」

と
い

う
こ
と

を
理
解
し
、
状
況
を
見

極
め
て
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す

。
ひ

き
こ

も
り

な
が

ら
も

、
生

き
つ

づ
け

て
い

く
た

め
の

か
か

わ
り
「

あ
な
た
に
生
き
て
い

て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
を
持

っ
て
伴
走
し

て
い

く
姿

勢
が

重
要

で
す

。
＜
理
由
＞

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク

ト
は
、
緩
慢

な
自
死
と
も
い
わ

れ
ま
す
。
社

会
と

の
関

係
を

拒
絶

し
て

い
る

状
態

像
は

、
社

会
か

ら
の

傷
つ

き
に

よ
り

命
を
守
る
た
め
に

取
る
行
動
で

す
が
、
反
対
に
、
セ
ル
フ
ネ
グ

レ
ク

ト
は

、
生

き
る

意
欲

を
失

い
、
病

な
ど

を
患

っ
て

い
て

も
良

く
な

る
こ
と
を
拒
み
続
け

た
り
、
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
を
行
え

な
い
状

態
像

を
示

し
ま

す
。
生

き
る

意
欲

を
支

え
る

か
か

わ
り

が
必

要
と

思
い

ま
す
。

24
6

自
治

体
 

 
 

2
74

2 
1

（
1
3
ペ
ー
ジ

囲
み
）
ひ
き
こ

も
り
支
援
の
対
象

者
を
定
義
す

る
こ

の
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

、「
家

族
を

含
む

他
者

と
の

交
流

が
限

定
的
（

希
薄
）
な
状
態
に

あ
る
」
と
あ
る

が
、
家
族
（
の
中
の

一
部
）
と
の

関
係

だ
け

は
良

好
で

あ
る

家
庭
（

あ
る

い
は

そ
う

信
じ

て
い

る
相

談
者

や
当
事
者
）
も
あ

る
の
で
、
「
他
者
」
の

み
の
記
載
で
良

い
の

で
は

な
い

か
。

24
7

自
治

体
 

 
 

2
74

2 
1

（
1
3
ペ
ー
ジ

三
つ
目
「
○
」
）「

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
み
で

の
交

流
は

で
き

て
い

る
場

合
や

、
自

分
の

趣
味

や
興

味
の

あ
る

活
動

だ
け

は
参
加
し
て
い
る

」
ケ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

は
「
ひ
き

こ
も

り
」
と

し
て

支
援

の
対

象
で

あ
っ

た
が

、
今

後
は

本
人

に
困

り
感

が
な
け
れ
ば
、
支
援
の
対
象

外
と
い
う
こ

と
で
よ
い
の
か
。
こ

の
一

文
は

状
況

が
多

様
で

あ
る

こ
と

の
説

明
で

あ
る

か
と

思
う

が
、
こ

れ
ま
で
は
、
そ
の
状
態
は
「
ひ
き

こ
も
り
」
と
し
て
支
援

の
対
象

で
あ

っ
た

。
こ

れ
ま

で
の

ひ
き

こ
も

り
の

定
義

が
、
何

が
ど

う
変

わ
っ

た
の
か
、
ど
う
い
っ

た
場
合
に
支

援
の
対
象
と
す
る

の
か
、
わ
か

り
や

す
く

図
で

表
す

か
例

示
し

て
欲

し
い

。
生

き
づ

ら
さ

を
抱

え
て

い
る

人
が

対
象

と
な

る
と

、
精

神
疾

患
や

自
殺

企
図

の
あ

る
人

、
専

業
主

婦
で

家
族

以
外

の
交

流
が

な
い

人
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
対
象
が

広
が
る
と
考
え
る

が
、
孤
独
・
孤

立
支

援
と

ひ
き

こ
も

り
支

援
と

、
ど

の
よ

う
に

支
援

を
行

っ
て

い
く

方
針
で
あ
る
の
か
、

都
道
府
県
及

び
市
町
村
が
わ
か

り
や
す
い
よ

う
に

本
書

の
中

で
説

明
し

て
ほ

し
い

。

24
8

自
治

体
 

 
 

2
74

2 
1

（
1
3

ペ
ー
ジ

四
つ

目
、
五

つ
目

「
○

」
）

本
人

や
家

族
が

「
家

族
の

問
題

な
の

で
、

支
援

は
不

要
で

す
」
「

私
た
ち

家
族

は
大

丈
夫

で
す
」
と
支
援
を
求

め
な
い
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
も
支

援
は
必
要
で

な
い

と
考

え
て

よ
い

の
だ

ろ
う

か
。
ど

う
い

う
場

合
が

セ
ル

フ
ネ

グ
レ

ク
ト
と
い
う
の
だ
ろ

う
か
。
近
所
と
の
付
き

合
い
が
あ
る
家

庭
で
あ

れ
ば

、
支

援
は

不
要

と
考

え
る

の
だ

ろ
う

か
。
と

て
も

矛
盾

を
感

じ
る

。
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こ
う
し
た
ケ
ー
ス

は
非
常
に
多

い
の
で
、
ど
の
よ
う
に
考

え
、
対

応
す

べ
き

か
言

及
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、
明

ら
か

に
支

援
の

必
要

性
が

あ
る
状
態
（
ひ
き
こ
も
る

子
の
親
へ
の
暴

力
な
ど
）
で
あ
る
に

も
か

か
わ

ら
ず

支
援

を
求

め
な

い
場

合
な

ど
、
こ

の
記

載
を

盾
に
「

ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
書
い

て
あ
る
。
私
た
ち
は
支

援
を
求
め
て
い

な
い

、
も

う
こ

れ
以

上
構

う
な

」
と

、
こ

う
し

た
家

庭
に

ア
プ

ロ
ー

チ
で

き
な

く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
心
配

で
あ
る
。

2
4
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

6
7
 

2
 

2
 
p
1
4
頃
～
 
 
 
支
援
者
が
目
指

す
と
こ
ろ
の

”
ひ

き
こ
も
る
人

の
理

想
の

姿
”

に
つ

い
て

論
述

し
て

い
る

と
受

け
止

め
ま

し
た

。
 
 
 
支

援
者
は
ひ
き
こ
も

る
人
が
”
自
律
す
る
よ

う
に
な
る
こ
と

”
を

目
指

す
と

の
主

旨
と

思
い

ま
す

が
、
自

活
を

指
す

自
立

と
は

違
い

自
律

は
主
観
な
の
で
、
今
の
ひ
き
こ
も

っ
て
い
る
状
態
を

し
て
「
自
分
で

決
め

た
！

」
こ

と
と

し
て
「

自
分

は
自

律
し

て
い

る
！

」
と

認
識

し
て

い
る
場
合
も
あ
る

か
と
思
い
ま

す
。
 
 
 
こ
の
場
合
、
目
指
し

た
状

態
を

手
に

入
れ

て
い

る
た

め
支

援
の

必
要

性
が

な
く

な
っ

て
し

ま
う

の
で
、
自
律
（
状

態
）
に
つ
い

て
今
少
し
説
明
が

い
る
か
と
思

い
ま

す
。

 
 
 
社

会
か

ら
撤

退
し

て
「

ひ
き

こ
も

る
ん

だ
！

」
と

決
断

し
た
結
果
の
報
い
と

し
て
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
引
き
受

け
メ
リ
ッ
ト

を
享

受
し

て
い

る
の

な
ら

、
そ

れ
は

と
て

も
自

律
し

た
孤

高
な

生
き

方
で

す
。

2
5
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

6
7
 

2
 

2
p
1
5
頃
～
 
 
 
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
は
「

ソ
ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
だ

！
」

と
の

宣
言

と
受

け
止

め
ま

し
た

。
経

験
的

に
賛

同
す
る
の
で
す
が
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
で

な
い
支
援
を
し

て
い
る

人
た

ち
（

医
療
・
心

理
職
・
教

育
等

の
場

面
で

支
援

し
て

い
る

人
た

ち
）

の
心
証
を
害
す
る

こ
と
は
支
援

全
体
に
悪
い
影
響

が
及
ば
な
い

か
と

気
が

か
り

で
す

。
 
 
 
少

し
ば

か
り

配
慮

が
あ

っ
た

方
が

い
い

よ
う

に
思
え
ま
す
。

 
 
 
 
追
記
希
望

の
こ
と

支
援

機
関
を
頼
っ
た

と
こ

ろ
、

そ
こ

で
被

害
を

受
け

た
人

は
多

く
い

て
、

そ
の

た
め

に
支

援
者

を
頼
ら
な
い
と
の

調
査
結
果
が

あ
り
ま
す
。
こ
の

点
を
ど
こ
か

の
部

分
で

指
摘

し
て

頂
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

2
5
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

2 
2

p
1
4
本
人
ニ
ー
ズ
と
家
族
ニ
ー

ズ
と
の
ズ
レ

→
（
一
例
）「

〇
ひ

き
こ

も
り

の
問

題
に

限
ら

れ
ま

せ
ん

が
、

本
人

の
求

め
る

こ
と

と
家

族
が
求
め
る
こ
と
と

は
同
じ
で
は

な
い
こ
と
は
よ
く

あ
り
ま
す
。
ど

ち
ら

か
一

方
の

声
の

み
に

振
り

回
さ

れ
る

の
で

は
な

く
、
両

者
そ

れ
ぞ

れ
に
固
有
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
丁
寧
に
よ
り

そ
い

支
援

し
て

い
く

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

き
ま

す
。
」
 
…
「

本
人

お
よ

び
家

族
」
と
い
う
表
記

に
対
す
る
補

足
説
明
が
あ
っ
た

方
が
い
い
か

も
。

（
p
2
2
に

そ
の

こ
と

が
明

記
さ

れ
て

い
ま

し
た

が
、
こ

の
部

分
で

も
ぜ
ひ
触
れ
て
お
き

た
い
と
こ
ろ

）

2
5
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
2

2 
2

第
２
章
・
第
３
章
・
第
４
章
に

つ
い
て

支
援
の
さ

い
当
事

者
や

家
族

に
対

し
て

大
切

に
し

て
い

き
た

い
内

容
で

、
よ

く
理

解
で

き
る

も
の
で
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

２
か
所
の
言
葉

だ
け

引
っ

掛
か

り
ま

し
た

。
第

２
章

(
２

)
 
ひ

き
こ

も
り

支
援

で
目

指
す

姿
〇

の
４

番
目

目
指

す
べ

き
姿

→
目

指
す

姿
第

３
章

(
１

)
支

援
に

た
い

し
て

大
切

に
し

た
い

拠
り

所
１

)
ひ

き
こ

も
り

支
援
に
お
け
る
価

値
 
 
関
わ

り
を
通
し
て
支
援

す
る
（
支
援

観
）
 
 

 
 

 
〇

の
２

番
目

支
援

さ
れ

る
べ

き
存

在
→

支
援

さ
れ

て
よ

い
存

在
～

す
べ
き

～
し

て
当

た
り
前

 
 
な

ど
今

ま
で
の

社
会

の
常

識
的

考
え
・

言
葉

が
ひ
き

こ
も

り
な
ど

の
生

き
づ
ら

さ
を

生
み

出
し
て
い
る
要
因

で
も
あ
り
ま

す
。
べ
き
を
使
用

し
た
の
に
は

訳
が

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。

2
5
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
6

2 
2

【
P
1
4
】
自
尊
心
や
自
己
肯
定

感
の
破
損
に
つ
い

て
記
載
が
あ

る
と

、
支

援
側

は
イ

メ
ー

ジ
し

や
す

い
の

で
は

？
（

例
）
ひ

き
こ

も
り

支
援
当
事
者
の
殆
ど

は
、
生
き
づ

ら
さ
や
傷
つ
き
体

験
の
中
で
、
自

尊
心

や
自

己
肯

定
感

、
自

己
有

用
感

が
損

な
わ

れ
て

い
ま

す
。
自

尊
心

や
自
己
肯
定
感
の

回
復
に
は
、

周
囲
の
温
か
な
眼

差
し
と
肯
定

的
な

関
り

が
必

要
不

可
欠

で
あ

り
、

そ
れ

が
ケ

ア
に

つ
な

が
り

ま
す

。

2
5
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

2 
2

本
人
や
そ
れ
ぞ
れ

の
家
族
に
は

意
思
表
示
権
が
あ

っ
て
、
い
つ
で

も
意

思
表

示
で

き
る

し
、
判

断
す

る
の

は
自

分
自

身
で

あ
る

こ
と

の
と

い
う
確
認
が
欲
し

い
。
「
自
律
す
る
と
は

？
」
の
説
明
が

、「
自
立

」
と

は
っ

き
り

区
別

す
る

た
め

に
も

必
要

だ
と

思
う

2
5
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

2 
2

P
1
4
 
囲
み
文
章
、
及
び
４

つ
め
の
〇

ひ
き
こ
も
り
支
援

に
お
い
て
、
今
後
の
生
き
方
や

社
会
と
の
関

わ
り

方
な

ど
を

決
め

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
（

自
律

す
る

）
主

体
は

、「
本

人
」

と
い

う
理

解
を
し

て
い

る
た
め

、
「

そ
の

家
族

が
」

と
い

う
言

葉
は

必
要
に

な
り

ま
す
で

し
ょ

う
か

。
家

族
は
、

自
律

を
す
る

主
体
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と
い
う
よ
り
も
、

本
人
が
自
律

で
き
る
環
境
を
作

っ
て
い
く
主

体
に

な
る

と
思

い
ま

す

2
5
6

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

2 
2

P
1
5
 
ひ
と
つ
め
の
〇

様
々
な
働
き
か
け

や
、
資
源
の

創
出
な
ど
、
具
体

的
な
取
組
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

す
。

＜
理
由
＞

具
体
的
な
取
組
の

ソ
ー
シ
ャ
ル

ア
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
文
言
を
補

足
し

ま
し

た
。

25
7

自
治

体
 

 
 

2
74

2 
2

（
1
4
ペ
ー
ジ

囲
み
内
）
言
い
き
り
の
形

で
よ
い
の
か

。「
社

会
参

加
の

実
現

」
は

ゴ
ー

ル
と

し
て

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
た

だ
し

、「
社

会
参
加
」
の
方
法
が
人
に

よ
っ
て
異
な
る

の
で
、
そ
の
多
様
性
（

就
労

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、
他

者
と

の
交

流
な

ど
）
を

認
め

よ
う

、
と

し
て
は
ダ
メ
な
の
か
。
意
思
や
希

望
の
表
出
だ
け
で

な
く
、
実
際

に
動

き
出

す
と

こ
ろ

ま
で

伴
走

支
援

が
必

要
と

考
え

て
い

る
。
意

思
を

表
出
し
た
ら
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
は
し
て
い

く
か
ら
後
は
自

分
で

頑
張

れ
！

と
い

う
こ

と
に

な
る

の
だ

ろ
う

か
。
し

か
し

、
本

書
の

ご
意

見
の
と
お
り
、
支
援
者
が
べ
っ

た
り
し
す
ぎ

る
も
の
問
題
で

あ
り

、
あ

る
程

度
の

段
階

に
進

ん
だ

と
こ

ろ
で

、
本

人
と

相
談

し
て

戦
略

を
立

て
つ
つ
も
、
本
人

の
力
を
信
じ

、
一
人
で
や
ら
せ

て
み
る
こ
と

も
重

要
で

あ
る

と
考

え
る

。

25
8

自
治

体
 

 
 

2
74

2 
2

（
1
4
ペ
ー
ジ

囲
み
）
言
い
切

り
の
形
で
良
い
の

か
。
当
人
の
希

望
に

よ
っ

て
は

、
一

つ
の

ゴ
ー

ル
と

は
い

え
な

い
か

。
ま

た
、「

－
２

」
の
意
見
の
繰
り
返

し
に
な
る
が

、
断
定
的
に
い
う

の
で
あ
れ
ば

、
国

の
関

連
施

策
の

整
理

が
必

要
で

は
な

い
か

。

25
9

自
治

体
 

 
 

2
74

2 
2

（
四
つ
目
「
○
」
）「

家
族

」
部
分
は
不
要

で
は
な
い
か

。
本
人
が

決
め

る
こ

と
で

あ
り

、
こ

れ
を

読
ん

だ
家

族
が
「

家
族

が
自

ら
の

意
思

で
子
ど
も
の
生
き

方
を
決
め
て

よ
い
」
と
誤
解
す

る
人
も
い
る

と
思

わ
れ

る
。

26
0

自
治

体
 

 
 

2
74

2 
2

（
1
4
ペ
ー
ジ

最
後
の
「
○
」
、
1
5
ペ
ー
ジ
に
か
け
て

）
誰
の

こ
と

を
言

っ
て

い
る

の
か

。
こ

れ
は

支
援

者
の

役
割

で
は

な
く

、
国

や
自

治
体
、
地
域
の
責

務
で
は
な
い

か
。

「
声
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
な

い
人
や
、
周
囲
か
ら
見
る

と
支

援
が

必
要

と
思

わ
れ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

支
援

は
不

要
だ

と
い

う
人

も
含

め
、
地
域
住
民
や
周

り
の
人
た

ち
が
必
要
に
応
じ

て
見
守
る
こ

と
が

で
き

る
社

会
（

環
境

）
づ

く
り

に
も

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

取
組
を
自
治
体

が
主
導
し
て
地

域
で
進

め
る

こ
と

で
地

域
共

生
社

会
の

実
現

に
も

」
と

下
線

部
分

を
追

記
し

て
は
ど
う
か
。

26
1

自
治

体
 

 
 

2
74

2 
2

（
1
5
ペ
ー
ジ

一
つ
目
「
○
」
）「

解
消
」
す
る
こ
と
は
非
常

に
困

難
で

あ
り

、「
軽

減
」

だ
け

で
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

普
通

に
働

い
て

い
る
人
で
あ
っ
て

も
、
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
て
い

る
人
も
た
く

さ
ん

い
て

、
何

ら
か

の
方

法
で

そ
れ

に
と

ら
わ

れ
な

い
よ

う
、
意

識
を

別
に
向
け
る
よ
う
、
対
処
方
法

を
学
び
、
う
ま
く
付
き

合
っ
て
い

る
人

も
多

い
の

で
は

な
い

か
。
ひ

き
こ

も
り

地
域

支
援

セ
ン

タ
ー

の
相

談
に
も
、
過
去
の
ト

ラ
ウ
マ
に
苦

し
む
人
が
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し

た
状

況
に

あ
る

の
は

自
分

だ
け

で
な

い
こ

と
を

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
あ
る
人
に
伝
え
る

役
割
は
支
援

者
で
あ
る
か
と
思

う
が
、
対
処

法
に

つ
い

て
、
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
を

開
催

す
る

役
割

は
、
都

道
府

県
や

市
町

村
、
支
援
団
体
等

が
担
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

ま
た
、
「

具
体

的
な

取
組

を
行

う
こ

と
が

重
要
」

と
の

表
現
で

あ
る

と
、

具
体

的
な
支

援
リ

ソ
ー
ス

が
基

礎
自
治

体
に

あ
る
こ

と
か

ら
一

次
相
談
が
主
と
な

っ
て
い
る
県

機
関
に
と
っ
て
は
、
不
特
定
多

数
へ

の
啓

発
・
周

知
の

取
組

は
行

っ
て

い
る

も
の

の
、
相

談
者
（

当
事

者
）

個
人
の
社
会
環
境

を
変
容
さ
せ

る
働
き
か
け
ま
で

は
難
し
い
現

実
が

あ
る

。
・
支
援
者
個
人
も
「
地
域
社

会
（
メ
ゾ
・
マ
ク
ロ
）
に
対
し
て
「

ひ
き

こ
も

り
」
を

含
む

生
き

づ
ら

さ
等

の
解

消
に

向
け

た
様

々
な

働
き

か
け
や
具
体
的
な

取
組
」
を
行
う
こ
と
を

担
わ
せ
る
の
だ

ろ
う
か

。
こ

れ
は

、
前

述
の

と
お

り
、
国

や
自

治
体

、
地

域
が

ま
ず

行
う

必
要

が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
ぜ
ひ

、
そ
の
役
割
分
担

を
明
確
に
し

て
ほ

し
い

。
例
え
ば
、
国
、
都
道
府
県

、
市
区
町
村

、
民
間
組
織

、
地
域
組

織
等

と
の

連
携

に
よ

っ
て

、
全

体
で

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

視
点

の
社

会
変

革
を
実
現
す
る
と

い
っ
た
表
現

で
あ
れ
ば
、
様
々
な
支
援
者
が

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

了
解

で
き

る
と

考
え

る
。（

た
だ

、
1
6
ペ

ー
ジ

と
の



8
5
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I
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意
見

重
複
と
な
る
が

。）

26
2

自
治

体
 

 
 

2
74

2 
2

（
1
5
ペ
ー
ジ

一
つ
目
「
○
」
）
こ
の
場
合
、
具
体
的
な
取
組

に
つ

い
て

は
、

慎
重

（
正

確
）

な
表

現
と

す
る

こ
と

を
お

願
い

し
た

い
。」

の
意

見
の

具
体

例
と
し

て
、
「

ひ
き

こ
も

り
支

援
に
お

い
て

は
、
本

人
や

家
族
が

感
じ

て
い
る

社
会

に
お

け
る

生
き
づ

ら
さ

を
軽
減

・
解

消
す

る
こ

と
も

目
的
」

と
の

記
述
は

大
変

重
要
で

あ
る

も
の
の

、
「

具
体
的

な
取

組
を
行

う
こ

と
が

重
要

」
と

の
表
現

で
あ

る
と
、

具
体

的
な
支
援
リ
ソ
ー

ス
が
基
礎
自

治
体
に
あ
る
こ
と

か
ら
一
次
相

談
が

主
と

な
っ

て
い

る
県

機
関

に
と

っ
て

は
、
不

特
定

多
数

へ
の

啓
発
・

周
知
の
取
組
は
行

っ
て
い
る
も

の
の
、
相
談
者
（

当
事
者
）
個

人
の

社
会

環
境

を
変

容
さ

せ
る

働
き

か
け

ま
で

は
難

し
い

現
実

が
あ

る
。

例
え
ば
、
国
、
都
道
府
県

、
市
区
町
村

、
民
間
組
織

、
地
域
組

織
等

と
の

連
携

に
よ

っ
て

、
全

体
で

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

視
点

の
社

会
変

革
を
実
現
す
る
と

い
っ
た
表
現

で
あ
れ
ば
、
様
々
な
支
援
者
が

そ
れ

ぞ
れ

の
立

場
で

了
解

で
き

る
と

考
え

る
。（

た
だ

、
1
6
ペ

ー
ジ

と
の

重
複
と
な
る
が

。）

26
3

自
治

体
質
問

5
 

2
0
4

2 
1

第
２

章
の

（
１

）「
ひ

き
こ

も
り
支

援
の

対
象
者

の
考

え
方
」

で
、

こ
れ

ま
で

は
統
合

失
調

症
の
陽

性
症

状
、
陰

性
症

状
に
よ

る
ひ

き
こ

も
り
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
か
ら

す
る

と
、
そ

う
い

う
方

も
含

ま
れ

て
い

る
可

能
性

が
あ

り
ま

す
。
そ

の
よ

う
な
方
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法

は
、
少
し
異
な
る

よ
う
に
思
い

ま
す

が
、

い
か

が
で

し
ょ

う
。

26
4

自
治

体
質
問

5
 

2
4
3

2 
1

Ⅰ
．
ひ
き
こ
も
り

状
態
の
定
義

に
つ
い
て
：
ひ
き
こ
も
り

の
定

義
が

限
定

的
な

も
の

で
な

く
な

っ
た

た
め

、
範

囲
が

広
く

、
他

の
相

談
と

の
区
別
が
分
か
り

づ
ら
い
。
従
来
通
り
、
ひ
き
こ
も

り
状
態
の

定
義

は
「

非
精

神
病

性
の

現
象

」
を

追
記

し
た

方
が

良
い

の
で

は
な

い
か

。
こ
の
記
載
が
無
け

れ
ば
、
精
神
病
性
の
ひ

き
こ
も
り
状
態

を
見
落

と
し

か
ね

な
い

の
で

は
な

か
ろ

う
か

。
こ

の
こ

と
は

支
援

か
ら

精
神

疾
患
を
除
外
す
る
た

め
で
な
く
、

い
わ
ゆ
る

D
U
P
（
精
神
病
未
治

療
期

間
）

の
短

縮
や

支
援

の
方

向
性

を
考

え
る

た
め

に
必

要
と

考
え

る
。

26
5

自
治

体
質
問

6
 

1
7
 

2
 

1
P
.
13

 
(
1
)ひ

き
こ

も
り

対
象

者
の

考
え

方
に

つ
い

て
：

支
援

を
必

要
と

す
る
状

態
に

あ
る
と

記
載

し
つ

つ
、

支
援

を
求

め
て

い
る

場
合

だ
け
で
は
な
く

…
と
い
う
記
述

が
あ
り
、
わ
か
り

に
く
い
。
潜

在
的

な
ニ

ー
ズ

を
把

握
で

き
る

な
ら

苦
労

は
し

な
い

。

26
6

自
治

体
質
問

6
 

1
3
5

2 
1

P
1
3
の

1
1
行
目
（
○
の

3
つ
目
）

「
交

流
の

範
囲

や
内
容

、
そ

の
良
し

悪
し

は
、
支

援
者

が
判
断

で
き

る
も

の
で

は
な
く

…
」

の
文
言

に
つ

い
て
、
「

良
し

悪
し

」
と

い
う

表
現
が
強
い
印
象

が
あ
る
。
「
価
値
」
や

「
意
味
」
と
い

う
表
現

が
適

当
。

26
7

自
治

体
質
問

6
 

1
9
0

2 
1

1
3
ペ
ー
ジ

ひ
き
こ
も
り

支
援
に
つ
い
て

対
応
は
一
様
で
は

な
く
、
支
援
者
の
エ
ビ

デ
ン
ス
に
基
づ

い
た

創
造

力
（

生
活

の
背

景
、
ひ

き
こ

も
り

に
至

っ
た

経
緯

、
家

族
の

関
係

性
な
ど
）
が
必
須
で

あ
る
旨
を
追

加
い
た
だ
き
た
い

。

26
8

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

2 
1

・
P
1
3
□
囲
い
内

4
行
目

家
族
を
含
む

他
者
と
の
交
流

が
（
追

加
な

い
、

も
し

く
は

）
限

定
的

（
希

薄
）

な
状

態
に

あ
る

理
由

：
家

族
と
の
交
流
も
な

い
ひ
と
の
方

が
多
い

・
P
1
3

上
か
ら

２
つ

目
の
〇

下
２

行
生

活
上

の
困

難
に

つ
い

て
も

、
（

入
替

社
会

生
活

上
で

困
難

を
感

じ
て
い

る
場

合
や
、

家
庭

内
で

も
困
難
を
感
じ
て

い
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
）

理
由
：「

家
庭

内
の

み
で

困
難

を
感

じ
て

い
る

場
合

」
は

家
族

関
係

に
関

す
る

問
題

。
具

体
例
と
し
て
、
家

庭
内
別
居
状

態
の
妻
か
ら
、
会

社
か
ら
帰
宅

し
た

夫
が

部
屋

か
ら

出
て

こ
な

い
ひ

き
こ

も
り

と
の

相
談

が
あ

っ
た

が
、

夫
婦
関
係
の
修
復

に
は
対
応
し

な
か
っ
た
。

・
P
1
3
上
か
ら
５
つ
目
の
〇
上

２
行

削
除
。
理

由
：
４
つ
目

の
〇

に
あ

る
、

支
援

を
求

め
ら

れ
な

い
と

セ
ル

フ
ネ

グ
レ
ク
ト
は
状
態
差

が
大
き
い
。

・
P
1
3
上
か
ら
５
つ
目
の
〇
下

２
行

４
つ
目
の

〇
の
末
尾
へ

移
動

。
・
P
1
3「

支
援
対
象
者
」
と

P
1
4「

支
援
の
目
指

す
姿
」

支
援
の

目
指

す
姿

が
「

今
後

の
生

き
方

や
社

会
と

の
関

わ
り

方
な

ど
を

決
め

て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な

る
こ
と
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る

た
め

、
支

援
対

象
者

の
記

述
に

も
「（

P
1
3
の

四
角

囲
み

に
記

載
の

状
況

に
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項
意
見

よ
り
）
、
今
後
の
生
き

方
や
社
会
と
の
関

わ
り
方
が
見
つ

け
ら
れ

な
い

状
態

」
と

い
っ

た
記

述
が

必
要

で
は

。
・
P
1
3
下
か
ら

3
行
目
「
セ
ル
フ
ネ
グ
レ

ク
ト
」
の
記
載

「
自

ら
社

会
と

の
関

係
を

拒
絶

し
て

い
る

＝
セ

ル
フ

ネ
グ

レ
ク
ト
」
と
捉
え

か
ね
な
い
。

こ
こ
で
は
「
セ
ル

フ
ネ
グ
レ
ク

ト
」

と
い

う
表

現
は

せ
ず

、
P
4
5
で

緊
急

対
応

の
必

要
性
の
判
断
に
関

す
る
記
述
が

あ
る
た
め
、
そ
の

部
分
で
言
及

し
て

は
ど

う
か

。

26
9

自
治

体
質
問

6
 

2
1
6

2 
1

P
1
3
 
・

従
前
の
ひ
き

こ
も
り
は
、
本
人
の
状

態
や
そ
の
継
続

期
間
（

６
か

月
）
が

は
っ

き
り

さ
れ

て
い

た
の

に
対

し
て

、
新

し
い

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

で
は

そ
れ
ら

の
基

準
は
削

除
さ

れ
、
ハ

ン
ド

ブ
ッ
ク

の
ひ

き
こ

も
り

像
は
非

常
に

抽
象
的

な
印

象
を
受

け
ま

す
。
「

社
会

の
影

響
」「

生
き

づ
ら
さ

」
が

原
因

と
い

う
内

容
が
散

見
さ

れ
ま
す

が
、

イ
メ

ー
ジ

し
に
く

く
読

み
手
に

依
存

す
る
可

能
性

が
高
い

と
考

え
ま

す
。
エ
ビ
デ
ン
ス

で
補
強
さ
れ

た
理
由
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

27
0

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

2 
1

P
1
3
 
・
対
象
者
の
考
え
方

⇒
す
べ
て
当
て
は

ま
る
必
要
が

あ
る
の
か
、
一
つ
で
も
い

い
の
か

分
か

り
に

く
い

。
支

援
を

必
要

と
す

る
状

態
で

あ
れ

ば
ほ

か
の

項
目

が
当
て
は
ま
っ
て
い

な
く
て
も
、

福
祉
的
に
は
支
援

の
対
象
者
と

考
え

る
。

27
1

自
治

体
質
問

6
 

2
7
2

2 
1

P
1
3
:
ひ
き
こ
も
り
支
援
に

お
け
る
対
象
者

と
は
、
～
状
態
の
人

と
あ

る
が

、
支

援
対

象
と

し
て

の
定

義
で

あ
る

。
文

章
で

は
、
ひ

き
こ

も
り
状
態
に
あ
る
本

人
、
そ
の
家

族
と
記
載
が
あ
る

。
ひ
き
こ
も

り
状

態
と

は
、
社

会
的

に
孤

立
し

、
孤

独
を

感
じ

て
い

る
状

態
に

あ
る

人
や
、
様
々
な
生
き
づ

ら
さ
を
抱

え
て
い
る
状
態
の

人
と
読
み
取

っ
て

よ
い

の
か

、
分

か
り

づ
ら

い
と

思
い

ま
し

た
。
ひ

き
こ

も
り

状
態

と
は
ど
う
い
っ
た
状

態
か
明
記
し

て
い
た
だ
い
た
方

が
、
共
通
認

識
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

と
思

い
ま

し
た

。

27
2

自
治

体
質
問

6
 

1
6
0

2 
2

ひ
き

こ
も

り
支

援
の

目
指

す
姿

に
つ

い
て

（
P
1
4）

ひ
き

こ
も
り

状
態

の
当
事

者
に

と
っ
て

ゴ
ー

ル
は

多
様

な
も

の
で

、
一

律
で

は
な

い
こ
と
か
ら
、
社
会
参
加
の

実
現
や
就
労

を
支
援
の
ゴ
ー

ル
に

し
な

い
と

い
う

こ
と

は
理

解
し

て
い

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
、
支

援
の

目
指
す
と
こ
ろ
を
「
自
律
」
と
す
る
の
は
、
観
念
的
で

あ
り
、
何
を

目
指

し
て

支
援

を
進

め
る

べ
き

か
が

わ
か

り
に

く
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

自
ら
の
意
思
に
よ

り
、
生
き
方

や
社
会
と
の
関
わ

り
方
を
決
め

た
結

果
、
ひ

き
こ

も
る

こ
と

に
し

た
当

事
者

も
い

る
と

考
え

ら
れ

、
だ

と
す
れ
ば
「
自
律
」
と
い
う
の
は

、
目
指
す
ゴ
ー
ル

と
い
う
よ
り

、
支

援
の

プ
ロ

セ
ス

に
お

い
て

常
に

大
切

に
す

べ
き

こ
と

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
「

ひ
き

こ
も

り
状

態
の

解
消

に
向

け
た
支

援
を

行
う
」
（

P
1
8
）

以
上

、
た

だ
「
自

律
」

を
目

指
す

と
い
う

よ
り

、
当
事

者
自

ら
の
意
思
で
考
え

た
先
に
そ
れ

ぞ
れ
の
ゴ
ー
ル
が

あ
る
と
い
う

こ
と

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。

27
3

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

2 
2

・
P
1
4
〇
２
個
目
１
～
３

行
目
、
全
員
が
そ
う
い

う
状
態
な
わ

け
で

は
な

い
た

め
、『

家
族

や
支

援
者

に
「

就
労

」
を

求
め

ら
れ

て
も

、
そ

の
状
態
に
、
向
か

う
こ
と
が
容

易
で
は
な
い
者
が

多
い
』
く
ら

い
に

と
ど

め
て

は
ど

う
か

。
・
P
1
5「

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

」
に
関
す
る
記
述
に

つ
い
て
、
P
1
9
に

記
載

さ
れ

て
い

る
「

社
会

全
体

に
働

き
か

け
る

視
点

」
で

説
明

し
て

は
ど
う
か
。

27
4

自
治

体
質
問

6
 

2
2
4

2 
2

P
1
4
の
４
つ
目
の
〇
の
部
分
に

つ
い
て
、
こ
の
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク

の
根

幹
を

な
す

で
あ

ろ
う

目
指

す
べ

き
姿

に
つ

い
て
「

自
立

で
は

な
く

自
律
」
と
表
現
し
て
い

る
が
、
こ
の
天
の
解

説
が
少
な
い
の

で
は
な

い
か

。
自

律
を

支
援

す
る

と
い

う
こ

と
の

イ
メ

ー
ジ

が
わ

か
る

よ
う

に
よ
り
具
体
的
な
解

説
も
し
く
は

コ
ラ
ム
で
詳
説
や

事
例
を
示
す

な
ど

丁
寧

な
説

明
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。

27
5

自
治

体
質
問

6
 

2
3
0

2 
2

1
4
ペ
ー
ジ
に
、「

社
会
参
加

の
実
現
や
就

労
が
ゴ
ー
ル
で

は
な

く
自

律
を

目
指

す
」
と

い
う

こ
と

を
目

指
す

姿
と

し
て

記
載

さ
れ

て
い

る
の
が
よ
い
と
思
い

ま
す
。

27
6

自
治

体
質
問

6
 

2
4
0

2 
2

1
4
ペ
ー
ジ
，「

ひ
き
こ
も

り
支
援
に
お
い

て
目
指
す
べ
き

姿
は

～
中

略
～

（
自

立
で

は
な

く
自

律
）」

と
あ

る
が

，
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な
状
態
が
支
援

の
ゴ
ー
ル
に

な
る
の
か
。
行
政

と
し
て
長
期

間
関

わ
り

続
け

る
の

は
と

て
も

難
し

い
。

27
7

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

2 
2

P
1
4
 
・
一
文
が
長
い
、
地
域

共
生
社
会
の
説
明

を
入
れ
る
の

で
あ

れ
ば

、
区

切
っ

て
も

よ
い

か
。

※
以
下
の
文
書
で

「
」
部
分

が
追
記
し
た
も
の

。



8
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項
意
見

⇒
支

援
に

携
わ

る
私
た

ち
「

に
」
は

、
「
（

こ
ち
ら

を
先

に
）

個
別
の

支
援

に
取
り

組
む

こ
と
だ

け
で

は
な

く
」
、

ひ
き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
本
人
や
そ
の
家

族
が
置
か
れ

て
い
る
状
況
を
生

み
出
し
た
社

会
的

な
環

境
に

も
着

目
し

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
本

人
や

家
族

が
安

心
し
て
過
ご
せ
る

よ
う
、
声
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
な
い

人
も
含

め
、
地

域
住

民
や

周
り

の
人

た
ち

が
必

要
に

応
じ

て
見

守
る

こ
と

が
で

き
る
社
会
（
環
境
）
づ
く
り
に

も
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。
お

り
、
こ

う
し

た
取

組
を

進
め

る
こ

と
で

地
域

共
生

社
会
の
実
現
に
も

つ
な
が
り
っ

て
い
き
ま
す
。

27
8

自
治

体
質
問

6
 

2
5
9

2 
2

【
P
1
4
、
１
つ
目
の
○
、
１
行

目
】

・〈
現
〉
に
対

し
て
、
そ
の
状

態
の
解
消
を

→
〈
改
〉

に
対

し
て

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

の
解

消
を

【
P
1
4
、
２
つ
目
の
○
、
３
行

目
】

・〈
現
〉
支
援

者
か
ら
の
こ
の

よ
う
な
求
め
に
よ

り
、

→
〈
改

〉
支

援
者

が
就

労
に

よ
る

自
立

を
求

め
た

こ
と

に
よ

り
、

【
P
1
4
、
３
つ
目
の
○
、
２
行

目
】

・
〈

現
〉
求

め
て

い
た
支

援
や

、
そ

の
時

点
で

の
関
わ

り
方

等
も
明

ら
か

に
→

〈
改

〉
求
め

て
い

た
支

援
や

、
関
わ

り
方

等
も
明

ら
か

に ※
元
の
文
章
で
は

、『
そ
の
時

点
で
の
関
わ
り
方

』
が
指
す
意

味
が

分
か

り
か

ね
ま

し
た

。
【
P
1
4
、
４
つ
目
の
○
、
５
行

目
】

・
〈

現
〉
中

で
、

本
人
の

望
む

よ
う

な
未

来
を

具
体
的

に
提

示
し
、

選
択

し
や
す

い
情

報
を

→
〈

改
〉

中
で

、
考
え

う
る

将
来
像

を
具

体
的
に
提
示
し
、

選
択
し
や
す

い
よ
う
複
数
の
情

報
を

※
本
人
の
望
む
よ

う
な
未
来
、
と
い
う
表
現
で
支

援
者
の
提
案

を
伝

え
る

べ
き

で
は

な
い

。
ま

た
、
選

択
し

や
す

い
か

ど
う

か
も

本
人

次
第
の
た
め
、
情
報

が
複
数
あ
る

こ
と
で
選
択
の
可

能
性
を
広
げ

る
と

い
う

表
記

に
し

て
は

ど
う

か
。

27
9

自
治

体
質
問

6
 

2
5
9

2 
2

【
P
1
5
、
２
行
目
】

・〈
現
〉
に
応

じ
て
見
守
る
こ

と
が
で
き
る
社
会

→
〈
改
〉

に
応

じ
て

支
え

あ
う

こ
と

が
で

き
る

社
会

【
P
1
5
、
※
印
、
１
行
目
】

・〈
現
〉
エ
ン

パ
ワ
．
メ
ン
ト

→
〈
改
〉
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト

28
0

自
治

体
質
問

6
 

2
4
3

2 
4

Ⅰ
．
P
1
4：

ひ
き

こ
も
り

支
援

の
目

指
す

姿
に
つ

い
て
、
「

そ
の

人
ら
し

い
（

あ
る
い

は
、

自
分
ら

し
い
）
」

と
言

う
言

葉
を

加
え

、
そ

の
後
に
「
今
後
の
生

き
方
や
社
会

と
の
か
か
わ
り
方

を
決
め
て
い

く
・
・
・

」
と

し
た

方
が

、
就

職
な

ど
の

客
観

的
な

評
価

で
な

く
、
個

別
性
や
当
事
者
の
主

観
的
な
評
価

が
重
視
さ
れ
る
こ

と
が
支
援
者

に
伝

わ
り

や
す

い
と

思
う

。
精

神
科

領
域

に
お

い
て

は
、
近

年
、
当

事
者

の
主
観
的
な
回
復

を
重
視
す
る

パ
ー
ソ
ナ
ル
リ
カ

バ
リ
ー
の
概

念
が

普
及

し
つ

つ
あ

る
が

、
ひ

き
こ

も
り

支
援

に
お

い
て

も
、
そ

の
よ

う
な
も
の
が
あ
る
と

よ
り
支
援
の

目
指
す
姿
を
具
体

的
に
イ
メ
ー

ジ
し

や
す

い
。

2
8
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

6
1
 

2
p
1
3
、
p
1
4

ひ
き
こ
も
り
支
援

の
対
象
者
、
支
援
の
目
指

す
姿

に
つ

い
て

ひ
き

こ
も

り
支

援
の

対
象

者
（

定
義

）
、
ひ

き
こ

も
り

支
援

の
目
指
す
姿
（
目
標
）
を
定
め
た

こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な

こ
と

と
感

じ
た

。
支

援
に

取
り

組
む

に
あ

た
り

常
に

基
本

に
据

え
る

こ
と

な
の

で
、
素
案
概
要
の
資

料
で
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
文
章
だ
け

で
な

く
、
ど

こ
か

で
簡

潔
に

図
式

化
し

て
視

覚
的

に
示

せ
る

と
な

お
イ

ン
パ

ク
ト
が
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

2
8
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

2
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
に
対
し
て

支
援
者
が
上
か
ら

目
線
で
は
な

く
、

対
等

な
目

線
で

支
援

に
あ

た
る

記
述

を
入

れ
て

い
く

と
よ

い
で

す
。

28
3

自
治

体
質
問

5
 

2
0
5

2
第
２
章
は
一
つ
の

章
を
設
け
る

必
要
は
な
く
、
支

援
の
ポ
イ
ン

ト
を

語
っ

て
い

く
中

に
盛

り
込

ん
で

い
く

。

28
4

自
治

体
質
問

6
 

2
0
9

2
＜
第
２
章
：
ひ
き

こ
も
り
支
援

の
対
象
者
と
目
指

す
姿
＞
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ひ
き
こ
も
り
と
不

登
校
の
支
援

の
違
い
等
、
ひ
き

こ
も
り
相
談

の
枠

組
み

を
示

さ
れ

た
方

が
活

用
し

や
す

い
の

で
は

な
い
か
（
e
x
.
教
育
機
関
所
属
先

の
場
合
の
相
談
先

、
中
退
・
卒

業
を

見
据

え
て

の
相

談
の

場
合

の
つ

な
ぎ

方
等

）。

2
8
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

2
9
 

3
 

1
 

1
P
1
8「

支
援
観
」
と
は

…
？
言

葉
の
意
味
の
理
解

が
で
き
ま
せ

ん
で

し
た

。
「

支
援

さ
れ

る
べ

き
存

在
で

あ
る

と
い

う
支

援
観

を
持

つ
こ

と
が

重
要

」
と

い
う
文

が
あ

ま
り
し

っ
く

り
こ
な

か
っ

た
で
す

。
相

談
先

が
あ
る

こ
と

の
気

付
き

が
あ

る
こ
と

は
大

切
だ
と

思
い

ま
す

が
…
当
事
者
が
弱

い
も
の
と
感

じ
ま
す
。

「
当
事
者
に
支
援

観
を

も
た

せ
る

…
？

」
は

な
ん

と
な

く
押

し
付

け
の

よ
う

に
感

じ
ま

す
。

2
8
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

3 
1 

1
p
1
8「

常
識

や
一

般
的
な

価
値

観
に

と
ら

わ
れ
す

ぎ
な

い
」
「

社
会

規
範

な
ど

を
語
り

出
す

こ
と
～

な
ど

は
避
け

ね
ば

い
け
ま

せ
ん

」
→

「
～
に
と
ら
わ
れ

な
い
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
一
般
的
な

価
値

観
や

社
会

規
範

が
あ

る
こ

と
で

、
生

き
づ

ら
さ

を
生

じ
さ

せ
て

し
ま

っ
て
い
る
場
合
も

少
な
く
な
い

た
め
、
そ
れ
ら
規

範
等
を
批
判

的
に

捉
え

る
と

と
も

に
、
必

要
に

応
じ

て
そ

れ
ら

を
改

変
し

て
い

く
こ

と
も
求
め
ら
れ
て
き

ま
す
」
 
…
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
」
を
明

記
し

、
詳

述
す

る
以

上
、「

囚
わ

れ
な

い
」
と

い
う

だ
け

で
は

弱
く

、
当

事
者
の
権
利
と
い
う

観
点
か
ら
そ

れ
ら
規
範
を
批
判

的
に
吟
味
す

る
と

と
も

に
、
必

要
に

応
じ

て
そ

れ
ら

を
変

え
て

い
く

と
い

う
ス

タ
ン

ス
も

求
め
ら

れ
て

き
ま
す

。
（

よ
り

具
体

的
に
は

、
社

会
規
範

を
盾

に
本

人
を

追
い
詰

め
る

家
族
に

対
し

、
そ
の

規
範

を
ほ
ぐ

し
て

い
く

こ
と
で
、
家
族
・

本
人
と
も
楽

に
し
て
い
く
、
と

い
う
実
践
な

ど
）

2
8
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

3 
1 

1
p
1
8「

支
援

」
関

係
に
孕

む
権

力
性

と
社

会
形
成

主
体

と
い
う

側
面

→
（

一
例
）
「

支
援

／
被

支
援

」
の

関
係
に

孕
ま

れ
う
る

権
力

性
を

自
覚
し
た
上
で
、
支
援
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。「

支
援

」
と

い
う

ま
な

ざ
し

そ
の

も
の

を
嫌

う
当

事
者

も
い

ま
す

が
、「

上
か

ら
目
線
」
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
り

、
型
に
は
ま
っ
た

支
援
を
押
し

付
け

て
く

る
パ

タ
ー

ナ
リ

ズ
ム

に
陥

ら
な

い
よ

う
な

姿
勢

が
求

め
ら

れ
て

き
ま
す
。
 
…
「
支
援
観
」
を
列
記
す
る
際

に
は
、「

支
援
」
に
孕

ま
れ

う
る

権
力

構
造

に
も

自
覚

的
で

あ
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

き
ま

す
。

2
8
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

3 
1 

1
p
1
9「

社
会
に
働

き
か
け

る
視
点
」

→
（

一
例

）「
当

人
自

身
が
社

会
の

形
成
主

体
で

あ
る
こ

と
を

踏
ま

え
、

当
事
者

と
と

も
に
社

会
を

よ
り
良
い
環
境
に

し
て
い
く
と

い
う
姿
勢
が
求
め

ら
れ
て
き
ま

す
。」

 
…

当
事

者
自

身
も

社
会

の
一

員
で

あ
り

、
社

会
を

つ
く

っ
て

い
く

主
体
だ
と
い
う
こ

と
の
確
認
と

、
そ
れ
を
支
え
る

支
援
者
と
い

う
構

図
の

明
記

。

2
8
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

3 
1 

1
p
1
9
追
記

→
（
一
例
）「

現
状

の
変
化
」
や
「
結
果
」
に
追
い

立
て

て
し

ま
う

状
態

は
、

一
見

「
改

善
」

し
た

よ
う

に
見

え
て

も
、

本
質

的
な
部
分
は
解
消

さ
れ
な
い
ま

ま
、
場
合
に
よ
っ
て

は
よ
り
深

刻
な

ダ
メ

ー
ジ

を
追

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

生
じ

ま
す

。
と

り
わ

け
、
社

会
的
な
孤
立
状
態
で

孤
軍
奮
闘
し

て
き
た
当
事
者
・
家
族
に
と
っ

て
は

、
表

面
的

な
「

解
決

」
と

い
う

だ
け

で
な

く
、「

傍
ら

に
居

続
け

る
」

と
い

う
こ

と
自

体
が
重

要
な

支
援
に

も
な

る
の
だ

と
い

う
こ
と

を
、

き
ち

ん
と

自
覚
し

て
お

く
必
要

が
あ

り
ま
す

。
 …

社
会

や
組

織
か

ら
求
め
ら
れ
る
「
成
果
」
に
追
い
立
て
ら

れ
な
い
よ
う
、
防
波
堤

の
役

目
を

果
た

す
こ

と
も

、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

に
求

め
ら

れ
て

く
る
大
事
な
使
命
で

す
。

2
9
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
4

3 
1 

1
1
7
ペ
ー
ジ
～
1
9
ペ
ー
ジ

非
常

に
良
い
内
容
だ
と

思
い
ま
す
が

、「
支

援
者

自
身

の
『

支
援

観
・

福
祉

観
』

や
『

常
識

』
に

と
ら

わ
れ

な
い
で
、
ケ
ー
ス
ご

と
に
本
人
に

と
っ
て
最
善
の
支

援
と
は
何
か

を
考

え
る

」
こ

と
を

明
記

す
る

と
よ

り
趣

旨
が

わ
か

り
や

す
く

な
る

と
思

い
ま
す
。

2
9
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
8

3 
1 

1
p
1
7「
〈
支
援
を
行
う

前
提
と
な

る
・
・
・
〉
人
と
し
て
尊

厳
が
あ

る
・
・
・

」
の

２
つ

目
の

◯
で

は
、

理
念

的
・

一
般

的
に

求
め

ら
れ

る
「
人
間
観
」
と
、
対
象
者
に
つ

い
て
の
経
験
的
・
個
別
的
に
得

ら
れ

る
「

人
間

観
」
が

混
在

し
て

議
論

の
構

図
が

分
か

り
く

く
な

っ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
３
つ
目
の
◯
の
文

章
も
含
め
ま
す

と
、
理

念
的
・
一

般
的

に
求

め
ら

れ
る
「

人
間

観
」
と

、
最

大
公

約
数

的
な
「

ひ
き
こ
も
り
」
像
に
つ
い
て

の
認
識
が
ま
ず

あ
り
、
そ
れ
ら
を
前

提
に

し
て

経
験

的
・
個

別
的

な
理

解
が

可
能

に
あ

る
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
。

実
際

に
は

、
「

人
間

観
」

や
一

定
の

「
ひ

き
こ

も
り
」

像
を

把
持
し

て
い

て
も
、

個
別

的
な
理

解
に

至
れ

な
い

と
い
う

状
況

も
考
え

ま
す

と
、
す
べ
て
を
「

人
間
観
」
で

括
っ
て
し
ま
う
こ

と
は
支
援
者

を
精

神
（

論
）

的
に

追
い

詰
め

る
こ

と
に

な
る

こ
と

も
危

惧
し

ま
す

。

29
2

当
事

者
・

Q
4
 

1
2
6

3 
1 

1
【
P
1
9
】

バ
イ
ス
テ
ィ

ッ
ク
の
「
ケ
ー
ス
ワ
ー

ク
７
つ
の
原
則

」
を

記
載

し
て

も
良

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

特
に
「

非
審

判
的

態
度

」「
個



8
9

番
号
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分
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問

I
D

章
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項
意
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家
族

等
別
化
」
は
、
ひ
き
こ
も
り
支

援
に
は
欠
か

せ
な
い
観
点
で

す
。
ひ

き
こ

も
り

を
好

ま
し

く
な

い
状

態
像

と
い

う
価

値
観

を
持

っ
て

い
る

と
、

必
ず
審
判
的
な
態

度
が
表
出
し

て
、
外
に
出
さ
せ

た
り
、
働
か

せ
た

り
す

る
よ

う
な

関
り

方
に

な
る

こ
と

が
少

な
く

な
い

で
す

。

2
9
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

3 
1 

1
個
人
の
問
題
の
よ

う
に
受
け
取

れ
る
表
現
。
あ
ら

ゆ
る
社
会
課

題
（

序
列

社
会

、
縦

社
会

、
同

調
圧

力
、

声
を

出
せ

な
く

さ
せ

る
社

会
）

の
中
で
人
権
侵
害

や
排
除
、
差

別
な
ど
に
よ
っ
て

傷
つ
け
ら
れ

て
き

た
結

果
、

2
9
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

3 
1 

1
自
分
の
命
や
尊
厳

を
守
る
た
め

に
避
難
し
て
い
る

状
態

2
9
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

3 
1 

1
抽
象
的
。
た
だ
言
葉
を
当

て
は
め
た
だ
け

の
印
象
。
１
７
Ｐ
と

同
様

、
あ

ら
ゆ

る
社

会
課

題
の

中
で

人
権

侵
害

や
排

除
、
差

別
な

ど
に

よ
っ
て
傷
つ
け
ら
れ

て
き
た
結
果

、

2
9
6

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

3 
1 

1
抽
象
的

2
9
7

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

3 
1 

1
で

き
な
け

れ
ば

い
け
な

い
の

か
？
常

識
と

は
何
か

？
「

で
き
な

く
て

も
い

い
」
「

他
人
と

違
っ

て
も

い
い

」
と

い
う
視

点
が

、
支
援

者
に

は
求
め
ら
れ
て
い

る
。「

正
論
と
か
、
み
ん
な
で

き
て
い
る
の

に
と

か
言

わ
な

い
」（

正
論

を
言

う
と

、
否

定
と

受
け

止
め

ら
れ

て
話

が
で

き
な
く
な
る
）

2
9
8

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

3 
1 

1
P
1
8

ひ
と
つ
め
の
〇

ひ
き
こ

も
り
状
態
と
な
る

理
由
や
背
景

は
、

今
の

社
会

の
中

で
生

き
て

い
く

こ
と

の
つ

ら
さ

「
生

き
づ

ら
さ

」
、

及
び
、
社
会
か
ら

理
解
さ
れ
な

い
傷
つ
き
を
重
ね

た
結
果
で
あ

る
と

い
う

こ
と

＜
理
由
＞

「
生

き
づ

ら
さ

」
と
い

う
状

態
を
補

足
す

る
と
と

も
に
、
「

生
き

づ
ら
さ

」
そ

の
も
の

を
理

解
さ
れ

な
い

傷
つ
き

を
重

ね
た
結

果
で

あ
る

こ
と

を
説

明
す

る
必
要

が
あ

る
と
思

い
ま

し
た
。
（

支
援

と
は

、
ま

ず
理

解
し
よ

う
と

す
る
姿

勢
で

あ
る

と
い

う
こ
と

を
知

っ
て
も

ら
う

こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
い
ま

し
た
）

2
9
9

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

3 
1 

1
P
1
8 

３
つ

め
の

〇
社

会
一

般
で

考
え

ら
れ

て
い

る
常

識
や

規
範

に
基

づ
く

行
動

を
と

る
こ

と
に

困
難

を
抱

え
、

そ
れ

が
で

き
な

い
自

分
に
葛
藤
し
、
悩

み
、
苦
し
ん

で
い
る
場
合
が
少

な
く
あ
り
ま

せ
ん

。
＜
理
由
＞

で
き
て
い
な
い
と

す
る
と
、
自
己
責
任
の

色
合
い
が
強
く

な
る
と

感
じ

ま
し

た
。
努

力
し

て
も

、
う

ま
く

い
か

な
い

困
難

な
状

態
が

あ
る

こ
と
、
そ
ん
な
自

分
を
責
め
て

葛
藤
し
て
い
る
こ

と
を
伝
え
ら

れ
れ

ば
と

思
い

ま
し

た
。

3
0
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

3 
1 

1
P
1
8
 
５
つ
め
の
〇

ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る
人

は
、
自
分
自

身
を
「

社
会

に
迷

惑
を

か
け

る
」、
「

生
き

て
い

る
価

値
が

な
い

」
と

考
え

て
い
る
人
も
少
な

く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
こ
の
社
会
に
生

き
る

価
値

の
な

い
人

な
ど

は
存

在
し

な
い

こ
と

、
誰

に
も

起
こ

り
う

る
こ

と
で
あ
り
、
人
と
人
と
の
関

わ
り
を
通
し

て
生
き
続
け
て

い
く
た

め
の

互
い

に
支

え
合

え
る

存
在

で
あ

る
と

い
う
「

支
援

観
」
を

も
つ

こ
と
が
重
要
で
す
。

＜
理
由
＞

必
要

な
い

、
不

必
要
と

い
う

言
葉
が

、
か

な
り
強

い
言

葉
の
た

め
、

言
い

換
え

ま
し
た

。
「

支
援

さ
れ
る

べ
き

」
と
い

う
表

現
は
、

一
方

的
な
意
味
合
い
が

感
じ
ら
れ
た

た
め
、
「
共
生
社
会
」

の
理
念
で

あ
る

、
支

え
、

支
え

ら
れ

る
存

在
と

し
て

表
現

し
て

み
ま

し
た

。

30
1

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

1
”
さ
ら
に

”
以
降

は
誰
の
価
値

や
倫
理
か
を
明
確

に
し
て
い
た

だ
き

た
い

。

30
2

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

1
当
事
者
に
係
る
人

間
観
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
か

？

30
3

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

1
何
が
「
誰
に
も
起

こ
り
う
る
事

」
か
、
具
体
的
に

記
入
頂
き
た

い
。

30
4

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

1
対
話
や
協
議
と
し

た
理
由
は
何

で
す
か
？
対
話
と

協
議
の
違
い

を
筆

者
は

ど
う

と
ら

え
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か

？
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3
0
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
0
2

3 
1 

2
2
0
ペ
ー
ジ
に
基
本
的
人
権

の
前
提
を
あ
げ

て
い
て
、
と
て
も
良

い
と

思
い

ま
す

。
福

祉
観

も
入

れ
て

、
ウ

ェ
ル

フ
ェ

ア
か

ら
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン
グ
「
よ
り
積

極
的
に
人
権

を
尊
重
し
、
自
己

実
現
を
保
障

す
る

」
こ

と
も

組
み

込
ま

れ
る

の
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

？

3
0
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

8
2
 

3
 

1
 

2
p
2
0
 
大
事
な
倫
理
観
・
価
値
観

な
の
で
大
き
く
。

(
憲
法
の
明

文
を

書
く

)
支

援
員

と
保

護
者

、
当

事
者

で
倫

理
観

・
価

値
観

を
共

有
す

る
(
読
み
合
わ

せ
る
)
こ
と

の
必
要
性
を
書

く
こ
と
が
大
事

3
0
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
8

3 
1 

2
p
2
0
の
上
か
ら
２
つ
目
の
◯
部

分
で
は
、「
「
人
と
し

て
尊
厳
の

あ
る

存
在

」
と

認
め

、
そ

う
な

ら
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
背

景
を

理
解

し
て

い
れ
ば
」
と
あ
り
ま

す
が
、
後
者
に
つ
い

て
は
、
と
く
に
対

象
者

に
つ

い
て

の
情

報
把

握
や

理
解

が
進

ん
で

い
な

い
状

況
で

も
相

談
者

に
対
峙
す
る
こ
と
も

多
い
以
上
、
そ
う
し
た
「
背
景
の
理
解

」
が
な

く
と

も
、
家

族
を

責
め

る
と

い
っ

た
不

適
切

な
対

応
が

な
さ

れ
る

こ
と

が
な
い
よ
う
に
指

示
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

30
8

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

2
「
指
摘
す
る
」
は

「
責
め
る
」

に
含
ま
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？

30
9

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

2
”
ひ
き
こ
も
り
状

態
”
で
な
く

”
カ
ッ
コ
つ
き
の

ひ
き
こ
も
り

”
と

表
記

し
た

意
図

は
な

ぜ
で

し
ょ

う
か

？

31
0

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

2
人
に
よ
っ
て
は
ゴ

ー
ル
に
な
り

う
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か

？
「

就
職

す
る

こ
と

の
み

が
ゴ

ー
ル

で
あ

る
」
で

は
ど

う
で

す
か

？
就

職
し
た
ら
終
結
と
い

う
考
え
方
を

否
定
し
た
い
の
で

あ
れ
ば
、
加

筆
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

31
1

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

2
こ
の
段
落
の
意
味

が
う
ま
く
読

み
取
れ
ま
せ
ん

31
2

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

2
行
動
は
倫
理
な
の

で
し
ょ
う
か

。
行
動
と
は
＝
具

体
的
指
針
な

の
で

し
ょ

う
か

。

31
3

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

2
前
提
と
な
る
行
動

（
倫
理
）
が

説
明
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
の

前
提

と
は

ど
の

前
提

な
の

か
で

し
ょ

う
か

。

31
4

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
1 

2
な
ぜ
疑
問
形
な
の

で
し
ょ
う
か

。「
近
づ
く
こ

と
が
で
き
ま
す

。
」

と
し

な
か

っ
た

理
由

は
何

故
で

し
ょ

う
か

。

31
5

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
1 

2
P
2
0
の
二
つ
目
「
〇
」
、
三
つ
目

「
〇
」
で
文
末
に

「
な
ら
な

い
は

ず
で

す
」

と
あ

る
。

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
上

で
「
な
ら
な

い
は
ず
で
す
」
と

い
っ
た
断
定

的
な

表
現

を
用

い
る

の
に

少
し

違
和

感
を

感
じ

た
。

P
2
1
の
よ
う
に
「
～
と
い
う
視

点
が
重
要
と
な
り

ま
す
」
「
～

が
重

要
で

す
」

と
い

っ
た

導
き

方
の

方
が

適
し

て
い

る
。

31
6

自
治

体
質
問

5
 

5
5
 

3
 

1
支
援
を
す
る
上
で
、
何
を
大
切

に
す
る
べ
き
か
の

基
軸
と
な
る

大
切

な
よ

り
処

を
理

解
し

た
い

。
ま

た
、
振

り
替

え
て

確
認

が
で

き
る

よ
う
に

P
1
6
～
の
説
明
に
あ
る
。

支
援
を
行
う
前
提

と
な
る
行
動

（
倫

理
）

に
つ

い
て

、
詳

し
く

記
載

し
て

欲
し

い
。

31
7

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
1

（
1
6
～
2
0
ペ
ー
ジ
）「

価
値
」
と
「
倫
理
」
が
非
常
に
わ

か
り
づ

ら
い

。
特

に
「

倫
理

」
に

つ
い

て
は

、
理

解
す

る
の

が
困

難
で

あ
っ

た
。

図
に
は
「
倫
理
」
は
「
何
を
守
る
の
か
。
何
を
約

束
す
る
の
か

」
と

あ
る

が
、
P
2
0
の

説
明

か
ら

は
そ

れ
ら

を
読

み
取

る
こ

と
が

で
き

な
か
っ
た
。
も
っ
と

端
的
に
わ
か

り
や
す
く
記
載
し

て
ほ
し
い
。

第
３
章
は
、
価
値
や
倫
理

と
は
な
に
か
に

つ
い
て
説
明
す

る
の
に

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

あ
り

す
ぎ

て
か

え
っ

て
理

解
し

づ
ら

い
。
端

的
に

ま
と

め
て
、
む
し
ろ
支

援
者
と
し
て

求
め
ら
れ
る
姿
と

留
意
点
に
注

意
を

向
け

る
ほ

う
が

い
い

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

P
2
0
下
部
の
囲
み
の
支
援
の
ポ

イ
ン
ト
の
例
示
が

あ
る
が
、
こ

れ
は
「

価
値

」
に

つ
い

て
の

例
示

で
あ

る
と

感
じ

た
。「

倫
理

」
の

考
え

方
の
例
示
と
す
れ
ば

も
う
少
し
理

解
を
深
め
ら
れ
る

の
で
は
な
い

だ
ろ

う
か

。
「
倫
理
」
P
2
0
の
二
つ
目
「
○
」
で
は
、
相
談
に
来

た
家
族
に

対
し

て
こ

れ
ま

で
の

家
族

の
関

わ
り

を
責

め
る

と
い

っ
た

心
無

い
対

応
や

」
と
あ
る
が
、
家
族
の
関
わ

り
が
明
ら
か
に

誤
っ
た
関
わ
り

方
で

あ
っ

た
場

合
、
家

族
が

そ
の

こ
と

に
気

づ
き

を
得

ら
れ

る
よ

う
に

支
援

者
は
関
わ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は

な
い
か
。
「
相
手
を
責

め
ず
、

し
か

し
、

気
づ

き
を

与
え

る
よ

う
な

関
わ

り
方

」
が

必
要

だ
と

思
っ

た
。

3
1
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

3 
2

p
2
1「

苦
し

ん
で

い
る
当

事
者

」
と

し
て

の
家
族

把
握

（
４
つ

目
の

前
に

追
記

）
→

（
一

例
）
「

子
ど
も

の
た

め
に
」

と
思

い
奔
走

し
、

本
人
に
ど
う
接
し

た
ら
い
い
か

迷
い
苦
し
ん
で
い

る
家
族
に
対

し
、「

当
事

者
の

家
族

」
と

捉
え

る
の

み
で

な
く

、「
子

ど
も

が
ひ

き
こ

も
り
状
態
に
な
り
苦

し
ん
で
い
る

当
事
者
」
と
捉
え
、
そ
の
悩
み

や
不

安
に

寄
り

添
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
き

ま
す

。
ひ

き
こ

も
り

当
事
者
の
最
も
身

近
な
存
在
と

し
て
、
逃
れ
ら
れ

な
い
「
支
援

者
役

割
」
を

過
剰

に
背

負
い

苦
し

ん
で

い
る

家
族

の
重

荷
を

和
ら

げ
、
支
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え
て

い
く

こ
と

は
、
そ

れ
自

体
、
ひ

き
こ

も
り
支

援
の

重
要
な

課
題

と
な

り
ま

す
。
 
…

「
協

働
の

支
援

者
と
し

て
」

と
い
う

側
面

（
４

つ
め
）
は
大
事
で
す
が

、
そ
の
規
範
が
強

す
ぎ
る
た
め
に

、
無

理
し

す
ぎ

て
苦

し
ん

で
い

る
家

族
も

少
な

く
な

い
た

め
、
そ

の
前

に
「

苦
し
ん
で
い
る
当
事

者
と
し
て
家

族
の
声
を
聴
き
と

る
こ
と
」
を

添
え

て
お

い
た

方
が

い
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

3
1
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
8

3 
2

p
2
1
の
最
後
の
◯
部
分
で
は
、
家
族
の
本

人
に
対
す
る
理

解
を

促
し

、
家

族
を

「
協

働
の

支
援

者
」

に
す

る
と

い
う

姿
勢

（
そ

し
て

方
法

論
）
が
説
か
れ
て
い

ま
す
。
基
本
的
に
異

論
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
支

援
者

が
か

な
り

の
程

度
ご

本
人

に
つ

い
て

理
解

で
き

て
い

る
こ

と
を

前
提
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
そ
し
て
ご
本

人
を
理
解
し
よ

う
と
す

る
／

理
解

で
き

る
だ

け
の

家
族

の
「

力
」
も

ま
た

前
提

に
さ

れ
て

い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
支
援
者
で
あ
っ
て

も
ご
本
人
に

つ
い

て
な

か
な

か
ア

プ
ロ

ー
チ

で
き

ず
、
あ

ま
り

理
解

が
で

き
て

い
な

い
と
い
う
こ
と
も
多

々
あ
り
、
ま
た
と
く
に

高
齢
の
親
御
さ

ん
に

は
そ

う
し

た
「

力
」
を

求
め

ら
れ

な
い

こ
と

も
多

い
で

す
。
こ

う
し

た
よ

り
困
難
な
状
況
も

あ
る
こ
と
を

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と

し
て
も
踏
ま

え
て

い
る

こ
と

は
伝

え
る

べ
き

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

3
2
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

3 
2

P
2
1
 
表
題
と
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
に
つ
い
て

（
２
）
支
援
者
と

し
て
求
め
ら

れ
る
姿
～
相
談
者

（
本
人
家
族

）
と

の
関

係
づ

く
り

～
＜
理
由
＞

囲
み
文
字
や
、
ペ
ー
ジ
の
各

段
落
の
内
容

を
読
む
と
、
具
体
的

に
は

、
相

談
に

い
ら

し
た

方
と

の
関

係
づ

く
り

に
つ

い
て

述
べ

ら
れ

て
い

る
た

め
、

具
体

的
に
表

題
に

も
加
え

た
ら

ど
う
か

と
思

い
ま
し

た
。

も
し

く
は

、「
〇

」
の

段
落
の

前
に

サ
ブ
タ

イ
ト

ル
を
つ

け
る

と
、

読
み
や
す
く
な
る

と
思
い
ま
し

た
。

3
2
1

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

3 
2

P
2
1
 
４
つ
め
の
「
〇
」
の

前
に
つ
け
る
サ

ブ
タ
イ
ト
ル
に

つ
い

て
４
つ
め
の
「
〇
」

の
前
に
、
家

族
か
ら
の
相
談
に

つ
い
て

な
ど

の
サ

ブ
タ

イ
ト

ル
を

入
れ

る
の

は
ど

う
で

し
ょ

う
か

？
ま

た
、
P
2
5
 
の

最
終
段
落
と
、

P
2
6
 
の
家
族
支
援
の
重
要

性
の
図
に
つ
い

て
も
、

同
じ

ペ
ー

ジ
に

ま
と

め
る

と
理

解
し

や
す

く
な

る
か

と
思

い
ま

し
た

。

3
2
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

3 
2

P
2
1
 
４
つ
め
の
「
〇
」

ひ
き

こ
も

り
状

態
に
あ

る
本

人
は
相

談
に

出
向
く

こ
と

が
難
し

い
事

が
多

く
、

相
談
に

来
る

の
は
、

本
人

よ
り
も

家
族

が
来

る
こ

と
が

多
い

で
す

。
し

か
し
、

家
族

が
求
め

る
支

援
は
、
「

ひ
き

こ
も

り
状

態
を

す
ぐ
に

解
決

し
て
ほ

し
い
」
、
「

就
労
し

自
立

し
て

ほ
し
い

」
な

ど
と
い
っ
た
目
の

前
の
状
態
の

改
善
を
求
め
る
こ

と
が
多
く
な

る
で

し
ょ

う
。

＜
理
由
＞

家
族
に
は
、
子
ど
も
と
ど

う
か
か
わ
っ
た

ら
い
い
か
、
話
し
て

く
れ

な
い

、
顔

を
見

ら
れ

な
い

な
ど

、
日

々
の

生
活

や
関

係
性

を
悩

ん
で

い
る
人
も
い
ま
す

。「
改
善
を

求
め
る
も
の
で
す

」
と
断
定
し

な
い

方
が

い
い

か
と

思
い

ま
し

た
。

3
2
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

3 
2

P
2
1
 
４
つ
め
の
「
〇
」
４

行
目

支
援
は
、
家
族
の

状
態
に
応
じ

て
、
時
間
を
か
け

て
伴
走
す
る

こ
と

が
必

要
な

場
合

も
あ

り
ま

す
＜
理
由
＞

親
子
関
係
が
こ
じ

れ
て
い
て
、
支
援
が
長
期
に
渡

る
場
合
も
あ

り
ま

す
し

、
家

族
関

係
が

比
較

的
良

く
、
家

族
の

理
解

や
か

か
わ

り
が

進
ん
で
、
長
期
に
な

ら
ず
に
本
人

が
自
ら
動
き
出
す

場
合
も
あ
り

ま
す

。

32
4

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
2

理
解
す
る
と
い
う

言
葉
が
重
複

し
て
い
ま
す
。

32
5

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
2

（
2
1
ペ
ー
ジ

最
後
の
「

○
」
）
家
族
へ
の
支
援

に
お
い
て
、

家
族

が
抱

く
大

き
な

焦
燥

感
や

混
乱

な
ど

の
急

性
期

を
過

ぎ
、

比
較

的
、

精
神
的
に
安
定
し

た
時
期
に
達

し
た
場
合
、
相
談
の
ほ
か
に

も
、
家

族
が

思
い

を
吐

き
出

す
場

と
し

て
、
同

じ
よ

う
な

経
験

を
し

た
方

た
ち
の
集
ま
る
家
族

会
に
つ
い
て

掲
載
し
て
は
ど
う

か
。

32
6

当
事

者
・

Q
4
 

1
3
 

3
 

3
2
3
p
 
内
容
は
問
題
な
い
が
、
ど
う
し
て
も

ひ
き
こ
も
り
支

援
や
関

係
者

か
ら
「

発
達

障
害

が
あ

る
の

で
は

？
」
と

い
う

言
葉

が
非

常
に

出
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項
意
見

家
族

等
や
す
く
、
本
来
の
疾

患
を
超
え

て
、
当
事
者
と
そ
れ

以
外
を
＜

分
断

＞
す

る
言

葉
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
と

感
じ

る
の

で
、
そ

こ
に

注
意
を
促
し
て
欲
し

い
。

3
2
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

3 
3

2
2

ペ
ー
ジ

で
は

「
支

援
者

本
位
の

ペ
ー

ス
に
な

っ
て

い
な
い

か
」

と
い

う
記

述
が

あ
る

と
よ

り
メ

ッ
セ

ー
ジ
が

伝
わ

り
や
す

い
よ

う
に

感
じ
ま
し
た
。

3
2
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
4

3 
3

2
3
ペ
ー
ジ
（
発
達
障
害
へ
の

理
解
の
必
要

性
に
つ
い
て
記

載
予
定

）
と

あ
り

ま
す

が
、
具

体
的

な
記

載
内

容
の

作
成
・
編

集
に

あ
た

っ
て

は
医
師
に
よ
る
医

学
的
説
明
だ

け
で
は
な
く
、
複
数
の
発
達

障
害

の
当

事
者
（

で
き

れ
ば

発
達

障
害

に
よ

る
ひ

き
こ

も
り

経
験

者
）
の

参
画
が
必
要
と
考
え

ま
す
。
複
数

の
発
達
障
害
の
当

事
者
階
に
コ

ン
タ

ク
ト

す
れ

ば
協

力
者

の
獲

得
は

難
し

く
な

い
と

考
え

ま
す

。

3
2
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
8

3 
3

p
2
3
で
、
精
神
疾
患
や
発
達
障

害
に
つ
い
て
の
知

識
も
必
須
と

あ
り

ま
す

が
、

今
回

の
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
は

、
そ

う
し

た
精

神
医

療
的

な
視

点
か

ら
一

定
の

距
離
を

置
い

て
、
な

に
よ

り
当
事

者
と

繋
が
り

、
「

理
解
」

で
き

る
よ
う

に
な

る
た

め
の

「
態

度
」
を

支
援

者
が
身

に
つ

け
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
よ
う

に
読
め
ま
し
た

。
そ
れ
は
と
て

も
大

切
な

こ
と

だ
と

思
い

ま
す

。
し

か
し

、
全

体
と

し
て

、
一

定
の
「

態
度
」
を
も
っ
て

し
て
も
「
理
解

」
に
至
る
こ
と

が
困
難
で
あ
る

こ
と

、
そ

も
そ

も
「

理
解

」
の

正
誤

に
つ

い
て

容
易

に
確

認
も

で
き

な
い

こ
と
に
つ
い
て
議

論
が
な
く
、
こ
う
し
た
困
難
な

状
況
に
お
い

て
支

援
者

が
一

定
の
「

態
度

」
を

維
持

し
関

わ
り

続
け

ら
れ

る
た

め
の

方
法

論
や

、
そ

う
し

た
理

解
に

至
る

た
め

の
ア

プ
ロ

ー
チ

に
関

わ
る

方
法

論
に

つ
い

て
の

議
論

が
手

薄
に

な
っ

て
い

る
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
。
た
と
え
ば
、
近
藤
直
司
先

生
の

2
0
1
7
年
や

2
0
1
9
年
の
ご
著

書
で

は
、
そ

う
し

た
部

分
に

つ
い

て
も

言
及

さ
れ

て
い

ま
し

た
。
方

法
論
的
な
知
識
が
あ

ま
り
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
的
に
な
る

と
弊
害
も
あ

り
ま

す
が

、
そ

う
し

た
知

識
が

あ
ま

り
提

供
さ

れ
な

い
ま

ま
に

、
一

定
の

価
値
や
倫
理
を
備

え
た
「
態
度

」
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
も
っ

ぱ
ら

求
め

ら
れ

る
こ

と
に

な
り

ま
す

と
、
現

場
の

支
援

者
に

と
っ

て
は

い
さ
さ
か
強
迫
的
に

感
じ
ら
れ
、

か
え
っ
て
「
ひ
き

こ
も
り
」
事

案
を

忌
避

さ
せ

る
こ

と
に

も
な

ら
な

い
か

危
惧

し
ま

し
た

。

3
3
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
2

3 
3

2
3
ペ
ー
ジ
掲
載
の
、
ど
こ
か
ら

来
て
い
る
生
き
辛

さ
か
と
い
う

背
景

に
医

療
面
・
発

達
神

経
症

の
理

解
に

つ
い

て
は
（

偏
見

に
繋

が
ら

な
い
よ
う
に
と
い
う

意
図
も
考
慮

し
た
上
で
あ
っ
て

も
)
分
か
り

や
す

く
明

確
に

記
載

し
た

方
が

い
い

と
思

う
。

3
3
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
6

3 
3

【
P
2
2
】

支
援
者

が
関

わ
る
こ

と
の

メ
リ

ッ
ト

も
記
載

が
あ

る
と
良

い
の

で
は
な

い
で

し
ょ
う

か
？

（
例

）
支
援

者
は

本
人

や
家

族
の

声
を
客
観
的
に
受

け
止
め
る
立

ち
位
置
に
い
ま
す

。
本
人
や
家

族
の

で
き

な
い

と
こ

ろ
だ

け
で

な
く

、
ひ

き
こ

も
り

な
が

ら
で

も
本

人
な

り
に
で
き
て
い
る

こ
と
や
、
家
族
の
関
り

の
創
意
工
夫
を

見
出
せ

る
の

も
支

援
者

な
ら

で
は

の
関

わ
り

方
で

す
。
ス

ト
レ

ン
グ

ス
の

眼
差

し
と
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
は
、
本

人
や
家
族
の
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト

に
な

り
ま

す
。

3
3
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

3 
3

P
2
2
 
３
つ
め
の
「
〇
」
の

前
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル

３
段
落
目
、
４
段

落
目
は
、
支

援
者
が
支
援
の
過

程
に
行
き
詰

ま
り

を
感

じ
た

と
き

の
内

容
が

書
か

れ
て

い
ま

す
。

支
援
が
う
ま
く
い

か
な
い
と
感

じ
た
と
き
は
？

な
ど
の
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
を
掲
載

し
て
お
く
の
は
い

か
が
で
し
ょ

う
か

。

3
3
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

3 
3

P
2
2
 
４
つ
め
の
「
〇
」
の

後
に
、
「
赤
字
」
を

検
討
く
だ
さ
い

。
○

ま
た
、

ひ
き

こ
も
り

支
援

に
お
い

て
は

、
本
人

や
家

族
の
支

援
が

一
向

に
進

ん
で
い

な
い

の
で
は

な
い

か
と
感

じ
、

そ
れ

自
体

に
苦

し
む

支
援

者
も

少
な
く

あ
り

ま
せ
ん

。
し

か
し
、

相
談

に
繋
が

り
継

続
し

て
い

る
こ
と

は
、

一
進

一
退
で

あ
っ

て
も
支

援
が

前
進

し
て

い
る

と
捉

え
る

こ
と
が

大
切

で
あ
り

、
苦

し
む
必

要
は

あ
り
ま

せ
ん

。
本

人
や

家
族

に
、

右
肩
上

が
り

の
順
調

な
歩

み
を
押

し
付

け
る

こ
と
は
支
援
の
強

要
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
も
あ

る
こ
と
を

理
解

し
て

お
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

（
ら
せ
ん
階
段
を

上
る
よ
う
に

行
き
つ
戻
り
つ
し

な
が
ら
、
ゆ

っ
く

り
進

ん
で

い
く

イ
メ

ー
ジ

で
す

）

3
3
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

3 
3

P
2
3
 
１
つ
め
の
「
〇
」
の

「
赤
字
」
を
検

討
く
だ
さ
い
。

○
ま

た
、

何
ら

か
の
障

害
や

疾
患
等

に
よ

る
生
き

づ
ら

さ
を
抱

え
て

お
り

、
偏

見
等
に

よ
り

ひ
き
こ

も
り

状
態
に

な
っ

た
ケ

ー
ス

も
あ
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項
意
見

る
こ

と
か

ら
、

精
神
疾

患
や

発
達
障

害
の

正
し
い

知
識

を
身
に

つ
け

る
こ

と
は

必
須
と

な
り

ま
す
。

近
隣

の
医

療
機
関

や
、

精
神

科
ク

リ
ニ
ッ
ク
な
ど
、

日
頃
か
ら
相

談
に
繋
げ
ら
れ
る

、
受
診
に
つ

な
が

ら
な

い
本

人
に

代
わ

っ
て

家
族

だ
け

で
も

話
を

聴
い

て
も

ら
え

る
、

訪
問
に
よ
る
診
療

等
を
可
能
と

す
る
医
療
機
関
と

繋
が
っ
て
お

く
こ

と
も

必
要

と
な

り
ま

す
。

33
5

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
3

”
ゴ
ー
ル

”
と
い
う
単
語
が

出
て
く
る
が

、
一
里
塚

、
最
終
目

標
地

点
、
終

結
タ

イ
ミ

ン
グ

、
ど

う
い

う
意

味
で

使
っ

て
い

る
の

で
し

ょ
う
か
？

33
6

自
治

体
 

 
 

6
3 

3 
3

”
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
”
の
意
味

す
る
も
の
は
何
で

し
ょ
う
か
。

ア
力
を
与
え
て

い
く

イ
人
と
人
と
の

関
わ
り

ウ
力
を
引
き
出

す

33
7

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
3

全
体
的
に
ダ
ブ
り

感
を
感
じ
る

。「
第
３
章
（
３
）
支
援
に
あ

た
っ

て
の

留
意

点
」
は
「

第
４

章
（

２
）
ひ

き
こ

も
り

支
援

の
ポ

イ
ン

ト
」

の
中
に
盛
り
込
ん

で
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。

33
8

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
3

「
－
７
」
の
意
見

と
同
様
。

33
9

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
3

2
2
ペ
ー
ジ
（
３
）
支
援
に

あ
た
っ
て
の
留

意
点

三
つ
目
「

○
」

P
5
3
に
も
掲
載
し
て
い
る
の

で
、
詳
し
く

は
P
5
3
な
ど
と
記
載

す
る

か
、

P
5
3
だ

け
に

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
他

も
そ

う
で

あ
る

が
、

重
要
な
内
容
な
の
で
、
再
掲
し
て

い
る
の
だ
と
思
う

が
、
何
度
も

同
じ

話
が

繰
り

返
さ

れ
る

の
が

、
本

紙
を

読
み

に
く

く
し

て
い

る
原

因
で

は
な
い
か
と
思
う

。

34
0

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
3

2
2
ペ
ー
ジ

四
つ
目
「
○

」
「
～
大
切
で
す
」

で
終
わ
る
方

が
良
い
。
「
必
要
が
な

い
」
と
言

わ
れ

た
と

こ
ろ

で
苦

し
い

も
の

は
苦

し
い

。

34
1

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
3

2
3
ペ
ー
ジ

一
つ
目
の

○
行

政
に

と
っ

て
は

特
定

の
医

療
機

関
を

紹
介

す
る

こ
と

は
非

常
に

難
し

く
、

こ
れ

に
関

し
て

は
市

町
村

か
ら

の
反

発
が

多
い

と
思

わ
れ

る
。
逆
に
、
訪
問

に
よ
る
診
療

等
を
行
っ
て
い
る

保
健
福
祉
セ

ン
タ

ー
等

の
情

報
を

把
握

し
て

お
く

よ
う

に
と

し
て

は
ど

う
か

。

34
2

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
3

2
3
ペ
ー
ジ

一
つ
目
「
○

」
こ
の
場
合
、
具
体
的
な

取
組
に
つ
い
て
は

、
慎
重
（
正
確

）
な
表

現
と

す
る

こ
と

を
お

願
い

し
た

い
。
」
の

意
見

の
具

体
例

と
し

て
、「

近
隣
の
医
療
機
関
や
、
精
神
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
な
ど
、
日
頃
か
ら

相
談

に
繋

げ
ら

れ
る

、
訪

問
に

よ
る

診
療

等
を

可
能

と
す

る
医

療
機

関
と

つ
な
が
っ
て
お
く
こ

と
も
必
要
」
と
の
記
載
に
つ
い

て
は
、
具
体

的
な

支
援

リ
ソ

ー
ス

が
基

礎
自

治
体

に
あ

る
こ

と
か

ら
一

次
相

談
が

主
と

な
っ
て
い
る
県
機

関
に
と
っ
て

、
地
域
の
医
療
機

関
へ
の
つ
な

ぎ
は

直
接

で
き

な
い

こ
と

の
一

つ
で

あ
る

。
ひ

き
こ

も
り

に
理

解
の

あ
る

医
療

機
関

の
紹

介
は
、

実
際

に
相
談

者
か

ら
求
め

ら
れ

て
い
る

内
容

な
の

で
、
「

必
要
」

と
い

う
表

現
で

あ
る

と
、
必

要
な

こ
と
を

し
な

い
支
援
機
関
だ
と

の
誤
解
か
ら

信
頼
関
係
を
挫
き

か
ね
な
い
。

34
3

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
3

2
3
ペ
ー
ジ

コ
ラ
ム

大
切
な
視
点
で
は

あ
る
が
、
こ

こ
で
掲
載
す
る
の

が
唐
突
な
よ

う
に

感
じ

る
。

34
4

自
治

体
 

 
 

2
74

3 
3

2
3
ペ
ー
ジ

公
的
機
関
だ

と
難
し
い
場
合

も
あ
る
の
で
は

？

34
5

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

3 
1 

1
【
P
1
7
、〈

支
援
を
行
う
前

提
と
な
る
３
つ

の
価
値
〉
】

３
つ
の
価
値
が
ペ

ー
ジ
ま
た
ぎ

と
な
っ
て
い
る
た

め
、
一
目
で

見
る

こ
と

が
で

き
な

い
。
タ

イ
ト

ル
の

後
に

枠
囲

み
を

新
設

し
て

、
３

つ
の
価
値
を
列
挙
し

て
は
い
か
が

か
。

34
6

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

3 
1 

1
【
P
1
9
、
支
援
観
、
最
後
の
○

の
前
】



9
4

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

家
族
へ
の
支
援
観

に
つ
い
て
言

及
し
て
は
ど
う
か

（
家
族
の
み

と
相

談
関

係
に

あ
る

場
合

に
必

要
な

支
援

観
）
。

34
7

自
治

体
質
問

6
 

2
8
 

3
 

1
 

1
③
法
律
用
語
、
そ

の
ま
ま
で
は

、
伝
わ
ら
な
い
。

「
人
と
し
て
尊
厳

あ
る
存
在
」
「
人
は
平
等
で
あ

る
、
自
由
で

あ
る

」
と
い
う
言
葉
だ
け

で
は
、
そ
れ

が
何
を
意
味
し
て

い
る
の
か
、

分
か

っ
て

い
な

い
職

員
が

い
る

。
も
っ
と
、
ス
ト
レ
ー
ト

に
、
こ
う
い
う
言

い
方
を
し
て
は

だ
め

、
こ

う
い

う
考

え
方

で
は

ダ
メ

、
な

ど
の

部
分

に
、
そ

の
理

由
や

考
え

方
を
具
体
例
を
示
し

て
ほ
し
い
。

（
例
）
○
例
え
ば

、
相
談
窓
口

に
お
い
て
、
ひ
き

こ
も
り
状
態

に
あ

る
本

人
を

「
人

と
し

て
尊

厳
あ

る
存

在
」

と
し

て
認

め
、

そ
う
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
背

景
を
理
解
し
て
い

れ
ば
、
相
談
に

来
た

家
族

に
対

し
て

こ
れ

ま
で

の
家

族
の

関
わ

り
を

責
め

る
と

い
っ

た
心
な
い
対
応
や

、「
ひ
き
こ
も

り
状
態
の
本
人
を

連
れ
て
来
な

い
と

支
援

で
き

ま
せ

ん
」

と
い

う
こ

と
に

は
な

ら
な

い
は

ず
で

す
。

→
「
相
談
に
来
た

家
族
に
対
し

て
こ
れ
ま
で
の
家

族
の
関
わ
り

を
責

め
る

と
、
苦

し
い

な
が

ら
も

本
人

の
幸

福
を

目
指

し
て

対
応

し
て

こ
ら
れ
た
ご
家
族
が

支
援
機
関
へ

の
希
望
を
失
う
の

で
」
な
ど

34
8

自
治

体
質
問

6
 

1
3
2

3 
1 

1
1
7
ペ
ー
ジ
（
支
援
を
行
う
前

提
と
な
る

3
つ
の
価
値
）

の
下

か
ら

3
行

目
、

こ
の

よ
う

な
状

態
は

動
き

出
す

た
め

に
自

ら
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
貯
め
て
い
る

状
態
で
あ
る

と
書
か
れ
て
い

る
が
、
ひ
き
こ

も
り

の
状

態
か

ら
絶

望
感

が
強

く
あ

き
ら

め
の

気
持

ち
か

ら
無

気
力

な
状
態
の
当
事
者
が

多
い
と
感
じ

ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
支
援

の
対
象
者
に

社
会
的
ひ
き
こ
も

り
だ
け
で
な

く
、
統

合
失

調
症

等
の

精
神

疾
患

、
自

閉
症

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

等
の

障
害

が
原
因
と
し
て
の
ひ

き
こ
も
り
も

含
む
の
か
が
書
か

れ
て
い
な
い

。
含

む
な

ら
相

談
現

場
が

パ
ン

ク
す

る
と

思
う

。
線

引
き

は
難

し
い

か
も

し
れ
な
い
が
あ
る

程
度
、
ひ
き

こ
も
り
の
定
義
は

あ
っ
た
方
が

い
い

と
思

う
。

34
9

自
治

体
質
問

6
 

1
3
5

3 
1 

1
P
1
7
 
○
の
４
つ
目
、
P
1
8
 
○
の
２
つ
目

長
文
に
て
文
書

内
容
が
理
解

し
難
い
。

35
0

自
治

体
質
問

6
 

1
5
4

3 
1 

1
（

２
）
P
1
9 

1
つ

目
○

ひ
き

こ
も
り

の
状

態
に

あ
る

本
人

や
そ

の
家

族
に
対

し
て

働
き
か

け
る

だ
け

で
な

く
、

生
活

す
る

地
域

や
環

境
、
社
会
生
活
に

働
き
か
け
る

視
点
「
支
援
観
」
と
し
て
も
つ

こ
と

も
必

要
で

す
。
そ

の
下

に
事

例
を

用
い

て
記

載
予

定
→

ひ
き

こ
も

り
と
い
う
状
態
に
つ

い
て
正
し
く

理
解
し
、
温
か
く

見
守
る
地
域

づ
く

り
を

目
指

す
活

動
に

つ
い

て
も

記
載

し
て

ほ
し

い
。

35
1

自
治

体
質
問

6
 

1
6
0

3 
1 

1
支
援
者
の
社
会
観

に
つ
い
て
（

P
1
8
）

 
P
1
8
に
あ
る
と
お
り
、
支
援
者
が
「
社
会
観

」
を
養
い
な

が
ら

支
援

に
あ

た
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

こ
と

は
理

解
し

ま
す

が
、「

ま
た

、
そ
の
際
に
意
識
し

て
ほ
し
い
こ

と
は
、
支
援
者
が

社
会
通
念
上

の
常

識
や

一
般

的
な

価
値

観
に

と
ら

わ
れ

す
ぎ

な
い

こ
と

」
と

い
う

表
現

に
は
疑
義
が
あ
り

ま
す
。
支
援
者
は
「
社
会
観

」
を
養
い
な
が

ら
、
社

会
通

念
上

の
常

識
や

一
般

的
な

価
値

観
を

備
え

つ
つ

、
常

識
や

規
範
に
基
づ
く
行
動

が
で
き
て
い

な
い
当
事
者
の
実

情
を
理
解
す

べ
き

な
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
支

援
者

が
常

識
と

し
て

考
え

て
い

る
こ
と
、
一
般
的
な
価
値

観
だ
と
思
っ
て

い
る
こ
と
を
時

に
疑

う
視

点
が

必
要

で
あ

る
、
と

い
う

よ
う

な
表

現
に

改
め

た
方

が
よ

い
の

で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

35
2

自
治

体
質
問

6
 

1
6
2

3 
1 

1
P
1
7
で
､
ひ
き
こ
も
り
支
援

に
お
け
る
価
値

で
は
、
３
つ
の
価
値

を
記

載
し

て
い

る
が

、
P
S
W
や

、
S
W
な

ど
、
専

門
職

だ
か

ら
対

応
で

き
る

も
の
で
は
な
い
。

専
門
職
が
、

支
援
あ
り
き
の
サ

ー
ビ
ス
を
す

す
め

る
事

が
間

違
い

と
し

て
多

い
。

35
3

自
治

体
質
問

6
 

2
2
4

3 
1 

1
P
1
7
の
２
つ
目
の
〇
の
部
分
に

つ
い
て
、「

こ
れ
ま

で
、
支
援
に

お
け

る
価

値
は

～
前

提
と

し
て

い
ま

し
た

。
」
と

あ
り

ま
す

が
、

こ
の

よ
う
に
言
い
切
っ
て

よ
い
の
か
疑

問
に
感
じ
ま
し
た

。
そ
の
根
拠

は
あ

り
ま

す
か

？
前

提
と

し
て

い
た

と
な

る
と

、
こ

れ
ま

で
の

ひ
き

こ
も

り
支
援
が
こ
の
よ

う
な
価
値
観

で
支
援
す
る
こ
と

を
推
し
進
め

て
い

た
と

い
う

解
釈

も
で

き
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
ま

す
し

、
今

回
示

さ
れ

た
よ

う
な

価
値

観
を
も

と
に

既
に
支

援
に

取
り
組

ま
れ

て
き
た

方
々

を
否

定
す

る
こ
と

に
な

る
よ
う

な
気

が
し
ま

す
。

こ
の
た

め
、「

前



9
5

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

提
と
し
て
い
た
」

と
い
う
表
現

に
つ
い
て
変
更
す

る
か
、
も
し

く
は

こ
の

部
分

に
つ

い
て

丁
寧

な
説

明
が

必
要

だ
と

思
い

ま
し

た
。

35
4

自
治

体
質
問

6
 

2
5
7

3 
1 

1
1
7
P
 
２
つ
目
の
〇

固
有
の
価
値
観
を

前
提
、
と
し
て
い

ま
す

が
、
3
つ

の
価

値
観

と
の

対
比

の
意

味
合

い
が

強
い

の
か

、
現

場
の

実
践

の
立
場
か
ら
す
る

と
、
固
有
の

価
値
観
の
前
提
と

言
い
切
る
の

は
違

和
感

が
あ

り
ま

す
。

35
5

自
治

体
質
問

6
 

2
5
9

3 
1 

1
【
P
1
7
、
２
つ
目
の
○
】

・
〈

現
〉
○

こ
れ

ま
で
、

支
援

に
お

け
る

価
値

は
、
支

援
者

自
身
の

育
ち

や
環
境

、
学

び
、
支

援
経

験
等

に
よ

り
形
成

さ
れ

た
固
有

の
価

値
観
を
前
提
と
し

て
い
ま
し
た

。
→
〈
改
〉
○
支
援
に

お
け

る
価

値
は

、
支

援
者

自
身

の
育

ち
や

環
境

、
学

び
、
支

援
経

験
等

に
よ

り
形
成
さ
れ
た
固
有

の
価
値
観
に

影
響
さ
れ
や
す
い

で
す
。

※
こ
れ
ま
で
前
提

と
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、

結
果
的
に
ゆ

だ
ね

ら
れ

て
い

た
と

い
う

状
況

だ
と

思
う

の
で

、
表

記
の

変
更

を
提

案
。

【
P
1
7
、
２
つ
目
の
○
、
３
行

目
】

・〈
現
〉
（
価
値
観

や
倫
理
）
、
さ
ら
に
社

会
情
勢
や

→
〈
改

〉（
価

値
観

や
倫

理
）

に
加

え
、

社
会

情
勢

や
【
P
1
7
、
人
間
観
、
１
つ
目
の

○
（
及
び

P
1
6
、
図
）
】

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

ク
と
い
う

言
葉
の
使
い
方
が

P
1
5
で
説
明
さ

れ
た

用
法

と
異

な
る

よ
う

に
感

じ
る

が
問

題
な

い
か

。
P
1
5
は

社
会

変
革
の
働
き
か
け
、

P
1
6
,
1
7
は
対
人
援
助
の
実
践
に

限
定
し
た

印
象

。
【
P
1
7
、
人
間
観
、
３
つ
目
の

○
、
２
行
目
】

・〈
現
〉
他
者

と
の
関
わ
り
に

困
難
な

→
〈
改
〉
他
者

と
の
関

わ
り

が
困

難
な

35
6

自
治

体
質
問

6
 

2
5
9

3 
1 

1
【
P
1
8
、
社
会
観
、
１
つ
目
の

○
】

・
〈

現
〉
ひ

き
こ

も
り
状

態
に

あ
る

本
人

や
家

族
は
、

そ
れ

ま
で
の

人
生

を
ど
の

よ
う

な
社
会

環
境

の
中

で
暮

ら
し
て

き
た

の
か
、

ひ
き

こ
も
り
状
態
と
な

る
理
由
や
背

景
は
、
今
の
社
会

の
中
で
の
「
生

き
づ

ら
さ

」
の

結
果

で
あ

る
と

い
う

こ
と

な
ど

、
一

人
ひ

と
り

そ
の

背
景
は
多
様
で
あ
る

と
い
っ
た
見

方
を
も
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。

→
〈

改
〉
ひ

き
こ

も
り

状
態

と
な

る
理

由
や

背
景

に
は

、
今

の
社

会
の

中
で
の
「
生
き
づ

ら
さ
」
が
あ

る
と
い
っ
た
見
方

を
も
つ
こ
と

が
必

要
で

す
。

※
２
つ
目
の
○
の

２
～
３
行
目

と
内
容
が
被
る
の

で
、
前
半
部

分
は

削
除

で
い

い
の

で
は

。
【
P
1
8
、
社
会
観
、
２
つ
目
の

○
、
１
行
目
お
よ

び
４
行
目
】

・
〈

現
〉
支

援
者

自
身
が

こ
れ

ま
で

培
っ

て
き

た
支
援

者
と

し
て
の

固
有

の
価
値

観
に

と
ら
わ

れ
ず

→
〈

改
〉

支
援

者
自

身
が
こ

れ
ま

で
培
っ
て
き
た
固

有
の
価
値
観

や
社
会
通
念
上
の

常
識
、
一
般

的
な

価
値

観
に

と
ら

わ
れ

ず
・
〈

現
〉
ま

た
、

そ
の
際

に
意

識
し

て
ほ

し
い

こ
と
は

、
支

援
者
が

社
会

通
念
上

の
常

識
や
一

般
的

な
価

値
観

に
と
ら

わ
れ

す
ぎ
な

い
こ

と
と
な
り
ま
す
。

→
〈
改
〉

削
除

※
「

支
援

者
と

し
て
の

」
は

な
く
て

も
通

じ
る
の

で
削

除
。
段

落
最

後
の

１
文

か
ら
「

社
会

通
念
上

の
常

識
」
「

一
般
的

な
価

値
観

」
を

１
分
目
に
移
動
し

、
列
挙
し
た

ほ
う
が
わ
か
り
や

す
い
の
で
は

。
【
P
1
8
、
社
会
観
、
３
つ
目
の

○
】

・
冒
頭
の
「
特
に

」
は
不
要
で

は
。

【
P
1
8
、
支
援
観
、
タ
イ
ト
ル

】
・〈

現
〉
関
わ

り
を
通
し
て
支

援
す
る
（
支
援
観

）
→
〈
改

〉
本

人
の

意
思

を
尊

重
す

る
（

支
援

観
）

※
本

項
目

を
、

ま
ず
本

人
そ

の
ま
ま

を
受

け
止
め

た
う

え
で
（

人
間

観
）
、

本
人

の
意
思

決
定

を
尊

重
し

な
が

ら
支
援

す
る

（
支
援

観
）

と
い
う
内
容
だ
と

読
み
ま
し
た

。
タ
イ
ト
ル
の
表

現
が
抽
象
的

で
わ

か
り

に
く

い
と

感
じ

た
た

め
、

変
更

を
提

案
。

【
P
1
8
、
支
援
観
、
２
つ
目
の

○
、
３
行
目
】



9
6

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

・
〈

現
〉
こ

と
で

あ
り
、

人
と

人
と

の
関

わ
り

を
通
し

て
支

援
さ
れ

る
べ

き
存
在

で
あ

る
→

〈
改

〉
こ

と
で

あ
り
、

そ
の

生
き
づ

ら
さ

や
困
難
さ
に
つ
い

て
支
援
を
求

め
て
い
い
存
在
で

あ
る

※
「

人
と

人
と

の
関
わ

り
」

と
い
う

表
現

が
わ
か

り
に

く
い
。

ま
た
、
「

～
べ

き
」

の
言

い
回

し
が

義
務

の
意
に

も
捉

え
ら
れ

る
た

め
修

正
を
提
案
。

【
P
1
8
、
支
援
観
、
３
つ
目
の

○
】

・
〈

現
〉
ひ

き
こ

も
り
の

状
態

を
現

状
か

ら
変

え
て
い

く
支

援
に
取

り
組

む
こ
と

や
、

社
会
と

つ
な

が
り

、
ひ

き
こ
も

り
状

態
の
解

消
に

向
け
た
支
援
を
行

う
際
に
は
、
本
人
の
意
向
を
踏

ま
え
て

→
〈

改
〉
ひ

き
こ

も
り

の
支

援
を

行
う

際
に

は
、
本

人
の

意
向

を
踏

ま
え

て
※

本
書
で

示
す

支
援
の

あ
り

方
で
は

、
“
本

人
を
変

え
る

、
ひ

き
こ

も
り

状
態
を

解
消

す
る
こ

と
を

目
的

と
し

な
い

”
と

理
解

し
て

い
ま

す
。
自
律
を
目
指

す
と
い
う
方

向
性
か
ら
ず
れ
て

い
る
表
現
だ

と
感

じ
た

た
め

、
削

除
。

35
7

自
治

体
質
問

6
 

2
5
9

3 
1 

1
【
P
1
9
、
１
行
目
】

・〈
現
〉
生
活

や
希
望
は
多
様

で
あ
り

→
〈
改
〉
生
活

や
希
望

す
る

将
来

像
は

多
様

で
あ

り

35
8

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

3 
1 

2
【
P
2
0
、
倫
理
】

・
５

つ
目

の
○

を
冒
頭

に
持

っ
て
き

て
は

ど
う
か

。
移

動
し
た

場
合

は
次

の
と

お
り
文

章
の

修
正
を

提
案
。
〈

改
〉

○
支

援
の

前
提

と
し

て
、「

人
は

平
等
で

あ
る

、
自

由
で

あ
る

」
と
い

っ
た

憲
法
で

定
め

ら
れ

る
基

本
的
人

権
に

つ
い
て

、
支

援
者
自

身
が

ど
の
よ

う
に

捉
え

て
い
て
、
日
頃
の
支
援
で

ど
の
よ
う
に
意

識
、
実
現
し
て

い
る
の

か
等

、
支

援
者

自
身

が
常

に
振

り
返

り
、
行

動
し

続
け

て
い

く
こ

と
こ

そ
が
、
「
ひ
き
こ
も
り

」
に
限
ら
ず
あ
ら

ゆ
る
対
人
支
援

に
お
け

る
経

験
の

糧
に

な
る

も
の

と
期

待
し

、
記

載
し

て
い

ま
す

。

35
9

自
治

体
質
問

6
 

1
4
4

3 
1 

2
・
P
2
0
に
「
支
援
者
自
身
が
そ

の
こ
と
を
理
解
し

て
お
く
こ
と

で
、
よ

り
良

い
支

援
者

に
近

づ
く

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か
」
と
い
う
記
載

が
あ
り
ま
す

が
、
支
援
者
に
対

し
て
「
よ
り

良
い

支
援

者
」
に

な
る

こ
と

を
強

い
る

よ
う

な
印

象
は

与
え

な
い

で
し

ょ
う
か
。

36
0

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

3 
1 

2
・
P
2
0

の
例
示

：
相

談
窓
口

に
来

る
家
族

や
本

人
の

生
活

状
況

を
知

る
こ

と
も
支

援
の

ポ
イ
ン

ト
で
、
『

相
談

場
面

以
外

で
の

生
活

や
暮

ら
し
を
知
る
こ
と

で
、
対
象
者

自
身
の
価
値
観
や

思
い
を
知
る

こ
と

が
で

き
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。
支

援
者

自
身

が
そ

の
こ

と
を

理
解

し
て
お
く
こ
と
で
、
よ
り
良
い

支
援
者
に
近

づ
く
こ
と
が
で

き
る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
』
→

例
え

ば
、
ど

の
よ

う
に

知
る

方
法

が
あ

る
の
か
を
記
載
必

要
。

・
P
2
0
の
上
か
ら
〇
２
と
３
に

つ
い
て
は
、
前
段
ま
で

の
記
載
内

容
で

十
分

語
ら

れ
て

い
る

た
め

、
こ

の
章

で
記

載
が

な
く

て
も

良
い

の
で
は
な
い
か
。

36
1

自
治

体
質
問

6
 

2
1
6

3 
1 

2
●
P
2
0
 
 
３
項
目
の
記
載

に
つ
い
て
、
文

言
の
つ
な
が
り

に
違
和

感
が

あ
り

ま
す

。
【
修
正
案
】

「
ま
た
、
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
本
人

に
関
わ
る
中
で

、
そ
の
「

ひ
き

こ
も

り
」
の

期
間

が
長

期
間

に
わ

た
っ

て
お

り
、
長

く
人

と
の

関
わ
り
を
持
っ
て

い
な
い
場
合

や
、
社
会
生
活
上

で
の
人
と
の

関
わ

り
等

の
経

験
が

不
足

し
て

い
る

こ
と

を
認

識
し

て
い

れ
ば

と
い

っ
た

場
合
に
も
関
わ
ら

ず
、
「
就
職
す
る
こ
と

が
ゴ
ー
ル
で
あ

る
」
と

い
う

提
示

も
起

こ
ら

な
い

は
ず

で
す

。」

36
2

自
治

体
質
問

6
 

2
5
9

3 
1 

2
【
P
2
0
、
倫
理
、
２
つ
目
の
○

】
・〈

現
〉
○
例

え
ば
、
相
談
窓

口
に
お
い
て
、
ひ

き
こ
も
り
状

態
に

→
〈

改
〉

○
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
※
な
く
て
も
通
じ

る
の
で
削
除

。
【
P
2
0
、
倫
理
、
３
つ
目
の
○

、
２
行
目
】

・〈
現
〉
社
会

生
活
上
で
の
人

と
の
関
わ
り
等
の

経
験
が

→
〈

改
〉

社
会

生
活

上
で

の
経

験
が
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番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

※
直
前
に
長
く
人

と
の
関
わ
り

を
持
っ
て
い
な
い

と
い
う
例
示

が
あ

る
た

め
、

削
除

。
【
P
2
0
、
枠
囲
み
、
５
行
目
】

・
「

そ
の
人

自
身

を
理
解

す
る

た
め

に
、

相
談

場
面
以

外
で

の
生
活

や
暮

ら
し
を

知
る

こ
と
で

」
と

あ
り

ま
す

が
、
ど

の
よ

う
に
知

る
の

で
し
ょ
う
か
。
相
談
者
か

ら
困
り
ご
と
だ

け
で
な
く
普
段

の
生
活

に
つ

い
て

も
聞

き
取

る
と

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

か
。
明

示
が

あ
る

と
助

か
り
ま
す
。

36
3

自
治

体
質
問

6
 

2
8
 

3
 

1
文
章
が
難
し
く
、

文
と
文
を
つ

な
ぎ
過
ぎ
て
い
る

。
（
修
正
例
）

「
そ
の
た
め
、
ひ

き
こ
も
り
支

援
に
携
わ
る
支
援

者
は
、
日
頃

の
支

援
を

行
う

に
あ

た
っ

て
「

共
通

基
盤

」
と

し
て

の
価
値
や
倫
理
に
基

づ
き
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で

す
。
本
書
に

お
い

て
、

支
援

に
お

け
る

共
通

基
盤

と
な

る
価

値
や
倫
理
を
示
し
、

社
会
全
体
で

ひ
き
こ
も
り
支
援

を
行
う
上
で

大
切

に
し

た
い

共
通

認
識

の
醸

成
が

図
ら

れ
る

こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
」

→
「
そ
の
た
め
、
ひ
き
こ
も
り

支
援
に
関
わ
る
人

は
、
支
援
を

す
る

際
に

共
通

の
価

値
観

や
倫

理
を

大
切

に
し

て
行

動
す

る
こ

と
が

大
事

で
す
。
こ
の
本
で
は
、
支
援
の
基
本
と
な

る
価
値
観
や
倫

理
に
つ

い
て

説
明

し
、
社

会
全

体
で

ひ
き

こ
も

り
支

援
に

取
り

組
む

と
き

に
大

切
に
し
た
い
共
通

の
考
え
方
が

広
ま
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す

。」

「
日
頃
の
支
援
を

行
う
に
あ
た

っ
て
「
共
通
基
盤

」
と
し
て
の

価
値

や
倫

理
に

基
づ

き
行

動
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
」

→
「
共
通
の
価
値

観
や
倫
理
観

を
元
に
、
支
援
を

行
い
ま
し
ょ

う
。」

な
ど

「
本
書
に
お
い
て

、
支
援
に
お

け
る
共
通
基
盤
と

な
る
価
値
や

倫
理

を
示

し
、
社

会
全

体
で

ひ
き

こ
も

り
支

援
を

行
う

上
で

大
切

に
し

た
い
共
通
認
識
の
醸

成
が
図
ら
れ

る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
」

→
「
こ
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
で
、
例
を
書
い
て
い
ま

す
の
で
、
皆

さ
ん

で
一

緒
に

話
し

合
う

な
ど

し
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。
そ

う
し

て
望

ま
し
い
共
通
の
価

値
観
や
倫
理

観
の
あ
る
、
よ
り

良
い
支
援
に

つ
な

が
る

こ
と

を
期

待
し

て
い

ま
す

。
」

な
ど

こ
の
よ
う
に
、
読

み
や
す
い
文

章
に
編
集
し
て
欲

し
い
で
す
。

36
4

自
治

体
質
問

6
 

6
3
 

3
 

1
p
1
6
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
に
お

け
る
価
値
や
論
理

」
に
お
い
て

、
な

ぜ
価

値
観

や
論

理
観

と
表

現
し

な
い

の
か

36
5

自
治

体
質
問

6
 

1
9
3

3 
1

P
1
6
〜
１
７
の
「
ひ
き
こ
も

り
支
援
に
お

け
る
価
値
や
倫

理
」
の

”
価

値
”
”
倫

理
”
な

ど
表

現
に

つ
い

て
、
当

事
者

が
好

ま
な

い
表

現
と

思
い

ま
す

。
例

え
ば

、
P
1
7「

１
）

ひ
き

こ
も
り

支
援

に
お
け

る
価

値
」

→
「

ひ
き

こ
も

り
支

援
に

お
け

る
基
礎

的
な

３
つ
の

考
え

方
」

な
ど
の
表
現
は
い

か
が
。
ま
た

、「
人
と
し
て

尊
厳
あ
る
存
在

」
は

、
も

う
少

し
具

現
化

し
た

表
現

が
よ

い
か

。

36
6

自
治

体
質
問

6
 

2
0
0

3 
1

価
値

や
倫

理
が

重
要
視

さ
れ

て
い
る

こ
と

が
よ
く

伝
わ

り
ま
し

た
。

た
だ

、
ひ

き
こ
も

り
者

は
私
た

ち
と

「
対
等

な
人

間
」
「

平
等

」
と

あ
ま
り
に
繰
り
返

さ
れ
る
た
め

、
む
し
ろ
ひ
き
こ

も
り
が
遠
い

も
の

の
よ

う
に

、
大

げ
さ

に
語

ら
れ

て
い

る
よ

う
に

感
じ

る
職

員
も

お
り

ま
し
た
。

36
7

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

3 
1

以
下
、
省
略
は
下

線
引
き
、
追

加
分
を
（

 
 
）
で
示
し

ま
す
。

P
1
6
上
か
ら
２
段
落
目

○
「
共
通
基
盤

」
と
し
て
の

価
値
や

倫
理

に
基

づ
き

行
動

す
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

本
書

に
お

い
て

、
支

援
に

お
け
る
共
通
基
盤

と
な
る
価
値

や
倫
理
を
示
し
、
社
会
全
体
で

ひ
き

こ
も

り
支

援
を

行
う

上
で

大
切

に
し

た
い

共
通

認
識

の
醸

成
が

図
ら

れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す

。



9
8

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

P
1
7
 
下
か
ら
１
段
落
目

○
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
本

人
や

家
族

は
、
社

会
（

い
わ

ゆ
る

学
校

や
社

会
生

活
だ

け
で

は
な

く
家

庭
も

含
む
）
の
中
で
何
ら

か
の
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
、

P
1
8 

上
か

ら
２

段
落

目
○

ひ
き

こ
も

り
状

態
と

な
っ

た
当

時
の

社
会

環
境
や

時
代

背
景
に

も
着

目
し

、
本

人
や

家
族

を
取

り
巻

く
社

会
が
ど
う
あ
る
べ

き
か
を
考
え

て
い
く
「
社
会
観

」
を
養
い
な

が
ら

支
援

に
あ

た
る

P
1
8
 
上
か
ら

3
段
落
目

○
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る

本
人
や

家
族

は
、

社
会

一
般

で
考

え
ら

れ
て

い
る

常
識

や
規

範
に

基
づ

く
行

動
が
で
き
て
い
な
い

こ
と
で
生
き

づ
ら
さ
を
感
じ
、

社
会
規
範
に

と
ら

わ
れ

、
悩

み
、

P
1
9 

上
か

ら
１

段
落

目
そ

の
た

め
、

ひ
き

こ
も

り
状

態
に

あ
る

本
人

が
ど
う

し
た

い
の
か

と
い

う
（

の
）

意
思

を
尊

重
す

る
こ

と
、

本
人
と
の
対
話
や

協
議
を
重
ね

な
が
ら
、
意
思
や

意
向
の
表
出

を
促

し
、

P
1
9
 
上
か
ら
２
段
落
目

○
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ
る

本
人
や

そ
の

家
族

に
対

し
て

働
き

か
け

る
だ

け
で

は
な

く
、（

が
）
生

活
す

る
地

域
や
環
境
、
社
会

全
体
に
働
き

か
け
る
視
点
を
、

P
2
0 

上
か

ら
１

段
落

目
○

３
つ

の
価

値
（

人
間

観
・

社
会

観
・

支
援

観
）
に

基
づ

い
た
支

援
者

と
し

て
の

言
動

・
行

動
が

求
め

ら
れ

ま
す
。
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ

る
本
人
を
「
人
と
し
て
尊

厳
あ

る
存

在
」
で

あ
る

こ
と

を
常

に
認

識
し

、
ど

の
よ

う
な

関
わ

り
方

が
望

ま
し
い
の
か
を
常
に

考
え
、
行
動

す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
⇒
同

じ
表

現
が

何
度

も
出

て
く

る
た

め
P
2
0
 
上
か
ら
５
段
落
目

○
こ
の
前
提

に
は
、「

人
は
平
等

で
あ

る
、
自

由
で

あ
る

」
と

い
っ

た
憲

法
で

定
め

ら
れ

る
基

本
的

人
権

を
支

援
者
自
身
が
ど
の

よ
う
に
考
え

て
い
る
か
と
い
う

こ
と
、
基
本

的
人

権
に

対
す

る
考

え
方

を
日

頃
の

支
援

で
ど

の
よ

う
に

意
識

、
実

現
し

て
い
る
の
か
等
、

36
8

自
治

体
質
問

6
 

2
1
3

3 
1

P
1
6
：
実
践
・
支
援
は
ソ
ー
シ

ャ
ル
ス
キ
ル
だ
け

で
は
な
い
よ

う
に

感
じ

る
。

36
9

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

3 
1

P
1
6
下
図
「
価
値
と
倫
理
の
相

補
的
関
係
」
が
分

か
り
に
く
い

。
具

体
的

に
ど

う
い

う
こ

と
か

例
示

し
て

ほ
し

い
。

37
0

自
治

体
質
問

6
 

2
5
9

3 
1

【
P
2
1
、
１
つ
目
の
○
、
４
行

目
】

・〈
現
〉
相
談

す
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と

→
〈
改
〉
相

談
で
き

た
こ

と
【
P
2
1
、
３
つ
目
の
○
】

・〈
現
〉
支
援

者
に
よ
る
一
つ

ひ
と
つ
の
声
か
け

に
よ
り
、
支

援
が

進
む

こ
と

も
、

後
退

す
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

→
〈

改
〉

削
除

※
読
み
手
の
支
援

者
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
る
た

め
削
除
。
一
進

一
退

す
る

こ
と

に
つ

い
て

は
P
2
2
の

４
つ

目
の

○
で

触
れ

て
い

る
の

で
十
分
で
は
。

【
P
2
1
、
３
つ
目
の
○
、
４
行

目
】

・〈
現
〉
寄
り

添
い
な
が
ら
、

そ
の

→
〈
改
〉

寄
り
添
い
、

そ
の

※
直
後
に
「
な
が

ら
」
が
使
わ

れ
て
い
る
の
で
、

こ
ち
ら
は
削

除
。

37
1

自
治

体
質
問

6
 

8
9
 

3
 

2
P
2
1
の
（
ち
か
ら
）
の
文
言
が

そ
の
後
表
記
が
な

い
た
め
、
必

要
か

不
明

P
3
1
の
信
頼
関
係
が
築
け
な
く

な
る
の
文
言
は
他

の
表
現
の
ほ

う
が

よ
い

P
3
4
の
お
会
い
し
て
は
突
然
尊

敬
の
表
現
に
な
っ

て
い
る
た
め

不
自

然

37
2

自
治

体
質
問

6
 

1
0
7

3 
2

（
１
）
ｐ
2
1
 
4
個
目
２
行
目

か
ら
３
行
目
「
し
か
し
、
家
族

は
～

求
め

る
も

の
で

す
」

の
内

、
家

族
の

要
求

が
断

定
的

な
の

表
現

が
気

に
な
る
。

37
3

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

3 
2

P
2
1 

□
囲
い
内

ひ
き

こ
も

り
状

態
に

あ
る

本
人

や
そ

の
家

族
が

、
や

っ
と
の

思
い

で
相
談

し
た

際
に

、
支

援
者

は
ど

の
よ

う
な

対
応

を
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。
（
支
援
者
が
）
本

人
や
家
族
が

安
心

し
て

相
談

で
き

る
存

在
P
2
1 

上
か

ら
１

段
落

目
○

ひ
き

こ
も

り
状

態
に

あ
る

本
人

や
そ

の
家

族
か
ら

初
め

て
相
談

が
あ

っ
た

場
合

、
支

援
者

は
ど

の
よ

う
な



9
9

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

対
応
を
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う

か
。
窓
口
に
相
談

に
来
た
場
合

や
、

電
話

で
相

談
が

入
っ

た
場

合
の

い
ず

れ
に

お
い

て
も

、
○
ひ
き
こ
も
り
支

援
に
お
い
て

は
、
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る

本
人

も
そ

の
家

族
も

、
そ

れ
ぞ

れ
が

自
分

自
身

の
人

生
を

歩
む

た
め

の
支

援
が
必
要
で
あ
り

、「
相
手
を

尊
重
し
、
共
に
考

え
る
」
姿
勢

や
、「

本
人

や
家

族
の

意
思

を

37
4

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

3 
2

P
2
1

○
二
つ
目
の
２
行

目
・
そ
れ
ぞ
れ
が
自

分
自
身
の
人

生
を
歩
む
た
め
の

支
援
が
必
要

で
あ

り
⇒

求
め

て
お

り
（
所
感
）
「
必
要
」

は
支
援
者
側
の
判

断
で
は
な
い
か

と
考
え

る
。

○
四
つ
目
の
３
行

目
・「

就
労
し
て

自
立
し
て
ほ
し

い
」
な
ど
と
い
っ

た
目
の
前
の

状
態

の
改

善
を

求
め

る
も

の
で

す
。

⇒
求
め
る
こ
と

が
多
い
で
す

。
〇
四
つ
目
の
７
行

目
・「

苦
し
い
思

い
を
丁
寧
に
説

明
し
」

⇒
苦
し
い
思
い
の

背
景
を
考
え

る
こ
と
の
大
切
さ

を
丁
寧
に
説

明
し

〇
四
つ
目
の
９
行

目
・「

家
族
は

…
一
番
身
近
な
存

在
で
あ
り
、
」
⇒
あ
る

こ
と
が
多
く

37
5

自
治

体
質
問

6
 

2
6
0

3 
2

【
P
2
1
、
４
つ
目
の
○
】
※
文

書
の
順
序
を
整
理

し
、
ふ
た
つ

の
○

に
分

け
て

記
載

し
て

は
ど

う
か

。
・〈

改
〉
○
実
際
の
相

談
場
面
で
は
、
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
あ

る
本

人
で

は
な

く
家

族
が

相
談

に
来

る
こ

と
が

多
く

あ
り

ま
す

。
家

族
は

、
ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
本
人

に
と
っ
て
一
番
身

近
な
存
在
で

あ
り

、
家

族
が

本
人

の
思

い
を

受
け

止
め

る
こ

と
で

、
本

人
支

援
に

大
き

な
影
響
を
与
え
る

存
在
（
環
境

）
で
あ
る
と
い
う
こ

と
、
協
働
の

支
援

者
と

し
て

本
人

を
支

援
す

る
存

在
に

も
な

り
得

る
と

い
う

こ
と

を
理
解
し
、
家
族
へ

の
支
援
が
大

き
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
と
い

う
こ

と
を

理
解

す
る

こ
と

が
重

要
で

す
。

○
家

族
か

ら
の

相
談
で

は
、
「

ひ
き

こ
も

り
状

態
を
す

ぐ
に

解
決
し

て
ほ

し
い
」
、
「

就
労

し
自

立
し

て
ほ

し
い
」

な
ど

と
い
っ

た
目

の
前

の
状
態
の
改
善
を

求
め
ら
れ
る

こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し

か
し

、
ま

ず
は

家
族

が
本

人
の

思
い

を
理

解
す

る
プ

ロ
セ

ス
が

必
要

で
す

。
す
ぐ

に
相

談
に
来

た
家

族
の
望

む
支

援
や
結

果
が

得
ら
れ

る
わ

け
で

は
な

い
た
め

、
「

ひ
き

こ
も
り

状
態

か
ら
脱

却
で

き
な
い

」
こ

と
を
も
っ
て
、
相
談
し
て
い

る
意
味
が
な

い
、
相
談
し
て
も

何
も

変
わ

ら
な

い
と

感
じ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
そ

の
よ

う
な

時
こ

そ
、
本
人
の
苦
し

い
思
い
を
丁

寧
に
説
明
し
、
な
ぜ
そ
の

状
況
か

ら
動

け
な

い
の

か
な

ど
を

、
家

族
に

も
考

え
て

も
ら

う
た

め
に

、
相

談
を
継
続
し
て
い
く

と
い
う
姿
勢

が
重
要
と
な
り
ま

す
。

37
6

自
治

体
質
問

6
 

2
2
3

3 
3

2
3
ペ
ー
ジ
、
精
神
疾
患

や
発
達
障
害
の
正

し
い
知
識
や
ア

セ
ス

メ
ン

ト
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

こ
と

は
必

須
と

な
り

ま
す

。（
ア

セ
ス

メ
ン
ト
：
疾
患
・
障

害
、
発
達
の

遅
れ
・
偏
り

/
心
理
的
な
こ
と

/
社

会
性

・
対

人
関

係
の

特
徴

）

37
7

自
治

体
質
問

6
 

2
3
0

3 
3

2
2
ペ
ー
ジ
に
、「

支
援
者
は

ひ
き
こ
も
り

状
態
に
な
ら
ざ

る
を

得
な

か
っ

た
社

会
の

側
に

あ
る

課
題

に
関

心
を

も
ち

、
社

会
に

働
き

か
け

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
ク
の
視
点

を
も
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
必

要
で

す
」
と

記
載

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
具

体
性

的
に

わ
か

る
よ

う
に

コ
ラ

ム
等
で
示
し
て
も

ら
い
た
い
。

37
8

自
治

体
質
問

6
 

2
3
0

3 
3

2
3
ペ
ー
ジ
に
（
発
達
障
害

へ
の
理
解
の
必

要
性
に
つ
い
て

記
載

予
定

）
の

と
こ

ろ
に

つ
い

て
ひ
き
こ
も
り
本
人

に
発
達
的
障

害
的
な
特
性
が
あ

る
こ
と
が
多

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
特

性
が

あ
る

の
で

医
療

機
関

の
受

診
が

必
要

と
い

う
見
立
て
や
意
見

を
も
ら
う
こ

と
が
多
く
あ
り
ま

す
。
確
か
に

障
害

者
と

し
て

の
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

で
き

る
と

い
う

広
が

り
は

あ
る

の
で

そ
の
よ
う
な
意
見

と
な
る
の
だ

と
理
解
は
し
て
い

ま
す
が
、
本
人
・
家

族
が

困
っ

て
い

な
い

場
合

な
ど

一
人

一
人

の
状

況
を

み
て

検
討

し



1
0
0

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま

す
。
医
療
を
中
心

の
も
の
に
な

ら
な

い
よ

う
に

期
待

し
ま

す
。

37
9

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

3 
3

P
2
3

○
一
つ
目

・
「

医
療
機

関
や

、
精
神

科
ク

リ
ニ

ッ
ク

な
ど

、
日
頃

か
ら

相
談
に

繋
げ

ら
れ
る

、
訪

問
に
よ

る
診

療
等

を
可

能
と
す

る
医

療
機
関

と
繋

が
っ
て
お
く
こ
と

も
必
要
と
な

り
ま
す
」

⇒
「
情
報
と
し
て

知
っ
て
お
く

こ
と
」
ま
た
は
「

把
握
し
て
お

く
こ

と
」

が
大

切
に

な
り

ま
す

。
（
所
感
）
特
定
の

医
療
機
関
を

紹
介
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

38
0

自
治

体
質
問

6
 

2
6
0

3 
3

【
P
2
2
、
タ
イ
ト
ル
】

・〈
現
〉
（
３
）
支

援
に
あ
た
っ

て
の
留
意
点

→
〈
改

〉（
３
）

支
援

者
と

し
て

持
つ

べ
き

視
点

※
記
載
内
容
が
「

留
意
点
」
と

い
う
よ
り
、
「
支
援
者

と
し
て
持

つ
べ

き
視

点
」

の
方

が
な

じ
む

内
容

と
感

じ
ま

す
。

3
8
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
1

3
1
6
ペ
ー
ジ
以
降
の
拠
り
所

、
価
値
、
人
間

観
と
い
っ
た
ワ

ー
ド

が
難

し
く

分
か

り
に

く
い

。
 
5
ペ

ー
ジ

の
図

は
理

解
し

づ
ら

い
。

3
8
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

6
1
 

3
p
1
6
-
2
3
 

ひ
き

こ
も

り
支

援
に

お
け

る
価

値
・
倫

理
・

姿
に
つ

い
て

文
章

で
述
べ

ら
れ

て
い

る
こ

と
を

、
図
表

の
よ

う
な
形

で
整

理
し

て
視
覚
的
に
も
示

せ
る
と
、
理

解
も
進
む
と
と
も

に
、
全
体
像

を
意

識
し

や
す

く
な

る
の

で
は

な
い

か
と

感
じ

た
。

3
8
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

3
ひ
き
こ
も
り
当
事

者
に
対
し
て

支
援
者
が
上
か
ら

目
線
で
は
な

く
、

対
等

な
目

線
で

支
援

に
あ

た
る

記
述

を
入

れ
て

い
く

と
よ

い
で

す
。

38
4

自
治

体
質
問

5
 

1
7
4

3
・「

第
３
章
ひ

き
こ
も
り
支
援

に
お
け
る
価
値
や

倫
理
」
で
は
な

く
、「

ひ
き

こ
も

り
支

援
に

お
け

る
基

本
的

な
考

え
方

」
の

ほ
う

が
、
わ

か
り
や
す
い
。

38
5

自
治

体
質
問

5
 

1
8
0

3
第
３
章
ひ
き
こ
も

り
に
お
け
る

価
値
や
倫
理
が
抽

象
的
で
わ
か

り
に

く
い

。

38
6

自
治

体
質
問

5
 

2
0
5

3
第
３
章
は
、
な
ぜ
、
ひ
き
こ
も

り
支
援
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
で
、
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

ク
の

価
値

と
倫

理
が

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
の

か
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
。
対
人
援
助

業
務
と
し
て
、
相
談
援
助
業
務

の
在

り
方

と
し

て
大

切
な

事
で

あ
る

の
は

当
然

で
あ

る
が

、
ひ

き
こ

も
り

支
援
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
で
あ
え
て

取
り
上
げ
る
意
図

は
な
に
か
。
現

状
と

し
て

あ
ま

り
に

、
ひ

き
こ

も
り

支
援

に
お

い
て

価
値

や
倫

理
が

疎
か
に
さ
れ
て
い
る

と
い
う
意
味

で
取
り
上
げ
た
の

か
。

38
7

自
治

体
質
問

5
 

2
0
9

3
憲
法
を
引
用
し
、

基
本
的
人
権

の
尊
重
に
つ
い
て

の
べ
ら
れ
て

い
る

が
、

一
方

で
、

憲
法

2
7
条

に
は

「
勤

労
の

義
務

」
と

あ
り

、
諸

刃
の
刃
で
は
な
い
か

。

38
8

自
治

体
質
問

6
 

8
7
 

3
本
書
が
本
人
や
家

族
も
確
認
で

き
る
も
の
で
あ
る

と
い
こ
と
で

あ
れ

ば
、
第

3
章

な
ど

は
本

人
、
家

族
に

は
み

せ
な

く
て

も
よ

い
内

容
で

は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
た
め
、

本
人
家
族
向
け
バ

ー
ジ
ョ
ン
も

あ
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。

38
9

自
治

体
質
問

6
 

2
0
9

3
＜
第
３
章
：
ひ
き

こ
も
り
支
援

に
お
け
る
価
値
や

倫
理
＞

・「
人
間
観

」
、「

社
会
観

」、
「
支
援
観
」
と
い
う
言
葉
よ

り
も

、「
支

援
者

と
し

て
求

め
ら

れ
る

姿
」
と

し
て

ま
と

め
た

方
が

わ
か

り
や

す
い
の
で
は
な
い
か

。
・
P2

2
 

３
番

目
の

○
３

行
目

「
う

ま
く

い
か
な

い
と

決
め
つ

け
て

い
る

こ
と

が
多

い
の

が
実

情
で

す
」

は
「
う

ま
く

い
か
な

い
と

感
じ

て
ジ
レ
ン
マ
を
抱

え
る
こ
と
が

多
い
」
と
し
て
は

ど
う
か
。

・
P2

2
 

４
番

目
の

○
２

～
３

行
目

、
「

一
進

一
退

で
あ

っ
て

も
支

援
は

前
進
し

て
い

る
と
捉

え
る

こ
と

が
大

切
」
は

、
「

一
進

一
退
で

あ
っ
て
も
家
族
が
繋

が
り
続
け
る

こ
と
が
大
切
な
支

援
の
一
つ
で

す
」

と
し

て
は

ど
う

か
。

39
0

自
治

体
質
問

6
 

2
7
0

3
第
３
章
の
中
で
、
支
援
者
に
求

め
ら
れ
る
姿
勢
等

の
記
載
に
併

せ
て

支
援

者
同

士
の

居
場

所
づ

く
り

や
支

え
合

い
の

な
ど

の
必

要
性

に
つ

い
て

記
載

す
る

の
は

ど
う

か
。

そ
の

よ
う

な
情

報
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
と

支
援

者
も

安
心

し
て

支
援

に
向

き
合

う
こ

と
が

で
き

る
と

思



1
0
1

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

う
。

3
9
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

4 
1 

1
・
2
4
ペ
ー
ジ
の
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
多
様
性
に
つ

い
て
、
1
0
代

や
2
0
代

、
4
0
代

や
5
0
代

と
い

っ
た

年
齢

に
よ

る
支

援
内

容
に

つ
い

て
例
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
が
読
者
に

と
っ
て
支
援
の

目
標

と
受

け
取

ら
れ

る
の

で
は

な
い

か
と

気
に

な
り

ま
し

た
。
確

か
に

年
齢

に
よ
っ
て
取
り
組
み

や
す
そ
う
な

目
安
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、

ま
っ

た
く

仕
事

を
し

た
こ

と
の

な
い

6
0
代

の
方

が
就

労
を

希
望

し
、

つ
な
が
っ
た
ケ
ー
ス

も
経
験
し
た

こ
と
が
あ
る
た
め

、
こ
れ
ら
の

記
載

は
あ

く
ま

で
例

で
あ

り
、
実

際
は

支
援

対
象

者
と

し
っ

か
り

対
話

す
る
こ
と
を
記
載
す

る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た

。・
2
4
ペ
ー

ジ
最

下
段

の
パ

ラ
グ

ラ
フ

は
、
そ

の
ふ

た
つ

上
の

線
が

引
か

れ
た

パ
ラ

グ
ラ
フ
と
同
じ
内
容

を
繰
り
返
し

て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

3
9
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
1 

1
外
に
出
て
疲
れ
た

場
合
は
、
一
休
み
し
て

ひ
き
こ
も
り
に

戻
る
こ

と
を

見
守

る
支

援
も

大
切

で
あ

る
記

述
を

追
加

し
て

く
だ

さ
い

。
ひ

き
こ
も
り
状
態
か
ら

抜
け
出
す
過

程
で
は
、
本
人
の
中
で
葛

藤
を
抱

え
な

が
ら

、
ス

モ
ー

ル
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

を
重

ね
る

ケ
ー

ス
が

多
い

で
す
。

3
9
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
1 

1
横
の
つ
な
が
り
は

大
切
で
す
が

、
ひ
き
こ
も
り
本

人
や
親
の
意

向
を

聞
き

、
個

人
情

報
共

有
の

同
意

を
取

る
よ

う
に

記
述

を
加

え
て

く
だ

さ
い
。
横
の
繋
が
り

が
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
時
に
は
ひ

き
こ

も
り

家
族

に
と

っ
て

命
取

り
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。
不

要
な

人
に
ひ
き
こ
も
っ
て

い
る
情
報
が

共
有
さ
れ
て
、
苦

し
ん
で
い
る

ひ
き

こ
も

り
の

家
族

を
多

く
見

て
き

て
い

ま
す

。

3
9
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
1 

1
ま
だ
動
く
段
階
で

は
な
い
本
人

の
心
情
か
ら
す
れ

ば
、
反
応
し

た
く

て
も

反
応

で
き

な
い

の
で

は
？

生
き

て
い

た
い

と
思

え
な

い
場

合
も
多
い

3
9
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
1 

1
支

援
者
チ

ー
ム

に
は
、

ピ
ア

の
視
点

も
大

事
。
ひ

き
こ

も
り
経

験
者

や
家

族
（

親
、
兄

弟
姉

妹
）、

ピ
ア
サ

ポ
ー

タ
ー
な

ど
を

チ
ー

ム
に

入
れ
て
、
対
応
す

る
場
合
に
は

同
行
し
て
も
ら
う

3
9
6

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
1 

1
P
2
5
 
ひ
と
つ
め
の
ア
ン
ダ

ー
ラ
イ
ン
の
前

に
小
見
出
し
（

赤
字

）
が

あ
る

と
読

み
や

す
い

か
と

思
い

ま
し

た
。

多
機
関
連
携
～
支

援
者
同
士
の

チ
ー
ム
作
り
～

ひ
き

こ
も

り
支

援
は
、

支
援

者
が
全

て
を

一
人
で

抱
え

込
ん
で

行
う

の
で

は
な

く
、
様

々
な

機
関
や

他
の

支
援
者

と
チ

ー
ム

を
組

み
、

ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
本
人

や
家
族
に
合
わ
せ

た
支
援
を
共

に
考

え
実

施
し

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
す

。

3
9
7

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
1 

1
P
2
5
 
ふ
た
つ
め
の
ア
ン
ダ

ー
ラ
イ
ン
の
前

に
小
見
出
し
（

赤
字

）
が

あ
る

と
読

み
や

す
い

か
と

思
い

ま
し

た
。

支
援
の
入
口
は
多

様
な
広
報
周

知
か
ら

ひ
き
こ
も
り
支
援

の
相
談
は
、
家
族
か
ら
の
相
談

だ
け
で
は
な

く
、
本

人
が

直
接

相
談

に
来

る
場

合
や

、
別

居
の

親
族

、
知

人
、
地

域
住

民
な
ど
、
支
援
の

入
口
は
多
様

で
す
。
そ
の
た
め

、
支
援
に
繋

が
る

た
め

の
広

報
・

周
知

は
非

常
に

重
要

で
す

。

39
8

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
1 

1
″
「
就
労
す
る
こ
と

が
ゴ
ー
ル

で
あ
る
」
と
い
う
提

示
も
起
こ

ら
な

い
″

と
の

前
述

が
あ

り
ま

す
が

、”
就

労
や

経
済

的
自

立
に

向
け

た
”

ゴ
ー
ル
と
読
解
し

て
し
ま
う
恐

れ
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

39
9

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
1 

1
経
済
的
自
立
を
目

標
と
し
て
設

定
す
る
だ
け
で
な

く
障
害
者
年

金
や

生
活

保
護

等
の

検
討

も
必

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

40
0

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
1 

1
”
「

就
労
す

る
こ

と
が
ゴ

ー
ル

で
あ

る
」

と
い

う
提
示

も
起

こ
ら
な

い
″

と
の
前

述
が

あ
り
ま

す
が

、
就

労
を

最
初
の

目
標

（
ゴ
ー

ル
）

と
し
て
も
良
い
の

で
し
ょ
う
か

？

40
1

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
1 

1
何
を
目
指
す
の
で

し
ょ
う
か
？

40
2

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
1 

1
2
1
ペ
ー
ジ
で
は
”

ゆ
ら
ぎ

”
と
表
現
し
て

い
ま
す
。
表
記

を
統

一
し

た
ほ

う
が

良
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？

40
3

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
1 

1
2
4
ペ
ー
ジ

最
後
の
段

落
相

談
者

自
身

の
自

己
理

解
が

で
き

て
お

ら
ず

、
今

の
状

態
へ

の
焦

り
か

ら
、

人
が

怖
く

て
居

場
所

に
も

参
加

で
き

な
い

状
況

で
あ

る
の

に
、
と
に
か
く
仕

事
を
見
つ
け

た
い
と
希
望
す
る

人
が
い
る
。
本

人
が

希
望

す
る

か
ら

、
次

々
と

就
労

支
援

先
を

紹
介

す
れ

ば
よ

い
、
な



1
0
2

番
号

区
分

質
問

I
D
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項
意
見

ど
の
誤
解
が
な
い

よ
う
な
表
現

と
し
て
ほ
し
い
。
伴
奏
支
援
と

は
、
た

だ
ひ

た
す

ら
本

人
の

気
持

ち
に

寄
り

添
う

こ
と

な
の

だ
ろ

う
か

？
支
援
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度

の
ス
テ
ー
ジ
な
ど

を
本
書
で
明

確
に

し
、
今

本
人

が
ど

の
段

階
に

い
る

の
か

、
相

談
者

と
共

に
確

認
し

な
が
ら
、
次
の
ス
テ

ー
ジ
へ
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

目
指
す
こ
と

が
必

要
な

の
で

は
な

い
か

。
サ

ポ
ス

テ
の

担
当

者
と

意
見

交
換

し
た

と
こ

ろ
、「

ま
だ

家
か
ら

出
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た
ば

か
り

で
、
家

族
以

外
の

人
と

の
接
触

も
な

く
、
就

労
と

い
う
状

況
で

は
な
い

の
に

、
就

職
し
た
い
か
ら
と

相
談
機
関
か

ら
す
ぐ
に
サ
ポ
ス

テ
を
紹
介
さ

れ
て

も
困

る
。
本

人
が

挫
折

し
な

い
た

め
に

も
、
丁

寧
に

ス
テ

ッ
プ

を
踏

み
、
つ
な
い
で

ほ
し
い
」
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
そ
う
い
う
意

味
で

も
、
本

書
で

は
、
ひ

き
こ

も
り

当
事

者
の

今
い

る
段

階
を

表
す

よ
う

な
図
表
を
作
成
し

て
ほ
し
い
。

4
0
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

7
4
 

4
 

1
 

2
ひ
き
こ
も
り
支
援

ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
修
正
希
望
箇

所
 
 
P
2
8
 
 

一
番

下
の

?
点

支
援

者
が

離
れ

る
こ

と
に

異
論

は
な

い
が

、「
ひ

き
こ

も
り
状
態
が
解
消

し
て
い
な
く

て
も
・
・
・
」
の

タ
イ
ミ
ン
グ

は
離

れ
る

に
は

早
す

ぎ
る

の
で

は
な

い
か

。
前

後
の

表
現

と
矛

盾
す

る
。

（
P
4
0
上
列
等
）

4
0
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

2
2
 

4
 

1
 

2
P
2
7
の
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
の

流
れ
」
で
す
が
、
ま
ず
相
談
の

受
理

か
ら

始
ま

っ
て

い
ま

す
。

同
じ
「

相
談

を
始

め
る

」
で

も
、
実

際
は

「
繋
が
り
始
め
る

」
と
「
支
援

し
始
め
る
」
は
イ
コ
ー

ル
で
は

あ
り

ま
せ

ん
。
そ

こ
が

一
番

支
援

者
の

技
量

が
問

わ
れ

、
仕

組
み

づ
く

り
も
難
し
い
所
だ
と

感
じ
て
い
ま

す
。

通
常
の
支

援
は
「
何
か

し
ら

の
目

標
と

支
援

内
容

を
決

め
て

、
対

象
者

に
同

意
を

得
る

こ
と

」
で

初
め

て
開

始
で

き
る

も
の

と
思

い
ま

す
し

、
ひ

き
こ

も
り

支
援

に
お

い
て

は
一

層
欠

か
す

こ
と

の
で

き
な

い
プ

ロ
セ

ス
だ

と
思

い
ま

す
が
、
そ
れ
が
で
き

る
ま
で
に
非

常
に
時
間
が
か
か

る
関
わ
り
合

い
を

続
け

な
け

れ
ば

い
け

な
い

の
が

ひ
き

こ
も

り
相

談
で

す
。

本
人

に
支
援
を
受
け
る
動

機
が
ま
だ
希

薄
な
状
態
で
繋
が

り
続
け
る
こ

と
は

珍
し

く
な

く
、
声

を
上

げ
た

相
談

者
を

最
初

か
ら

そ
の

よ
う

な
“

支
援
の
流
れ

”
に
乗

せ
な
い
ま
ま

関
わ
り
続
け
る
フ

ェ
ー
ズ
に
つ

い
て

、
詳

し
く

記
載

が
あ

る
と

良
い

と
思

い
ま

し
た

。

4
0
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

7
9
 

4
 

1
 

2
「

ひ
き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
本

人
」

か
「

ひ
き
こ

も
り

状
態
の

本
人
」
（

P
.
2
7
 

７
行

目
ほ
か

数
か

所
あ

り
）

な
の

か
、

標
記

を
ど

ち
ら

か
に
統
一
で
き
る

の
で
あ
れ
ば

、
統
一
し
て
い
た

だ
く
と
良
い

。

4
0
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

4 
1 

2
2
7
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
、「

何
度
で
も
、
同
じ
内
容
で
あ

っ
て
も

相
談

で
き

る
場

所
が

あ
る

」
に

つ
い

て
、
相

談
の

ハ
ー

ド
ル

を
下

げ
る

た
め
に
「
こ
ん
な

こ
と
を
話
し
て

い
い
の
か
な
、
と
思
う
こ
と
で

も
」
の

フ
レ

ー
ズ

が
あ

る
と

よ
い

と
感

じ
ま

し
た

。
・
2
7
ペ

ー
ジ

の
下

段
に
「
振
り
出
し

に
戻
っ
て
し

ま
う
」
の
記
述
は

不
要
で
は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

4
0
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

4 
1 

2
2
9
ペ
ー
ジ
の
支
援
対
象
者

へ
の
リ
ー
チ
は

、
9
ペ
ー
ジ
に
も
書

か
れ

て
い

る
窓

口
に

つ
な

が
ら

な
い

現
状

に
も

対
応

す
る

も
の

と
考

え
ら

れ
、
い
く
つ
か
具

体
的
な
取
り

組
み
を
記
載
し
て

い
た
だ
け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
同

様
に

、
1
5
ペ

ー
ジ

の
地

域
社

会
へ

の
働

き
か

け
（

広
報
事
業
な
ど
）
や

2
5
ペ
ー
ジ
の
支
援
に

つ
な
が
る
た
め

の
広
報

・
周

知
な

ど
の

具
体

的
取

り
組

み
に

つ
い

て
、

支
援

者
の

ヒ
ン

ト
に

な
る
取
り
組
み
例
を

複
数
記
載
す

る
な
ど
、
充
実
さ

せ
て
い
た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

4
0
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

4 
1 

2
p
2
7
～
ひ
き
こ
も
り
支
援
の
流

れ
→
「
話
を
聴
く
」
→
「
分
析
・
計

画
す

る
」
→
「

支
援

す
る

」
と

い
う

プ
ロ

セ
ス

は
、
生

活
支

援
な

ど
具

体
的

な
課

題
解

決
な

ら
ま

だ
し

も
、

ひ
き

こ
も

り
支

援
に

限
定

し
て

み
た

場
合

、
む

し
ろ

弊
害

の
方

が
大

き
い

よ
う

な
気

が
し

ま
す

が
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？

ひ
き
こ
も
り
支
援

の
多
く
は
、
家

族
で

あ
れ

本
人

で
あ

れ
、「

孤
立

状
態

の
脱

却
」
が

第
一

の
ニ

ー
ズ

に
な

っ
て

い
る

場
合

が
多
く

、
そ

の
意
味

で
「

話
を
聴

く
」

こ
と
そ

れ
自

体
が

重
要

な
支
援

だ
っ

た
り
も

し
ま

す
。

に
も
か

か
わ

ら
ず

、
こ

の
フ
ロ
ー
が
示
さ

れ
て
し
ま
う

こ
と
で
、「

何
か
し

な
き
ゃ
」
と

焦
っ

て
し

ま
っ

た
り

、「
先

を
急

ぐ
支

援
」
や
「

停
滞

」
感

が
醸

成
さ

れ
て
し
ま
い
、
本
人

・
家
族
の
ニ

ー
ズ
と
ズ
レ
て
し

ま
う
と
い
う

帰
結

を
も

た
ら

し
て

し
ま

う
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
？

4
1
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
6

4 
1 

2
今
後
の
課
題
は
何

か
。

相
談
の
初
期
対
応

を
し
っ
か
り

や
る
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
事

で
す

。
（
１
）
窓
口
の
担
当
職

員
は
、
し
っ
か
り
傾
聴
す

る
。
2
0
分
～

3
0
分

。
そ

の
後

、「
も

う
少

し
詳

し
く

お
聞

き
し

、
今

後
の

対
応

を
一

緒



1
0
3

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

に
考
え
た
い
の
で

、
複
数
で
お

聞
き
し
ま
す
の
で

、
面
会
の
日

時
の

希
望

を
お

聞
き

し
て

い
い

で
す

か
。
」

と
対

応
す

る
。

（
２
）
次
回
の
面
接
に

向
け
て
、
行
政
の
担
当

者
、
親
の
会
な

ど
に

委
嘱

し
た

相
談

員
と

連
絡

を
取

り
、
迎

え
る

準
備

を
す

る
。
こ

こ
ま

で
が
し
っ
か
り
で

き
る
こ
と
が

ま
ず
大
事
だ
と
考

え
ま
す
。

4
1
1

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
1 

2
相
談
方
法
や
相
談

窓
口
の
中
に

、
居
場
所
や
対
話

交
流
会
、
講
演

会
な

ど
に

相
談

に
つ

な
が

る
仕

組
み

づ
く

り
の

工
夫

も
加

え
る
（

実
際

、
相
談
窓
口
に
は
来

ら
れ
な
い
人

た
ち
が
、
結
果
的

に
相
談
に
つ

な
が

る
き

っ
か

け
に

な
っ

て
い

る
）

4
1
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
1 

2
P
2
7
 
P
2
8
 
支
援
の
入
口
と

な
る
、
広
報
周

知
の
文
言

追
加
に

つ
い

て
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
ひ
き
こ
も
り
支
援

は
、
い
わ
ゆ
る
一
般
的

な
支
援
プ
ロ
セ

ス
と
し

て
、
広

報
周

知
、
相

談
の

受
理

、
状

況
・
背

景
の

把
握

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

支
援
の

実
施
と
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
、
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
の

流
れ

で
進

め
る

こ
と

が
基

本
と

な
り

ま
す

図
表
に
お
い
て
も

「
広
報
周
知

」
を
「
相
談
の
受

理
」
の
前
に

追
記

4
1
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
1 

2
P
2
7
 
５
行
目

赤
字
部
分
を
具

体
的
に
補
足
し
ま

し
た
。
追
加

ご
検

討
く

だ
さ

い
。

ま
ず

は
、

相
談

を
し
た

い
と

思
う
方

が
ア

ク
セ
ス

し
や

す
い
環

境
を

整
え

る
こ

と
が
大

切
で

す
。
そ

の
た

め
に
は

、
様

々
な

形
で

相
談

が
受
け
ら
れ
る
よ

う
相
談
方
法
（
来
訪
、
電
話
、
訪
問
、
メ
ー

ル
、
オ

ン
ラ

イ
ン

な
ど

）
を

工
夫

し
つ

つ
、
相

談
窓

口
を

周
知

す
る

た
め

の
日
頃
の
広
報

活
動
が
カ
ギ

と
な
り
ま
す
。

41
4

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
1 

2
”
ゴ
ー
ル
＝
終
結

”
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
。
つ
な

が
り

続
け

る
支

援
の

為
に

ゴ
ー

ル
と

は
別

の
言

葉
を

選
ん

で
は

ど
う

で
し

ょ
う
か
。

41
5

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
1 

2
”
つ
な
が
り

”
”
繋
が
り

”
の

表
記
の
揺
れ
が
あ

り
ま
す
。

41
6

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
1 

2
”
も
つ

”
”
持
つ

”
表

記
の
揺
れ
が
あ
り

ま
す

41
7

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
1 

2
７
～
2
8
ペ
ー
ジ

・
そ
れ
ぞ
れ
の

長
所
短
所
、
役
割
分
担
等

が
あ
る
の
で

、
都
道
府

県
、
市

区
町

村
、
民

間
組

織
、
地

域
組

織
等

が
連

携
・
協

力
し

て
、
全

体
で
こ
の
支
援
の

流
れ
を
実
現

し
て
い
く
、
と
い

う
視
点
も
加

え
て

ほ
し

い
。

41
8

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
1 

2
2
7
ペ
ー
ジ

一
つ
目
の

➣
ひ
き
こ
も
り
の
当

事
者
に
お
い

て
は
、
相
談
電
話

に
電
話
す
る

こ
と

や
、
面

接
相

談
等

は
、
非

常
に

ハ
ー

ド
ル

が
高

く
、
つ

な
が

る
こ

と
が
難
し
い
よ
う
で

あ
る
。
ひ
き
こ
も
り
地

域
支
援
セ
ン
タ

ー
の
居

場
所

に
参

加
す

る
当

事
者

の
ほ

と
ん

ど
は

、
相

談
支

援
を

受
け

て
い

な
い
。
し
か
し
、
本

人
の
意
思
で

居
場
所
に
は
参
加

し
、
支
援
者

（
相

談
員

）
と

も
顔

な
じ

み
に

な
っ

て
き

て
い

る
。

そ
う

し
た

中
か

ら
、

居
場
所
で
の
ゲ
ー

ム
の
合
間
に

本
音
を
話
し
、
悩
み
事
を

参
加
者

同
士

や
支

援
者

に
話

す
よ

う
な

機
会

と
な

っ
て

い
る

。
相

談
窓

口
の

周
知
だ
け
で
は
な
く

、
ひ
き
こ
も

り
当
事
者
が
参
加

で
き
る
多
種

多
様

な
方

法
に

よ
っ

て
、
支

援
機

関
と

つ
な

が
る

こ
と

が
相

談
へ

の
近

道
に
あ
た
る
場
合
も

あ
る
と
考
え

て
い
る
。

41
9

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
1 

2
2
7
ペ
ー
ジ

二
つ
目
「
➢

」
「
何
度
で
も
同
じ

内
容
で
あ
っ

て
も
相
談
で
き
る

場
所
が
あ
る

」
と

の
表

現
が

あ
る

が
、
精

神
科

医
か

ら
、
強

迫
観

念
を

助
長

す
る

よ
う

な
場
合
は
、
悪
化
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
る

の
で
、
何
度
も
同

じ
内

容
で

繰
り

返
し

話
を

す
る

よ
う

な
事

態
は

避
け

た
方

が
よ

い
、
と

の
助

言
を
受
け
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ

る
。
こ
う
し
た

ケ
ー
ス
の
場
合

、
相

談
枠
（

時
間

や
回

数
）
を

説
明

し
て

抑
制

す
る

こ
と

が
あ

り
、
こ

の
記
載
は
ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
は
で

き
な
い
こ
と
で
あ

る
の
で
、
必
要

な
と

き
は

い
つ

で
も

再
利

用
で

き
る

、
と

い
っ

た
ニ

ュ
ア

ン
ス

に
修

正
し
て
ほ
し
い
。

42
0

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
1 

2
2
8
ペ
ー
ジ

最
後
の
段
落

こ
の
段
階
で
離
れ

る
事
は
ま
だ

早
い
の
で
は
な
い

か
。
支
援
の

経
験

が
な

い
方

が
こ

れ
を

よ
り

ど
こ

ろ
に

、
自

分
で

考
え

ら
れ

る
よ

う
に



1
0
4

番
号
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質
問

I
D
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項
意
見

な
っ

た
か

ら
、
「

は
い
、

お
し

ま
い

」
と

な
る

の
で
は

な
い

か
。
本

書
で

も
説
明

の
あ

っ
た
通

り
、

気
持

ち
の

揺
ら
ぎ

や
、

行
動
し

た
結

果
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
を
、
本
人
一
人
で
は
受

け
止
め
ら
れ

な
い

場
合

も
多

く
あ

る
。
次

の
支

援
機

関
に

つ
な

が
っ

た
と

し
て

も
、
そ

こ
で
の
信
頼
関
係

が
築
け
る
ま

で
は
、
こ
れ
ま
で

相
談
に
あ
た

っ
て

き
た

機
関

が
、
心

の
拠

り
所

と
な

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
。
し

か
し

、
先
に
も
述
べ
た
通

り
、
し
か
し

、
本
紙
の
ご
意
見

の
と
お
り
、
支

援
者

が
べ

っ
た

り
し

す
ぎ

る
も

の
問

題
で

あ
り

、
あ

る
程

度
の

段
階

に
進
ん
だ
と
こ
ろ
で

、
本
人
と
戦

略
を
立
て
つ
つ
も

、
本
人
の
力

を
信

じ
、

一
人

で
や

ら
せ

て
み

る
こ

と
も

重
要

で
あ

る
と

考
え

る
。

こ
の
表
と
合
わ
せ

て
、
マ
ズ
ロ

ー
の
５
段
階
欲
求

な
ど
を
図
で

表
し

つ
つ

、
ひ

き
こ

も
り

当
事

者
が

ど
の

ス
テ

ー
ジ

で
ど

の
よ

う
な

か
か

わ
り
が
必
要
で
あ

る
か
表
し
て

は
ど
う
か
。
家
族

に
お
い
て
も

必
要

な
支

援
を

マ
ズ

ロ
ー

の
図

で
表

す
こ

と
が

可
能

と
考

え
る

。

4
2
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

7
3
 

4
 

1
第
４
章
の
（

1
）
は
そ
の
前
ま

で
の
内
容
と
か
ぶ

る
の
で
、
別

章
に

足
り

な
い

部
分

だ
け

加
え

る
と

良
い

と
思

い
ま

す
。

 
 
全

体
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

多
い

も
の
の

、
概

念
的
な

も
の

に
偏
っ

た
印

象
で
す

。
同

じ
内

容
（
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

等
）

が
散
見

さ
れ

る
の
で

、
少

し
ま

と
め
て
い
た
だ
き

、
全
体
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
落
と

せ
る
と
読
み

や
す

い
で

す
。

4
2
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

2
9
 

4
 

2
 

1
P
3
1「

本
人

に
会

え
な
い

場
合

、
本

人
が

そ
も
そ

も
支

援
を
望

ん
で

い
な

い
、

会
う

こ
と

を
求

め
て

い
な

い
」
は

必
ず

し
も
そ

う
で

は
な

い
と

思
い

ま
す

。
人

と
話

す
の
が

怖
か

っ
た
り

、
薬

の
副
作

用
で

動
け

な
か

っ
た
り

、
副

作
用
で

太
っ

て
い
て

人
と

会
い
た

く
な

か
っ

た
り

、
プ

ラ
イ

ド
が
高

か
っ

た
り
。

支
援

を
望

ん
で
い

な
い

、
会

う
こ

と
を

求
め
て

い
な

い
は
、

表
面

は
そ
う

で
す

が
、
本

当
に

支
援

を
望
ん
で
い
な
い

の
か
は
分
か

ら
な
い
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。

4
2
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

2
9
 

4
 

2
 

1
P
3
3「

次
回

の
来

所
を
希

望
し

な
い

場
合

、
予
約

は
取

ら
な
い

」
は

良
い

と
思

い
ま

す
が

、
い

つ
で

も
困

っ
た
時

に
来

て
良
い

こ
と

も
伝

え
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

4
2
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

7
4
 

4
 

2
 

1
P
3
1
 
 
上
か
ら

1
0
列
目

「
無
理
矢
理

に
訪
問
す
る
と

・
・

・
支

援
者

が
一

方
的

に
行

動
を

起
こ

す
こ

と
は

控
え

ま
し

ょ
う

。
」

の
表

現
は
、
何
も
し
な

い
よ
う
勧
め

て
い
る
よ
う
で
、
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
の

表
現

と
し

て
は

不
適

切
。
 
 
 

 
 

 
 

下
か

ら
１

３
列

目
「

本
人
に
会
え
な
い
場

合
」「

・
・
・
支
援
を
望
ん
で
い

な
い
、
会

う
こ

と
を

求
め

て
い

な
い

こ
と

に
よ

る
も

の
で

す
。
」
と

決
め

つ
け

て
記

載
さ

れ
る
の

は
い

か
が
か

。
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
と
し

て
「

適
す
る

対
応

方
法

を
検

討
し
ま

す
。
」

と
す

る
の

で
は

な
く
、
「

適
す

る
対

応
方

法
は
次
の
通
り
で
す

・
・
・
」
と

す
る
の
が
ベ
タ
ー

。

4
2
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
3
 

4
 

2
 

1
3
0
p
 
あ
く
ま
で
も
「
本
人

主
体
」
と
い
う

こ
と
を
強
調
し

て
欲

し
い

。

4
2
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
3
 

4
 

2
 

1
3
2
p
 
独
り
暮
ら
し
へ
の
警

戒
が
過
剰
に
感

じ
る
。
あ
く
ま

で
緊

急
対

応
の

可
能

性
が

あ
る

と
い

う
ぐ

ら
い

が
良

い
の

で
は

。

4
2
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

4 
2 

1
3
1
ペ
ー
ジ
の
上
段
に
あ
る
「
ひ

き
こ
も
り
状
態
に

至
る
ま
で
に

は
～

」
の

パ
ラ

グ
ラ

フ
を

読
ん

で
い

て
、
そ

も
そ

も
ひ

き
こ

も
り

状
態

か
ど
う
か
を
認
め
る
・
認
め
な
い

と
い
っ
た
議
論
が

本
人
と
支
援

者
や

本
人

と
家

族
の

間
で

生
じ

る
可

能
性

が
浮

か
び

ま
し

た
。
認

め
さ

せ
よ
う
と
す
る
必
要

は
ま
っ
た
く

な
い
と
思
い
ま
す

が
、
家
族
相

談
で

と
き

ど
き

お
伺

い
す

る
テ

ー
マ

で
も

あ
る

た
め

、
記

載
し

て
い

た
だ

け
る
と
あ
り
が
た

い
と
思
い
ま

す
。

4
2
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

4 
2 

1
3
6

ペ
ー
ジ

の
同

意
を

得
る

方
法
に

つ
い

て
、
口

頭
で

確
認
し

た
際

に
相

談
記

録
な

ど
に

残
す

こ
と

を
記

載
す
る

必
要

は
な
い

で
し

ょ
う

か
。

4
2
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

4 
2 

1
p
3
1「

家
庭
訪
問
」

→
（
一
例
）
た
と
え
「
家
族
の
同
意
」
が
あ

っ
た

と
し

て
も

、
家

族
と

本
人

は
別

人
格

で
あ

り
、
ニ

ー
ズ

が
異

な
る

こ
と
も
あ
り
う
る

こ
と
を
充
分

踏
ま
え
た
上
で
、

対
応
を
検
討

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

4
3
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

4 
2 

1
p
3
1「

信
頼
関
係
が
築
け
な
く

な
る
」

→
本
人

が
か
ろ
う
じ

て
安

心
で

き
る

空
間

に
、
外

部
の

者
が

突
然

押
し

か
け

て
く

る
と

い
う

こ
と

は
、
さ
ら
に
本
人

を
追
い
詰
め

て
し
ま
う
危
う
さ

が
あ
り
、
そ
れ

が
家

庭
内

暴
力

や
自

死
を

も
誘

発
さ

せ
て

し
ま

い
か

ね
な

い
と

い
う

リ



1
0
5

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

ス
ク
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
判
断

す
べ
き
点
で
す
。
 
…

本
人
が
拒

否
す

る
場

合
の

強
引

な
訪

問
は

、「
信

頼
関

係
」
以

前
の

人
権

問
題

で
あ

り
、
家
庭
内
暴
力

や
自
死
を
も

誘
発
し
か
ね
な
い

危
険
な
行
為

で
あ

る
こ

と
を

、
き

ち
ん

と
明

記
し

て
お

く
べ

き
か

と
。

4
3
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
4

4 
2 

1
p
3
1「

場
面
別
」

→
「
状
況
に

進
展
が
な
く
、「

話
す
こ
と

が
な

い
」
と

い
う

状
態

に
な

っ
て

い
る

場
合

」
を

追
記

 
…
ひ

き
こ

も
り

相
談

あ
る

あ
る

で
す

が
、
「

状
況

が
変
わ

っ
た

ら
ま
た

相
談

く
だ
さ

い
」

と
言

っ
て

、
そ
の

ま
ま

放
置
さ

れ
て

し
ま
う

場
面

と
か
、

既
に

状
況

は
詳

し
く

聞
い

て
い
る

た
め

、
「

何
を
話

し
た

ら
い
い

か
分

か
ら
な

い
」

と
困
っ

て
い

る
相
談

員
も

い
た

り
し

ま
す
。

そ
れ

ら
は

、
「

具
体
的
な
支
援
に
つ

な
が
る
た
め

の
話
を
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
」
と

い
う

囚
わ

れ
（

先
の
「

フ
ロ

ー
」
の

過
剰

意
識

化
）
が

絡
ん

で
い

る
場

合
が
多
い
か
な
と

思
い
ま
す
が

、
実
際
に
は
「
相
談
」
と
い
う

よ
り

も
「

雑
談

」
で

き
る

関
係

づ
く

り
（

≒
「

相
談

」
の

体
裁

を
し

た
「

1
対

1
の
居
場
所
づ
く
り
」
）
を
続
け
て
い

く
（
事
例
１
に

も
記

さ
れ

て
い

る
よ

う
に

）
こ

と
を

、
こ

こ
で

明
記

し
て

お
く

の
は

大
事

か
な

と
思
い
ま
し
た
。

4
3
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
6

4 
2 

1
①
本
人
が
面
談
を

キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
こ
と
を
「
決
断
し

た
」
と
肯

定
的

に
受

け
と

め
る

の
も

よ
い

で
し

ょ
う

。
は

、
間

違
い

で
す

。
本

人
に
は
心
情
的
に
波

が
あ
り
、
ひ
き
こ
も
っ

て
い
る
と
面
談

す
る
こ

と
に

緊
張

し
て

い
た

り
、
当

日
体

調
不

良
に

な
る

こ
と

は
よ

く
あ

る
こ

と
と
と
ら
え
て
、

い
つ
で
も
大

丈
夫
で
す
よ
と
い

う
姿
勢
で
臨

ん
で

ほ
し

い
。

4
3
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
6

4 
2 

1
②
支
援
者
が
「
今

後
ど
う
し
た

い
で
す
か
？
」
の

質
問
は

N
G
だ

と
思

い
ま

す
。

自
分

が
何

か
し

た
い

と
き

は
、

本
人

か
ら

希
望

が
出

て
く
る
し
、
困
り
ご

と
は
面
談
で

質
問
す
る
と
思
い

ま
す
。

支
援

の
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
を

見
極

め
る

こ
と

が
大

切
と

あ
る

が
、

疑
問

で
す

。

4
3
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
4

4 
2 

1
3
4
ペ
ー
ジ
「
ぴ
あ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
活
動

、
経
験
者
と
し

て
の
関

り
」
に

関
し

て
は

、
研

究
者

や
支

援
者

で
は

な
く

、
ぴ

あ
サ

ポ
ー

タ
ー

自
身
に
よ
る
コ
ラ
ム

で
あ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま

す
。

4
3
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
3

4 
2 

1
p
3
5
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
に

つ
い
て
、
参
考
に
で

き
る
も
の

は
の

る
も

の
の

、
国

と
し

て
定

め
る

も
の

は
な

い
の

か
。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
シ
ー
ト
の
作
成
や

各
セ
ン
タ
ー

の
経
験
・
能
力
も
異

な
る
為
、
全

国
統

一
の

物
が

あ
る

と
よ

い
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
ひ

き
こ

も
り

の
定
義
が
広
く
、
取
り
残
さ

れ
な
い
、
間
口
を
広
げ

る
為
だ
と

は
思

う
が

、
精

神
疾

患
の

療
養

の
た

め
に

社
会

と
の

つ
な

が
り

が
希

薄
化

し
孤
独
を
感
じ
て

い
る
方
で
あ

れ
ば
、
医
療
関
係
・
委
託
相
談

等
の

方
が

適
切

に
感

じ
る

。
地

域
の
「

発
達

障
害

者
支

援
セ

ン
タ

ー
」
や

委
託
相
談
、
保
健

所
、
精
神
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
の
役
割
分

担
に

つ
い

て
の

記
載

が
欲

し
い

。

4
3
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
3
1

4 
2 

1
写

真
や
イ

ラ
ス

ト
、
図

な
ど

で
イ
メ

ー
ジ

で
き
る

方
が

よ
い
と

感
じ

た
。

・
細
か

な
こ

と
に

な
る

が
「

閉
じ
た

質
問

」
で
当

事
者

が
答

え
や
す
い
質
問
を

す
る
の
が
良

い
、
と
あ
る
が

、
専
門
的
な
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を

受
け

て
い

な
い

人
が
「

閉
じ

た
質

問
」
を

行
う

場
合

、
尋

問
や
詰
問
の
よ
う

な
問
い
か
け

に
な
ら
な
い
よ
う

に
工
夫
す
る

説
明

が
欲

し
い

と
感

じ
た

。

4
3
7

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

1
趣
旨
は
わ
か
る
が

、
こ
う
い
う

専
門
的
用
語
は
わ

か
り
に
く
い

の
で

使
わ

な
い

で
ほ

し
い

4
3
8

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

1
嫌
な
の
に
拒
否
で

き
な
い
場
合

も
あ
る
。
見
知
ら
ぬ

人
が
来
る

の
は

怖
い

。
情

報
が

な
い

か
ら

、
家

を
追

い
出

さ
れ

る
の

で
は

？
引

き
出

し
屋
で
は
？
な
ど

と
被
害
妄
想

が
膨
ら
む
場
合
も

あ
る
。
支
援

者
の

認
識

、
心

構
え

と
し

て
、「

目
的

を
も

た
な

い
」「

リ
ア

ク
シ

ョ
ン

を
求
め
な
い
」
は
訪

問
時
の
必
須

条
件
で
あ
る
こ
と

を
明
記
し
た

ほ
う

が
い

い
。

4
3
9

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

1
本
人
の
心
情
か
ら

す
る
と
、
ま

だ
避
難
中
で
外
に

出
る
段
階
で

は
な

い
か

ら
、

声
を

か
け

ら
れ

て
も

反
応

で
き

な
い

の
だ

と
思

う

4
4
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

1
本
人
か
ら
す
る
と

、「
あ
な
の

た
め
に
」
と
聞
こ
え
る

の
で
、
絶

対
に

Ｎ
Ｇ

。
言

わ
な

い
ほ

う
が

い
い

。
言

う
と

し
た

ら
、「

私
自

身
が

勉
強
の
た
め
に
行
っ

た
」
と
伝
え

る
べ
き
。
親
自
身
が

変
わ
ろ
う

と
し

て
い

る
と

肯
定

的
に

受
け

止
め

ら
れ

る
可

能
性

が
あ

る
。
あ

く
ま

で
も
主
語
は
、
私
。

44
1

当
事

者
・

 
 

1
37

4 
2 

1
手
紙
を
書
く
の
は

O
K
だ
が
、
こ
れ
ま
で

の
ひ
き
こ
も
り

生
活
を

否
定

し
た

り
、

自
立

を
迫

っ
た

り
す

る
内

容
は

、
ト

ラ
ブ

ル
の

基
に

な



1
0
6

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

家
族

等
る

の
で

N
G
。

4
4
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

1
同
意
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
意
思
表
示
権

の
確
認
は
ど
の

タ
イ
ミ

ン
グ

で
も

何
度

で
も

必
要

。
相

手
を

気
遣

い
、
断

れ
な

く
て

無
理

し
て

し
ま
う
心
情
に
留

意
し
て
ほ
し

い

4
4
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

1
返
信
な
ど
の
リ
ア

ク
シ
ョ
ン
を

求
め
な
い
（
本
人

に
と
っ
て
は

、
強

要
や

暴
力

性
を

感
じ

る
場

合
も

あ
り

ま
す

）

4
4
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

1
Ｐ
3
0
 
4
 
段
落
目

追
加
を
検
討
く
だ
さ
い

。
ひ
き
こ
も
り
支
援

は
、
状
況
の

変
化
に
期
間
を
要

す
る
場
合
が

多
く

、
変

化
を

待
ち

な
が

ら
じ

っ
く

り
と

取
り

組
む

こ
と

が
重

要
で

す
。

支
援
を
進
め
て
い

く
中
で
、
支
援
者
自
身

も
そ
の
支
援
に

大
き
な

進
展

が
な

い
と

感
じ

ら
れ

る
こ

と
が

あ
る

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
大

き
な
進
展
が
な
い
こ

と
は
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
変
化

を
時

間
を

か
け

て
積

み
重

ね
て

い
く

も
の

で
す

。
支

援
者

は
本

人
や

家
族

の
日
常
生
活
の
小

さ
な
変
化
に

も
敏
感
に
気
づ
く

こ
と
が
で
き

る
よ

う
、
そ

れ
ぞ

れ
の

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
状

況
や

気
持

ち
な

ど
を

よ
く

把
握
す
る
こ
と
に
し

ま
し
ょ
う
。

4
4
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

1
P
3
1
 
2
 
段
落
目

拒
否
が
な
い

場
合
の
対
応
と
し

て
追
加
ご
検

討
く

だ
さ

い
。

家
族
か
ら
の
相
談

で
支
援
が
始

ま
っ
た
場
合
に
、
家
族
の
求

め
に

よ
り

家
庭

訪
問

を
計

画
す

る
こ

と
も

あ
り

得
ま

す
。
ま

た
、
本

人
と

電
話

や
メ
ー

ル
で

つ
な
が

り
が

あ
る
け

れ
ど

も
、
ま

だ
本

人
と
対

面
し

て
い

な
い

場
合
に

お
い

て
、
家

庭
訪

問
を

視
野
に

入
れ

る
こ

と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
場
合
、

実
際
に
訪
問
す
る

の
は
、
本
人

の
拒

否
が

な
い

こ
と

の
確

認
が

で
き

て
か

ら
に

し
ま

す
。

 
Ø
 
家

族
経

由
あ
る
い
は
本
人
に

直
接
、
家
庭

訪
問
を
し
て
よ
い

か
ど
う
か
確

認
を

し
ま

す
。
拒

否
が

あ
る

場
合

、
無

理
矢

理
に

訪
問

す
る

と
本

人
と

の
信
頼
関
係
が
築
け

な
く
な
り
ま

す
の
で
、
支
援
者
が

一
方
的
に

行
動

を
起

こ
す

こ
と

は
控

え
ま

し
ょ

う
。
な

お
、
明

確
な

拒
否

が
な

い
場

合
も
、
同
意
し
た

と
は
限
ら
な

い
た
め
、
訪
問
者

が
来
て
も
無

理
に

合
わ

な
く

て
も

い
い

訪
問
で
あ
る
こ
と

も
伝
え
て
お

く
と
い
い
で
し
ょ

う
。

4
4
6

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

1
P
3
1
 
「
本
人
に
会
え
な
い

場
合
」
の
赤
字

補
足
に
つ
い
て

※
当
事
者
の
決
断

で
き
な
い
葛

藤
へ
の
心
情
理
解

に
つ
い
て
補

足
を

お
願

い
し

ま
す

。
本
人
と
会
え
な
い

と
い
う
の
は

、
本
人
が
そ
も
そ
も

支
援
を
望

ん
で

い
な

い
、
会

う
こ

と
を

求
め

て
い

な
い

状
態

も
あ

れ
ば

、
会

う
か

ど
う
か
不
安
や
葛
藤

が
あ
り
決
断

で
き
な
い
状
態
（
一
歩
が
踏

み
出

せ
な

い
状

態
）
が

続
い

て
い

る
場

合
も

あ
り

ま
す

。
や

み
く

も
に

本
人

に
働
き
か
け
て
も

状
況
が
良
く

な
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
の
で

、
事

前
に

把
握

し
た

生
活

の
状

況
や

本
人

の
困

り
ご

と
な

ど
を

ヒ
ン

ト
に

し
て
、
適
す
る
対

応
方
法
を
検

討
し
ま
す
。

4
4
7

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

1
P
3
2
 
1
 
行
目

補
足
を
検
討
く

だ
さ
い

家
族
か
ら
本
人
へ

の
働
き
か
け

を
行
う
こ
と
を
通

し
て
、
本
人
と

の
緊

張
関

係
が

緩
和

さ
れ

る
こ

と
で

、
支

援
者

が
直

接
本

人
に

関
わ

れ
な
く
て
も
、
本
人

の
行
動
や
言

動
な
ど
が
変
化
す

る
こ
と
が
考

え
ら

れ
ま

す
。

4
4
8

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

1
P
3
2
 
中
盤

補
足
を
検
討
く
だ

さ
い

メ
モ
に
相
談
窓
口

の
連
絡
先
（
訪
問
者
の

簡
単
な
自
己
紹

介
、
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

や
電

話
番

号
）
を

書
い

て
お

く
場

合
に

、
例

え
ば

、「
メ

ー
ル

は
相
談

員
だ
け
し
か
見

る
こ
と
は
な
い
」
と
い
っ
た
こ

と
や

、「
匿

名
で

連
絡

し
て

も
よ

い
」
と

い
っ

た
こ

と
を

付
け

加
え

て
、
気

軽
に
安
心
し
て
相

談
で
き
る
よ

う
に
す
る
工
夫
が

あ
る
と
よ
い

で
し

ょ
う

。

4
4
9

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

1
P
3
3
 
中
盤

補
足
を
検
討
く
だ

さ
い

本
人
と
の
信
頼
関

係
を
積
む
こ

と
を
念
頭
に
、
他
愛
の
な

い
話
題

で
あ

っ
て

も
、
支

援
者

の
こ

と
を
「

安
心

し
て

相
談

で
き

る
人
（

自
分

の
ひ

き
こ

も
り

状
態
の

こ
と

に
干
渉

し
た

り
否
定

し
な

い
人
）
」

で
あ
る

と
認

識
し
て

い
た

だ
く
た

め
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
が

必
要



1
0
7

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

で
す
。

4
5
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

1
P
3
3
 
中
盤

補
足
を
検
討
く
だ

さ
い
。
本
人
の
不

安
な
心
情
を

知
っ

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

本
人

と
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
は

、
本

人
が
問

い
か

け
し
や

す
い

聞
き

方
が

有
効
で

す
。

支
援
者

か
ら

の
働

き
か
け

や
、

今
後

や
将

来
の
こ
と
な
ど
、
本
人
は
そ
れ

自
体
に
悩
み
、
苦
し
ん
で

い
る

経
過

を
持

っ
て

い
ま

す
。
そ

の
た

め
、
本

人
と

の
信

頼
関

係
も

な
い

ま
ま

に
、「

今
後

は
ど
う

し
た

い
で

す
か

」
と

尋
ね
る

こ
と

は
、
本

人
が

最
も

触
れ

て
ほ
し

く
な

い
と
こ

ろ
に

土
足
で

踏
み

込
ん
で

し
ま

う
結

果
と
な
り
、
支
援

者
へ
の
警
戒

心
か
ら
関
係
を
閉

ざ
し
て
し
ま

う
可

能
性

が
高

く
な

り
ま

す
。

4
5
1

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

1
P
3
3
 
最
終
段
落

※
家
族
支
援

に
つ
い
て
の
補
足

を
ご
検
討
く

だ
さ

い
家
族
へ
の
長
期
間

の
支
援
に
よ

り
、
本
人
と
直
接
会

う
こ
と
が

な
く

て
も

、
家

族
が

本
人

と
の

か
か

わ
り

方
を

理
解

し
、
親

子
関

係
が

良
い
方
向
に
変
化
す

る
こ
と
で
、
本
人
が
支
援
に
つ

な
が
る
こ
と

も
あ

り
ま

す
の

で
、
家

族
へ

の
支

援
の

み
で

あ
っ

て
も

、
ひ

き
こ

も
り

支
援
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
重

要
で
す
。

4
5
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

1
Ｐ
3
5

３
段
落
目

補
足
を

ご
検
討
く
だ
さ

い
家

族
支
援

に
お

い
て

も
、

相
談

（
電

話
、

メ
ー
ル

、
SN

S
、
面

談
）

や
家

族
教

室
、

家
族

会
へ

の
参

加
を

サ
ポ
ー

ト
す

る
な
ど

の
手

法
が

あ
り
ま
す
。

45
3

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
2 

1
”
ひ
き
も
り
状
態

”
と
し
て
も

意
味
は
通
じ
ま
す

が
、
あ
え
て

”「
ひ

き
こ

も
り

」
”

と
し

た
理

由
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

か
？

45
4

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
2 

1
”「

ゆ
ら
ぎ

」”
と
表
記
し

た
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
？

45
5

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
2 

1
”
と
る

”
”
取
る

”
表

記
の
揺
れ
が
あ
り

ま
す
。

45
6

自
治

体
 

 
 

6
3 

4 
2 

1
2
1
ペ
ー
ジ
で
は
”

認
識
し

て
も
ら
う
”
と

表
記
し
て
あ
り

ま
す

。

45
7

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

1
P
3
2
に
家
族
会
に
つ
い
て
掲
載

が
あ
る
が
、「

家
族
会
」
と
相
談

機
関

に
よ

る
家

族
へ

の
相

談
支

援
は

、
車

の
両

輪
の

よ
う

に
補

完
的

役
割

を
担
っ
て
お
り
、
家
族
会
に

つ
い
て
掲
載

す
る
の
は

P
3
2
で
は
な

く
、
も

っ
と

早
い

段
階

が
よ

い
と

考
え

る
。
日

頃
の

思
い

を
分

か
ち

合
う
こ
と
は
、
家
族

に
大
き
な
安

心
感
を
与
え
る
と

思
う
の
で
、

な
る

べ
く

早
い

段
階

で
掲

載
し

て
は

ど
う

か
。

ひ
き
こ
も
り
状
態

の
解
消
は
長

期
戦
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ

、
同

じ
よ

う
な

経
験

を
す

る
方

と
つ

な
が

り
自

分
だ

け
で

は
な

い
、
と

思
う
こ
と
や
、
自
身
の
家
族
と

同
じ
状
況
の

方
で
あ
っ
た
り
、
就

労
に

向
け

て
頑

張
っ

て
い

る
方

で
あ

っ
た

り
、
ま

だ
ま

だ
家

庭
内

が
安

心
安
全
な
状
態
に
な

っ
て
い
な
い

方
で
あ
っ
た
り
、
様
々
な
段
階

の
方

が
い

る
こ

と
を

知
る

機
会

に
も

な
り

、
そ

の
方

た
ち

と
情

報
交

換
す

る
こ
と
で
今
後
の

道
筋
が
見
え

て
く
る
場
合
も
あ

る
。
ま
た
、
互

い
に

気
持

ち
を

分
か

ち
合

い
遠

慮
な

く
愚

痴
を

こ
ぼ

せ
る

場
と

し
て

家
族
の
方
に
は
、
早
い
段
階
か

ら
参
加
し
て

い
た
だ
き
た
い

と
考

え
て

い
る

。
そ

し
て

、
相

談
機

関
で

は
そ

の
ご

家
庭

に
合

っ
た

支
援

を
行

う
場
と
し
て
、
さ
ら
に
は
講

演
会
な
ど
の

情
報
提
供
を
行

う
場

と
し

て
、
う

ま
く

役
割

分
担

し
、
と

か
く

長
期

戦
と

な
っ

て
し

ま
う

ひ
き

こ
も
り
に
関
す
る

相
談
を
、
家

族
と
し
て
も
使
い

分
け
て
い
た

だ
き

た
い

と
考

え
る

。
相
談
機
関
に
繋
が

っ
て
い
て
も

、
本
人
の
変
化
が

見
ら
れ
な
い

こ
と

か
ら

相
談

を
中

断
し

て
し

ま
う

家
族

も
多

い
。
た

と
え

相
談

機
関

離
か
ら
れ
て
し
ま
っ

た
と
し
て
も

、
家
族
会
に
は
参
加

し
て
も
ら

え
る

と
よ

い
と

考
え

て
い

る
。
そ

の
た

め
に

も
、
し

っ
か

り
と

家
族

支
援

の
中
で
「
家
族
会

」
の
必
要
性

を
記
載
す
る
よ
う

に
し
て
ほ
し

い
。

45
8

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

1
3
0
ペ
ー
ジ
最
後
の
「
・

」、
3
1
ペ
ー
ジ
に
か
け
て

逆
で
は
な
い
か
。
本
人
や
家

族
に
と
っ
て

は
気
づ
か
な
い

よ
う
な

事
小

さ
な

事
で

も
、
支

援
者

側
が

そ
の

変
化

を
し

っ
か

り
捉

え
、
大

き
な
変
化
で
あ
る
と

家
族
や
本
人

に
対
し
気
づ
き
を

促
す
こ
と
が

重
要

と
考

え
る

。

45
9

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

1
3
2
ペ
ー
ジ

最
後
の
➣

「
家

族
会

」
と

相
談
機

関
に

よ
る
家

族
へ

の
相
談

支
援

は
、
車

の
両

輪
の

よ
う

に
補
完

的
役

割
を
担

っ
て

お
り
、
「

本
人

と
連

絡
が

取
れ



1
0
8

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

な
い
場
合
」
に
記

載
が
あ
る
こ

と
に
対
し
違
和
感

が
あ
る
。

46
0

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

1
3
4
ペ
ー
ジ

ア
ウ
ト
リ

ー
チ
に
関
す
る
記

載
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に

関
し
て
は
、
家
族
と
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
始

ま
る

こ
と

が
多

い
の

で
は

な
い

だ
ろ

う
か

。
そ

の
場

合
、
ま

ず
は

ご
自

宅
で
家
族
と
会
う
と

こ
ろ
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
本
人
に
会
え

る
よ
う

に
な

る
ま

で
丁

寧
に

段
階

を
踏

ん
で

い
く

こ
と

が
必

要
と

考
え

る
。
そ

の
あ
た
り
の
ス
テ

ッ
プ
に
つ
い

て
も
注
意
点
と
と

も
に
掲
載
し

て
ほ

し
い

。

46
1

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

1
3
4
ペ
ー
ジ

ピ
ア
サ
ポ

ー
タ
ー
に
関
す
る

コ
ラ
ム

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

の
活
動
に
つ

い
て
記
載
す
る
コ

ラ
ム
を
掲
載

す
る

よ
う

で
あ

る
が

、
本

紙
の

ど
こ

か
に

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
の

育
成
（

ど
の
よ
う
な
研
修
を

実
施
し
養
成

す
る
か
）
や
留
意
点
（
ピ
ア
サ

ポ
ー

タ
ー

が
自

身
の

辛
い

経
験

を
話

す
際

は
、
終

了
後

に
ふ

り
か

え
り

を
行
い
、
少
し
で
も

辛
い
気
持
ち

が
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ

ッ
ク
し
た
場

合
な

ど
し

っ
か

り
フ

ォ
ロ

ー
す

る
、

な
ど

）
を

掲
載

し
て

ほ
し

い
。

46
2

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

1
3
4
ペ
ー
ジ

細
か
い
が
、
「
自
室
以

外
の
別
の
場
所
」

の
方
が
適
切
で

は
な
い

か
。

46
3

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

1
3
5
ペ
ー
ジ

一
つ
目
の
「

・
」
電
話
相
談

や
メ
ー
ル
相
談

の
記

載
こ
こ
で
急
に
、
「
相
談
の
最
初

の
依
頼
は
電
話
相

談
や
メ
ー
ル

相
談

が
多

い
」

と
記

載
が

あ
る

が
、「

場
面

別
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

な
ど
を
述
べ
た
後

に
掲
載
し
て

い
る
こ
と
に
違
和

感
が
あ
る
。
こ

こ
で

は
な

く
P
2
7「

ひ
き

こ
も

り
支

援
の

流
れ

」
の

最
初

の
方

で
記

載
す
る
内
容
で
は
な

い
か
。

4
6
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

2
説
教
や
上
か
ら
目

線
の
言
い
方

に
な
ら
な
い
よ
う

に
提
案
目
線

で
伝

え
る

こ
と

が
大

切
で

す
。
支

援
者

は
伴

走
者

で
あ

り
、
最

終
的

に
決

め
る
の
は
あ
く
ま

で
も
本
人
で

す
。

4
6
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

2
P
3
7
 
２
項
目

赤
字
補
足
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

家
族
相
談
の

理
解

の
助

け
に

な
る

情
報

と
し

て
補

足
し

ま
し

た
。

支
援
対
象
者
が
家

族
で
あ
る
場

合
に
お
い
て
も
、
家
族
の
話

を
し

っ
か

り
と

聴
き

な
が

ら
、
家

族
を

通
し

て
本

人
に

つ
い

て
知

り
、
理

解
す
る
こ
と
を
意
識

し
ま
す
。
ま
た
、
支
援
対
象
者

が
家
族
で
あ

る
場

合
、
支

援
で

取
り

扱
う

本
人

の
情

報
は

、
家

族
の

推
測

や
思

い
込

み
で
語
る
場
合
と
、
本
人
の
言
動
（
事
実
）
に
基
づ
く
場
合

を
分
け

、
あ

く
ま

で
も

本
人

の
言

動
か

ら
受

け
取

っ
た

情
報

を
扱

う
こ

と
が

大
原
則
で
す
。

事
前
に
家
族
か
ら

話
を
聞
き
、
本
人
に
関
す
る
情

報
を
本
人
と

話
す

際
に

は
、
家

族
が

本
人

に
了

承
を

得
た

場
合

を
除

い
て

、
本

人
か

ら
受
け
取
っ
た
情
報

の
み
を
扱
う

こ
と
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う

4
6
6

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

2
P
3
7
 
最
後
か
ら

２
行
目

赤
字
（
時
期
を

タ
イ
ミ
ン
グ
と

言
い

換
え

ま
し

た
。

相
談

支
援

で
よ

く
使

わ
れ

る
言

葉
で

す
）

本
人
の
考
え
が
ま

と
ま
ら
な
い

時
期
も
あ
る
た
め

、
何
気
な
い

会
話

で
信

頼
関

係
を

作
り

な
が

ら
、
意

思
確

認
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

見
極

め
ま
す
。

46
7

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

2
3
7
ペ
ー
ジ

二
つ
目
の
「

・
」

家
族
が
本
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ

ず
、
本
人
の

意
向

を
把

握
で

き
な

い
場

合
が

多
く

あ
る

。
こ

の
記

載
の

ま
ま

で
は

、
支

援
は
本
人
の
思
い

が
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
か
ら
、
と
か
、
本
人

を
連

れ
て

こ
な

い
と

支
援

は
で

き
ま

せ
ん

、
と

勘
違

い
し

て
発

言
し

て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
。
ま
た

、
家
族
の
願
い
と
本

人
の
思
い

は
違

う
こ

と
も

多
く

、
家

族
に

対
し

そ
の

よ
う

な
気

づ
き

を
与

え
る

関
わ

り
方
に
つ
い
て
記

載
し
た
方
が

よ
い
の
で
は
な
い

か
。

46
8

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

2
3
7
ペ
ー
ジ

家
族
と
し
か
会
え

て
い
な
い
の

に
、
本
人
か
ら
情

報
を
取
る
の

が
原

測
、

と
書

い
て

あ
る

よ
う

に
誤

解
を

招
く

表
現

で
は

な
い

か
。

46
9

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

2
P
3
7
 
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
多
く
３

つ
に
分
け
る
に
し

て
も
そ
れ
ぞ

れ
端

的
に

説
明

し
示

し
た

方
が

わ
か

り
や

す
い

。



1
0
9

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

4
7
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

7
4
 

4
 

2
 

3
P
4
0
 
上
か
ら
４
列
目

必
ず
し
も
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
は
必

要
で
な

い
が

・
・

と
の

記
載

が
必

要
。

4
7
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

7
4
 

4
 

2
 

3
P
4
1
 
下
か
ら

1
1
列
目

「
ひ
き
こ
も
り

状
態
に
あ
る
本

人
も

し
く

は
や

家
族

」
の
「

や
」
は

不
要

。
誤

字
 

 
下

か
ら

７
列

目
「

支
援
を
進
め
る
前
の

準
備
段
階
の

工
夫
・
・
・
」
の
記
載
の
中
で

、
相

談
窓

口
の

周
知
・
広

報
と

同
列

で
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
活

動
と

表
記

さ
れ

て
い
る
。
こ
の
表
現
は

P
3
1
の
「
無
理
や
り
訪
問

す
る
と
・
・
・
」
と

の
内

容
と

矛
盾

し
て

い
る

。
 

 
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
活

動
と

は
何

か
、

ブ
レ
な
い
筋
が
必

要
。

4
7
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

7
4
 

4
 

2
 

3
P
4
2
 
上
か
ら

1
1
列
目

「
お
こ
な
っ
て

」
は
「
行
な
っ
て

」
の

方
が

良
い

。
 
 
P
4
8
 

上
か

ら
1
0
列

目
「

家
族

間
の

相
続

問
題

等
に

関
わ

る
こ

と
は

で
き
ま

せ
ん

の
で
、
」

と
記

載
さ
れ

て
ま

す
が

、
資

格
が

あ
れ
ば

関
わ

れ
る
こ

と
で

す
の

で
、

言
い
切

る
必

要
は
あ

り
ま

せ
ん
。

4
7
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
1

4 
2 

3
文
の
意
味
が
分
か

り
に
く
い
箇

所
→
P
.
4
1
～
準
備
段
階
の

工
夫

が
重

要
で

す
。
の

１
項

目
目

の
文

章
で

い
く

つ
か

の
工

夫
の

項
目

と
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
と

の
関
連
が
理

解
し
づ
ら
い
で
す

。

4
7
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

4 
2 

3
4
1
ペ
ー
ジ
の
「
夫
か
ら
の

D
V
」
に
つ
い

て
「
夫
か
ら
の

」
は
不

要
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
全

体
を

通
じ

て
、

特
定

の
性
に
偏
ら
ず
に
記

載
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
る
中

で
、
こ

の
記

述
に

は
違

和
感

を
覚

え
ま

し
た

。
配

偶
者

や
カ

ッ
プ

ル
な

ど
の
記
載
を
ご
検
討

い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

4
7
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

4 
2 

3
4
2
ペ
ー
ジ
の
支
援
者
の
異

動
や
退
職
に
つ

い
て
、
支
援
の
方

法
を

伝
え

る
際

に
早

い
段

階
で

交
代

す
る

可
能

性
が

生
じ

う
る

こ
と

や
（

そ
の

場
合
に

伝
え

る
べ
き

こ
と

も
ま
と

め
る
）
、

交
代

が
わ

か
っ

た
段

階
で

ど
の

よ
う
に

伝
え

る
か
な

ど
、

具
体
例

が
あ

る
と
わ

か
り

や
す

い
と
思
い
ま
す
。
支
援
は
人

に
つ
く
、
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ

う
に

、
支

援
者

の
交

代
は

対
象

者
に

と
っ

て
イ

ン
パ

ク
ト

が
大

き
い

と
考

え
ら
れ
、
い
か
に

丁
寧
に
伝
え

、
不
安
に
寄
り
添

う
か
を
強
調

す
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。

4
7
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

4 
2 

3
4
3
ペ
ー
ジ
の
上
段
に
あ
る
「
本

人
が
変
わ
り
た
い

と
願
っ
た
時

に
ス

ム
ー

ズ
に

応
援

で
き

る
よ

う
な

準
備

」
に

つ
い

て
、
具

体
的

な
記

載
が
あ
る
と
わ
か
り

や
す
く
な
る

と
思
い
ま
す
。

4
7
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
4

4 
2 

3
4
1

ペ
ー
ジ

本
人

が
家

族
か

ら
虐
待

を
う

け
て
い

る
ケ

ー
ス
の

可
能

性
に

つ
い

て
触

れ
ら

れ
て

い
る

の
は

よ
い
と

思
う

が
、
後

半
の

後
半

の
「
事
例
概
要
」
中
で
具
体
的

に
触
れ
て
ほ
し
い

。（
特
に
親

に
よ

る
教

育
虐

待
や

過
干

渉
の

結
果

で
、
ひ

き
こ

も
り

に
な

っ
た

場
合

で
、

親
が
意
識
せ
ず
に

侵
襲
性
の
高

い
行
為
を
続
け
て

い
る
ケ
ー
ス

で
、
本

人
に

親
か

ら
の

独
立

の
意

向
が

強
い

場
合

は
、
ま

ず
は

虐
待

を
受

け
て
い
る
状
況
か

ら
本
人
を
救

出
す
る
の
が
最
優

先
で
、
３
７

ペ
ー

ジ
で

N
G
の

支
援

の
例

と
さ

れ
て

い
る

「
金

銭
的

な
見

通
し

の
た

た
な
い
一
人
暮
ら
し

」
も
、
世
帯
分
離
か
ら

生
活
保
護
の
上

、
就

労
支

援
に

つ
な

げ
る

の
が

最
善

の
ケ

ー
ス

も
あ

り
う

る
。
実

際
に

ぴ
あ

サ
ポ
ー
タ
ー
が
そ
の

よ
う
な
支
援

を
行
っ
て
、
状
況

が
劇
的
に
改

善
し

た
事

例
も

複
数

あ
る

）

4
7
8

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

3
ひ
き
こ
も
り
か
ら

外
に
出
ら
れ

た
状
態
で
も
、
心
に
ト
ラ
ウ

マ
を

抱
え

て
い

た
り

、
ま

た
ひ

き
こ

も
る

ケ
ー

ス
も

多
い

た
め

、
ゴ

ー
ル

を
設
定
さ
れ
る
こ
と

を
負
担
に
感

じ
る
方
が
多
い
で

す
。
ゴ
ー
ル

を
設

定
し

て
達

し
て

も
、
引

き
続

き
何

か
あ

れ
ば

相
談

し
や

す
い

体
制

づ
く
り
が
大
切
で
す

。

4
7
9

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

3
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
で
進
む
だ

け
で
な
く
、
戻
る
こ
と
も

あ
る
記

載
が

あ
る

と
よ

い
で

す
。
三

歩
進

ん
で

二
歩

下
が

る
等

の
例

え
を

追
加

す
る
と
よ
い
で
す

。
周
囲
か
ら

見
て
戻
る
過
程
も

、
試
行
錯
誤

を
重

ね
て

ひ
き

こ
も

り
か

ら
脱

出
す

る
に

は
重

要
で

す
。

4
8
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

3
家
族
に
対
し
て
話

を
聞
い
た
り

、
ひ
き
こ
も
り
の
家

族
会
を
紹

介
す

る
等

の
記

載
が

あ
る

と
よ

い
で

す
。
家

族
が

疲
弊

す
る

こ
と

で
、
本

人
に
強
く
当
た
っ

て
し
ま
う
ケ

ー
ス
を
よ
く
見
か

け
ま
す
。

4
8
1

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

3
ひ
き
こ
も
り
は

、
人
間
関
係

、
学
校
、
会
社
等
の
社
会

か
ら
の

断
絶

だ
け

で
は

な
く

、
不

信
感

等
か

ら
「

支
援

か
ら

の
ひ

き
こ

も
り

」
が

多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
医
療

機
関
の
受
診
を
拒

否
し
、
精
神

科
病

院
ま

で
通

う
の

も
困

難
な

ケ
ー

ス
も

多
い

で
す

。
訪

問
診

療
や

訪
問



1
1
0

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

看
護
等
も
検
討
に

入
れ
る
と
よ

い
で
す
。

4
8
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

3
日
頃
か
ら
地
域
に

ど
の
よ
う
な

社
会
的
資
源
が
あ

る
か
ア
ン
テ

ナ
を

張
っ

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
す

。

4
8
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

3
障

害
福

祉
制

度
や

居
場

所
等

の
様

々
な

ひ
き

こ
も

り
支

援
に

必
要

と
考

え
ら

れ
そ

う
な

こ
と

は
、

事
前

に
知

っ
て

お
く

こ
と

が
大

切
で

す
。

4
8
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

3
一
進
一
退
を
繰
り

返
す
の
が
現

実
。
行
き
つ
戻
り

つ
の
ス
タ
ン

ス
で

い
た

ほ
う

が
気

が
楽

だ
と

思
い

ま
す

4
8
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

3
こ
う
い
う
「
病
的
」
表
現
は
レ

ッ
テ
ル
貼
り
に
つ

な
が
ら
な
い

か
？

曖
昧

で
わ

か
り

に
く

い
。
感

覚
過

敏
や

強
迫

性
な

ど
も

含
ま

れ
る

の
か
？
病
気
を
治
せ

ば
、
ひ
き
こ

も
り
は
解
消
さ
れ

る
の
か
？
具

体
的

に
書

く
必

要
が

あ
る

の
で

は
な

い
か

？

4
8
6

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

3
専
門
家
も
立
場
に

よ
っ
て
見
方

が
分
か
れ
る
。
精
神
保
健

福
祉
セ

ン
タ

ー
や

保
健

セ
ン

タ
ー

も
温

度
差

が
あ

り
、
任

せ
る

だ
け

で
本

質
的

な
解
決
に
つ
な
が

る
の
か
？

4
8
7

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

3
支
援
が
必
要
な
状

況
に
あ
る
本

人
や
家
族
に
？
主

語
が
お
か
し

い

4
8
8

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

3
ど
の
よ
う
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
助

け
を
求
め
な
い
人

た
ち
の
心
に

響
く

の
か

？
を

検
証

し
た

ほ
う

が
い

い
の

で
は

4
8
9

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

3
具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
し
に
く
く

、
わ
か
り
に
く
い

。
仮
説
を
立

て
て

実
践

し
た

後
、
振

り
返

り
と

検
証

を
行

っ
て

、
改

善
点

を
次

に
生

か
し
て
い
く
こ
と
の

繰
り
返
し
が

必
要
な
の
で
は
？

具
体
的
に
書

い
た

ほ
う

が
い

い

4
9
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

3
支
援
者
が
本
当
に

そ
う
思
え
て

い
る
の
か
？
「
変
化
」
は
、
本
人

に
と

っ
て

、
こ

れ
ま

で
の

人
生

を
否

定
さ

れ
た

よ
う

な
メ

ッ
セ

ー
ジ

と
し
て
伝
わ
る
こ
と

を
理
解
す
る

べ
き

4
9
1

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

3
ざ
っ
く
り
し
て
い

る
。
当
事
者

と
の
世
間
話
は
難

し
い
（
実
際

、
話

が
続

か
な

い
、
合

わ
な

い
な

ど
、
見

透
か

さ
れ

て
い

る
場

合
が

多
い

）
。

工
夫
の
ポ
イ
ン
ト

が
欲
し
い
。

4
9
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

3
こ
れ
は
、
誰
の
こ
と
で
し

ょ
う
か
？
当
事

者
の
選
択
肢
、
セ
カ
ン

ド
オ

ピ
ニ

オ
ン

の
権

利
を

奪
う

行
為

で
、
当

事
者

を
囲

い
込

ん
で

、
自

分
以
外
の
他
の
情

報
を
入
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い

る
と
も
読
め

る
。

非
常

に
危

険
。

4
9
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

3
P
3
9
 
 

＜
コ
メ
ン
ト
＞
非
常
に

重
要
な
点
な
の
で

、
イ
ラ
ス
ト

な
ど

で
視

覚
的

に
図

示
で

き
る

と
い

い
か

と
思

い
ま

し
た

。

4
9
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

3
P
4
0
 
４
段
落
目

赤
字
追
加
を

ご
検
討
く
だ
さ
い

。
既
に
接
点
の
あ
る

他
の
支
援
機

関
の
支
援
者
等

(
ひ
き
こ
も
り

経
験

を
有

す
る

ピ
ア

サ
ポ

ー
タ

ー
含

む
)
が

い
る

場
合

に
は

、
そ

の
人

を
き

っ
か
け
と
し
て
支

援
が
進
む
こ

と
も
あ
り
得

る
の
で
、
協
力

体
制

を
組

む
こ

と
も

検
討

し
ま

し
ょ

う
。

4
9
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

3
P
4
0
 
最
終
段

投
影
し
て
し
ま

う
例
（
支
援
者
が

何
気
な
く
や

っ
て

し
ま

う
事

例
）

を
掲

載
し

ま
し

た
。

ま
た
、
支
援
者
と

し
て
、
支
援
が
上
手
く

い
か
な
い
と
感

じ
て
不

安
に

思
う

気
持

ち
や

焦
る

気
持

ち
を

本
人

に
投

影
し

て
し

ま
う

こ
と

の
無
い
よ
う
留
意
し

な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
(
例
：
家
族
相
談

の
場

面
で

、「
子

ど
も

は
相

変
わ

ら
ず

で
す

」
と

い
う

た
め

息
に

、
相

談
員

も
一

緒
に

た
め

息
を
つ

い
て

し
ま
う

。
そ

の
た
め

息
を

家
族
は

察
し

て
、
「

変
化

が
な
い

こ
と

」
へ

の
自

責
感

で
そ
の

後
、

相
談
に

来
ら

れ
な

く
な

る
→

実
際
は

、
相

談
員
が

変
化

よ
り
も

、
「

今
で

き
て
い

る
こ

と
、
が

ん
ば

っ
て
い

る
こ

と
」

に
着

目
し
、

一
緒

に
探
し

て
い

け
る
よ
う
な
働
き

か
け
を
す
る

こ
と
で
、
家
族
が

自
分
を
責
め

る
の

で
は

な
く

、
が

ん
ば

っ
て

る
本

人
を

認
め

て
い

け
る

か
か

わ
り

や
、

「
そ
う
い
え
ば
・

・
・
」
と
小

さ
な
変
化
や
努
力

を
見
つ
け
て

い
け

る
こ

と
も

多
い

)



1
1
1

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

4
9
6

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

3
P
4
1
 
２
段
落
目
※
夫
か
ら

の
 
D
V
 
と
は
、
妻
が
ひ

き
こ
も
っ
て

い
る

世
帯

を
想

定
し

て
い

ま
し

た
ら

赤
字

を
検

討
く

だ
さ

い
。

ま
た
、
配
偶
者
の

い
る
世
帯
に

お
い
て
、
ひ
き
こ

も
り
状
態
に

あ
る

本
人

が
夫

か
ら

の
 
D
V
、

家
族

か
ら

の
虐

待
な

ど
を

受
け

て
い

る
可

能
性
や
、
経
済
的
困

窮
等
の
困

難
な
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
場

合
も

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
困

難
な

状
況

へ
の

対
応

に
は

、
所

属
す

る
機

関
の
担
当
部
署
の

ほ
か
、
地
域
の
様
々
な

関
係
機
関
と
の

連
携
が

重
要

と
な

り
ま

す
の

で
、
普

段
か

ら
地

域
に

ど
の

よ
う

な
機

関
が

あ
る

の
か
を
把
握
し
て

お
く
と
支
援

に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
既
存
の

会
議

体
を

活
用

し
つ

つ
、
支

援
に

生
か

せ
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
を

し
て
お
く
こ
と
で

、
よ
り
良
い

支
援
に
繋
げ
て
い

く
こ
と
が
で

き
ま

す
。

4
9
7

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

3
P
4
2
 
１
段
落
目

加
筆
を
ご
検

討
く
だ
さ
い
（
実

際
の
事
例
で

多
く

み
ら

れ
ま

す
）

例
え
ば
、
支
援
対
象
者

に
と
っ
て
、
あ
る
日
突

然
、
担
当
者
が

い
な

く
な

っ
た

、
変

わ
っ

て
し

ま
っ

た
、
支

援
内

容
が

引
き

継
が

れ
て

お
ら
ず
本
人
と
の
関

係
が
途
絶
し

た
と
い
っ
た
状
況

に
な
ら
な
い

よ
う

、
現

在
の

支
援

者
と

引
き

継
ぐ

予
定

の
支

援
者

が
同

席
し

て
支

援
対

象
者
と
話
す
機
会

が
持
て
る
よ

う
に
す
る
な
ど
、

工
夫
す
る
と

よ
い

で
し

ょ
う

。

4
9
8

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

3
P
4
3
 
１
－
３

具
体
例
を
加
筆

し
ま
し
た
。

支
援
者
を
通
じ
て

社
会
と
つ
な

が
っ
て
お
く
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト

を
共

有
し

て
み

る
の

も
よ

い
で

し
ょ

う
。
そ

の
上

で
、
世

間
話

な
ど

の
何

気
な
い
会
話
を
行

え
る
よ
う
、
継
続
し
て
関
わ
り

を
も
つ
こ
と

を
提

案
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す
（

例
：
写

真
つ

き
の

葉
書

な
ど

で
季

節
の
お
便
り
を
出

す
な
ど
）

4
9
9

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

3
P
4
3

最
終

段
＜
コ
メ
ン
ト
＞
介

入
者
と
は
例

え
ば
ど
の
よ
う
な

場
面
で
、
ど
の

よ
う

な
人

が
想

定
さ

れ
る

か
、
具

体
例

が
あ

っ
た

方
が

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
（
事
例
と
の
紐

づ
け
）

50
0

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

3
4
1
ペ
ー
ジ

二
つ
目
の
「

➣
」

「
７
支
援
者
の
エ

ン
パ
ワ
メ
ン

ト
②
困
難
を
軽

く
す
る
た
め

の
工

夫
」
で

掲
載

す
れ

ば
、
こ

こ
で

掲
載

し
な

く
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

か
。
ま
た
、
コ
ラ

ム
で
セ
ル
フ

ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
の
や
り
方

を
紹

介
し

て
ほ

し
い

。

50
1

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

3
4
1
ペ
ー
ジ

「
本
人
や
家
族

」、
ま
た
は
「

本
人
も
し
く
は
家

族
」
の
誤
植

。

5
0
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
3
 

4
 

2
 

4
4
5
p
 
緊
急
対
応
の
説
明
に

つ
い
て
「
本
人

の
意
向
を
優
先

す
る

こ
と

よ
り

も
」

と
い

う
文

面
は

、
拡

大
解

釈
が

さ
れ

て
し

ま
う

と
思

う
。

あ
く

ま
で

緊
急

対
応
は

、
「

本
人

の
意
向

を
確

認
で
き

る
支

援
」
に

戻
る

た
め
に

行
わ

れ
る
も

の
で

あ
り

、
否

定
し
な

い
書

き
方
が

良
い

と
思
う
。

5
0
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
3

4 
2 

4
4
5

ペ
ー
ジ

の
第

２
パ

ラ
グ

ラ
フ
「

相
談

者
が
家

族
で

あ
っ
て

も
本

人
で

あ
っ

て
も

～
」

の
２

行
目

に
あ

る
「
そ

れ
ま

で
の
間

に
家

族
は

～
」
と
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は

本
人
に
も
当
て
は

ま
る
よ
う
に

思
い

ま
し

た
。

5
0
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
4

4 
2 

4
4
5

ペ
ー
ジ

家
族

か
ら

の
聞

き
取
り

は
あ

く
ま
で

「
家

族
が
本

人
を

ど
う

思
っ

て
い

る
か

」
の

情
報

に
過

ぎ
な
い

こ
と

を
強
調

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ま
す
。

本
人

と
家

族
の

関
係
が

悪
い

場
合
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、
そ

う
で

な
く
て

も
家

族
が
思

念
期

間
を
通

じ
て

本
人

を
家
族
の
思
い
通

り
に
し
よ
う

と
す
る
ケ
ー
ス
も

珍
し
く
な
い

た
め

、
家

族
か

ら
の

聞
き

取
り

の
際

に
、
家

族
の

い
う

こ
と

を
う

の
み

に
せ
ず
、
あ
く
ま
で

本
人
の
状
態

や
意
向
に
つ
い
て

は
、
本
人
か

ら
の

一
時

情
報

を
得

る
ま

で
は

判
断

を
保

留
す

る
旨

は
明

記
し

た
ほ

う
が

良
い

と
考

え
ま

す
。
4
8

ペ
ー

ジ
で

家
族

と
本
人

の
関

係
が
悪

い
場

合
に

つ
い

て
触

れ
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
具
体

的
に

上
の
指

摘
を

明
記

す
べ

き
と

考
え

ま
す
。

可
能

で
あ

れ
ば

、
そ
の

よ
う

な
事
例

に
つ

い
て

も
「

事
例
概

要
」

の
ケ
ー

ス
ス

タ
デ
ィ

で
盛

り
込
ん

で
ほ

し
い

と
こ
ろ
で
す
。

50
5

当
事

者
・

 
 

1
38

4 
2 

4
P
4
4
 
イ
ン
テ
ー
ク
に
つ
い

て



1
1
2

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

家
族

等
ひ

き
こ
も

り
支

援
を
開

始
す

る
に
あ

た
り

、
イ
ン

テ
ー

ク
に
お

い
て

は
、
「

相
談

の
主
体

は
本

人
で

あ
る

」
と

い
う
視

点
を

忘
れ
な

い
よ

う
に
し
て
関
わ
る

こ
と
が
大
切

で
す
。
特
に
同
居

し
て
い
る
ご

家
族

は
、
唯

一
、
本

人
の

身
近

で
生

活
面

、
健

康
面

を
把

握
し

て
い

る
方

で
す
。
日
々
の
生

活
の
な
か
で

本
人
が
で
き
て
い

る
こ
と
、
や

っ
て

い
る

こ
と

に
も

注
目

し
な

が
ら

実
施

し
た

い
。

5
0
6

当
事

者
・

家
族

等

Q3
 

3 
4 

2 
5

p
5
1
居
場
所
づ
く
り
に
関
し
て

、
そ
の
項
目
を

も
う
少
し
具

体
的

に
記

載
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
し

た
。
ひ

き
こ

も
り

支
援

と
し

て
立
ち
上
が
っ
た

わ
け
で
は
な

い
居
場
所
、
例
え
ば
、
地
域
の
中

で
の

役
割

が
果

た
せ

る
場

所
、
就

労
等

も
う

ま
く

切
り

出
す

こ
と

が
で

き
れ
ば
そ
れ
も
本

人
の
居
場
所

と
な
り
得
る
こ
と

等
、
W
i
n
-
W
i
n
と

な
る

居
場

所
の

創
り

方
に

つ
い

て
、
私

た
ち

支
援

者
は

視
点

や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
な
い

こ
と
が
多
い
よ
う

に
思
い
ま
す

。
成

功
事

例
や

、
居

場
所

と
な

り
得

る
構

成
要

素
等

ご
紹

介
い

た
だ

け
る

と
よ
り
参
考
に
な

る
と
思
い
ま

し
た
。

5
0
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
2
6

4 
2 

5
【
P
4
8
】

兄
弟
姉

妹
か

ら
の
相

談
に

つ
い

て
は

、
兄
弟

姉
妹

の
置
か

れ
た

立
場
や

背
景

の
追
記

を
し

て
欲

し
い

で
す

（
例

）
兄
弟

姉
妹

は
親
と
は
異
な
り

、
本
人
に
と

っ
て
最
も
比
較
の

対
象
に
な
り

や
す

い
立

ち
位

置
に

な
り

ま
す

。
従

っ
て

本
人

か
ら

敵
認

定
さ

れ
た

り
、

本
人
と
関
わ
れ
な

か
っ
た
り
と

距
離
感
が
難
し
い

こ
と
が
多
い

の
で

す
。
そ

の
よ

う
な

中
で

相
談

を
希

望
す

る
兄

弟
姉

妹
は

、
家

族
と

し
て
の
道
義
的
な
責

任
感
か
ら
苦

し
む
方
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん

。
特

に
8
0
5
0
世

帯
の

場
合

、
兄

弟
姉

妹
自

身
も

4
0
代

・
5
0
代

と
と

て
も
多
忙
な
状
況
に

あ
る
方
が
多

い
で
す
。
兄
弟
姉
妹
の
子

ど
も

も
思

春
期

で
悩

み
を

抱
え

や
す

い
時

期
で

あ
り

、
親

も
要

介
護

状
態

で
か

つ
ひ
き
こ
も
り
の

本
人
が
い
る

と
、
様
々
な
課
題
を

抱
え
込
み

や
す

い
の

も
兄

弟
姉

妹
の

立
ち

位
置

に
な

り
ま

す
。

民
法

上
（

民
法

8
7
7

条
）
の
兄
弟
姉

妹
の
扶
養
義
務

は
「
扶
助
義
務

」
で
す
し
、
必
ず

し
も

親
代

わ
り

に
本

人
を

支
え

る
必

要
は

あ
り

ま
せ

ん
。
兄

弟
姉

妹
は

先
ず
自
分
の
こ
と

を
第
一
に
し

て
、
精
神
的
に
も

経
済
的
に
も

余
力

の
と

こ
ろ

で
本

人
と

関
わ

れ
る

よ
う

、
社

会
福

祉
制

度
を

ご
案

内
し

な
が
ら
、
先
取
り

不
安
の
軽
減

に
努
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
で

す
。

5
0
8

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

5
法
律
に
関
す
る
こ

と
は
、
弁
護

士
や
司
法
書
士
な

ど
の
士
業
に

繋
ぐ

必
要

が
あ

り
ま

す
。
た

だ
し

、
8
0
5
0
問

題
が

社
会

問
題

化
し

て
い

る
の
に
も
関
わ
ら
ず

、
士
業
の
方

が
ひ
き
こ
も
り
の

現
場
に
い
な

く
て

、
福

祉
現

場
と

の
繋

が
り

が
少

な
く

て
連

携
が

取
り

づ
ら

い
の

は
課

題
で
あ
る
こ
と
も

記
載
し
て
お

く
と
よ
い
で
す
。

5
0
9

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

5
兄
弟
姉
妹
の
相
談

は
受
け
る
な

と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か
？

兄
弟

姉
妹

か
ら

の
相

談
が

き
っ

か
け

で
、

親
が

動
か

な
い

8
0
5
0
家

族
の

存
在
が
把
握
で
き

る
ケ
ー
ス
は

数
多
く
あ
り
、
兄
弟
姉
妹

が
支

援
の

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

に
な

っ
て

い
る

こ
と

も
触

れ
る

べ
き

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か
？

5
1
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

5
法
律
の
専
門
家
や

F
P
に
丸
投
げ
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う

か
？

相
続

問
題

と
は

別
に

、
兄

弟
姉

妹
に

親
代

わ
り

の
負

担
を

負
わ

せ
な

い
よ
う
、
扶
養
の
法
的

義
務
は
な

い
こ
と
を
し
っ
か

り
伝
え
て
ほ

し
い

。
万

と
か

面
倒

を
見

れ
ま

せ
ん

か
？

な
ど

と
、
安

易
に

依
頼

し
な

い
で
ほ
し
い
。

5
1
1

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

5
遠
方
に
あ
っ
た
と

し
て
も
、
実

家
の
あ
る
自
治
体

で
断
ら
ず
に

相
談

に
応

じ
る

よ
う

明
記

し
て

欲
し

い
。

5
1
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

4 
2 

5
本
当
に
「
高
齢
者

虐
待
」
と
言

え
る
の
か
ど
う
か

？
本
人
が
切

り
離

さ
れ

た
と

き
の

本
人

の
不

安
感

に
つ

い
て

も
留

意
す

る
べ

き

5
1
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

5
P
4
9

※
こ
れ
は
特
に
重
要
で

緊
急
的
な
対

応
が
必
要
な
項

目
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

(
別

項
目

で
囲

み
掲

載
な

ど
も

検
討

く
だ

さ
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

)
※

暴
力

を
家

族
だ

け
で

抱
え
て

し
ま

い
、
不

安
と

萎
縮

で
本

人
の
同

意
が

取
れ
な

い
ま

ま
悪
質

支
援

ビ
ジ
ネ

ス
と

契
約

→
結
果
、
本
人
の

ト
ラ
ウ
マ
と

親
子
断
絶
も
少
な

く
あ
り
ま
せ

ん
。

51
4

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2 

5
4
8
ペ
ー
ジ

実
際
は
当
事
者
の

居
住
地
の
支

援
者
が
主
体
と
な

り
、
兄
弟
姉

妹
の

居
住

地
の

支
援

機
関

が
行

え
る

こ
と

は
、
兄

弟
姉

妹
か

ら
相

談
が

あ



1
1
3

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

っ
た
際
に
、
本
人
の
居
住
地

の
支
援
機
関

に
つ
な
ぐ
程
度

な
の
で

は
な

い
か

。
ほ

か
に

連
携

で
き

る
こ

と
が

あ
れ

ば
、
具

体
的

な
内

容
を

記
載
し
て
ほ
し
い

。

5
1
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

4
5
 

4
 

2
 

6
全
体
の
ボ
リ
ュ
ー

ム
の
割
に
「
６
）
支
援
制
度
や

支
援
体
制
」
が

貧
弱

す
ぎ

る
感

じ
が

し
ま

す
。
具

体
的

な
制

度
や

繋
ぎ

先
が

し
っ

か
り

と
明
記
さ
れ
た
い

。

5
1
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

7
4
 

4
 

2
 

6
P
5
0
 
 
上
か
ら
４
列
目

「
支
援
の
隘

路
に
立
っ
て
・

・
・

」
の

表
現

、「
ア

イ
ロ

に
立

つ
」

と
初

め
て

聞
い

た
。

平
素

は
使

わ
な

い
。

わ
ざ
わ
ざ
難
し
い

表
現
が
必
要

か
？
 
 
P
5
2
 

 
上
か
ら

1
0
列

目
同

じ
列

が
並

ぶ
、

印
刷

ミ
ス

か
削

除
ミ

ス
。

5
1
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
3
 

4
 

2
 

6
5
1
p
 「

地
域
支
援
」
に
つ
い
て

、
ひ
き
こ
も
り

事
例
で
「
地
域

だ
か

ら
こ

そ
外

に
出

ら
れ

な
い

」
と

い
う

例
は

多
い

の
で

、
ど

ち
ら

か
と

い
う
と
地
域
を
変

え
る
こ
と
や

、
地
域
を
出
る
、
他
地
域
と
の

連
携

を
書

い
た

方
が

実
践

的
だ

と
感

じ
る

。
特

に
そ

れ
ま

で
地

域
で

良
く

暮
ら
し
て
い
た
高

齢
者
と
は
全

く
違
い
、「

そ
の
地
域

だ
か
ら
動

け
な

い
」
と

い
う

事
が

多
い

た
め

、「
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
」
は

ひ
き
こ
も
り
事
例
で

は
極
め
て
限

定
的
に
し
か
機
能

し
な
い
と
思

う
。

5
1
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
1
4

4 
2 

6
5
2
ペ
ー
ジ
「
テ
ー
マ
：（

当
？

）
事
者
会
・
家
族
会
運
営
と
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
活

躍
」

に
つ

い
て

は
、

家
族

会
と

ピ
ア

ポ
ー

タ
ー

が
そ

れ
ぞ
れ
書
く
こ
と

が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
。

5
1
9

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

6
障
害
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
は

全
国
に
は
な
い
機

関
の
た
め
、
全

国
に

あ
る

障
害

者
就

業
・
生

活
支

援
セ

ン
タ

ー
に

記
述

を
変

え
た

方
が

適
切
だ
と
思
い
ま

す
。

5
2
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

6
居
場
所
づ
く
り
の

一
例
が
あ
れ

ば
分
か
り
や
す
い

と
思
い
ま
し

た
。

5
2
1

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

6
P
5
1「

仕
事

に
人

を
合
わ

せ
る

」
の

で
は

な
く
「

ひ
と

り
の
た

め
に

仕
事

（
役

割
）

を
作

る
」

と
い

う
視

点
を
持

つ
支

援
者
の

方
が

増
え

て
ほ

し
い

と
思

い
ま
す

「
困

っ
た
助

け
て

、
あ
な

た
の

力
を
貸

し
て

ほ
し

い
」

と
、
「

自
分

が
で
き

る
こ

と
な
ら

・
・

・
」
の

掛
け

合
わ

せ
で
す
。
（
レ
ジ
ュ
メ

参
考
）

5
2
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

4 
2 

6
P
5
2
 
※
基
地
の
言
葉
の
説

明
を
補
足
し
ま

し
た
。
赤
字
ご

検
討

く
だ

さ
い

。
基
地
の
よ
う
な
場

所
（
本
人
に

と
っ
て
の
安
全
基

地
で
あ
り
自

宅
以

外
に

出
ら

れ
る

サ
ー

ド
プ

レ
イ

ス
）
と

な
る

こ
と

を
目

指
す

と
良

い
で
し
ょ
う
。
共
感
の
得
ら

れ
る
場
、
応
答
の
あ
る

場
、
で
あ
る

こ
と

も
大

切
で

す
。
※

基
地

で
あ

り
自

宅
以

外
の

隠
れ

家
※

多
様

な
居

場
所
の
形
態
に
つ

い
て
（
下
図

参
考
）

5
2
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

7
4
 

4
 

2
 

7
P
5
3
 
下
か
ら
４
列
目

「
ひ

き
こ
も
り
支
援
の

成
果
は
・
・
・
」
は

こ
の

項
目
（

支
援

者
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
）
に

合
わ

な
い

。
ひ

き
こ

も
り
支
援
の
総
評

価
的
な
内
容

か
。

5
2
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

7
4
 

4
 

2
 

7
P
5
4
 
上
か
ら
７
列
目

支
援
者
と
支
援

者
自
身
の
使
い

分
け
が

わ
か

ら
な

い
。

変
え

る
必

要
あ

る
の

か
？

5
2
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

4 
2 

7
S
l
a
c
k
の
「
ひ
き
こ
も
り
支
援

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
ア
ク
セ

ス
で

き
る

の
は

ど
の

よ
う

な
団

体
や

人
な

の
か

明
記

し
た

ほ
う

が
良

い
で

す
。

周
囲

で
、
「

ひ
き

こ
も
り

支
援

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

」
を
知

っ
て

い
る
方

は
少

な
い
の

で
、

広
く
参

加
で

き
る

よ
う

に
な
る

と
あ

り
が
た

い
で

す
。

52
6

自
治

体
質
問

5
 

9
9
 

4
 

2
 

7
P
5
3
～
P
5
4

セ
ル
フ
ケ
ア
に
関

す
る
記
述
が
中
心

で
、
主
語
が

主
に

支
援

者
個

人
と

な
っ

て
い

る
。
一

方
で

同
等

に
ラ

イ
ン

ケ
ア

も
重

要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
た
め

、
本
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
が
支
援
者

本
人

に
限

ら
ず

、
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ザ

ー
や

管
理

者
等

に
対

し
て

も
活

用
し

て
も

ら
う

と
い

う
想
定

で
あ

れ
ば
、

組
織

を
主
語

と
し
、
「

ど
う

支
援
者

を
サ

ポ
ー
ト

す
る

の
か
」

と
い

う
点
で

記
述

が
あ
る

と
良

い
と

思
わ
れ
る
。

52
7

自
治

体
質
問

5
 

2
4
1

4 
2

P
3
0
～
（
２
）
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
ポ
イ
ン
ト
の

箇
所
に
つ
い

て



1
1
4
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号
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問

I
D

章
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項
意
見

⇒
文
章
が
続
き
、
ポ
イ
ン
ト

が
分
か
り
に

く
い
。
図
を
取
り

入
れ

る
な

ど
工

夫
し

な
い

と
、
最

後
ま

で
読

ま
な

い
と

何
が

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
説
明
さ
れ
て
い

る
の
か
分
か

り
づ
ら
い
。
場
合
分
け
も
同

じ
に

な
っ

て
い

る
。
相

談
を

受
け

付
け

る
際

の
ポ

イ
ン

ト
な

ど
も

、
相

談
受

付
票
の
例
示
な
ど

を
し
な
が
ら

、
そ
の
項
目
の
ポ

イ
ン
ト
を
示

す
な

ど
の

工
夫

が
必

要
。

52
8

自
治

体
 

 
 

2
74

4 
2

本
書
で
は
、
家
族
支
援
と

ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
本
人

の
支
援

と
が

混
ざ

っ
て

い
る

が
、
誰

に
対

す
る

支
援

な
の

か
わ

か
り

や
す

く
す

る
た
め
に
「
家
族

支
援
」
と
「

ひ
き
こ
も
り
状
態

に
あ
る
本
人

の
支

援
」

と
項

目
を

設
け

て
、

別
に

し
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

。
例
：
第
４
章
（

２
）
ひ
き
こ

も
り
支
援
の
ポ
イ

ン
ト
－
家
族

支
援

－
」

続
い

て
「

－
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
本

人
支

援
－

」

52
9

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

4 
1 

1
【
P
2
4
、
1
）
ひ
き
こ
も
り

支
援
の
多
様
性

】
「
1
）
ひ
き
こ

も
り
支
援
の
多

様
性
」
の
中
身
を

、
読
み
や
す

さ
向

上
の

た
め

、
３

つ
の

小
項

目
で

括
っ

て
は

ど
う

か
。

①
多
様
性
の
理

解
と
対
応

※
P
2
4
の
下
線
見
出
し
２
つ
分

②
チ
ー
ム
で
の

支
援

※
P
2
5
の
下
線
見
出
し
１
つ

分
③
広
報
・
周
知

※
P
2
5
の
最
後
の
下
線
見
出

し
１
つ
分

53
0

自
治

体
質
問

6
 

9
4
 

4
 

1
 

1
第
４
章
の
「
ひ
き

こ
も
り
支
援

の
多
様
性
」
が
章

の
中
で
浮
い

て
見

え
る

。
概
要
（
※
）
に
あ

る
よ
う
に
支

援
の
ポ
イ
ン
ト
と

の
つ
な
が
り

を
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

※
ひ

き
こ

も
り

支
援

は
本

人
や

家
族

の
背

景
が

様
々

で
あ

る
た

め
支

援
も

多
様

。
１

人
と

し
て

同
じ

経
過

を
た

ど
る

も
の

で
は

な
い

た
め
、
支
援
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て

７
つ
の
項
目
で
整

理
し
た

ま
た
、
多
様
で
あ

る
こ
と
を
、

全
体
像
と
す
る
こ

と
に
違
和
感

が
あ

る
。

53
1

自
治

体
質
問

6
 

1
5
4

4 
1 

1
（
３
）
P
2
4
 
1
）
ひ
き
こ

も
り
支
援
の
多

様
性

上
か
ら

7
行
目

長
期
的
な
支
援

を
検
討
す
る

こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
→
長

期
的

な
支

援
を

検
討

し
て

み
る

こ
と

も
必

要
で

す
。

（
４
）
P
2
4
 
1
）
ひ
き
こ

も
り
支
援
の
多

様
性

上
か
ら

9
か
ら

1
0
行

目
本
人
の
あ
ゆ
み

を
尊
重
し
活

か
し
て
い
く
支
援

内
容
を
検
討

す
る

こ
と

が
必

要
で

す
→

支
援

が
必

要
で

す

53
2

自
治

体
質
問

6
 

2
4
0

4 
1 

1
2
5
ペ
ー
ジ
，「

広
報
・
周
知
は
非
常
に
重

要
で
す
。
」
と
あ
る
が

，
効

率
的

な
手

法
は

あ
る

か
。（

発
信

し
て

も
情

報
が

本
人

や
そ

の
家

族
に
届
か
な
い
。
）

53
3

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

4 
1 

1
P
2
4
 
一
つ
目
の
・
の
下
の
・

の
５
行
目

「
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
な
っ
て

い
る
人
も
お
り
、

支
援
す
る
場

合
に

は
」

⇒
人
も
い
れ
ば

、
一
方
で
、

そ
う
い
っ
た
経
験

が
全
く
な
か

っ
た

人
も

い
ま

す
。

二
つ
目
の
・

「
今
後
の
生
き

方
や
社
会
と

の
関
わ
り
方
な
ど

を
決
め
て
い

く
こ

と
を

大
切

に
し

て
」

⇒
関
わ
り
方
な

ど
を
、
自
分

で
選
び
決
め
て
い

く
こ
と
を
大

切
に

し
て

進
め

ま
す

。

53
4

自
治

体
質
問

6
 

1
7
 

4
 

1
 

2
P
2
8
 
支
援
計
画
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
形

式
で
作
成
す

る
の

が
い

い
か

わ
か

ら
な

い
。「

支
援

の
ゴ

ー
ル

は
支

援
者

が
決

め
る

の
で

は
な
く
、
ひ
き
こ
も

り
状
態
に

あ
る
本
人
の
意
向

に
沿
っ
て

…
」
と

あ
る

が
、
本

人
の

意
向

が
不

明
で

あ
る

こ
と

が
多

々
あ

る
ひ

き
こ

も
り
支
援
に
お
い
て

非
現
実
的
で

は
な
い
か
。

53
5

自
治

体
質
問

6
 

1
1
6

4 
1 

2
（
2
8
ペ
ー
ジ
）・

1
8
行
目
：【

本
人
へ
支

援
】
→
【
本
人
へ
の

支
援

】
？

・
2
1
行

目
：「

～
と

つ
な

が
り

を
も

持
ち

」
→
「

～
と

つ
な

が
り
を
持
ち
」

・
3
2
行
目
：
「
支
援
者
が

離
れ
る
こ
と
に

な
る

こ
と

も
必

要
で

す
」

→
ニ

ュ
ア

ン
ス

が
分

か
り

づ
ら

か
っ

た
で

す
。

53
6

自
治

体
質
問

6
 

1
3
5

4 
1 

2
○
P
2
8
の
最
後
の
行

「
支
援
者
が
離
れ

る
こ
と
に
な

る
こ
と
も
必
要
で

す
」
の
文
言

に
つ

い
て

、



1
1
5
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「
支
援
者
が
離
れ

る
必
要
が
あ

る
場
合
も
あ
り
ま

す
」
と
い
う

表
現

が
支

援
の

現
状

に
は

合
っ

て
い

る
。

53
7

自
治

体
質
問

6
 

1
5
0

4 
1 

2
p
2
8「

ひ
き

こ
も

り
支
援

の
流

れ
」

の
図

に
つ
い

て
、

ア
セ
ス

メ
ン

ト
か

ら
支

援
実

施
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

は
繰
り

返
し

行
う
必

要
が

あ
る

た
め
、
矢
印
が
一

方
向
で
は
な

く
循
環
さ
せ
る
と

よ
い
の
で
は

な
い

か
。

53
8

自
治

体
質
問

6
 

1
8
5

4 
1 

2
P
2
8
の
最
終
文
中
の
ラ
ス
ト
部

分
「
支
援
者
が
離

れ
る
こ
と
に

な
る

こ
と

も
必

要
で

す
。
」

の
意

味
が

少
し

分
か

り
づ

ら
か

っ
た

で
す

。

53
9

自
治

体
質
問

6
 

1
9
6

4 
1 

2
〈
P
2
7
、
2
8
〉

ひ
き

こ
も
り

支
援

の
流

れ
に

つ
い

て
、

プ
ロ

セ
ス

ご
と

の
評
価

ポ
イ

ン
ト
を

明
示

し
て

も
ら

え
る

と
助

か
り

ま
す

。
長

期
間
の
支
援
に
な

る
対
象
が
多

い
中
、
効
果
的
な

モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を

行
い

た
い

為

54
0

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

4 
1 

2
P
2
8
と

P
3
0
～
4
4
、
P
2
8
の
手
順
の
流
れ
図
と
、
P
3
0
以
降
の
項
目

や
み

だ
し

表
現

が
統

一
さ

れ
、
P
2
8
に

は
以

降
の

該
当

ペ
ー

ジ
が

記
載

さ
れ
て
い
る
と
、

必
要
な
こ
と

が
ど
こ
に
記
載
さ

れ
て
い
る
の

か
分

か
り

や
す

い
。

54
1

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

4 
1 

2
P
2
8
L
3
2
「
何

か
あ
れ

ば
動

き
出

せ
る

と
い

う
状
況

に
な

っ
た
こ

と
で

、
支

援
者

が
離

れ
る

こ
と

に
な

る
こ

と
も
必

要
で

す
。
」

→
「

何
か

れ
ば
動
き
出
せ
る

と
い
う
状
況

に
な
っ
た
こ
と
で

、
支
援
者
が

離
れ

る
こ

と
も

必
要

で
す

。
」

54
2

自
治

体
質
問

6
 

2
3
7

4 
1 

2
P
2
8
図
内
「
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
支
援
方
針
・
計
画
（
「
の
検
」

は
誤

字
？

）」
で

「
支

援
の

ゴ
ー

ル
は

支
援

者
で

は
な

く
本

人
の

意
向

に
沿

っ
て
」
と
あ
る
が

、
多
く
の
場

合
、
こ
の
段
階

で
は
本
人
の
意

向
は

確
認

で
き

な
か

っ
た

り
、
消

極
的

で
あ

っ
た

り
す

る
の

で
、
読

む
側

に
誤

解
と

混
乱

を
与
え

る
の

で
は
な

い
か
。
「

本
人

の
意

向
に

よ
る

ゴ
ー

ル
」

を
入
れ

た
い

の
で
あ

れ
ば

「
支
援

の
実

施
と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
」

と
「

フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ

」
の
間

に
「

計
画
の

見
直

し
・
修

正
」

と
い

う
段

階
を
設

け
る

べ
き
だ

と
考

え
る
。
（

実
際

ひ
き

こ
も

り
支

援
で
は
本
人
の
意

向
は
支
援
中

に
ど
ん
ど
ん
変
化

す
る
こ
と
が

多
い

）

54
3

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

4 
1 

2
P
2
8
 
✓
五
つ
目
「
ひ
き
こ
も

り
状
態
に
な
っ
た

き
っ
か
け
、

家
族

の
状

況
な

ど
」

⇒
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
な

っ
た

背
景

（
所
感
）
き
っ
か

け
と
い
う
一

つ
の
点
で
は
な
い

と
考
え
る
。

✓
十
四
番
目
「
支

援
者
が
離
れ

る
こ
と
に
な
る
こ

と
も
必
要
で

す
」

⇒
一

旦
、

支
援

を
終

了
す

る
こ

と
も

必
要

で
す

。

54
4

自
治

体
質
問

6
 

2
5
1

4 
1 

2
P
2
8
 
支
援
者
が
離
れ
る
こ
と

が
で
き
る
状
態

1
4

個
目
の
チ
ェ

ッ
ク

支
援

者
が

離
れ

る
こ
と

に
な

る
こ
と

も
必

要
と

あ
る

が
、

支
援

者
が

離
れ

る
こ

と
の
で

き
る

状
態
の

具
体

例
が

あ
れ
ば
示
し
て
い

た
だ
き
た
い

。

54
5

自
治

体
質
問

6
 

2
5
3

4 
1 

2
P
2
8
 
ど
の
段
階
の
「
✓
」
を

指
す
の
か
わ
か
り

づ
ら
い
。
「
✓

」
と

「
➣

」
の

項
目

の
違

い
が

わ
か

ら
な

い
。

54
6

自
治

体
質
問

6
 

2
5
7

4 
1 

2
3
7
P
 
①
の
最
後
の
・
、「

指
示

的
」
の
場
合
に

よ
っ
て
は

、
を

具
体

例
を

示
す

な
ど

す
る

方
が

よ
ろ

し
い

の
で

は
な

い
か

。
指

示
的

と
だ

け
記
載
す
る
こ
と

は
丁
寧
で
は

な
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

54
7

自
治

体
質
問

6
 

2
6
0

4 
1 

2
【
P
2
8
、
相
談
の
受
理
、
３
つ

目
の
チ
ェ
ッ
ク
】

・〈
現
〉
✓
ひ
き
こ
も
り

支
援
機
関
に
お

い
て
相
談
を
受

け
付

け
ま

す
。
✓

さ
ま

ざ
ま

な
人

や
機

関
か

ら
相

談
が

入
り

ま
す

。
→
〈

改
〉

✓
さ
ま
ざ
ま
な
人

や
機
関
か
ら

相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。

※
こ
こ
で
初
め
て
「
ひ
き
こ
も

り
支
援
機
関
」
と
い
う
表

現
が

使
わ

る
が

、
ひ

き
セ

ン
の

み
を

想
定

し
て

い
る

の
か

わ
か

り
づ

ら
い

。
本

書
を
活
用
す
る
の

が
広
く
ひ
き

こ
も
り
支
援
に
従

事
す
る
支
援

者
な

の
で

あ
れ

ば
、

こ
の

書
き

方
に

し
な

い
ほ

う
が

い
い

の
で

は
。

【
P
2
8
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

…
】

・
枠
囲
み
内
、
お

そ
ら
く
検
討

の
「
討
」
が
見
切

れ
て
い
ま
す

。
【
P
2
8
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と

…
、
２
つ
目
の
チ
ェ

ッ
ク
】

・
な
く
て
も
通
じ

る
の
で
、
「
支
援
計
画

を
検
討
す
る
際

、」
は
削

除
。

【
P
2
8
、
支
援
の
実
施
と

…
、

２
つ
目
の
チ
ェ
ッ

ク
】

・〈
現
〉
支
援

対
象
者
と
つ
な

が
り
を
も
持
ち

→
〈
改
〉
支

援
対

象
者

と
つ

な
が

り
を

持
ち
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【
P
2
8
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、

３
つ
目
の
チ
ェ
ッ

ク
、
３
行
目

】
・
〈

現
〉
支

援
者

が
離
れ

る
こ

と
に

な
る

こ
と

も
必
要

で
す

。
→

〈
改

〉
支
援

者
と

し
て
の

関
わ

り
を

終
結

す
る
と

い
う

判
断
が

あ
っ

て
も
い
い
で
し
ょ

う
。

※
表
現
が
分
か
り

づ
ら
い
た
め

、
言
い
換
え
。

54
8

自
治

体
質
問

8
 

2
4
3

4 
1 

2
Ⅰ

．
P
2
7：

ひ
き

こ
も
り

支
援

の
流

れ
に

つ
い
て

は
、

ご
く
一

般
的

な
ケ

ー
ス

ワ
ー

ク
の

プ
ロ

セ
ス

の
み

が
記
載

さ
れ

、
そ
の

後
、

事
例

が
い
く
つ
か
提
示

さ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
本
人

の
意

向
を

踏
ま

え
た

支
援

計
画

の
例

や
計

画
書

の
書

式
の

例
な

ど
が

あ
る
と
よ
り
支
援
の

中
身
が
見
え

る
と
思
う
。

54
9

自
治

体
質
問

6
 

2
5
7

4 
1 

3
4
1
P
 
下
か
ら

9
行
目
の
文
章
は
分
か
り

に
く
い
で
す
。

55
0

自
治

体
質
問

5
 

2
3
5

4 
2 

1
・
見
や
す
く
て
よ

い
と
思
い
ま

す
・

支
援

が
長

期
化

す
る

こ
と

で
の

家
族

の
メ

ン
タ

ル
サ

ポ
ー

ト
や

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

つ
い

て
の

項
目

が
あ

っ
て

も
良

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

55
1

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

4 
2 

1
【
P
3
0
～
3
2
、
1
）
対
象
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、

記
載
内

容
の

組
み

換
え

を
提

案
】

・［
P
3
1
、
１
つ
目
の
・
］

を
［

P
3
2
、
１
つ
目
の
矢
印

］
の
あ
と

に
移

動
。

※
家

庭
訪

問
の

内
容

を
ま

と
め

た
い

。
・［

P
3
2
、
２
つ
目
の
矢
印

］
の
前
に
「
・
「
家
庭
訪
問

を
し
た
が

本
人

と
会

え
な

か
っ

た
場

合
」
」

と
い

う
項

目
立

て
を

追
加

。
・［

P
3
2
、
３
つ
目
の
ダ
イ

ヤ
］
の
内
容
を

［
P
3
0
、
３
つ
目
の

・
］

の
後

に
移

動
。

55
2

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

4 
2 

1
【
P
3
2
、「

本
人
と
連
絡
が

取
れ
な
い
場
合

」】
・
本
人
と
一
度
も

連
絡
が
取
れ

て
い
な
い
場
合
に

つ
い
て
は
、

前
項

目
の

本
人

と
会

え
な

い
場

合
の

内
容

で
説

明
で

き
て

い
る

の
で

は
。

タ
イ
ト
ル
を
「
本
人
と
連
絡

が
取
れ
な
く

な
っ
た
場
合
」
に
変

更
し

、
連

絡
が

途
絶

え
た

際
に

ど
う

動
く

か
を

記
述

す
る

の
で

あ
れ

ば
要

素
を
残
し
て
も
よ

い
と
思
わ
れ

る
。

・
タ
イ
ト
ル
を
変

更
し
た
場
合
・
・
・［

１
つ
目
の

矢
印
］
の
内

容
を

次
の

と
お

り
修

正
し

て
は

ど
う

か
。〈

改
〉
本

人
が

連
絡

を
取

る
必

要
を
感
じ
な
く
な

っ
た
、
気
力

が
落
ち
た
等
の
理

由
が
考
え
ら

れ
る

た
め

、
家

族
を

通
し

て
の

連
絡

や
手

紙
等

で
、
い

つ
で

も
相

談
が

再
開
で
き
る
こ
と
を

伝
え
る
と
い

っ
た
対
応
を
検
討

し
て
も
よ
い

で
し

ょ
う

。

55
3

自
治

体
質
問

6
 

1
2
1

4 
2 

1
P
3
0
 
（
箇
条
書
き
の

5
個
目
）

『
支
援
者
に
と
っ

て
は
小
さ
な

変
化
と
感
じ
ら
れ

る
こ
と
で
あ

っ
て

も
、
本

人
や

家
族

に
と

っ
て

は
大

き
い

と
感

じ
ら

れ
る

変
化

か
も

し
れ
な
い
こ
と
に
留

意
し
ま
し
ょ

う
』
に
つ
い
て
。

→
臨
床
で
の
印
象

と
し
て
は
、

本
人
や
家
族
が
変

化
を
過
小
評

価
、

も
し

く
は

気
付

か
な

い
こ

と
が

多
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

55
4

自
治

体
質
問

6
 

1
2
7

4 
2 

1
・
P
.
3
0
 
 

2
行
目
「
築
く
こ
と
で
す
、
」
→
「
築
く
こ

と
で
す
。
」

・
P
.
3
0
 
 
1
9
行
目
「
５
）
家
族
間
の
関
係

性
」
→
「

P
.
4
7
」
を

記
載

す
る

と
よ

り
分

か
り

や
す

い
・
P
.
3
5
 
 

2
行
目
「
４
）
支
援
の
入
り
口

か
ら
出
口
ま
で

」
→

「
P
.
4
5
」

を
記

載
す

る
と

よ
り

分
か

り
や

す
い

⇒
参
照
ペ
ー
ジ
を

案
内

55
5

自
治

体
質
問

6
 

1
5
4

4 
2 

1
（
５
）
P
3
1
 
1
つ
目
の
・

家
族
か
ら
の
相

談
で
支
援
が

始
ま
っ
た
場
合
に

、
家
族
の
求

め
に

よ
り

家
庭

訪
問

を
計

画
す

る
こ

と
も

あ
り

得
ま

す
→

家
庭

訪
問

の
原

則
は

、
訪

問
対

象
者
の

了
解

が
必
要

、
家

族
の
求

め
だ

け
で
家

庭
訪

問
を

す
る

と
誤
解

が
生

じ
そ
う

。
「

家
族

か
ら

・
・

・
・

あ
り

得
ま

す
」
の
文
章
は
取

る
方
が
よ
い

と
思
わ
れ
る
。

55
6

自
治

体
質
問

6
 

1
5
7

4 
2 

1
P
3
0
の
上
か
ら
９
行
目
、
「
”

支
援
者
”

と
の
関
係
性
を

～
」
の

箇
所

は
、「

対
象

者
」

の
誤

り
で

は
な

い
か

と
思

う
。

ま
た

、
P
2
7
の

”



1
1
7
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項
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見

支
援
の
流
れ

”
の
章
に
お
い

て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ

ー
ト
や
支

援
計

画
作

成
の

例
、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
時

の
評

価
指

標
な

ど
も

例
と

し
て

掲
載
で
き
れ
ば
わ
か

り
や
す
い
。

55
7

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

4 
2 

1
・
P
3
2「

本
人
と
連
絡
が
取

れ
な
い
場
合
」
の
上
か
ら
３
つ

目
家

族
会

に
参

加
す

る
よ

う
サ

ポ
ー

ト
す

る
段

落
は

、
P
3
2
上

か
ら

１
つ

目
の
印
の
下
へ
挿
入

理
由
：
家

族
を
通
し
た
本
人

支
援
に
あ
た

る
た

め
・
P
3
3
 
③
の
下
、
家
族
支
援

を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
重
要

と
な

り
ま

す
（

追
加

）
P
3
2「

本
人

に
会

え
な

い
場

合
」
に

記
載

し
て

い
る

内
容
を
転
載
も
し

く
は
膨
ら
ま

し
て
は
ど
う
か
。

理
由
：
現

状
で

は
家

族
支

援
の

期
間

が
長

く
家

族
支

援
か

ら
本

人
支

援
へ

移
行

し
て

い
く
。
本
人
に
あ

う
た
め
に
家

族
に
行
っ
て
ほ
し

い
こ
と
の
記

載
を

ふ
や

す
と

よ
い

。
・
P
3
3
「
本

人
と

面
談
の

約
束

を
す

る
も

の
の
キ

ャ
ン

セ
ル
が

続
く

場
合

」
の

上
か

ら
１

つ
目

の
印

２
行

目
、
変

更
相

談
に
の

り
た

い
→

本
人
が
好
き
な
こ

と
（
ゲ
ー
ム

や
映
画
）
等
の
お

話
を
聞
か
せ

て
く

れ
ま

せ
ん

か
理

由
：

上
か

ら
目

線
・
P
3
4
「
ピ

ア
サ

ポ
ー
タ

ー
」

の
記

載
に

つ
い
て

、
ピ

ア
サ
ポ

ー
タ

ー
が

同
行

支
援

な
ど

を
担

う
場

合
も

あ
る
と

記
載

さ
れ
て

い
る

が
、

コ
ラ
ム
欄
な
ど
で

ピ
ア
サ
ポ
ー

タ
ー
活
動
に
お
け

る
共
感
疲
労

な
ど

の
留

意
点

に
も

触
れ

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
P
3
5
「
電
話
、
メ
ー
ル
、

S
N
S
を
用
い
た
相
談
も

受
け
付
け
ま

す
」

上
か

ら
３

つ
目

の
黒

点
家

族
会

へ
の

参
加

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な

ど
の
手
法
が

あ
り
ま
す
。
は

P
3
2
上
か
ら
１
つ

目
の

印
の

下
へ

挿
入

理
由
：
見

出
し

と
内

容
が

あ
っ

て
い

な
い

た
め

・
P
3
5
の
・
家
族
支
援
に
お
い
て
も

、
相
談
（
電
話

、
メ
ー
ル

、
S
N
S
、
面

談
）
や

家
族

会
へ

の
参

加
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

な
ど

の
手

法
が

あ
り
ま
す
。
→
ひ
き
こ
も

り
支
援
で
は
、
電
話
相
談

、
メ
ー
ル
相

談
、
S
N
S
 
を

用
い

た
相

談
も

受
け

付
け

ま
す

。
の

表
題

の
回

答
と

は
一

致
し
な
い
。

・
P
3
5
、
S
N
S
相
談
の
パ
ー
ト
で

、
テ
キ
ス
ト
ベ

ー
ス
で
相
談
を

の
る

場
合

の
留

意
点
（

相
手

方
に

伝
わ

り
や

す
い

、
記

載
内

容
の

相
手

の
受
け
取
り
方
に
よ

っ
て
誤
っ
た

伝
わ
り
方
を
し
な

い
文
書
作
成

に
気

を
遣

う
こ

と
な

ど
）

が
あ

る
と

よ
い

。

55
8

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

4 
2 

1
P
3
2
L
3
5
「
家

族
が
家

族
会

に
参

加
す

る
よ

う
サ
ポ

ー
ト

す
る
と

い
っ

た
、

家
族

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
を

行
う

こ
と
も

考
え

ら
れ
ま

す
。」

→
主

語
は
支

援
者

の
は
ず

な
の

で
、「

家
族
に

、
ひ

き
こ
も

り
の

家
族

会
に

参
加

す
る
よ

う
サ

ポ
ー
ト

す
る

と
い
っ

た
、

家
族
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ
を
行
う
こ
と

も
考
え
ら
れ

ま
す
。
」

55
9

自
治

体
質
問

6
 

2
1
8

4 
2 

1
p
3
2
の
「
好
影
響
を
あ
た
る
」

は
「
好
影
響
を
あ

た
え
る
」
だ

と
思

わ
れ

る
。

56
0

自
治

体
質
問

6
 

2
2
6

4 
2 

1
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に

つ
い
て
の
情

報
が
、
シ
ー
ト
の

項
目
以
外
に

も
あ

っ
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か

（
3
5
ペ

ー
ジ

）
。

ど
の
よ
う
な
視
点
（
発
達

、
精
神
疾
患

、
背
景
に
あ
る

問
題
等
）
か

ら
ど

の
よ

う
な

情
報

を
集

め
る

こ
と

で
見

立
て

ら
れ

る
か

、
も

う
少

し
詳
し
い
方
が
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク

と
し
て
役
立
つ
と

思
わ
れ
る
。

56
1

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

4 
2 

1
P
3
1
 
・「

本
人
に
会
え
な

い
場
合
」

・
４
つ
目

「
一
方
通
行

で
も

挨
拶

を
す

る
な

ど
」

⇒
「

反
応

が
な

か
っ

た
と

し
て

も
」

56
2

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

4 
2 

1
P
3
2
 
三
つ
目
「
例
え
ば
、
家
族
の
意
向
で
家
族

訪
問
を
し
た

も
の

の
…

」
か

ら
の

３
行

は
、
P
3
1
の

・
一

つ
目

、「
本

人
の

拒
否

が
な

い
こ
と
の
確
認
が
で

き
て
か
ら
に

し
ま
す
」
と
い
う

内
容
と
矛
盾

す
る

と
思

う
の

で
、

修
正

が
必

要
と

考
え

る
。

56
3

自
治

体
質
問

6
 

2
4
3

4 
2 

1
Ⅱ

．
P
3
3：

「
次

回
の
来

所
相

談
を
希

望
し

な
い
場

合
は

、
面
談

が
負

荷
を

か
け

て
い
る

可
能

性
も
考

慮
、、

、
、

次
の

予
約
は

取
ら

ず
希
望

す
る

連
絡

方
法

を
確
認

、、
、
」

に
つ

い
て

、
本

人
の
意

思
の

み
で
次

の
来

所
予
約

を
し

な
い
と

す
ぐ

決
め

ず
、

次
回
の

来
所

相
談
を

勧
め

て
み
る
こ
と
を
ト

ラ
イ
は
し
た

方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
。

56
4

自
治

体
質
問

6
 

2
4
3

4 
2 

1
Ⅲ
．
P
3
5
：『

メ
ー
ル
相
談

、
S
N
S
を
用
い
た
相
談
も
受

け
付
け
ま

す
。
』

必
須

か

56
5

自
治

体
質
問

6
 

2
6
0

4 
2 

1
【
P
3
0
、
下
線
見
出
し
、
２
行

目
】

・〈
現
〉
築
く

こ
と
で
す
、

→
〈
改
〉
築
く
こ

と
で
す
。

・
〈

現
〉
相

談
で

き
る
人

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を
理
解

し
て

い
た
だ

く
こ

と
か
ら

始
め

ま
し
ょ

う
。

→
〈

改
〉

相
談

で
き

る
人
だ

と
感



1
1
8

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

じ
て
も
ら
え
る
よ

う
努
め
ま
し

ょ
う
。

【
P
3
1
、
２
つ
目
の
・
】

・〈
現
〉
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
前
に
、

→
〈
改
〉

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

際
に

、
※
「
前
に
」
だ
と

P
3
6
の
④
の
内
容
と
食

い
違
う
の
で
は

。
【
P
3
1
、
②
、】

・〈
現
〉
「
本
人
に

会
え
な
い
場

合
」

→
〈
改

〉「
家
族
の
み

が
相

談
者

の
場

合
（

本
人

に
会

え
な

い
場

合
）
」

【
P
3
1
、
②
、
１
つ
目
の
矢
印

】
・〈

現
〉
本
人

と
会
え
な
い
と

い
う
の
は
、

→
〈
改
〉

家
族

の
み

が
相

談
に

訪
れ

、
本

人
は

現
れ

な
い

と
い

う
の

は
、

56
6

自
治

体
質
問

6
 

2
6
0

4 
2 

1
【
P
3
2
、
２
つ
目
の
矢
印
、
３

行
目
】

・〈
現
〉
そ
の

よ
う
な
支
援
に

は
→
〈
改
〉
そ

の
よ
う
な
支

援
に

お
い

て
は

【
P
3
2
、
３
つ
目
の
ダ
イ
ヤ
、

４
行
目
】

・〈
現
〉
情
報

の
範
囲
で
伝
え

る
こ
と
を

→
〈
改
〉
情

報
の
範

囲
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

こ
と

を
【
P
3
3
、
２
つ
目
の
・
】

・〈
現
〉
「
本
人
か

ら
支
援
者
の

働
き
か
け
に
対
し

て
特
段
良
い

→
〈

改
〉
「

支
援

者
の

働
き

か
け

に
対

し
て

本
人

か
ら

特
段

良
い

【
P
3
3
、
３
つ
目
の
ダ
イ
ヤ
】

・〈
現
〉
本
人

が
問
い
か
け
し

や
す
い

→
〈
改
〉
本
人

が
答

え
や

す
い

【
P
3
4
、
４
つ
目
の
・
、
４
行

目
】

・〈
現
〉
意
志

も
踏
ま
え
て
訪

問
す
る
場
所
を
検

討
す
る

→
〈

改
〉

意
志

も
踏

ま
え

て
検

討
す

る
※
な
く
て
も
通
じ

る
た
め
削
除

。
【
P
3
5
、
１
つ
目
の
・
、
２
行

目
】

・〈
現
〉
支
援

の
入
り
口
か
ら

出
口
ま
で

→
〈
改
〉
支

援
の
入

口
と

出
口

【
P
3
5
、
３
つ
目
の
・
】

・
家
族
会
へ
の
参

加
に
つ
い
て

、
突
然
語
ら
れ
た

印
象
を
受
け

る
。
こ

れ
ま

で
の

内
容

で
、
最

初
の

相
談

者
は

家
族

で
あ

る
こ

と
も

多
い

と
説
明
さ
れ
て
い

る
の
で
、
家

族
支
援
に
つ
い
て

別
立
て
で
記

載
す

る
必

要
は

な
い

の
で

は
。

【
P
3
6
、
１
つ
目
の
・
、
２
行

目
】

・〈
現
〉
機
関

等
に
共
有
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す

。
→
〈
改

〉
機

関
等

に
共

有
し

ま
し

ょ
う

。

56
7

自
治

体
質
問

8
 

2
4
3

4 
2 

1
Ⅱ
．
P
3
6：
「
生
活
困
窮
者

自
立
支
制
度
に

お
け
る
支
援
会

議
な
ど

」
と

あ
る

が
、
法

令
上

構
成

員
に

守
秘

義
務

が
課

せ
ら

れ
て

い
て

、
ひ

き
こ
も
り
支
援
に

活
用
可
能
な

他
の
制
度
（
会
議

）
も
明
記
し

て
ほ

し
い

。

56
8

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

4 
2 

2
・
P3

8
 

最
下

段
、

家
族

を
通

し
て

意
向

を
確
認

す
る

場
合

黒
点

上
か

ら
２

つ
目

削
除

。
理

由
：

事
前
に

意
向

確
認
を

す
る

と
ほ

と
ん
ど
の
人
が
「

行
か
な
く
て

い
い
」
と
答
え
る

。
こ
の
反
応

に
家

族
が

躊
躇

し
相

談
が

遅
れ

る
。

行
っ
て
き
た
と
事

後
報
告
し
、

本
人
に
何
ら
求
め

ず
家
族
の
態

度
が

変
化

す
る

の
を

見
て

も
ら

う
方

が
上

手
く

い
く

。

56
9

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

4 
2 

2
P
3
7
 
「
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
本
人
の
ニ
ー

ズ
が
明
確
で

な
い

場
合

」
の

項
目

・
本
人
の
考
え
が

ま
と
ま
ら
な

い
時
期
も
あ
る
た

め
⇒

も
う
一

つ
、
「

そ
も
そ

も
自

分
が

ど
う

し
た

い
か
分

か
ら

な
い
場

合
も

あ
る
た

め
、

自
律
の

力
を

醸
成

し
て

い
く
（

育
て

て
い
く

）
こ

と
も
支
援
に
な
り

ま
す
（
こ
れ

に
は
、
あ
る
程
度

の
時
間
が
か

か
り

ま
す

）
」



1
1
9

番
号

区
分

質
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D

章
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項
意
見

57
0

自
治

体
質
問

6
 

2
6
0

4 
2 

2
【
P
3
7
、
２
つ
目
の
・
、
２
行

目
以
降
＋
矢
印
の

内
容
】

・
意
味
が
受
け
取

り
に
く
い
の

で
、
以
下
の
よ
う

に
修
正
し
て

は
ど

う
か

。
〈
現
〉
ま
た
、
支
援
対
象

者
が
家
族
で
あ

る
場
合
、
支
援
で
取

り
扱

う
本

人
の

情
報

は
、
あ

く
ま

で
も

本
人

か
ら

受
け

取
る

こ
と

が
大

原
則

で
す
。
（

改
行

、
矢
印

）
事

前
に

家
族

か
ら

話
を
聞

き
、

本
人
に

関
す

る
情
報

を
受

け
取
る

こ
と

は
あ

り
ま

す
が
、

本
人

と
話
す

際
に

は
、
本
人
か
ら
受

け
取
っ
た
情

報
を
扱
う
こ
と
を

徹
底
し
ま
し

ょ
う

。
→
〈

改
〉
ま

た
、
本

人
と

家
族

を
同

時
に

支
援

し
て

い
る

場
合

、
家
族
か
ら
も
本
人

に
関
す
る
情

報
を
受
け
取
る
こ

と
は
あ
り
ま

す
が

、
本

人
と

話
す

際
に

は
、
本

人
か

ら
受

け
取

っ
た

情
報

を
扱

う
こ

と
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

【
P
3
7
、
３
つ
目
の
・
、
２
行

目
】

・〈
現
〉
じ
っ

く
り
と
確
認
し

な
が
ら
、
本
人
の

意
向
を
確
認

し
て

い
き

ま
す

。
→

〈
改

〉
じ

っ
く

り
と

確
認

し
て

い
き

ま
す

。
【
P
3
7
。
４
つ
目
の
・
】

・
〈

現
〉
場

合
に

よ
っ
て

は
指

示
的

な
対

応
を

と
る
こ

と
も

→
〈

改
〉

実
現

に
必
要

な
手

続
き
を

促
す

、
他
の

選
択

肢
を
示

す
と

い
っ

た
対
応
を
と
る
こ

と
も

※
「
指
示
的
な
」

で
は
抽
象
的

す
ぎ
て
、
本
書
全

体
の
雰
囲
気

か
ら

外
れ

、
強

制
的

に
何

か
を

さ
せ

る
よ

う
な

印
象

を
受

け
る

。
【
P
3
7
、
４
つ
目
の
・
、
３
行

目
】

・〈
現
〉
支
援

の
入
り
口
か
ら

出
口
ま
で

→
〈
改
〉
支

援
の
入

口
と

出
口

【
P
3
8
、
２
つ
目
の
・
、
３
つ

目
の
矢
印
】

・
〈

現
〉
本

人
の

拒
否
が

あ
る

場
合

に
は

、
間

接
的
な

支
援

へ
と
移

行
す

る
こ
と

も
考

え
ら
れ

、
本

人
が

よ
い

状
態
で

家
の

中
で
過

ご
し

た
り
家
族
と
交
流

で
き
た
り
す

る
よ
う
に
、
家
族
を
通

し
て
働
き

か
け

を
行

い
ま

す
。

→
〈

改
〉
本

人
の

拒
否

が
あ

る
場

合
に

は
、
本

人
が
よ
い
状
態
で

家
の
中
で
過

ご
し
た
り
家
族
と

交
流
で
き
た

り
す

る
よ

う
に

、
引

き
続

き
家

族
を

通
し

て
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。
※
「
間
接
的
な

支
援
へ
と
移
行

す
る
」
と
あ
る
が

、
間
接
的
な

支
援

を
続

け
た

結
果

と
し

て
本

人
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ
（

意
向

確
認

）
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
移
行
す

る
と
い
う
表
現
は

合
わ
な
い
の

で
は

。

57
1

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

4 
2 

3
【
P
4
1
、
支
援
を
進
め
る
前
の

、
準
備
段
階
の
工

夫
が
重
要
で

す
。】

・
［

P
5
1
、
③

の
冒

頭
］

に
移

動
し
、
「

・
準

備
段
階

の
工

夫
」

と
タ

イ
ト

ル
を
つ

け
て

記
載
し

た
ほ

う
が

、
内

容
の
繋

が
り

が
い
い

の
で

は
。

57
2

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

4 
2 

3
【
P
4
3
、
３
つ
目
の
・
】

・
親
亡
き
後
に
つ

い
て
は
、
記

載
内
容
に
親
の
み

が
相
談
し
て

い
る

際
の

支
援

ポ
イ

ン
ト

も
追

記
し

て
は

ど
う

か
。

57
3

自
治

体
質
問

6
 

1
1
4

4 
2 

3
・
P
3
1
の
「
本
人
に
会
え
な
い

場
合
」
の
支
援
者

側
の
ポ
イ
ン

ト
が

具
体

的
で

分
か

り
や

す
く

実
践

し
や

す
そ

う
で

す
。

・
ひ
き
こ
も
り
と
認

識
さ
れ
て

い
な
い
家
族
が
多

く
、「

親
亡

き
後

の
心

配
」
で

相
談

に
来

ら
れ

る
ケ

ー
ス

が
多

い
た

め
、
P
4
3
の
「

親
亡

き
後
を
見
越
し
た

サ
ポ
ー
ト
」

の
内
容
に
つ
い
て

さ
ら
に
詳
し

く
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。

57
4

自
治

体
質
問

6
 

1
1
6

4 
2 

3
（
4
0
ペ
ー
ジ
）
・
1
4
行
目
：「

～
親
族
な

ど
か
ら
に
協
力

」
→

「
～

親
族

な
ど

か
ら

協
力

」

57
5

自
治

体
質
問

6
 

1
5
8

4 
2 

3
4
2
ペ
ー
ジ

支
援
が
中
断

す
る
場
合

「
す
ぐ
に
支
援
者

や
支
援
機
関

を
変
え
る
」
こ
と
が
で
き

な
い
ケ

ー
ス

も
あ

る
。
支

援
者

や
支

援
機

関
を

変
え

る
こ

と
が

適
当

か
ど

う
か

を
含
め
、
地
域
に

お
け
る
ケ
ー

ス
検
討
を
早
急
に

行
っ
て
対
応

を
決

め
る

と
い

っ
た

表
現

を
加

え
て

は
い

か
が

か
。

57
6

自
治

体
質
問

6
 

1
9
0

4 
2 

3
4
1
ペ
ー
ジ

「
支
援
者
は

自
分
自
身
で
支

援
を
振
り
返
る

セ
ル

フ
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
を

行
っ

た
り

…
」

に
つ

い
て

そ
の
た
め
に
は
、
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
の
存
在
、
養
成
も
不
可

欠
で

は
な

い
か

。
ど

こ
が

行
う

の
か

、
誰

が
な

る
の

か
が

示
さ

れ
て

い
な



1
2
0

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

い
。

57
7

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

4 
2 

3
・
P
4
2
自
機
関
の
み
な
ら
ず

、
多
機
関
・
多
職
種
の
支
援

者
同

士
で

・
・

・
の

部
分

は
、

ま
ず

自
機

関
で

の
支

援
体

制
づ

く
り

が
大

切
な

の
で
、
日
ご
と
、
一
週
間
ご
と

等
ケ
ー
ス
検
討
の

時
間
を
持
つ

よ
う

自
機

関
で

時
間

を
持

つ
と

い
う

一
文

を
挿

入
し

た
方

が
よ

い
の

で
は

な
い
か
。

・
P4

3
 

「
例

え
ば

」
の

重
複

例
え

ば
、

高
齢

の
親

の
年
金

等
を

使
い

生
活

を
し

て
い

る
場

合
、

親
亡

き
後
に

生
活

が
立
ち

行
か

な
く

な
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
場
合
を
見

越
し
て
、
例

え
ば

、
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

法
に

お
け

る
家

計
相

談
支

援
事

業
を

活
用
し
て
、
支
援
す

る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

57
8

自
治

体
質
問

6
 

2
1
3

4 
2 

3
・
P
3
9
：「

自
律
」
だ
け
が

ゴ
ー
ル
で
は
な

い
よ
う
に
思
い

、
抽

象
的

な
印

象
を

受
け

る
。

・
P
4
0
～
4
1：
「
支
援
者
の
本
人

へ
の
関
わ
り
」
と
「
支
援
に

際
し

て
の

支
援

の
在

り
方

」
が

混
在

し
て

お
り

、
読

み
取

り
に

く
い

。
ま

た
、

自
律
と
い
う
目
的

以
外
に
自
身

の
生
活
の
自
立
に

向
け
た
具
体

的
な

目
標

設
定

を
例

示
し

た
方

が
分

か
り

や
す

い
。

57
9

自
治

体
質
問

6
 

2
1
6

4 
2 

3
P
4
3

・
「

支
援

対
象
者

が
変

化
を

望
ま

な
い

場
合
、

消
極

的
な
場

合
」

に
つ

い
て

当
事
者

に
「

変
化
す

る
必

要
は
な

い
と

し
っ
か

り
説

明
す

る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
あ
り

ま
す
が
、
支
え
る
家
族
の

経
済
や

社
会

保
障

に
つ

い
て

考
慮

さ
れ

た
説

明
も

な
い

ま
ま

に
こ

こ
ま

で
踏

み
込
ん
だ
ア
ド
バ
イ

ス
を
記
載
す

る
こ
と
は
適
切
な

の
か
再
度
検

討
い

た
だ

き
た

い
。

そ
も
そ
も
、
「
変
化
す

る
必
要
は
な
い
」

の
で
し
ょ
う
か

。
・

ひ
き

こ
も

り
の

定
義

に
は

「
支

援
を

求
め
て

い
る

場
合
」

と
あ

り
ま

す
の

で
、
本

項
目

に
お
け

る
相

談
者
は

、
ご

家
族
で

あ
る

場
合

も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
本
人
へ
「
変
化
す
る
必
要
は

な
い
と
し

っ
か

り
伝

え
る

」
と

い
う

の
は

家
族

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

て
い

な
い

と
考

え
ま
す
。

・
生

活
困

窮
に
関

す
る

窓
口

は
様

々
あ

り
ま
す

が
、

支
え
る

家
族

の
実

際
的

な
保
障

は
あ

ま
り
あ

り
ま

せ
ん
。

当
事

者
に
つ

い
て

も
障

害
年
金
な
ど
も
対

象
と
な
る
の

は
一
部
で
す
。
支
援
は
支

え
る
親

へ
の

経
済

や
社

会
保

障
に

ま
で

対
応

が
及

ぶ
た

め
、
家

族
が

抱
え

る
課

題
や
家
族
へ
の
支

援
に
つ
い
て

も
考
慮
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

・
ひ

き
こ

も
り
の

方
を

支
え

る
家

族
に

つ
い
て

の
視

点
が
薄

い
よ

う
に

感
じ

ま
す
。

支
え

る
家
族

は
就

労
を
望

む
方

が
多
い

で
す

が
、

そ
れ
ぞ
れ
に
理
由

が
あ
り
（
自

身
の
健
康
問
題
、

老
後
の
資
金

な
ど

）
、

家
族

に
も

悩
み

や
抱

え
る

課
題

が
あ

り
ま

す
。

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

に
記

載
さ

れ
て

い
る

ひ
き

こ
も

り
へ

の
理

解
を

家
族

に
望

む
こ

と
は

支
え

る
家

族
に

と
っ

て
は

厳
し

い
内

容
に

な
っ

て
い
な
い
か
再
度
検

討
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ひ
き
こ
も

り
の

本
人
・
家

族
が

抱
え

る
課

題
に

応
じ

た
、
経

済
面

や
社

会
保

障
に

関
す

る
言
及
を
望
み
ま

す
。

58
0

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

4 
2 

3
P
3
9
L
4「

自
律
」：

他
の
箇
所

も
だ
が
、
あ
え
て
「
自
律
」
と
し
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

が
、「

自
立

」
と

し
た

ほ
う

が
良

い
の

で
は

。
部

分
的
に
で
も
「
自
立

」
と
い
う
言

葉
を
入
れ
て
も
良

い
の
で
は
な

い
か

。
「
自
律
」
と
い
う
使

い
方
を
し

て
い
る
理
由
を
記

載
し
な
い
と

、
ひ

き
こ

も
り

状
態

は
、「

自
分

を
律

す
る

こ
と

が
で

き
て

い
な

い
か

ら
」

と
誤
解
を
受
け
る

。
P
4
0
L
1
4
「
例
え
ば
、
別
居

し
て
い
る
親
族

な
ど
か
ら
に
協

力
が
」

→
「

例
え

ば
、

別
居

し
て

い
る

親
族

な
ど

か
ら

協
力

が
」

58
1

自
治

体
質
問

6
 

2
1
8

4 
2 

3
p
4
1
の
「
ひ
き
こ
も
り
状
態
に

あ
る
本
人
も
し
く

は
や
」
は
「

ひ
き

こ
も

り
状

態
に

あ
る

本
人

も
し

く
は

」
だ

と
思

わ
れ

る
。

58
2

自
治

体
質
問

6
 

2
2
3

4 
2 

3
4
0
ペ
ー
ジ
の
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
の
見
極
め
に

つ
い
て

・
文

中
に

キ
ー

パ
ー
ソ

ン
へ

の
負
担

へ
の

懸
念
等

を
記

載
は
し

て
い

る
が

、
「

キ
ー

パ
ー

ソ
ン

を
見

極
め

る
こ

と
が
大

切
で

す
」
と

い
う

一
文
が
強
す
ぎ
て

入
っ
て
こ
な

い
。
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2
1
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意
見

・
支
援
の
過
程
で

キ
ー
パ
ー
ソ

ン
は
一
人
で
あ
る

必
要
も
な
く

、
ま

た
、

支
援

過
程

で
変

わ
る

こ
と

も
あ

り
う

る
の

で
は

な
い

か
。

58
3

自
治

体
質
問

6
 

2
3
5

4 
2 

3
P
4
3「

本
人

に
「

変
化
す

る
必

要
は

な
い

」
と
し

っ
か

り
説
明

す
る

」
は

家
族

サ
イ

ド
か

ら
す

る
と

か
な

り
チ
ャ

レ
ン

ジ
ン
グ

な
発

言
で

は
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
発

言
を
す
る
場
合
に

は
家
族
の
焦

り
へ

の
最

大
限

の
フ

ォ
ロ

ー
が

必
要

で
あ

る
こ

と
、
ま

た
消

極
的

な
言

動
の
奥
に
隠
れ
て
い

る
可
能
性
の

あ
る
思
い
に
つ
い

て
の
ア
セ
ス

メ
ン

ト
に

も
注

意
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。

58
4

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

4 
2 

3
P
4
1
「
支
援
の
実
行
と
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
は
繰
り
返

し
行
う
必
要

が
あ

り
ま

す
」

の
項

目
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
つ
い
て

（
所
管
）
情
報
が

、
よ
り
集
ま

っ
て
く
る
中
で
、

ア
セ
ス
メ
ン

ト
を

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

さ
せ

て
い

く
と

い
う

部
分

を
追

加
し

て
も

よ
い

か
。

58
5

自
治

体
質
問

6
 

2
4
1

4 
2 

3
P
4
2
 
・「

支
援
が
中
断
す

る
場
合
」

Ø
３
つ
目

「
問
題
が
生
じ
て

中
断
す
る
場

合
に
は
、
す
ぐ
に
支
援
者

や
支

援
機

関
を

変
え

る
な

ど
し

て
支

援
が

継
続

す
る

よ
う

な
対

応
を

取
り

ま
し

ょ
う
」

⇒
「
問
題
が
生
じ

る
中
断
す
る

場
合
に
は
、
支
援

の
経
過
を
十

分
に

振
返

り
、

検
討

し
た

上
で

支
援

者
や

支
援

機
関

を
変

え
る

な
ど

…
」

（
所
感
）
す
ぐ
に

変
え
て
し
ま

う
の
は
、
解
決
に

な
ら
な
い
と

考
え

る
。

58
6

自
治

体
質
問

6
 

2
5
8

4 
2 

3
P
4
2「

支
援

体
制

の
構
築

」
の

項
目

で
、

多
機
関

・
多

職
種
で

支
援

す
る

上
で

の
役

割
分

担
等

の
ポ

イ
ン

ト
に
つ

い
て

記
載
が

あ
る

と
よ

い
。

58
7

自
治

体
質
問

6
 

2
6
0

4 
2 

3
【
P
3
9
、
１
つ
目
の
・
、
２
行

目
】

・〈
現
〉
そ
も

そ
も
意
志
を
ど

の
よ
う
に
表
出
す

る
か
、
自
分

自
身

が
→

〈
改

〉
そ

も
そ

も
自

分
自

身
が

※
文
章
の
繋
が
り

が
悪
い
の
で

削
除
。

【
P
3
9
、
②
、
矢
印
、
３
行
目

】
・〈

現
〉
そ
し

て
、
支
援
の
到

達
点
に
達
し
た

→
〈
改
〉
そ

し
て

、
支

援
の

目
標

に
達

し
た

58
8

自
治

体
質
問

6
 

2
6
0

4 
2 

3
【
P
4
0
、
１
つ
目
の
下
線
見
出

し
、
２
つ
目
の
・

、
２
行
目
】

・〈
現
〉
働
き

か
け
を
通
し
て

本
人
が
変
化
し
、

本
人
支
援
や

→
〈

改
〉

働
き

か
け

を
通

し
て

、
本

人
支

援
や

※
「
本
人
が
変
化

し
」
が

P
4
3
の
冒
頭
の
本
人
は

変
化
す
る
必

要
は

な
い

、
と

矛
盾

す
る

よ
う

に
も

受
け

取
れ

る
た

め
削

除
。

【
P
4
0
、
１
つ
目
の
下
線
見
出

し
、
３
つ
目
の
・

、
３
行
目
】

・〈
現
〉
親
族

な
ど
か
ら
に
協

力
が

→
〈
改
〉

親
族
な
ど
に

協
力

が
【
P
4
0
、
２
つ
目
の
下
線
見
出

し
、
３
つ
目
の
・

】
・
〈

現
〉
本

人
は

そ
の
よ

う
な

家
族

や
支

援
者

の
焦
り

や
不

安
に
過

剰
反

応
し
て

し
ま

う
こ
と

で
、

支
援

を
受

け
る
こ

と
に

プ
レ
ッ

シ
ャ

ー
を
感
じ
、
自
身
が
思
い
描

く
ゴ
ー
ル
と

大
き
く
か
け
離

れ
た

支
援

を
受

け
、
本

人
に

も
焦

燥
感

や
葛

藤
が

生
じ

、
疲

弊
し

て
し

ま
う

場
合
が
あ
り
ま
す

。
お
互
い
に
そ

の
よ
う
な
感
情
や

思
い
は
支
援

に
影

響
を

与
え

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
→
〈

改
〉
本

人
は

、
家

族
や

支
援
者
の
焦
り
や
不

安
を
感
じ
る

こ
と
で
、
支
援
を
受

け
る
こ
と

が
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
と

な
り

、
本

人
に

も
焦

燥
感

や
葛

藤
が

う
ま

れ
、
疲

弊
し
て
し
ま
う
場
合

が
あ
り
ま
す

。
【
P
4
0
、
２
つ
目
の
下
線
見
出

し
、
４
つ
目
の
・

】
・
直
前
の
［
２
つ

目
の
・
、
矢

印
］
で
の
内
容
と

同
じ
こ
と
を

言
っ

て
い

る
よ

う
に

思
え

る
た

め
、

削
除

。

58
9

自
治

体
質
問

6
 

2
6
0

4 
2 

3
【
P
4
1
、
２
つ
目
の
・
】

・〈
現
〉
ひ
き
こ
も
り
状

態
に
あ
る
本
人

が
夫
か
ら
の

D
V
、
家
族

か
ら

の
虐

待
な

ど
を

→
〈

改
〉
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
あ

る
本

人
が

家
族
か
ら
の

D
V
や
虐
待
な
ど
を

※
夫
か
ら
の

D
V
に
限
定
す
る

必
要

な
し

。
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2
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【
P
4
1
、
２
つ
目
の
下
線
見
出

し
、
４
行
目
】

・〈
現
〉
必
要

な
状
況
に
あ
る

本
人
が
家
族
に

→
〈
改
〉
必

要
な

状
況

に
あ

る
本

人
や

家
族

に
【
P
4
1
、
２
つ
目
の
下
線
見
出

し
、
１
つ
目
の
矢

印
、
２
行
目

】
・
「

ア
ウ
ト

リ
ー

チ
活
動

」
と

い
う

言
葉

が
こ

こ
で
だ

け
使

わ
れ
て

い
る

。
ア
ウ

ト
リ

ー
チ
活

動
に

つ
い

て
意

味
合
い

を
定

義
す
る

必
要

が
あ
る
の
で
は
。

【
P
4
1
、
２
つ
目
の
下
線
見
出

し
、
２
つ
目
の
矢

印
】

・
準

備
段

階
で

の
記
載

内
容

に
、
２

つ
目

の
矢
印

の
内

容
は
唐

突
感

が
あ

る
。
「

本
人
の

望
む

自
律

を
サ

ポ
ー

ト
す
る

」
と

い
う
メ

ッ
セ

ー
ジ
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
か
、

と
い
う
こ
と
か
。

【
P
4
2
、
３
つ
目
の
・
】

・〈
現
〉
地
域

に
は
医
療
の
ほ

か
、
保
健

→
〈
改
〉
地

域
に
は

医
療

、
保

健
【
P
4
3
、
１
つ
目
の
・
、
２
つ

目
の
矢
印
、
２
行

目
】

・〈
現
〉
変
化

す
る
の
は
あ
く

ま
で
も

→
〈
改
〉
変
化

す
る

か
ど

う
か

を
決

め
る

の
は

あ
く

ま
で

も
【
P
4
3
、
３
つ
目
の
・
、
２
つ

目
の
矢
印
、
３
行

目
】

・〈
現
〉
親
の

収
入
と
世
帯
の

収
入
の
バ
ラ
ン
ス

が
→
〈
改

〉
世

帯
の

収
支

バ
ラ

ン
ス

が

59
0

自
治

体
質
問

6
 

1
5
0

4 
2 

4
p
4
5「

緊
急

対
応

の
必
要

性
」

に
つ

い
て
、
『

食
事

・
睡

眠
・

清
潔

保
持

等
の

日
常
生

活
が

維
持
で

き
て

い
な
い

』
『

気
持

ち
の
落

込
み

、
幻
覚
妄
想
等
の
精

神
症
状
が
あ

る
』
と
い
う
項
目

も
追
加
い
た

だ
く

と
よ

い
の

で
は

。

59
1

自
治

体
質
問

6
 

1
8
5

4 
2 

4
P
4
5「

ひ
き

こ
も

り
支
援

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
に
お

い
て

は
本
人

や
家

族
の

状
態

を
し

っ
か

り
と

把
握

し
た

う
え
で

、
緊

急
対
応

の
必

要
性

を
判

断
し

ま
す

」
と
あ

り
、
「

支
援

者
が

緊
急

介
入
す

る
と

い
っ
た

緊
急

対
応
の

判
断

が
必
要

と
な

り
ま

す
」

と
も
あ

り
ま

す
。
自

傷
行

為
や
暴
力
行
為
な

ど
は
、
1
1
0
番
通
報
の
対
象
と

な
る
こ
と
を

し
っ

か
り

記
載

し
て

お
く

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
そ

の
よ

う
な

状
況

の
時

に
警
察
以
外
の
方

が
対
応
す
る

の
は
難
し
い
で
す

。

59
2

自
治

体
質
問

6
 

1
9
6

4 
2 

4
〈
P
4
6
〉

②
本
人
が
望
ん
で

自
己
決
定
し

た
ゴ
ー
ル
。
こ
れ

に
た
ど
り
着

く
こ

と
自

体
む

ず
か

し
い

の
で

、
具

体
的

（
成

功
事

例
）

を
学

び
た

い
。

59
3

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

4 
2 

4
・
P
4
5
イ
ン
テ
ー
ク
に
お
い
て

の
、
上
か
ら
３

つ
目
の
黒
点

2
行

目
（

追
加

幼
少

期
か

ら
）

ど
の

よ
う

に
生

き
、
ど

の
よ

う
な

対
人

関
係
が
あ
っ
た
の
か

理
由
：
思

春
期
前
ま
で
の
行

動
や
対
人
関

係
は

本
人

理
解

の
た

め
に

必
要

59
4

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

4 
2 

4
P
4
6L

9
「
い

つ
で

も
、

何
度
で

も
、

同
じ

相
談

で
あ

っ
て

も
連

絡
し

て
よ

い
こ
と

」
→

字
義
通

り
に

受
け

取
り

時
間

外
に

電
話

さ
れ

る
と

困
る
の
で
、「

支
援
終

了
後
で
あ
っ
て
も

何
か
困
っ
た
こ

と
が

あ
れ

ば
相

談
の

た
め

に
連

絡
し

て
よ

い
こ

と
」
等

に
変

更
し

て
は

ど
う

か
。

59
5

自
治

体
質
問

6
 

2
4
3

4 
2 

4
Ⅳ
：
P
4
5：

緊
急
対
応
の
必
要

性
の
例
・
・
・「

身
体
的
な
病

気
に

罹
患

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
り

、
病

気
の

治
療

が
優

先
さ

れ
る

」
も

加
え
て
は
ど
う
か

59
6

自
治

体
質
問

6
 

2
5
1

4 
2 

4
p
4
6
 
出
口
に
つ
い
て

・「
ゆ
る
や

か
に
つ
な
が
り

続
け
る
」
こ
と
を
も

う
少
し
掘
り

下
げ

て
具

体
的

に
記

載
し

て
い

た
だ

く
の

が
良

い
か

と
思

い
ま

す
。（

緩
や

か
に
と
言
っ
て
も
、
終
わ
り
が

な
く
抱
え
て
い
る

ケ
ー
ス
だ
け

が
多

く
な

り
、
支

援
員

の
疲

弊
や

相
談

体
制

に
影

響
が

出
て

お
り

、
支

援
の
終
結
が
課
題
と

し
て
あ
る
た

め
。）

・
出
口
と

し
て
は
、
“
つ

な
ぐ

”
で

す
が
、
“

つ
な

が
れ

る
（

つ
な

ぎ
を

受
け

る
）
”

時
の

情
報
共

有
の

こ
と
も

触
れ

て
い
た

だ
け

れ
ば

と
思
い
ま
す
。
（
つ
な
ぐ

方
も
つ
な
ぎ
を
受

け
る
方
も
つ
な

が
り

続
け

る
と

い
う

意
識

を
持

た
な

い
と

、
受

け
る

側
だ

け
が

し
ん

ど
い

。
）

59
7

自
治

体
質
問

6
 

2
6
0

4 
2 

4
【
P
4
5
、
１
つ
目
の
・
】



1
2
3

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

・〈
現
〉
「
相
談
の

主
体
は
本
人

で
あ
る
」

→
〈
改
〉
「
本
人
の

意
向

を
中

心
に

据
え

る
」

※
相
談
自
体
の
主

体
は
目
の
前

の
相
談
者
だ
と
思

う
。
P
4
7
の

内
容

を
参

考
に

修
正

文
案

を

59
8

自
治

体
質
問

6
 

2
6
1

4 
2 

4
【
P
4
5
、
１
つ
目
の
矢
印
】

・〈
現
〉
相
談
者
が

本
人
で
は

な
く
家
族
の
場
合

、
家
族
が
日

常
生

活
に

不
安

や
困

難
を

抱
え

て
い

る
た

め
相

談
に

訪
れ

た
わ

け
で

す
が

、
家
族
の
不
安
や
困

難
さ
を
丁
寧

に
聞
き
取
り
な
が

ら
、
相
談
の

主
体

は
本

人
で

あ
る

こ
と

を
忘

れ
な

い
よ

う
に

し
て

関
わ

る
こ

と
が

大
切

で
す
。

→
〈
改
〉
相
談
者
が

本
人
で
は
な
く
家

族
の
場
合
、
家

族
が

日
常

生
活

に
不

安
や

困
難

を
抱

え
て

い
る

た
め

相
談

に
訪

れ
ま

す
。

「
本
人
の
意
向
を

中
心
に
据
え

る
こ
と
」
を
念
頭
に
置
き

つ
つ

、
家

族
の

不
安

や
困

難
さ

の
解

消
の

た
め

丁
寧

に
関

わ
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

【
P
4
6
、
４
つ
目
の
・
】

・
〈

現
〉
重

要
で

す
。

→
〈

改
〉

重
要

で
す

。
支
援

機
関

同
士
が

し
ば

ら
く
の

間
並

走
し
て

、
緩

や
か

に
引

き
継
ぐ

と
い

う
手
法

が
有

効
な
場
合
も
あ
り

ま
す
。

59
9

自
治

体
質
問

5
 

1
8
8

4 
2 

5
長

期
化
し

家
族

が
疲
弊

し
て

い
る
ケ

ー
ス

も
多
く

、
第

４
章
（

２
）、

５
）

に
家
族

へ
の

支
援

も
盛

り
込

ん
で
い

た
だ

く
と
実

践
の

場
で

活
用
し
や
す
い
と

考
え
る
。

60
0

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

4 
2 

5
【
P
4
8
、
２
つ
目
の
下
線
見
出

し
】

・
経
済
ト
ラ
ブ
ル
の
こ
と

を
前
面
に
書
く

の
は
い
か
が
な

も
の
か

。
1
つ

目
と

２
つ

目
の

・
の

内
容

を
入

れ
替

え
て

、
タ

イ
ト

ル
を

変
更

し
た
ほ
う
が
い
い

。
タ
イ
ト
ル

修
正
案
→
〈
改
〉
き
ょ
う
だ
い

か
ら

の
相

談
で

は
、
き

ょ
う

だ
い

な
ら

で
は

の
負

担
軽

減
の

た
め

に
配

慮
が
必
要
で
す
。

60
1

自
治

体
質
問

6
 

1
5
8

4 
2 

5
4
8
ペ
ー
ジ

兄
弟
姉
妹
か

ら
の
相
談
や
関

わ
り

「
自
ら
の
生
活
を

犠
牲
に
し
て

ま
で
本
人
へ
の
支

援
を
継
続
し

て
い

た
だ

く
必

要
は

無
い

」
と

あ
る

が
、
行

政
や

支
援

機
関

と
の

連
絡

を
継
続
し
、
可
能
な

範
囲
で
親
族

と
し
て
の
関
り
を

お
願
い
す
る

と
い

っ
た

内
容

も
必

要
で

は
な

い
か

。

60
2

自
治

体
質
問

6
 

1
5
8

4 
2 

5
4
9
ペ
ー
ジ

家
族
へ
の
攻

撃
的
な
言
動
や

家
庭
内
暴
力
が

あ
る

場
合

分
離

や
警

察
相

談
が

前
段

に
述

べ
ら

れ
て

い
る

が
、

後
段

に
記

述
さ

れ
て

い
る

「
攻

撃
的

な
言

動
や

家
庭

内
暴

力
に

至
っ

た
背

景
を

知
る
」「

本
人
の
防

衛
手
段
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る

可
能
性
」「

見
立

て
が

必
要

」
と

い
っ

た
内

容
が

前
段

に
あ

っ
た

方
が

よ
い

の
で

は
な

い
か
。

60
3

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

4 
2 

5
P
4
8
の
本
人
と
家
族
が
不
和
、
関
係
が
不
安
定
で

あ
る
場
合
に

、
両

者
の

話
を

よ
く

聞
き

、
相

談
員

か
ら

そ
れ

ぞ
れ

の
思

い
を

伝
え

、
相

互
理

解
を

促
し

ま
す
。

→
本

人
と
家

族
が

不
和
、

関
係

が
不
安

定
で

あ
る

場
合

は
両
者

の
話

を
聞
く

事
は

困
難
で

は
な

い
か
。
（

あ
く
ま

で
本

人
を

対
象

と
し
て

支
援

し
て
お

り
、

本
人
が

家
族

内
で
話

し
合

う
よ

う
促

す
（
主

体
性

を
促
す

）
。

そ
れ

で
も

上
手

く
い

か
な

い
時

は
家
族
面
談
を
は

さ
ん
で
い
る

。）

60
4

自
治

体
質
問

6
 

2
1
3

4 
2 

5
P
4
9：

支
援

機
関

が
他
機

関
あ

る
こ

と
、

本
人
の

居
場

所
、
地

域
の

集
い

の
場

な
ど

イ
メ

ー
ジ

し
や

す
い

よ
う
に

機
関

と
支
援

内
容

な
ど

を
明
記
し
て
は
ど

う
か
。

60
5

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

4 
2 

5
P
4
7
最

下
段

「
本
人

と
家

族
の

相
互

作
用

を
意
識

し
な

が
ら
支

援
を

組
み

立
て

る
こ

と
も

検
討

し
て

い
き

ま
し
ょ

う
。
」

→
わ

か
り

に
く

い
の
で
「
家
族
支

援
に
よ
り
本

人
の
言
動
が
ど
う

変
わ
っ
た
か

を
意

識
し

な
が

ら
～

」
に

変
更

し
て

は
ど

う
か

。
P
4
8
L
7
「
兄
弟
姉
妹
か
ら
の
相

談
や
関
わ
り
は
、

経
済
的
な
問

題
に

も
発

展
す

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
慎

重
に

な
り

ま
し

ょ
う

。」
→
兄
弟
姉
妹
間
で

の
扶
養
義
務

は
、
生
活
に
余

力
が
あ
る
場
合

の
「

生
活

扶
助

義
務

」
を

意
味

し
、
親

子
間

で
の
「

生
活

保
持

義
務
（

自
分
と
同
程
度
の
水

準
の
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
す

る
義
務
）
」
と

は
異

な
り

ま
す

。
支

援
で

は
、「

兄
弟

姉
妹

は
親

代
わ

り
に

な
れ

な
い

し
、



1
2
4

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

な
る
必
要
も
な
い
」
と
説
明
し

、
兄
弟
姉
妹
の
不
安

を
軽
減
す

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。
兄

弟
姉

妹
の

抱
え

る
不

安
や

課
題

を
整

理
し

な
が

ら
、
適

切
な

情
報
提

供
と

社
会
資

源
（「

生
活

困
窮
者

自
立

支
援

制
度

」
「

生
活

保
護

」
「

就
職

氷
河
期

世
代

支
援
事

業
」

等
）
の

活
用

に
よ

り
、
「

兄
弟

姉
妹
の

人
生

を
第

一
に

し
て

い
け
る

距
離

感
や
関

わ
り

方
」
を

一
緒

に
探
っ

て
い

き
ま

し
ょ

う
。
何

か
が

起
こ
っ

た
時

に
相
談
で
き
る
よ

う
「
つ
な
が

り
続
け
る
」
体
制

を
作
っ
て
お

く
こ

と
が

大
切

で
す

。

60
6

自
治

体
質
問

6
 

2
5
3

4 
2 

5
P
4
5
 
緊
急
対
応
の
判
断
に
つ

い
て

「
➣
」
の
項
目
が

確
認
さ
れ
た

場
合
の
具
体
的
対

応
を
記
載
し

て
ほ

し
い

。

60
7

自
治

体
質
問

6
 

2
5
3

4 
2 

5
P
4
8
 
兄
弟
姉
妹
の
心
情
を
配

慮
し
、
負
担
を
軽

減
で
き
る
よ

う
な

対
応

を
検

討
、
提

案
す

る
こ

と
は

必
要

と
思

う
。
し

か
し

、「
支

援
を

継
続
し
て
い
た
だ

く
必
要
は
無

い
」
と
記
載
さ
れ
て

し
ま
う
と

、
家

族
に

よ
っ

て
は

本
人

と
の

関
わ

り
を

拒
否

し
、
本

人
と

家
族

と
の

つ
な
が
り
が
な
く
な

っ
て
し
ま
う

可
能
性
も
あ
る
と

考
え
る
。

60
8

自
治

体
質
問

6
 

2
6
1

4 
2 

5
【
P
4
7
、
２
つ
目
の
・
】

・〈
現
〉
ひ
き

こ
も
り
状
態
を

さ
ら
に
深
刻
化
さ

せ
る
き
っ
か

け
→

〈
改

〉
ひ

き
こ

も
り

状
態

に
変

化
を

も
た

ら
す

き
っ

か
け

※
考
え
う
る
変
化

は
、
深
刻
化

だ
け
で
は
な
い
。

【
P
4
7
、
４
つ
目
の
・
、
３
行

目
】

・
〈

現
〉
そ

の
際

に
は
、

本
人

支
援

に
お

い
て

は
本
人

か
ら

直
接
的

に
本

人
の
意

向
を

引
き
出

す
手

伝
い

を
す

る
こ
と

と
な

り
、
そ

の
一

方
で
家
族
支
援
で

は
、
家
族
を
通
し
て
間

接
的
に
本
人
の

意
向
を

引
き

出
す

手
伝

い
を

し
て

い
き

ま
す

。
→
〈

改
〉
そ

の
際

に
は

、
本

人
支
援
に
お
い
て

は
本
人
が
意

向
を
表
出
す
る
た

め
の
手
伝
い

を
す

る
こ

と
と

な
り

、
家

族
支

援
で

は
、
家

族
を

通
し

て
間

接
的

に
本

人
の
意
向
を
汲
み
取

る
手
伝
い
を

し
て
い
き
ま
す
。

※
「
引
き
出
す
」

と
い
う
表
現

が
、
語
気
が
強
く

思
え
た
の
で

修
正

を
提

案
。

60
9

自
治

体
質
問

6
 

2
6
1

4 
2 

5
【
P
4
8
、
１
つ
目
の
・
】

・〈
現
〉
例
え

ば
、
8
0
5
0
世
帯
の
よ
う
に
長
年

→
〈
改
〉
例

え
ば

、
長

年
※
8
0
5
0
の
例
示
が
な
く
て
も
通

じ
る
の
で
削
除
。

も
し
く
は
「

い
わ

ゆ
る

8
0
5
0
問

題
の

よ
う

に
」

と
言

い
換

え
。

【
P
4
8
、
２
つ
目
の
下
線
見
出

し
、
１
つ
目
の
・

、
２
行
目
】

・
〈

現
〉
少

な
く

あ
り
ま

せ
ん

。
ひ

き
こ

も
り

支
援
で

は
、

家
族
間

の
相

続
問
題

等
に

関
わ
る

こ
と

は
で

き
ま

せ
ん
の

で
、

そ
の
よ

う
な

対
応
が

→
〈
改
〉
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん

。
家
族
間
の
相

続
問
題

等
の

対
応

が
※
こ
の
文
章
を
「

関
わ
る
こ
と

を
検
討
し
ま
し
ょ

う
」
と
結
ん

で
い

る
の

で
、

矛
盾

す
る

表
現

を
削

除
。

【
P
4
8
、
②
】

・〈
現
〉
家
族

間
の
力
学

→
〈
改
〉
家

族
間
の
関
係
性

※
タ

イ
ト

ル
に

合
わ

せ
て

修
正

。
【
P
4
8
、
②
、
３
つ
目
の
矢
印

】
・
実
際
の
現
場
で
ど

ち
ら
か
一

方
の
味
方
で
あ
る

と
い
う
態
度

は
と

っ
た

こ
と

が
な

い
。
あ

く
ま

で
第

三
者

的
立

ち
位

置
に

い
た

ほ
う

が
い
い
と
考
え
る
。
誰
の
味
方
と

い
う
話
で
は
な
く

、
家
族
全
体

の
こ

と
を

考
え

た
う

え
で

、
本

人
の

意
向

を
汲

み
た

い
（

そ
れ

が
ひ

き
こ

も
り
支
援
で
あ
る

）
と
家
族
に

説
明
し
て
い
く
、

と
い
う
言
い

ま
わ

し
で

文
章

を
再

構
築

し
て

は
い

か
が

か
。

61
0

自
治

体
質
問

6
 

2
6
1

4 
2 

5
【
P
4
9
、
１
つ
目
の
・
、
３
つ

目
の
矢
印
】

・
〈

現
〉
警

察
へ

の
通
報

を
行

う
こ

と
が

必
要

な
場
合

も
あ

り
ま
す

。
例

え
ば
暴

力
を

受
け
て

い
る

の
が

親
の

場
合
は

、
我

が
子
を

通
報

す
る
と
い
う
こ
と

を
躊
躇
う
人

も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の

た
め

、
支

援
者

は
そ

の
気

持
ち

に
付

き
合

い
な

が
ら

、
警

察
に

対
応

を
求

め
る
こ
と
が
必
要

な
場
合
に
は
「
必
ず
通
報
す
る
」
と
い
う
こ

と
を

本
人

に
伝

え
る

と
と

も
に

、
そ

の
際

は
通

報
を

実
行

す
る

よ
う

家
族



1
2
5

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

に
理

解
し

て
い

た
だ
く

よ
う

に
し
ま

す
。

必
ず
通

報
す

る
と
い

う
こ

と
が

で
き

な
い
場

合
、
「

通
報

す
る

」
と

い
う
こ

と
が

、
暴
力

を
振

る
う
本
人
に
対
す

る
「
脅
し

」
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
、
そ
の
後
の

進
展

が
見

込
め

な
く

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

る
か

ら
で

す
。

→
〈

改
〉

暴
力
が
起
こ
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ

で
の
警
察
通
報
が

有
効
な
場
合

も
あ

り
ま

す
。
家

族
か

ら
本

人
に

対
し
「

暴
力

が
起

き
た

ら
警

察
に

通
報

す
る
」
と
予
告
す

る
だ
け
で
も

抑
止
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

。
そ

れ
で

も
暴

力
が

続
く

場
合

は
予

告
ど

お
り

警
察

に
通

報
し

て
か

ま
わ

な
い

、
と

支
援

対
象
者

と
確

認
し
て

お
き

ま
し
ょ

う
。

警
察
通

報
が

た
だ

の
脅

し
に
な

っ
て

は
い
け

ま
せ

ん
か
ら

、
「

暴
力

は
嫌
だ

」
と

い
う
気
持
ち
を
伝

え
る
こ
と
が

第
一
の
目
的
で
あ

る
こ
と
を
念

頭
に

置
き

ま
し

ょ
う

。
通

報
自

体
を

躊
躇

う
家

族
も

少
な

く
あ

り
ま

せ
ん

の
で
、
支
援
者
は

そ
の
気
持
ち

に
寄
り
添
う
こ
と

も
重
要
で
す

。
※
１
文
が
長
く
て

わ
か
り
づ
ら

い
印
象
。
ま
た
、
通
報
す
る
と

宣
言

し
た

に
も

関
わ

ら
ず

、
そ

れ
を

実
行

し
な

け
れ

ば
脅

し
に

な
っ

た
だ

け
だ
、
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
は

本
書
を
読
む
か
も

し
れ
な
い
家

族
に

と
っ

て
プ

レ
ッ

シ
ャ

ー
に

な
る

の
で

は
と

感
じ

た
。

61
1

自
治

体
質
問

5
 

1
2
3

4 
2 

6
支
援
者
の
支
援
体

制
に
つ
い
て

。
ひ
き
こ
も
り
支

援
は
長
期
戦

に
な

る
た

め
、
支

援
者

が
バ

ー
ン

ナ
ウ

ト
し

な
い

よ
う

支
援

者
同

士
で

協
議
の
場
が
必
要
等

の
記
載
が
あ

っ
た
が
、
具
体
的
な

取
り
組
み

事
例

等
の

記
載

は
な

か
っ

た
。
そ

の
た

め
、
事

例
の

記
載

を
し

て
い

た
だ

け
る
と
、
各
自
治

体
が
取
り
組

み
や
す
く
な
る
の

で
は
と
考
え

た
。

61
2

自
治

体
質
問

5
 

1
6
2

4 
2 

6
ま
た
、
①
「
自
治
体
内
の

連
携
に
つ
い
て

」
ひ
き
こ
も
り

の
方

は
、
自

分
が

若
し

く
は

家
族

が
ひ

き
こ

も
っ

て
い

る
事

を
隠

し
て

相
談

に
来
る
場
合
も
あ
る

。
そ
の
時

、
国
民
健
康
保
険
料

の
滞
納
や
、
レ

セ
プ

ト
が

な
い

方
、
ゴ

ミ
屋

敷
の

苦
情

な
ど

、
ど

の
よ

う
な

連
携

が
必

要
か
。

61
3

自
治

体
質
問

6 
6 

4 
2 

6
６
）
支
援
制
度
や

支
援
体
制

ひ
き
こ
も
り
の
支

援
に
つ
い
て

は
、
対
象
者
の
年

齢
や
生
活
、
心

身
の

状
況

に
よ

り
、
実

際
に

主
と

な
っ

て
支

援
を

行
う

機
関

が
、
多

機
関
に
及
ぶ
も
の
で

す
。
ひ
き
こ

も
り
の
担
当
部
署

の
存
在
に
よ

り
、
そ

の
認

識
が

希
薄

と
な

ら
な

い
よ

う
、
各

支
援

機
関

が
常

に
当

事
者

意
識
を
持
つ
必
要

が
あ
る
旨
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
に
さ

ら
に
強
調
、

記
載

い
た

だ
け

れ
ば

有
難

い
で

す
。

61
4

自
治

体
質
問

6
 

2
1
3

4 
2 

6
・
P
5
0
：「

支
援
制
度
や
支

援
体
制
」
は
本

人
の
年
齢
に
よ

り
様

々
な

の
で

年
齢

で
分

け
て

記
載

し
て

ほ
し

い
。

・
P
5
1
：
ひ

き
こ

も
り
の

約
半

数
は

診
断

に
至
ら

な
い

。
診
断

に
至

っ
て

も
医

療
の

介
入

は
少

な
い

人
か

ら
多
い

人
ま

で
い
る

。
こ

の
こ

と
を
踏
ま
え
た
記

述
が
必
要
と

感
じ
た
。

61
5

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

4 
2 

6
P
5
2
L
1
0
-
1
1
「
本

人
が
居

場
所

を
必

要
と
し

な
い

場
合
に

お
い

て
は

、
居
場

所
支

援
が
逆

効
果

に
な

る
場
合

も
あ

る
こ
と

に
留

意
し

ま
し

ょ
う
。
」
→
同
じ
文
が

２
回
続
い
て
い
る

。
一
方
を
削
除

。

61
6

自
治

体
質
問

6
 

2
1
8

4 
2 

6
p
5
0
の
「
隘
路
」、

p
5
3
の
「
逡
巡
」
等
、

文
言
の
意
味
が

分
か

り
づ

ら
い

。

61
7

自
治

体
質
問

6
 

2
4
0

4 
2 

6
5
2
ペ
ー
ジ
，
居
場
所
の
運
営

に
つ
い
て
，
効
果
的
な
実
施

手
法

は
あ

る
か

。
業

務
委

託
と

な
る

と
事

業
成

果
等

を
求

め
ら

れ
，
補

助
事

業
と
な
る
と
，
質
の

担
保
等
が
難

し
い
。

61
8

自
治

体
質
問

6
 

2
6
1

4 
2 

6
【
P
5
0
、
①
】

・〈
現
〉
①

ひ
き
こ
も
り
支

援
と
隣
接
す
る
分

野
→
〈
改

〉
①

ひ
き

こ
も

り
支

援
で

連
携

す
る

分
野

【
P
5
0
、
１
つ
目
の
表
】

・〈
現
〉
表
：

ひ
き
こ
も
り
支

援
分
野
と
隣
接
す

る
分
野
の
主

な
法

律
→

〈
改

〉
表

：
連

携
の

機
会

が
多

い
主

な
支

援
制

度
※
「
ひ
き
こ
も
り

支
援
分
野
」

が
聞
き
な
れ
ず
何

を
指
す
の
か

分
か

ら
な

い
印

象
。

前
段

の
文

章
を

参
考

に
タ

イ
ト

ル
変

更
を

提
案

。
【
P
5
2
、
３
つ
目
と
４
つ
目
の

矢
印
】

・
重
複
の
た
め
、

ど
ち
ら
か
を

削
除
。

61
9

自
治

体
質
問

6
 

2
6
9

4 
2 

6
第
４
章
ひ
き
こ
も

り
の
支
援
ポ

イ
ン
ト

→
６
）
支
援

制
度
や

支
援

体
制

→
②

支
援

体
制

の
ポ

イ
ン

ト
（

連
携

編
）



1
2
6

番
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区
分

質
問
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D

章
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項
意
見 ひ
き
こ
も
り
支

援
に
お
い
て

、
不
登
校
支
援
か

ら
切
れ
目
な

く
支

援
を

継
続

し
て

い
く

体
制

を
課

題
と

捉
え

て
い

る
。

コ
ラ
ム
欄
の
テ

ー
マ
が
医
療

機
関
と
の
連
携
と

な
っ
て
い
る

が
、

教
育

機
関

（
学

校
な

ど
）

と
の

連
携

も
追

加
す

る
こ

と
は

可
能

か
。

62
0

自
治

体
質
問

5
 

2
5
9

4 
2 

7
【
P
5
4
、
１
つ
目
の
・
】

・
S
l
a
c
k
が
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
が
広

く
多

く
の

支
援

者
の

手
に

渡
る

こ
と

と
、

S
l
a
c
k
に

参
加

で
き

る
キ

ャ
パ

が
な
い
（
登
録
費

用
が
高
い
等

）
場
合
も
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

ま
た

、
S
l
a
c
k
と

い
う

手
法

が
数

年
後

も
有

効
と

も
限

ら
な

い
な

か
で

、
具
体
名
を
掲
載
す

る
こ
と
は
避

け
た
ほ
う
が
い
い

の
で
は
。
よ
っ

て
、
S
l
a
c
k
に

つ
い

て
は

掲
載

し
な

い
か

た
ち

で
再

検
討

し
て

は
い

か
が
か
。
も
し
掲
載

す
る
場
合
は

以
下
の
文
章
に
し

て
は
い
か
が

か
。

〈
現
〉
厚
生
労
働

省
は
、
全
国
の
ひ
き
こ

も
り
支
援
従
事

者
同
士

が
、
気

軽
に

ひ
き

こ
も

り
支

援
の

有
用

な
情

報
交

換
が

で
き

、
ノ

ウ
ハ

ウ
、
経
験
談
を
蓄

積
、
検
索
が

で
き
る
、
ひ
き
こ

も
り
支
援
者

の
た

め
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

し
て

S
l
a
c
k
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

上
に
「
ひ
き
こ
も

り
支
援
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」
を
設

け
て
い
ま
す

。
こ

の
よ

う
な

ツ
ー

ル
を

活
用

す
る

こ
と

も
有

意
義

で
す

。
→

〈
改

〉
厚
生
労
働
省
は
、
全
国
の
ひ
き

こ
も
り
支
援
従
事

者
同
士
が
、
気

軽
に

ひ
き

こ
も

り
支

援
の

有
用

な
情

報
交

換
が

で
き

、
ノ

ウ
ハ

ウ
、
経

験
談

を
蓄

積
、

検
索

が
で

き
る

オ
ン

ラ
イ

ン
の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
（

Sl
a
ck

）
を

設
け
て

い
ま

す
。
こ

の
よ

う
な
ツ

ー
ル

を
活

用
す
る
こ
と
も
有

意
義
で
す
。

62
1

自
治

体
質
問

6
 

1
4
 

4
 

2
 

7
5
4
ペ
ー
ジ
の
「
ひ
き
こ
も

り
支
援
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
に
つ

い
て

、
U
R
L
も

含
め

、
具

体
的

に
表

示
し

て
ほ

し
い

。

62
2

自
治

体
質
問

6
 

1
7
 

4
 

2
 

7
P
5
3「

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
す
る

」
と
い
う
表
現
は

全
く
聞
き
な

れ
な

い
上

に
わ

か
り

に
く

い
。「

ス
ー

パ
ー

ビ
ジ

ョ
ン

」
と

い
う

表
現

は
多

く
の
方
が
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
い

も
の
な
の
か
が
疑

問
。

62
3

自
治

体
質
問

6
 

1
0
7

4 
2 

7
（
２
）
ｐ

5
3

②
・
３
個
目
「
他
機
関
と

の
～
支
援
し
ま

す
。
」
の

文
章

が
不

自
然

で
は

な
い

か
。「

支
援

し
ま

す
」
か

ら
「

支
援

で
き

ま
す
」
に
変
更
す
る

こ
と
は
可
能

か
。

（
3
）
ｐ
5
4
 
１
個
目
７
行
目

黒
字
部
分

分
か
り
に

く
い
文

章
に

な
っ

て
い

る
。

62
4

自
治

体
質
問

6
 

1
9
0

4 
2 

7
5
4
ペ
ー
ジ

「
ひ
き
こ
も

り
支
援
者
の
た

め
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

場
と

し
て

S
l
a
c
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）
…

」
に

つ
い

て
U
R
L
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド
（

Q
R
コ
ー
ド
）
を
掲
載
し

て
く
だ
さ

い
。

62
5

自
治

体
質
問

6
 

1
9
6

4 
2 

7
〈
P
5
4
〉
支
援
者
同
士
が
支
え

合
う
支
援
者
の
サ

ポ
ー
ト
の
大

切
さ

。
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ

ー
の
派
遣
や

、
国
や
県
に
よ
る

他
自
治
体
と

の
交

流
や

サ
ポ

ー
ト

の
充

実
を

望
み

ま
す

。

62
6

自
治

体
質
問

6
 

2
0
5

4 
2 

7
・
P
5
4
の
支
援
者
の
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
の
と
こ
ろ

に
少
し
記
載

は
あ

る
が

。
ス

ー
パ

ー
バ

イ
ズ

も
必

要
だ

が
、
実

際
に

支
援

し
て

い
て

燃
え
尽
き
な
い
よ
う

に
す
る
に
は

、
支
援
者
同
士
交

流
や
、
日
々

の
休

息
の

必
要

性
も

非
常

に
大

事
だ

と
思

う
の

で
、

一
文

で
も

挿
入

を
。

・
P
5
6
 
８
行
目

明
確
な
拒

否
が
な
か
っ
た
た

め
、
翌
自
に

→
（

正
）

翌
日

に

62
7

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

4 
2 

7
P
5
4
L
5「

S
l
a
c
k（

オ
ン
ラ
イ
ン
）
上
に
「
ひ
き
こ
も

り
支
援
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
」
」
→

U
R
L
を

示
し

て
は

ど
う

か
。
ア

カ
ウ

ン
ト

が
有

料
な

の
か
無
料
な
の
か
。

ど
の
よ
う
に

ロ
グ
イ
ン
す
れ
ば

よ
い
か
も
明

記
し

て
ほ

し
い

。
P
5
4
L
8
-
9
「

共
に

支
援

に
取

り
組

む
他

機
関

の
支

援
者

同
士

が
支

え
合

う
支

援
者

へ
の

サ
ポ

ー
ト

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
り

ま
す

。
」

→
「
多
機
関
」
と
し

て
は
ど
う
か

。

62
8

自
治

体
質
問

6
 

2
5
1

4 
2 

7
p
5
3
 
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
に
つ

い
て

「
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
と
は
？
そ

の
人
が
本
来
持
っ

て
い
る
力
・
強

み
を

発
揮

で
き

る
よ

う
に

な
っ

て
い

く
こ

と
」
の

よ
う

な
概

念
を

ト
ッ

プ
に
入
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ

う
か
。
ど
の
ペ
ー

ジ
で
も
羅
列

記
入

し
て

支
援

者
向

け
な

の
で

知
っ

て
い

て
当

然
と

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
が
、
個
人
的
に

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
を
す
る
う

え
で
「
強
み

を
見

つ
け

る
視

点
」
と
「

支
援

す
る

こ
と

で
支

援
者

自
身

も
自

身
の

強
み

を
見
つ
け
、
互
い
に
高
め

合
っ
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
」
と
い

う
考

え
は

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
原

点
だ

と
考

え
て

い
る

た
め

意
見

し
ま



1
2
7

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

す
。
ま
た
、
こ
の

内
容
に
伴
い

、
p
2
3
の

1
行
目
エ
ン
パ
ワ
メ
ン

ト
の

あ
と

に
「
（

p
5
3
参

照
）
」

を
入

れ
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

62
9

自
治

体
質
問

6
 

2
6
1

4 
2 

7
【
P
5
3
、
①
、
２
つ
目
の
・
、

２
行
目
】

・〈
現
〉
経
験

を
し
て
い
る
相

談
員
も
多
い

→
〈
改
〉

経
験

を
し

て
い

る
支

援
者

も
多

い
【
P
5
3
、
②
、
３
つ
目
の
・
、

矢
印
、
３
行
目
】

・〈
現
〉
そ
の

共
有
認
識
が
得

ら
れ
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す

。
→

〈
改

〉
そ

の
共

通
認

識
が

得
ら

れ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

63
0

自
治

体
質
問

5
 

1
2
1

4 
2

「
ひ

き
こ

も
り

支
援

の
ポ

イ
ン

ト
」

等
の

章
に

盛
り

込
む

と
よ

い
の

で
は

な
い

か
と

考
え

た
項

目
と

、
そ

の
理

由
を

以
下

に
記

載
し

ま
す
。

・
ス
ト
レ
ン
グ
ス

の
視
点
に
つ

い
て
：

ひ
き
こ
も
り
の
背

景
や
要
因
を

見
て
い
く
と
、
弱
み
の
要

素
に
着

目
し

が
ち

で
す

が
、
個

人
や

環
境

が
持

つ
強

み
の

要
素

も
ケ

ー
ス

に
見

出
し
て
い
く
こ
と

が
、
支
援
を

促
進
す
る
き
っ
か

け
に
な
り
得

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
こ

の
た

め
、

ど
ん

な
要

素
に

着
目

し
、

支
援
に
役
立
て
ら

れ
そ
う
か
、

等
を
知
り
た
い
で

す
。

・
停
滞
し
て
い
る

状
態
に
お
け

る
評
価
の
仕
方
や

働
き
か
け
：

停
滞
に
直
面
し
た

際
、
本
人
や

家
族
、
時
に
支
援
者

も
モ
チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
低

下
や

焦
り

が
生

じ
て

し
ま

い
ま

す
。
僅

か
な

変
化

を
捉

え
た
り
、
停
滞
の
中
身
を

確
認
し
意
味
（
折
り
合

い
を
つ
け
よ
う

と
す

る
が

故
に

、
逡

巡
す

る
よ

う
に

な
っ

た
、
等

）
を

見
出

し
た

り
す

る
こ
と
で
、
進
捗
を
捉
え
直

す
こ
と
が
で
き

る
と
よ
い
の
で

は
と

思
い

ま
す

。
こ

の
た

め
、
ど

の
よ

う
な

点
に

着
目

し
、
そ

れ
を

ど
の

よ
う

に
本
人
や
家
族
と

共
有
し
て
い

け
ば
よ
い
の
か
、

知
り
た
い
で

す
。

63
1

自
治

体
質
問

5
 

2
3
0

4 
2

家
族
支
援
に
つ
い

て
は
、
3
0
ペ
ー
ジ
か
ら

の
（
２
）
ひ
き
こ
も

り
支

援
の

ポ
イ

ン
ト

の
中

に
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
対

象
者

を
本

人
・

家
族
で
と
し
て
い

る
の
で
こ
の

よ
う
な
記
載
の
さ

れ
方
を
し
て

い
る

の
だ

と
思

い
ま

す
が

、
で

き
れ

ば
家

族
支

援
と

し
て

項
目

を
明

確
に

し
て
い
た
だ
い
た

方
が
わ
か
り

や
す
い
と
思
い
ま

す
。

63
2

自
治

体
質
問

6
 

1
5
4

4 
2

（
４

）
P
3
4
、
P
5
2

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ

ー
の
活
動
は

重
要
と
思
わ
れ
ま

す
。
支
援
者

と
連

携
を

と
り

な
が

ら
、
ピ

ア
サ

ポ
ー

タ
ー

の
活

動
が

あ
る

こ
と

を
記

載
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

63
3

自
治

体
質
問

6
 

1
6
7

4 
2

第
４
章
（
２
）
ひ

き
こ
も
り
支

援
の
ポ
イ
ン
ト

・
p
3
3
 
「
本
人
か
ら
支
援
者

の
働
き
か
け
に
対

し
て
特
段
良

い
反

応
が

な
い

場
合

」
日

本
語
と

し
て

分
か
り

に
く

く
、
読

ん
で

い
て
詰

ま
る
。
「

本
人

か
ら
支

援
者

（
へ
）

の
働

き
か
け

に
対

し
て
（

支
援

者
の
）

特
段

良
い

反
応

が
な

い
場

合
」
な

の
か

,
「
支

援
者

の
働
き

か
け

に
対
し

て
（

本
人

か
ら

）
特
段

に
良

い
反
応

が
な

い
場
合

」
な

の
か
。

説
明

を
読

む
と
後
者
だ
と
分

か
る
が
、
誤

解
の
な
い
表
現
が

望
ま
し
い
。

・
p
3
4
 
『
コ
ラ
ム

家
族
支
援
の
手
法

に
つ
い
て
』
の

箇
所
で

、
改

訂
前

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
で

も
ふ

れ
ら

れ
て

い
た

C
R
A
F
T
に

つ
い

て
紹
介
し
て
ほ
し
い

。
・
p
3
4
 

1
0
行
目
「
本
人
の
同
意
を
得
た

う
え
で
実
施
す

る
こ
と

を
忘

れ
て

は
い

け
ま

せ
ん

」
と

あ
る

が
、
何

を
も

っ
て

本
人

の
同

意
と

す
る
の
か
明
記
し

て
ほ
し
い
。
本
人
か
ら
「
来
て
も
良
い

」
と

い
う

言
葉

を
も

ら
う

必
要

が
あ

る
か

、
本

人
に

訪
問

の
意

向
を

伝
え

て
も

ら
い
明
確
な
拒
否

が
な
け
れ
ば

、
消
極
的
な
同
意
が

得
ら
れ
た

も
の

と
み

な
し

て
、
訪

問
し

て
差

し
支

え
な

い
か

。
拒

否
が

無
け

れ
ば

訪
問
し
て
も
よ
い
と

す
る
の
が
現

実
的
で
あ
る
と
考

え
る
。

・
p
4
1
 
1
3
行
目
「
夫
か
ら
の

D
V
」
と
あ
る
が
、
夫
に
限
定
し

て
い

る
の

は
適

切
で

は
な

い
。
妻

か
ら

の
D
V
、
婚

姻
関

係
に

な
い

恋
人

か
ら
の

D
V
も
考
え
ら
れ
、
多
様

な
性
別
の
あ
り
方

が
あ
る
。
ま

た
、

同
じ

行
の

「
家

族
か

ら
の

虐
待

」
に

つ
い

て
、

障
害

の
な

い
成

人
の



1
2
8

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

ひ
き
こ
も
り
当
事

者
が
家
族
か

ら
の
「
（
人
格
を
否
定

す
る
よ
う

な
）
暴

言
」
を

受
け

て
い

る
場

合
が

ま
れ

に
あ

り
、
そ

の
場

合
で

も
「

虐
待
」
と
み
な
さ

れ
な
い
可
能
性

が
あ
る
。「

家
族
か

ら
の
暴
力

や
暴

言
」「

家
族

か
ら

の
身

体
的
・
精

神
的

な
暴

力
」
な

ど
よ

り
広

い
範

囲
を
含
む
表
現
が
望

ま
し
い
。

・
p
4
9
 

 
5
行
目
「
避
難
す
る

こ
と
を
推
奨
す
る

」
と
あ
る

が
、

具
体

的
に

ど
こ

に
ど

れ
く

ら
い

の
期

間
避

難
す

る
の

が
良

い
か

、
荷

物
は
何
を
持
っ
て
い

く
べ
き
か
、

本
人
に
は
ど
の
よ

う
に
伝
え
る

べ
き

か
、

な
ど

も
う

少
し

詳
し

く
記

載
し

て
欲

し
い

。
8
行
目
「
警
察
へ
の
相

談
に
同
行
」
と
あ
る
が
、
事
前
の
警
察

へ
の

相
談

に
つ

い
て

も
う

少
し

詳
し

く
記

載
し

て
ほ

し
い

。
警

察
署

の
何

課
に
相
談
す
れ
ば

良
い
の
か
？

ど
の
よ
う
に
相

談
を
持
ち
掛

け
て

い
け

ば
良

い
の

か
？

な
ど

。
・
p
5
2
 
 
居
場
所
支
援

に
つ
い
て
も
っ
と

ペ
ー
ジ
を
割
い

て
紹

介
し

て
ほ

し
い

。
相

談
支

援
に

対
し

て
、
居

場
所

の
ペ

ー
ジ

が
少

な
す

ぎ
て
バ
ラ
ン
ス
が
悪

い
。
ペ
ー
ジ

の
都
合
上
難
し
い

の
で
あ
れ
ば

、
せ

め
て

、
w
e
b
上

で
無

料
入

手
可

能
で

参
考

に
な

る
資

料
の

一
覧

を
示

し
て
い
た
だ
き
た

い
。
た
と
え

ば
、
K
H
J
の
『
居
場
所
づ
く
り

実
践

マ
ニ

ュ
ア

ル
』

な
ど

。

63
4

自
治

体
質
問

6
 

2
2
3

4 
2

３
）
対
象
者
の
意

向
を
反
映
し

た
支
援
の
計
画
・

実
行
（
３
３

ペ
ー

ジ
）

と
４

）
ひ

き
こ

も
り

支
援

の
入

り
口

と
出

口
（

４
５

ペ
ー

ジ
）

・
入
り
口
か
ら
計

画
・
実
行
、

出
口
、
と
一
つ
に

し
て
も
う
少

し
コ

ン
パ

ク
ト

な
内

容
に

し
た

ほ
う

が
読

み
や

す
い

の
で

は
な

い
か

。

63
5

自
治

体
質
問

6
 

2
7
2

4 
2

P
3
5：

ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

、
P
4
5：

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
記
載

が
あ

る
が

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
は

重
要

で
あ

る
た

め
詳

し
く

記
載

し
て

い
た

だ
き
た
い
。
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の

視
点
で
、
発
達
特

性
や
精
神
疾

患
に

つ
い

て
記

載
が

あ
っ

て
も

よ
い

の
で

は
と

感
じ

た

63
6

自
治

体
質
問

6
 

2
7
2

4 
2

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に

つ
い
て
、
P
2
8
、
Ｐ
4
1
に
記
載
が
あ
る
が

、
わ

か
り

に
く

い
た

め
、

時
期

の
目

安
や

支
援

評
価

の
視

点
を

詳
し

く
記

載
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
（
事
例
で
説
明
さ

れ
る
の
か
。
）

6
3
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

3
5
 

4
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
具
体
的
な
言
語

表
現
等
の
例
が

あ
る
方

が
、
様

々
な

経
験

や
立

場
の

支
援

者
が

使
用

し
や

す
い

の
で

は
な

い
か

と
思
い
ま
し
た
。

63
8

自
治

体
質
問

5
 

8
3
 

4
支
援
者
が
精
神
科

受
診
等
の
医

療
に
つ
な
が
る
必

要
性
を
感
じ

る
も

の
の

、
何

ら
か

の
理

由
で

本
人

や
家

族
が

受
診

を
望

ま
な

い
場

合
の

支
援
（
具
体
的
な

受
診
勧
奨
の

仕
方
、
他
機
関
と

の
連
携
等
）

に
つ

い
て

知
り

た
い

。

63
9

自
治

体
質
問

5
 

9
1
 

4
「
ひ
き
こ
も
り
支

援
に
お
い
て

有
効
な
ツ
ー
ル
」

な
ど
の
項
目

を
い

れ
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

64
0

自
治

体
質
問

5
 

1
3
5

4
支
援
を
し
て
い
く

に
あ
た
り
、
そ
の
当
事
者
及
び

家
族
の
情
報

を
ど

こ
ま

で
、
ど

の
よ

う
に

聞
き

取
り

を
行

い
、
汲

み
取

っ
た

情
報

か
ら

ど
の
よ
う
な
支
援

を
す
る
の
か

と
い
う
記
載
が
な

い
た
め
、
初
期

場
面

の
面

談
で

、
人

が
変

わ
る

と
聞

く
内

容
等

、
過

不
足

が
生

じ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

必
要
最
低
限

、
確
認
し
て
お
く

内
容
な
ど
は

記
載

が
あ

っ
た

方
が

良
い

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

64
1

自
治

体
質
問

5
 

1
4
1

4
ひ
き
こ
も
り
の
相

談
は
本
人
か

ら
と
い
う
よ
り
、
家
族
か
ら

の
相

談
が

多
い

た
め

、
ま

ず
、
家

族
か

ら
の

相
談

に
対

し
て

ど
の

よ
う

に
進

め
て
い
く
の
か
の

記
載
が
あ
る

方
が
良
い
と
考
え

る
。

64
2

自
治

体
質
問

5
 

1
5
7

4
章
立
て
、
項
目
立
て
に

つ
い
て
問
題
は
な

い
が
、
全
体
的
に
文

章
の

割
合

割
合

が
多

く
、
も

う
少

し
図

や
絵

、
グ

ラ
フ

、
写

真
な

ど
を

い
れ
て
見
や
す
く
し

た
方
が
理
解

し
易
い
内
容
に
な

る
と
思
う
。
ま

た
、
緊

急
対

応
が

必
要

な
ケ

ー
ス

に
つ

い
て

の
対

応
の

仕
方

に
つ

い
て

の
項
目
が
あ
っ
て

も
よ
い
。

64
3

自
治

体
質
問

5
 

1
6
2

4
②

就
労
支

援
先

で
は
、

ハ
ロ

ー
ワ
ー

ク
の

職
員
の

ひ
き

こ
も
り

の
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ
ト

で
あ

る
こ
と

を
意

識
し
て

､
ど
の

よ
う

な
対

策
、

相
談
へ
の
繋
ぎ
方

な
ど
示
さ
れ

て
い
な
い
。
う
ま

く
相
談
で
き

ず
に

、
就

労
を

諦
め

て
し

ま
う

方
へ

の
相

談
へ

の
繋

ぎ
方

な
ど

64
4

自
治

体
質
問

5
 

1
6
7

4
居
場
所
支
援
に
つ

い
て
も
っ
と

ペ
ー
ジ
を
割
い
て

紹
介
し
て
も

ら
い

た
い

。
相

談
支

援
に

対
し

て
、
居

場
所

の
ペ

ー
ジ

が
少

な
い

と
感

じ
る
。

64
5

自
治

体
質
問

5
 

1
8
8

4
第
４
章
の
ひ
き
こ

も
り
支
援
の

ポ
イ
ン
ト
の
コ
ラ

ム
に
、
具
体
的

な
内

容
（

声
か

け
、
例

示
、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

根
拠

等
）
の

記
載

が
あ

る
と
分
か
り
や
す

い
。



1
2
9
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区
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I
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項
意
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64
6

自
治

体
質
問

5
 

2
0
5

4
・
第

4
章
全
体
に
つ
い
て

所
々

で
家

族
支

援
に
か

か
る

記
載
が

あ
る

が
、
多

く
の

場
合
は

家
族

相
談

か
ら

開
始
す

る
場

合
が
多

い
た

め
、
「

家
族
支

援
に

お
け

る
ポ

イ
ン
ト
」
を
項
目
立
て

し
て
ま
と
め
て
は

ど
う
か
。
P
3
2「

本
人

に
会

え
な

い
場

合
」
で

も
、「

家
族

支
援

に
よ

り
家

族
の

雰
囲

気
が

良
く

な
る
」
と
記
載
が

あ
り
、
こ
の

あ
た
り
の
具
体
的

な
内
容
が
知

り
た

い
（

事
例

に
盛

り
込

ま
れ

る
予

定
？

）
。

64
7

自
治

体
質
問

5
 

2
0
5

4
P
2
5
・
2
6
「
ひ
き
こ
も
り
支
援

の
全
体
像
」
は
、

第
2
章
の
冒

頭
に

あ
る

方
が

良
い

の
で

は
。

64
8

自
治

体
質
問

5
 

2
1
7

4
精
神
疾
患
で
自
傷

他
害
の
恐
れ

が
切
迫
し
て
い
る

場
合
、
保
健

所
・
警

察
等

に
連

絡
し

て
、
措

置
入

院
の

手
続

き
が

取
ら

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

本
人

の
同

意
が

な
く

て
も

精
神

科
医

療
に

つ
な

が
る

こ
と

が
で

き
る

貴
重

な
機

会
で

も
あ

り
、

緊
急

を
要

す
る

場
合

で
す

の
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
記
載
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ

う
。

64
9

自
治

体
質
問

6
 

7
1
 

4
・
全
体
的
に
支
援

者
へ
の
寄
り

添
い
と
心
構
え
、
あ
る
べ
き
姿

勢
が

丁
寧

に
記

載
さ

れ
て

い
て

良
い

と
思

い
ま

す
。

・
本

人
の

意
思

を
尊
重
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
社

会
の
側
の
課
題
に

も
視
点
が
注

が
れ

て
い

る
こ

と
は

問
題

の
新

し
い

捉
え

方
と

し
て

評
価

で
き

ま
す

。
・

文
中
に

、
ひ

き
こ
も

り
の

解
釈
と

し
て
、
「

精
神

疾
患

や
障

害
を

有
し

な
い

も
の
」

と
の

内
容
で

記
載

が
あ
り

ま
す

が
、
実

際
に

は
有

し
て

い
て

精
神

疾
患

や
障

害
の

診
断

を
受

け
て

い
る

人
や

未
受

診
だ

が
有

し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
事

例
が

一
定

の
割

合
存

在
し

ま
す

の
で

当
該
箇

所
の

修
正
を

お
願

い
し
ま

す
。

・
「

相
談
窓

口
」

の
明

確
化

を
進

め
て
ほ

し
い

と
こ
ろ

で
す

が
。
私

の
地

域
で
は

曖
昧

な
明

確
化
状
態
で
す
。
相
談
窓
口

で
は
ひ
き
こ

も
り
相
談
に
繋

が
り

ま
せ

ん
。

そ
こ

は
大

き
な

課
題

で
す

。
・
4
0
~
5
0
頁

あ
た

り
に

「
支

援
対
象
者
」
と
い
う
文
言
が

多
々
見
ら
れ
ま

す
が
「
「
支
援
す
る

人
」「

支
援

さ
れ

る
人

」
と

い
う

上
下

関
係

が
イ

メ
ー

ジ
さ

れ
あ

ま
り

心
地

よ
く

あ
り

ま
せ

ん
。
文

中
に

も
対
等

な
関

係
が
大

切
で

あ
る
と

盛
り

込
ま

れ
て

い
ま
す

か
ら

、
「

相
談
を

受
け

る
本
人

家
族

~
~
」
等

工
夫

し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

・
今
後
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
登

場
す

る
事

例
が

増
え

る
と

思
い

ま
す

の
で

8
0
5
0
の

事
例

を
数

多
く

盛
り
込
ん
で
ほ
し

い
で
す
。
た

く
さ
ん
書
い
て
し

ま
い
ま
し
た

が
素

案
へ

の
意

見
照

会
を

実
施

し
て

い
た

だ
き

有
難

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

65
0

自
治

体
質
問

6
 

2
0
9

4
＜
第
４
章
：
ひ
き

こ
も
り
支
援

の
ポ
イ
ン
ト
＞

・
病

気
が

関
係

し
て
い

る
こ

と
が
想

定
さ

れ
る
場

合
に

つ
い
て

も
盛

り
込

ん
だ

方
が
よ

い
の

で
は
な

い
か
。
（

前
駆

症
状

の
理

解
、

医
療

機
関
受
診
が
進
ま

な
け
れ
ば
保

健
所
相
談
等
）

・
各
支
援
機
関
（

保
健
所
・
地

域
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
等

）
の

基
本

的
役

割
（

得
意

分
野

）
を

示
し

て
は

ど
う

か
。

・
家
族
支
援
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
コ
ラ
ム
で
は
な
く

本
文
に
盛
り

込
ん

で
ほ

し
い
（

相
談

を
中

断
し

な
い

た
め

に
ど

ん
な

こ
と

が
で

き
る

か
等
）。

・「
訪
問
は
非

常
に
侵
襲
性
が

高
く
」
だ
と
本
人

に
と
っ
て
負

担
と

い
う

側
面

ば
か

り
強

調
さ

れ
る

印
象

。「
本

人
に

と
っ

て
、
家

は
か

ろ
う
じ
て
の
安
全
基

地
で
あ
り
、
訪
問
さ
れ
る
こ
と

は
、
自
分
を

社
会

と
い

う
危

険
な

場
へ

引
っ

張
り

だ
そ

う
と

す
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
お
そ
れ
を
感
じ

る
も
の
」
と

し
て
は
ど
う
か
。

65
1

自
治

体
 

 
 

2
74

4
「
第
４
章

ひ
き

こ
も

り
支

援
の
ポ

イ
ン

ト
」
に

お
い

て
、
ま

ず
は

「（
１

）
全
体

像
」

と
し

て
「

２
）

ひ
き
こ

も
り

支
援
の

流
れ

」
を

簡
単
な
表
で
掲
載

す
る
の
み
で

終
了
し
て
お
り

、
続
い
て
、「
（

２
）
ひ

き
こ

も
り

支
援

の
ポ

イ
ン

ト
」
と

し
て

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
意
向
の
確
認
な

ど
を
説
明
し

た
後
に
「
支
援
の
入

り
口
（
支
援

の
開

始
）
と

出
口

」
と

あ
る

が
、
順

番
が

違
う

の
で

は
と

感
じ

た
。「
（

２
）

ひ
き

こ
も

り
支

援
の
ポ

イ
ン

ト
」
で

最
初

の
項
目

１
）

と
し
て

「
支

援
の

入
口

（
支
援

の
開

始
）」

に
つ
い

て
説

明
し
た

方
が

よ
い

。
全

体
的

に
、

行
き

つ
戻
り

つ
し

て
い
る

よ
う

に
感
じ

る
。「

支
援

の
流

れ
」

の
順

に
沿
っ

て
掲

載
し
て

い
た

だ
き
た

い
し

、
支
援

の
留

意
点

と
支
援
の
ポ
イ
ン

ト
も
ま
と
め

て
ほ
し
い
。
同
じ
内
容
が
あ

ち
こ

ち
に

出
て

く
る

の
も

読
み

づ
ら

い
と

感
じ

て
い

る
。
ま

た
、
章

の
テ

ー
マ
と
内
容
が
あ
っ

て
い
な
い
と

感
じ
る
と
こ
ろ
が

あ
る
。



1
3
0
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6
5
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

3
2
 

5
第

５
章
は

も
う

少
し
整

理
し

て
ほ
し

い
と

感
じ
ま

し
た

。
あ

と
、

最
近

の
流

れ
と
し

て
の

当
事
者

同
士

の
支
援

と
行

政
の
関

係
と

か
の

章
が
ほ
し
い
で
す

6
5
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

4
1
 

5
事
例
の
内
容
が
薄

く
、
こ
の
よ

う
な
記
載
で
あ
れ

ば
必
要
な
い

。

6
5
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

7
4
 

5
P
5
5「

リ
フ
ァ
ー
」「

イ
ン
テ
ー

ク
」
な
ど
の
カ
タ

カ
ナ
専
門
用

語
は

、
初

心
者

で
も

わ
か

り
や

す
い

表
現

に
す

る
方

が
良

い
の

で
は

な
い

か
。
 
 
 
全
体
を
通
し
て
、
目

次
は
変
わ
っ
て
い

て
表
現
は
違

う
が

、
内

容
や

趣
旨

は
同

じ
で

あ
っ

た
り

、
重

要
か

つ
慎

重
で

あ
る

べ
き

は
理

解
で

き
る

が
、
支

援
の

方
向
性

を
迷

わ
せ
た

り
、

方
向
性

を
決

め
か

ね
る

よ
う
な

表
現

が
所
ど

こ
ろ

見
受
け

ら
れ

ま
す
。

支
援

行
動
の
方
向
性
を
示

す
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
で
あ
る
べ
き

で
あ
る
と
思

い
ま

す
。
そ

し
て

支
援

者
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
を

維
持

す
る

た
め

の
よ

り
ど

こ
ろ
と

な
る

も
の
と

考
え

て
い
ま

す
。

ひ
き

こ
も
り

支
援

の
必

要
性

が
高

ま
る
な

か
で

、
初
心

支
援

者
が
読

ん
で

も
理
解

で
き

る
よ

う
お
願
い
し
ま
す

。

6
5
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

8
1
 

5
先
進
的
な
事
例
を

も
っ
と
増
や

し
て
ほ
し
い
で
す

6
5
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

8
3
 

5
1
0
代
以
下
の
引
き
こ
も
り

事
例
の
記
載
し

て
ほ
し
い
。
中
高
年

の
引

き
こ

も
り

歴
、

何
年

引
き

こ
も

っ
て

い
る

か
気

に
な

り
ま

す
。

引
き
こ
も
り
（
家
か
ら

出
れ
な
い

種
族
）
家
か
ら
出
し

て
社
会
と

繋
が

る
こ

と
が

ゴ
ー

ル
で

は
な

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
引

き
こ

も
っ

た
ま
ま
で
生
活
を
送

れ
て
い
る
事

例
が
を
知
り
た
い

6
5
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
3
 

1
0
2

5
ま
た
、
ひ
き
こ
も

り
が
低
年
齢

化
し
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す

。
１

０
代

の
事

例
（

不
登

校
で

ひ
き

こ
も

り
状

態
）
を

も
っ

と
取

り
入

れ
て
欲
し
い
。
早
期

対
応
で
社
会

と
繋
が
る
こ
と
が

で
き
た
事
例

な
ど

あ
る

と
い

い
。

6
5
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

6
5
 

5
ケ
ー
ス
概
要
の
作

成
に
は
、
基
本
的
な
考

え
方
、
調
査
、
分
析
、
行

動
、
計

画
、
評

価
と

い
う

も
の

を
取

り
入

れ
ら

れ
た

ら
と

思
い

ま
す

。

6
5
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
4
 

1
0
6

5
④
家
族
が
暴

力
を
受
け
て
い

て
痣
が
出
来
て
い

る
こ
と
で
、
そ

の
こ

と
を

本
人

に
何

気
な

く
聞

い
て

み
よ

う
と

思
っ

て
い

る
と

あ
る

が
、

支
援
者
に
本
当
に

信
頼
が
な
け

れ
ば
答
え
る
こ
と

は
な
い
と
思

い
ま

す
し

、
本

人
に

そ
の

こ
と

を
聞

く
必

要
は

な
い

と
思

い
ま

す
。

6
6
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
3
 

5
掲
載
さ
れ
る
仮
想

事
例
は
多
く

て
良
い
と
思
う
。
少
な
く
と
も

年
代

と
状

況
に

合
わ

せ
た

、
代

表
的

な
事

例
と

分
析

は
た

く
さ

ん
掲

載
し

て
ほ
し
い
。

む
し

ろ
教
科
書

的
す
ぎ
る
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
ク

の
説

明
な

ど
、
そ

こ
ま

で
に

至
る

内
容

を
、
理

解
に

必
要

な
と

こ
ろ

以
外

は
、

ひ
き

こ
も

り
に
特

化
し

た
内
容

に
減

ら
し
て

、
備

考
欄
に

参
考

書
を

書
い

た
ら
ど

う
だ

ろ
う
か

。
（

特
に

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
ク

の
グ

ロ
ー
バ
ル
定
義
な

ど
は
簡
単
に

読
め
る
）

6
6
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
4
 

5
も
っ
と
多
く
て
良

い

6
6
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

2
2
 

5
事
例
の
中
で
、
対
象
者
の

み
で
な
く
支
援

員
側
の
葛
藤
や

迷
い
な

ど
も

エ
ピ

ソ
ー

ド
が

あ
る

と
、
実

際
に

支
援

に
あ

た
る

際
に

羅
針

盤
と

な
る
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。

す
ぐ
に
解

決
し
な
い
状
態

で
状
況

だ
け

が
記

載
さ

れ
て

い
る

事
例

も
多

く
、
そ

の
よ

う
な

状
況

を
支

援
機

関
が
ど
の
よ
う
に

し
て
支
え
て

い
る
の
か
、
具
体

例
が
欲
し
い

で
す

。

6
6
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

2
8
 

5
仮
想
事
例
を
も
っ

と
増
や
し
た

方
が
よ
い
と
思
う

6
6
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

2
9
 

5
内
容
量
は
良
い
と

思
い
ま
す
が

、
事
例
に
偏
り
を
感

じ
ま
す
。

・
家

族
で

引
き

こ
も

っ
て

し
ま

っ
た

事
例

も
あ

れ
ば

良
い

と
思

い
ま

す
。

ひ
と
り
ひ
き
こ
も

る
と
、
他
の

家
族
も
ひ
き
こ
も

る
ケ
ー
ス
が

よ
く

あ
る

。

66
5

当
事

者
・

Q
5
 

2
9
 

5
最
初
に
相
談
に
行

っ
た
場
所
が

相
談
機
関
で
は
な

く
、
精
神
科

に
行

っ
た

事
例

。
 
(
ど

こ
に

相
談

し
に

行
っ

た
ら

い
い

か
分

か
ら

ず
、
最



1
3
1

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

家
族

等
初
に
精
神
科
に
相

談
し
に
行
き

、
統
合
失
調
症
と

誤
診
さ
れ
て

薬
の

副
作

用
が

ひ
ど

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

）

6
6
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

2
9
 

5
・
県
外
で
そ
の
ま
ま

ひ
き
こ
も

っ
て
し
ま
っ
た
事

例
。
(
親

に
迷

惑
か

け
た

く
な

い
と

思
っ

て
相

談
で

き
な

か
っ

た
,
大

学
を

ど
う

し
て

も
卒
業
し
た
い
と
思

っ
た
が
、
ひ
き
こ
も
り

が
続
い
て
在
籍

期
間

を
過

ぎ
て

し
ま

っ
た

な
ど

)
 ・

地
域

差
の

ひ
き

こ
も

り
の

事
例

相
談

に
行

き
た
い

け
ど

遠
く
て

行
け

な
い

・
女
性

の
事

例
だ
け

あ
っ

て
偏

り
を

感
じ

る
。
主

婦
の

ひ
き
こ

も
り

だ
け
で

な
く

、
男
性

の
特

有
の

ひ
き

こ
も

り
も

あ
る
の

で
掲

載
し
て

い
た

だ
き
た

い
。
(
成

績
優

秀
だ
け

ど
進

学
し
た

ら
つ

い
て
い

け
な

く
な
っ

た
、

仕
事
や

人
間

関
係

で
の
プ
ラ
イ
ド
な

ど
）

6
6
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

3
2
 

5
や
は
り
、
最
後
の

5
章
の
整
理

だ
と
思
い
ま
す
。

具
体
例
は
と

て
も

良
い

と
思

う
の

で
す

が

6
6
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

4
2
 

5
不
登
校
問
題
は
、
ひ
き
こ
も
り

問
題
に
大
き
く
関

連
す
る
問
題

と
認

識
し

て
い

ま
す

。
・
不

登
校

か
ら

ひ
き

こ
も

り
状

態
・
不

登
校

か
ら

ひ
き
こ

も
り

状
態
の

長
期

化
・

不
登
校

か
ら

ひ
き
こ

も
り

状
態

の
長

期
化

は
、
社

会
不

安
等
様

々
な

症
状
を

生
む

こ
と
に

も
つ

な
が

っ
て
い
る
こ
と

。
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
質

の
課

題
。

・
社

会
福

祉
士

の
教

育
と

の
連

携
し

や
す

い
環

境
の

整
備

。
・

教
諭

（
現

場
）

は
も
と

め
て

い
る
が

、
教

育
委
員

会
や

教
育
現

場
の

ト
ッ

プ
に

連
携
志

向
が

な
い
と

感
じ

る
こ
と

。
・

教
育

現
場

に
負

担
を

か
け

る
の

で
は
な

く
、

負
担
を

掛
け

な
く
す

る
連

携
シ
ス

テ
ム

の
構

築
。

・
社

会
保

障
論
の

教
育

カ
リ
キ

ュ
ラ

ム
化
に

よ
る

、
孤

独
孤

立
予

防
の

対
策

・
教

育
機
関

の
中

、
就
学

時
期

中
で
の

課
題

解
決

が
非

常
に
必

要
と

考
え
る

こ
と

か
ら
、

わ
ず

か
１
ペ

ー
ジ

内
で

納
め
る
の
で
は
な

く
、
教
育
、
不
登
校
問
題
の
課

題
を
も
っ
と

引
き

題
し

て
ほ

し
い

で
す

。
こ

の
問

題
が

、
地

方
の

教
育

機
関

で
は

、
課

題
の

抽
出

や
課

題
解
決

に
向

け
て
の

検
討

も
起
こ

ら
な

い
と
思

い
ま

す
。

文
部
科

学
省

の
ト

ッ
プ

ダ
ウ

ン
す
る

必
要

を
認
識

し
て

い
ま

す
。

6
6
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

5
1
 

5
事
例
紹
介
の
末
尾

が
支
援
失
敗

的
な
も
の
が
多
い

の
は
、
ち
ょ
っ

と
工

夫
が

必
要

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。
支

援
の

取
り

組
み

が
続

い
て

い
る

事
例
に
紹
介
を
寄

せ
た
ほ
う
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

可
能
な
ら
、

と
い

う
前

提
に

な
り

ま
す

が
。

6
7
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

5
2
 

5
仮
装
事
例
を
増
や

し
、
解
説
を

丁
寧
に
行
う
方
が

良
い
と
思
う

。
似

た
事

例
を

一
緒

に
す

る
ぐ

ら
い

で
充

分
と

感
じ

る
。
前

半
の

説
明

は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明

確
に
し
て
短

く
し
て
も
良
い
と

思
う
。
そ
し

て
必

ず
当

事
者

本
人

を
中

心
に

し
て

欲
し

い
。

6
7
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

5
4
 

5
分

量
の
割

に
、

レ
パ
ー

ト
リ

ー
が
似

て
い

て
、
支

援
の

先
の
理

想
例

ば
か

り
に

見
え
る

。
仮

想
事

例
で

は
な
く

、
現

実
の
事

例
を

挙
げ

て
、

な
お

か
つ

、
本
人

の
成

育
歴
に

ま
で

踏
み
込

ん
で

欲
し
い

。
な

ぜ
な

ら
、
ど

う
し

て
ひ

き
こ

も
り

の
状
態

に
な

っ
た
の

か
の

理
解

な
し
に
、
世
間
の

偏
見
は
減
ら

な
い
の
で
。

6
7
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

5
5
 

5
現

実
問
題

、
施

設
の
人

件
費

を
考
え

る
な

ら
総

務
省
の

人
的

補
償

で
あ

る
地
域

お
こ

し
協

力
隊

制
度

と
連

携
も
視

野
に

入
れ

た
方

が
現
実
的
。

6
7
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

5
9
 

5
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て

3
0
事
例
が
羅
列
さ
れ

て
い
る
が
、

全
体

に
支

援
の

展
開

の
具

体
が

記
載

さ
れ

て
お

ら
ず

ど
こ

が
ポ

イ
ン

ト
か

わ
か
り
辛
い
。
数

を
絞
っ
て
事

例
を
深
め
た
方
が

ポ
イ
ン
ト
が

わ
か

り
や

す
い

。

6
7
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

5
9
 

5
事
例

８
本

人
の

障
害

や
ひ

き
こ

も
り

に
な
っ

た
理

由
な
ど

は
？

精
神

科
医

の
見

立
て

な
ど

必
要

な
い

か
？
生

育
歴

は
？
考

え
あ

ぐ
ね

て
い
る
で
終
わ
っ

て
い
る
の
で

そ
の
後
の
対
応
は

？

6
7
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

6
3
 

5
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム
と

エ
コ
マ
ッ
プ

が
欲
し
い
で
す
。

6
7
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

6
5
 

5
Ｐ
5
5
事
例
１
や
Ｐ
5
7
事
例
８
の
よ
う
に

、
ほ
か
の
事
例

も
し

っ
か

り
と

概
要

な
り

経
過

を
作

成
さ

れ
た

ほ
う

が
よ

り
、

参
考

に
な

る
の

で
は
と
思
い
ま
す

。

67
7

当
事

者
・

Q
5
 

6
6
 

5
災
害
時
の
対
応
事

例
を
掲
載
し

て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。



1
3
2

番
号

区
分

質
問
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項
意
見

家
族

等

6
7
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

6
7
 

5
事
例
１
に
つ
い
て

 
 
 
母
親
に
、
予
測
で
き
る
「

本
人
の
反
応

」
と

「
母

親
の

心
理

」
に

つ
い

て
、

事
前

に
伝

え
て

お
く

の
も

い
い

か
も

し
れ
な
い
と
思
い

ま
し
た
。

 
 
 
例
「
ご
本
人
が
ふ
さ
ぎ

込
ん

だ
り

、
一

時
的

に
荒

れ
た

り
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

が
、

そ
の

時
は

ご
連

絡
く

だ
さ

い
」
「

本
人
が

拒
否

す
る

場
合

は
少

な
く
あ

り
ま

せ
ん
。

支
援

に
つ
な

が
ら

な
い
の

は
よ

く
あ

る
こ

と
な
の

で
お

気
に
な

さ
ら

ず
」

6
7
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

6
7
 

5
事
例
８
に
つ
い
て

 
 
 
p
5
8
以
降
が
本
格
支
援
の
始
ま
り

と
思
い

ま
す

。
経

験
上

、
生

活
保

護
の

義
務

と
権

利
を

福
祉

事
務

所
か

ら
し

っ
か
り
伝
え
て
も
ら

っ
て
、
そ
の
上
で
必
要

な
医
療
や
就
労

支
援
・
就

労
準

備
支

援
等

を
受

け
な

が
ら

少
し

ず
つ

経
済

的
自

立
に

向
け

て
変

化
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
す
こ

と
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

こ
の

展
開

を
記

載
し

た
方

が
い

い
と

思
い

ま
す

。

6
8
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

6
7
 

5
事
例
追
記
に
つ
い

て
 
 
 
以
下
に
追
加
し

て
ほ
し
い
事
例

を
3
つ

挙
げ

ま
す

。
 
 
 
①

き
ょ

う
だ

い
で

こ
も

っ
て

い
る

事
例

に
つ

い
て

も
記
載
し
て
ほ
し
い

。
②
1
0
代
の
事
例
（
不
登
校
で
か
つ
ひ

き
こ

も
り

状
態

）
も

追
加

し
て

ほ
し

い
。

両
親

に
障

害
も

な
く

経
済

的
問

題
も
な
い
事
例

。
③
D
V
被
害
を
受
け
て
離
婚

し
た
シ
ン
グ

ル
マ

ザ
ー

の
事

例
も

追
加

し
て

ほ
し

い
。
母

も
子

も
ト

ラ
ウ

マ
を

負
っ

て
い
る
。
生
活
は
困
窮
状

態
。
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
場

合
も

あ
る

。
母

が
子

育
て

に
労

力
を

さ
け

ず
、
子

ど
も

が
家

で
一

人
で
（

あ
る

い
は
き
ょ
う
だ
い

で
）
こ
も
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
。

6
8
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

7
4
 

5
仮
想
事
例
の
減
ら

す
分
量
は
タ

イ
ト
ル
だ
け
で
は

判
断
が
難
し

い
。

6
8
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

8
1
 

5
先
進
的
事
例
を
増

や
し
て
ほ
し

い
で
す

6
8
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

8
4
 

5
現
在
の
素
案
で
は

、
Q
４
で
述

べ
た
よ
う
な
ケ
ー

ス
わ
け
が
で

き
て

い
な

い
た

め
、
代

表
的

な
事

例
を

絞
り

込
め

て
い

な
い

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
女

性
の

事
例
が

少
な

す
ぎ
る

。
あ

と
、

回
答
者

は
都

市
部

住
民

の
た

め
地
方

の
事

情
が
分

か
っ

て
い
な

い
が

、
地
方

の
事

例
に

お
い

て
特

に
注

意
す
べ

き
も

の
が
あ

る
の

で
あ
れ

ば
、

そ
れ
も

ピ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る
必

要
が

あ
る
と

思
わ

れ
る
。

基
本

的
な

こ
と

で
あ

る
が
、
事
例
に
つ

い
て
は
成
功

事
例
よ
り
も
、
失

敗
事
例
の
方

が
P
D
C
A
に

つ
な

げ
や

す
い

面
も

あ
る

た
め

、
そ

う
し

た
事

例
や

、
現

在
停
滞
中
の
事
例
、

現
在
進
行
中

の
事
例
も
記
載
す

べ
き
で
あ
る

。

6
8
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

8
5
 

5
各
テ
ー
マ
毎
の
事

例
数
を
統
一

し
た
方
が
良
い
と

思
う
。

6
8
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
0
2

5
分
量
は
い
い
と
思

い
ま
す
。
解
決
し
た
事

例
を
も
っ
と
あ

げ
て

ほ
し

い
。
ま

た
、
１

０
代
・
１

０
代

未
満

の
不

登
校

ひ
き

こ
も

り
事

例
も

多
い
た
め
、
取
り

入
れ
て
欲
し

い
。

6
8
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
0
6

5
仮
想
事
例
で
は
、
訪
問
し
て
い

る
事
例
が
多
い
が

訪
問
は
な
か

な
か

難
し

く
本

人
と

会
え

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

こ
と

を
き

ち
ん

と
記

載
す

べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。
事
例
を

も
っ
と
詳
し
く
書

い
た
方
が
説

得
力

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
事

例
数

は
こ

の
ぐ

ら
い

で
ち

ょ
う

ど
よ

い
と

思
い
ま
す
。

6
8
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
0
7

5
事
例
の
必
要
性
が

不
明
で
し
た

。

6
8
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
0
8

5
③
仮
想
事
例
（
概
要
）
、
④
事
例

の
書
き
方

こ
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

に
お

い
て

ひ
き

こ
も

り
の

背
景

や
、
支

援
の

目
標

に
関

す
る

記
述

が
な
い
た
め
、
対
象
者
を
ど

の
よ
う
に
理
解

し
、
何
を
支
援

す
る
の

か
が

分
か

り
づ

ら
く

な
っ

て
い

ま
す

。
そ

の
意

味
で

、
個

々
の

事
例

の
紹
介
を
評
価
す
る

こ
と
は
困
難

で
す
。
一
方
で

、「
本
人
と
会

え
な

い
」「

本
人

と
面

会
す

る
」
と

い
っ

た
言

葉
が

ほ
と

ん
ど

の
事

例
で

使
わ
れ
て
お
り
、「

会
う
」
こ
と
が

支
援
の
目
的
の
よ

う
に
理
解

さ
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
懸

念
さ

れ
ま

す
。

本
人

の
社

会
的

孤
立

な
ど

に
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関
す
る
客
観
的
な

事
実
や
、
本
人
の
主
観

的
な
困
り
ご
と

、
希
望

な
ど

を
把

握
し

、
そ

の
中

で
何

に
関

す
る

支
援

を
行

う
の

か
、
見

立
て

や
目
標
設
定
に
つ

い
て
の
記
述

が
ま
ず
必
要
な
の

で
は
な
い
で

し
ょ

う
か

。

6
8
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
1
1

5
１
）
冒
頭
に
ポ
イ
ン

ト
の
み
を

記
載
し
た
ペ
ー
ジ

を
設
け
る
と

よ
い

。
事

例
は

冊
子

本
体

は
少

数
に

し
て

、
サ

イ
ト

な
ど

で
読

め
る

よ
う

に
す

る
と

よ
い

の
で
は

な
い

か
。

２
）
川

崎
市

ひ
き
こ

も
り

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク
準

備
会

で
作
成

し
た

「
い
の

ち
に

寄
り
添

う
～

ひ
き

こ
も
り
の
相
談
を

受
け
た
と
き

～
」
を
紹
介
し
ま
す
。
広
い
対

象
に

は
こ

の
4
ぺ

ー
ジ

く
ら

い
が

適
切

と
考

え
ま

す
。
実

際
の

支
援

者
に

は
、

現
在

の
ボ

リ
ュ

ー
ム

で
よ

く
、

歴
史

記
述

も
重

要
で

す
。

た
だ

し
、

事
例

は
サ

イ
ト

な
ど

で
読

め
る

の
で

十
分

で
す

。
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
a
w
a
s
a
k
i
.
j
p
/
3
5
0
/
c
m
s
f
i
l
e
s
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
0
0
0
0
0
1
7
/
1
7
2
0
4
/
p
a
n
n
h
u
r
e
t
t
o
.
p
d
f

6
9
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
1
9

5
情
報
量
は
多
い
ほ

う
が
支
援
者

・
家
族
は
参
考
と

な
る
と
思
い

ま
す

。
家

族
支

援
の

事
例

も
あ

る
と

よ
い

と
思

い
ま

し
た

。

6
9
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
2
1

5
不
登
校
支
援
、
い

じ
め
の
対
応

も
加
え
て
欲
し
い

6
9
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
2
7

5
親
の
年
金
で
暮
ら

し
て
い
る
・
・
等
の
例
の
掲
載
は
あ
る

が
、
親

の
年

金
だ

け
で

は
す

で
に

破
綻

し
か

け
て

い
る

、
親

の
資

産
を

食
い

つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
て

親
の
生
活
が

成
り
立
た
な
い
な

ど
の
お
金
の

面
で

苦
労

し
て

い
る

事
例

が
あ

る
と

参
考

に
な

る
と

思
う

。
た

だ
、
お

金
の
面
が
大
き
く
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
と
、
だ
か
ら
働

け
、
の

方
向

性
に

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
懸

念
さ

れ
る

の
で

十
分

な
配

慮
は

必
要
で
は
あ
る
。

6
9
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
5
 

1
3
2

5
も
っ
と
多
く
て
も

よ
い
。
失
敗

事
例
に
家
族
や
周

囲
の
協
力
や

対
応

の
有

無
な

ど
の

事
例

が
あ

っ
て

も
よ

い
。

6
9
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
3
 

5
今
の
書
き
方
で
良

い
と
思
う
。
ポ
イ
ン
ト
を
分
析

し
て
い
る
点

は
と

て
も

素
晴

ら
し

い
の

で
、
む

し
ろ

分
析

を
増

や
し

て
も

良
い

の
で

は
と
思
う
。
こ
の
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
で
一
番
良

い
の
は
仮
想
事

例
だ

と
思

う
。
そ

し
て

可
能

な
限

り
「

相
談

が
一

段
落

し
た

後
の

こ
と

」
も

書
い
て
ほ
し
い
。
ひ
き
こ
も
り

当
事
者
の
苦

労
は
そ
の
後
も

長
く
続

く
と

い
う

こ
と

は
、
強

調
し

て
も

し
す

ぎ
る

こ
と

は
無

く
、
そ

れ
を

分
か
っ
て
い
な
い
「

支
援
」
に
一

言
申
さ
な
い
と
ダ

メ
だ
と
思
う

。

6
9
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
4
 

5
も
っ
と
詳
し
い
書

き
方
が
良
い

6
9
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
8
 

5
ひ

き
こ
も

り
支

援
セ
ン

タ
ー

が
な
い

と
こ

ろ
は
、

ど
の

よ
う
に

支
援

を
す

す
め

て
い
け

ば
い

い
の
か

。
関

係
機

関
と
ど

の
よ

う
に

役
割

分
担
を
し
て
関
わ

っ
た
成
功
事

例
を
教
え
て
ほ
し

い
。

6
9
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

2
0
 

5
・
支
援
者
が
疲
弊

し
や
す
く
、
そ
れ
を
明
記
し
て

い
る
の
が
良

い
と

思
い

ま
す

。
で

は
、
そ

の
疲

弊
す

る
支

援
者

を
誰

が
、
ど

ん
な

風
に

サ
ポ

ー
ト

す
る

の
か
、

そ
れ

が
大
事

だ
と

思
い
ま

す
。

・
ひ

き
こ

も
り

が
長

期
に
渡

る
の

中
や
、

本
人

以
外
の

関
係

者
が
い

な
い

の
中

に
含
ま
れ
る
の
か

と
思
い
ま
す

が
、
と
に
か
く

公
的
支
援
者
（

家
族

は
除

く
）
が

、
単

一
機

関
と

な
っ

た
場

合
が

難
し

い
。
チ

ー
ム

支
援

と
言
っ
て
も
、
現
実
的
に

は
行
政
も
さ
ほ

ど
積
極
的
に
手

を
出
そ

う
と

は
し

な
い

で
、
よ

い
う

っ
た

状
況

へ
の

対
応

が
記

載
さ

れ
る

と
言

い
と

思
い

ま
す

。
・

チ
ー

ム
で
支

援
を

行
え
る

状
態

で
は
、

か
な

り
支

援
が

前
に
進

ん
で

い
る
と

思
い

ま
す
し

、
件

数
は
減

し
て

い
い

と
思

い
ま

す
。

・
事

例
か

ら
見
る

支
援

ポ
イ
ン

ト
も

現
行
の

整
理

も
と

っ
て

も
良
い

と
思

い
ま
す

。
一

方
で
、

家
族

に
し
か

会
え

な
い

状
態

⇒
本

人
に

出
会
え

た
。
（

し
か

し
、

面
談

の
状
態

）
⇒

参
加
型

支
援

に
移
行

で
き

よ
う
、

移
行

で
き

た
。

⇒
働
け

た
等

地
域
の

資
源

に
繋
が
っ
た
。
と

い
っ
た
、
支

援
経
過
の
整
理
も

あ
っ
て
も
い

い
の

か
と

思
い

ま
す

。

6
9
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

2
9
 

5
ポ

イ
ン
ト

に
焦

点
を
あ

て
た

書
き
方

は
良

い
と
思

い
ま

す
。

し
か

し
事

例
に

偏
り
が

あ
り

ま
す
。

ひ
と

り
ひ
と

り
多

様
な
ひ

き
こ

も
り

の
背

景
が

あ
る

の
で
、

よ
り

理
解
で

き
る

よ
う
な

事
例

を
お
願

い
し

た
い

で
す

。
ま

た
、

家
族
目

線
で

の
事
例

も
あ

れ
ば
良

い
と

思
い
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ま
す
。

ど
こ
に
相

談
し
に
行

っ
た
ら
い
い
か
分

か
ら
ず
、
最

初
に

精
神

科
に

相
談

し
に

行
く

ケ
ー

ス
も

多
い

の
で

、
薬

を
全

て
否

定
は

し
ま

せ
ん

が
、

薬
の
副

作
用

に
つ
い

て
と

、
受
診

す
る

と
き
に

医
師

へ
の

伝
え

方
の
ポ

イ
ン

ト
(
予

め
メ
モ

す
る

、
伴
走

者
と

一
緒

に
行

っ
て
説
明
し
て
も

ら
う
な
ど
）

が
あ
れ
ば
、
当
事

者
は
助
か
る

と
思

い
ま

す
。

6
9
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

3
5
 

5
留
意
し
て
ほ
し
い

ポ
イ
ン
ト
と

事
例
を
同
じ
章
に

記
載
し
た
方

が
わ

か
り

や
す

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
し

た
。

7
0
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

4
1
 

5
事
例
の
経
過
が
わ

か
ら
な
い
。

7
0
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

4
3
 

5
対
象
者
の
状
況
（

生
活
環
境
、

既
往
歴
、
成
育
歴

、
親
族
の
既

往
歴

等
）

を
詳

細
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

7
0
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

4
7
 

5
事
例
１
や
事
例
８

の
よ
う
に
、
こ
ん
な
短
期
間
で

改
善
す
る
の

で
し

ょ
う

か
。
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
に

記
載

さ
れ

る
典

型
事

例
と

し
て

適
切

で
あ
ろ
う
か
。
支
援
に
対
す
る

本
人
の
意
向

を
尊
重
す
る
の

で
あ
れ

ば
、
よ

り
長

い
年

月
が

か
か

る
は

ず
。
素

案
に

あ
る

理
念

と
支

援
の

実
態
が
乖
離
し
て
い

る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

7
0
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

5
0
 

5
仮
想
事
例
の
中
に

ジ
ェ
ノ
グ
ラ

ム
が
あ
っ
て
も
い

い
も
の
も
あ

る
か

と
思

い
ま

す
。

7
0
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

5
1
 

5
前
問
回
答
に
重
な

り
ま
す
が
、

支
援
の
方
向
性
、

そ
れ
が
未
定

な
ら

未
定

で
あ

る
こ

と
自

体
も

記
載

が
あ

る
と

よ
い

と
思

い
ま

す
。

7
0
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

5
3
 

5
な
か
な
か
良
く
出

来
て
い
る
と

思
う
。

も
う

ち
ょ
っ
と
精
神

疾
患

が
原

因
の

ひ
き

こ
も

り
に

つ
い

て
書

い
て

も
よ

い
の

で
は

。

7
0
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

5
4
 

5
や
は
り
、
ひ
き
こ
も

り
状
態
に

至
る
ま
で
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
を
具

体
例

を
挙

げ
て

俯
瞰

し
て

い
か

な
い

と
、
予

防
も

出
来

な
い

し
、
対

応
も

昔
の
ま
ま
で
あ
る

。
不
登
校

の
方
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と

か
ら

、
文

部
科

学
省

と
連

携
し

て
予

防
に

つ
い

て
の

観
点

を
持

っ
て

ほ
し

い
。

7
0
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

5
9
 

5
初
回
導
入
時
や
拒

否
の
場
合
の

対
応
な
ど
具
体
的

に
記
載
が
あ

れ
ば

参
考

に
な

る
。

7
0
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

6
1
 

5
p
.
5
1
か
ら
の
事
例
に
つ
い
て

支
援
の
ポ
イ
ン
ト

を
簡
潔
に
伝

え
ら

れ
て

い
る

と
感

じ
た

。
「

・
・

・
す

る
と

よ
い

」「
・

・
・

が
大

切
で

あ
る
」
と
い
っ
た

表
現
で
伝
え

る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
い

わ
ゆ

る
「

や
っ

て
は

い
け

な
い

」
ポ

イ
ン

ト
に

つ
い

て
も

示
し

て
み

る
の

も
あ
り
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ

た
。

7
0
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

6
2
 

5
成
功
例
の
ほ
か
に

、
失
敗
例
も

あ
る
と
、
よ
り
リ
ア
ル
だ

と
思
い

ま
す

。
相

談
は

〇
〇

セ
ン

タ
ー

で
は

な
く

、
ど

こ
に

相
談

し
て

よ
い

か
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
ま
ず
最

寄
り
の
役
所
〇
〇

課
へ
ご
相
談

く
だ

さ
い

と
、
役

所
な

ら
、
誰

で
も

行
っ

た
こ

と
が

あ
る

の
で

、
ま

ず
は

役
所
案
内
が
良
い

と
思
い
ま
す

。

7
1
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

7
5
 

5
事
例
の
数
が
少
な

く
て
も
経
過

が
分
か
る
方
が
参

考
に
な
り
そ

う
な

気
が

し
ま

す
。

7
1
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

8
2
 

5
長
く
使
え
る
ハ
ン

ド
バ
ッ
ク
に

な
る
よ
う
、
先
を
見
据
え

て
、
先

進
的

な
事

例
を

多
く

書
く

べ
き

(
ゲ

ー
ム

、
S
N
S
、
D
M
や

ラ
イ

ン
を

使
っ

た
支
援
の
も
の

)

7
1
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

8
2
 

5
1
0
代
未
満
の
ひ
き
こ
も
り

の
事
例
を
記
載

し
て
ほ
し
い
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7
1
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

8
2
 

5
高

齢
の
事

例
ほ

ど
、
い

つ
か

ら
ひ
き

こ
も

り
に
な

っ
た

の
か
を

書
い

た
方

が
い

い
。
(
当

事
者

や
家

族
に

未
来
の

姿
を

考
え
さ

せ
ら

れ
る

き
っ
か
け
に
な
る

。
)

7
1
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

8
3
 

5
前
回
、
作
成
し
て

1
0
年
間
そ
の
ま
ま
使

用
し
て
い
る
よ

う
な
の

で
、
今

回
の

見
直

し
後

、
次

の
見

直
し

は
ま

た
1
0
年

後
な

の
か

と
考

え
る
と
事
例

3
0
の
よ
う
な
メ
タ

バ
ー
ス
で
居
場
所

支
援
し
て
い

る
自

治
体

や
団

体
は

増
え

て
い

る
の

で
こ

の
よ

う
な

事
例

記
載

や
、

事
例

2
8
 
L
I
N
E
相
談
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

 
 
L
I
N
E
相
談
は
、
相
談

の
ハ

ー
ド

ル
を

低
く

す
る

事
例

と
し

て
良

い
と

思
い

ま
す

。

7
1
5

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

8
3
 

5
暴
力
行
為
で
警
察

沙
汰
、
措
置
入
院
な
ど

表
に
出
る
タ
イ

プ
よ
り

、
マ

イ
ル

ー
ル

で
家

か
ら

出
な

い
人

の
方

が
多

い
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う
か
。

引
き
こ
も

り
当
事
者

は
拘
り
が
強
く
本

人
も
辛
い
が

、
家

族
も

辛
い

。
疲

弊
し

た
家

族
は

相
談

の
た

め
窓

口
へ

出
向

か
な

い
と

い
け
な

い
、

電
話
で

困
り

感
を
伝

え
な

い
と
い

け
な

い
、
縛

り
が

あ
る

受
付

時
間
へ

辿
り

着
く
余

力
あ

り
ま
せ

ん
。（

多
動

傾
向

の
方

は
別
）

7
1
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

8
4
 

5
ひ
き
こ
も
り
本
人

に
と
っ
て
本

来
最
大
の
支
援
者

、
理
解
者
、
相

談
者

で
あ

る
べ

き
家

族
が

参
考

に
で

き
る

よ
う

な
記

述
を

目
指

す
べ

き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
過
去
事
例

に
つ
い
て
は
、
ひ
き
こ
も

り
本
人

も
家

族
も

支
援

者
も

関
係

者
も

、
自

分
に

と
っ

て
都

合
の

悪
い

こ
と

は
明
ら
か
に
し
な
い

点
に
つ
い
て

は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。

7
1
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

8
7
 

5
事
例
に
つ
い
て
は

、
で
き
れ
ば

、
支
援
者
側
か
ら

の
問
題
点
の

評
価

や
、
背

景
の

疾
患

や
障

害
が

あ
る

場
合

は
、
そ

れ
を

見
つ

け
だ

せ
る

ヒ
ン
ト
の
よ
う
な

、
支
援
の
て

が
か
り
と
な
る
よ

う
な
、
注
釈
や

解
釈

が
あ

る
と

良
い

と
思

い
ま

し
た

。
記

載
の

ス
タ

イ
ル

で
は

、「
こ

の
人
に
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
だ

ろ
う
？
」
と
な
っ

て
し
ま
い
そ

う
で

す
。

7
1
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

8
8
 

5
温
か
み
が
伝
わ
る

よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
理
論

だ
け
で
は
解

決
し

な
い

と
思

い
ま

す
。

7
1
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

9
3
 

5
8
0
-
5
0
問
題
に
関
し
て
は
特
に

経
済
的
な
支
援
が

大
き
な
問
題

と
な

っ
て

く
る

と
思

い
ま

す
。

し
か

し
、
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
や

事
例

を
拝

見
さ
せ
て
い
た
だ

く
限
り
、
経
済
的
な
支

援
策
と
し
て
『
生
活

保
護

』
以

外
記

載
の

あ
る

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

医
療

機
関

や
様
々
な
福
祉
現
場

の
実
際
の
支

援
の
現
場
と
し
て

は
、
障
害
年

金
な

ど
の

福
祉

制
度
（

貸
与

や
フ

ー
ド

バ
ン

ク
も

含
め

て
）
の

選
択

肢
も

あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
 
 
2
つ
の
方
法
は
、
ど
ち
ら
も
心
理
的

に
も

ハ
ー

ド
的

に
も

そ
う

簡
単

に
受

け
ら

れ
る

で
は

な
い

で
す

が
、
そ

の
よ
う
な
記
載
は
全

く
な
か
っ
た

よ
う
に
感
じ
ま
す

。

7
2
0

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

9
6
 

5
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
し
や
す

い
よ
う
に
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利

用
の

効
果

等
の

事
例

が
必

要
と

考
え

ま
す

。

7
2
1

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

9
9
 

5
詳

細
を
書

き
す

ぎ
な
い

方
が

い
い
と

思
い

ま
す
。

現
在

の
一

つ
を

詳
細

に
、

他
は
大

ま
か

に
書
か

れ
て

い
た
方

が
、

模
擬
の

事
例

検
討

を
行
う
際
な
ど
、
応
用
が
利
く

と
考
え
ま
す
。

ま
た

、
ご
家

族
が

目
を

通
さ

れ
た

と
き

、
ご

自
分

の
状

況
に

当
て

は
ま

る
事

例
を

探
し

、
一
喜
一
憂
さ
れ
る

こ
と
を
防
げ

る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す

。

7
2
2

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
0
3

5
支

援
機

関
等

に
よ

っ
て

は
、

記
載

さ
れ

た
支

援
の

方
針

を
必

ず
し

も
実

現
で

き
る

状
況

に
な

い
と

こ
ろ

も
あ

る
と

思
い

ま
す

。
そ

の
た

め
、
留
意
し
て
ほ
し

い
ポ
イ
ン

ト
の
他
に
、
こ
う
し
た
支
援

も
あ

り
う

る
と

い
っ

た
視

点
を

記
載

し
て

い
た

だ
け

る
と

、
支

援
手

法
は

ひ
と
つ
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
り

や
す
く
な
る
と
思

い
ま
す
。

7
2
3

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
0
4

5
p
6
6「

女
性
の
事
例
」
 
…

内
容
か
ら
す
る

と
、「

女
性
の
事

例
」
と

い
う

よ
り

は
、「

パ
ー

ト
ナ

ー
や

子
ど

も
が

い
る

事
例

」
の

よ
う

に
読

め
る
。

7
2
4

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
2
0

5
仮
想
事
例
に
対
し

て
の
今
後
の

対
応
案
を
記
載
し

て
頂
け
る
と

分
か

り
や

す
い

で
す

。

72
5

当
事

者
・

Q
6
 

1
2
4

5
事
例
に
対
し
て
行

っ
た
支
援
の

流
れ
を
具
体
的
に

あ
れ
ば
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見

家
族

等

7
2
6

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
2
6

5
【
P
5
1
】

支
援
体

制
の

事
例
に

は
、

多
機

関
・

多
職
種

の
役

割
分
担

が
掲

載
さ
れ

る
と

良
い
の

で
は

？
多

機
関
・

多
職

種
で

ケ
ー

ス
を

共
有

す
る

に
あ

た
り
、

そ
れ

ぞ
れ
の

役
割

分
担
を

明
確

に
し
て

お
く

こ
と

が
大

切
で
す

。
・

居
場

所
や

ひ
き
こ

も
り

サ
ポ
ー

タ
ー

と
の

つ
な

が
り

は
「

つ
な
が

り
続

け
る
担

当
」「

急
が

な
い
担

当
」

・
課

題
解

決
の
た

め
の

支
援
者

の
関

り
は

「
課

題
解
決

担
当

」
「

急
ぐ
担

当
」

・
医

療
機
関

や
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

な
ど
の

具
体

的
な
ケ

ア
に

つ
い

て
は

「
回
復

担
当

」
「

リ
セ
ッ

ト
担

当
」

こ
の

よ
う
な

役
割
分

担
を

さ
れ

て
は

と
思
い

ま
す

。
（

例
）
ひ

き
こ

も
り
サ

ポ
ー

タ
ー

が
ア

ウ
ト

リ
ー
チ

先
の

本
人
か

ら
、

眠
れ
な

い
・

人
の
声

が
聞

こ
え

る
と
相
談
さ
れ
る

。
保
健
所
の

保
健
師
と
ケ
ー
ス

を
共
有
し
、
保

健
所

の
精

神
科

相
談

へ
。
そ

こ
で

通
院

の
必

要
性

を
診

断
さ

れ
、
医

療
機
関
で
デ
イ
ケ
ア

に
通
う
こ
と

に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
ひ
き
こ

も
り

サ
ポ

ー
タ

ー
は

本
人

と
つ

な
が

り
、
本

人
の

相
談
（

イ
ン

テ
ー

ク
）

を
受

け
る

「
つ

な
が
り

続
け

る
担
当

」
保

健
師
は

「
課

題
解
決

担
当
」
。

医
療

機
関

の
ド

ク
タ

ー
や

Ｐ
Ｓ

Ｗ
は
「

回
復

担
当
」

と
な

り
ま

す
。
こ
こ
で
ケ
ー

ス
共
有
を
す

る
た
め
の
カ
ン
フ

ァ
レ
ン
ス
の

持
ち

方
や

、
個

人
情

報
保

護
の

扱
い

な
ど

を
事

前
に

話
し

合
っ

て
お

く
こ

と
が
、
多
機
関
・

多
職
種
連
携

（
重
層
的
支
援
体

制
）
に
は
大

切
な

こ
と

に
な

り
ま

す
。

7
2
7

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
2
6

5
【
P
5
5
】
事
例
で
見
る
支
援

の
ポ
イ
ン
ト

に
「
兄
弟
姉

妹
事
例

」
を

追
記

さ
れ

る
と

良
い

か
と

思
い

ま
す

。
８

０
５

０
の

場
合

、
兄

弟
姉

妹
が
相
談
者
と
な

り
、
キ
ー
パ

ー
ソ
ン
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま

す
。
し

か
し

兄
弟

姉
妹

は
自

身
の

生
活

も
あ

る
の

で
、
本

人
や

親
を

支
え

き
れ
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。

（
事

例
）

・
親

亡
き

後
に

本
人

を
支

え
て

き
た

が
、
自

分
も

定
年

を
迎

え
、
こ

れ
以

上
本

人
を

支
え
き

れ
ず

に
相
談

に
来

所
・

８
０
５

０
で

親
は

要
介

護
、

ケ
ア
マ

ネ
か

ら
施
設

入
所

を
薦
め

ら
れ

て
い
る

が
、

施
設

入
所

後
の

本
人

を
ど
う

支
え

る
か
に

悩
み

、
相
談

に
来

所
・

自
分

の
子

ど
も

が
不
登

校
で

、
自
分

の
き

ょ
う
だ

い
が

ひ
き
こ

も
っ

て
い

る
影

響
で

は
な

い
か
と

相
談

に
来
所

。
・

親
亡

き
後
に

地
方

で
ひ

き
こ

も
る

本
人
か

ら
、

経
済
的

な
無

心
を
さ

れ
続

け
、
疲

弊
し

て
相

談
に
来
所

こ
の
よ

う
な

ケ
ー

ス
で

、
相

談
支
援

体
制

を
ど
う

構
築

す
る

か
が

事
例
と

し
て

設
け
ら

れ
て

い
る
と

、
支

援
者
の

参
考

に
な

る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

7
2
8

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
3
2

5
支
援
者
の
み
で
な

く
家
族
や
周

囲
の
協
力
な
ど
の

関
わ
り
方
や

経
過

が
わ

か
る

よ
う

も
う

少
し

詳
し

い
事

例
の

書
き

方
が

良
い

。

7
2
9

当
事

者
・

家
族

等

Q
6
 

1
3
4

5
や

や
、
報

告
書

の
よ
う

な
印

象
経

緯
の
時

系
列

よ
り
、

具
体

的
な

支
援

法
や

相
手
の

様
子

が
欲
し

い
、

ま
た
失

敗
事

例
こ
そ

支
援

者
に

知
っ
て
お
い
て
欲

し
い

7
3
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

5
ひ
き
こ
も
り
状
態

が
長
期
と
い

う
の
が
、
具
体
的

に
何
年
く
ら

い
を

想
定

し
て

い
る

の
か

記
載

が
ほ

し
い

で
す

。

7
3
1

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

5
「
独
り
暮
ら
し
」
と
い
う
表

現
は
、
一
人
で
生
活
し

て
い
る
ひ

き
こ

も
り

の
方

が
全

員
孤

独
で

あ
る

よ
う

な
表

現
に

感
じ

ま
す

。
家

に
い

な
が
ら
も
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
や

S
N
S
を
活
用
し
て
、
外
界
と

接
点

を
持

っ
て

い
る

ひ
き

こ
も

り
の

方
も

多
い

で
す

。
一

般
的

な
表

現
の

「
一
人
暮
ら
し
」

の
方
が
適
切

で
す
。

7
3
2

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
5

5
事
例

2
8
、
事

例
2
9
で
ひ
き
こ

も
り
状
態
の
女
性

と
い
う
項
目

を
設

け
る

こ
と

で
、
逆

に
他

の
事

例
が

全
て

男
性

を
想

定
し

て
い

る
よ

う
に
見
え
ま
す
。
配
偶
者
の
い

る
女
性
の
事

例
に
変
更
し
た

ほ
う
が

適
切

で
す

。
事

例
1
～

事
例

2
7
と

事
例

3
0
で

、
年

齢
だ

け
で

は
な

く
、

男
性
と
女
性
の
性

別
も
記
載
す

る
と
よ
い
で
す
。
男
性
と
同
じ

く
ら

い
女

性
の

ひ
き

こ
も

り
の

方
が

い
る

こ
と

が
調

査
で

分
か

っ
て

き
て

い
る
た
め
、
男
性
と
女
性
を

同
じ
く
ら
い

の
割
合
で
記
載

し
て
お

く
と

よ
い

で
す

。
ま

た
、
ひ

き
こ

も
り

と
性

的
マ

イ
ノ

リ
テ

ィ
ー

の
ダ

ブ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
ー
の
方
も

多
く
い
る
た
め
、

L
G
B
T
Q
の
方
も

入
れ

て
お

く
と

よ
い

と
思

い
ま

す
。

7
3
3

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

5
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
本
人
を

把
握
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
す
べ

て
自

治
体

の
ひ

き
こ

も
り

相
談

窓
口

に
相

談
す

る
の

は
危

険
。
ハ

ン
ド

ブ
ッ
ク
の
前
段
で

強
調
さ
れ
て

い
た
「
本
人
の
意
思
」
は
ど
こ
へ

行
っ

た
の

か
？

大
事

な
の

は
、
ケ

ア
マ

ネ
が

本
人

に
助

け
て

ほ
し

い
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項
意
見

な
ど
と
声
を
か
け
、
本
人
と
会

話
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
、
自

ら
の

意
思

で
困

り
ご

と
を

相
談

さ
れ

た
と

き
に

、
ひ

き
こ

も
り

部
署

に
つ
な
ぐ
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
が
必

要
だ
と
思
う
。

7
3
4

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

5
す
べ
て
が
、
こ
の
事
例
の

よ
う
に
生
活
保

護
を
受
給
し
て

生
活
で

き
る

よ
う

に
な

る
わ

け
で

は
な

い
。
収

入
が

あ
っ

て
困

っ
て

い
る

こ
と

は
な
い
の
に
、
次

の
手
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の

か
？

7
3
5

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

5
本
人
の
意
思
は
確

認
し
た
の
か

？
そ
り
ゃ
本
人

に
は
会
え
な

い
で

し
ょ

う

7
3
6

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

5
皆
が
共
同
生
活
型

の
支
援
に
興

味
が
あ
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と

を
明

記
し

た
ほ

う
が

い
い

7
3
7

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

5
ゴ
ミ
屋
敷
で
も
生

活
で
き
て
い

る
。
会
っ
て
何
を

し
た
い
の
か

？

7
3
8

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
7

5
他
の
事
例
に
つ
い

て
も
、
完
成

形
が
で
き
た
段
階

で
、
改
め
て

意
見

さ
せ

て
頂

け
れ

ば
と

思
う

。

7
3
9

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

5
P
5
5
＜
ひ
き
こ
も
り
支
援
担
当

の
関
わ
り
＞

X
1

年
５

月
家
族
支
援
を
行
い

な
が
ら
、
本

人
と
の
接
点
を
持

て
る
よ
う
な

方
法

を
検

討
し

た
→

家
族

支
援

の
具

体
的

な
方

法
を

知
り

た
い
支

援
者

の
方
は

多
い

た
め

、
該

当
の
ペ

ー
ジ

数
を
記

し
て

い
た
だ

け
る

と
あ
り

が
た

い
で

す
。（

本
人
と

の
間
で
会
話
が

増
え
た
の
は
な
ぜ

か
・
・
・
な

ど
）

7
4
0

当
事

者
・

家
族

等

 
 

1
3
8

5
P
5
7
 
※
事
例
掲
載
の
基
準

は
、
現
場
で
よ

く
あ
る
事
例
、

参
考

と
な

る
事

例
と

い
う

こ
と

で
よ

か
っ

た
で

し
ょ

う
か

？
＜
コ
メ
ン
ト
＞
実

際
、
地
域
包
括
支
援
の

担
当
者
が
、
介
護
の
こ

と
以

外
（

本
人

の
こ

れ
か

ら
の

こ
と

な
ど

）
を

話
題

に
出

す
、
ま

た
本

人
と

の
関

係
性

が
な
い

中
で

、
「

ひ
き
こ

も
り

相
談
」

を
勧

め
た
こ

と
で

本
人
の

自
尊

心
が
傷

つ
き

、
関

係
が

途
絶
す

る
ケ

ー
ス
が

多
く

発
生
し
て
い
ま
す

。
何
よ
り
も

介
護
を
通
し
て
本

人
と
の
関
係

づ
く

り
が

大
切

か
と

存
じ

ま
す

。
「
ひ
き
こ
も
り
」
相
談
に
つ

い
て
は
、
本
人
自
ら
が

こ
の
人
に

相
談

し
た

い
と

い
う

こ
と

で
あ

れ
ば

、
そ

の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
つ

な
ぐ

と
い

う
こ
と
に
な
る
と

存
じ
ま
す
。

74
1

自
治

体
質
問

5
 

4
5
 

5
事
例
８
が
チ
ー
ム

支
援
を
行
う

事
例
で
あ
る
が
、
事
例

2
よ
り
前

に
記

載
し

て
あ

る
の

が
違

和
感

が
あ

る
。
事

例
９

の
前

に
記

載
す

る
と

良
い
と
思
う
。

74
2

自
治

体
質
問

5
 

8
4
 

5
第
５
章
の
事
例
で

見
る
支
援
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
ひ
き
こ
も
り
支
援

は
長
期
戦
が

多
く
、
繋
げ
ら
れ

な
か
っ
た
場

合
の

原
因

の
分

析
や

対
策

等
、
具

体
的

な
内

容
が

あ
る

と
参

考
に

な
り

ま
す
。

74
3

自
治

体
質
問

5
 

1
2
9

5
一
般
就
労
を
当
事

者
及
び
家
族

と
も
に
希
望
し
て

い
る
が
、
当
事

者
に

知
的

障
害

や
発

達
障

害
が

あ
る

た
め

、
希

望
し

て
い

る
職

種
に

就
労

す
る
こ

と
が

で
き
な

い
こ

と
等
を

当
事

者
及
び

家
族

と
も
に

な
か

な
か

理
解

が
で
き

な
い

（
気
持

ち
の

整
理
が

で
き

な
い
。
）

場
合
等

の
事
例
も
あ
る
と

良
い
と
思
い

ま
し
た
。

74
4

自
治

体
質
問

5
 

1
6
3

5
具
体
的
な
連
携
の

記
述
が
あ
れ

ば
よ
い
の
で
は
な

い
か

74
5

自
治

体
質
問

5
 

2
1
4

5
義
務
教
育
終
了
者

（
中
学
卒
業

か
ら
２
０
歳
く
ら

い
の
年
齢
）

の
支

援
事

例

74
6

自
治

体
質
問

5
 

2
6
2

5
事
例
で
見
る
支
援

の
ポ
イ
ン
ト

で
は
、
事
例
１
の

次
が
事
例

8
に

な
り

、
そ

の
後

事
例

２
～

７
、
事

例
９

と
な

っ
て

い
る

。
事

例
の

番
号

が
連
続
に
な
っ
て

い
な
い
の
に

は
理
由
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な

い
が

、
順

序
通

り
で

も
良

い
の

で
は

な
い

か
。
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74
7

自
治

体
質
問

5
 

2
6
6

5
家
族
へ
の
初
回
面

談
時
の
具
体

的
な
対
応
が
ほ
し

い
。
事
例
等

。

74
8

自
治

体
質
問

6
 

1
7
 

5
P
5
5 

事
例

で
は

ど
の

よ
う
な

支
援

計
画

を
作

成
し

た
の

か
、

具
体

的
に

提
示
し

て
も

ら
え
る

と
有

難
い

。
＜

ひ
き

こ
も

り
支

援
担

当
の

関
わ
り
＞
の
と
こ

ろ
に
記
載
の

あ
る
「
イ
ン
テ
ー

ク
」
の
使
い

方
は

合
っ

て
い

る
か

？
違

和
感

が
あ

る
。

74
9

自
治

体
質
問

6
 

4
9
 

5
P
5
7
・
・
・
上
記
と
同
様
、
事

例
１
の
次
が
事
例

８
の
紹
介
と

な
っ

て
い

る
。

75
0

自
治

体
質
問

6
 

5
3
 

5
P
6
7
の
「
メ
タ
バ
ー
ス
」
の
注

釈
を
入
れ
た
ほ
う

が
良
い
。

75
1

自
治

体
質
問

6
 

1
0
1

5
事
例
の
内
容
を
も

う
少
し
詳
細

ま
で
書
い
て
も
ら

う
と
、
よ
り

わ
か

り
や

す
い

。

75
2

自
治

体
質
問

6
 

1
0
7

5
（
4
）

ｐ
5
6

【
そ

の
後

の
経

過
と

現
在

の
状

況
】
６

行
目

「
中
間

的
就

労
の
場

で
の

就
労
を

開
始

」
か

ら
「

中
間
的

就
労

を
開
始

」
に

修
正
し
た
ほ
う
が

よ
い
。

（
5
）

ひ
き

こ
も
り

支
援

の
成

り
立

ち
や

経
過
を

記
載

し
て
い

る
の

は
、

と
て

も
あ
り

が
た

い
。
新

た
に

着
任
す

る
職

員
に
と

っ
て

貴
重

な
勉
強
用
資
料
に

な
る
と
思
う

。
（
6
）
P
5
6
の

8
行
目
「
翌
自
」
で
は
な
く

「
翌
日
」
で
は

な
い

か
。

75
3

自
治

体
質
問

6
 

1
1
6

5
（
5
7
ペ
ー
ジ
）

 
 

・
「
事
例
８
」
と

「
事
例
２
～
７
」

の
ペ
ー
ジ
数
が

逆
に

な
っ

て
い

ま
す

。

75
4

自
治

体
質
問

6
 

1
1
9

5
・
目
次
の
第

3
章
（
1
）
の

1
）

2
）
だ
け
が
太

字
に
な
っ
て
い

る
。

・
事
例
の
ジ
ェ
ノ

グ
ラ
ム
を
囲

む
線
が
曲
が
っ
て

い
て
み
づ
ら

い
。

・
P
5
6
 
8
行
目

「
翌
自
」
→

「
翌
日
」

・
P
5
8
 
1
3
行
目

「
相
談
委
」
→
「
相

談
員
」

・
P
6
0
 
2
行
目

「
き
か
っ
け

」
→
「
き
っ
か
け

」
・
ひ
き
こ
も
り
相

談
の
相
談
員

と
い
う
文
言
が
あ

る
が
、
ひ
き

こ
も

り
相

談
員

で
は

だ
め

な
の

か
。

75
5

自
治

体
質
問

6
 

1
2
9

5
【
誤
り
】

・
中
断
の

H
さ
ん
対
し
て

→
に
対
し
て

【
タ
イ
ト
ル
】

・
妊
娠
期
の
事

例
も
ひ
き
こ
も

り
支
援
に
含
ま
れ

る
こ
と
を
意

図
し

て
、
ひ

き
こ

も
り

状
態

の
女

性
の

事
例

に
含

ま
れ

て
い

る
の

か
、
と

推
測
し
た
の
で
す

が
、
個
人
的

に
は
違
和
感
が
あ

り
ま
す
。
妊
娠

期
の

ひ
き

こ
も

り
を

支
援

す
る

こ
と

は
大

切
で

す
が

、
女

性
と

一
括

り
に
せ
ず
、
子
育
て

世
代
の
女
性

の
事
例
等
に
分
け

て
記
載
し
て

も
ら

え
た

ら
良

い
と

思
い

ま
し

た
。

75
6

自
治

体
質
問

6
 

1
4
9

5
事
例
で
出
て
く
る

ジ
ェ
ノ
グ
ラ

ム
の
図
、
同
居
を

表
す
囲
い
は

、
綺

麗
に

記
載

し
て

ほ
し

い
。

75
7

自
治

体
質
問

6
 

1
5
8

5
5
8
ペ
ー
ジ

事
例
８

「
支
援
ケ
ー
ス
の

責
任
」
と
い

う
文
言
に
つ
い
て

、
5
1
ペ
ー
ジ

の
記

載
と

合
わ

せ
「

支
援

の
主

担
当

」
と

し
て

は
ど

う
か

。

75
8

自
治

体
質
問

6
 

2
1
3

5
P
5
7
：
本
人
の
ひ
き
こ
も
り
相

談
窓
口
に
繋
ぐ
こ

と
の
了
解
が

得
ら

れ
な

い
場

合
ど

う
対

応
す

る
の

か
、

対
応

の
具

体
例

が
知

り
た

い
。

75
9

自
治

体
質
問

6
 

2
1
6

5
P
5
8
 
・
X
1
年
４
月
の
吹
き
出
し
内
の
文

言
（
親
亡
き

後
に
つ
い

て
考

え
て

お
く

こ
と

は
重

要
で

す
。

た
だ

し
～

）
は

本
人

の
気

持
ち

に
寄
り
添
っ
た
対
応

で
あ
る
と
解

釈
し
ま
す
が
、
今
後
の
生

活
は
実

際
ど

の
よ

う
に

生
計

を
立

て
て

い
く

の
か

、
本

人
の

気
持

ち
を

ど
の

よ
う
に
整
理
し
て
い

く
の
か
、
そ

の
あ
た
り
の
例
示

が
あ
る
と
わ

か
り

や
す

い
。

現
在
の
記
載
だ
け

で
は
、
本
人

の
準
備
が
で
き
て

い
な
い
場
合

は
、
解

決
ま

で
に

時
間

が
か

か
り

、
本

人
の

気
持

ち
に

寄
り

添
え

て
も

実
際
の
生
活
は
立
ち

行
か
な
い
も

の
に
な
る
と
考
え

ま
す
。

・
ま
た
、
ケ

ー
ス
の
経
済
状

況
、
家
族
構
成
、

活
用
で
き
る

社
会

資
源

等
の

状
況

に
つ

い
て

も
考

慮
さ

れ
た

記
載

と
さ

れ
た

い
。
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76
0

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

5
P
5
5
L
1
3
-
1
4「

自
治
体
の
就
労

支
援
部
門
の
相
談

へ
リ
フ
ァ
ー

し
、
現

在
、
就

職
先

を
探

し
て

い
る

。
」
→
「

リ
フ

ァ
―

」
が

分
か

り
づ

ら
い P
5
5
L
2
6「

面
談
に
来
た
母
親
か

ら
、
本
人
と
の
間

で
会
話
が
増

え
た

と
聞

き
、
相

談
員

は
、
家

庭
内

で
の

前
向

き
な

変
化

で
あ

る
認

識
。」

→
「
～
あ
る
と
認

識
。
」

76
1

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

5
P
5
7L

2
「
キ

ー
ワ

ー
ド

：
中
高

年
、

８
０

５
０

、
家

族
が

疾
患

・
障

害
を

有
す
る

、
他

機
関
か

ら
の

リ
フ

ァ
ー

、
相

談
支

援
を

継
続

」
→

「
リ
フ
ァ
―
」
が

分
か
り
づ
ら

い
の
で
「
紹
介
」

と
し
て
は
ど

う
か

。
P
5
8
L
2
3「

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ

ニ
ま
で
は
外
出
に

い
く
も
の
の

」
→
「

外
出
（

用
事

で
外

へ
出

て
行

く
）」

た
め

、「
外

出
に

い
く

」
は

違
和
感
を
感
じ
る

。「
ス
ー
パ
ー

や
コ
ン
ビ
ニ
ま
で

は
外
出
す
る

も
の

の
」

76
2

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

5
P
5
9
L
1
7
-
1
8「

そ
の
後
、
ひ
き
こ
も
り
支

援
に
リ
フ
ァ
ー

さ
れ

た
。
」
→
「

リ
フ

ァ
ー

」
が

分
か

り
づ

ら
い

の
で
「

紹
介

」
と

し
て

は
ど

う
か
。

76
3

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

5
P
6
0
L
1
7
「
連
絡
が
付
か
な

く
な
る
」
→
「

連
絡
が
つ
か
な

く
な
る

」
ま

た
は

「
連

絡
が

と
れ

な
く

な
る

」

76
4

自
治

体
質
問

6
 

2
1
7

5
P
6
2
L
2
3
「
M
S
W
」
→
「
M
S
W
（
医
療
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

）」

76
5

自
治

体
質
問

6
 

2
5
7

5
5
8
P 

最
終

行
事

例
の

終
わ

り
方

と
し

て
一

定
の

方
向

性
を

示
す

方
が

読
み
手

に
は

理
解
し

や
す

い
と

思
い

ま
す

。
既

述
の

支
援

の
ポ

イ
ン
ト
の
例
示
を

す
る
な
ど
し

て
、
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い

で
す

。

76
6

自
治

体
質
問

6
 

2
6
2

5
P
5
6
 
8
行
目

翌
自
→
翌
日

P
5
8
 
1
3
行
目

相
談
委
→
相
談
委
員

事
例

１
、

８
以

外
は
「

支
援

の
経
緯

」
「

支
援

担
当

の
か

か
わ

り
」

等
の

詳
し
い

情
報

は
な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
概
要

の
み

で
あ
れ

ば
、

事
例
は

3
0
ケ
ー
ス
で
な
く
、

詳
細
な

1
0
ケ
ー
ス
と
し
た
ほ

う
が

、
イ

メ
ー

ジ
が

付
き

や
す

い
よ

う
に

感
じ

ま
す

。

76
7

自
治

体
質
問

7 
7 

5
事
例
１
と
８
以
外

は
、
個
々
の

事
例
の
中
身
が
希

薄
な
の
で
、

必
要

な
の

か
疑

問
。

76
8

自
治

体
質
問

7
 

1
0
 

5
好
事
例
、
膠
着
事
例
等
色

々
な
事
例
が
あ

っ
て
、
分
量
的
に
は

ち
ょ

う
ど

よ
い

と
思

っ
た

。
た

だ
、
女

性
の

ひ
き

こ
も

り
事

例
２

９
に

つ
い
て
は
、
ひ
き
こ

も
り
事
例
と

し
て
掲
載
す
べ
き

か
ど
う
か
疑

問
に

思
っ

た
。

76
9

自
治

体
質
問

7
 

1
5
 

5
多
く
の
地
域
に
適

応
す
る
た
め

に
も
、
都
市
部
や

郊
外
な
ど
の

介
入

事
例

を
掲

載
し

て
い

た
だ

け
る

と
、
参

考
に

事
例

を
閲

覧
す

る
際

に
よ
り
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
事
例

を
学
ぶ
事
が
で
き

る
の
で
は
な

い
か

。
事

例
数

は
多

く
と

も
問

題
な

い
と

考
え

ま
す

。

77
0

自
治

体
質
問

7
 

1
6
 

5
多
い
と
は
思
わ
な

い
。
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
に
し
て
は

む
し
ろ
少
な

い
く

ら
い

の
印

象
を

受
け

た
。

77
1

自
治

体
質
問

7
 

2
0
 

5
事
例
９
に
つ
い
て

は
、
一
人
暮

ら
し
で
ど
の
程
度

の
ひ
き
こ
も

り
か

わ
か

ら
な

い
。
落

と
し

て
も

よ
い

と
ま

で
は

思
わ

な
い

が
、
詳

細
情

報
が
あ
れ
ば
必
要

な
事
例
と
思

え
る
か
わ
か
ら
な

い
。

77
2

自
治

体
質
問

7
 

2
8
 

5
分
量
は
、
多
く
て

も
良
い
と
思

う
。

文
章
の
長
さ
が
短

い
、
イ
ラ
ス

ト
が
多
い
な
ど
の

（
論
文
を
読

み
慣

れ
て

い
な

い
人

へ
の

）
読

み
や

す
さ

が
優

先
だ

と
思

う
。

仮
想
事
例
は
、
多

い
方
が
良
い

と
思
う
。

イ
ン
テ
イ
ク
の
内

容
や
、
も
っ

と
細
か
い
支
援
内

容
や
、
そ
の

支
援

を
行

っ
た

そ
の

後
の

内
容

な
ど

、
リ

ア
ル

な
内

容
の

追
記

が
必

要
だ

と
思
う
。

む
し
ろ
、
支
援
事

例
を
読
み
こ

む
と
思
う
の
で
、

そ
こ
は
も
っ

と
多

く
て

も
良

い
と

思
う

。

77
3

自
治

体
質
問

7
 

5
3
 

5
事
例
に
よ
っ
て
、

対
象
者
の
年

代
が
ば
ら
ば
ら
な

の
で
、
若
い

世
代

か
ら

順
に

並
べ

た
ほ

う
が

見
や

す
い

と
思

い
ま

す
。

77
4

自
治

体
質
問

7
 

5
6
 

5
分
量
は
多
い
が
、
箇
条
書
き
の

よ
う
に
分
け
ら
れ

て
い
る
た
め

見
や

す
く

読
み

込
み

や
す

い
で

す
。
し

か
し

文
章

の
箇

条
書

き
の

よ
う

に



1
4
0

番
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I
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章
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項
意
見

も
見
え
る
の
で
、

人
に
よ
っ
て

は
違
和
感
を
感
じ

る
人
も
い
る

と
思

い
ま

し
た

。

77
5

自
治

体
質
問

7
 

6
3
 

5
・
p
6
7
「
先
進
的
な
取
組
の
事

例
」
に
つ
い
て
、

メ
タ
バ
ー
ス

は
あ

く
ま

で
も

支
援

の
ツ

ー
ル

で
あ

る
。

入
れ

る
の

で
あ

れ
ば

：
第

4
章

「
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
ポ
イ
ン

ト
」
に
い
れ
た
方

が
い
い
。

・
分
量
が
多
い
よ

う
に
感
じ
る

。
本
人
と
会
え
な

い
状
態
が
続

い
て

い
る

な
ど

の
事

例
は

省
略

し
て

も
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

77
6

自
治

体
質
問

7
 

9
8
 

5
か
か
わ
り
が
な
か

な
か
で
き
な

い
、
支
援
に
進
展
が

な
い
、
会
え

な
い

ま
ま

時
間

が
過

ぎ
て

い
る

な
ど

の
事

例
を

紹
介

す
る

よ
り

は
、
う

ま
く
支
援
で
き
た

ポ
イ
ン
ト
の

あ
る
事
例
を
紹
介

し
て
い
た
だ

い
た

ほ
う

が
ヒ

ン
ト

に
な

る
と

思
わ

れ
る

。

77
7

自
治

体
質
問

7
 

1
0
7

5
分
量
は
良
い
と
思

う
が
、
減
ら
す
な
ら

、
事
例

2
9「

3
0
第

C
2
さ

ん
の

場
合

」
は

情
報

が
少

な
い

た
め

、
課

題
が

不
明

瞭
と

思
え

る
の

で
削
除
し
て
も
よ
い

。

77
8

自
治

体
質
問

7
 

1
1
2

5
事
例
が
多
く
掲
載

さ
れ
る
の
は

良
い
が
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
・
グ
ル

ー
プ

分
け

を
分

か
り

や
す

く
、

使
い

や
す

い
よ

う
に

改
善

が
必

要
。

77
9

自
治

体
質
問

7
 

1
1
3

5
各
章
、
丁
寧
な
説
明

が
続
く
た

め
、
内
容
や
伝
え
た

い
想
い
の

重
複

に
よ

り
分

量
は

多
い

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
ま

す
。
事

例
で

女
性

を
特
化
す
る
必
要
が

あ
る
の
か
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
す

。
ま
た
、「

地
域
（

行
政

）
を

超
え

た
や

り
と

り
が

発
生

す
る

事
例

」「
チ

ー
ム

支
援

を
行
う
事
例
」
は
ま

と
め
ら
れ
る

と
想
い
ま
す
。

78
0

自
治

体
質
問

7
 

1
1
4

5
や
や
多
く
感
じ
ま

し
た
。
事
例

３
と
事
例
６
は
類

似
す
る
部
分

も
あ

る
た

め
ど

ち
ら

か
で

も
良

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。

78
1

自
治

体
質
問

7
 

1
2
2

5
自
治
体
で
の
ひ
き

こ
も
り
支
援

取
組
の
中
で
、
家
族
教
室

を
開
催

す
る

所
が

多
い

た
め

、
家

族
教

室
に

参
加

す
る

家
族

か
ら

の
接

し
方

や
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

っ
て
本
人
の

変
化
や
そ
の
過
程

等
に
つ
い
て

の
事

例
が

も
し

あ
れ

ば
、
支

援
の

ヒ
ン

ト
に

な
る

た
め

有
難

い
で

す
。
ま

た
、
１
つ
事
例
が

あ
る
こ
と
で

、
支
援
者
も
勇
気

づ
け
ら
れ
、

家
族

教
室

を
勧

め
る

き
っ

か
け

に
も

な
る

と
考

え
ま

す
。

78
2

自
治

体
質
問

7
 

1
2
8

5
事
例
１
を
示
す
の

で
あ
れ
ば
ペ

ー
ジ
数
も
必
要

全
体
的
に
ペ
ー
ジ

数
が
多
い
。

根
拠
の
な
い
想
定

論
を
支
持
す

る
の

で
は

な
く

実
際

に
示

せ
る

内
容

が
必

要
。

78
3

自
治

体
質
問

7
 

1
3
5

5
P
6
4
、
6
5

事
例

1
8
～
2
4
 
こ
の
よ
う
な
事
例
は

実
際
に
あ
り

、
他

機
関

連
携

が
必

要
な

ケ
ー

ス
だ

と
思

わ
れ

る
。

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
機
関
が
関
わ
る

の
か
等
、
き

ち
ん
と
明
記
し
て

も
ら
い
た
い

。

78
4

自
治

体
質
問

7
 

1
3
5

5
p
6
7
事
例

2
9

専
業
主
婦
（
妊
娠
中
）
の
事
例

こ
の
よ
う
な

事
例

は
、
確

か
に

支
援

対
象

者
の

考
え

方
の
「

家
族

を
含

む
他

者
と

の
交

流
が
限
定
的
（
希
薄

）
な
状
況

に
あ
る
」
に
該
当
す

る
か
も
知

れ
な

い
が

、
外

出
出

来
な

い
理

由
が

不
明

で
あ

り
、
子

育
て

支
援

施
策
（

妊
婦
教
室
の
充
実
が

必
要
等
）
、
妊
婦
の
体
調
管
理
（
つ
わ
り
が

ひ
ど

い
）
、
社

会
の

環
境

づ
く

り
（

公
共

交
通

機
関

が
使

い
づ

ら
い

）
に

も
関
係
す
る
こ
と
で

あ
る
。
事
例

と
し
て
あ
げ
る
と

現
場
が
混
乱

す
る

の
で

は
な

い
か

。

78
5

自
治

体
質
問

7
 

1
4
1

5
相
談
し
て
い
る
家

族
が
精
神
疾

患
が
疑
わ
れ
、
ひ
き
こ
も

っ
て
い

る
本

人
も

精
神

疾
患

が
あ

る
が

治
療

を
し

て
い

な
い

ケ
ー

ス
で

、
他

の
家
族
と
は
会
え
な

い
た
め
対
応

に
困
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

事
例

を
示

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

78
6

自
治

体
質
問

7
 

1
5
0

5
・
「

ひ
き
こ

も
り

状
態
が

長
期

に
わ

た
る

事
例

」
等
の

テ
ー

マ
ご
と

に
年

代
別
に

複
数

の
事
例

が
掲

載
さ

れ
て

い
る
が

、
事

例
数
が

多
過

ぎ
る
印
象
。
事
例

概
要
も
似
通

っ
て
お
り
、
テ
ー

マ
毎
に

1
事

例
で

よ
い

の
で

は
。

・
事
例
全
般
に
つ

い
て
、
関
係

機
関
と
の
情
報
共

有
や
繋
ぎ
の

際
に

、
本

人
の

同
意

を
得

て
い

る
旨

の
記

載
が

必
要

と
思

わ
れ

る
。

78
7

自
治

体
質
問

7
 

1
5
0

5
p
6
5「

自
傷

行
為

・
自
殺

企
図

・
希

死
念

慮
が
み

ら
れ

る
事
例

」
、

p
6
6
「
家

族
へ

の
暴
力

が
み

ら
れ

る
事

例
」
に

つ
い

て
は
、

警
察

や
医

療
機
関
と
の
連
携

や
危
機
介
入

対
応
に
つ
い
て
詳

し
く
解
説
い

た
だ

き
た

い
。

78
8

自
治

体
質
問

7
 

1
5
0

5
p
6
7「

ひ
き

こ
も

り
状
態

の
女

性
の

事
例

」
に
つ

い
て

、
女
性

を
あ

え
て

テ
ー

マ
に

取
り

上
げ

る
必

要
性

が
あ
る

の
か

不
明
。

女
性

な
ら

で
は
の
生
き
づ
ら

さ
は
あ
る
と

思
う
が
、
ひ
き
こ

も
り
支
援
の

対
応

に
大

き
な

男
女

差
は

な
い

の
で

は
。

78
9

自
治

体
質
問

7
 

1
5
0

5
p
6
7
事
例

2
9（

妊
婦
の
事
例
）
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
に
よ

り
一
時

的
に

外
出

が
難

し
く

な
っ

た
ケ

ー
ス

の
よ

う
に

見
受

け
ら

れ
、
掲

載
不

要
で
は
な
い
か
。
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79
0

自
治

体
質
問

7
 

1
5
0

5
p
6
7
「
先
進
的
な
取
組
の
事
例

」
⇒
先
進
的
の
定
義

は
時
代
に
よ

り
変
化
し
曖
昧
で

あ
る
た
め
、
「

メ
タ

バ
ー

ス
を

活
用

し
た

取
組

の
事

例
」

と
す

る
方

が
適

当
で

は
。

79
1

自
治

体
質
問

7
 

1
5
1

5
チ
ー
ム
支
援
を
行

な
う
事
例
の

「
事
例
８
」
は
残

し
て
も
い
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

79
2

自
治

体
質
問

7
 

1
6
1

5
事
例
は
あ
る
程
度

あ
っ
た
方
が

い
い
と
思
う
の
で

、
素
案
の
ま

ま
で

構
わ

な
い

と
思

い
ま

す
。

「
会

え
な

い
状

態
が
続

い
て

い
る
」

等
う

ま
く
い

っ
て

い
な
い

事
例

も
入

っ
て

い
る
と

、
「

そ
う

い
う
状

態
で

も
ダ
メ

じ
ゃ

な
い
ん

だ
」

思
え
て
、
前
向
き

に
対
応
で
き

る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し

た
。

79
3

自
治

体
質
問

7
 

1
6
2

5
事
例

1
0
、
1
1、

2
3
は
、
2
0
代
.
3
0
代
と
い
う
だ
け
で
特
徴

が
な

い
。

事
例

1
7
、

2
1
も

削
除

。
チ
ー
ム
支
援
や
独

居
、
関
係
者

が
い
な
い
場
合
な

ど
、
一
つ
一

つ
事

例
を

分
け

る
必

要
が

な
い

。
天

涯
孤

独
の

場
合

、
年

齢
が

比
較

的
若

け
れ
ば
と
か
、
高

齢
者
の
場
合

な
ど

事
例

2
0
は
、
大
学
進
学
後

、「
持
病
の
悪

化
」
と
い
う
表
現
が

雑
す

ぎ
る

。
こ

の
時

期
の

精
神

疾
患

は
、
家

庭
環

境
や

要
因

が
把

握
し

や
す
く
丁
寧
に
記
載

す
れ
ば
、
未

然
に
防
げ
る
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
で
は
、
妊
産
婦
や
乳
幼
児

か
ら
思
春
期

ま
で

を
母

子
保

健
に

お
い

て
伴

奏
型

支
援

を
実

施
し

て
お

り
、
こ

ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
と
情

報
共
有
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

79
4

自
治

体
質
問

7
 

1
8
5

5
事
例

2
9
の
よ
う
な
子
育
て
中

・
妊
娠
中
の
方
の

事
例
は
、
落

と
し

て
も

い
い

の
で

は
な

い
か

。
ひ

き
こ

も
り

の
対

応
と

言
う

よ
り

は
母

子
保
健
の
視
点
で

の
ア
プ
ロ
ー

チ
に
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ

う
か

。
・
分
量
は
良
い
と

思
い
ま
す
。

79
5

自
治

体
質
問

7
 

1
8
7

5
P
5
5
～
5
7
事
例
概
要
・
相
談
の
経
緯
・
関

わ
り
で
重
複
し

て
い
る

部
分

を
削

除
し

て
ど

う
か

。

79
6

自
治

体
質
問

7
 

2
0
1

5
一
番
よ
く
あ
る
事

例
は
、
よ
り

詳
細
に
記
載
し
て

ほ
し
い

79
7

自
治

体
質
問

7
 

2
0
5

5
・
精
神
疾
患
や
発

達
障
害
の
疑

い
が
あ
る
方
を
医

療
受
診
に
繋

げ
ら

れ
た

成
功

事
例

が
あ

る
と

よ
い

。
・
訪
問
の
際
に
は

本
人
の
了
承

が
必
要
と
し
な
が

ら
、
事
例
で

は
了

承
な

し
で

訪
問

し
て

お
り

整
合

性
が

取
れ

て
い

な
い

。
・
チ
ー
ム
支
援
を

行
う
事
例
→

不
要
、
こ
れ
は
当

然
ど
の
ケ
ー

ス
に

も
当

て
は

ま
る

か
ら

・
事

例
に

つ
い

て
細

か
く

年
代

別
に

分
か

れ
て

お
り

何
度

も
読

ま
さ

れ
て

い
る

印
象

を
受

け
る

た
め

同
じ

よ
う

な
事

例
は

統
合

し
て

記
載
す
る
方
が
良
い

の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

・
事
例
数
を
減
ら
す

な
ら
ば
、
よ
く
あ
る
状
態
（
ひ
き
こ
も
り

状
態

が
長

期
、
相

談
期

間
が

長
期

）
と

パ
タ

ー
ン

で
理

解
（

地
域
（

行
政

）
を
超
え
た
や
り
と

り
）
の
各
事

例
は
２
つ
ず
つ
で

よ
い
。
△
３

・
項
目
が
９
で
各

事
例
２
～
３

で
＝
2
0
事
例
位
で
良
い
と

思
う

。
→

事
例

２
,

事
例

５
,

事
例

1
0
,

事
例

1
2
,
事
例

1
8
,
事

例
2
0
,

事
例

2
2
，

事
例

2
5，

事
例

2
8
 
 
/
合

計
９

削
る

・
残
す
事
例

事
例
①
と
③
を

ミ
ッ
ク
ス
し

て
ひ
き
こ
も
り

状
態
が
長
期

に
わ

た
る

事
例

事
例
⑧
と
⑯
を

ミ
ッ
ク
ス
し

て
多
機
関
に
わ

た
る
支
援
体

制
を

構
築

し
チ

ー
ム

支
援

を
行

っ
た

事
例

事
例
⑦
と
⑬
を

ミ
ッ
ク
ス
し

て
相
談
が
長
期

に
わ
た
り
一

人
暮

ら
し

・
本

人
以

外
の

関
係

者
が

居
な

い
事

例
年

齢
は

4
0
～

5
0
代

事
例
⑳

本
人
も
し
く

は
家
族
が
疾
患

・
障
害
を
有
す

る
事

例
事
例
㉒

自
傷
行
為
・

自
殺
企
図
が
み

ら
れ
る
事
例

年
齢
は

1
0
～

2
0
代

事
例
㉕

家
庭
内
暴
力

が
み
ら
れ
る
事

例
年
齢
は

1
0
～

2
0
代

 
 
 
 

 
本
人
の
年
齢

が
4
0
～
5
0
代
に
な
る
と
、
高
齢

者
虐

待
の

可
能

性
が

出
て

く
る

の
で



1
4
2

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

課
題
が
複
雑

に
な
る

事
例
㉘

専
業
主
婦
と

い
う
名
目
で
隠

れ
て
い
た
女
性

の
ひ
き

こ
も

り
相

談
以
上
７
事
例
で

良
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か

。
・
仮
想
事
例
が
多

す
ぎ
る
。
項

目
ご
と
に

1
事
例
ぐ
ら
い

で
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

事
例
２
、
事
例

3
、
事
例

6
、

事
例
９
、
事
例

1
2
、
事
例

1
7
、
事

例
2
1
、

事
例

2
6
、

事
例

3
0
 

を
削

る

79
8

自
治

体
質
問

7
 

2
0
9

5
・
ひ
き
こ
も
り

期
間
に
関
係
な

く
ニ
ー
ズ
が
あ
れ

ば
相
談
で
き

る
こ

と
が

強
調

さ
れ

て
い

る
が

、
そ

れ
な

ら
ば

、
初

期
段

階
で

の
相

談
で

想
定
さ
れ
る
場
合

の
対
応
の
方

向
性
や
支
援
例
も

示
し
て
は
ど

う
か

。
・
当
事
者
と
し
て
は

"
ひ
き
こ

も
り
"
で
悩
ん

で
い
る
の
で
あ

ろ
う

が
、
ひ

き
こ

も
り

に
つ

い
て

の
支

援
と

し
て

と
ら

え
る

べ
き

ケ
ー

ス
か

ど
う
か
疑
問
に
感

じ
る
も
の
（

2
8
・
2
9）

も
み
ら
れ
た
。

・
事
例
数
が
多
い

の
は
、
良
い

面
も
あ
る
が
、
あ
ま
り
に

多
い
と

、
担

当
ケ

ー
ス

を
事

例
に

あ
て

は
め

、
事

例
通

り
に

支
援

を
進

め
れ

ば
う
ま
く
い
く
と
考

え
る
支
援
者

も
出
て
く
る
の
で

は
な
い
か
。
そ

れ
で

は
、
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

の
伴

走
支

援
と

は
い

え
な

い
の

で
は

な
い

だ
ろ
う
か
。

79
9

自
治

体
質
問

7
 

2
2
7

5
・

羅
針

盤
と

な
る

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

で
あ

る
こ

と
を

考
え

る
と

豊
富

な
事

例
か

ら
支

援
の

ヒ
ン

ト
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

良
い

の
で

は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

・
事
例
の
数
と
し

て
3
0
例
く
ら
い
で
ち
ょ
う
ど

よ
い
と
思
い

ま
す

。
「
先
進
的
な
取
組

の
事
例
」
は

、
で
き
れ
ば
複
数

（
２
、
３
）

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
「
ひ
き
こ
も
り
状

態
の
女
性
の

事
例
」
が
あ
り
ま

す
。
「
L
G
B
T
Q
」

の
事

例
は

あ
る

で
し

ょ
う

か
？

80
0

自
治

体
質
問

7
 

2
3
0

5
・
ひ
き
こ
も
り
以

外
の
課
題
（
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
、
不
登
校
、
家

族
の

課
題

）
な

ど
の

複
合

す
る

課
題

が
あ

る
事

例
の

掲
載

が
あ

っ
た

ら
よ
い
と
思
い
ま
す

。
・
本
人
に
会
え
て
い

る
事
例
が

多
い
の
で
、
本
人
に
会

え
て
い
な

い
家

族
相

談
を

継
続

し
て

い
る

事
例

の
掲

載
が

あ
れ

ば
よ

い
と

思
い

ま
す
。

・
現
在
課
題
と
な

っ
て
い
る
「

8
0
5
0
」
に
事
例
が
少
な
い

よ
う
に

思
い

ま
す

。
・
事
例
は
、
各
テ

ー
マ
２
つ
く

ら
い
に
し
た
方
が

読
み
や
す
い

と
思

い
ま

す
。

80
1

自
治

体
質
問

7
 

2
3
4

5
事
例
は
多
い
ほ
ど

参
考
に
な
る

。
精
神
疾
患
や
発
達

障
害
を
抱

え
る

、
も

し
く

は
疑

わ
れ

る
方

も
関

わ
り

が
多

い
の

で
、
そ

の
様

な
対

象
者
に
関
し
て
も
か

か
わ
り
の
事

例
が
あ
る
と
良
い

。

80
2

自
治

体
質
問

7
 

2
3
7

5
「
地
域
を
越
え
た

や
り
と
り
が

発
生
す
る
事
例
」
は
利
便
性
で

家
族

、
当

事
者

の
ど

ち
ら

か
に

地
域

の
支

援
機

関
が

支
援

を
行

う
場

合
が

ほ
と
ん
ど
で
、
や

り
と
り
を
必

要
と
す
る
事
例
が

考
え
に
く
い

の
で

事
例

自
体

に
必

要
性

を
感

じ
な

か
っ

た
。

80
3

自
治

体
質
問

7
 

2
4
1

5
・
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
と
こ
ろ
が

右
端
に
示
さ
れ
る

の
は
分
か
り

や
す

く
て

よ
い

と
思

う
。

・
ネ
グ
レ
ク
ト
家
庭

で
の
養
育

か
ら
行
政
母
子
保

健
、
福
祉
部
や

児
童

相
談

所
な

ど
の

こ
ど

も
分

野
の

支
援

者
の

関
わ

り
か

ら
ひ

き
こ

も
り
地
域
セ
ン
タ
ー

に
つ
な
が
り

、
本
人
へ
の
サ
ポ

ー
ト
が
続
い

て
い

る
事

例
な

ど
も

盛
り

込
め

る
と

よ
い

か
。
ひ

き
セ

ン
に

つ
な

が
る

前
の
支
援
者
の
と
の

関
わ
り
が
あ

る
か
な
い
か
に
よ

り
、
そ
の
方

の
予

後
の

回
復

度
も

代
わ

っ
て

く
る

と
い

う
こ

と
が

こ
ど

も
分

野
の

支
援

者
に
も
伝
わ
る
よ

う
な
事
例
も

あ
る
と
よ
い
。

80
4

自
治

体
質
問

7
 

2
4
1

5
・
ご
本
人
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に

つ
い
て
、
方
法
や
心
構
え

な
ど

、
本

人
と

の
面

談
に

つ
な

が
る

ま
で

の
と

こ
ろ

へ
の

取
組

が
一

番
苦

労
す

る
と
こ
ろ
か
と
思

う
の
で
、
そ
の
あ
た
り

の
ヒ
ン
ト
が
読

め
る
よ

う
な

事
例

が
あ

る
と

よ
い

と
思

う
。
ま

た
、
家

族
と

の
面

談
を

ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
の

内
容
や
工
夫

、
そ
れ
に
よ
り
本

人
と
の
関
係

が
変

化
し

て
い

く
と

思
わ

れ
る

が
、
そ

の
家

族
の

変
化

み
た

い
な

と
こ

ろ



1
4
3

番
号

区
分

質
問
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項
意
見

も
分
か
る
と
よ
い

。

80
5

自
治

体
質
問

7
 

2
5
9

5
【
全
体
に
つ
い
て

】
・
分
量
は
減
ら
し

て
よ
い
と
感

じ
る
。

・「
と
に
か

く
ひ
き
セ
ン
に

つ
な
げ
ば
良

い
」「

ひ
き
セ
ン
が

ひ
き

こ
も

り
事

例
の

す
べ

て
に

対
応

し
な

け
れ

ば
い

け
な

い
」
と

理
解

さ
れ

て
し
ま
う
事
例
が

多
い
印
象
。
ひ
き
こ
も
り
の
支

援
機
関
ご
と

に
自

治
体

規
模

や
体

制
に

も
差

が
あ

る
な

か
（

都
道

府
県

、
政

令
指

定
都

市
、

基
礎

自
治

体
／
直

営
、

委
託
等

）
、

地
域

へ
働

き
か

け
る

マ
ン

パ
ワ

ー
の
限

界
も

あ
る
。

こ
の

事
例

集
に

つ
い
て

、
そ

れ
ぞ
れ

の
立

場
に
あ
る
支
援
機

関
が
ど
う
い

っ
た
視
点
で
活
用

し
た
ら
い
い

か
の

説
明

を
追

加
し

て
は

ど
う

か
。

・
家
庭
訪
問
を
実
施

し
て
い
る

事
例
に
偏
っ
て
い

る
印
象
。
家
庭

訪
問

や
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
型

の
支

援
も

有
効

な
場

合
が

あ
る

こ
と

は
承

知
し
て
い
る
が
、
一
辺
倒
す
ぎ

て
、
家
庭
訪
問
が
正
義

の
よ
う
に

受
け

取
ら

れ
な

い
か
（

本
人

の
安

全
を

侵
略

す
る

リ
ス

ク
が

無
視

さ
れ

る
こ

と
に
な

ら
な

い
か
）
。

ま
た

、
市

町
村

の
規

模
や
相

談
窓

口
の
マ

ン
パ

ワ
ー
と

し
て

そ
れ
が

叶
わ

な
い

相
談

機
関
の

職
員

が
ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク
と
し
て
携
行

し
た
場
合
、「

本
人
に
会
え
な
い

な
ら
」「

家
庭

訪
問

ま
で

は
対

応
で

き
な

い
か

ら
」
と

支
援

の
限

界
を

感
じ

る
こ

と
に

な
ら
な
い
か
。
訪
問
だ
け
で

な
く
、
他
の
手
段
電
話

や
手
紙
、
地

域
の

身
近

な
支

援
者

と
と

も
に

支
援

を
進

め
る

事
例

を
増

や
し

て
ほ

し
い
。

・
ひ
き
こ
も
り

地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
ひ
き
こ

も
り
支
援
の

専
門

機
関

が
引

き
受

け
る

事
例

だ
け

で
な

く
、
後

方
支

援
の

事
例
（

高
齢

部
門
だ
け
で
し
ば

ら
く
関
わ
る

ケ
ー
ス
、
生
活
困
窮
者
自

立
相
談

支
援

機
関

が
中

心
に

関
わ

る
ケ

ー
ス

な
ど

に
に

つ
い

て
、
ひ

き
こ

も
り

支
援
の
見
地
を
も

っ
て
助
言
等

で
支
え
る
事
例
）

を
加
え
て
ほ

し
い

。

80
6

自
治

体
質
問

7
 

2
5
9

5
【
削
除
す
る
事
例

】
・
事
例
３
：
共
同
生
活
型

の
支
援
に
つ
い

て
は
、
不
当
な
扱
い

を
受

け
る

事
例

も
見

受
け

ら
れ

え
る

た
め

、
事

例
と

し
て

紹
介

し
な

い
ほ

う
が
い
い
の
で
は

。
・『

ひ
き
こ

も
り
状
態
の
女

性
の
事
例

』：
各
項
目
に

女
性
の
事
例

の
要

素
が

あ
れ

ば
、
あ

え
て

女
性

事
例

を
集

め
た

項
目

を
作

成
す

る
必

要
は
な
い
と
考
え

る
。

・
事
例

2
9
：

第
二
子

妊
娠

中
で
外

出
が

で
き
て

い
な

い
事
例

を
、

母
子

保
健

担
当

か
ら

の
依

頼
で

ひ
き

こ
も
り

相
談

窓
口
が

家
庭

訪
問

に
同

行
す

る
必

要
が
感

じ
ら

れ
な
い

。
産

前
産
後

う
つ

の
パ
タ

ー
ン

な
の

か
、
「

妊
娠
中

に
上

の
子

を
連

れ
て

外
に
出

る
の

は
大
変

だ
よ

ね
」

と
い

う
共

感
が
必

要
な

パ
タ
ー

ン
な

の
か
は

わ
か

ら
な
い

が
、

あ
く

ま
で

母
子
保

健
担

当
が
対

応
す

れ
ば
よ

い
た

め
、
削

除
。（

た
だ
、
本
人
が
ひ
き

こ
も
り
だ
と

自
認
し
て
い
て
、

本
人
が
ひ
き

こ
も

り
相

談
を

希
望

し
た

の
で

あ
れ

ば
拒

否
し

な
い

。
）

80
7

自
治

体
質
問

7
 

2
5
9

5
【
記
載
内
容
に
疑

問
の
あ
る
事

例
】

・
事

例
４

：
「

担
当

者
は

本
人

と
話

し
た

い
と

考
え
家

庭
訪

問
を
す

る
も

」
と
あ

る
が

、
話
し

た
い

の
が

担
当

者
の
希

望
な

ら
ば
本

人
に

と
っ
て
侵
略
に
な

っ
て
い
な
い

か
。

・
事
例
５
：
事
例

４
と
同
様
、

本
人
に
と
っ
て
侵

略
に
な
っ
て

い
な

い
状

況
と

わ
か

る
よ

う
な

言
及

が
必

要
。

・
事
例
８
：［

X
1
年

1
月
］
ひ
き
こ
も
り

者
の
存
在
に
気

づ
き

ど
う

す
れ

ば
い

い
か

と
相

談
を

受
け

て
す

ぐ
に

本
人

の
承

諾
を

得
る

よ
う

伝
え
る
の
は
尚
早

と
感
じ
る
。
包
括
職
員
が
介
護

者
と
し
て
本

人
を

受
け

止
め

る
こ

と
が

優
先

な
の

で
は

。
せ

め
て

、
一

足
飛

び
に

本
人

に
対
し
て
ひ
き
こ

も
り
と
い
う

ワ
ー
ド
を
出
す
こ

と
で
、
包
括

職
員

と
本

人
の

関
係

性
を

壊
す

リ
ス

ク
が

あ
る

こ
と

に
言

及
し

た
ほ

う
が

い
い
。

・
事
例
８
：［

そ
の
後

の
経
過

…
］
生
保
受
給
開

始
、
買
い
物
の

た
め

の
外

出
可

、
相

談
員

ら
の

訪
問

の
受

け
入

れ
可

と
い

う
状

況
で
「

困
っ
て
い
る
こ
と
は

な
い
」
あ
れ

ば
、
ひ
と
つ
の
目
標

は
ク
リ
ア

し
て

い
る

状
況

な
の

で
は

。
就

労
し

て
い

な
い

こ
と

を
も

っ
て

ま
だ

課
題



1
4
4

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

が
あ
る
と
受
け
取

れ
る
記
載
ぶ

り
は
い
か
が
な
も

の
か
。「

支
援

者
と

し
て

次
の

打
ち

手
を

ど
う

す
れ

ば
よ

い
の

か
考

え
あ

ぐ
ね

て
い

る
」

理
由
を
具
体
的
に

記
載
す
る
か

、
困
り
感
が
解
消

さ
れ
た
と
結

ん
で

終
わ

る
か

ど
ち

ら
か

に
し

て
は

。
・
事
例
９
：
生
活
困
窮

者
自
立
相
談
支
援

機
関
に
つ
な
が

っ
て
い

る
事

例
な

の
で

、
ひ

き
こ

も
り

相
談

の
相

談
員

が
一

緒
に

家
庭

訪
問

す
る
展
開
に
す
る
の

で
は
な
く
、
後
方
支
援
の
事
例

に
変
更
で
き

な
い

か
。
メ

ン
タ

ル
不

調
を

抱
え

て
い

る
な

ら
ば

、
精

神
保

健
担

当
へ

の
リ
フ
ァ
ー
を
助
言

す
る
な
ど
。

・『
地
域
（
行
政
）
を
超
え
た

や
り
と
り
が
発
生

す
る
事
例
』
が

指
す

意
味

が
分

か
ら

な
い

。
事

例
1
5
を

参
照

す
る

と
相

談
者

と
ひ

き
こ

も
り
者
の
生
活
圏

域
が
異
な
っ

て
い
る
と
い
う
意

味
か
（
そ
の

場
合
『

別
居

し
て

い
る

家
族

か
ら

相
談

を
受

け
た

事
例

』
等

に
変

更
し

て
は
ど
う
か
）
。
事
例

1
6・

1
7
を
参
照
す
る
と
他
県
に
き
ょ

う
だ

い
は

い
る

が
、
相

談
者

は
地

域
内

の
支

援
者

の
た

め
、
一

貫
性

が
感

じ
ら

れ
な
い
。
事
例
を
膨
ら
ま

せ
た
際
に
、
他
県
に
住

む
家
族
と
や

り
と

り
す

る
上

で
の

特
異

な
留

意
点

が
発

生
す

る
な

ら
ば

項
目

と
し

て
残

し
て
も
い
い
が
、

そ
う
で
な
い

な
ら
、
こ
の
項
目

ご
と
削
除
で

い
い

の
で

は
。

・
『

本
人
も

し
く

は
家
族

が
疾

患
／

障
害

を
有

す
る
事

例
』

に
つ
い

て
、

本
人
に

疾
患

障
害
が

あ
る

場
合

と
家

族
に
あ

る
場

合
で
留

意
点

や
対
応
方
針
が
全

く
異
な
る
た

め
、
本
人
と
家
族

で
分
け
て
項

目
立

て
し

た
ほ

う
が

良
い
（

本
人

の
場

合
は

受
診

の
必

要
性

や
障

害
等

に
配
慮
し
た
支
援
が

必
要
、
家
族

の
場
合
は
本
人
を

介
護
者
と
捉

え
る

視
点

を
も

っ
た

支
援

が
必

要
）。

・
事
例

2
4
：「

急
い
で
保

健
所
に
照
会

」
と
あ
る
が

、
本
人
同

意
な

い
パ

タ
ー

ン
だ

と
思

わ
れ

る
た

め
、

組
織

の
意

思
決

定
に

つ
い

て
は

詳
細
に
記
載
す
る

必
要
あ
り
。
保
健
所
が
自
殺
未

遂
に
つ
い
て

情
報

開
示

す
る

判
断

に
も

疑
問

あ
り
（

ひ
き

セ
ン

＝
精

神
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
ば
か

り
で

は
な
い

の
で

）
。

自
殺
企

図
が

考
え
う

る
事

例
に
つ

い
て

、
精
神

保
健

福
祉
担

当
に

対
応

方
法

を
相
談

す
る

事
例
と

し
た

ほ
う
が
馴
染
む
の

で
は
。

80
8

自
治

体
質
問

7
 

2
6
8

5
事

例
が

細
か

く
分

別
さ

れ
て

お
り

分
か

り
や

す
い

が
、

ひ
き

こ
も

り
だ

け
で

な
く

他
の

課
題

も
抱

え
て

い
る

（
複

合
的

な
課

題
を

抱
え

る
）
方
の
支
援
事

例
に
つ
い
て

も
知
り
た
い
。

80
9

自
治

体
質
問

7
 

2
6
9

5
不
登
校
支
援
か
ら

の
支
援
が
継

続
せ
ず
、
ひ
き
こ
も

り
が
長
期

化
す

る
ケ

ー
ス

が
見

ら
れ

、
課

題
と

捉
え

て
い

る
。
連

携
支

援
（

つ
な

ぎ
）

が
上
手
く
い
っ
た

事
例
の
紹
介

が
あ
る
と
良
い
。

81
0

自
治

体
質
問

7
 

2
7
1

5
事
例
か
ら
学
ぶ
こ

と
は
多
い
の

で
、
事
例
の
数
が
多

い
方
が
良

い
。
緊

急
性

の
判

断
、
ア

ウ
ト

リ
ー

チ
が

必
要

な
事

例
が

ポ
イ

ン
ト

と
し

て
解
説
し
て
あ
る

と
良
い
。

81
1

自
治

体
質
問

8 
5 

5
ポ
イ
ン
ト
に
焦
点

を
あ
て
ず
広

く
事
例
の
経
過
が

わ
か
る
書
き

方
が

よ
い

の
で

は
。

81
2

自
治

体
質
問

8 
6 

5
ポ
イ
ン
ト
の
記
載

を
減
ら
し
て

（
重
要
点
に
絞
る

）、
広
く
事

例
の

経
過

が
わ

か
る

書
き

方
が

よ
い

か
と

感
じ

ま
し

た
。

81
3

自
治

体
質
問

8
 

1
4
 

5
も
う
少
し
失
敗
例

尾
あ
っ
た
方

が
良
い
の
で
は
？

81
4

自
治

体
質
問

8
 

1
6
 

5
支
援
の
際
、
介
入
の
際
の

ポ
イ
ン
ト
、
進
め
方
等

、
イ
ン
テ
ー

ク
の

場
面

を
重

点
的

に
知

り
た

い
も

の
。
上

手
く

い
っ

た
事

例
だ

け
で

は
な
く
、
失
敗
し
た

事
例
、
介
入
効
果
が
な

か
っ
た
事
例
も

知
り
た

い
。
実

際
は

、
上

手
く

い
っ

た
事

例
の

方
が

圧
倒

的
に

少
な

い
と

思
う

の
で
。

81
5

自
治

体
質
問

8
 

1
7
 

5
P
2
7
、
2
8
の
ひ
き
こ
も
り
支
援

の
流
れ
に
沿
っ
て

対
応
し
た
こ

と
が

わ
か

る
よ

う
な

書
き

方
に

し
て

は
ど

う
か

。
ど

の
よ

う
な

支
援

計
画

を
立
て
た
か
、
支

援
を
実
施
し

た
と
き
の
状
況
や

モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の

状
況

な
ど

の
記

載
が

あ
っ

た
方

が
わ

か
り

や
す

い
と

思
う

。

81
6

自
治

体
質
問

8
 

2
0
 

5
支
援
開
始
か
ら
の

年
数
が
知
り

た
い
で
す
。

81
7

自
治

体
質
問

8
 

2
3
 

5
相
談
前
の
経
緯
を

分
か
り
や
す

く
載
せ
た
方
が
良

い
と
思
い
ま

す
。

81
8

自
治

体
質
問

8
 

2
8
 

5
書
き
方
は
現
在
の

カ
タ
チ
が
良

い
と
思
う
。

も
く

じ
の

段
階

で
、
「

ひ
き

こ
も
り

状
態

が
長
期

に
わ

た
る
事

例
」

→
「

本
人

と
会
え

な
い

ま
ま
時

間
だ

け
が
過

ぎ
て

い
る
ケ

ー
ス

」
の
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よ
う
に
、
そ
の
ケ

ー
ス
で
何
を

伝
え
た
い
の
か
、

が
わ
か
る
表

現
に

変
え

て
ほ

し
い

。
特
に
、
ひ
き
こ
も

り
状
態
が
長

期
に
わ
た
る
事
例

、
チ
ー
ム
支

援
を

行
う

事
例

、
独

り
暮

ら
し

／
本

人
以

外
の

関
係

者
が

い
な

い
、
地

域
（
行
政
）
を
超
え

た
や
り
と
り

が
発
生
す
る
事
例

が
何
を
伝
え

た
い

の
か

分
か

ら
な

い
。

81
9

自
治

体
質
問

8
 

3
1
 

5
第

5
章
の
事
例
で
も

う
少
し
成

功
例
を
入
れ
て
ほ

し
い
。
ま
た

1
事

例
2
ペ

ー
ジ

で
の

記
載

は
ポ

イ
ン

ト
が

加
え

ら
れ

て
い

て
参

考
に

な
る
。

82
0

自
治

体
質
問

8
 

4
4
 

5
外
的
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
は
必
ず
失

敗
す
る
こ
と
。

子
ど
も
が
陥
っ
て

い
る
こ
と
を

理
解
し
て
、
子
ど

も
の
気
持
ち

に
共

感
し

て
い

く
こ

と
な

ど
が

大
事

に
な

り
ま

す
。

82
1

自
治

体
質
問

8
 

5
4
 

5
事
例
に
つ
い
て
は

、
分
量
が
多

く
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な

支
援

が
正

解
か

が
わ

か
ら

な
い

も
の

が
多

く
、
戸

惑
う

こ
と

も
あ

る
か

も
し

れ
な
い
が
、
そ
う
い

う
も
の
だ
と

い
う
理
解
を
促
す

た
め
に
は
必

要
か

と
思

う
。

82
2

自
治

体
質
問

8
 

6
3
 

5
分
類
が
「
支
援
の

視
点
」「

当
事
者
の
状

態
や
家
族
」
の

2
つ
に

大
別

さ
れ

て
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
が

そ
れ

で
良

い
の

か
。「

当
事

者
の

状
態
や
家
族
」
の
分

類
に
統
一
し

た
ら
ど
う
か
。

82
3

自
治

体
質
問

8
 

6
4
 

5
・
事
例
の
内
容

に
つ
い
て
、
支
援
の
ゴ
ー

ル
は
本
人
の
自

律
と

な
っ

て
い

る
が

、
事

例
８

で
本

人
の

意
思

で
生

活
保

護
受

給
し

て
困

り
が

な
い
と
話
し
て
い

る
の
に
、
支
援
者
が
孤

立
状
態
を
問
題

視
し
て

次
の

支
援

を
考

え
あ

ぐ
ね

て
い

る
と

あ
り

、
整

合
性

が
と

れ
て

い
な

い
と
思
わ
れ
る
。

・
実
際
に
長
期

的
な
支
援
が
必

要
な
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
と
思

わ
れ

る
が

、
変

化
の

見
え

な
い

事
例

が
多

い
た

め
、
支

援
者

が
希

望
を

持
ち
に
く
い
と
い
う

印
象
も
あ
る

。

82
4

自
治

体
質
問

8
 

7
3
 

5
各
種
の
引
き
こ
も

り
を
網
羅
し

実
践
的
に
わ
か
り

易
く
解
説
し

よ
う

と
す

る
著

者
の

意
図

は
わ

か
る

。
但

し
、
第

１
章

か
ら

第
４

章
の

構
成
が
複
雑
か
つ
内

容
が
冗
長
で

あ
る
た
め
こ
れ
ら

が
読
み
飛
ば

さ
れ

、
仮

想
事

例
集

が
い

き
な

り
マ

ニ
ュ

ア
ル

的
に

読
ま

れ
る

恐
れ

が
あ

る
。
症
例
を
厳
選

し
た
上
で
、
第
４
章
の
中
で
テ

ー
マ
の
論
述

と
交

互
に

配
置

し
た

ほ
う

が
理

論
と

実
践

の
結

び
つ

き
を

学
ん

で
も

ら
え

る
と
思
う
。

82
5

自
治

体
質
問

8
 

7
8
 

5
失
敗
を
振
り
返
る

よ
う
な
事
例

が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
。

82
6

自
治

体
質
問

8
 

8
3
 

5
事
例
の
中
で
、
ど

ん
な
関
係
機

関
が
関
わ
り
、
支

援
し
て
い
た

か
が

わ
か

る
と

参
考

に
し

や
す

い
と

思
う

。

82
7

自
治

体
質
問

8
 

8
4
 

5
知
り
た
い
こ
と
は

、
ど
の
よ
う

に
し
て
ひ
き
こ
も

り
の
人
が
支

援
に

結
び

つ
い

た
の

か
と

何
を

も
っ

て
終

結
と

し
た

か
で

す
。
終

結
し

て
い
な
い
困
難
事
例

は
あ
ま
り
参

考
に
な
ら
な
い
の

で
、
事
例
検

討
等

で
話

し
合

え
ば

い
い

と
思

い
ま

す
。

82
8

自
治

体
質
問

8
 

8
6
 

5
仮
想
事
例
に
つ
い

て
2
項
目
を
追
加
し
て

も
ら
い
た
い
。

①
『
生
活
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
、
対
人
関
係
等

に
大
き
な

問
題

が
な

く
、
知

的
に

も
高

い
が

長
年

ひ
き

こ
も

り
状

態
が

続
い

て
い

る
事
例
（
不
安
が
高

く
自
信
が
乏

し
い
た
め
ひ
き
こ

も
り
状
態
が

続
い

て
い

る
事

例
が

あ
る

た
め

）』
②
『
本
人
だ
け
で

な
く
家
族
も

支
援
に
対
し
て
拒

否
的
な
事
例

』

82
9

自
治

体
質
問

8
 

9
1
 

5
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、

成
功
事
例
と
失
敗

事
例
の
そ
れ

ぞ
れ

を
取

り
上

げ
て

い
た

だ
け

る
と

勉
強

に
な

り
ま

す
。

83
0

自
治

体
質
問

8
 

9
4
 

5
事
例
の
８
の
最
後
「
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の

か
考
え
あ
ぐ
ね

て
い
る

」
と

な
っ

て
い

ま
す

が
、
こ

の
よ

う
に

支
援

者
が

悩
む

ポ
イ

ン
ト

に
対

し
フ
キ
ダ
シ
（
支

援
の
ヒ
ン
ト

）
を
入
れ
て
は
ど

う
か
。

83
1

自
治

体
質
問

8
 

9
8
 

5
実
際
に
か
か
わ
る

事
例
は
ひ
と

り
ひ
と
り
違
う
た

め
、
こ
の
よ

う
に

多
数

の
事

例
に

１
つ

１
つ

留
意

す
る

ポ
イ

ン
ト

を
書

く
よ

り
、
例

え
ば

「
家
族

へ
の

暴
力
、

暴
行

が
み
ら

れ
る

事
例
」
「

精
神

科
受

診
を

勧
め

る
事
例

」
な

ど
あ
る

程
度

カ
テ

ゴ
リ

ー
に
わ

け
て

抽
象
化

し
、

か
か
わ
り
の
ポ
イ

ン
ト
を
解
説

し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
あ
と
に

具
体

的
に

う
ま

く
い

っ
た

事
例

を
簡

単
に

紹
介

し
て

い
た

だ
い

た
ほ

う
が

ヒ
ン
ト
を
得
や
す

い
よ
う
に
思

う
。



1
4
6

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
見

83
2

自
治

体
質
問

8
 

1
0
9

5
年
代
ご
と
に
事
例

を
整
理
し
た

ら
見
や
す
い
の
か

と
も
思
っ
た

。
ま
た
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
シ
ー
ト

で
の
事
例
が
あ
る

と
良
い
の
で

は
な

い
か

。

83
3

自
治

体
質
問

8
 

1
2
4

5
イ
ン
テ
ー
ク
、
訪

問
、
家
族
・

当
事
者
と
の
面
談

な
ど
、
折
々

の
支

援
を

行
っ

て
い

る
「

主
語

」
を

何
ら

か
強

調
し

て
示

し
て

ほ
し

い
。

83
4

自
治

体
質
問

8
 

1
2
7

5
も
う
少
し
事
例
の

経
過
が
あ
る

と
想
像
し
や
す
い

83
5

自
治

体
質
問

8
 

1
2
8

5
医
療
機
関
に
つ
な

が
ら
な
い
場

合
の
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
へ

の
つ

な
ぎ

方
が

必
要

ポ
イ
ン
ト
を
ず
ら

さ
れ
た
場
合

に
似
た
よ
う
な
事

例
は
不
要

83
6

自
治

体
質
問

8
 

1
2
9

5
ヒ
ン
ト
が
書
か
れ

て
い
る
と
わ

か
り
や
す
く
良
い

と
思
い
ま
す

。

83
7

自
治

体
質
問

8
 

1
3
2

5
事
例
の
経
過
、
背

景
が
わ
か
る

と
い
い
、
今
後
の

到
達
点
、
ラ

イ
フ

プ
ラ

ン
に

つ
い

て
も

知
り

た
い

。

83
8

自
治

体
質
問

8
 

1
3
5

5
事
例
を
読
ん
で
い

る
と
、
ひ
き

こ
も
り
支
援
が
多

種
多
様
に
な

っ
て

い
る

。
そ

う
な

る
の

も
わ

か
ら

な
く

は
な

い
が

、
「

高
齢

者
虐

待
」、

「
障
害
者
虐
待

」、
「
精
神
疾
患

」
な
ど
は
、
ひ
き
こ
も
り

相
談
と

は
明

確
に

分
け

る
べ

き
で

は
な

い
か

。
こ

の
よ

う
な

支
援

事
例

を
掲

載
さ
れ
る
と
、
何
で

も
か
ん
で
も

ひ
き
こ
も
り
支
援

が
対
応
す
る

こ
と

に
な

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
。

83
9

自
治

体
質
問

8
 

1
3
8

5
・
ポ
イ
ン
ト
に
焦

点
を
当
て
た

書
き
方
が
よ
い

・
P
6
5
 
自
傷
行
為
、
自
殺
企

図
等
、
希
死
念
慮

が
み
ら
れ
る

事
例

に
お

い
て

、
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
す
る
中
で

、
早
期
に
医
療
機
関

へ
つ
な
ぐ
・
受

診
を

す
る

必
要

が
あ

る
な

ど
、
緊

急
性

が
高

い
と

判
断

す
る

ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
と
よ
い

84
0

自
治

体
質
問

8
 

1
3
8

5
・
P
6
6
 
家
族
へ
の
暴
力
が
み

ら
れ
る
事
例
に
お

い
て
、

①
支
援
者
と

し
て
家
族
へ

避
難
の
選
択
肢
を

提
示
す
る
こ

と
を

判
断

す
る

基
準

②
家
族
が
自

宅
か
ら
一
時

的
に
避
難
し
た
場

合
、
対
象
者

と
再

結
合

す
る

ス
テ

ッ
プ

③
身
体
的
暴

力
は
な
い
が

、
言
葉
に
よ
る
暴
力
・
支
配
が

あ
る

と
支

援
者

の
視

点
か

ら
は

判
断

し
た

も
の

の
、

相
談

者
に

は
困

り
感
が
な
い
場
合
、

ど
の
よ
う
に

支
援
に
関
わ
れ
ば

よ
い
か

①
～
③
に
つ
い
て

記
載
が
あ
る

と
よ
い
。

84
1

自
治

体
質
問

8
 

1
3
9

5
ポ

イ
ン
ト

の
記

載
は
あ

っ
た

方
が
良

い
。
P
３

０
～

の
事

例
１

や
事

例
８

を
参

照
す
る

場
合

は
、
事

例
ポ

イ
ン
ト

箇
所

に
注
目

で
き

る
よ

う
番
号
等
附
番
し

照
ら
し
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き

る
方
が
わ
か

り
や

す
い

。

84
2

自
治

体
質
問

8
 

1
4
1

5
問
題
の
解
決
が
難

し
い
と
考
え

る
が
、
状
況
ご
と

の
支
援
の
ポ

イ
ン

ト
が

あ
る

と
良

い
と

考
え

る
。

84
3

自
治

体
質
問

8
 

1
4
4

5
事
例
だ
け
を
掲
載

す
る
の
で
は

な
く
、
事
例
に
対

し
て
ど
う
い

っ
た

対
応

を
し

て
結

果
ど

う
な

っ
た

か
な

ど
事

例
の

経
過

が
わ

か
る

と
、

対
応
す
る
際
に
似

た
ケ
ー
ス
が

あ
れ
ば
参
考
に
で

き
る
か
な
と

思
い

ま
し

た
。

84
4

自
治

体
質
問

8
 

1
4
7

5
「
し
ば
ら
く
」
な

ど
の
客
観
的

な
表
現
で
は
な
く

、
数
値
化
し

た
表

現
と

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
事
例
に
、「

～
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。
～
の
了
解
を
得

た
。
」
な

ど
の

記
載

が
あ

る
が

、
ど

の
よ

う
な

経
過

で
結

果
や

了
解

を
得

た
の

か
を
記
載
し
て
ほ
し

い
。

84
5

自
治

体
質
問

8
 

1
5
0

5
・
p
5
5
～
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
に

焦
点
を
当
て
、
右

端
の
吹
き
出

し
に

コ
メ

ン
ト

を
入

れ
て

い
る

の
が

わ
か

り
や

す
い

。
・
相
談
支
援
の
経

過
に
つ
い
て

、
ベ
タ
打
ち
の
文

章
だ
け
で
な

く
、
当

事
者
・
家

族
・
関

係
機

関
ご

と
に

対
応

の
流

れ
を

表
や

フ
ロ

ー
チ

ャ
ー
ト
に
す
る
等

、
視
覚
的
に

わ
か
り
や
す
い
工

夫
を
お
願
い

し
た

い
。

84
6

自
治

体
質
問

8
 

1
5
1

5
ご
本
人
と
接
触
で

き
て
い
る
場

合
や
、
ご
家
族
と

の
面
談
等
で

、
理

想
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
、
ご

本
人

の
発

達
特

性
や

対
人

不
安
・
対

人
緊
張
、
家
族
の
関

係
性
な
ど
に

つ
い
て
、
支
援
者
が
相
談

支
援
の

場
面

で
意

識
し

て
い

る
ポ

イ
ン

ト
な

ど
を

記
載

す
る

こ
と

は
可

能
で

し
ょ
う
か
。
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84
7

自
治

体
質
問

8
 

1
5
4

5
（
1
）
ひ
き
こ

も
り
状
態
が
長

期
に
わ
た
る
事
例

と
相
談
期
間

が
長

期
に

わ
た

る
事

例
の

違
い

は
？

84
8

自
治

体
質
問

8
 

1
5
4

5
（
2
）
事
例

5
か
ら

7
相
談
期

間
が
長
期
に
わ
た

る
事
例
と
い

う
表

題
で

あ
る

が
、

相
談

期
間

が
長

期
に
わ
た
る
こ
と
は

通
常
で
あ
る

の
で
、
違
う
表
現

は
な
い
か
。

84
9

自
治

体
質
問

8
 

1
5
4

5
（
3
）
事
例
か

ら
支
援
の
ヒ
ン

ト
が
ほ
し
い
の
で

、
の
部

分
を

具
体

的
に

わ
か

り
や

す
く

記
載

し
て

ほ
し

85
0

自
治

体
質
問

8
 

1
5
7

5
現
在
の
よ
う
に
ポ

イ
ン
ト
に
焦

点
を
当
て
た
書
き

方
が
良
い
。
た

だ
し

、
事

例
８

の
よ

う
な

支
援

結
果

の
状

況
が

、
支

援
者

と
し

て
そ

の
後
の
対
応
が
困
難

な
状
況
を
示

す
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
よ
う
な

場
面

で
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
ま

で
対

処
法

を
入

れ
た

方
が

い
い

と
思

う
。

85
1

自
治

体
質
問

8
 

1
5
9

5
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に

お
け
る
事
例

の
書
き
方
は
、
例
の
よ
う

に
留
意

し
て

ほ
し

い
ポ

イ
ン

ト
に

焦
点

を
あ

て
た

相
談

経
緯

の
書

き
方

が
よ

い
と
感
じ
た
が
、
事
例
数
が

多
い
の
で
、
１
事
例
１

ペ
ー
ジ
程
度

で
ま

と
ま

る
と

良
い

。
ま

た
、
相

談
に

つ
な

が
っ

て
も

本
人

に
会

え
な

か
っ
た
り
そ
の
先
に

つ
な
が
ら
な

い
、
大
き
く
進
展
が

な
い
ケ
ー

ス
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

支
援

方
針

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
結
果
等
も
盛
り

込
ま
れ
る
と

良
い
。

85
2

自
治

体
質
問

8
 

1
6
3

5
仮
想
事
例
に
つ
い

て
は
事
例
数

よ
り
も
事
例
の
中

で
様
々
な
取

り
組

み
や

支
援

方
法

、
関

係
機

関
と

の
連

携
が

記
述

さ
れ

て
い

る
ほ

う
が

よ
い
の
で
は
。
（
事
例
数
は

1
0
個
も
あ
れ
ば
よ
い

の
で
は
）

タ
ー
ゲ
ッ
ト
（
ど
う
い
っ
た

支
援
者
か
、
ど
の
く
ら

い
の
経
験

が
る

か
な

ど
）
が

も
う

少
し

明
確

に
な

る
と

記
述

も
定

ま
る

の
で

は
な

い
か
。
初
任
者
で
あ
れ

ば
、
ケ
ー
ス
の
動
き

か
ら
他
機
関
連

携
に
。
現

任
者

で
あ

れ
ば

ケ
ー

ス
の

見
立

て
や

ケ
ー

ス
会

議
の

進
め

方
な

ど
に

焦
点
を
当
て
ら
れ

る
と
感
じ
た

。

85
3

自
治

体
質
問

8
 

1
6
7

5
専
門
用
語
、
専
門
機
関
の
役

割
説
明
が
あ

っ
て
も
い
い
の

で
は
な

い
か

と
感

じ
ま

し
た

。
障

害
者

基
幹

相
談

支
援

セ
ン

タ
ー

、
精

神
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
教
育
機
関
、
民
間
企
業

と
の
連

携
が

事
例

に
出

て
こ

な
か

っ
た

の
で

す
が

、
こ

れ
ら

を
含

め
た

事
例

を
掲
載
し
て
も
ら
い

た
い
と
感
じ

ま
し
た
。

85
4

自
治

体
質
問

8
 

1
7
0

5
特
に
暴
力
、
希
死

念
慮
が
あ
る

場
合
の
事
例
は
そ

の
後
の
ケ
ア

な
ど

広
く

事
例

の
経

過
が

わ
か

る
と

良
い

と
感

じ
た

。

85
5

自
治

体
質
問

8
 

1
7
2

5
・
ポ
イ
ン
ト
に
焦

点
を
あ
て
た

書
き
方
が
良
い
。

活
用
で
き
る

機
関

や
制

度
の

イ
メ

ー
ジ

が
し

や
す

い
方

が
良

い
。

・
事
例
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う

な
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
し
て
ど
の

よ
う

な
支

援
方

針
や

計
画

を
立

て
た

か
、
様

式
な

ど
が

あ
れ

ば
サ

ン
プ

ル
を
示
し
て
ほ
し
い

。

85
6

自
治

体
質
問

8
 

1
7
3

5
・
ど
の
事
例
も
『
ひ
き
こ
も

り
相
談
窓
口
』
に
繋
が
る
ま

で
が

ス
ム

ー
ズ

な
印

象
を

受
け

ま
す

が
、
実

際
の

と
こ

ろ
は

、
必

ず
し

も
ひ

き
こ
も
り
相
談
窓
口

ま
で
た
ど
り

着
か
ず
に
、
最
初
の
機
関
（
市

障
害

、
福

祉
、
社

協
、
生

保
、
困

窮
等

々
）
で

対
応

を
継

続
せ

ざ
る

を
得

な
い
状
況
も
多
い

か
と
思
わ
れ

ま
す
。

・『
ひ
き
こ

も
り
』
と
名
前
が

つ
い
た
ら
即
『
ひ
き
こ
も

り
相

談
窓

口
』
へ

の
紹

介
と

な
れ

ば
、『

ひ
き

こ
も

り
相

談
窓

口
』
が

パ
ン

ク
状

態
に
な
る
恐
れ
も

あ
り
、
対
応

に
追
わ
れ
、
き
め
細
や
か
な

対
応

が
逆

に
出

来
な

く
な

る
こ

と
も

懸
念

さ
れ

ま
す

。
第

一
相

談
機

関
が

相
談
を
継
続
し
な
が

ら
、
ひ
き
こ

も
り
相
談
窓
口
が

、
後
方
支
援

的
に

関
わ

る
ケ

ー
ス

の
紹

介
も

あ
っ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

85
7

自
治

体
質
問

8
 

1
8
0

5
事
例
の
経
過
と
合

わ
せ
て
、
関

係
機
関
や
支
援
者

の
ア
セ
ス
メ

ン
ト

に
つ

い
て

記
載

し
て

ほ
し

い

85
8

自
治

体
質
問

8
 

1
8
5

5
事
例

2
2
～
の
自
傷
行

為
・
自
殺
企
図
等

・
希
死
念
慮
が

み
ら

れ
る

事
例

や
、

事
例

2
5
～

の
暴

力
が

み
ら

れ
る

事
例

は
「

自
傷

他
害

」
の

状
態
な
の
で
、
1
1
0
番
通
報
な

ど
具
体
的
対
応
を

記
載
す
る
べ

き
で

は
な

い
か

で
し

ょ
う

か
。
こ

の
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

読
む

の
は

お
そ

ら
く
相
談
者
や
支
援

者
だ
と
思
う

の
で
。

・
留
意
し
て
ほ
し

い
ポ
イ
ン
ト

に
焦
点
を
あ
て
た

相
談
経
緯
の

書
き

方
が

よ
い

と
思

い
ま

し
た

。

85
9

自
治

体
質
問

8
 

1
8
6

5
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
全

体
的
に
、
文

を
全
部
読
ま
な
い

と
わ
か
ら
な

い
記

載
の

仕
方

が
見

づ
ら

い
。

関
わ
っ
て
い
る
関

係
機
関
も
全

部
読
ま
な
い
と
わ

か
ら
な
い
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ポ
イ
ン
ト
が
な
ん

な
の
か
、
支
援
の
工
夫

点
は
ど
こ
で
、
改
善

す
べ

き
点

は
な

ん
な

の
か

な
ど

、
ま

と
め

て
く

れ
る

と
み

や
す

い
の

で
は

な
い
か
？

な
ん

と
な

く
、

事
例
の

漠
然

と
し
た

経
過

は
わ
か

る
が

、
具
体

性
が

な
い

の
で

、
支
援

の
参

考
に
な

り
づ

ら
い
。
「

へ
ー

」
に

し
か

な
ら

な
い
。

例
え
ば
、
事
例

8
に
つ
い
て
「
多
様
な
視

点
で
の
ア
セ
ス

メ
ン

ト
」
と

は
、
そ

れ
ま

で
は

ど
ん

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
だ

っ
た

の
が

、
ど

の
よ

う
に
多
様
性
を
も

っ
た
ア
セ
ス

メ
ン
ト
に
変
わ
っ

た
の
か
な
ど

、
具

体
的

な
記

載
が

欲
し

い
。

86
0

自
治

体
質
問

8
 

1
8
7

5
P
5
8
以
降
の
事
例
は
未
解
決

(
支
援
継
続
中

)
の
状
態
で

掲
載
さ
れ

て
い

る
た

め
良

い
。
し

か
し

、
支

援
継

続
中

の
ケ

ー
ス

が
ほ

と
ん

ど
の

た
め
、
支
援
終
了
し

た
ケ
ー
ス

を
も
と
増
や
し
て

ど
う
か
。
ケ
ー

ス
の

た
ど

る
お

お
よ

そ
の

終
結

イ
メ

ー
ジ
（

何
を

目
指

し
て

支
援

し
て

い
く
の
か
）
が
で

き
る
内
容
に

し
て
ど
う
か
。

86
1

自
治

体
質
問

8
 

1
8
8

5
若
年
ケ
ー
ス
と
中

高
年
ケ
ー
ス

で
介
入
や
支
援
目

標
が
異
な
る

こ
と

も
あ

る
と

考
え

る
た

め
、
そ

れ
ぞ

れ
の

ポ
イ

ン
ト

や
視

点
に

つ
い

て
示
し
て
あ
る
と
分

か
り
や
す
い

。

86
2

自
治

体
質
問

8
 

1
8
9

5
実
際
は
ケ
ア
マ
ネ

な
ど
外
か
ら

の
介
入
し
て
い
る

人
が
い
な
い

ケ
ー

ス
が

多
い

と
思

う
の

で
、
そ

う
い

っ
た

ケ
ー

ス
に

ど
う

介
入

す
る

か
事
例
を
多
く
知
り

た
い
と
思
う

86
3

自
治

体
質
問

8
 

1
9
1

5
『

訪
問

を
し

て
い

る
う

ち
に

本
人

に
会

え
る

よ
う

に
な

っ
た

』
な

ど
の

成
功

事
例

に
お

い
て

、
そ

れ
ま

で
の

ア
プ

ロ
ー

チ
や

本
人

の
変

化
・
心
の
動
き
等

に
つ
い
て
詳

細
に
記
載
し
て
ほ

し
い
。
そ
の

分
事

例
数

は
少

な
く

て
も

良
い

。

86
4

自
治

体
質
問

8
 

1
9
5

5
素
案

6
5
ペ
ー
ジ
の
事
例

2
4
に
つ
い
て
、
前
提
条
件
（
保
健
所

と
関

係
機

関
で

の
情

報
共

有
に

つ
い

て
本

人
に

事
前

に
了

解
を

得
て

い
る

等
）
に
よ
っ
て
は
関

係
機
関
に

保
健
所
で
の
相
談

内
容
を
情
報

提
供

す
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
ま

す
が

、
個

人
情

報
の

関
係

も
あ

り
、
必

ず
し
も
情
報
提
供
が

で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
認
識

し
て
お
り
ま

す
。

事
例

２
４

の
記

載
内

容
で

は
、

保
健

所
に

問
い

合
わ

せ
を

す
れ

ば
、

保
健
所
で
の
相
談

内
容
や
自
殺

未
遂
歴
等
を
必
ず

回
答
し
て
も

ら
え

る
と

誤
っ

た
認

識
が

さ
れ

る
の

で
は

と
懸

念
し

ま
す

。
事

例
の

記
載

内
容
に
つ
い
て
、

そ
の
よ
う
な

誤
解
が
生
じ
な
い

よ
う
に
し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

86
5

自
治

体
質
問

8
 

1
9
6

5
事
例
の
時
系
列
の

経
過
が
わ
か

る
書
き
方
を
希
望

し
ま
す
。

例
：
何
度
か
く
り

返
す
う
ち
に

会
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。

→
頻
度
や
方
法

、
言
葉
が
け

、
観
察
ポ
イ
ン
ト

な
ど
の
具
体

的
な

記
載

が
欲

し
い

で
す

。
→
社
会
資
源
の

紹
介
や
関
係

機
関
と
の
調
整
に

よ
り
、
成
功

し
た

事
例

に
つ

い
て

は
詳

細
に

掲
載

し
て

欲
し

い
。

86
6

自
治

体
質
問

8
 

1
9
6

5
頻
度
や
方
法
、
言

葉
が
け
、
観

察
ポ
イ
ン
ト
な
ど

の
具
体
的
な

記
載

が
欲

し
い

。

86
7

自
治

体
質
問

8
 

1
9
6

5
社
会
資
源
の
紹
介

や
関
係
機
関

と
の
調
整
に
よ
り

成
功
し
た
事

例
に

つ
い

て
は

詳
細

に
掲

載
し

て
欲

し
い

。

86
8

自
治

体
質
問

8
 

2
0
1

5
パ
タ
ー
ン
を
決
め

ず
に
事
例
に

応
じ
た
書
き
方
が

よ
い

86
9

自
治

体
質
問

8
 

2
0
5

5
・
一
事
例
の
内
容

分
量
は
丁
度

よ
い

・
事
例
に
対
し
、

ど
う
取
り
組

み
、
解
決
し
て
い

っ
た
か
ま
で

の
道

筋
の

記
載

が
必

要
だ

と
思

わ
れ

ま
す

。

87
0

自
治

体
質
問

8
 

2
0
5

5
事
例
８
で
親
亡
き

後
に
つ
い
て

、
本
人
が
そ
の
準

備
が
で
き
て

い
な

い
時

は
本

人
の

負
担

に
な

る
た

め
避

け
ま

し
ょ

う
と

の
コ

メ
ン

ト
が

あ
る
が
、
そ
う
な

の
か
？
疑
問

。
働
き
か
け
は
必

要
で
は
な
い

か
。

例
え

ば
生

活
保

護
の

話
を

す
る

な
ど

事
前

準
備

は
必

要
で

は
？

87
1

自
治

体
質
問

8
 

2
0
5

5
ひ
き
こ
も
り
状
態

が
長
期
に
わ

た
る
事
例
、
相
談
期
間
が

長
期
に

わ
た

る
事

例
→

長
期

と
短

期
で

支
援

の
在

り
方

が
変

わ
る

と
は

思
え

な
い
。
ど
こ
で
長
期

短
期
を
区
別

す
る
の
か
。

87
2

自
治

体
質
問

8
 

2
0
5

5
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
別

に
、
共
通
す

る
ポ
イ
ン
ト
や
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク

内
の

参
照

ペ
ー

ジ
な

ど
を

ま
と

め
た

頁
が

あ
る

と
良

い
（

日
常

的
に

は
事

例
集
を
み
る
こ
と

が
多
く
な
る

と
思
わ
れ
る
た
め

）。



1
4
9
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意
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87
3

自
治

体
質
問

8
 

2
0
5

5
支
援
者
は
、
試
行
錯
誤
が

あ
り
な
が
ら
も

何
ら
か
の
決
着

が
つ
い

た
事

例
を

知
り

た
い

。
上

手
く

行
か

な
か

っ
た

原
因

を
考

察
す

る
事

例
に
し
て
ほ
し
い
。

87
4

自
治

体
質
問

8
 

2
0
5

5
ポ
イ
ン
ト
に
焦
点

を
あ
て
た
相

談
経
緯
の
書
き
方

が
よ
く
、
吹

き
出

し
で

留
意

点
な

ど
の

記
入

が
わ

か
り

や
す

い
。

87
5

自
治

体
質
問

8
 

2
0
5

5
事
例
ご
と
に
【
そ

の
後
の
経
過

と
現
在
の
状
況
】

の
記
載
は
さ

れ
る

と
思

う
が

、
出

来
れ

ば
今

後
の

支
援

方
針

の
記

載
を

希
望

す
る

。

87
6

自
治

体
質
問

8
 

2
0
6

5
事
例

1
3
の
よ
う
な
、
単
身
世

帯
で
支
援
者
と
も

繋
が
っ
て
い

な
い

本
人

に
対

し
、

具
体

的
に

ど
の

よ
う

な
声

か
け

を
し

て
ア

プ
ロ

ー
チ

を
は
じ
め
た
か
記

載
が
あ
る
と

助
か
り
ま
す
。

87
7

自
治

体
質
問

8
 

2
0
8

5
・
事
例
ご
と
に
ア

セ
ス
メ
ン
ト

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

）
の
ポ
イ
ン

ト
を

記
載

し
て

ほ
し

い
。

・
P
2
8
に
記
載
し
て
い
る
「
支
援
の
な
が

れ
」
に
当
て
は
め
て

支
援

内
容

整
理

し
記

載
で

き
な

い
だ

ろ
う

か
？

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

前
半

の
内

容
と
、
後
半
の
事

例
が
リ
ン
ク

せ
ず
イ
メ
ー
ジ
が

つ
き
に
く
い

。

87
8

自
治

体
質
問

8
 

2
1
7

5
事
例
が
列
挙
さ
れ

て
い
ま
す
が

、
自
殺
企
図
が
疑

わ
れ
る
事
例

㉔
、
暴

力
事

例
㉕

㉖
㉗

に
つ

い
て

は
緊

急
性

が
あ

る
と

い
う

記
載

を
一

目
見
て
分
か
る
よ
う

に
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

又
は
、
緊
急

性
が

あ
る

場
合

で
事

例
を

ま
と

め
る

な
ど

、
ご

検
討

を
お

願
い

し
ま

す
。

ま
た
、
事
例
⑱
と

⑲
に
つ
い
て

は
、
親
の
介
護
が

必
要
な
状
態

で
あ

る
た

め
、
親

の
介

護
認

定
を

勧
め

、
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
と

連
携

し
な
が
ら
ひ
き
こ
も

り
の
本
人
を

支
援
す
る
等
の
追

記
は
い
か
が

で
し

ょ
う

か
。

87
9

自
治

体
質
問

8
 

2
1
7

5
事

例
⑳

は
本

人
が

精
神

疾
患

で
す

が
、

通
院

を
中

断
し

て
い

ま
す

。
保

健
所

が
こ

の
よ

う
な

方
に

受
診

勧
奨

業
務

が
あ

る
こ

と
を

明
記

し
、
保
健
所
に
相

談
す
る
よ
う

に
記
載
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ

う
か

。

88
0

自
治

体
質
問

8
 

2
1
7

5
よ
く
市
町
村
の
方

か
ら
、
本
人
へ
向
け
た

手
紙
の
書
き
方

を
教

え
て

ほ
し

い
、
と

お
尋

ね
が

あ
り

ま
す

。
手

紙
を

使
っ

て
、
本

人
と

の
交

流
を
始
め
た
事
例

の
,
手
紙
の

例
文
な
ど
を
記
載

し
て
い
た
だ

き
た

い
で

す
。

88
1

自
治

体
質
問

8
 

2
2
1

5
対
人
支
援
は
、
似
た
よ
う
な

事
例
で
も
関

わ
り
方
や
本
人

を
取
り

巻
く

環
境

、
養

育
歴

や
価

値
観

な
ど

で
全

く
違

っ
て

く
る

。
ひ

き
こ

も
り
か
ら
の
脱
出
、
自
立
を
目

的
と
す
る
な

ら
、
そ
う
い
っ
た

事
例

集
は

参
考

に
な

る
と

思
う

し
、
社

会
と

の
関

わ
り

方
な

ど
自

ら
意

思
決

定
で
き
る
こ
と
を

目
的
と
す
る

な
ら
、
相
談
者
と

の
か
か
わ
り

方
、

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
に

関
す

る
内

容
が

い
い

と
思

う
。

88
2

自
治

体
質
問

8
 

2
2
1

5
P
5
7
の
「
チ
ー
ム
支
援
を
行
う

事
例
」
は
、
注
記

も
含
め
て
学

べ
る

内
容

で
事

例
集

の
構

成
と

し
て

分
か

り
や

す
い

と
思

っ
た

。

88
3

自
治

体
質
問

8
 

2
2
3

5
仮
想
事
例
の
書
き

方
に
つ
い
て
：「

〇
〇
な
事
例
」
の
タ
イ
ト
ル

分
類

ご
と

に
、
そ

の
タ

イ
ト

ル
の

支
援

で
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

着
目

点
を

、
初
め
に
列
記
す
る

の
が
よ
い
の

で
は
な
い
か
？

同
タ
イ
ト
ル
に
事

例
を
多
数
用

意
す
る
と
、
事
例

に
当
て
は
め

よ
う

と
し

て
、

む
し

ろ
活

用
が

難
し

い
の

で
は

な
い

か
？

全
体
通
し
て
、
事

例
数
が
多
す

ぎ
る
印
象
。

88
4

自
治

体
質
問

8
 

2
2
3

5
【
例
）
支
援
の
着

目
点
】

対
象
者
/
家
族

の
生
活
上
の
困

り
ご
と
の
把
握

⇒
困
り
ご
と
に
緊

急
を
要
す
る

も
の
は
な
い
か
？
（
虐
待
：
児
童

/
高

齢
者

/
障

害
者

、
自

傷
他

害
、
食

糧
支

援
、
住

居
等

）
⇒

該
当

す
る

場
合
、
適
切
な
窓

口
に
確
実
に

つ
な
ぎ
連
携
を
と

る
⇒

各
家
族

に
必

要
な
支

援
に

過
不
足

は
な

い
か
？

（
各

家
族
の

状
態

像
の

ア
セ

ス
メ
ン

ト
に

基
づ
く

）
：

適
切

な
支

援
機

関
や

社
会

資
源

の
情
報
提
供
や
つ

な
ぎ
。

関
係
機
関
間
で
、
世
帯
の
全
体

像
に
つ
い
て
の
情

報
共
有
が
で

き
て

い
る

か
？
：
得

て
い

る
情

報
で

世
帯

の
見

え
方

が
違

う
場

合
が

あ
る

全
体
像
把
握
に
不

足
し
て
い
る

情
報
は
何
か
？
：

ど
の
機
関
が

ど
の

よ
う

な
方

法
で

確
認

で
き

そ
う

か
？

支
援
が
不
足
し
て

い
る
場
合
、
ど
の
機
関
が
、
ど
の
よ
う
な

形
で

支
援

を
提

供
で

き
そ

う
か

検
討

⇒
こ

の
時

点
で

支
援

会
議

等
、
何

ら
か

の
関
係
者
会
議
が

開
催
さ
れ
、

役
割
分
担
を
協
議

す
る
こ
と
が

多
い



1
5
0
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88
5

自
治

体
質
問

8
 

2
2
3

5
ひ
き
こ
も
り
状
態

が
長
期
に
わ

た
る
事
例

事
例

数
が

多
す

ぎ
る
。

こ
の

タ
イ
ト

ル
で

伝
え
た

い
ポ

イ
ン
ト

は
何

か
？

長
期

に
な
っ

た
結

果
、「

本
人
も

し
く

は
家
族

が
疾

患
／

障
害

を
有
す
る
事
例
」

の
8
0
5
0
事
例
な
ど
に
つ
な
が
っ
て
い

く
展

開
に

な
っ

て
い

く
可

能
性

が
高

い
。

相
談
機
関
が
長
期

に
わ
た
る
事

例

88
6

自
治

体
質
問

8
 

2
2
3

5
チ
ー
ム
支
援
を
行

う
事
例

別
タ
イ
ト
ル
の
事

例
で
も
、
世
帯
の
全
体

像
を
把
握
し
て

い
く
中

で
、
チ

ー
ム

支
援

が
必

要
と

判
断

さ
れ

る
場

合
が

あ
る

と
思

わ
れ

、「
チ

ー
ム
支
援
の
展
開

例
」
な
ど
と

し
て
示
す
の
が
安

全
で
は
な
い

か
？

88
7

自
治

体
質
問

8
 

2
2
3

5
独
り
暮
ら
し
／
本

人
以
外
の
関

係
者
が
い
な
い
事

例
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が

い
な
い
事
例

？
事
例

1
2
は
不
要
で
は
？

事
例

1
3
は
事
例

4
と
、
生
活

状
況
が
不
明
で
「
安
否
確
認
が

必
要

な
ケ

ー
ス

」
と

い
う

点
で

似
て

い
る

。
ど

の
点

に
着

目
し

て
、「

○
○

な
事
例
」
タ
イ
ト

ル
で
扱
う
の

か
？
「
安
否
確
認

が
必
要
な
ケ

ー
ス

」
の

支
援

展
開

は
示

せ
る

と
よ

さ
そ

う
。

88
8

自
治

体
質
問

8
 

2
2
3

5
地
域
（
行
政
）
を

超
え
た
や
り

と
り
が
発
生
す
る

事
例

事
例

1
5
,
1
6
,
1
7
い
ず
れ
も
、
他
県
在
住

の
家
族
と
連
絡

を
取

り
合

う
だ

け
で

、
地

域
（

行
政

）
を

超
え

た
や

り
と

り
は

発
生

し
て

い
な

い
の
で
は
？

例
）
B
県
在
住
の
要
支
介

護
状
態
の
高
齢

母
親
が

A
県
に
住
む

息
子

へ
の

仕
送

り
で

必
要

な
サ

ー
ビ

ス
を

入
れ

ら
れ

な
い

状
態

と
な

っ
て

い
た
。
B
県
の
包
括
が

A
県
の
ひ
き
こ
も

り
支
援
窓
口
に

連
絡

を
し

、
母

親
と

一
緒

に
z
o
o
m
面

談
で

相
談

。
今

後
の

支
援

の
進

め
方

に
つ
い
て
、
A
県
の
ひ
き
こ
も

り
相
談
窓
口

と
B
県
の
包
括
と
母

親
が

連
絡

を
取

り
合

い
、
息

子
が

A
県

の
相

談
窓

口
に

つ
な

が
る

よ
う

に
な
っ
た
。

88
9

自
治

体
質
問

8
 

2
2
3

5
本
人
も
し
く
は
家

族
が
疾
患
／

障
害
を
有
す
る
事

例
事
例
数
が
多
す
ぎ

る
。
ひ
き
こ

も
り
状
態
が
長
期

に
わ
た
る
事

例
と

の
絡

み
を

ど
う

考
え

る
？

上
記
に
記
載
し
た

、
例
）
支
援

の
着
目
点
を
参
照

。
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

は
必
要
な
支

援
が
必
要
な
人
に

入
っ
て
い
る

か
、

そ
れ

を
共

有
で

き
て

い
る

か
、

と
い

う
点

89
0

自
治

体
質
問

8
 

2
2
3

5
自
殺
行
為
、
自
殺

企
図
等
、
希

死
念
慮
が
見
ら
れ

る
事
例

こ
の
タ
イ
ト
ル
事

例
に
、
複
数
の
事
例
を

準
備
す
る
必
要

は
な
い

と
思

い
ま

す
。
ス

ト
ー

リ
ー

に
読

み
手

が
引

っ
張

ら
れ

そ
う

な
印

象
が

あ
り
ま
す
。

必
要
な
の
は
、
以

下
の
よ
う
な

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
支
援
が
行

わ
れ

る
こ

と
で

は
？

・
事
例
の
状
態

像
の
把
握

・
緊

急
性

の
ア

セ
ス

メ
ン
ト

（
「

死
に
た

い
」

な
ど
の

発
言

だ
け

で
、

具
体

的
な
死

ぬ
手

段
ま
で

は
考

え
て
い

な
い

の
か
、

具
体

的
な

手
段
ま
で
考
え
て

い
て
リ
ス
ク

が
高
い
の
か
、
衝

動
性
の
高
さ

、
自

殺
未

遂
歴

の
有

無
等

）
・
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果

に
よ
る
、
対
応
の
組
み

立
て
が
求
め

ら
れ

る
。
緊

急
性

が
高

い
場

合
は

警
察

に
通

報
、
受

診
先

が
あ

る
場

合
は

で
き
る
だ
け
日
中

に
受
診
や
相

談
、
通
常
相
談
で

の
継
続
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
。

89
1

自
治

体
質
問

8
 

2
2
3

5
家
族
へ
の
暴
力
が

み
ら
れ
る
事

例
「
自
殺
行
為
、
自
殺
企
図
等

、
希
死
念
慮
が
見
ら

れ
る
事
例
」
と

同
様

、
複

数
の

事
例

を
準

備
す

る
必

要
は

な
い

と
思

い
ま

す
。
ス

ト
ー

リ
ー
に
読
み
手
が

引
っ
張
ら
れ

そ
う
な
印
象
が
あ

り
ま
す
。
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5
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必
要
な
の
は
、
以

下
の
よ
う
な

ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
支
援
が
行

わ
れ

る
こ

と
で

は
？

・
事
例
の
状
態

像
の
把
握

・
緊
急
性
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
（
暴
力
お
よ
び
暴

言
の
程
度
や

出
現

率
や

期
間

、
家

族
内

の
力

関
係

、
危

険
性

、
過

去
の

警
察

の
関

与
等

）
・
高
齢
者
虐
待

で
の
取
り
扱

い
は
な
い
か
？

・
ア
セ
ス
メ
ン
ト

結
果
に
よ

る
、
対
応
の
組
み
立

て
が
求
め

ら
れ

る
。
緊

急
性

が
高

い
場

合
は

警
察

に
通

報
や

被
害

者
の

安
全

確
保

が
優
先
さ
れ
る
。

89
2

自
治

体
質
問

8
 

2
2
3

5
ひ
き
こ
も
り
状
態

の
女
性
の
事

例
事
例

2
9
は
不
要
で
は
？
内
容

的
に
、
母
子
保
健

の
分
野
で
サ

ポ
ー

ト
し

て
い

く
こ

と
が

、
母

子
の

エ
ン

パ
ワ

ー
に

必
要

な
事

例
の

よ
う

に
思
い
ま
す
。

先
進
的
な
取
組
の

事
例

89
3

自
治

体
質
問

8
 

2
2
5

5
事
例
８
に
つ
い
て
、
5
8
ペ
ー
ジ
の

X
I
年

2
月
の
記
録
に
お
い
て

、「
支

援
ケ

ー
ス

の
責

任
」

と
の

記
載

が
あ

る
が

、「
責

任
」

と
の

表
記

は
好
ま
し
く
な
く

、
支
援
の
主

担
当
な
ど
の
表
現

に
換
え
た
方

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
（

福
祉

的
な

視
点

を
）
。

89
4

自
治

体
質
問

8
 

2
2
5

5
ひ
き
こ
も
り
支
援

に
お
い
て
、
本
人
の
同
意
が
得

ら
れ
な
い
ケ

ー
ス

が
大

半
で

あ
る

が
、
そ

の
場

合
の

対
応

は
？

事
例

に
つ

い
て

は
現

実
的
な
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か

。

89
5

自
治

体
質
問

8
 

2
2
5

5
社
会
資
源
の
乏
し

い
自
治
体
で

、
ひ
き
こ
も
り
支

援
の
理
念
を

理
解

し
て

も
連

携
し

た
支

援
は

難
し

い
。
支

援
の

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

で
あ

れ
ば
、
自
治
体
の
差

も
考
慮
し
た

も
の
を
作
っ
て
い

た
だ
き
た
い

。

89
6

自
治

体
質
問

8
 

2
2
6

5
①

＜
事
例

概
要

＞
で
、

焦
点

を
当
て

た
相

談
経
緯

の
書

き
方
に

す
る

の
で

あ
れ

ば
、
「

し
ば

ら
く
家

か
ら

外
に
は

出
て

い
な
い

」
の

「
し

ば
ら
く
」
に
つ
い

て
、
具
体
的

な
年
月
数
を
示
す

方
が
よ
い
の

で
は

な
い

か
。

②
ジ
ェ
ノ
グ
ラ
ム

の
書
き
方
で

、
本
人
は
二
重
線

（
例
：
◎
）

の
方

が
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

89
7

自
治

体
質
問

8
 

2
3
0

5
・
本
人
が
ど
ん
な

人
な
の
か
（

興
味
関
心
が
あ
る

こ
と
等
）
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

の
で

、
想

像
し

づ
ら

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
・
そ
の
後
の
経
過
と

現
在
の
状

況
は
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
支

援
を

受
け

て
現

在
の

本
人

の
思

い
や

家
族

の
思

い
を

記
載

し
て

は
ど

う
か
と
思
い
ま
す
。

89
8

自
治

体
質
問

8
 

2
3
3

5
ひ
き
こ
も
り
の
状

況
は
人
そ
れ

ぞ
れ
で
、
あ
ま
り

仮
想
事
例
を

載
せ

な
い

ほ
う

が
い

い
の

で
は

な
い

か
。

89
9

自
治

体
質
問

8
 

2
3
4

5
留
意
点
を
明
確
に

し
な
が
ら
、
支
援
者
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
一

緒
に

記
載

し
て

も
ら

え
る

と
、
考

え
方

の
方

向
性

が
よ

り
理

解
で

き
る

と
思
う
。
事
例
の
経
過

を
ダ
ラ
ダ

ラ
記
載
す
る
の
で

は
な
く
、
変

化
の

あ
っ

た
出

来
事

に
関

し
て

ど
う

考
え

て
ど

う
介

入
し

た
結

果
、
対

象
者
が
こ
の
よ
う
に

変
化
し
た
と

い
う
例
が
あ
る
と

具
体
的
に
想

像
し

や
す

い
。

90
0

自
治

体
質
問

8
 

2
3
9

5
ど
の
く
ら
い
の
支

援
期
間
が
か

か
る
の
か
、
か
か

っ
て
い
る
の

か
が

概
要

に
入

っ
て

い
る

と
よ

い
。

→
支
援
経
過
が
長

く
な
っ
て
も

良
い
こ
と
が
伝
わ

る
た
め
。
す
ぐ

に
結

果
が

出
な

い
こ

と
は

わ
か

っ
て

い
る

が
、
結

果
が

で
な

い
と

支
援

者
と
し
て
焦
り
が

出
て
し
ま
う

。
焦
る
と
本
人
家

族
に
と
っ
て

も
メ

リ
ッ

ト
が

な
い

。

90
1

自
治

体
質
問

8
 

2
3
9

5
発
達
特
性
の
有
無

（
疑
い
含
め

）
に
つ
い
て
の
記

載
が
あ
る
と

良
い

→
実
際
支
援
し
て

い
る
と
、
特

性
が
あ
る
・
あ
り

そ
う
な
方
が

多
い

た
め

。

90
2

自
治

体
質
問

8
 

2
4
1

5
・
事
例
ご
と
に
、

ポ
イ
ン
ト
が

端
的
に
確
認
で
き

る
よ
う
に
、
「

支
援

の
ポ

イ
ン

ト
」

項
目

を
掲

載
し

て
も

よ
い

か
。

90
3

自
治

体
質
問

8
 

2
4
3

5
Ⅲ

．（
Ⅱ

に
関

連
し

て
）

事
例

８
は

同
意

を
得
た

上
で

の
事
例

で
あ

る
た

め
、

同
意
が

得
ら

れ
ず
、

法
令

上
構
成

員
に

守
秘
義

務
が

課
せ

ら
れ
て
い
る
会
議

を
利
用
し
て

支
援
を
行
っ
た
事

例
も
掲
載
し

て
ほ

し
い

。

90
4

自
治

体
質
問

8
 

2
5
3

5
全
体
的
な
意
見



1
5
2

番
号

区
分

質
問

I
D

章
節

項
意
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①
本
人
と
の
面
会

に
至
る
ま
で

の
支
援
（
ア
プ
ロ

ー
チ
）
に
つ

い
て

、
具

体
的

な
記

載
を

し
て

ほ
し

い
。

②
事
例
と
合
わ
せ

て
ア
セ
ス
メ

ン
ト
シ
ー
ト
や
支

援
計
画
の
例

示
が

ほ
し

い
。

90
5

自
治

体
質
問

8
 

2
5
3

5
・
P
6
7
 
事
例

2
9
に
つ
い
て

妊
婦
検
診
や
子
の

養
育
に
必
要

な
外
出
が
で
き
て

い
れ
ば
、
ひ

き
こ

も
り

状
態

と
し

て
扱

う
事

例
な

の
か

疑
問

。

90
6

自
治

体
質
問

8
 

2
6
3

5
現
在
の
場
面
と
と

も
に
、
逐
語

の
よ
う
な
記
述
で

の
説
明
が
あ

る
と

あ
り

が
た

い
で

す
。

90
7

自
治

体
質
問

8
 

2
6
7

5
事
例
８
を
多
機
関

に
よ
る
支
援

体
制
を
構
築
し
た

例
と
し
て
あ

げ
て

頂
い

て
い

る
が

、
他

の
事

例
で

も
他

機
関

と
の

関
わ

り
が

あ
る

と
思

う
の
で
、
各
事
例

で
役
割
分
担

な
ど
に
つ
い
て
お

示
し
い
た
だ

き
た

い
。
（

協
働

の
事

例
が

知
り

た
い

）

90
8

自
治

体
 

 
 

2
74

5
終
結
事
例
が
な
か

っ
た
よ
う
だ

っ
た
の
で
、
終
結
事
例
も
あ

る
と

、
着

地
点

を
ど

う
判

断
す

る
か

等
、
支

援
の

全
体

の
流

れ
が

分
か

る
と

思
わ
れ
る
。

90
9

自
治

体
 

 
 

2
74

5
現
在
の
よ
う
に
留

意
ポ
イ
ン
ト

に
焦
点
を
あ
て
た

相
談
経
緯
の

書
き

方
が

良
い

。
“
ひ
き
こ
も
り
状

態
が
長
期
に

わ
た
る
事
例

”
は

、
長
期
と
い

う
抽

象
的

な
表

現
で

は
な

く
、

具
体

的
に

「
1
0
年

、
2
0
年

な
ど

長
期

に
わ
た
る
事
例
」
と

年
数
を
入
れ

て
ほ
し
い
。

ひ
き
こ
も
り
当
事

者
の
年
齢
別

（
層
別
）
例
示
は

可
能
か
?
（

現
状

年
齢

は
不

規
則

に
記

載
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
見

受
け

ら
れ

た
）

事
例
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
事

例
に
近
い
も
の
が

多
く
わ
か
り

や
す

か
っ

た
。
で

き
れ

ば
目

次
で

さ
ら

に
引

き
や

す
い

よ
う

に
「

8
0
代

の
父
母
と
暮
ら
す

5
0
代
」
と
副
題
を
い
れ

て
も
い
い
の
で

は
な

い
か

。

91
0

自
治

体
質
問

7
 

2
7
5

5
時
代
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め

一
定
時
期
で
の
更

新
（
改
定
）

を
要

望

9
1
1

当
事

者
・

家
族

等

質
問
４

1
3
9

3
 

(
1
)
 

1
)

決
め
つ
け
た
言
い

方
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
の

よ
う

な
場

合
も

あ
る

、
と

い
う

こ
と

を
伝

え
て

ほ
し

い
。
他

の
部

分
と

同
様
に
、
固
定
化
さ

せ
な
い
方
が

良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か

。

9
1
2

当
事

者
・

家
族

等

質
問
４

1
3
9

1
 

(
2
)

｢
ひ
き
こ
も
る

こ
と
を
選
択
せ

ざ
る
を
得
な
い
｣
な
ど
の
本
人

や

9
1
3

当
事

者
・

家
族

等

質
問
４

1
3
9

直
接
関
わ
り
が
な

い
か
と
思
い

ま
す
が
、「

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
」
は

、「
支

援
者

」
と

し
て

ど
の

よ
う

な
方

々
を

想
定

し
て

い
る

の
で

し
ょ

う
か
。
行
政
や
公
的

機
関
、
行
政

か
ら
委
託
、
認
可

さ
れ
た
団
体

に
所

属
し

て
い

る
方

々
と

い
う

よ
う

に
受

け
止

め
ま

し
た

。
し
か
し
、
県
が
ま
と
め
て

い
る
資
料
に
は

掲
載
さ
れ
て
い

な
い
、
個

人
で

活
動

し
て

い
る

方
や

公
的

に
把

握
さ

れ
て

い
な

い
よ

う
な

支
援

者
も
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
支

援
者
に
よ
っ
て
傷

つ
け
ら
れ
、

心
身

に
影

響
を

受
け

て
い

る
本

人
や

家
族

の
話

も
耳

に
入

っ
て

い
ま

す
。

本
人
や
家
族
か
ら

支
援
者
へ
と

い
う
場
合
も
あ
る

か
も
し
れ
ま

せ
ん

が
。
そ

う
し

た
ト

ラ
ブ

ル
の

解
決

は
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
て

い
る

も
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
、
個
人
で
活

動
し
て
い
る
方

々
に
、
今
回
の
「
ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

」
の

趣
旨

を
ど

の
よ

う
な

形
で

届
け

る
こ

と
が

で
き

る
の

か
と
考
え
さ
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す

。

91
4

自
治

体
質
問

5
 

2
7
9

5
支
援
セ
ン
タ
ー
や

居
場
所
の
具

体
的
な
取
組
例
（
掲
載
で
き

な
い

場
合

は
、
Ｕ

Ｒ
Ｌ

や
Ｑ

Ｒ
コ

ー
ド

の
添

付
等

）
が

あ
れ

ば
、

支
援

者
・

本
人
共
に
参
考
に

な
り
そ
う
。
（
事
例
に
も
う
少

し
盛
り
込
ん

で
も

い
い

か
も

？
）

91
5

自
治

体
質
問

6
 

2
7
8

5
「
リ
フ
ァ
ー
」
の
意
味
が

分
か
ら
ず
調
べ

る
作
業
が
生
じ

た
。
専

門
職

以
外

の
方

も
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
を

読
む

事
も

前
提

と
し

て
記

載
頂

け
れ
ば
と
感
じ
た
。

91
6

自
治

体
質
問

6
 

2
7
8

4 
2 

6
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で

は
、
自
治
体

の
窓
口
に
は
当
然

な
が
ら
引
き

こ
も

り
相

談
窓

口
が

あ
り

、
相

談
員

が
配

置
さ

れ
て

い
る

事
を

前
提

と
し

た
記
載
と
な
っ
て

い
る
が
、
当
市
で
は
、
重
層
的
支

援
体
制
整

備
事

業
担

当
課

が
ひ

き
こ

も
り

担
当

と
い

っ
た

流
れ

に
よ

り
、
事

務
分

掌
上
に
お
い
て
引
き

こ
も
り
担
当

課
が
明
確
に
定
め

ら
れ
て
も
い

な
い

た
め

、
相

談
員

も
配

置
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、
相

談
者

に
県

の



1
5
3

番
号
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ひ
き
こ
も
り
相
談

支
援
セ
ン
タ

ー
を
紹
介
さ
せ
て

頂
く
場
合
が

あ
る

。
こ

れ
か

ら
相

談
体

制
（

委
託

を
含

め
て

）
を

整
備

す
る

場
合

に
つ

い
て
も
触
れ
て
頂

け
た
ら
有
難

い
な
と
感
じ
た
。

91
7

自
治

体
質
問

6
 

2
7
8

4 
2 

3
ひ

き
こ

も
り

支
援

は
長

期
間

に
及

ぶ
事

か
ら

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

内
で

は
人

事
異

動
等

が
あ

っ
た

場
合

の
継

続
的

な
支

援
に

つ
い

て
触

れ
ら

れ
て
い
た
も
の
の

、
事
務
職
と

し
て
の
配
置
し
か

な
い
自
治
体

に
は

社
会

福
祉

協
議

会
等

へ
の

ひ
き

こ
も

り
相

談
窓

口
の

委
託

が
必

要
で

は
な
い
か
と
感
じ

た
。

91
8

自
治

体
質
問

8
 

2
7
9

5
成
功
事
例
だ
け
で

な
く
、
失
敗
事
例
も
提

示
し
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